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『
群
書
治
要
』
序

	 


『
群
書
治
要
』
は
唐
の
太
宗
李
世
民
が
貞
観
の
初
期
に
編
纂
を
命
じ
た
書
物
で
す
。
太
宗
は
十
六
歳
か

ら
父
と
共
に
従
軍
し
た
が
、
十
余
年
の
軍
隊
生
活
の
末
に
、
よ
う
や
く
動
乱
の
社
会
を
平
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
二
十
七
歳
に
即
位
し
て
か
ら
、
太
宗
は
文
化
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
特
に
平
和

な
治
世
を
心
掛
け
て
い
た
太
宗
は
、
民
衆
た
ち
が
日
常
の
営
み
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
よ
く
休
ま
せ
た
も

の
で
す
。
太
宗
は
武
勇
に
優
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
頭
脳
明
晰
な
人
で
も
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

若
く
し
て
従
軍
し
た
せ
い
で
あ
ま
り
勉
学
に
励
め
な
か
っ
た
こ
と
は
い
つ
も
心
残
り
で
し
た
。
ま
た
、
前

の
隋
の
滅
亡
に
鑑
み
て
、
つ
い
に
始
ま
っ
た
新
し
い
時
代
を
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
よ
く

知
っ
て
い
る
太
宗
は
、
群
臣
が
自
分
を
諌
め
、
政
策
の
過
ち
を
指
摘
す
る
よ
う
に
勧
め
た
の
で
す
。
太
宗

は
魏
徴
と
虞
世
南
ら
に
命
じ
て
、
歴
代
の
帝
王
た
ち
が
残
し
た
統
治
の
史
料
を
整
理
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
六
経
四
史
及
び
諸
子
百
家
の
中
か
ら
、
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
出

し
、
叢
書
と
し
て
編
成
さ
せ
ま
し
た
。
古
く
は
五
帝
か
ら
始
ま
り
、
新
し
く
は
晋
代
ま
で
網
羅
し
た
こ
の

書
物
は
、
一
万
四
千
あ
ま
り
の
部
書
と
八
万
九
千
あ
ま
り
の
古
書
か
ら
六
十
五
種
の
経
典
を
普
く
収
集

し
、
最
終
的
に
は
五
十
万
あ
ま
り
の
文
字
数
に
な
り
ま
し
た
。

	 


完
成
し
た
本
書
は
魏
徴
が
序
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
に
「
現
世
で
用
い
れ
ば
、
前
古
の
こ
と
を
鑑
み

ら
れ
る
。
後
世
に
伝
わ
れ
ば
、
子
孫
の
た
め
に
な
る
」
治
世
の
宝
典
で
す
。
太
宗
は
豊
か
な
内
容
を
簡
潔
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な
言
葉
と
鋭
い
視
点
で
ま
と
め
た
本
書
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
い
つ
も
手
放
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
私
が
何

事
に
も
惑
わ
ず
に
い
ら
れ
た
の
は
、
卿
ら
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
、
太
宗
は
言
い
ま
し
た
。

	 


太
宗
の
言
葉
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
貞
観
の
治
と
い
う
太
平
の
盛
況
に
本
書
は
莫
大
な
貢
献
を
し
て
い

ま
し
た
。
本
書
は
政
治
家
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
必
読
の
宝
典
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
中
国
で
は

印
刷
術
は
ま
だ
発
達
し
て
お
ら
ず
、
宋
朝
の
初
期
に
な
る
と
、
本
書
は
す
で
に
逸
散
し
て
し
ま
い
、
『
宗

史
』
に
も
記
録
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
、
日
本
の
金
沢
文
庫
に
は
鎌
倉
時
代
の
日
本
人
僧
侶

に
よ
る
手
書
き
の
謄
本
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
清
朝
の
乾
隆
六
十
年
に
、
謄
本
は
日
本
人
に
守
ら

れ
な
が
ら
、
中
国
本
土
に
送
り
届
け
ら
れ
た
の
で
す
。
上
海
商
務
印
書
館
と
台
湾
の
出
版
社
は
そ
れ
ぞ
れ

こ
の
謄
本
を
元
に
、
印
刷
し
て
発
行
し
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
の
師
走
に
、
浄
空
は
幸
運
に
も
本
書
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
度
も
読
み
返
し
て
い
る
と
、
無
量
の
歓
喜
が
沸
き
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
古
の
聖
人
と
先
賢
た
ち
が
残
し
た
文
化
教
育
は
、
こ
の
世
に
永
遠
の
安
定
と
平
和
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
と
い
う
確
信
を
持
ち
え
た
の
で
す
。
最
も
重
要
な
の
は
、
国
人
自
身
が
伝
統
文
化
を
本
当
に
知
り
、

疑
念
を
断
ち
切
っ
て
信
心
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
で
す
。
聖
賢
の
伝
統
文
化
と
は
言
え
、
実
は
一
切
の
衆
生

自
身
の
性
情
か
ら
顕
れ
て
く
る
も
の
で
、
時
空
を
超
越
し
た
新
し
さ
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
文
化
を
学

ぶ
上
で
最
も
大
事
な
の
は
、
「
誠
敬
」
の
二
文
字
に
あ
り
ま
す
。
『
曲
礼
』
に
曰
く
、
「
敬
わ
ざ
る
こ
と

な
か
れ
」
。
清
朝
の
康
熙
帝
曰
く
、
「
民
に
臨
み
て
主
敬
を
以
っ
て
本
と
為
す
」
、
「
誠
と
敬
と
は
、
千
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古
に
伝
わ
る
学
で
も
、
此
れ
を
越
え
る
も
の
あ
ら
ざ
る
」
。
程
子
曰
く
、
「
敬
は
百
邪
に
勝
る
」
。
こ
れ

ら
の
説
明
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
修
身
し
徳
を
積
み
、
世
に
利
を
も
た
ら
し
民
を
救
済
で
き
る
の
は
、
た

だ
「
誠
敬
」
の
二
文
字
の
み
で
す
。
も
し
古
の
聖
人
と
先
王
た
ち
の
教
育
に
対
す
る
誠
と
敬
が
な
け
れ
ば
、

た
と
え
多
く
の
典
籍
を
読
ん
で
も
、
実
益
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
孔
子
曰
く
「
述
べ
て
作
ら

ず
、
信
じ
て
古
を
好
む
」
も
こ
の
こ
と
を
立
証
し
て
い
ま
す
。

	 


孫
中
山
さ
ん
は
三
民
主
義
に
つ
い
て
の
演
説
（
民
族
主
義
第
四
講
）
で
、
こ
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
の
発
達
、
物
資
文
明
の
進
歩
は
、
た
か
が
こ
こ
二
百
年
あ
ま
り
の
こ
と
で
す
。
政

治
と
哲
学
の
真
理
と
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ま
だ
中
国
に
教
え
を
請
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
諸

君
の
知
っ
て
い
る
通
り
に
、
こ
の
世
で
最
も
優
れ
た
学
問
を
有
し
て
い
る
の
は
ド
イ
ツ
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
ド
イ
ツ
の
学
者
た
ち
は
中
国
の
哲
学
を
も
勉
強
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
仏
教
を
も

研
究
し
て
い
ま
す
。
全
て
は
己
ら
の
科
学
の
偏
り
を
正
し
、
補
う
た
め
で
す
」
。

	 


イ
ギ
リ
ス
の
ト
イ
ン
ビ
ー
博
士
は
さ
ら
に
言
い
ま
し
た
。
「
二
十
一
世
紀
の
社
会
問
題
を
解
決
し
た
け

れ
ば
、
孔
子
と
孟
子
の
学
説
と
大
乗
仏
教
の
道
を
精
進
す
る
の
み
で
す
」
。
今
日
の
世
界
で
は
様
々
な
乱

れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
も
し
世
界
を
、
中
国
を
救
い
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
た
だ
中
国
の
伝
統
文
化
教
育
が
こ

の
使
命
を
果
た
せ
る
の
で
し
ょ
う
。
祖
先
た
ち
が
今
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
治
国
の
智
慧
、
理
念
、
方
法
、

経
験
と
効
果
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
千
万
年
と
い
う
長
い
試
練
の
時
を
越
え
て
累
積
さ
れ
た
宝
で
あ
り
、
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結
晶
で
も
あ
り
ま
す
。
『
群
書
治
要
』
は
至
高
の
珍
宝
で
あ
り
、
非
常
に
尊
い
も
の
で
す
。
も
し
深
く
理

解
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
天
下
の
太
平
も
、
個
人
の
幸
福
も
、
自
ず
と
得
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

逆
に
、
そ
の
道
に
背
い
た
者
は
、
自
ら
災
い
を
招
き
入
れ
る
こ
と
を
免
れ
ず
、
絶
え
な
い
災
厄
に
悩
ま
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
浄
空
に
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今
日
、
『
群
書
治
要
』
が
再
現
で
き
た
の
は
、
神

聖
な
使
命
が
あ
る
た
め
で
す
。
両
岸
三
地
及
び
世
界
各
国
、
各
党
、
各
レ
ベ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
ー
た
ち
が
共

に
学
べ
る
よ
う
に
、
浄
空
は
喜
ん
で
世
界
出
版
社
に
一
万
セ
ッ
ト
の
印
刷
を
依
頼
し
ま
し
た
。
調
和
の
取

れ
た
社
会
、
大
同
の
治
の
世
の
中
は
期
待
で
き
ま
し
ょ
う
。
『
群
書
治
要
』
が
間
も
な
く
重
版
で
き
る
こ

と
を
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
浄
空
は
序
文
を
書
く
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
が
、
こ
の
数
句
の
言
葉
に
、

歓
喜
と
讃
嘆
の
気
持
ち
を
込
め
て
。

浄
空

二
〇
一
〇
年
十
二
月
二
十
八
日　

ホ
ン
コ
ン
で  
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『
群
書
治
要
三
六
〇
』
序

	 


『
群
書
治
要
三
六
〇
』
は
中
国
古
代
の
聖
人
と
先
王
た
ち
が
太
平
の
盛
世
を
治
め
た
の
に
用
い
た
智

慧
、
方
法
、
経
験
、
効
果
等
を
集
め
た
大
成
で
さ
り
、
千
万
年
の
試
練
を
経
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
文
化
の

結
晶
で
す
。
こ
の
宝
典
は
唐
の
太
宗
が
「
貞
観
の
治
」
を
開
創
す
る
の
を
助
け
て
、
そ
の
後
三
〇
〇
年
間

の
盛
世
に
必
要
な
基
礎
を
築
い
た
も
の
で
す
。
必
ず
や
、
各
階
級
に
属
す
る
今
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
と
っ

て
も
、
貴
重
な
参
考
に
な
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
な
る
領
域
と
身
分
の
社

会
大
衆
に
と
っ
て
も
、
本
書
は
智
慧
の
泉
の
よ
う
に
、
心
身
安
楽
、
家
庭
円
満
、
事
業
永
続
な
ど
様
々
な

幸
福
を
も
た
ら
し
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
導
師
で
あ
る
釈
浄
空
老
教
授
は
中
華
文
化
の
伝
承
を
い
つ
も
気

に
か
け
て
い
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
の
末
に
先
祖
た
ち
の
ご
加
護
の
お
蔭
で
、
こ
の
宝
典
は
最
終
的
に
老

教
授
の
手
に
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
書
こ
そ
今
の
社
会
問
題
を
解
決
す
る
良
策
だ
と
知
っ
て
い
る

老
教
授
は
嬉
し
さ
を
抑
え
き
れ
ず
に
、
す
ぐ
さ
ま
世
界
書
店
に
印
刷
と
流
通
を
依
頼
し
ま
し
た
。
老
教
授

が
マ
レ
ー
シ
ア
で
ナ
ジ
ブ
首
相
と
マ
ハ
ー
テ
ィ
ル
前
首
相
に
訪
れ
た
時
、
『
群
書
治
要
』
の
内
容
を
簡
単

に
紹
介
し
た
が
、
二
人
は
す
ぐ
に
英
語
版
を
読
み
た
い
と
言
い
ま
し
た
。
老
教
授
は
こ
の
こ
と
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
ま
し
た
。
『
群
書
治
要
』
を
三
六
〇
カ
条
に
節
録
し
て
現
代
文
と
各
国
の
言
葉
に
翻
訳
し
、
世
の

人
々
に
手
に
と
っ
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
老
教
授
は
こ
の
任
務
を
本
セ
ン
タ
ー
に
託

し
て
く
れ
た
た
め
に
、
本
セ
ン
タ
ー
は
『
群
書
治
要
三
六
〇
』
を
編
集
す
る
ゆ
か
り
に
な
り
ま
す
。
老
教
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授
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
こ
そ
、
世
界
平
和
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
貢
献
に
な
れ
る
と
考
え
て
、
こ
れ
か

ら
の
十
年
間
で
毎
年
、
『
群
書
治
要
』
の
中
か
ら
三
六
〇
カ
条
の
原
文
を
選
び
取
り
、
各
国
の
言
葉
と
文

字
に
訳
し
て
流
通
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。

	 


『
治
要
』
は
経
、
史
、
子
か
ら
選
定
し
、
合
計
六
十
五
部
、
五
十
巻
に
な
り
ま
す
。
そ
の
目
録
は
『
周

易
』
、
『
史
記
』
、
『
六
韜
』
な
ど
経
史
子
の
書
目
を
順
番
に
並
べ
た
も
の
で
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
編
集

で
は
、
『
群
書
治
要
三
六
〇
』
シ
リ
ー
ズ
を
六
つ
の
大
綱
に
分
け
ま
し
た
。
君
道
、
臣
術
、
貴
徳
、
為
政
、

敬
慎
、
明
辧
の
六
つ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
綱
の
下
に
、
ま
た
『
治
要
』
で
述
べ
ら
れ
た
関
連
の
あ
る
項

目
を
細
目
と
し
て
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
綱
目
が
、
読
者
が
『
群
書
治
要
』
の
精
神
を
理
解
す
る
助

け
に
な
れ
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

	 


『
群
書
治
要
三
六
〇
』
の
編
集
及
び
翻
訳
作
業
は
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、
中
国
大
陸
、
台
湾
と
香
港
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
各
地
の
人
々
の
ご
協
力
を
頂
い
た
が
、
こ
こ
で
併
せ
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

	 


本
編
集
及
び
翻
訳
チ
ー
ム
は
徳
も
学
識
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
も
の
で
、
本
書
に
は
至
ら
ぬ
所
が
多
く
あ

る
で
し
ょ
う
。
ど
う
か
皆
様
の
ご
助
力
を
受
け
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
昔

の
聖
人
や
先
賢
た
ち
の
智
慧
あ
る
導
き
の
下
で
、
大
衆
が
心
身
安
楽
、
家
庭
円
満
、
事
業
順
調
な
ど
の
幸



VII

せ
に
め
ぐ
る
よ
う
に
、
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
書
が
社
会
の
衝
突
と
対
立
を
解
決
し
、
安

定
し
た
平
和
な
素
晴
ら
し
い
世
界
に
変
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
共
に
手
を
携
え
て
、
平
和
の
道
へ

と
歩
み
ま
し
ょ
う
！

マ
レ
ー
シ
ア
中
華
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー

 

二
〇
一
五
年
七
月
十
二
日
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『
群
書
治
要
三
六
〇
』
翻
訳
に
つ
い
て
の
説
明

	 


本
翻
訳
書
は
マ
レ
ー
シ
ア
中
華
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
が
編
集
及
び
翻
訳
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
二
〇
一
五

年
七
月
十
二
日
）
を
元
に
行
わ
れ
た
日
本
語
の
翻
訳
で
す
。
『
群
書
治
要
』
に
は
六
つ
の
大
綱
が
あ
り
、

君
道
、
臣
術
、
貴
徳
、
為
政
、
敬
慎
、
明
辨
な
ど
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
六
つ
の
大
綱
か
ら
な
る
治
世

の
宝
典
か
ら
、
さ
ら
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
三
六
〇
カ
条
の
項
目
を
選
び
出
し
た
。
本
書
の
翻
訳
プ
ロ

セ
ス
は
以
下
の
通
り
で
す
。
三
六
〇
カ
条
の
古
文
に
対
し
て
は
原
典
の
漢
文
を
保
留
し
な
が
ら
、
外
国
の

方
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
意
味
解
釈
で
は
中
国
語
の
現
代
文
を
日
本
語
に
翻
訳
し
ま
し
た
。

	 


本
学
会
が
『
群
書
治
要
三
六
〇
』
日
本
語
版
の
翻
訳
を
依
頼
さ
れ
た
時
、
浄
空
老
法
師
の
序
文
を
拝
読

し
て
、
私
た
ち
は
無
上
の
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
中
国
で
は
印
刷
術
が
ま
だ
発
達
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
『
群
書
治
要
』
は
宋
朝
の
初
期
で
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
日

本
に
は
ま
だ
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
が
手
書
き
で
写
し
た
『
群
書
治
要
』
の
全
巻
が
あ
り
ま
し
た
。
清
の
乾
隆

六
十
年
（
一
七
九
五
年
）
に
、
日
本
人
に
守
ら
れ
て
、
貴
重
な
奇
書
で
あ
る
『
群
書
治
要
』
は
よ
う
や
く

中
国
に
戻
ら
れ
て
、
今
に
至
り
ま
す
。
こ
の
度
の
翻
訳
は
、
華
夏
民
族
の
子
孫
で
あ
る
私
た
ち
が
、
大
和

民
族
の
子
孫
で
あ
る
皆
様
に
恩
返
し
を
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
り
、
実
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。

	 


聖
賢
の
遺
し
た
伝
統
文
化
は
民
族
と
国
家
を
問
わ
ず
、
時
空
を
超
え
て
、
い
つ
ま
で
も
新
し
さ
を
失
わ
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な
い
教
育
で
す
。
今
こ
の
時
、
私
た
ち
の
力
は
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
が
、
日
本
の
ご
縁
あ
る
方
た
ち
も
本

書
を
勉
強
し
、
広
め
て
く
だ
さ
れ
れ
ば
、
幸
い
で
す
。
昔
の
聖
人
と
先
賢
た
ち
の
残
し
た
宝
典
を
日
本
列

島
に
広
め
て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
教
育
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
日
本
も
徐
々
に
災
難
の

脅
か
し
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
大
和
民
族
の
よ
り
良
い
未
来
を
創
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

	 


国
境
を
越
え
て
、
こ
の
世
で
最
も
美
し
く
善
良
な
心
で
、
世
界
平
和
の
た
め
に
、
共
に
心
を
込
め
て
手

を
携
え
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
国
運
が
ま
す
ま
す
隆
盛
し
、
人
々
も
安
楽
な
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

台
湾
Ｎ
Ｇ
Ｏ
法
人
西
有
学
会 

二
〇
一
六
年
三
月
二
十
五
日
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身

	

壱
、
君
道 

 

	
一
、
修
身

	

（
一
） 
使
命 

䐓	

《
洪
範
》
曰
：
「
天
子
作
民
父
母
，
為
天
下
王
。
」
聖
人
取
類
以
正
名
，
而
謂
君
為
「
父
母
」
，
明
仁
愛
德
讓
，

王
道
之
本
也
。
（
卷
十
四　

漢
書
二
）

	

【
白
話
】�

《
尚
書‧

洪
範
》
上
說
：
「
天
子
能
做
人
民
的
父
母
，
而
為
天
下
所
歸
往
。
」
聖
人
用
相
似
的

稱
謂
來
端
正
名
分
，
而
稱
君
主
是
「
父
母
」
，
表
明
寬
仁
慈
愛
、
有
德
禮
讓
，
是
王
道
的
根
本
。

 

『
尚
書
・
洪
範
』
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
天
子
は
民
の
父
母
と
し
て
、
天
下
万
物
の
拠
り
所
に
な
れ
ま
す
」

似
た
よ
う
な
言
葉
で
物
事
の
意
味
を
正
そ
う
と
し
た
聖
人
は
、
君
主
を
「
父
母
」
と
称
し
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、
深
い
仁
徳
と
慈
愛
を
持
つ
広
い
心
、
そ
し
て
譲
り
合
う
の
精
神
こ
そ
、
王
道
の
根
本
で
す
。

堺	

聖
人
之
從
事
也
，
所
由
異
路
而
同
歸
，
其
存
亡
定
傾
彍

若
一
，
志
不
忘
乎
欲
利
人
也
。
…
…
聖
人
之
心
，
日

夜
不
忘
乎
欲
利
人
，
其
澤
鈫

之
所
及
亦
遠
也
。
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
存
亡
定
傾
：
使
瀕
臨
滅
亡
或
已
亡
者
得
以
繼
續
存
在
或
延
續
，
使
危
險
的
局
勢
或
即
將
傾
覆

的
國
家
轉
為
穩
定
。
鈫
澤
：
恩
德
，
恩
惠
。

	

【
白
話
】�

聖
人
做
事
，
都
是
殊
途
同
歸
，
他
們
使
瀕
臨
滅
亡
之
國
得
以
延
續
、
使
即
將
傾
覆
之
國
得
以
安
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定
的
目
的
是
一
致
的
，
心
志
總
是
不
忘
記
要
有
利
於
人
民
。
…
…
聖
賢
者
的
心
境
，
日
夜
都
不

忘
記
有
利
於
他
人
，
他
的
恩
德
所
播
及
的
地
方
也
是
很
廣
遠
的
。

 
聖
人
の
な
す
こ
と
は
、
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
同
じ
目
的
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
国
が
存
続
し
て
も
滅
亡
し
て
も
、
安
定
し
て
も
傾
い
て
も
、
そ
の
志
が
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
い
つ

で
も
民
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
聖
人
と
賢
者
の
心
は
、
昼
夜
問
わ
ず
に
人
の
た
め
に
な

る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
そ
の
恩
恵
と
徳
の
及
ぶ
範
囲
も
ま
た
、
遠
く
広
い
も

の
で
す
。

腼	

道
也
者
，
福
之
本
也
；
祥
也
者
，
福
之
榮
也
。
無
道
者
，
必
禍
之
本
；
不
祥
者
，
必
失
福
之
榮
矣
。
故
行

而
不
緣
道
者
，
其
言
也
必
不
顧
義
矣
。
故
紂
自
謂
天
王
也
，
而
桀
自
謂
天
子
也
，
已
滅
之
後
，
民
以
罵
也
。

以
此
觀
之
，
則
位
不
足
以
為
尊
，
而
號
不
足
以
為
榮
矣
。
故
君
子
之
貴
也
，
士
民
貴
之
，
故
謂
之
貴
；
故

君
子
之
富
也
，
士
民
樂
之
，
故
謂
之
富
。
故
君
子
之
貴
也
，
與
民
以
福
，
故
士
民
貴
之
；
故
君
子
之
富
也
，

與
民
以
財
，
故
士
民
樂
之
。
（
卷
四
十　

賈
子
）

	

【
白
話
】�

道
義
是
福
德
的
根
本
；
吉
祥
是
福
德
的
榮
顯
。
不
行
道
義
，
一
定
是
遭
受
禍
患
的
根
源
；
不
吉

祥
，
一
定
是
喪
失
福
德
的
表
現
。
所
以
行
為
不
依
循
正
道
，
那
麼
言
語
也
一
定
不
講
求
仁
義
。

所
以
商
紂
自
稱
天
王
，
夏
桀
自
稱
天
子
，
他
們
滅
亡
之
後
，
人
民
還
在
咒
罵
他
們
。
由
此
看
來
，

有
地
位
不
足
以
讓
自
己
尊
貴
，
而
名
號
也
不
足
以
讓
自
己
引
以
為
榮
。
所
以
君
主
的
尊
貴
，
是
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一
、
修
身

士
民
都
尊
重
他
，
所
以
才
稱
為
尊
貴
；
君
主
的
富
有
，
是
士
民
都
愛
戴
他
，
所
以
才
稱
為
富
有
。

所
以
君
主
的
尊
貴
，
在
於
給
予
人
民
以
福
祉
，
所
以
士
民
尊
重
他
；
君
主
的
富
有
，
在
於
給
予

人
民
以
財
富
，
所
以
士
民
愛
戴
他
。

 
道
義
は
福
徳
の
根
本
で
あ
り
、
吉
祥
は
福
徳
の
栄
華
の
現
わ
れ
で
す
。
道
義
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
必
ず

災
い
の
元
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
不
祥
事
も
福
徳
を
失
っ
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
日
頃
の

行
い
が
正
道
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
言
葉
に
も
必
ず
仁
義
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
、
自
ら
を
天
王
や
天
子
と
称
し
た
商
の
紂
や
夏
の
桀
は
、
滅
亡
し
た
後
も
、
な
お
人
々
か
ら
罵
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
地
位
だ
け
で
は
己
を
尊
い
も
の
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

名
声
も
己
の
名
誉
と
し
て
誇
れ
ま
せ
ん
。
君
主
が
尊
い
の
は
、
民
が
彼
の
こ
と
を
尊
重
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
尊
い
者
と
言
え
ま
す
。
君
主
の
富
は
、
民
が
彼
の
こ
と
を
愛
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
持
て
る
者
と
言

え
ま
す
。
君
主
の
尊
さ
は
、
民
に
福
祉
を
与
え
る
か
ら
、
民
か
ら
尊
重
さ
れ
ま
す
。
君
主
の
富
は
、
民
に

富
を
与
え
る
か
ら
、
民
か
ら
愛
さ
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

膄	

武
王
克
殷
，
發
鉅
橋
彍

之
粟
，
散
鹿
臺
鈫

之
錢
；
封
比
干
之
墓
，
解
箕
子
之
囚
；
無
故
無
新
，
唯
賢
之
親
。

用
非
其
有
，
使
非
其
人
，
晏
然
𤊄

若
其
（
無
若
其

之
其
）

故
有
之
。
由
此
觀
之
，
則
聖
人
之
志
大
矣
！
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
鉅
橋
：
殷
紂
王
貯
藏
糧
食
的
場
所
，
亦
作
巨
橋
。
鈫
鹿
臺
：
殷
紂
王
貯
藏
珠
玉
錢
帛
的
地
方
。
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一
、
修
身

𤊄
晏
然
：
悠
閒
安
適
的
樣
子
。

	
【
白
話
】�

周
武
王
攻
破
殷
商
後
，
發
放
鉅
橋
的
糧
食
，
散
發
鹿
臺
的
庫
錢
；
封
修
比
干
的
陵
墓
，
把
箕
子

從
囚
禁
中
釋
放
出
來
；
不
分
舊
臣
還
是
新
人
，
只
要
賢
能
就
親
近
。
使
用
的
不
一
定
都
是
他
原

有
的
東
西
，
任
用
的
不
一
定
都
是
親
近
的
人
，
而
武
王
自
在
從
容
，
就
像
都
是
他
原
有
的
一
樣
。

由
此
看
來
，
聖
人
的
志
向
遠
大
啊
！

 

周
の
武
王
は
殷
商
を
破
っ
た
後
、
民
に
鉅
橋
の
食
糧
を
提
供
し
、
鹿
台
金
庫
の
金
銭
を
ま
き
散
ら
し
ま

し
た
。
ま
た
比
干
の
墓
を
修
復
し
、
箕
子
を
牢
獄
か
ら
釈
放
し
ま
し
た
。
旧
来
の
大
臣
で
も
新
し
く
頭
角

を
露
わ
し
た
新
人
で
も
、
賢
明
で
有
能
な
者
な
ら
ば
、
自
ら
近
づ
き
ま
し
た
。
武
王
が
使
う
の
は
必
ず
し

も
元
か
ら
彼
に
所
属
し
て
い
る
者
で
は
な
く
、
任
用
す
る
者
も
必
ず
し
も
彼
に
近
し
い
者
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
武
王
は
悠
然
と
そ
れ
ら
に
接
し
、
ま
る
で
元
か
ら
全
て
が
彼
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
聖
人
の
志
は
実
に
広
く
大
き
な
も
の
で
す
！

	

（
二
）
戒
貪
（
貪
欲
を
戒
め
ま
す
）

䐥	

罪
莫
大
於
可
欲
，
好
淫
色

也
。

禍
莫
大
於
不
知
足
，
富
貴
不
能
自

禁
止
也
。

咎
莫
大
於
欲
得
，
欲
得
人
物
，

利
且
貪
。

故
知
足
之
足
，
常
足
矣
。

無
欲
心

也
。

（
卷
三
十
四　

老
子
）

	

【
白
話
】�

罪
惡
沒
有
比
荒
淫
好
色
更
大
的
，
禍
患
沒
有
比
不
知
足
更
大
的
，
過
錯
沒
有
比
貪
得
無
厭
更
大
的
。

所
以
，
只
有
知
足
的
富
足
，
才
是
長
久
的
富
足
。
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荒
淫
と
好
色
よ
り
大
き
な
罪
は
な
く
、
満
足
を
知
ら
な
い
こ
と
よ
り
大
き
な
禍
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

底
な
し
の
欲
望
よ
り
大
き
な
過
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
満
足
を
知
っ
て
い
る
者
の
富
こ
そ
、

長
く
持
続
で
き
る
富
で
す
。

膓	

今
夫
溜
水
彍

足
以
溢
壺
榼
鈫

，
而
江
河
不
能
實
漏
卮
𤊄

。
故
人
心
猶
此
也
。
自
當
以
道
術
𤊄

度
量
，
食
充
虛
，

衣
禦
寒
，
則
足
以
養
七
尺
之
形
矣
。
若
無
道
術
度
量
，
則
萬
乘
之
勢
焩

，
不
足
以
為
尊
，
天
下
之
富
，
不
足

以
為
樂
矣
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
溜
水
：
屋
簷
上
滴
下
的
水
。
溜
：
通
「
霤
」
，
屋
簷
滴
水
處
。
鈫
榼
（k

ē

／

克
）
：
盛
酒

或
貯
水
的
器
具
。
𤊄
卮
（z

h
ī

／

汁
）
：
古
代
盛
酒
的
器
皿
。
旔
道
術
：
仁
義
道
德
。
焩
萬
乘

（s
h
è
n
g

／

剩
）
之
勢
：
擁
有
可
出
動
兵
車
萬
乘
的
力
量
。
喻
擁
有
的
地
位
極
高
。
乘
：
量
詞
，

古
時
一
車
四
馬
叫
「
乘
」
。

	

【
白
話
】�

如
今
屋
簷
上
滴
下
的
水
能
把
水
壺
裝
滿
，
而
江
河
之
水
卻
裝
不
滿
漏
水
的
酒
器
。
所
以
人
心
就

像
這
樣
。
應
當
以
仁
義
道
德
來
衡
量
約
束
自
己
，
食
物
能
填
飽
肚
子
，
衣
服
能
抵
禦
風
寒
，
也

就
足
以
養
護
七
尺
之
軀
了
。
如
果
不
用
道
德
標
準
來
衡
量
約
束
自
己
，
那
麼
即
使
擁
有
天
子
的

權
勢
也
不
會
感
到
尊
貴
，
即
使
擁
有
天
下
的
財
富
也
不
會
感
到
快
樂
。

 

屋
根
か
ら
滴
る
雫
で
も
壺
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
た
と
え
大
河
の
水
で
も
水
漏
れ
の
す
る
酒
器

を
満
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
の
心
も
こ
の
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
仁
義
と
道
徳
を
己
を
図
る
物
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差
し
と
し
て
、
自
分
の
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
空
腹
を
満
た
し
、
寒
さ
を
し
の
げ
る
こ

と
さ
え
で
き
れ
ば
、
七
尺
の
体
を
養
う
こ
と
も
で
き
ま
し
ょ
う
。
し
な
し
な
が
ら
、
も
し
道
徳
を
己
に
対

す
る
物
差
し
に
し
な
け
れ
ば
、
た
と
え
天
子
の
権
威
と
勢
力
を
持
っ
て
い
て
も
、
尊
い
で
あ
る
よ
う
に
は

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た
と
え
天
下
の
富
を
手
中
に
収
め
て
も
、
楽
し
く
感
じ
な
い
で
し
ょ
う
。

䐭	

目
悅
五
色
彍

，
口
欲
滋
味
，
耳
淫
五
聲
鈫

。
七
竅
交
爭
𤊄

，
以
害
一
性
，
日
引
邪
欲
，
竭
其
天
和
旔

。
身
且
不

能
治
，
奈
天
下
何
！
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
五
色
：
青
、
赤
、
白
、
黑
、
黃
五
種
顏
色
。
古
代
以
此
五
者
為
正
色
。
這
裡
泛
指
各
種
顏
色
。

鈫
五
聲
：
指
宮
、
商
、
角
（j

u
é

／

角
）
、
徵
（z

h
ǐ

／

指
）
、
羽
五
音
。
𤊄
交
爭
：
猶
交
集
。

指
不
同
的
事
物
、
感
情
聚
集
或
交
織
在
一
起
。
旔
天
和
：
謂
人
體
之
元
氣
。

	

【
白
話
】�

眼
睛
喜
歡
五
彩
顏
色
，
嘴
巴
貪
愛
美
味
，
耳
朵
沉
湎
於
音
樂
。
眼
耳
口
鼻
七
竅
交
織
在
一
起
追

求
享
受
，
就
會
傷
害
人
的
天
性
，
天
天
被
邪
惡
欲
望
吸
引
，
自
己
身
體
的
元
氣
被
消
磨
殆
盡
。

自
身
都
無
法
調
治
保
養
，
又
怎
能
治
理
天
下
呢
！

 

目
は
色
と
り
ど
り
の
五
彩
を
好
み
、
口
は
美
味
を
偏
愛
し
、
耳
は
音
楽
に
浸
り
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
五
感
が
共
に
享
受
す
る
こ
と
ば
か
り
を
追
い
求
め
て
い
る
と
、
人
の
天
性
は
損
な
わ
れ
ま
す
。
日
に
日

に
邪
悪
な
欲
望
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
、
身
体
の
元
気
が
擦
り
減
ら
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
自
分
の
こ
と
さ

え
も
修
め
て
保
養
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
、
天
下
を
治
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
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膥	

夫
美
也
者
，
上
下
外
內
，
小
大
遠
邇
，
皆
無
害
焉
，
故
曰
美
也
。
若
於
目
觀
則
美
，
於
目
則
美
，

德
則
不
也
。

財
用
則
匱
，

是
聚
民
利
以
自
封
而
瘠
民
也
，
胡
美
之
為
？
封
，
厚
也
。
胡
，

何
。
何
以
為
美
。

夫
君
國
彍

者
，
將
民
之
與
處
，
民
實
瘠
，
君
安
得
肥
？

安
得
獨
肥
，

言
將
有
患
。

（
卷
八　

國
語
）

	

【
註
釋
】
彍
君
國
：
謂
居
君
位
而
御
其
國
。

	

【
白
話
】�
所
謂
美
，
是
指
對
上
下
、
內
外
、
大
小
、
遠
近
都
沒
有
妨
害
，
才
稱
得
上
美
。
如
果
眼
睛
看
著
美
觀
，

然
而
卻
為
此
耗
費
財
物
，
這
是
斂
收
民
財
使
自
己
富
有
卻
讓
百
姓
貧
困
，
哪
裡
還
算
什
麼
美
呢
？

身
為
治
理
國
家
的
君
王
，
要
與
百
姓
共
處
，
百
姓
貧
困
了
，
國
君
怎
麼
得
以
享
受
富
裕
？
（
意

思
是
一
定
會
有
禍
患
的
。
）

 

い
わ
ゆ
る
美
と
は
、
目
上
や
目
下
、
内
外
大
小
、
遠
近
い
ず
れ
の
者
に
対
し
て
も
害
を
及
ぼ
さ
な
い
か

ら
こ
そ
、
美
と
言
え
ま
す
。
も
し
目
に
は
美
し
い
物
が
映
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
美
を
追
求
す
る
た
め
に

財
物
は
使
い
果
た
し
て
し
ま
う
の
な
ら
ば
、
た
だ
人
々
か
ら
富
を
か
き
集
め
て
、
民
を
貧
困
の
窮
地
に
陥

ら
せ
る
だ
け
で
、
美
し
い
こ
と
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
国
を
治
め
る
君
主
は
民
と
共
に
あ
る
べ
き
で
す
。
民

が
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
る
の
に
、
君
主
が
贅
沢
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
（
必
ず

禍
が
訪
れ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
）

埯	

天
下
之
害
，
莫
甚
於
女
飾
。
上
之
人
不
節
其
耳
目
之
欲
，
殫
生
民
之
巧
，
以
極
天
下
之
變
。
一
首
之
飾
，

盈
彍

千
金
之
價
（
價
作

資

）
；
婢
妾
之
服
，
兼
四
海
之
珍
。
縱
欲
者
無
窮
，
用
力
者
有
盡
；
用
有
盡
之
力
，
逞
無



壱、君道

8

群
書
治
要
360

3

一
、
修
身

窮
之
欲
，
此
漢
靈
鈫

之
所
以
失
其
民
也
。
上
欲
無
節
，
眾
下
肆
情
𤊄

，
淫
奓
旔

並
興
，
而
百
姓
受
其
殃
毒
焩

矣
。

（
卷
四
十
九　

傅
子
烄

）

	

【
註
釋
】�

彍
盈
：
超
過
。
鈫
漢
靈
：
即
漢
靈
帝
劉
宏
，
東
漢
第
十
一
位
皇
帝
。
在
位
期
間
重
用
宦
官
，
殘

殺
士
人
，
恣
情
縱
樂
，
導
致
爆
發
黃
巾
起
義
，
漢
朝
名
存
實
亡
。
𤊄
肆
情
：
猶
縱
欲
。
旔
淫
奓

（s
h
ē

／

奓
）
：
奢
侈
無
度
。
奓
：
「
奢
」
的
籀
文
。
焩
殃
毒
：
禍
害
。
烄
傅
子
：
西
晉
傅
玄
著
。

	

【
白
話
】�

對
天
下
有
危
害
的
事
，
沒
有
比
君
王
讓
後
宮
的
女
人
過
分
的
裝
飾
打
扮
更
嚴
重
的
了
。
君
王
不

節
制
耳
目
的
欲
望
，
竭
盡
天
下
的
奇
巧
，
耗
盡
天
下
的
奇
異
之
物
。
後
宮
女
子
一
頭
的
首
飾
，

就
花
費
千
金
之
資
；
婢
妾
的
衣
服
，
包
含
了
四
海
的
珍
寶
。
縱
欲
的
人
欲
望
無
窮
，
而
百
姓
的

物
力
有
限
；
用
有
限
的
物
力
，
去
滿
足
無
盡
的
欲
望
，
這
是
漢
靈
帝
失
去
民
心
的
原
因
。
在
上

者
欲
望
沒
有
節
制
，
下
面
的
人
肆
情
縱
欲
，
荒
淫
奢
侈
之
風
並
起
，
百
姓
就
會
遭
殃
受
害
。

 

天
下
に
災
い
を
も
た
ら
す
種
に
、
後
宮
の
女
房
た
ち
の
過
度
な
着
飾
り
を
君
主
が
許
し
て
し
ま
う
こ
と

よ
り
酷
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
耳
と
目
の
欲
望
を
制
限
し
な
い
君
主
は
、
天
下
の
珍
し
く
て
巧
み
な
者

を
探
し
求
め
、
天
下
の
奇
異
な
物
を
か
き
集
め
ま
す
。
女
房
一
人
の
髪
飾
り
に
千
金
を
は
た
し
、
妾
一
人

の
衣
裳
に
四
方
の
珍
宝
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
好
き
な
よ
う
に
生
き
る
者
の
欲
望
が
尽
き
る

こ
と
は
な
い
が
、
絞
ら
れ
る
民
の
財
力
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
有
限
な
財
力
で
無
限
の
欲
望
を
満
た
そ

う
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
漢
の
霊
帝
が
民
の
心
を
失
っ
た
原
因
で
す
。
上
位
に
い
る
者
の
欲
望
に
制
限

は
な
く
、
そ
の
下
に
つ
く
者
も
欲
望
の
ま
ま
に
行
動
し
て
し
ま
う
と
、
荒
淫
と
贅
沢
を
好
む
風
潮
が
興
り
、
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一
、
修
身

民
は
被
害
を
蒙
り
ま
す
。

臁	
齊
景
公
使
使
於
楚
，
楚
王
與
之
上
九
重
之
臺
，
顧
使
者
曰
：
「
齊
亦
有
臺
若
此
者
乎
？
」
使
者
曰
：
「
吾

君
有
治
位
之
堂
，
土
階
三
尺
，
茅
茨
不
剪
彍

，
采
桷
鈫

不
斲
𤊄

，
猶
以
為
為
之
者
勞
，
居
之
者
泰
。
吾
君
惡
旔

有
若
此
者
乎
？
」
於
是
楚
王
怉
如
焩

也
。
（
卷
八　

韓
詩
外
傳
）

	

【
註
釋
】�

彍
茅
茨
不
剪
：
謂
崇
尚
儉
樸
，
不
事
修
飾
。
茅
茨
：
茅
草
蓋
的
屋
頂
，
亦
指
茅
屋
。
剪
：
斬
斷
；

除
去
。
鈫
采
桷
（j

u
é

／

桷
）
：
柞
（z

u
ò

／

柞
）
木
的
屋
椽
（c

h
u
á
n

／

椽
）
。
采
：
「
棌
」

字
之
省
，
「
棌
」
指
柞
木
。
桷
：
方
形
的
椽
子
，
椽
子
是
建
築
中
用
以
支
撐
房
頂
與
屋
瓦
的
木
條
。

𤊄
斲
（z

h
u
ó

／

斲
）
：
雕
鑿
，
雕
飾
。
旔
惡
（w

ū

／

屋
）
：
疑
問
代
詞
，
相
當
於
「
何
」
、

「
安
」
、
「
怎
麼
」
。
焩
怉
（b

à
o

／

抱
）
如
：
《
韓
詩
外
傳
》
其
他
刻
本
「
怉
」
均
作
「
悒
」

（y
ì

／

悒
）
，
民
國
年
間
商
務
印
書
館
所
印
《
群
書
治
要
》
有
眉
註
：
怉
作
悒
。
悒
如
：
憂
愁

不
安
的
樣
子
。
怉
：
掛
懷
。
又
音b

ǎ
o

／

怉
，
悖
逆
。

	

【
白
話
】�

齊
景
公
派
遣
使
者
到
楚
國
去
，
楚
王
和
使
者
一
起
登
上
九
層
高
的
樓
臺
，
回
頭
對
使
者
說
：
「
齊

國
也
有
這
樣
的
樓
臺
嗎
？
」
使
者
說
：
「
我
們
國
君
有
處
理
政
務
的
朝
堂
，
堂
前
只
有
三
尺
高

的
土
臺
階
，
茅
草
蓋
的
屋
頂
沒
有
加
以
修
剪
，
柞
木
椽
子
也
沒
有
雕
琢
裝
飾
，
但
他
還
認
為
修

建
朝
堂
的
人
太
勞
苦
了
，
而
住
在
裡
面
的
人
太
安
逸
了
。
我
們
國
君
怎
麼
會
有
這
樣
美
好
的
高

臺
呢
？
」
楚
王
聽
後
顯
得
不
安
。
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の
景
公
は
楚
国
に
使
者
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
使
者
と
共
に
九
階
の
高
さ
を
誇
る
高
楼
に
登
っ
た
楚
王
は

振
り
返
り
、
使
者
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
斉
国
に
も
こ
の
よ
う
な
高
楼
が
あ
り
ま
す
か
」
使
者
は
答
え
ま
し

た
。
「
わ
が
君
に
は
政
務
を
処
理
す
る
堂
が
あ
り
ま
す
が
、
堂
の
前
に
は
三
尺
ほ
ど
の
高
さ
が
あ
る
土
の

階
段
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ラ
で
で
き
た
屋
根
は
切
り
揃
え
る
こ
と
な
く
、
木
で
で
き
た
骨
子
に
も
彫
刻

な
ど
の
装
飾
は
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
わ
が
君
は
堂
を
修
築
す
る
者
の
方
が
大
変
で
、
堂

の
中
で
暮
ら
す
者
は
安
逸
な
生
活
に
甘
え
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
お
考
え
で
す
。
そ
の
よ
う
な
わ
が
君
に
、

か
よ
う
な
美
し
い
高
楼
が
あ
る
訳
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
使
者
の
言
葉
を
聞
い
た
楚
王
は
不
安
そ
う
に
見

え
ま
し
た
。

	

（
三
）
勤
儉
（
節
約
）

臤	

聖
人
卑
宮
室
而
高
道
德
，
惡
衣
服
而
勤
仁
義
。
不
損
其
行
以
好
（
好
作

增

）
其
容
，
不
虧
其
德
以
飾
其
身
。
國

不
興
不
事
之
功
，
家
不
藏
不
用
之
器
。
（
卷
四
十　

新
語
）

	

【
白
話
】�

聖
人
住
簡
陋
的
房
子
，
而
崇
尚
道
德
；
日
常
穿
戴
很
儉
樸
，
而
盡
力
於
實
踐
仁
義
。
不
損
害
德

行
來
增
添
臉
上
的
光
彩
，
也
不
虧
損
道
德
來
美
化
自
身
。
國
家
不
動
用
民
力
去
做
無
益
於
百
姓

的
事
功
，
君
主
家
裡
不
收
藏
華
而
不
實
的
器
具
。

 

聖
人
は
質
素
な
暮
ら
し
を
し
て
道
徳
を
尊
び
、
日
頃
の
着
こ
な
し
も
簡
単
な
も
の
で
、
仁
義
の
実
践
を
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一
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修
身

苦
心
す
る
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
面
子
の
た
め
に
行
い
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
外
見
の
た
め
に
徳
に
背
く

こ
と
も
し
ま
せ
ん
。
国
は
無
益
な
こ
と
の
た
め
に
民
の
力
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、
君
主
の
家
に

も
華
美
な
ば
か
り
で
役
立
た
ぬ
物
を
所
蔵
し
ま
せ
ん
。

艔	

子
曰
：
「
禹
，
吾
無
間
彍

然
矣
。
菲
鈫

飲
食
，
而
致
孝
乎
鬼
神
；
惡
衣
服
，
而
致
美
于
黻
冕
𤊄

；
卑
宮
室
，
而

盡
力
溝
洫
旔

。
禹
，
吾
無
間
然
矣
！
」
間
，
非
也
。
菲
，
薄
也
。
致
孝
于
鬼
神
，
謂
祭

祀
豐
潔
也
。
黻
，
祭
服
之
衣
。
冕
，
冠
名
也
。

（
卷
九　

論
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
無
間
（j

i
à
n

／

間
）
：
無
可
非
議
。
間
：
間
隙
，
此
處
意
思
是
指
其
間
隙
而
非
議
之
。
鈫
菲

（f
ě
i

／

菲
）
：
微
薄
。
𤊄
黻
冕
（f

ú
 
m
i
ǎ
n

／

黻
冕
）
：
古
時
天
子
臨
朝
或
祭
祀
，
所
穿

的
禮
服
名
為
黻
，
所
戴
的
禮
帽
名
為
冕
。
旔
溝
洫
：
田
間
的
灌
溉
水
溝
，
借
指
農
田
水
利
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
對
於
禹
，
我
是
找
不
出
他
的
缺
點
可
以
批
評
的
了
！
禹
王
自
己
飲
食
簡
單
，
而
祭

祀
的
祭
品
卻
豐
盛
潔
淨
，
盡
心
孝
敬
祖
先
；
自
己
平
日
的
衣
服
很
粗
劣
，
而
臨
朝
和
祭
祀
的
禮

服
卻
十
分
莊
嚴
；
自
己
宮
室
矮
小
簡
陋
，
而
盡
力
於
為
人
民
修
治
溝
洫
水
利
。
對
於
禹
，
我
是

找
不
出
他
的
缺
點
可
以
批
評
的
了
！
」

 

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
禹
に
つ
い
て
は
、
も
う
欠
点
は
な
い
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
禹
自
身
の
飲
食

は
質
素
な
も
の
な
の
に
、
祭
典
に
使
う
供
え
物
は
豊
か
で
き
れ
い
な
も
の
で
、
祖
先
の
こ
と
を
非
常
に
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
彼
自
身
の
衣
裳
は
素
朴
な
も
の
な
の
に
、
朝
堂
と
祭
典
に
出
る
時
の
礼
服
は
非
常
に

厳
か
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
彼
自
身
は
狭
く
て
簡
単
な
部
屋
で
暮
ら
し
て
い
る
の
に
、
常
に
民
の
た
め
に
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一
、
修
身

治
水
の
仕
事
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
禹
に
つ
い
て
、
も
う
欠
点
は
な
い
と
言
え
ま
し
ょ
う
」

	

（
四
）
懲
忿
（
怒
り
を
や
め
ま
す
）

䒏	

爾
彍

無
忿
疾
鈫

于
頑
，
無
求
備
于
一
人
。
人
有
頑
囂
不
喻
，
汝
當
訓
之
。
無
忿
怒
疾

之
，
使
人
當
器
之
，
無
責
備
於
一
夫
也
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
爾
：
你
。
此
處
指
周
公
的
次
子
姬
君
陳
。
本
句
選
自
《
尚
書‧

君
陳
》
篇
。
周
公
把
殷
代
遺

民
中
不
服
從
周
朝
統
治
的
人
，
遷
徙
到
陪
都
洛
邑
，
周
公
親
自
督
察
和
管
理
。
周
公
去
世
後
，

周
成
王
令
君
陳
繼
承
周
公
的
職
責
。
此
篇
是
周
成
王
策
命
之
詞
。
鈫
忿
疾
：
忿
怒
憎
惡
。

	

【
白
話
】�

對
於
愚
昧
頑
劣
之
人
，
你
不
要
憤
怒
、
厭
惡
（
應
當
耐
心
開
導
他
）
；
對
任
何
一
個
人
，
都
不

要
求
全
責
備
（
用
人
應
當
發
揮
他
的
長
處
，
並
協
助
他
提
升
他
的
短
處
）
。

 

愚
か
で
卑
劣
な
者
に
対
し
て
は
、
怒
っ
た
り
嫌
っ
た
り
せ
ず
に
、
気
長
に
指
導
し
な
さ
い
。
だ
れ
に
対

し
て
も
、
完
璧
を
求
め
て
ひ
た
す
ら
責
め
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
者
の
長
所
を
伸
ば
し
、
短
所
を

補
う
の
で
す
。

芦	

上
無
忿
怒
之
志
彍

（
志
作

毒

）
，
下
無
伏
怨
鈫

（
怨

舊

作

愆
，
改
之

）
之
患
。
故
長
利
積
，
大
功
𤊄

立
，
名
成
於
前
，
德
垂
旔

於
後
，
治
之
至
也
。
（
卷
四
十　

韓
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
志
：
志
作
毒
，
指
傷
害
。
鈫
伏
怨
：
潛
藏
的
怨
恨
。
𤊄
大
功
：
大
功
業
，
大
功
勞
。
旔
垂
：
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留
傳
；
流
傳
。

	

【
白
話
】�

國
君
沒
有
因
憤
怒
而
對
下
屬
與
百
姓
造
成
傷
害
，
下
屬
與
百
姓
沒
有
因
積
怨
而
對
國
君
造
成
憂

患
。
所
以
長
久
的
利
益
得
以
積
聚
，
偉
大
的
功
業
得
以
建
立
，
名
望
成
就
於
生
前
，
德
化
垂
範

於
後
世
，
這
是
治
理
天
下
最
高
的
境
界
。

 

君
主
は
憤
怒
の
た
め
に
臣
下
や
民
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
臣
下
や
民
も
積
年
の
恨
み
で
君
主
に
と
っ

て
の
憂
い
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
態
だ
か
ら
こ
そ
、
利
益
は
長
く
積
も
ら
れ
、
偉

大
な
功
業
も
築
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
前
で
す
で
に
名
声
を
得
て
、
生
後
も
残
し
た

徳
化
が
長
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
、
天
下
を
治
め
る
者
の
最
高
な
理
想
で
す
。

艶	

臣
有
辭
拙
而
意
工
，
言
逆
而
事
順
，
可
不
恕
之
以
直
乎
？
臣
有
樸
騃
彍

而
辭
訥
鈫

，
外
疏
而
內
敏
，
可
不
恕

之
以
質
乎
？
臣
有
犯
難
𤊄

以
為
士
（
士
疑
當
作

上
或
主

）
，
離
謗
旔

以
為
國
，
可
不
恕
之
以
忠
乎
？
臣
有
守
正
以
逆
眾
意
，

執
法
而
違
私
志
，
可
不
恕
之
以
公
乎
？
臣
有
不
曲
己
以
求
合
，
不
耦
世
焩

以
取
容
烄

，
可
不
恕
之
以
貞
乎
？

臣
有
從
𡡅

側
陋
鵭

而
進
顯
言
，
由
卑
賤
而
陳
國
事
，
可
不
恕
之
以
難
乎
？
臣
有
孤
特
貟

而
執
節
賩

，
分
立
而
見

毀
，
可
不
恕
之
以
勁
乎
？
此
七
恕
者
，
所
以
進
善
接
下
之
理
也
。
（
卷
四
十
七　

政
要
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
樸
騃
（á

i

／

騃
）
：
魯
鈍
，
多
用
為
謙
詞
。
騃
：
愚
，
呆
。
鈫
訥
（n

è

／

訥
）
：
出
言
遲
鈍
；

口
齒
笨
拙
。
𤊄
犯
難
：
承
受
風
險
；
不
顧
危
險
。
旔
離
謗
：
遭
受
誹
謗
。
離
：
遭
受
；
遭
遇
。

後
多
作
「
罹
」
。
焩
耦
世
：
適
應
世
俗
。
烄
取
容
：
討
好
別
人
以
求
自
己
安
身
。
𡡅
從
：
介
詞
，
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一
、
修
身

在
，
由
。
鵭
側
陋
：
指
出
身
或
地
位
低
下
。
貟
孤
特
：
特
出
；
孤
高
。
賩
執
節
：
堅
守
節
操
。

	
【
白
話�

】
有
的
臣
子
不
善
於
表
達
但
意
見
很
好
，
說
出
來
的
話
不
好
聽
，
但
他
的
意
見
能
使
事
情
順
利
成

就
，
怎
能
不
體
察
他
的
正
直
而
寬
容
對
待
呢
？
有
的
臣
子
樸
實
憨
厚
言
語
遲
鈍
，
外
表
平
常
而
頭

腦
聰
慧
，
怎
能
不
體
察
他
的
質
樸
而
寬
容
對
待
呢
？
有
的
臣
子
為
了
君
主
寧
願
承
受
風
險
，
為
了

國
家
忍
受
一
切
誹
謗
，
怎
能
不
體
察
他
的
忠
誠
而
寬
容
對
待
呢
？
有
的
臣
子
因
為
恪
守
正
道
而
違

背
眾
人
的
意
願
，
執
法
嚴
明
而
不
顧
及
個
人
感
情
，
怎
能
不
體
察
他
的
一
番
公
心
而
寬
容
對
待
呢
？

有
的
臣
子
不
願
意
違
背
自
己
心
中
的
道
德
準
則
而
迎
合
他
人
，
不
迎
合
世
俗
以
求
得
苟
且
容
身
，

怎
能
不
體
察
他
的
堅
貞
而
寬
容
對
待
呢
？
有
的
臣
子
地
位
微
賤
卻
能
提
供
明
智
的
意
見
，
不
顧
身

處
低
位
而
能
直
陳
對
國
事
的
主
張
，
怎
能
不
體
察
他
的
難
能
可
貴
而
寬
容
對
待
呢
？
有
的
臣
子
性

格
孤
僻
但
能
嚴
守
節
操
，
處
世
獨
立
而
受
到
毀
謗
，
怎
能
不
體
察
他
的
剛
勁
節
操
而
寬
容
對
待
呢
？

這
七
個
方
面
的
恕
道
，
正
是
進
舉
賢
善
之
人
、
接
納
下
層
意
見
的
道
理
啊
。

 

言
葉
は
拙
い
が
、
素
晴
ら
し
い
内
容
の
意
見
を
言
え
る
臣
下
が
い
ま
す
。
そ
の
者
の
言
う
こ
と
は
あ
ま

り
聞
い
て
い
て
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
は
な
い
が
、
彼
の
意
見
で
こ
と
が
順
調
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
の
正
直
さ
に
免
じ
て
寛
大
に
接
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
言
葉
が
巧
み
で
は
な
く
、

外
見
も
素
朴
で
目
立
た
な
い
が
、
頭
の
い
い
臣
下
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
者
の
質
素
さ
に
免
じ
て
、
寛

大
に
接
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
君
主
の
た
め
に
危
険
を
冒
し
、
国
の
た
め
に
全
て
の
誹
り
を
耐

え
忍
ぶ
臣
下
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
者
の
忠
誠
を
察
し
て
、
寛
大
に
接
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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一
、
修
身

正
道
を
守
る
た
め
に
周
り
に
染
ま
る
こ
と
な
く
、
個
人
の
私
情
を
は
さ
ま
ず
に
厳
し
く
法
律
を
執
り
行
う

臣
下
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
者
の
潔
白
さ
を
察
し
て
、
寛
大
に
接
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
己

の
心
に
あ
る
道
徳
の
物
差
し
を
曲
げ
て
、
他
人
や
世
間
に
迎
合
し
な
い
臣
下
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
者

の
潔
さ
を
察
し
て
、
寛
大
に
接
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
低
い
地
位
に
い
る
の
に
理
知
的
な
意
見

を
進
呈
し
、
国
の
た
め
に
な
る
主
張
を
直
言
で
き
る
臣
下
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
者
の
珍
し
さ
に
免
じ

て
、
寛
大
に
接
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
人
と
の
付
き
合
い
は
悪
い
が
、
節
操
が
素
晴
ら
し
く
、

他
人
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
臣
下
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
者
の
狷
介
さ
に
免
じ
て
、
寛
大
に
接
す

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
七
つ
の
寛
大
の
実
践
こ
そ
、
賢
者
と
善
人
を
採
用
し
、
下
々
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
道
で
す
。

	

（
五
）
遷
善
（
善
に
移
り
ま
す
）

苊	

無
田
彍

甫
田
鈫

，
維
莠
𤊄

驕
驕
旔

。
興
也
。
甫
，
大
也
。
大
田
過
度
，
而
無
人
功
，
終
不
能
獲
。
興
者
，
喻
人
君
欲
立
功

致
治
，
必
勤
身
修
德
，

積
小
以
成

高
大
也
。

無
思
遠
人
焩

，
勞
心
烄

忉
忉
𡡅

。
忉
忉
，
憂
勞
。
此
言
無
德
而
求

諸
侯
，
徒
勞
其
心
忉
忉
然
。

（
卷
三　

毛
詩
）

	

【
註
釋
】�

彍
無
田
：
沒
有
力
量
耕
種
。
田
：
耕
作
；
開
墾
。
鈫
甫
（f

ǔ

／

甫
）
田
：
大
田
。
甫
：
大
。

此
處
「
田
」
指
土
地
。
𤊄
莠
（y

ǒ
u

／

莠
）
：
田
間
常
見
雜
草
，
其
穗
形
似
狗
尾
，
俗
名
狗
尾

草
。
旔
驕
驕
：
草
盛
且
高
貌
。
焩
遠
人
：
遠
方
之
人
。
烄
勞
心
：
憂
心
。
𡡅
忉
忉
（d

ā
o

／

忉
）
：

憂
思
貌
。
忉
：
憂
愁
；
憂
傷
。
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【
白
話
】�

農
夫
無
力
耕
種
過
大
的
田
地
，
田
地
裡
就
只
會
雜
草
叢
生
（
比
喻
君
王
想
建
立
功
勳
使
國
家
安
定
，

一
定
要
勤
勉
地
修
身
養
性
，
積
累
小
的
善
行
來
成
就
大
的
功
績
）
。
君
王
無
德
就
別
想
著
遠
人

來
歸
附
擁
戴
，
那
只
會
白
白
地
勞
心
費
神
。

 

自
分
の
耕
せ
る
以
上
に
田
ん
ぼ
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
田
ん
ぼ
に
は
雑
草
が
生
え
る
ば
か
り
で
す
。
（
君

主
が
功
勲
で
国
を
安
定
さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
地
道
に
己
の
心
性
を
治
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
小
さ

な
善
行
の
積
み
重
ね
こ
そ
、
大
き
な
功
績
を
成
就
で
き
る
の
で
す
）
。
君
主
に
徳
が
な
け
れ
ば
、
遠
方
か

ら
賢
人
が
尋
ね
て
く
る
こ
と
を
欲
す
る
の
も
時
間
の
無
駄
で
し
ょ
う
。

苘	

孔
子
曰
：
「
見
善
如
不
及
彍

，
見
不
善
如
探
湯
鈫

。
」
（
卷
九　

論
語
）

	

【
註
釋
】
彍
不
及
：
趕
不
上
。
鈫
湯
：
燒
開
的
水
，
沸
水
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
見
到
人
有
善
行
，
要
有
慕
賢
之
心
，
好
像
跟
在
別
人
後
面
趕
路
，
生
怕
追
不
上
他
；

碰
到
不
善
的
事
情
，
就
像
以
手
去
探
剛
燒
開
的
沸
水
一
樣
，
避
之
唯
恐
不
及
。
」

 

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
人
が
善
行
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
と
、
そ
の
心
を
敬
い
ま
し
ょ
う
。

ま
る
で
人
生
の
先
輩
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
そ
の
者
の
心
に
追
い
つ
か
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
べ
き
で

す
。
も
し
悪
い
こ
と
と
出
く
わ
し
た
の
な
ら
ば
、
ま
る
で
素
手
で
沸
い
た
ば
か
り
の
熱
湯
に
触
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
、
避
け
る
よ
り
ほ
か
に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
」
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苿	

孟
子
曰
：
「
子
路
彍

人
告
之
以
其
過
則
喜
；
禹
聞
善
言
則
拜
；
大
舜
又
甚
焉
，
善
與
人
同
，
舍
己
從
人
，
樂

取
於
人
以
為
善
。
自
耕
稼
陶
漁
以
至
為
帝
，
無
非
取
於
人
者
。
取
諸
人
以
為
善
，
是
與
人
為
善
也
。
故
君

子
莫
大
乎
與
人
為
善
。
」
舜
從
耕
於
歷
山
及
陶
漁
，
皆
取
人
之
善
謀

而
從
之
。
故
曰
：
莫
大
乎
與
人
為
善
也
。

（
卷
三
十
七　

孟
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
子
路
：
仲
由
的
字
。
春
秋
時
魯
國
卞
（
今
山
東
泗
水
縣
泉
林
鎮
卞
橋
）
人
，
孔
子
弟
子
。
又

字
季
路
。

	

【
白
話
】�
孟
子
說
：
「
子
路
聽
到
別
人
告
訴
他
的
過
失
，
就
非
常
歡
喜
；
禹
聽
見
人
家
很
好
的
言
論
，
就

虛
心
拜
受
；
大
舜
又
比
他
們
偉
大
，
他
對
於
行
善
，
沒
有
別
人
和
自
己
的
區
別
，
並
且
能
放
下

自
己
的
看
法
，
接
受
別
人
好
的
意
見
，
非
常
快
樂
地
採
取
別
人
的
長
處
，
拿
來
行
善
。
從
他
微

賤
時
從
事
耕
種
、
燒
陶
、
打
漁
等
行
業
，
一
直
到
當
了
帝
王
，
沒
有
不
是
採
取
別
人
的
長
處
，

自
己
照
樣
去
做
的
。
採
取
別
人
的
長
處
拿
來
行
善
，
也
就
是
與
人
一
同
行
善
。
所
以
君
子
的
美

德
，
沒
有
比
與
人
一
同
行
善
更
大
的
了
。
」

 

孟
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
子
路
は
人
か
ら
自
分
の
欠
点
を
告
げ
ら
れ
る
と
、
い
つ
も
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
禹
は
人
の
い
い
意
見
を
聞
く
と
、
謙
虚
に
受
け
取
っ
た
も
の
で
す
。
大
舜
は
彼
ら
よ
り
さ
ら
に
素
晴

ら
し
い
で
す
。
善
い
行
い
を
す
る
の
に
、
大
舜
は
自
分
と
人
の
区
別
を
し
ま
せ
ん
。
彼
は
自
分
の
見
方
に

執
着
す
る
こ
と
な
く
、
人
の
い
い
意
見
を
受
け
入
れ
、
そ
の
長
所
を
嬉
し
く
採
用
す
る
の
で
す
。
ま
た
、

大
舜
は
卑
し
い
身
分
の
時
か
ら
農
耕
や
陶
器
作
り
、
漁
業
な
ど
様
々
な
仕
事
を
し
て
き
た
が
、
帝
王
に

な
っ
て
か
ら
も
、
人
の
長
所
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
自
ら
実
行
し
よ
う
と
し
続
け
ま
し
た
。
人
々
の
い
い
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と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
て
、
共
に
善
い
行
い
を
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
君
子
の
美
徳
の
中
で
、
人
と
共
に

善
行
を
す
る
よ
り
大
き
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
」

	
(

六)

改
過
（
過
ち
を
改
め
ま
す
）

䒰	

《
象
》
曰
：
洊
雷
彍

，
震
。
君
子
以
恐
懼
修
省
鈫

。
（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】�

彍
洊
（j

i
à
n

／

洊
）
雷
：
接
連
不
斷
的
雷
聲
。
洊
：
同
「
薦
」
。
再
、
屢
次
、
接
連
之
意
。
鈫

修
省
：
修
養
道
德
，
省
察
過
錯
。

	

【
白
話
】�

《
象
傳
》
說
：
接
連
不
斷
的
雷
聲
，
這
就
是
震
動
的
象
徵
。
君
子
此
時
應
當
心
生
敬
畏
恐
懼
之
感
，

因
此
修
養
道
德
，
省
察
己
過
。

 

『
象
伝
』
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
鳴
り
や
ま
な
い
雷
鳴
こ
そ
、
震
動
の
象
徴
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、

君
主
は
心
か
ら
恐
れ
を
抱
き
、
己
の
過
ち
を
振
り
返
っ
て
道
徳
を
修
め
る
の
で
す
」

荗	

子
曰
：
「
顏
氏
之
子
，
其
殆
彍

庶
鈫

幾
𤊄

乎
！
有
不
善
，
未
嘗
不
知
。
知
之
，
未
嘗
復
行
也
。
《
易
》
曰
：
『
不

遠
復
，
無
祇
悔
旔

，
元
焩

吉
。
』
」
（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】�

彍
殆
：
大
概
，
表
揣
測
。
鈫
庶
：
差
不
多
，
近
似
。
𤊄
幾
：
心
念
、
事
物
變
化
時
的
隱
微
跡
象
、

先
兆
。
這
裡
指
知
幾
，
能
洞
察
機
先
，
念
頭
、
事
情
一
發
動
便
知
結
果
。
唐
代
孔
穎
達
先
生
編
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訂
的
《
周
易
正
義
》
中
說
：
「
幾
，
微
也
，
是
已
動
之
微
。
動
，
謂
心
動
、
事
動
，
初
動
之
時
，

其
理
未
著
，
唯
纖
微
而
已
。
」
旔
祇
（q

í

／

祇
）
悔
：
大
災
禍
。
祇
：
大
。
悔
：
過
失
；
災
禍
。

焩
元
：
大
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
顏
淵
這
個
人
，
差
不
多
接
近
知
幾
通
達
的
君
子
了
！
有
了
不
好
的
念
頭
和
行
為
，

沒
有
自
己
不
知
道
的
。
知
道
了
，
他
不
會
再
次
重
犯
。
《
周
易
》
復
卦
初
九
爻
辭
說
：
『
迷
途
了
，

走
出
去
還
沒
有
多
遠
，
就
能
適
時
回
頭
猛
省
，
便
不
至
於
有
太
大
的
災
禍
，
經
此
警
覺
，
則
有

大
吉
。
」

 

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
顔
淵
と
い
う
者
は
、
お
よ
そ
さ
さ
や
か
な
こ
と
か
ら
全
て
を
洞
察
し
て
し

ま
う
君
子
に
最
も
近
し
い
者
で
し
ょ
う
。
悪
い
思
い
や
行
い
が
あ
る
と
、
彼
は
す
ぐ
に
察
知
し
て
し
ま
い

ま
す
。
察
知
す
る
と
、
顔
淵
は
二
度
と
犯
し
ま
せ
ん
。
『
周
易
』
の
復
の
卦
で
九
爻
の
辞
は
こ
の
よ
う
に

言
わ
れ
ま
し
た
。
「
道
に
迷
っ
て
も
、
ま
だ
遠
く
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
大
き
な
災
い
が
起
こ
る
前
に
正

道
に
戻
る
の
に
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
警
戒
心
が
あ
る
と
、
大
き
な
吉
が
訪
れ
ま
し
ょ

う
」

险	

才
敏
過
人
，
未
足
貴
也
；
博
辨
彍

過
人
，
未
足
貴
也
；
勇
決
鈫

過
人
，
未
足
貴
也
。
君
子
之
所
貴
者
，
遷
善
𤊄

懼
其
不
及
，
改
惡
恐
其
有
餘
。
（
卷
四
十
六　

中
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
博
辨
：
從
多
方
面
論
說
；
雄
辯
。
辨
：
通
「
辯
」
。
辯
論
。
鈫
勇
決
：
勇
敢
而
果
斷
。
𤊄
遷
善
：

去
惡
為
善
，
改
過
向
善
。
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【
白
話
】�

才
智
敏
捷
過
人
，
不
足
為
貴
；
博
識
善
辯
過
人
，
不
足
為
貴
；
勇
敢
決
斷
過
人
，
不
足
為
貴
。

君
子
最
可
貴
的
地
方
，
就
是
一
心
向
善
唯
恐
不
及
，
改
正
錯
誤
唯
恐
遺
漏
。

 
人
よ
り
鋭
く
才
知
を
有
し
て
い
て
も
、
貴
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
人
よ
り
博
識
で
弁
才
に
長
け
て
い
て

も
、
貴
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
人
よ
り
勇
敢
で
決
断
力
に
長
け
て
い
て
も
、
貴
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
君

子
の
最
も
貴
重
な
と
こ
ろ
は
、
ひ
た
す
ら
善
い
こ
と
を
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
、
過
ち
を
正
し
そ
び
れ
て

い
な
い
か
と
心
配
に
な
る
点
で
す
。

榊	

夫
聞
過
而
不
改
，
謂
之
喪
心
彍

；
思
過
而
不
改
，
謂
之
失
體
鈫

。
失
體
喪
心
之
人
，
禍
亂
之
所
及
也
，
君
子

舍
𤊄

旔

。
（
卷
四
十
六　

中
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
喪
心
：
迷
失
本
心
。
鈫
失
體
：
迷
失
天
賦
的
德
性
。
體
：
稟
性
，
德
行
。
𤊄
舍
：
放
棄
；
捨
棄
。

旔

（z
h
ā
n

／

沾
）
：
同
「
旃
」
。
之
，
焉
。

	

【
白
話
】�

知
道
自
己
的
過
錯
而
不
改
正
，
叫
做
迷
失
本
心
；
反
思
自
己
的
過
錯
而
仍
不
改
正
，
就
叫
迷
失

天
賦
的
德
性
。
迷
失
本
心
和
德
性
的
人
，
就
是
災
禍
降
臨
的
對
象
，
君
子
是
不
會
這
麼
去
做
的
。

 

自
分
の
過
ち
を
知
っ
て
い
る
の
に
改
め
よ
う
と
し
な
い
の
は
、
本
心
を
見
失
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
過

ち
を
思
い
返
し
て
も
改
め
よ
う
と
し
な
い
の
は
、
天
賦
の
徳
性
を
見
失
う
こ
と
で
す
。
本
心
と
徳
性
を
見

失
う
者
こ
そ
、
災
い
が
降
り
か
か
る
対
象
で
す
。
君
子
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。
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二
、
敦
親 (

家
族
を
愛
す
る
こ
と)

	
（
一
）
總
論

萅	

《
易
》
曰
：
「
家
道
正
，
而
天
下
定
彍

。
」
由
內
及
外
，
先
王
之
令
典
鈫

也
。
（
卷
二
十
五　

魏
志
上
）

	

【
註
釋
】�
彍
家
道
正
而
天
下
定
：
《
易
•
家
人
》
原
文
為
：
「
父
父
，
子
子
，
兄
兄
，
弟
弟
，
夫
夫
，
婦
婦
，

而
家
道
正
；
正
家
，
而
天
下
定
矣
。
」
鈫
令
典
：
好
的
典
章
制
度
。

	

【
白
話
】�

《
易
經
》
中
說
：
「
家
庭
的
規
矩
端
正
了
，
天
下
就
會
安
定
。
」
由
家
內
而
影
響
到
天
下
，
這

是
古
代
明
君
好
的
典
章
法
度
啊
！

 

『
易
経
』
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
家
の
規
則
が
正
し
く
あ
れ
ば
、
天
下
は
安
定
し
ま
す
」
家
の
中
か
ら

天
下
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
古
の
名
君
が
定
め
た
素
晴
ら
し
い
経
典
と
法
制
で

す
。

	

（
二
）
孝
親
（
親
孝
行
）

烵	

立
愛
惟
親
，
立
敬
惟
長
，
始
于
家
邦
，
終
于
四
海
。
言
立
愛
敬
之
道
。
始
於
親
長
。

則
家
國
並
化
。
終
洽
四
海
也
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
白
話
】�

建
立
仁
愛
心
從
侍
奉
父
母
做
起
，
建
立
恭
敬
心
從
對
待
長
者
做
起
，
這
樣
愛
敬
之
風
起
始
於
家

庭
和
邦
國
，
最
終
必
將
擴
展
到
整
個
天
下
。
（
要
樹
立
愛
敬
之
道
，
必
得
從
家
中
的
親
人
長
輩

開
始
，
這
樣
家
庭
和
國
家
同
時
都
被
美
德
所
化
，
和
諧
、
融
洽
之
風
最
終
必
將
通
達
於
天
下
。
）
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仁
愛
の
心
は
父
母
を
奉
仕
す
る
こ
と
か
ら
で
す
。
尊
敬
の
心
は
目
上
の
者
へ
の
態
度
か
ら
で
す
。
こ
の

よ
う
な
敬
愛
の
風
潮
は
家
庭
と
国
か
ら
始
ま
る
が
、
し
ま
い
に
は
天
下
全
体
に
広
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
（
敬

愛
の
道
を
築
く
た
め
に
は
、
必
ず
家
の
親
し
い
目
上
の
者
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
家

庭
と
国
家
は
共
に
美
徳
に
感
化
さ
れ
、
調
和
の
取
れ
た
風
潮
は
や
が
て
天
下
に
広
ま
る
で
し
ょ
う
。
）

葤	

是
故
人
道
親
親
，
言
先
有

恩
。

親
親
故
尊
祖
，
尊
祖
故
敬
宗
，
敬
宗
故
收
族
彍

，
收
族
故
宗
廟
嚴
，
宗
廟
嚴
故
重
社
稷
，

重
社
稷
故
愛
百
姓
鈫

，
愛
百
姓
故
刑
罰
中
，
刑
罰
中
故
庶
民
安
，
庶
民
安
故
財
用
足
，
財
用
足
故
百
志
成
，

百
志
成
故
禮
俗
刑
𤊄

，
禮
俗
刑
然
後
樂
。
收
族
，
序
以
昭
穆
也
。
嚴
，
猶
尊
也
。
百

志
，
人
之
志
意
所
欲
也
。
刑
，
猶
成
也
。

《
詩
》
云
：
「
不
旔

顯
不
承
焩

？
無
斁
烄

於
人
斯
𡡅

。
」
此
之
謂
也
。
斁
，
厭
也
。
言
文
王
之
德
，
不
顯
乎
？
不
承
先

人
之
業
乎
？
言
其
顯
且
承
之
，
樂
之
無
厭
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
收
族
：
凝
聚
全
體
家
族
成
員
。
鈫
百
姓
：
百
官
。
𤊄
刑
：
成
。
旔
不
：
副
詞
。
表
否
定
。
一

說
通
「
丕
」
，
大
。
焩
承
：
尊
奉
、
繼
承
。
一
說
通
「
烝
（z

h
ē
n
g

／

烝
）
」
，
美
好
。
烄
斁
（y

ì

／

斁
）
：
厭
棄
。
此
為
《
詩
經‧

周
頌‧

清
廟
》
之
詩
句
。
《
詩
經
》
此
字
作
「
射
」
，
當

以
「
斁
」
字
為
正
。
𡡅
斯
：
語
氣
詞
。

	

【
白
話
】�

由
此
可
見
，
人
倫
大
道
的
根
本
在
於
親
愛
自
己
的
父
母
；
親
愛
自
己
的
父
母
，
所
以
尊
崇
祖
先
；

尊
崇
祖
先
，
所
以
敬
重
宗
主
、
敬
循
宗
法
；
敬
重
宗
主
、
敬
循
宗
法
，
所
以
能
以
上
下
、
親
疏

之
序
團
結
族
人
；
以
上
下
、
親
疏
之
序
團
結
族
人
，
所
以
宗
廟
祭
禮
肅
穆
莊
嚴
；
宗
廟
祭
禮
肅

穆
莊
嚴
，
所
以
能
以
國
家
社
稷
為
重
；
以
國
家
社
稷
為
重
，
就
能
愛
護
百
官
；
愛
護
百
官
，
刑
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罰
就
能
公
平
得
當
；
刑
罰
公
平
得
當
，
民
眾
就
能
安
居
樂
業
；
民
眾
安
居
樂
業
，
就
能
使
財
用

充
足
；
財
用
充
足
，
則
君
主
和
民
眾
各
種
良
善
的
願
望
都
能
達
成
；
君
民
各
種
善
願
都
達
成
，

則
禮
儀
風
俗
就
自
然
形
成
；
禮
俗
形
成
了
，
然
後
人
人
都
能
安
樂
。
《
詩
經‧

周
頌‧

清
廟
》

說
：
「
文
王
的
德
行
難
道
不
光
明
，
難
道
不
能
承
繼
先
人
的
事
業
？
人
們
永
遠
熱
愛
他
而
沒
有

人
厭
棄
他
啊
！
」
說
的
正
是
這
個
道
理
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
人
と
し
て
の
倫
理
の
大
本
は
、
自
分
の
父
母
を
敬
愛
す
る
こ
と
で
す
。

自
分
の
父
母
を
敬
愛
す
る
か
ら
、
祖
先
を
崇
め
ま
す
。
祖
先
を
崇
め
る
か
ら
、
一
族
の
族
長
を
敬
い
、
一

族
の
法
を
守
ら
れ
ま
す
。
一
族
の
族
長
を
敬
い
、
一
族
の
法
を
守
ら
れ
る
か
ら
、
上
下
と
親
疎
の
秩
序
で

一
族
を
団
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
下
と
親
疎
の
秩
序
で
一
族
を
団
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
、
氏
寺
の
祭
典
は
厳
か
で
風
格
を
漂
わ
せ
る
の
で
す
。
祭
典
が
厳
か
で
風
格
を
漂
わ
せ
る
か
ら
、
社
会

及
び
国
の
利
益
を
最
優
先
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
社
会
及
び
国
の
利
益
を
最
優
先
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
百

官
を
愛
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
百
官
を
愛
護
す
る
か
ら
、
公
正
で
適
当
な
刑
罰
を
下
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
公
正
で
適
当
な
刑
罰
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
民
は
楽
し
く
働
き
、
平
穏
な
暮
ら
し
が
で
き

ま
す
。
民
が
楽
し
く
働
き
、
平
穏
な
暮
ら
し
が
で
き
る
か
ら
、
国
の
経
済
は
潤
い
ま
す
。
国
の
経
済
が
潤
っ

て
い
る
か
ら
、
君
主
と
民
の
色
々
な
善
良
な
願
い
は
叶
え
ら
れ
ま
す
。
君
主
と
民
の
色
々
な
善
良
な
願
い

が
叶
え
ら
れ
る
か
ら
、
礼
儀
を
尊
ぶ
風
習
は
自
ず
と
で
き
あ
が
り
ま
す
。
礼
儀
を
尊
ぶ
風
習
が
で
き
あ
が

る
と
、
人
々
は
安
楽
な
生
活
が
で
き
ま
す
。
『
詩
経
・
周
頌‧

清
廟
』
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
文
王
の
行
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い
は
明
る
く
磊
落
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
彼
に
先
人
の
残
し
た
事
業
を
受
け
継
ぐ
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
人
々
は
彼
の
こ
と
を
い
つ
も
敬
愛
し
、
だ
れ
一
人
彼
の
こ
と
を
嫌
う
者
は
い
ま
せ
ん
の
に
！
」

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

	

（
三
）
教
子
（
子
を
教
え
ま
す
）

惣	

夏
為
天
子
十
有
餘
世
，
殷
為
天
子
二
十
餘
世
，
周
為
天
子
三
十
餘
世
，
秦
為
天
子
二
世
而
亡
。
人
性
不
甚

相
遠
也
，
何
三
代
之
君
，
有
道
之
長
，
而
秦
無
道
之
暴
彍

也
？
其
故
可
知
也
。
古
之
王
者
，
太
子
迺
鈫

生
，

固
𤊄

舉
以
禮
，
使
士
負
之
，
有
司
旔

齊
肅
焩

端
冕
烄

，
見
于
天
也
；
過
闕
𡡅

則
下
，
過
廟
鵭

則
趍
貟

，
孝
子
之
道
也
。

故
自
為
赤
子
賩

，
而
教
固
已
行
矣
。
（
卷
十
六　

漢
書
四
）

	

【
註
釋
】�

彍
暴
：
短
促
。
鈫
迺
（n

ǎ
i

／

迺
）
：
始
，
才
。
𤊄
固
：
副
詞
，
就
。
旔
有
司
：
官
吏
，
古
代

設
官
分
職
，
各
有
專
司
，
故
稱
。
焩
齊
肅
：
莊
重
敬
慎
。
齊
：
同
「
齋
」
，
指
莊
重
；
嚴
肅
恭
敬
。

烄
端
冕
：
玄
衣
和
大
冠
，
古
代
帝
王
、
貴
族
的
禮
服
。
𡡅
闕
：
宮
門
、
城
門
兩
側
的
高
臺
，
中

間
道
路
，
臺
上
起
樓
觀
。
鵭
廟
：
指
宗
廟
的
前
殿
，
宗
廟
是
先
祖
靈
位
的
所
在
。
貟
趍
（q

ū

／

趍
）
：
同
「
趨
」
。
古
代
的
一
種
禮
節
，
以
碎
步
疾
行
表
示
敬
意
。
賩
赤
子
：
嬰
兒
。

	

【
白
話
】�

（
賈
誼
上
疏
說
：
）
夏
朝
天
子
傳
了
十
幾
世
，
殷
朝
天
子
傳
了
二
十
多
世
，
周
朝
天
子
傳
了
三
十

多
世
，
秦
朝
天
子
傳
到
第
二
世
就
滅
亡
了
。
人
的
本
性
相
差
並
不
很
大
，
為
什
麼
夏
、
商
、
周

三
代
的
君
主
治
國
有
道
而
長
久
，
而
秦
朝
之
君
卻
無
道
又
突
然
滅
亡
呢
？
那
原
因
是
可
以
知
道
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的
。
古
代
的
君
王
，
在
太
子
剛
出
生
時
，
就
用
符
合
禮
法
的
行
動
來
給
他
示
範
。
讓
人
背
著
太

子
，
有
關
官
員
則
恭
敬
肅
穆
、
衣
冠
整
齊
，
拜
見
上
天
；
經
過
門
闕
時
就
下
車
步
行
表
示
禮
貌
，

經
過
宗
廟
時
就
恭
敬
地
小
步
疾
行
，
這
是
孝
子
所
行
之
道
。
所
以
從
太
子
還
是
嬰
孩
時
，
教
育

就
已
經
在
進
行
了
。

 

夏
朝
の
天
子
は
十
余
世
に
、
殷
朝
の
天
子
は
二
十
余
代
に
、
さ
ら
に
周
朝
の
天
子
は
三
十
余
代
に
ま
で

伝
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
秦
朝
の
天
子
は
わ
ず
か
二
代
目
で
終
わ
り
ま
し
た
。
人
の
本
性
に
そ
れ

ほ
ど
大
き
な
差
異
が
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
夏
・
商
・
周
三
朝
の
君
主
は
正
道
に
沿
っ
て
国
を
長
く
治
め

ら
れ
る
の
に
、
秦
の
君
主
は
途
方
に
暮
れ
て
い
き
な
り
滅
亡
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
何
故
な
ら
、
古
代
の

君
主
は
継
承
者
で
あ
る
太
子
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃
か
ら
、
礼
法
に
沿
う
行
い
を
見
本
と
し
て
、
太
子

に
見
せ
て
き
ま
し
た
。
太
子
が
ま
だ
人
に
負
ん
ぶ
さ
れ
て
い
る
時
か
ら
、
臣
下
た
ち
は
衣
装
を
正
し
て
恭

し
い
態
度
で
彼
に
接
し
、
天
へ
の
礼
儀
も
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
事
な
門
を
通
す
時
は
、
礼
を
表
す
た

め
に
車
か
ら
降
ろ
し
て
太
子
を
歩
か
せ
ま
せ
し
た
。
氏
寺
の
前
を
通
る
時
は
、
孝
子
の
礼
法
に
沿
う
よ
う

に
、
小
走
り
で
素
早
く
通
過
す
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
太
子
が
ま
だ
赤
子
の
頃
か
ら
、

そ
の
教
育
は
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

蒈	

凡
三
王
彍

教
世
子
鈫

，
必
以
禮
樂
。
樂
所
以
脩
內
𤊄

也
，
禮
所
以
修
外
旔

也
。
禮
樂
交
錯
於
中
，
發
形
於
外
。
（
卷

七　

禮
記
）
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【
註
釋
】�

彍
三
王
：
指
夏
禹
、
商
湯
、
周
文
王
。
鈫
世
子
：
天
子
或
諸
侯
之
嫡
子
中
的
儲
君
稱
謂
。
𤊄
脩
內
：

指
消
融
其
邪
慝
之
氣
，
增
進
其
內
心
修
養
。
脩
：
同
「
修
」
。
旔
修
外
：
指
陶
冶
其
恭
肅
之
儀
，

培
養
其
溫
潤
文
雅
之
象
。

	

【
白
話
】�

夏
禹
、
商
湯
、
周
文
王
三
王
教
育
世
子
，
都
是
把
禮
樂
作
為
必
修
的
課
程
。
樂
是
陶
冶
薰
修
內

在
心
性
的
，
禮
是
恭
肅
修
治
外
在
言
行
舉
止
的
。
禮
與
樂
的
修
養
交
匯
於
內
心
，
必
定
會
表
現

於
外
在
的
行
為
。

 

夏
朝
の
禹
王
、
商
朝
の
湯
王
、
周
朝
の
文
王
こ
れ
ら
三
人
の
賢
明
な
王
は
世
継
ぎ
を
教
育
す
る
際
、
共

に
礼
法
と
音
楽
を
必
修
の
科
目
と
し
て
取
り
入
れ
ま
し
た
。
音
楽
は
人
の
内
な
る
心
性
を
薫
陶
し
養
い
、

礼
法
は
人
の
外
見
と
言
葉
、
行
い
を
正
し
て
く
れ
ま
す
。
礼
法
と
音
楽
の
素
養
が
人
の
心
の
中
で
融
合
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
ず
外
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
者
の
行
為
に
も
影
響
が
現
れ
る
で
し
ょ
う
。

䔄	

石
碏
彍

諫
曰
﹕
「
臣
聞
愛
子
，
教
之
以
義
方
，
弗
納
于
邪
。
驕
、
奢
、
淫
、
泆
鈫

，
所
自
邪
也
。
四
者
之
來
，

寵
祿
𤊄

過
也
。
」
（
後
補
卷
四　

春
秋
左
氏
傳
上
）

	

【
註
釋
】�

彍
石
碏
（q

u
è

／

碏
）
：
春
秋
時
衛
國
賢
臣
。
衛
莊
公
寵
妾
所
生
的
兒
子
州
吁
有
寵
而
好
武
，

石
碏
進
諫
，
莊
公
不
聽
。
石
碏
之
子
石
厚
與
州
吁
交
往
，
石
碏
禁
止
，
亦
不
聽
從
。
莊
公
去
世

後
太
子
完
即
位
，
稱
衛
桓
公
，
十
幾
年
後
，
州
吁
弑
桓
公
而
自
立
為
君
。
因
衛
國
上
下
都
不
擁

護
州
吁
，
石
厚
便
向
父
親
請
教
安
定
君
位
之
法
。
石
碏
假
意
建
議
石
厚
跟
隨
州
吁
去
陳
國
，
通

過
陳
桓
公
朝
覲
周
天
子
。
旋
即
請
陳
國
拘
留
兩
人
，
由
衛
國
派
右
宰
醜
殺
了
州
吁
，
又
使
家
宰
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二
、
敦
親(

家
族
を
愛
す
る
こ
と)

獳
羊
肩
殺
了
石
厚
。
《
左
傳
》
稱
其
「
大
義
滅
親
」
，
是
一
位
「
純
臣
」
。
鈫
泆
（y

ì

／

泆
）
：

安
逸
不
勞
。
𤊄
寵
祿
：
謂
給
予
寵
幸
和
富
貴
。

	
【
白
話
】�

大
夫
石
碏
勸
諫
莊
公
說
：
「
我
聽
說
真
正
愛
護
孩
子
，
就
用
道
義
來
教
育
他
，
不
使
他
步
入
邪
路
。

驕
傲
、
奢
侈
、
縱
欲
、
放
逸
，
這
樣
就
會
走
上
邪
路
。
這
四
種
惡
行
的
由
來
，
是
因
為
給
予
寵

愛
和
富
貴
過
度
的
緣
故
。
」

 

士
大
夫
の
石
碏
は
荘
公
に
勧
め
ま
し
た
。
「
子
ど
も
を
本
当
に
愛
護
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
子
が

邪
道
に
踏
み
入
れ
な
い
よ
う
に
、
道
義
で
教
育
す
る
も
の
だ
と
伺
い
ま
し
た
。
驕
っ
た
り
贅
沢
を
し
た
り

し
て
、
欲
望
の
ま
ま
に
放
逸
な
生
活
を
し
て
い
る
の
で
は
、
い
ず
れ
邪
道
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

ら
四
つ
の
悪
行
は
、
度
を
過
ぎ
た
寵
愛
と
富
を
子
ど
も
に
与
え
た
た
め
で
す
」

蒾	

袞
彍

病
困
，
令
世
子
曰
：
「
汝
幼
少
，
未
聞
義
方
，
早
為
人
君
，
但
知
樂
不
知
苦
，
必
將
以
驕
奢
為
失
也
。

接
大
臣
，
務
以
禮
；
雖
非
大
臣
，
老
者
猶
宜
答
拜
；
事
兄
以
敬
，
恤
弟
以
慈
。
兄
弟
有
不
良
之
行
，
當
造

膝
鈫

諫
之
；
諫
之
不
從
，
流
涕
喻
之
；
喻
之
不
改
，
乃
白
其
母
；
若
猶
不
改
，
當
以
奏
聞
，
並
辭
國
土
。
與

其
守
寵
罹
禍
，
不
若
貧
賤
全
身
也
，
此
亦
謂
大
罪
惡
耳
。
其
微
過
細
愆
，
故
當
奄
覆
之
。
嗟
乎
！
小
子
，

慎
脩
乃
身
，
奉
聖
朝
以
忠
貞
，
事
太
妃
以
孝
敬
。
閨
闈
之
內
，
奉
令
於
太
妃
；
閫
閾
之
外
，
受
教
於
沛
王

𤊄

。
無
怠
乃
心
，
以
慰
余
靈
。
」
（
卷
二
十
六　

魏
志
下
）

	

【
註
釋
】�

彍
袞
：
曹
袞
，
三
國
時
期
曹
魏
宗
室
，
魏
武
帝
曹
操
之
子
，
魏
文
帝
曹
丕
異
母
弟
，
母
杜
夫
人
。
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二
、
敦
親(

家
族
を
愛
す
る
こ
と)

鈫
造
膝
：
到
膝
前
，
指
到
他
身
邊
。
𤊄
沛
王
：
曹
林
，
曹
操
之
子
，
與
曹
袞
同
為
杜
夫
人
之
子
。

青
龍
三
年
，
曹
袞
有
疾
，
明
帝
遣
太
妃
、
沛
王
曹
林
同
來
省
疾
。

	
【
白
話
】�

曹
袞
病
重
之
時
，
教
令
繼
承
自
己
王
位
的
兒
子
說
：
「
你
年
紀
尚
小
，
還
不
懂
得
為
人
處
世
的

道
理
，
過
早
成
為
人
主
，
若
知
道
享
樂
而
不
知
道
吃
苦
，
必
將
會
因
為
驕
傲
奢
侈
犯
下
過
失
。

接
待
大
臣
時
，
務
必
要
遵
照
禮
儀
，
即
使
不
是
大
臣
，
對
年
老
的
人
也
應
該
回
拜
；
奉
事
兄
長

要
恭
敬
，
照
顧
弟
弟
要
慈
愛
。
兄
弟
有
不
良
的
行
為
，
應
當
到
他
身
邊
促
膝
談
心
勸
諫
他
；
若

勸
諫
不
聽
，
就
要
流
著
淚
開
導
他
；
開
導
他
還
不
改
，
那
就
要
稟
告
他
的
母
親
。
如
果
仍
然
不

改
，
就
應
當
上
奏
天
子
，
並
削
奪
其
封
國
土
地
。
與
其
讓
他
保
持
著
恩
寵
而
遭
禍
，
不
如
身
處

貧
賤
而
保
全
性
命
。
當
然
這
說
的
是
大
的
罪
惡
。
至
於
微
細
的
過
錯
，
就
應
當
為
他
們
掩
蓋
。

唉
，
兒
子
啊
！
要
謹
慎
的
修
養
自
身
，
事
奉
朝
廷
要
忠
誠
堅
貞
，
侍
奉
太
妃
要
孝
順
恭
敬
。
家

裡
的
事
應
遵
從
太
妃
的
指
令
，
外
面
的
事
要
接
受
伯
父
沛
王
的
教
導
。
你
不
要
讓
心
懈
怠
下
來
，

以
此
來
慰
藉
我
的
靈
魂
。
」

 

重
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
曹
袞
は
、
王
位
を
継
ぐ
子
ど
も
に
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
「
あ
な
た
は
ま

だ
幼
く
、
世
の
中
の
理
と
人
と
の
接
し
方
を
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
も
早
く
君
主
に

な
っ
て
、
耐
え
忍
ぶ
こ
と
を
知
ら
ず
に
栄
華
ば
か
り
を
享
受
し
て
い
る
と
、
必
ず
や
驕
り
や
贅
沢
で
過
ち

を
犯
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
大
臣
に
接
す
る
時
は
、
必
ず
や
礼
儀
を
守
り
な
さ
い
。
相
手
が
大
臣
で
な

く
て
も
、
高
齢
の
方
に
は
礼
を
も
っ
て
接
す
る
べ
き
で
す
。
兄
に
は
敬
愛
の
気
持
ち
を
、
弟
に
は
慈
愛
の
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二
、
敦
親(

家
族
を
愛
す
る
こ
と)

心
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
兄
弟
が
良
く
な
い
行
い
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
そ
ば
に
行
っ
て
心

を
開
き
、
じ
っ
く
り
と
話
し
合
い
を
し
て
諌
め
る
べ
き
で
す
。
も
し
兄
弟
が
聞
い
て
く
れ
な
い
の
で
し
た

ら
、
涙
を
流
し
て
説
得
し
な
さ
い
。
説
得
が
無
理
な
ら
ば
、
母
親
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
る
べ
き
で
す
。
そ

れ
で
も
兄
弟
が
改
め
て
く
れ
な
い
の
で
し
た
ら
、
天
子
に
報
告
し
て
そ
の
領
土
を
奪
う
よ
う
に
し
な
さ

い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
ま
ま
恩
寵
を
驕
り
に
思
っ
て
い
ず
れ
大
き
な
災
い
に
遭
う
よ
り
も
、
た
と
え
貧
し

く
て
卑
し
い
境
地
に
陥
っ
て
も
、
兄
弟
に
は
命
を
守
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
勿
論
、
こ
こ
で
言
っ
て
い

る
の
は
大
き
な
罪
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
さ
や
か
な
過
ち
の
こ
と
な
ら
ば
、
あ
な
た
が
そ
れ
を
補
う
べ
き
で

す
。
あ
あ
、
息
子
よ
。
慎
ま
し
く
己
の
品
性
を
養
い
な
さ
い
。
朝
廷
に
は
忠
誠
を
誓
い
、
あ
な
た
の
祖
母

で
あ
る
太
妃
に
は
恭
し
く
孝
行
を
し
な
さ
い
。
家
の
こ
と
は
太
妃
に
伺
い
、
外
の
こ
と
は
叔
父
で
あ
る
沛

王
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、
私
の
魂
を
慰
め
て
く
だ
さ
い
」

	

（
四
）
夫
婦

蓡	

關

關
彍

雎
鳩
鈫

，
在
河
之
洲
𤊄

。
興
也
。
關
關
，
和
聲
也
。
雎
鳩
，
王
雎
也
。
鳥
摯
而
有
別
，
后
妃
悅
樂
君
子
之
德
，
無
不
和
諧
，
又
不
淫
其
色
，
若
雎
鳩
之

有
別
焉
，
然
後
可
以
風
化
天
下
。
夫
婦
有
別
，
則
父
子
親
。
父
子
親
，
則
君
臣
敬
。
君
臣
敬
，
則
朝
廷
正
。
朝
廷
正
，
則
王

化
成

也
。

窈
窕
旔

淑
焩

女
，
君
子
烄

好
仇
𡡅

。
窈
窕
，
幽
閑
也
。
淑
，
善
也
。
仇
，
逑
也
（
仇
，
逑
也
，
作
仇
，
匹
也
）
。
后
妃
有

關
雎
之
德
，
是
幽
閑
貞
專
之
善
女
，
宜
為
君
子
仇
逑
也
（
仇
逑
也
，
作
匹
逑
也
）
。

（
卷
三　

毛
詩
）

	

【
註
釋
】�

彍
關
關
：
鳥
類
雌
雄
相
和
的
鳴
聲
，
後
亦
泛
指
鳥
鳴
聲
。
鈫
雎
鳩
：
一
種
水
鳥
，
傳
說
此
鳥
配

偶
固
定
，
情
意
專
一
。
𤊄
洲
：
水
中
的
陸
地
。
旔
窈
窕
：
嫺
靜
美
好
。
焩
淑
：
指
女
子
貞
靜
柔
善
。

烄
君
子
：
此
處
指
周
文
王
。
𡡅
好
仇
（h

ǎ
o
 
q
i
ú

／

好
仇
）
：
美
好
理
想
的
配
偶
。
仇
：
同
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

「
逑
」
，
伴
侶
；
配
偶
。
今
本
《
詩
經
》
作
「
好
逑
」
。

	
【
白
話
】�

小
島
上
雙
棲
的
雎
鳩
相
對
而
唱
，
發
出
關
關
的
和
鳴
。
那
嫺
靜
善
良
的
女
子
，
才
是
君
子
理
想

的
配
偶
。
（
夫
婦
是
人
倫
之
始
，
娶
得
有
德
的
女
子
，
然
後
可
以
風
化
天
下
，
所
以
文
王
思
得

賢
女
幫
助
治
國
。
）

 

小
島
に
住
ま
う
一
対
の
雎
鳩
（
水
鳥
）
は
、
ク
ワ
ン
ク
ワ
ン
と
仲
良
く
鳴
き
あ
い
ま
す
。
物
静
か
で
善

良
な
淑
女
こ
そ
、
君
主
に
と
っ
て
理
想
の
伴
侶
で
す
。
（
夫
婦
の
仲
は
人
と
し
て
の
倫
理
の
始
ま
り
で
す
。

徳
の
高
い
女
性
を
娶
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
天
下
を
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
文
王

は
徳
の
高
い
淑
女
を
娶
り
、
国
造
り
を
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
）

	

三
、
反
身 (

自
ら
反
省
し
ま
す)

蓸	

吳
阪
之
馬
，
庸
夫
統
銜
彍

則
為
弊
乘
，
伯
樂
執
轡
鈫

即
為
良
驥
，
非
馬
更
異
。
教
民
亦
然
也
。
故
遇
禹
、
湯

則
為
良
民
，
遭
桀
、
紂
則
為
凶
頑
，
治
使
然
也
。
故
善
治
國
者
，
不
尤
斯
民
而
罪
諸
己
，
不
責
諸
下
而
求

諸
身
。
（
卷
四
十
七　

政
要
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
銜
：
馬
嚼
子
。
青
銅
或
鐵
製
，
放
在
馬
口
內
用
以
勒
馬
，
控
制
牠
的
行
止
。
鈫
執
轡
（p

è
i

／

轡

)

：
謂
手
持
馬
韁
駕
車
，
引
申
為
駕
馭
。

	

【
白
話
】�

吳
阪
這
個
地
方
的
馬
，
平
庸
的
人
來
駕
馭
就
是
劣
馬
，
伯
樂
來
駕
馭
就
成
了
良
駒
，
並
不
是
馬
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

的
不
同
（
而
是
駕
馭
者
不
同
）
。
教
化
人
民
也
是
同
樣
的
道
理
。
所
以
，
百
姓
遇
到
大
禹
和
湯

王
這
樣
的
聖
君
則
是
良
民
，
遇
到
夏
桀
和
商
紂
這
樣
的
暴
君
則
成
了
凶
惡
愚
頑
之
民
，
這
就
是

不
同
的
治
理
所
造
成
的
。
所
以
，
一
個
善
於
治
理
國
家
的
君
主
，
不
會
怪
罪
自
己
的
百
姓
，
而

是
反
省
自
己
的
過
失
；
不
會
斥
責
自
己
的
部
下
，
而
會
反
過
來
要
求
自
己
。

 

呉
坂
と
い
う
所
の
馬
は
、
平
凡
な
人
が
乗
る
と
駄
馬
に
、
伯
楽
が
乗
る
と
名
馬
に
な
り
ま
す
。
馬
が
違

う
の
で
は
な
く
、
乗
り
手
が
異
な
る
た
め
で
す
。
民
を
教
化
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
大
禹
や
湯
王
の
よ
う
な
聖
君
に
巡
り
あ
え
た
人
は
良
民
に
な
り
、
夏
の
桀
や
商
の

紂
の
よ
う
な
暴
君
の
時
代
に
生
き
て
い
た
人
は
凶
暴
で
愚
劣
な
民
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
違

う
道
理
に
沿
っ
た
治
世
が
導
い
た
結
果
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
を
治
め
る
の
に
長
け
て
い
た
君
主
は
、
領

民
た
ち
の
せ
い
に
は
せ
ず
に
、
自
分
の
過
ち
を
反
省
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
部
下
を
責
め
る
こ
と
も
し

ま
せ
ん
。
た
だ
、
よ
り
良
い
君
主
に
な
る
よ
う
に
自
分
に
要
求
し
ま
す
。

蔐	

君
能
為
善
，
則
吏
必
能
為
善
矣
；
吏
能
為
善
，
則
民
必
能
為
善
矣
。
故
民
之
不
善
，
吏
之
罪
也
；
吏
之
不
善
，

君
之
過
也
。
嗚
呼
！
戒
之
戒
之
！
（
卷
四
十　

賈
子
）

	

【
白
話
】�

君
主
能
夠
行
善
，
那
麼
官
吏
就
必
定
能
夠
行
善
；
官
吏
能
夠
行
善
，
則
百
姓
必
定
能
夠
行
善
。

所
以
百
姓
不
善
，
是
官
吏
之
罪
；
官
吏
不
善
，
是
君
主
的
過
失
。
啊
！
對
此
要
警
惕
而
又
警
惕

啊
！
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

 

君
主
が
善
行
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
官
吏
も
必
ず
善
行
を
実
行
で
き
ま
し
ょ
う
。
官
吏
が
善

行
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
民
も
必
ず
善
行
を
実
行
で
き
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
が
善
行
を
実
行

し
な
い
の
は
、
官
吏
の
罪
で
す
。
ま
た
、
官
吏
が
善
行
を
実
行
し
な
い
の
は
、
君
主
の
過
ち
で
す
。
あ
あ
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

蔸	

愛
人
者
，
則
人
愛
之
；
惡
人
者
，
則
人
惡
之
。
知
得
之
己
者
，
則
知
得
之
人
。
所
謂
不
出
環
堵
之
室
彍

，
而

知
天
下
者
，
知
反
己
之
謂
也
。
（
卷
十　

孔
子
家
語
）

	

【
註
釋
】
彍
環
堵
之
室
：
四
面
土
牆
。
形
容
居
室
簡
陋
貧
寒
。

	

【
白
話
】�

愛
別
人
的
人
，
別
人
也
愛
他
；
憎
恨
別
人
的
人
，
別
人
也
憎
恨
他
。
知
道
自
己
修
身
有
得
，
就

知
道
能
獲
得
眾
人
的
支
持
。
所
謂
不
出
小
屋
而
知
天
下
，
就
是
懂
得
反
回
頭
來
修
養
自
己
。

 

人
を
愛
せ
る
者
は
、
人
か
ら
も
愛
さ
れ
ま
す
。
人
を
憎
悪
す
る
者
は
、
人
か
ら
も
憎
悪
さ
れ
ま
す
。
己

の
品
性
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
人
々
の
支
持
を
得
ら
れ
ま
す
。
何
故
な
ら
、
小

屋
か
ら
出
る
こ
と
な
く
し
て
天
下
を
知
り
え
る
者
と
言
う
の
は
、
己
の
身
を
い
つ
も
反
省
し
て
、
品
性
を

高
め
よ
う
と
し
て
い
る
者
で
す
。

蕒	

古
之
大
君
子
，
修
身
治
人
，
先
正
其
心
，
自
得
而
已
矣
。
能
自
得
，
則
無
不
得
矣
；
苟
自
失
，
則
無
不
失
矣
。

無
不
得
者
，
治
天
下
有
餘
。
故
否
則
保
身
居
正
，
終
年
不
失
其
和
；
達
則
兼
善
天
下
，
物
無
不
得
其
所
。
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

無
不
失
者
，
營
妻
子
不
足
。
故
否
則
是
己
非
人
，
而
禍
逮
乎
其
身
；
達
則
縱
情
用
物
，
而
殃
及
乎
天
下
。
（
卷

四
十
九　

傅
子
）

	
【
白
話
】�

古
代
聖
明
君
主
，
修
養
自
身
、
治
理
人
民
，
首
先
端
正
自
己
的
思
想
，
使
自
己
保
持
在
正
道
之

中
而
已
。
自
己
能
持
守
正
道
，
那
麼
做
任
何
事
情
都
能
得
當
；
假
如
自
己
失
去
正
道
，
那
麼
做

任
何
事
情
都
會
失
當
。
做
事
都
能
守
正
而
得
當
，
治
理
天
下
就
有
餘
力
。
所
以
時
運
不
通
時
則

保
全
自
身
、
遵
循
正
道
，
終
年
持
守
中
和
；
時
運
通
達
時
則
兼
濟
天
下
，
使
所
有
人
事
物
各
得

其
所
。
假
如
做
事
都
偏
離
正
道
而
失
當
，
那
麼
養
妻
育
子
尚
且
不
足
。
所
以
（
失
去
正
道
的
君
主
）

時
運
不
通
時
就
會
肯
定
自
己
、
指
責
別
人
，
導
致
災
禍
降
臨
其
身
；
時
運
通
達
時
則
放
縱
欲
望
，

揮
霍
無
度
，
以
致
殃
及
天
下
。

古
代
の
賢
明
な
聖
君
が
己
の
品
性
を
高
め
、
民
を
治
め
る
時
、
最
初
に
す
る
の
は
自
分
の
思
想
を
正
し
、

正
道
を
守
る
よ
う
に
心
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
で
し
た
。
正
道
を
守
ら
れ
た
ら
、
何
を
す
る
に
し
て
も
、

適
当
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
正
道
を
守
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
何
を
す
る
に
し
て
も
、
適
当
に

こ
な
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
正
道
を
守
っ
て
物
事
を
運
べ
ば
、
天
下
を
治
め
る
の

に
も
余
裕
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
運
が
悪
い
時
で
も
、
己
の
平
安
を
保
全
で
き
る
か
ら
、
正
道
を
守
り
、

中
庸
の
心
を
忘
れ
な
い
こ
と
は
大
事
で
す
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
運
が
い
い
時
は
天
下
の
こ
と
も
全
て

上
手
く
い
き
、
何
事
も
順
調
に
運
べ
る
で
し
ょ
う
。
も
し
正
道
を
逸
し
て
し
ま
う
と
、
妻
子
を
養
う
こ
と

さ
え
も
難
し
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
（
正
道
か
ら
逸
し
て
し
ま
っ
た
君
主
は
）
運
が
悪
い
時
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

は
ひ
た
す
ら
人
を
責
め
て
、
自
ら
災
い
を
呼
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
運
が
い
い
時
は
欲
望
に
任
せ
て

贅
沢
を
す
る
か
ら
、
天
下
に
ま
で
災
い
を
も
た
ら
し
ま
し
ょ
う
。

䔻	

原
彍

天
命
鈫

，
治
心
術
𤊄

，
理
好
惡
，
適
情
性
旔

，
而
治
道
焩

畢
矣
。
原
天
命
，
則
不
惑
禍
福
，
不
惑
禍
福
，

則
動
靜
烄

脩
理
𡡅

矣
；
治
心
術
，
則
不
妄
喜
怒
，
不
妄
喜
怒
，
則
賞
罰
不
阿
鵭

矣
；
理
好
惡
，
則
不
貪
無
用
，

不
貪
無
用
，
則
不
以
物
害
性
矣
（
本
書
不
以
物
害
性

矣
作
不
害
物
性

）
。
適
情
性
，
則
欲
不
過
節
，
欲
不
過
節
，
則
養
性
貟

知
足
矣
。

四
者
不
求
於
外
，
不
假
於
人
，
反
諸
己
而
已
。
（
卷
八　

韓
詩
外
傳
）

	

【
註
釋
】�

彍
原
：
參
究
，
推
究
。
鈫
天
命
：
指
宇
宙
自
然
的
規
律
、
法
則
。
𤊄
心
術
：
內
心
。
旔
情
性
：

情
感
，
秉
性
。
焩
治
道
：
這
裡
指
修
養
自
己
的
方
法
。
烄
動
靜
：
行
動
與
止
息
。
𡡅
脩
理
：
當

代
趙
善
詒
先
生
認
為
，
「
脩
」
為
「
循
」
之
形
訛
，
「
脩
理
」
當
作
「
循
理
」
。
今
從
之
。
鵭

阿
（ē

／

阿
）
：
徇
私
，
偏
袒
。
貟
養
性
：
謂
修
養
身
心
，
涵
養
天
性
。

	

【
白
話
】�

參
究
天
道
自
然
的
規
律
，
修
正
自
己
的
心
念
，
調
理
自
己
的
好
惡
，
使
自
己
的
情
感
秉
性
保
持

適
度
，
如
此
治
國
之
道
就
完
備
了
。
參
究
天
道
自
然
的
規
律
，
就
不
會
不
知
道
禍
福
的
起
因
與

發
展
，
清
楚
禍
福
的
起
因
與
發
展
，
那
麼
行
動
與
止
息
都
能
恰
當
合
理
；
修
正
自
己
的
內
心
，

就
不
會
胡
亂
高
興
或
發
怒
，
不
胡
亂
高
興
或
發
怒
，
賞
罰
就
不
會
偏
袒
；
調
理
好
自
己
的
好
惡

之
情
，
就
不
會
貪
圖
無
用
之
物
，
不
貪
圖
無
用
之
物
，
就
不
會
因
外
物
而
傷
害
了
本
性
；
使
自

己
的
情
感
秉
性
保
持
適
度
，
欲
望
就
不
會
超
越
節
度
，
欲
望
不
超
越
節
度
，
便
能
涵
養
天
性
、

知
道
滿
足
。
這
四
個
方
面
不
必
向
身
外
尋
求
，
也
不
必
藉
助
他
人
，
只
需
反
過
來
要
求
自
己
而
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

已
。

 

天
道
の
自
然
の
規
律
を
研
究
し
、
自
分
の
考
え
を
修
正
し
て
好
き
嫌
い
を
調
整
し
、
気
持
ち
を
適
宜
な

状
態
に
保
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
、
治
国
の
道
は
完
備
さ
れ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
天
道
の
自
然
の
規
律
を

研
究
す
る
と
、
禍
や
福
の
原
因
と
経
過
が
分
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
禍
と
福
の
原
因
と
経
過
が

分
か
る
と
、
行
動
を
取
る
に
し
て
も
休
養
を
す
る
に
し
て
も
、
合
理
的
に
計
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
心
を
正
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
み
だ
り
に
嬉
し
く
な
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。
気

持
ち
の
浮
き
沈
み
が
落
ち
着
く
と
、
賞
罰
を
下
す
時
が
偏
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
好
き
嫌
い
を

直
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
無
用
な
物
に
未
練
は
な
く
な
り
ま
す
。
無
用
な
物
に
未
練
が
な
く
な
る
と
、
そ

れ
ら
の
物
に
よ
っ
て
己
の
本
性
が
損
な
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
己
の
気
持
ち
と
考
え
を
適
宜
な
状
態
に
保

つ
と
、
度
を
過
ぎ
た
欲
望
を
持
ち
ま
せ
ん
。
度
を
過
ぎ
た
欲
望
を
持
た
な
く
な
る
と
、
天
性
を
修
め
、
満

足
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
こ
と
を
守
る
の
に
、
外
や
他
人
に
助
け
を
求
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
己
の
こ
と
を
律
す
る
の
み
で
す
。

蕯	

傳
彍

曰
：
「
審
好
惡
，
理
情
性
，
而
王
道
鈫

畢
矣
。
」
能
盡
其
性
，
然
後
能
盡
人
物
之
性
；
能
盡
人
物
之
性
，

可
以
贊
天
地
之
化
。
治
性
之
道
，
必
審
己
之
所
有
餘
，
而
強
其
所
不
足
。
蓋
聰
明
疏
通
𤊄

者
戒
於
大
旔

察
；

寡
聞
少
見
者
戒
於
雍
蔽
焩

；
勇
猛
剛
強
者
戒
於
大
暴
；
仁
愛
溫
良
者
戒
於
無
斷
；
湛
靜
烄

安
舒
者
戒
於
後

時
；
廣
心
浩
大
者
戒
於
遺
忘
。
必
審
己
之
所
當
戒
，
而
齊
之
以
義
，
然
後
中
和
之
化
應
，
而
巧
偽
之
徒
不
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

敢
比
周
𡡅

而
望
進
。
（
後
補
卷
二
十　

漢
書
八
）

	
【
註
釋
】�

彍
傳
：
《
韓
詩
外
傳
•
卷
二
》
云
：
「
理
好
惡
，
適
情
性
，
而
治
道
畢
矣
。
」
鈫
王
道
：
以
德

治
國
之
道
。
𤊄
疏
通
：
通
達
。
旔
大
：
「
太
」
的
古
字
，
表
示
程
度
過
分
。
焩
雍
蔽
：
蒙
蔽
；

隔
絕
。
雍
：
通
「
壅
」
，
堵
塞
。
烄
湛
（c

h
é
n

／

湛
）
靜
：
沉
著
冷
靜
。
湛
：
「
沈
」
的
假
借

字
（
後
世
「
沈
」
字
多
寫
作
「
沉
」
）
。
𡡅
比
周
：
結
黨
營
私
。
比
：
勾
結
。

	

【
白
話
】�

經
傳
上
說
：
「
審
察
自
己
的
善
惡
，
調
理
自
己
的
情
性
，
而
王
道
也
就
在
其
中
完
成
了
。
」
（
調

理
情
性
後
）
能
夠
完
全
開
顯
、
發
揮
自
己
的
本
性
，
然
後
就
能
明
瞭
及
發
揮
他
人
和
萬
物
的
本

性
；
能
明
瞭
及
發
揮
他
人
和
萬
物
的
本
性
，
就
能
輔
助
天
地
化
育
萬
物
。
調
理
情
性
的
方
法
，

一
定
要
分
辨
自
己
有
餘
之
處
，
然
後
勉
力
彌
補
自
己
的
不
足
。
一
般
說
來
，
聰
明
通
達
的
人
，

應
戒
除
過
分
的
苛
察
；
見
聞
不
廣
的
人
，
應
避
免
閉
塞
不
通
；
勇
猛
剛
強
的
人
，
應
杜
絕
過
於

暴
烈
；
寬
仁
慈
愛
、
溫
和
善
良
的
人
，
應
警
惕
不
夠
果
斷
；
沉
著
安
靜
、
行
動
舒
緩
的
人
，
應

防
止
錯
過
時
機
；
心
胸
廣
大
的
人
，
應
戒
備
遺
忘
事
情
。
一
定
要
仔
細
分
辨
自
己
應
當
警
戒
的

地
方
，
並
用
義
理
調
整
自
己
，
這
樣
才
能
達
到
性
情
中
和
有
度
，
而
巧
佞
虛
偽
之
徒
不
敢
相
互

勾
結
營
私
，
企
望
晉
升
。

 

経
伝
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
己
の
善
悪
を
よ
く
察
し
て
、
気
持
ち
を
整
え
ら
れ
る
と
、
歩
む
べ
き
王
道

も
自
ず
と
完
成
さ
れ
ま
し
ょ
う
」
（
気
持
ち
を
整
え
た
後
は
、
）
自
分
の
本
性
が
完
全
に
目
覚
め
、
発
揮

で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
に
人
や
物
事
の
本
性
に
も
気
付
き
、
適
材
適
所
に
使
え
ま
す
。
人
や
物
事

の
本
性
に
気
付
き
、
適
材
適
所
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
天
地
が
万
物
を
育
む
手
助
け
を
す
る
こ
と
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
一
般
的
に
、
賢
い
者
は
人
の
欠
点
ば
か
り
を
見
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

見
聞
の
狭
い
者
は
、
閉
鎖
的
で
頑
な
な
考
え
方
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
べ
き
で
す
。
勇
猛
な
猛

者
は
、
過
ぎ
た
暴
行
に
走
ら
な
い
よ
う
に
己
を
戒
め
る
べ
き
で
す
。
慈
愛
に
満
ち
た
心
や
さ
し
い
者
は
、

優
柔
不
断
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
冷
静
沈
着
で
い
つ
も
落
ち
着
い
て
い
る
者
は
、
時
期
を

逸
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
べ
き
で
す
。
心
の
広
い
者
は
、
物
忘
れ
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
で

す
。
自
分
が
注
意
す
べ
き
所
を
見
つ
け
、
道
義
と
倫
理
で
己
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
中
庸
を
守
れ

る
、
節
度
の
分
か
る
品
性
を
養
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ず
る
賢
く
て
嘘
ば
か
り
を
言
う
輩
が
利
用
し
よ
う

と
し
て
、
近
づ
く
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

蕰	

孔
子
曰
：
「
君
子
者
盂
彍

也
，
民
者
水
也
。
盂
方
則
水
方
，
盂
圓
則
水
圓
。
」
上
何
好
而
民
不
從
？
（
卷

三
十
六　

尸
子
）

	

【
註
釋
】
彍
盂
（y
ú

／

盂
）
：
盛
食
物
或
漿
湯
的
容
器
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
君
王
就
好
像
是
器
皿
，
黎
民
百
姓
就
好
像
是
水
。
器
皿
是
方
的
，
水
就
呈
現
方
的

形
狀
；
器
皿
是
圓
的
，
水
就
呈
現
圓
的
形
狀
。
」
領
導
者
有
什
麼
喜
好
而
百
姓
不
效
仿
趨
從
的

呢
？

 

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
君
主
と
い
う
の
は
ま
る
で
器
で
、
民
は
水
で
す
。
器
が
四
角
い
形
を
し
て

い
れ
ば
、
水
は
四
角
い
形
に
な
り
ま
す
。
器
が
丸
い
形
を
し
て
い
れ
ば
、
水
は
丸
い
形
に
な
り
ま
す
」
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三
、
反
身(

自
ら
反
省
し
ま
す)

指
導
者
の
好
み
に
民
が
真
似
し
て
随
従
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

藠	

上
求
材
，
臣
殘
木
；
上
求
魚
，
臣
乾
谷
彍

；
上
求
楫
鈫

，
而
下
致
𤊄

船
；
上
言
若

旔

，
下
言
若
綸
焩

。
上
有

一
善
，
下
有
二
譽
；
上
有
三
衰
烄

，
下
有
九
殺
𡡅

。
衰
殺
皆
喻
儉
（
儉
作
踰
）
也
。
傳
曰
：
「
上
之
所

好
，
下
尤
（
尤
作
有
）
甚
焉
。
」
故
有
九
殺
也
。

（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】�

：
彍
谷
：
山
間
的
水
流
。
鈫
楫
（jí

／

楫
）
：
船
槳
，
短
曰
楫
。
𤊄
致
：
奉
獻
，
獻
納
。
旔

（guān

／

關
）
：
織
絹
以
細
絲
入
杼
。
《
淮
南
子
》
通
行
本
作
「
絲
」
。
根
據
下
文
「
下
言
若
綸
」
，

推
斷
此
處
當
為
「
絲
」
字
。
《
禮
記‧

緇
衣
》
中
「
王
言
如
絲
，
其
出
如
綸
」
可
為
佐
證
。
焩

綸
（l

ú
n

／

綸
）
：
粗
絲
線
。
烄
衰
：
減
少
。
𡡅
殺
：
降
等
；
減
少
。
與
「
衰
」
相
近
，
都
比

喻
節
儉
。
《
群
書
治
要
》
小
註
為
「
衰
殺
皆
喻
儉
」
。
「
天
明
本
」
校
勘
記
云
「
儉
作
踰
」
，

是
當
時
校
勘
者
用
所
搜
集
的
《
淮
南
子
》
許
慎
、
高
誘
註
本
，
比
對
《
群
書
治
要
》
中
相
應
的

小
註
而
記
錄
的
。
近
代
吳
承
仕
先
生
認
為
：
「
等
衰
隆
殺
，
禮
家
之
常
言
，
過
制
為
奢
，
降
省

為
儉
，
故
註
以
『
衰
殺
喻
儉
』
也
。
《
治
要
》
所
引
近
之
。
誤
『
儉
』
作
『
踰
』
，
翩
其
反
矣
。
」

今
從
吳
說
。

	

【
白
話
】�

領
導
要
用
木
材
，
下
屬
就
會
毀
壞
林
木
；
領
導
要
吃
魚
，
下
屬
就
會
放
乾
河
谷
的
水
；
領
導
要

用
船
槳
，
下
屬
就
會
獻
上
整
條
船
隻
；
領
導
說
的
話
若
像
一
根
細
絲
，
下
屬
說
的
話
就
會
像
一

根
粗
絲
繩
。
領
導
有
一
分
善
行
，
下
屬
就
有
兩
分
讚
譽
；
領
導
奢
欲
減
少
三
分
，
下
屬
就
會
減

少
九
分
。
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四
、
尊
賢
（
賢
人
を
尊
び
ま
す
）

 

上
に
立
つ
者
が
木
材
を
使
う
と
、
下
の
者
は
森
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
上
に
立
つ
者
が
魚
を
食
べ
る

と
、
下
の
者
は
川
を
干
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
上
に
立
つ
者
が
櫓
を
使
う
と
、
下
の
者
は
一
艘
の
船
を
ま

る
ご
と
進
呈
し
て
し
ま
い
ま
す
。
上
に
立
つ
者
が
一
本
の
細
い
糸
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
、
下
の
者
は

太
い
荒
縄
の
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
す
。
上
に
立
つ
者
に
一
分
の
善
行
が
あ
る
と
、
下
の
者
は
二
分
の
賞

讃
を
し
ま
す
。
上
に
立
つ
者
が
贅
沢
を
す
る
欲
望
を
三
分
減
ら
す
と
、
下
の
者
は
九
分
も
減
ら
し
ま
す
。

	

四
、
尊
賢
（
賢
人
を
推
薦
し
ま
す
）

䕷	

古
者
聖
王
之
為
政
，
列
彍

德
而
尚
賢
；
雖
在
農
與
工
鈫

肆
𤊄

之
人
，
有
能
則
舉
之
，
高
與
之
爵
，
重
與
之
祿
，

任
之
以
事
。
非
為
賢
賜
也
，
欲
其
事
之
成
。
故
當
以
德
就
列
，
以
官
服
事
旔

，
以
勞
受
賞
，
量
功
而
分
祿
。

故
官
無
常
貴
，
而
民
無
恆
賤
，
有
能
則
舉
之
，
無
能
則
下
之
。
舉
公
義
，
避
私
怨
，
故
得
士
。
得
士
則
謀

不
困
，
體
不
勞
，
名
立
而
功
成
，
美
章
而
惡
不
生
。
故
尚
賢
者
，
政
之
本
也
。
（
卷
三
十
四　

墨
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
列
：
列
入
位
次
。
鈫
工
：
古
時
對
從
事
各
種
技
藝
的
勞
動
者
的
總
稱
。
𤊄
肆
：
作
坊
；
店
鋪
；

市
集
。
旔
服
事
：
承
擔
公
職
，
為
公
家
服
務
。

	

【
白
話
】�

古
代
的
聖
王
治
理
國
政
，
使
有
德
者
列
於
其
位
，
使
賢
能
者
得
到
尊
重
；
即
使
是
務
農
和
做
工

經
商
的
人
，
有
德
能
的
就
會
被
選
拔
舉
薦
，
給
他
們
很
高
的
爵
位
，
給
他
們
很
豐
厚
的
俸
祿
，

把
政
事
交
付
給
他
們
。
這
並
不
是
因
為
他
們
賢
能
便
賞
賜
，
而
是
想
要
通
過
他
們
成
就
事
業
。

所
以
，
應
當
根
據
德
行
擔
任
職
位
，
根
據
官
職
承
擔
責
任
為
國
服
務
，
論
政
績
接
受
獎
賞
，
按
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四
、
尊
賢
（
賢
人
を
尊
び
ま
す
）

功
勞
分
得
俸
祿
。
所
以
官
吏
不
會
始
終
尊
貴
，
而
百
姓
也
不
會
終
生
卑
賤
，
有
德
能
就
會
得
到

選
拔
舉
薦
，
無
德
能
就
會
被
免
職
。
按
公
義
提
拔
人
，
而
不
以
私
怨
罷
黜
人
，
所
以
能
獲
得
賢
士
。

（
君
王
）
得
到
賢
才
則
智
謀
不
會
窮
盡
，
身
體
不
會
疲
勞
，
名
聲
樹
立
且
功
業
成
就
，
美
德
得

到
彰
顯
而
邪
惡
不
會
產
生
了
。
因
此
說
尊
重
賢
才
是
為
政
的
根
本
。

 

古
代
の
聖
王
が
国
政
を
治
め
る
時
は
、
徳
の
高
い
者
を
就
く
べ
き
職
位
に
就
か
せ
、
有
能
な
賢
人
が
尊

重
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
配
慮
を
し
ま
し
た
。
た
と
え
農
夫
や
職
人
、
商
人
で
も
、
徳
性
と
才
能
が
あ
れ

ば
、
高
い
職
位
と
俸
禄
が
も
ら
え
る
よ
う
に
推
薦
さ
れ
、
政
事
を
任
せ
ら
れ
ま
す
。
彼
ら
に
褒
美
が
与
え

ら
れ
た
の
は
有
能
で
あ
る
た
め
で
は
な
く
、
彼
ら
に
国
の
事
業
を
成
就
し
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
徳
性
に
よ
っ
て
職
位
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
職
位
に
よ
っ
て
国
か
ら
政
務

を
与
え
ら
れ
る
の
で
し
た
。
結
果
に
よ
っ
て
褒
美
を
取
ら
せ
、
功
績
に
よ
っ
て
俸
禄
を
与
え
る
た
め
に
、

官
吏
は
い
つ
ま
で
も
栄
華
を
極
め
る
こ
と
な
く
、
民
も
い
つ
ま
で
も
低
い
身
分
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
徳
性
と
才
能
が
あ
れ
ば
、
推
薦
の
機
会
が
も
ら
え
る
が
、
徳
性
と
才
能
が
な
い
と
、
免
職
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
公
の
大
義
で
人
材
を
抜
擢
し
、
私
怨
で
人
を
免
職
し
た
り
し
な
い
か
ら
、
有
能
な
賢

人
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
（
君
主
が
）
賢
人
を
得
る
と
智
慧
が
尽
き
る
こ
と
は
な
く
、
身

体
も
必
要
以
上
に
疲
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
名
声
を
得
ら
れ
る
上
に
事
業
を
成
就
で
き
て
、
美
徳
も

宣
揚
さ
れ
る
か
ら
、
邪
悪
な
も
の
が
生
ま
れ
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
有
能
な
賢
人
を
尊

重
す
る
こ
と
こ
そ
、
政
事
を
す
る
こ
と
の
根
本
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
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四
、
尊
賢
（
賢
人
を
尊
び
ま
す
）

虲	

語
曰
：
「
世
有
亂
彍

人
，
而
無
亂
法
。
」
若
使
法
可
專
任
，
則
唐
、
虞
可
不
須
稷
鈫

、
契
𤊄

之
佐
，
殷
、
周
無

貴
伊
旔
、
呂
之
輔
矣
。
（
卷
二
十
五　

魏
志
上
）

	
【
註
釋
】�

彍
亂
：
治
理
。
鈫
稷
（j

ì

／

稷
）
：
唐
、
虞
時
代
的
賢
臣
。
稷
，
又
稱
「
后
稷
」
，
周
之
先
祖
。

虞
舜
命
為
農
官
，
教
民
耕
稼
。
𤊄
契
（x

i
è

／

契
）
：
人
名
。
傳
說
中
商
的
祖
先
，
為
帝
嚳
（k

ù

／

嚳
）
之
子
。
舜
時
佐
禹
治
水
有
功
，
任
為
司
徒
，
封
於
商
，
賜
姓
子
氏
。
旔
伊
：
伊
尹
，
商

湯
大
臣
，
名
伊
，
一
名
摯
，
尹
是
官
名
。
輔
助
成
湯
征
伐
夏
桀
，
被
尊
為
阿
衡
。
湯
去
世
後
，

歷
佐
外
丙
、
仲
壬
二
王
。
後
太
甲
即
位
，
因
荒
淫
失
度
，
被
伊
尹
放
逐
到
桐
宮
，
三
年
後
再
迎

接
悔
過
的
太
甲
恢
復
王
位
。

	

【
白
話
】�

俗
話
說
：
「
世
上
有
能
治
理
好
國
家
的
人
才
，
卻
沒
有
能
脫
離
人
的
實
施
而
自
動
治
理
好
國
家

的
法
令
制
度
。
」
如
果
治
理
國
家
可
以
只
依
靠
法
令
的
話
，
那
麼
唐
堯
、
虞
舜
也
就
用
不
著
稷
、

契
的
輔
佐
，
商
王
、
周
王
也
就
不
必
重
視
伊
尹
、
呂
尚
的
輔
助
了
。

 

「
こ
の
世
に
は
国
を
よ
く
治
め
ら
れ
る
人
材
が
い
ま
す
が
、
人
の
実
行
な
く
し
て
勝
手
に
国
を
よ
く
治

め
ら
れ
る
法
令
や
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
国
を
治
め
る
の
に
法
令
さ
え
あ
れ

ば
い
い
の
な
ら
ば
、
唐
堯
も
虞
舜
も
稷
、
契
ら
大
臣
の
輔
佐
が
必
要
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
商

王
や
周
王
も
伊
尹
、
呂
尚
ら
の
助
け
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

蚒	

凡
治
之
道
，
莫
如
因
彍

智
；
智
之
道
，
莫
如
因
賢
。
譬
之
猶
相
馬
而
借
伯
樂
也
，
相
玉
而
借
猗
頓
鈫

也
，
亦

必
不
過
𤊄

矣
。
（
卷
三
十
六　

尸
子
）
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四
、
尊
賢
（
賢
人
を
尊
び
ま
す
）

	

【
註
釋
】�

彍
因
：
依
託
；
利
用
；
憑
藉
。
鈫
猗
頓
：
戰
國
時
大
富
商
，
後
以
「
猗
頓
」
為
富
戶
的
通
稱
。

𤊄
過
：
過
失
；
錯
誤
。

	
【
白
話
】�

大
凡
治
國
之
道
，
莫
過
於
依
靠
智
慧
；
依
靠
智
慧
，
莫
過
於
任
用
賢
才
。
就
好
像
識
別
良
馬
一

定
要
藉
助
伯
樂
，
挑
選
美
玉
一
定
要
依
靠
猗
頓
一
樣
，
就
必
定
不
會
有
所
失
誤
。

 

お
よ
そ
国
を
治
め
る
た
め
の
道
は
、
智
慧
に
頼
る
の
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
智
慧
に
頼
る
に
は
、

有
能
な
賢
人
を
任
用
す
る
の
に
勝
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で
駿
馬
を
識
別
す
る
の
に
は
伯
楽
の
助

け
が
、
美
し
い
玉
を
選
別
す
る
の
に
は
猗
頓
の
識
別
眼
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
賢
人
に
頼
る
と
必
ず

間
違
い
ま
せ
ん
。

蚲	

絕
彍

江
者
託
於
船
，
致
遠
者
託
鈫

於
驥
𤊄

，
霸
王
旔

者
託
於
賢
。
（
卷
三
十
九　

呂
氏
春
秋
）

	

【
註
釋
】�

彍
絕
：
橫
渡
。
鈫
託
：
憑
藉
。
𤊄
驥
：
駿
馬
。
旔
霸
王
：
成
就
霸
業
或
王
業
。
霸
業
指
憑
藉
武
力
、

刑
法
、
權
勢
等
進
行
統
治
的
功
業
；
王
業
指
以
仁
義
治
天
下
，
達
到
政
治
清
明
、
社
會
安
定
的

功
業
。

	

【
白
話
】�

橫
渡
江
河
的
人
要
依
靠
船
隻
，
去
往
遠
方
之
人
要
依
靠
良
馬
，
成
就
霸
業
或
王
業
的
人
要
依
靠

賢
臣
。

 

川
を
渡
る
者
は
船
に
頼
り
ま
す
。
遠
方
に
行
く
者
は
駿
馬
に
頼
り
ま
す
。
大
き
な
事
業
や
王
と
し
て
の

功
績
を
成
就
し
た
い
者
は
有
能
な
臣
下
に
頼
り
ま
す
。
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四
、
尊
賢
（
賢
人
を
尊
び
ま
す
）

蛯	

夫
鳥
獸
魚
猶
知
假
，
而
況
萬
乘
之
主
乎
，
而
獨
不
知
比
假
天
下
之
英
雄
俊
士
，
與
之
為
伍
，
則
豈
不
痛
哉
！

故
曰
：
以
明
扶
明
，
則
升
于
天
；
以
明
扶
闇
，
則
歸
其
人
；
兩
瞽
相
扶
，
不
觸
牆
木
，
不
陷
井
阱
彍

，
則
其

幸
也
。
（
卷
八　

韓
詩
外
傳
）

	

【
註
釋
】
彍
阱
（j

ǐ
n
g

／

阱
）
：
地
上
挖
的
陷
坑
。

	

【
白
話
】�
鳥
獸
游
魚
尚
且
知
道
憑
藉
他
力
，
何
況
是
擁
有
萬
乘
兵
車
的
國
主
，
卻
偏
偏
不
知
道
藉
助
天
下

英
雄
賢
士
的
力
量
，
與
他
們
為
伴
，
這
怎
麼
不
讓
人
感
到
痛
惜
呢
！
所
以
說
，
眼
睛
明
亮
的
人

扶
助
眼
睛
明
亮
的
人
，
就
可
以
登
高
致
遠
，
直
上
雲
端
；
眼
睛
明
亮
的
人
扶
助
失
明
的
人
，
可

以
把
失
明
的
人
送
回
家
；
但
是
兩
個
失
明
的
人
互
相
扶
持
，
不
撞
在
牆
壁
和
樹
木
上
、
不
掉
進

水
井
或
陷
阱
裡
，
就
算
是
幸
運
的
了
。

 

鳥
獣
や
魚
介
で
さ
え
も
他
者
の
力
を
借
り
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
何
万
も
の
軍
用
車
を
有
す
る

国
主
が
天
下
の
英
雄
と
賢
人
を
仲
間
に
し
て
そ
の
力
を
借
り
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
、
何
と
残
念
な
こ

と
で
し
ょ
う
！
そ
の
た
め
に
、
目
の
明
る
い
者
が
目
の
明
る
い
者
を
助
け
る
と
、
高
く
ま
で
上
り
、
雲
の

上
ま
で
遠
く
行
け
ま
す
。
目
の
明
る
い
者
が
目
の
見
え
な
い
者
を
助
け
る
と
、
相
手
を
家
ま
で
送
り
届
け

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
お
互
い
に
目
の
見
え
な
い
同
士
な
ら
ば
、
壁
や
木
に
ぶ
つ
か
っ
た
り

せ
ず
に
、
井
戸
や
罠
に
落
ち
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
だ
け
で
も
、
幸
い
で
し
ょ
う
。

际	

聞
賢
而
不
舉
，
殆
也
；
聞
善
而
不
索
彍

，
殆
也
；
見
能
而
不
使
，
殆
也
；
親
仁
而
不
固
鈫

，
殆
也
；
同
謀
而
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離
𤊄

，
殆
也
。
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	
【
註
釋
】
彍
索
：
尋
求
；
探
索
。
鈫
固
：
堅
定
、
確
定
。
𤊄
離
：
背
離
；
違
背
。

	
【
白
話
】�

領
導
者
知
有
賢
才
卻
不
舉
用
，
（
國
家
或
團
體
）
會
危
險
；
聽
說
有
善
人
而
不
訪
求
，
（
國
家

或
團
體
）
會
危
險
；
見
到
有
能
人
而
不
任
用
，
（
國
家
或
團
體
）
會
危
險
；
親
近
仁
德
之
人
而

信
心
不
堅
定
，
（
國
家
或
團
體
）
會
危
險
；
共
同
謀
事
而
又
互
相
背
離
，
（
國
家
或
團
體
）
會

危
險
。

　

賢
人
が
い
る
と
知
り
な
が
ら
、
採
用
し
な
い
の
は
（
国
や
団
体
に
）
危
険
を
も
た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

善
人
が
い
る
と
知
り
な
が
ら
、
尋
ね
な
い
の
は
（
国
や
団
体
に
）
危
険
を
も
た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
有

能
な
人
を
見
か
け
た
の
に
任
用
し
な
い
の
は
、
（
国
や
団
体
に
）
危
険
を
も
た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
仁

義
と
道
徳
を
重
ん
じ
る
者
に
近
づ
き
な
が
ら
、
相
手
を
信
用
し
な
い
の
は
（
国
や
団
体
に
）
危
険
を
も
た

ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
共
に
働
き
な
が
ら
、
互
い
に
裏
切
っ
た
り
す
る
の
は
（
国
や
団
体
に
）
危
険
を
も

た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

螋	

孫
子
彍

曰
：
「
人
主
之
患
鈫

，
不
在
於
言
不
用
賢
，
而
在
於
誠
不
用
賢
。
言
用
賢
者
口
也
，
卻
賢
者
行
也
；

口
行
反
，
而
欲
賢
者
之
進
、
不
肖
之
退
，
不
亦
難
乎
？
」
善
哉
言
也
！
（
卷
四
十
六　

中
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
孫
子
：
即
荀
子
，
名
況
，
字
卿
，
戰
國
末
期
趙
國
人
。
我
國
古
代
著
名
思
想
家
，
文
學
家
，

政
治
家
。
西
漢
時
因
避
宣
帝
劉
詢
諱
，
而
「
荀
」
與
「
孫
」
二
字
古
音
相
通
，
故
又
稱
孫
卿
。

鈫
患
：
禍
害
﹑
災
難
。
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【
白
話
】�

荀
子
說
：
「
君
主
的
禍
患
，
不
在
於
口
頭
上
說
不
任
用
賢
才
，
而
在
於
不
能
真
心
實
意
地
任
用

賢
才
。
口
頭
上
說
任
用
賢
才
，
行
動
上
拒
絕
賢
才
；
言
行
相
反
而
想
要
賢
才
到
來
、
不
賢
的
人

離
去
，
不
是
很
難
嗎
？
」
這
番
話
說
得
多
麼
好
啊
！

　

荀
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
君
主
の
禍
は
、
賢
者
を
任
用
し
な
い
と
口
頭
で
言
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
心
か
ら
賢
者
を
信
用
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
任
用
で
き
ず
に
い
け
な
い
の
で
す
。
口
で
は
賢
者
を
任

用
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
の
行
動
で
は
賢
者
を
拒
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
言
葉
と
行
動
が

一
致
し
て
い
な
い
の
に
、
賢
者
の
到
来
と
愚
者
の
消
失
を
望
む
の
は
、
至
難
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
言
う
の
で
し
ょ
う
。

䘆	

帝
者
與
師
處
，
王
者
與
交
（
交
作

友

）
處
，
亡
主
與
役
處
。
（
卷
三
十
四　

鶡
冠
子
彍

）

	

【
註
釋
】�

彍
鶡
（h

é

／

鶡
）
冠
子
：
相
傳
為
戰
國
時
期
楚
國
隱
士
，
常
常
戴
著
以
鶡
的
羽
毛
裝
飾
的
帽
子
，

故
被
稱
為
鶡
冠
子
。

	

【
白
話
】�

成
就
帝
業
的
君
主
與
老
師
相
處
（
尊
重
賢
人
為
自
己
的
老
師
，
恭
敬
地
向
賢
人
學
習
）
；
成
就

王
業
的
君
主
與
朋
友
相
處
（
把
賢
人
當
成
自
己
的
朋
友
，
與
他
們
互
相
切
磋
）
；
導
致
國
家
滅

亡
的
君
主
與
僕
役
相
處
（
把
他
人
都
當
成
自
己
的
僕
役
，
自
高
自
大
）
。

　

帝
王
と
し
て
の
事
業
を
成
就
し
た
者
は
老
師
と
つ
き
あ
い
ま
す
（
賢
人
を
自
分
の
師
と
し
て
尊
重
し
、

恭
し
く
学
ぶ
の
で
す
）
。
王
者
と
し
て
の
事
業
を
成
就
し
た
君
主
は
友
と
つ
き
あ
い
ま
す
。
（
賢
人
を
自
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分
の
友
と
し
て
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
ま
す
）
。
国
を
滅
亡
に
導
い
て
し
ま
う
君
主
は
僕
と
つ
き
合
い
ま

す
（
傲
慢
で
自
尊
心
ば
か
り
が
肥
大
化
し
て
し
ま
い
、
人
々
を
自
分
の
僕
と
し
て
使
役
し
ま
す
。
）

䘗	

師
臣
者
帝
，
賓
彍

臣
者
霸
。
故
武
王
以
大
公
鈫

為
師
，
齊
桓
以
夷
吾
𤊄

為
仲
父
旔

。
（
卷
二
十
二　

後
漢
書
二
）

	

【
註
釋
】�

彍
賓
：
以
客
禮
相
待
。
鈫
大
公
：
即
太
公
望
（
呂
尚
）
。
姜
姓
，
呂
氏
，
名
尚
。
俗
稱
姜
太
公
。

𤊄
夷
吾
：
管
仲
，
名
夷
吾
。
旔
仲
父
：
「
仲
」
為
管
仲
之
字
。
父
，
指
齊
桓
公
事
管
仲
如
父
。

	

【
白
話
】�

把
臣
子
當
老
師
一
樣
對
待
的
能
夠
稱
帝
，
把
臣
子
當
賓
客
一
樣
對
待
的
能
夠
稱
霸
。
所
以
周
武

王
以
姜
太
公
為
師
，
齊
桓
公
以
管
仲
為
仲
父
。

　

臣
下
を
師
の
よ
う
に
接
す
る
者
は
帝
王
に
な
れ
ま
す
。
臣
下
を
賓
客
の
よ
う
に
接
す
る
者
は
覇
王
に
な

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
周
の
武
王
は
姜
太
公
を
師
と
し
て
仰
ぎ
、
斉
の
桓
公
は
管
仲
を
仲
父
と
崇
め
ま

す
。

袮	

治
國
安
家
，
得
人
者
也
；
人
，
謂
賢
人
也
。
伊
尹
赴
而

湯
隆
，
甯
戚
到
而
齊
興
。

亡
國
破
家
，
失
人
者
也
。
微
子
去
而
殷
滅
，

伍
員
奔
而
楚
亡
。

是
以
明
君
賢
臣
，
屈
己
而

申
彍

人
。
（
卷
四
十　

三
略
）

	

【
註
釋
】�

彍
申
：
伸
展
；
伸
張
。

	

【
白
話
】�

國
治
家
安
，
是
因
為
得
到
了
賢
人
；
國
破
家
亡
，
是
由
於
失
去
了
賢
人
。
因
此
，
明
君
賢
臣
哪

怕
是
委
屈
自
己
，
也
要
使
賢
能
之
人
的
才
華
得
到
施
用
，
心
志
得
到
舒
展
。
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国
を
治
め
て
家
を
安
定
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
賢
人
の
助
け
を
得
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
国
破
れ
て
家
が
滅

ん
で
し
ま
う
の
は
、
賢
人
を
失
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
賢
明
な
君
主
や
心
の
広
い
臣
下
は
た
と

え
自
分
の
こ
と
を
疎
か
に
し
て
も
、
有
能
な
者
の
志
と
才
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

裿	

賢
人
在
上
位
，
則
引
彍

其
類
而
聚
之
朝
；
在
下
位
，
則
思
與
其
類
俱
進
鈫

。
故
湯
𤊄

用
伊
尹
，
不
仁
者
遠
而
眾

賢
至
，
類
相
致
旔

也
。
（
卷
十
五　

漢
書
三
）

	

【
註
釋
】�

彍
引
：
薦
舉
。
鈫
進
：
進
仕
；
出
仕
。
𤊄
湯
：
商
朝
的
開
國
之
君
，
又
稱
成
湯
、
成
唐
、
武
湯
、

武
王
、
天
乙
等
。
旔
致
：
招
引
；
招
致
。

	

【
白
話
】�

賢
人
居
於
上
位
，
就
會
引
薦
和
自
己
同
樣
賢
德
的
人
聚
集
在
朝
廷
；
賢
人
身
在
下
位
，
就
會
期

望
與
自
己
同
樣
賢
德
的
人
一
起
得
到
任
用
。
所
以
成
湯
舉
用
伊
尹
，
不
仁
的
人
遠
離
，
而
眾
多

賢
能
之
人
就
到
來
了
，
這
是
同
類
相
互
感
召
的
結
果
。

　

賢
人
が
高
い
地
位
に
い
る
と
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
徳
の
高
い
賢
人
を
朝
廷
に
推
薦
し
、
呼
び
集
め
ま

す
。
賢
人
が
低
い
地
位
に
い
る
と
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
徳
の
高
い
賢
人
が
任
用
さ
れ
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
成
湯
が
伊
尹
を
推
薦
し
て
か
ら
、
徳
の
な
い
者
は
朝
廷
か
ら
離
れ
た
代
わ
り
に
、

多
く
の
賢
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
同
類
が
互
い
を
感
化
し
、
呼
び
寄
せ
た
結
果
で
す
。

褤	

鄭
簡
公
謂
子
產
曰
：
「
飲
酒
之
不
樂
，
鐘
鼓
之
不
鳴
，
寡
人
之
任
也
；
國
家
之
不
入
（
入
疑

乂

）
，
朝
廷
之
不
治
，
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與
諸
侯
交
之
不
得
志
，
子
之
任
也
。
」
子
產
治
鄭
，
國
無
盜
賊
，
道
無
餓
人
。
孔
子
曰
：
「
若
鄭
簡
公
之

好
樂
，
雖
抱
鐘
而
朝
可
也
。
」
夫
用
賢
，
身
樂
而
名
附
，
事
少
而
功
多
，
國
治
而
能
逸
。
（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	

【
白
話
】�
鄭
簡
公
對
子
產
說
：
「
飲
酒
時
不
奏
樂
，
鐘
鼓
不
鳴
，
這
是
我
的
責
任
；
如
果
國
家
沒
有
收
入
，

朝
廷
得
不
到
治
理
，
與
諸
侯
國
交
往
而
不
能
實
現
志
願
，
就
是
你
的
責
任
了
。
」
子
產
治
理
鄭
國
，

國
家
沒
有
盜
賊
，
路
上
沒
有
飢
餓
的
人
。
孔
子
說
：
「
像
鄭
簡
公
那
樣
喜
好
音
樂
，
就
是
抱
著

鐘
鼓
上
朝
也
可
以
啊
。
」
善
於
任
用
賢
才
，
就
能
身
享
安
樂
而
聲
名
自
然
到
來
，
事
務
少
而
功

績
多
，
國
家
得
到
治
理
而
自
身
也
能
安
逸
。

　

鄭
簡
公
は
子
産
に
言
い
ま
し
た
。
「
酒
を
飲
む
と
き
に
音
楽
を
忘
れ
て
、
鐘
と
鼓
を
鳴
ら
さ
な
か
っ
た

ら
、
私
の
責
任
に
な
り
ま
す
。
も
し
国
に
収
入
が
な
く
朝
廷
が
上
手
く
統
制
さ
れ
て
お
ら
ず
に
、
諸
国
と

の
外
交
に
困
る
こ
と
が
あ
る
と
、
あ
な
た
の
責
任
に
な
り
ま
す
」
子
産
が
治
め
た
鄭
国
に
は
盗
賊
が
い
な

け
れ
ば
、
飢
え
に
苦
し
む
人
も
い
ま
せ
ん
。
孔
子
は
言
い
ま
し
た
。
「
鄭
簡
公
ほ
ど
音
楽
を
愛
す
る
者
な

ら
ば
、
鐘
と
鼓
を
抱
え
て
朝
廷
に
出
て
も
よ
か
っ
た
の
で
す
」
有
能
な
賢
人
を
上
手
く
使
う
こ
と
が
で
き

る
と
、
楽
し
く
暮
ら
し
な
が
ら
も
自
然
に
名
声
が
つ
い
て
き
ま
す
。
ま
た
、
少
な
い
仕
事
で
多
く
の
功
績

を
打
ち
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
国
が
安
泰
な
上
に
、
君
主
自
身
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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五
、
納
諫(

諫
言
を
受
入
れ
ま
す)

襇	
至
忠
逆
於
（
舊
無
逆
於
之

於
字
，
補
之

）
耳
、
倒
於
心
，
倒
亦
逆

也
。

非
賢
主
，
其
孰
能
聽
之
？
聽
，
受
。

故
賢
主
之
所
說
彍

，
不
肖
主
之
所

誅
也
。
賢
主
悅
忠
言
。

不
肖
主
反
之
。

今
有
樹
於
此
，
而
欲
其
美
也
，
人
時
灌
之
則
惡
之
，
惡
其
灌
之

者
也
。

而
日
伐
其
根
，
則
必
無
活
樹
矣
。

夫
惡
聞
忠
言
，
自
伐
之
精
者
也
。
精
猶
甚
，
甚
於

自
伐
其
根
也
。

（
卷
三
十
九　

呂
氏
春
秋
）

	

【
註
釋
】
彍
說
（y

u
è

／

說
）
：
後
作
「
悅
」
。
喜
悅
；
高
興
。

	

【
白
話
】�

至
忠
之
言
會
讓
人
覺
得
不
中
聽
、
不
順
心
，
若
不
是
賢
明
的
君
主
，
有
誰
能
接
受
呢
？
所
以
賢

明
的
君
主
所
喜
歡
的
，
正
是
昏
庸
的
君
主
所
要
懲
罰
誅
除
的
。
假
如
這
裡
有
一
棵
樹
，
自
己
希

望
它
生
長
茂
盛
，
可
是
別
人
按
時
澆
灌
它
，
自
己
卻
討
厭
澆
灌
人
的
行
為
，
並
且
每
天
砍
伐
樹

根
，
那
麼
這
棵
樹
必
定
活
不
了
。
厭
惡
聽
取
忠
言
，
正
是
最
嚴
重
的
自
我
毀
滅
的
行
為
啊
！

　

最
も
忠
誠
を
尽
く
し
た
言
葉
は
聞
い
て
い
て
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
は
な
く
、
人
の
心
を
不
快
に
さ
せ

ま
す
。
賢
明
な
君
主
で
な
け
れ
ば
、
誰
が
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め

に
、
賢
明
な
君
主
が
好
む
の
は
、
愚
か
な
君
主
が
罰
し
て
消
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
仮
に
こ
こ
に
一
本

の
木
が
あ
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
木
に
は
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
誰
か
が
い

つ
も
決
ま
っ
た
時
間
に
そ
の
木
に
水
を
あ
げ
て
く
れ
て
も
、
自
分
は
そ
の
よ
う
な
行
為
し
て
く
れ
る
者
が

嫌
い
で
、
し
か
も
木
の
根
元
を
毎
日
傷
つ
け
て
い
る
も
の
な
ら
、
そ
の
木
は
必
ず
長
生
き
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
忠
言
を
聞
き
入
れ
る
こ
と
を
嫌
悪
す
る
の
は
、
ま
さ
に
最
も
大
変
な
自
滅
行
為
で
す
。
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覑	

夫
明
主
之
聽
於
群
臣
，
其
計
可
用
也
，
不
羞
其
位
；
其
言
可
行
也
，
不
責
彍
其
辯
。
闇
主
則
不
然
，
信
所

愛
習
親
近
者
，
雖
邪
枉
鈫
不
正
，
不
能
見
也
；
疏
遠
卑
賤
者
，
雖
竭
力
盡
忠
，
不
能
知
也
。
有
言
者
窮
之

以
辭
，
有
諫
者
誅
𤊄
之
以
罪
。
如
此
而
欲
炤
旔
海
內
、
存
焩
萬
方
，
是
猶
塞
耳
而
聽
清
濁
，
掩
目
而
視
青

黃
也
，
其
離
聰
明
亦
遠
矣
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】�
彍
責
：
要
求
；
期
望
。
鈫
邪
枉
：
邪
曲
，
不
合
正
道
。
𤊄
誅
：
懲
罰
；
責
罰
。
旔
炤
（z

h
à
o

／

炤
）
：
同
「
照
」
，
照
耀
。
焩
存
：
撫
慰
；
顧
恤
。

	

【
白
話
】�

賢
明
的
君
主
聽
取
群
臣
的
建
議
，
如
果
臣
下
的
策
略
可
用
，
就
不
應
當
因
說
話
人
的
地
位
低
下

而
恥
於
採
用
；
如
果
臣
下
的
言
論
可
行
，
就
不
會
責
求
他
們
要
能
言
善
辯
。
昏
庸
的
君
主
就
不

是
這
樣
，
他
信
任
、
偏
愛
平
素
與
自
己
親
近
的
人
，
雖
然
他
們
姦
邪
枉
法
、
品
行
不
端
，
他
卻

看
不
見
；
他
疏
遠
地
位
卑
賤
的
人
，
雖
然
他
們
竭
盡
忠
誠
奉
獻
才
智
，
他
卻
不
知
道
。
有
人
進

言
時
，
他
要
追
根
問
底
使
對
方
理
屈
詞
窮
；
有
直
言
規
勸
的
，
他
就
用
某
種
罪
名
予
以
懲
處
。

這
樣
做
還
想
要
光
耀
海
內
、
撫
恤
天
下
的
百
姓
，
就
像
是
塞
著
耳
朵
去
聽
辨
樂
聲
的
清
濁
、
蒙

上
眼
睛
卻
想
看
清
楚
顏
色
，
這
樣
離
耳
聰
目
明
也
太
遠
了
。

　

賢
明
な
君
主
は
臣
下
た
ち
の
意
見
を
聞
き
入
れ
ま
す
。
も
し
臣
下
の
策
略
が
使
え
そ
う
の
で
あ
れ
ば
、

提
案
者
の
地
位
が
低
い
か
ら
と
言
っ
て
、
採
用
し
な
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
も
し
臣
下
の
言
論
が
実
行
で

き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
能
弁
さ
を
要
求
し
ま
せ
ん
。
愚
か
な
君
主
は
違
い
ま
す
。
愚
か
な
君

主
は
自
分
と
日
頃
か
ら
親
し
い
者
を
信
用
し
て
偏
愛
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
者
は
濫
り
に
法
を
犯
し
、
品
行
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の
か
け
ら
も
な
い
が
、
君
主
に
は
そ
の
よ
う
な
事
実
が
見
え
ま
せ
ん
。
愚
か
な
君
主
は
地
位
の
低
い
者
を

遠
ざ
け
ま
す
。
そ
れ
ら
の
者
が
忠
を
尽
く
し
て
才
能
と
智
慧
を
捧
げ
て
も
、
君
主
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

誰
か
が
提
案
を
す
る
と
、
愚
か
な
君
主
は
つ
ま
ら
な
い
理
屈
を
弄
じ
て
相
手
を
閉
口
さ
せ
ま
す
。
直
言
す

る
者
が
い
れ
ば
、
何
ら
か
の
謂
わ
れ
の
な
い
罪
で
そ
の
者
を
罰
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
に
、
国
内
外
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
、
民
の
こ
と
を
思
い
や
り
た
い
と
言
う
の
は
、
ま
る
で
耳
を
塞
い
で

音
楽
の
良
し
悪
し
を
分
別
し
、
目
を
隠
し
て
色
の
違
い
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
、
耳
と
目
の
い
い

者
の
そ
れ
と
は
あ
ま
り
に
も
程
遠
い
で
す
。

𧥧	

明
主
垂
寬
容
之
聽
，
崇
諫
爭
之
官
，
廣
開
忠
直
之
路
，
不
罪
狂
狷
彍

之
言
。
然
後
百
僚
在
位
，
竭
忠
盡
謀
，

不
懼
後
患
，
朝
廷
無
諂
諛
之
士
，
元
首
鈫

無
失
道
之
愆
𤊄

。
（
卷
十
九　

漢
書
七
）

	

【
註
釋
】�

彍
狂
狷
（j
u
à
n

／

狷
）
：
「
狂
」
原
指
進
取
於
善
道
，
知
進
而
不
知
退
的
人
；
「
狷
」
原
指
守

節
無
為
，
應
進
而
退
的
人
。
兩
者
各
有
優
點
，
狂
者
進
取
，
狷
者
有
所
不
為
。
此
文
為
當
時
幾

位
大
臣
聯
合
上
書
，
勸
漢
成
帝
不
要
誅
傷
諫
臣
劉
輔
，
故
此
處
指
狂
妄
褊
急
。
鈫
元
首
：
君
主
。

𤊄
愆
：
罪
過
，
過
失
。

	

【
白
話
】�

聖
明
的
君
主
能
寬
容
地
聽
取
下
邊
的
諫
言
，
尊
敬
推
崇
敢
於
諫
諍
的
官
員
，
廣
開
忠
誠
正
直
者

的
進
諫
之
路
，
不
怪
罪
下
屬
狂
妄
褊
急
的
話
。
這
樣
才
能
使
朝
中
百
官
安
居
其
位
，
竭
盡
忠
誠

與
智
謀
，
不
害
怕
有
後
患
，
朝
廷
就
不
會
有
諂
媚
阿
諛
的
人
，
君
主
就
不
會
有
不
合
道
義
的
過

失
。
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賢
明
な
聖
君
は
広
い
心
で
下
々
の
者
の
直
言
を
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
す
。
勇
気
を
も
っ
て
進
言
し
て
く
れ

た
官
員
を
尊
敬
し
て
崇
め
、
忠
誠
を
持
つ
正
直
者
が
進
言
で
き
る
よ
う
な
道
を
広
く
作
り
ま
す
。
臣
下
の

急
進
的
で
狷
介
な
言
葉
を
責
め
た
り
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
す
る
か
ら
こ
そ
、
朝
廷
の
百
官
は
そ
れ
ぞ

れ
の
位
に
安
定
し
、
忠
誠
と
智
慧
を
尽
く
し
て
く
れ
ま
す
。
進
言
し
た
後
の
こ
と
を
心
配
し
な
く
て
い
い

か
ら
、
媚
び
諂
う
者
は
消
え
、
君
主
に
も
道
義
に
合
わ
な
い
過
ち
が
な
く
な
り
ま
す
。

訩	

防
彍

民
之
口
，
甚
於
防
水
。
水
壅
鈫

而
潰
𤊄

，
傷
人
必
多
，
民
亦
如
之
。
是
故
為
水
者
，
決
旔

之
使
導
；
為
民
者
，

宣
焩

之
使
言
。
故
民
之
有
口
，
猶
土
之
有
山
川
也
，
財
用
於
是
乎
出
；
猶
其
有
原
隰
衍
沃
烄

也
，
衣
食
於
是

乎
（
舊
無
出
猶
至
是
乎

十
四
字
，
補
之

）
生
；
口
之
宣
𡡅

言
也
，
善
敗
鵭

於
是
乎
興
貟

。
夫
民
慮
之
心
，
而
宣
之
口
，
成
而
行
之
。

若
壅
其
口
，
其
與
能
幾
何
？
（
卷
十
一　

史
記
上
）

	

【
註
釋
】�

彍
防
：
堤
壩
。
這
裡
用
作
動
詞
，
堵
塞
。
鈫
壅
：
堵
塞
。
𤊄
潰
：
決
口
。
旔
決
：
排
除
壅
塞
，

疏
通
水
道
。
焩
宣
：
疏
通
；
疏
導
。
烄
原
隰
（x

í

／

隰
）
衍
沃
：
「
原
」
指
寬
闊
平
坦
的
土
地
；

「
隰
」
指
低
下
而
潮
濕
的
土
地
；
「
衍
」
指
低
下
而
平
坦
的
土
地
；
「
沃
」
指
有
河
流
灌
溉
的

土
地
。
𡡅
宣
：
宣
布
；
傳
布
；
公
開
說
出
。
鵭
善
敗
：
成
敗
。
貟
興
：
事
情
的
發
生
或
出
現
。

	

【
白
話
】�

堵
塞
百
姓
的
口
，
後
果
比
堵
住
河
流
更
加
嚴
重
。
河
水
堵
塞
而
蓄
積
，
一
旦
決
口
，
傷
害
的
人
一

定
會
很
多
，
堵
塞
了
百
姓
的
口
也
是
一
樣
道
理
。
所
以
治
水
的
人
要
疏
通
水
道
，
使
水
流
通
暢
；

治
理
百
姓
的
人
，
要
開
導
他
們
，
讓
他
們
講
話
。
因
此
，
百
姓
有
嘴
巴
，
正
像
大
地
有
山
河
一
樣
，

於
是
人
類
的
財
物
就
從
這
裡
產
生
；
又
猶
如
大
地
有
平
窪
高
低
各
種
不
同
的
地
形
一
樣
，
於
是
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人
類
的
衣
食
資
源
就
從
這
裡
產
生
；
能
讓
百
姓
盡
情
說
話
，
國
家
政
事
的
好
壞
才
能
充
分
顯
示
。

百
姓
把
心
裡
想
的
公
開
說
出
來
，
成
熟
的
意
見
就
可
以
實
施
。
如
果
堵
住
百
姓
的
嘴
不
讓
他
們

說
話
，
這
樣
做
能
長
久
嗎
？

　

民
の
口
を
塞
ぐ
の
は
、
川
の
流
れ
を
塞
い
で
し
ま
う
よ
り
も
酷
い
結
果
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
塞
が

れ
た
川
の
堤
防
が
決
壊
し
て
し
ま
う
と
、
多
く
の
負
傷
者
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
民
の
口
を
塞

い
で
し
ま
う
の
も
同
じ
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
治
水
す
る
者
は
ま
ず
水
の
道
を
よ
く
通
し
、
水
の
流

れ
を
順
調
に
し
ま
す
。
民
を
治
め
る
者
は
ま
ず
民
を
指
導
し
、
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
思
う
よ
う

に
喋
れ
る
民
は
、
大
地
に
山
と
川
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
財
物
が
生
ま
れ
ま
す
。
民
が
思
う
存
分
に

喋
れ
る
と
、
国
の
政
事
の
良
し
悪
し
が
充
分
に
現
れ
ま
す
。
民
が
心
の
中
で
思
う
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
そ
の
う
ち
に
成
熟
し
た
意
見
は
実
行
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し
民
の
口
を
塞
い
で
し

ま
う
と
、
そ
の
国
は
長
く
持
続
し
ま
す
か
。

訸	

湯
曰
：
「
予
有
言
，
人
視
水
視
形
，
視
民
知
治
不
彍

。
」
伊
尹
曰
：
「
明
哉
！
言
能
聽
，
道
乃
進
。
君
國
子
民
，

為
善
者
在
王
官
鈫

，
勉
𤊄

哉
勉
哉
！
」
（
卷
十
一　

史
記
上
）

	

【
註
釋
】
彍
不
：
同
「
否
」
。
鈫
王
官
：
王
朝
的
官
員
。
𤊄
勉
：
盡
力
；
努
力
。

	

【
白
話
】�

湯
王
說
：
「
我
說
過
，
人
看
水
可
以
照
見
自
己
的
容
貌
，
看
民
眾
生
活
情
況
可
以
得
知
政
治
是

否
清
明
。
」
伊
尹
說
：
「
這
話
說
得
透
徹
極
了
！
能
聽
進
別
人
的
意
見
，
治
國
之
道
才
會
有
長
進
。

治
理
國
家
，
撫
育
萬
民
，
就
得
讓
賢
能
的
人
擔
任
王
朝
的
重
要
官
職
。
努
力
吧
，
努
力
吧
！
」
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湯
王
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
私
は
言
い
ま
し
た
。
人
は
水
を
通
し
て
己
の
顔
が
見
え
ま
す
。
民
の
生
活

を
通
し
て
政
治
の
清
明
さ
が
分
か
り
ま
す
」
伊
尹
は
答
え
ま
し
た
。
「
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
人
の
意

見
を
聞
き
入
れ
ら
れ
る
か
ら
、
治
国
の
術
は
進
歩
し
ま
す
。
国
を
治
め
、
万
民
を
育
み
た
い
の
で
し
た
ら
、

有
能
な
賢
人
に
朝
廷
の
重
要
な
官
職
に
つ
い
て
も
ら
う
べ
き
で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」

誔	

夫
子
彍

語
我
鈫

九
言
曰
：
「
無
始
亂
，
無
怙
𤊄

富
，
無
恃
寵
，
無
違
同
，
無
敖
旔

禮
，
無
驕
能
，
以
能
驕

人
。

無
復
怒
，

復
，
重

也
。

無
謀
非
德
，
非
所

謀
。

無
犯
非
義
。
」
言
簡
子
能
用
善
言
，

所
以
遂
興
也
。

（
卷
六　

春
秋
左
氏
傳
下
）

	

【
註
釋
】�

彍
夫
子
：
古
代
對
男
子
的
敬
稱
。
此
處
指
春
秋
時
鄭
國
正
卿
游
吉
。
其
人
年
少
有
儀
度
，
支
持

子
產
改
革
，
後
繼
子
產
執
政
。
長
於
外
交
辭
令
，
多
次
出
使
晉
、
楚
大
國
。
鈫
我
：
此
處
是
晉

國
大
夫
趙
簡
子
自
稱
。
趙
簡
子
因
善
於
吸
取
他
人
有
益
之
言
，
而
能
建
功
立
業
。
本
條
選
文
是

游
吉
去
世
後
，
趙
簡
子
親
臨
哭
弔
時
所
追
述
的
游
吉
曾
給
他
的
忠
告
。
𤊄
怙
（h

ù

／

怙
）
：
依

賴
；
憑
恃
。
旔
敖
：
傲
慢
；
驕
傲
。
後
通
作
「
傲
」
。

	

【
白
話
】�

夫
子
對
我
說
了
九
句
話
：
「
不
可
成
為
禍
亂
的
源
起
，
不
可
依
仗
錢
財
權
勢
，
不
可
依
仗
寵
愛
，

不
可
違
背
大
眾
共
同
的
意
願
，
不
可
傲
慢
對
待
有
禮
之
人
，
不
可
因
有
能
力
而
驕
傲
，
不
可
對

同
一
件
事
再
次
動
怒
，
不
可
圖
謀
不
合
道
德
的
事
，
不
可
觸
犯
不
合
正
義
的
事
。
」

 

夫
子
は
私
に
九
つ
の
言
葉
を
遺
し
ま
し
た
。
「
災
い
の
源
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
金
銭
や
権
勢
を
だ
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て
に
し
て
は
い
け
な
い
。
寵
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
思
い
上
が
っ
て
は
い
け
な
い
。
大
衆
に
共
通
し
て
い

る
願
い
に
背
を
向
け
て
は
い
け
な
い
。
礼
儀
正
し
い
者
を
疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い
。
自
分
に
能
力
が
あ

る
か
ら
と
言
っ
て
驕
っ
て
は
い
け
な
い
。
同
じ
こ
と
に
二
度
と
怒
っ
て
は
い
け
な
い
。
道
徳
に
合
わ
な
い

こ
と
を
図
っ
て
は
い
け
な
い
。
正
義
に
合
わ
な
い
こ
と
に
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い
」

	

六
、
杜
讒
邪 (
陰
口
と
邪
念
を
杜
絶
え
ま
す)

誴	

否
。
《
彖
》
彍

曰
：
天
地
不
交
，
而
萬
物
不
通
；
上
下
不
交
，
而
天
下
無
邦
也
。
內
陰
而
外
陽
，
內
柔
而
外
剛
，

內
小
人
而
外
君
子
。
小
人
道
長
，
君
子
道
消
也
。
（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】�

彍
彖
（t

u
à
n

／

彖
）
：
此
處
為
否
卦
的
彖
辭
。
孔
子
所
作
彖
辭
，
統
論
一
卦
之
義
，
或
說
其
卦

之
德
，
或
說
其
卦
之
義
，
或
說
其
卦
之
名
。

	

【
白
話
】�

否
卦
《
彖
傳
》
說
：
天
地
不
能
通
氣
，
萬
物
就
不
能
生
長
；
君
臣
之
間
不
溝
通
，
（
上
下
的
觀

念
就
很
難
達
成
一
致
，
必
然
會
導
致
民
心
離
散
）
，
政
權
也
就
不
能
存
在
了
。
坤
代
表
柔
，
是

內
卦
；
乾
代
表
剛
，
是
外
卦
。
卦
象
表
明
：
自
私
自
利
的
小
人
在
位
，
而
賢
德
的
君
子
在
野
。

象
徵
小
人
道
長
，
君
子
道
消
的
情
況
。
（
這
是
一
個
國
家
、
團
體
要
衰
敗
的
徵
兆
。
）

否
の
卦
は
『
彖
傳
』
に
よ
る
と
、
天
地
の
気
が
巡
れ
な
け
れ
ば
、
万
物
は
生
長
で
き
ま
せ
ん
。
君
臣
の
間

に
意
思
の
疎
通
が
で
き
な
け
れ
ば
、
（
上
下
の
観
念
は
一
致
し
が
た
く
、
民
心
も
離
れ
て
い
っ
て
し
ま

い
、
）
政
権
は
持
続
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
坤
は
柔
を
意
味
し
、
内
の
卦
で
す
。
乾
は
剛
を
意
味
し
、
外
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の
卦
で
す
。
こ
の
よ
う
な
卦
は
次
の
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
私
利
私
欲
し
か
考
え
て
い
な
い
矮
小
な
者

が
朝
廷
に
在
位
し
、
有
能
で
徳
性
の
い
い
君
子
は
政
治
の
中
心
か
ら
遠
く
離
れ
た
外
野
に
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
矮
小
な
者
が
力
を
誇
示
し
、
君
子
が
重
用
さ
れ
な
い
現
象
を
示
し
て
い
る
卦
で
す
。
（
こ
れ
は
ま

た
、
国
も
し
く
は
団
体
が
衰
退
し
て
敗
北
す
る
兆
し
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
）

豑	

僕
臣
彍

正
，
厥
鈫

后
𤊄

克
旔

正
；
僕
臣
諛
，
厥
后
自
聖
。
言
僕
臣
皆
正
，
則
其
君
乃
能
正
。

僕
臣
諂
諛
，
則
其
君
乃
自
謂
聖
。

后
德
惟
焩

臣
，
弗
德
惟
臣
。
君

之
有
德
，
惟
臣
成
之
。
君
之
無
德
，
惟
臣

誤
之
。
言
君
所
行
善
惡
，
專
在
左
右
也
。

爾
無
昵
烄

于
憸
人
𡡅

，
充
耳
目
之
官
，
迪
鵭

上
以
非
先
王
之
典
。
汝
無
親
近
憸
利
小
子
之
人
，
充

備
侍
從
，
在
視
聽
之
官
，
導
君

上
以
非
先
王

之
法
也
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
僕
臣
：
臣
屬
；
臣
僚
。
鈫
厥
：
代
詞
，
其
。
𤊄
后
：
君
主
；
帝
王
。
旔
克
：
能
夠
。
焩
惟
：

介
詞
，
也
作
「
唯
」
、
「
維
」
，
相
當
於
「
以
」
、
「
由
於
」
。
烄
昵
（n

ì

／

昵
）
：
親
近
；

親
昵
。
𡡅
憸
（x

i
ā
n

／

憸
）
人
：
小
人
，
姦
佞
的
人
。
憸
：
姦
佞
；
邪
僻
。
鵭
迪
：
開
導
；
引

導
。

	

【
白
話
】�

（
周
穆
王
任
命
伯
冏
為
太
僕
正
來
領
導
身
邊
的
侍
御
人
員
，
策
命
書
中
說
：
）
身
邊
的
僕
從
和

近
臣
都
是
中
正
之
士
，
其
君
主
也
會
保
持
中
正
；
僕
從
和
近
臣
諂
媚
，
君
主
就
會
自
以
為
聖
明
。

君
主
有
德
在
於
臣
下
，
君
主
失
德
也
在
於
臣
下
。
你
不
要
親
近
姦
佞
小
人
，
不
要
讓
他
們
擔
任

充
當
君
王
耳
目
的
職
位
，
以
免
誘
導
君
王
違
背
先
王
的
典
制
。

 

（
周
の
穆
王
は
伯
冏
を
太
僕
正
に
任
命
し
、
側
近
た
ち
の
指
導
を
任
せ
ま
し
た
。
官
吏
を
任
命
す
る
文
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書
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
）
周
り
の
側
近
と
近
臣
が
中
正
な
者
で
い
れ
ば
、
君
主
も

中
正
で
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
周
り
の
側
近
と
近
臣
が
媚
び
へ
つ
ら
う
者
で
い
れ
ば
、
君
主
は
自
分
の
こ
と

を
賢
明
な
聖
君
だ
と
勘
違
い
す
る
で
し
ょ
う
。
君
主
に
徳
が
あ
る
の
は
臣
下
に
よ
る
影
響
で
は
あ
り
ま
す

が
、
君
主
が
徳
を
失
っ
て
し
ま
う
の
も
臣
下
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
伯
冏
よ
、
卑
し
い
矮

小
な
者
に
近
づ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
者
が
君
主
の
耳
と
目
に
な
っ
て
、
君
主
が
先
王
の
残

し
た
儀
典
と
制
度
に
背
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
は
い
け
な
い
の
で
す
。

賔	

臣
聞
天
下
之
禍
，
不
由
於
外
，
皆
興
於
內
。
是
故
虞
舜
升
朝
彍

，
先
除
鈫

四
凶
𤊄

，
然
後
用
十
六
相
旔

。
明
惡

人
不
去
，
則
善
人
無
由
焩

進
也
。
（
卷
二
十
三　

後
漢
書
三
）

	

【
註
釋
】�

彍
升
朝
：
上
朝
，
到
朝
廷
議
事
。
鈫
除
：
驅
除
；
肅
清
。
𤊄
四
凶
：
相
傳
為
堯
舜
時
代
四
個
惡

名
昭
彰
的
部
族
首
領
，
後
世
多
用
以
比
喻
凶
狠
貪
婪
的
朝
臣
。
旔
十
六
相
：
即
十
六
族
。
指
古

代
傳
說
的
高
陽
氏
的
後
代
八
愷
和
高
辛
氏
的
後
代
八
元
，
為
舜
向
堯
推
薦
的
十
六
個
賢
臣
。
因

其
各
有
大
功
，
皆
賜
氏
族
，
故
稱
。
焩
無
由
：
沒
有
門
徑
，
沒
有
辦
法
。

	

【
白
話
】�

（
傅
燮
上
疏
勸
諫
說
：
）
臣
聽
說
天
下
的
禍
患
，
並
不
是
由
外
引
起
的
，
都
是
由
內
產
生
的
。

所
以
虞
舜
上
朝
議
事
，
首
先
驅
除
四
位
惡
名
昭
彰
的
部
族
首
領
，
然
後
任
用
十
六
位
賢
臣
。
表

明
如
果
惡
人
不
除
去
，
善
人
就
無
法
得
到
進
用
。

（
傅
燮
は
帝
に
上
疏
し
て
諌
め
ま
し
た
。
）
天
下
の
禍
は
外
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
内
か
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ら
生
ま
れ
る
も
の
だ
と
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
新
し
く
朝
廷
を
興
し
た
虞
舜
は
ま
ず
、
悪
名
高
い

四
人
の
部
族
の
首
領
を
駆
除
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
六
人
の
有
能
な
臣
下
を
任
命
し
ま
し
た
。
何
故
な

ら
、
悪
人
を
一
掃
し
な
け
れ
ば
、
善
人
は
任
用
さ
れ
な
い
の
で
す
。

賲	

方
正
之
臣
得
用
，
則
姦
邪
之
臣
困
彍

傷
矣
。
是
方
正
之
與
姦
邪
，
不
兩
進
之
勢
也
。
姦
邪
之
在
主
之
側
者
，

不
能
勿
惡
之
；
惟
惡
之
，
則
必
候
主
間
鈫

而
日
夜
危
之
。
人
主
弗
察
而
用
其
言
，
則
忠
臣
無
罪
而
困
死
，
姦

臣
無
功
而
富
貴
。
故
曰
：
「
忠
臣
死
於
非
罪
，
而
邪
臣
起
於
非
功
。
」
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
困
：
陷
在
艱
難
困
苦
裡
，
或
受
環
境
、
條
件
等
因
素
限
制
住
。
鈫
間
（j

i
à
n

／

間
）
：
嫌
隙
，

隔
閡
。

	

【
白
話
】�

品
行
正
直
的
臣
子
得
到
進
用
，
那
麼
姦
邪
之
臣
就
會
困
窘
而
毀
敗
了
。
這
就
是
正
直
之
臣
與
姦

邪
之
臣
不
能
同
時
進
用
的
形
勢
。
姦
邪
之
臣
在
君
主
身
邊
，
就
不
能
不
憎
惡
正
直
的
忠
臣
；
既

然
憎
惡
，
就
必
然
窺
伺
君
主
與
忠
臣
有
隔
閡
的
時
機
而
日
夜
圖
謀
危
害
。
如
果
君
主
不
能
明
察

而
聽
用
姦
邪
之
言
，
忠
臣
就
會
無
罪
而
被
迫
害
至
死
，
姦
臣
就
會
無
功
而
得
到
富
貴
。
所
以
說
：

「
忠
臣
往
往
死
於
無
罪
，
邪
臣
往
往
興
起
於
無
功
。
」

 

正
直
で
潔
白
な
臣
下
が
任
用
さ
れ
る
と
、
邪
な
奸
臣
は
囚
わ
れ
て
滅
亡
す
る
で
し
ょ
う
。
正
直
な
者
と

邪
な
者
は
両
立
で
き
な
い
た
め
で
す
。
も
し
邪
な
奸
臣
が
君
主
の
傍
に
い
る
と
、
正
直
な
忠
臣
の
こ
と
を

憎
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
憎
い
が
ゆ
え
に
、
君
主
と
忠
臣
の
間
に
溝
が
生
ま
れ
る
時
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を
伺
っ
て
、
忠
臣
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
日
夜
図
る
の
で
す
。
も
し
君
主
が
こ
の
こ
と
に
気
付
か
ず
に
讒

言
を
聞
き
入
れ
て
し
ま
う
と
、
忠
臣
は
罪
が
な
い
の
に
死
ぬ
ま
で
迫
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
奸

臣
は
功
労
が
な
い
の
に
、
富
を
手
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
「
忠
臣
は
往
々
に
し
て
罪
が

な
に
の
に
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
奸
臣
は
往
々
に
し
て
功
労
が
な
い
の
に
、
勢
い
と
栄
華
を
手
に

入
れ
て
し
ま
い
ま
す
」

贜	

世
俗
之
人
，
聞
譽
則
悅
，
聞
毀
則
戚
彍

，
此
眾
人
之
大
情
鈫

。
有
同
己
則
喜
，
異
己
則
怒
，
此
人
之
大
情
。

故
佞
人
𤊄

善
為
譽
者
也
，
善
順
從
者
也
。
人
言
是
，
亦
是
之
；
人
言
非
，
亦
非
之
。
從
人
之
所
愛
，
隨
人
之

所
憎
。
故
明
君
雖
能
納
正
直
，
未
必
親
正
直
；
雖
能
遠
佞
人
，
未
必
能
疏
佞
人
。
故
舜
、
禹
者
，
以
能
不

用
佞
人
，
亦
未
必
憎
佞
人
。
語
曰
：
「
佞
辨
惑
物
旔

，
舜
、
禹
不
能
得
憎
。
」
不
可
不
察
乎
！
（
卷
三
十
七

　

尹
文
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
戚
：
憤
恚
，
憤
怒
。
鈫
眾
人
之
大
情
：
社
會
大
眾
的
普
遍
心
理
。
𤊄
佞
人
：
善
於
花
言
巧
語
、

阿
諛
奉
承
的
人
。
旔
物
：
人
；
眾
人
。

	

【
白
話
】�

世
上
的
一
般
人
，
聽
到
別
人
讚
譽
自
己
就
高
興
，
聽
到
別
人
批
評
自
己
就
生
氣
，
這
是
人
之
常

情
。
別
人
的
意
見
與
自
己
的
意
見
相
同
就
高
興
，
不
同
就
惱
怒
，
這
也
是
人
之
常
情
。
所
以
佞

人
都
善
於
說
讚
美
的
話
，
都
善
於
迎
合
他
人
。
別
人
說
正
確
，
他
也
說
正
確
；
別
人
說
不
正
確
，

他
也
說
不
正
確
。
迎
合
別
人
所
愛
好
的
，
附
和
別
人
所
憎
惡
的
。
所
以
賢
明
的
君
主
雖
然
能
重
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用
正
直
無
私
的
人
，
但
不
一
定
願
意
親
近
他
們
；
雖
然
不
重
用
姦
邪
之
人
，
但
不
一
定
願
意
疏

遠
他
們
。
因
此
，
即
使
像
虞
舜
、
夏
禹
這
樣
賢
明
的
君
主
，
也
只
能
做
到
不
用
姦
邪
之
人
，
卻

不
一
定
會
憎
惡
姦
邪
之
人
。
古
話
說
：
「
巧
辯
之
人
能
夠
迷
惑
人
心
，
虞
舜
、
夏
禹
也
做
不
到

很
理
智
地
憎
惡
他
們
。
」
對
此
不
能
不
明
察
呀
！

 

世
の
中
の
一
般
人
は
、
人
か
ら
褒
め
ら
れ
る
と
嬉
し
く
な
る
し
、
批
判
さ
れ
る
と
怒
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
人
と
し
て
ご
く
当
た
り
前
の
反
応
で
す
。
他
人
と
自
分
の
意
見
が
同
じ
た
と
嬉
し
く
な
る
し
、

異
な
る
と
怒
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
も
人
と
し
て
ご
く
当
た
り
前
の
反
応
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
言
葉

巧
み
に
媚
び
へ
つ
ら
う
者
は
、
褒
め
言
葉
を
言
う
の
に
長
け
て
い
る
し
、
他
人
に
迎
合
す
る
の
が
上
手
で

す
。
人
が
何
か
を
正
し
い
と
言
え
ば
、
媚
び
へ
つ
ら
う
者
も
そ
れ
は
正
し
い
も
の
だ
と
言
い
ま
す
。
人
が

何
か
を
正
し
く
な
い
と
言
え
ば
、
媚
び
へ
つ
ら
う
者
も
そ
れ
は
正
し
く
な
い
と
言
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

人
の
愛
好
に
迎
合
し
、
人
の
嫌
悪
す
る
と
こ
ろ
を
更
に
悪
く
言
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
賢
明
な
君
主

は
正
直
で
私
欲
の
な
い
者
を
重
用
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
彼
ら
に
近
づ
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

邪
な
奸
臣
を
重
用
し
な
い
こ
と
は
で
き
て
も
、
彼
ら
か
ら
遠
の
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
虞

舜
、
夏
禹
の
よ
う
な
明
君
で
も
、
邪
な
者
を
任
用
し
な
い
の
が
精
一
杯
で
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
者
を

憎
ん
で
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
い
言
葉
に
あ
り
ま
し
た
。
「
詭
弁
を
弄
ぶ
者
は
人
の
心
を
惑
わ
せ

ま
す
。
た
と
え
虞
舜
、
夏
禹
で
あ
っ
て
も
、
冷
静
に
彼
ら
の
こ
と
を
憎
む
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
明
察
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
！
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䞘	

或
問
：
「
佞
孰
為
大
？
」
傅
子
曰
：
「
行
足
以
服
彍

俗
，
辨
足
以
惑
眾
，
言
必
稱
乎
仁
義
，
隱
其
惡
心
而
不

可
卒
見
，
伺
鈫

主
之
欲
微
合
之
，
得
其
志
敢
以
非
道
陷
善
人
，
稱
之
有
術
，
飾
之
有
利
，
非
聖
人
不
能
別
。

此
大
佞
也
。
其
次
，
心
不
欲
為
仁
義
，
言
亦
必
稱
之
，
行
無
大
可
非
，
動
不
違
乎
俗
，
合
主
所
欲
而
不
敢

正
也
，
有
害
之
者
然
後
陷
之
。
最
下
佞
者
，
行
不
顧
乎
天
下
，
唯
求
主
心
，
使
文
巧
辭
自
利
而
已
，
顯
然

害
善
，
行
之
不
怍
𤊄

。
」
（
卷
四
十
九　

傅
子
）

	

【
註
釋
】�
彍
服
：
使
信
服
；
使
佩
服
。
鈫
伺
：
窺
伺
，
窺
探
，
觀
察
。
𤊄
怍
（z

u
ò

／

怍
）
：
慚
愧
。

	

【
白
話
】�

有
人
問
：
「
什
麼
樣
的
人
才
算
最
大
的
佞
臣
？
」
傅
子
回
答
：
「
行
為
足
以
讓
社
會
大
眾
信
服
，

詭
辯
足
以
迷
惑
眾
人
，
言
論
必
稱
仁
義
，
隱
藏
其
險
惡
之
心
而
人
不
能
一
下
子
看
透
，
窺
探
君

主
的
欲
望
暗
中
巧
妙
迎
合
，
得
志
時
敢
用
不
道
義
的
方
式
陷
害
好
人
，
以
一
定
的
策
略
方
法
稱

歎
自
己
種
種
害
善
之
行
，
以
利
益
國
家
為
由
掩
飾
自
己
害
善
之
舉
，
若
不
是
聖
人
則
不
能
識
別
。

這
種
人
是
最
大
的
佞
臣
。
其
次
，
內
心
不
想
實
行
仁
義
，
言
談
卻
必
稱
仁
義
，
行
為
沒
有
讓
人

引
起
大
的
非
議
的
，
行
動
也
不
違
背
世
俗
習
慣
，
迎
合
君
主
的
私
欲
而
不
敢
去
矯
正
，
有
危
害

自
己
的
人
則
會
加
以
陷
害
。
最
下
等
的
佞
臣
，
是
其
作
為
不
顧
忌
天
下
人
的
非
議
，
只
求
迎
合

君
主
心
意
，
言
語
華
美
而
虛
浮
不
實
，
以
求
利
己
而
已
，
很
明
顯
地
殘
害
賢
善
之
臣
，
但
我
行

我
素
，
毫
不
覺
得
慚
愧
。
」

 

だ
れ
か
が
尋
ね
ま
し
た
。
「
ど
の
よ
う
な
者
こ
そ
最
も
酷
い
奸
臣
で
し
ょ
う
か
」
傅
子
は
答
え
ま
し
た
。

「
社
会
の
大
衆
を
信
服
さ
せ
る
だ
け
の
行
い
を
し
て
、
詭
弁
で
人
々
を
惑
わ
す
者
で
す
。
自
分
の
す



壱、君道

62

群
書
治
要
360

3

六
、
杜
讒
邪(

陰
口
と
邪
念
を
杜
絶
え
ま
す)

る
こ
と
は
全
て
仁
義
の
た
め
だ
と
い
つ
も
言
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
険
悪
な
心
は
す
ぐ
に
は
見
分
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
暗
に
君
主
の
欲
す
る
所
を
探
っ
て
巧
妙
に
迎
合
し
、
自
分
が
勢
い
に
乗
る
よ
う
に
な
る

と
、
不
義
な
や
り
方
で
善
良
な
人
を
陥
れ
よ
う
と
し
ま
す
。
様
々
な
方
法
で
自
分
の
非
行
を
美
化
し
、
国

の
た
め
だ
と
称
し
て
自
分
の
非
行
を
隠
す
の
で
す
。
聖
人
で
な
け
れ
ば
見
分
け
ら
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
者

こ
そ
、
最
大
の
奸
臣
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
次
に
奸
臣
と
言
え
る
の
は
、
本
当
は
仁
義
の
考
え
を
実
行
す
る

つ
も
り
が
な
い
の
に
、
何
を
す
る
に
し
て
も
必
ず
仁
義
の
た
め
だ
と
口
に
す
る
者
で
す
。
こ
の
よ
う
な
者

は
非
議
さ
れ
る
ほ
ど
の
酷
い
行
い
を
し
て
は
い
な
い
が
、
君
主
に
は
ひ
た
す
ら
迎
合
す
る
ば
か
り
で
諌
め

て
正
そ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
に
害
を
な
す
者
が
い
れ
ば
、
相
手
を
陥
れ
よ
う
と
し
ま
す
。
最

後
に
最
も
下
劣
な
奸
臣
は
、
天
下
の
人
々
の
非
議
を
も
の
と
も
せ
ず
に
行
動
し
、
ひ
た
す
ら
君
主
に
迎
合

す
る
ば
か
り
の
者
で
す
。
こ
の
よ
う
な
者
は
美
辞
麗
句
を
弄
ぶ
ば
か
り
で
中
身
が
な
く
、
自
分
の
こ
と
し

か
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
賢
明
で
善
良
な
臣
下
を
明
ら
か
に
迫
害
し
て
い
な
が
ら
、
少
し
も
悔
い
改
め
る
素

振
り
を
見
せ
ず
に
、
悪
行
を
行
い
続
け
る
の
で
す
」

塟	

齊
桓
公
問
於
管
仲
彍

曰
：
「
國
何
患
？
」
對
曰
：
「
患
夫
社
鼠
鈫

。
」
桓
公
曰
：
「
何
謂
也
？
」
對
曰
：
「
夫

社
束
木
而
塗
之
，
鼠
因
往
託
焉
。
熏
之
則
恐
燒
其
木
，
灌
之
則
恐
壞
其
塗
。
此
鼠
所
以
不
可
得
殺
者
，
以

社
故
也
。
夫
國
亦
有
社
鼠
，
人
主
左
右
是
也
。
內
則
蔽
善
惡
於
君
上
，
外
則
賣
權
重
於
百
姓
。
不
誅
之
則

為
亂
，
誅
之
則
為
人
主
所
案
據
，
腹
有
之
𤊄

，
此
亦
國
之
社
鼠
也
。
」
（
卷
四
十
三　

說
苑
）
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【
註
釋
】�

彍
齊
桓
公
問
於
管
仲
：
事
又
見
《
晏
子
春
秋
》
，
問
者
為
景
公
，
答
者
為
晏
子
。
鈫
社
鼠
：
社

廟
中
的
鼠
，
比
喻
有
所
依
恃
的
小
人
。
社
：
社
壇
，
祭
祀
土
地
神
之
處
。
𤊄
誅
之
則
為
人
主
所

案
據
，
腹
有
之
：
《
群
書
治
要
》
「
天
明
本
」
斷
句
為
：
「
誅
之
則
為
人
主
所
案
，
據
腹
有
之
」
。

清
代
王
念
孫
先
生
校
勘
《
晏
子
春
秋
》
，
認
為
「
案
」
字
當
與
下
文
「
據
」
字
連
讀
為
「
案
據
」
，

意
思
是
「
安
定
之
」
。
今
從
之
。
「
腹
有
之
」
，
《
說
苑
》
通
行
本
作
「
腹
而
有
之
」
，
《
韓

詩
外
傳
》
作
「
覆
而
育
之
」
。
指
保
護
和
豢
養
他
們
。

	

【
白
話
】�

齊
桓
公
問
管
仲
道
：
「
治
理
國
家
所
擔
心
的
是
什
麼
？
」
管
仲
回
答
說
：
「
擔
心
社
廟
的
老
鼠
。
」

桓
公
問
：
「
什
麼
意
思
呢
？
」
管
仲
回
答
說
：
「
那
社
廟
是
用
木
頭
排
列
後
再
塗
上
泥
做
成
的
，

老
鼠
便
棲
身
其
中
。
若
用
煙
熏
牠
，
則
害
怕
會
燒
壞
木
頭
；
若
用
水
灌
牠
，
又
害
怕
沖
壞
了
塗

在
上
面
的
泥
。
這
裡
面
的
老
鼠
之
所
以
不
能
被
殺
死
，
是
因
為
社
廟
的
緣
故
。
國
家
也
有
社
鼠
，

君
主
身
邊
的
親
信
就
是
。
他
們
在
宮
內
對
君
主
隱
瞞
一
切
善
惡
情
況
，
在
宮
外
就
仗
勢
欺
人
，

壓
榨
百
姓
。
不
誅
殺
他
們
就
會
造
成
禍
亂
，
要
殺
掉
他
們
，
他
們
又
被
君
主
所
庇
護
，
君
主
保

護
和
豢
養
他
們
，
這
些
人
就
是
國
家
的
社
鼠
。
」

齊
の
桓
公
は
管
仲
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
国
を
治
め
る
上
で
の
心
配
事
は
何
で
し
ょ
う
か
」
管
仲
は
答
え
ま

し
た
。
「
寺
院
に
住
ま
う
ネ
ズ
ミ
で
す
」
桓
公
は
尋
ね
ま
し
た
。
「
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
」
管
仲

は
答
え
ま
し
た
。
「
寺
院
と
い
う
の
は
、
木
で
作
っ
た
骨
子
に
泥
を
塗
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
が
、
ネ
ズ

ミ
は
そ
の
中
に
住
ん
で
い
ま
す
。
も
し
煙
で
ネ
ズ
ミ
を
追
い
出
そ
う
と
す
る
と
、
骨
子
の
木
ま
で
焼
い
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
水
で
ネ
ズ
ミ
を
駆
除
し
よ
う
と
し
て
も
、
表
面
の
泥
ま
で
洗
い
落
と
さ
れ
て
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し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
ネ
ズ
ミ
が
殺
さ
れ
な
い
の
は
、
寺
院
そ
の
も
の
に
寄
生
し
て
い
る
た
め
で
す
。
国

に
も
寺
院
の
ネ
ズ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
君
主
の
周
り
に
い
る
ご
く
親
し
い
側
近
た
ち
こ
そ
が
そ
う
で
す
。
彼

ら
は
宮
殿
の
中
で
は
君
主
に
全
て
の
善
悪
の
実
情
を
隠
し
ま
す
。
宮
殿
の
外
で
は
権
力
を
笠
に
着
て
人
々

を
苛
め
、
民
を
圧
搾
し
ま
す
。
彼
ら
を
殺
さ
な
け
れ
ば
、
禍
は
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
ら
を
殺
そ
う
と
す
る
と
、
君
主
の
庇
護
が
邪
魔
に
な
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、
君
主
に
保
護
さ
れ
て
囲
わ
れ

て
い
る
こ
の
者
た
ち
こ
そ
、
国
に
住
ま
う
寺
院
の
ネ
ズ
ミ
で
す
」

	

七
、
審
断

跃	

聖
人
擇
可
言
而
後
言
，
擇
可
行
而
後
行
。
偷
得
利
而
後
有
害
，
偷
彍

得
樂
而
後
有
憂
者
，
聖
人
不
為
也
。
故

聖
人
擇
言
必
顧
其
累
，
擇
行
必
顧
其
憂
。
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
註
釋
】
彍
偷
：
苟
且
（
只
圖
眼
前
，
得
過
且
過
）
。

	

【
白
話
】�

聖
人
選
擇
可
以
說
的
話
，
然
後
才
說
；
選
擇
可
以
做
的
事
，
然
後
才
做
。
只
圖
眼
前
得
到
利
益

而
將
來
會
有
禍
害
，
只
圖
眼
前
得
到
快
樂
而
將
來
會
有
憂
患
的
事
，
聖
人
是
不
會
做
的
。
所
以
，

聖
人
選
擇
說
什
麼
話
，
一
定
會
考
慮
到
它
可
能
造
成
的
麻
煩
；
選
擇
做
什
麼
事
，
一
定
會
考
慮

到
它
可
能
帶
來
的
憂
患
。

 

聖
人
は
言
葉
を
慎
重
に
選
ん
で
か
ら
、
口
に
し
ま
す
。
行
為
を
慎
重
に
選
ん
で
か
ら
、
実
行
し
ま
す
。

何
故
な
ら
、
目
の
前
の
利
益
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
る
と
、
将
来
は
必
ず
禍
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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ま
た
、
目
の
前
の
快
楽
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
る
と
、
将
来
は
必
ず
憂
い
事
に
悩
ま
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
聖
人
は
し
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
聖
人
は
言
葉
を
選
ぶ
時
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ

て
起
こ
り
う
る
面
倒
ま
で
必
ず
考
慮
に
入
れ
て
い
ま
す
。
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
時
も
、
そ
の
行
為
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
う
る
憂
い
ま
で
考
慮
に
入
れ
て
い
る
の
で
す
。

䟭	

上
下
離
而
不
和
，
故
雖
自
安
，
必
且
危
之
。
故
曰
：
「
上
下
不
和
，
雖
安
必
危
。
」
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
白
話
】�

臣
下
不
親
近
他
們
的
國
君
，
百
姓
不
相
信
他
們
的
官
吏
，
上
下
離
心
不
相
和
睦
，
雖
然
自
認
為

安
定
，
也
必
將
走
向
危
亡
。
所
以
說
：
「
上
下
不
和
，
雖
一
時
安
定
，
也
必
將
危
亡
。
」

 

臣
下
が
彼
ら
の
君
主
に
近
づ
こ
う
と
せ
ず
に
、
民
が
彼
ら
の
官
吏
を
信
用
し
な
い
と
、
上
下
の
心
は
離

れ
て
い
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
関
係
は
不
和
に
満
ち
て
仲
良
く
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
安
定
し
て
い

る
と
思
い
込
ん
で
い
て
も
、
必
ず
滅
亡
の
危
機
に
向
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
「
上
下

が
不
和
に
な
る
と
、
た
と
え
一
時
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
必
ず
や
滅
亡
の
危
機
に
向
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
ょ
う
」

	

仮	

今
不
務
明
其
義
，
而
徒
設
其
祿
，
可
以
獲
小
人
，
難
以
得
君
子
。
君
子
者
，
行
不
苟
合
彍

，
立
不
易
方
鈫

，

不
以
天
下
枉
道
𤊄

，
不
以
樂
生
害
仁
，
安
可
以
祿
誘
哉
？
雖
強
縛
（
縛
作

搏

）
執
之
，
而
不
獲
已
，
亦
杜
口
佯
愚
，

苟
免
不
暇
。
國
之
安
危
將
何
賴
（
賴
下
有

焉
字

）
？
（
卷
四
十
六　

中
論
）



壱、君道

66

群
書
治
要
360

3

七
、
審
断

	

【
註
釋
】�

彍
苟
合
：
不
依
道
義
行
事
，
只
知
阿
諛
迎
合
。
鈫
易
方
：
改
變
做
人
之
常
道
。
方
：
道
理
；
常
規
。

𤊄
枉
道
：
違
背
正
道
。

	
【
白
話
】�

（
君
王
）
如
今
若
不
致
力
修
明
仁
義
，
而
空
設
高
官
厚
祿
，
可
以
得
到
小
人
，
但
難
以
得
到
君
子
。

所
謂
君
子
，
不
會
阿
諛
迎
合
而
不
以
道
義
行
事
，
處
世
不
改
變
做
人
之
常
道
，
不
為
世
人
的
喜

好
而
違
背
道
義
，
不
為
保
全
自
己
的
生
命
而
損
害
仁
愛
，
怎
麼
可
以
用
高
官
俸
祿
去
誘
惑
他
呢
？

即
使
用
強
制
的
手
段
控
制
他
，
也
不
能
讓
他
屈
服
，
他
也
只
是
閉
口
不
言
，
佯
裝
愚
鈍
，
苟
且

讓
自
己
避
免
傷
害
都
來
不
及
，
沒
有
餘
力
再
幫
助
國
家
。
（
到
此
地
步
）
，
國
家
的
安
危
又
將

依
賴
什
麼
呢
？

 

（
君
主
が
）
仁
義
の
理
を
立
て
直
そ
う
と
せ
ず
に
、
た
だ
高
い
官
位
と
高
禄
を
設
け
る
ば
か
り
で
い
れ

ば
、
矮
小
な
者
を
得
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
君
子
を
求
め
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
君
子
と
言
う
の
は
、
媚

び
へ
つ
ら
っ
て
迎
合
す
る
た
め
に
仁
義
に
悖
る
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。
世
の
中
の
こ
と
に
対
し
て
も
、
君
子

は
人
々
の
愛
好
の
た
め
に
道
義
に
背
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
自
分
の
命
を
保
全
す
る
た
め
に
仁
愛
を
損
な
わ

な
い
君
子
を
、
ど
う
し
て
高
い
官
位
や
高
禄
で
誘
惑
で
き
る
と
思
う
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
強
制
的
な
手

段
で
君
子
を
制
御
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
志
ま
で
を
曲
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

目
に
遭
う
と
、
君
子
は
た
だ
口
を
閉
ざ
し
て
愚
か
な
振
り
を
す
る
だ
け
で
し
ょ
う
。
自
分
が
傷
つ
け
ら
れ

な
い
よ
う
に
す
る
の
に
必
死
な
君
子
に
は
も
う
国
を
助
け
る
余
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
（
そ
こ
ま
で
い
く

と
、
）
国
の
安
否
は
何
を
頼
り
に
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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踺	

人
臣
有
三
罪
：
一
曰
導
（
導
下
有

非
字

）
；
二
曰
阿
失
彍

；
三
曰
尸
寵
鈫

。
以
非
先
（
先
作

引

）
上
，
謂
之
導
；
從
上
之
非
，

謂
之
阿
；
見
非
不
言
，
謂
之
尸
。
導
臣
誅
，
阿
臣
刑
，
尸
臣
絀
𤊄

。
（
卷
四
十
六　

申
鑒
）

	
【
註
釋
】�

彍
阿
失
：
曲
從
（
君
上
的
）
過
失
。
鈫
尸
寵
：
謂
臣
見
君
非
而
不
諫
，
徒
被
寵
幸
。
𤊄
絀
（c

h
ù

／

絀
）
：
通
「
黜
」
，
貶
退
，
廢
除
。

	

【
白
話
】�
臣
子
有
三
種
罪
：
一
是
引
導
君
主
做
不
正
當
的
事
情
；
二
是
一
意
迎
合
君
主
的
過
失
；
三
是
不

盡
忠
直
之
道
而
取
寵
。
用
不
正
當
的
言
行
引
導
君
主
稱
為
導
；
順
從
君
主
做
不
正
當
的
事
情
稱

為
阿
；
見
到
不
正
當
的
事
情
不
規
勸
稱
為
尸
。
引
導
君
主
幹
不
正
當
事
的
臣
子
應
被
誅
殺
，
阿

意
迎
合
的
臣
子
應
當
被
處
罰
，
在
其
位
而
不
盡
忠
勸
諫
的
臣
子
應
當
被
罷
免
。

　

臣
下
に
は
三
つ
の
罪
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
君
主
が
不
正
な
こ
と
を
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と

で
す
。
二
つ
目
は
、
君
主
の
過
ち
に
も
迎
合
す
る
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
忠
誠
と
正
直
を
尽
さ
ず
に
、

た
だ
君
主
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
苦
心
す
る
こ
と
で
す
。
君
主
の
意
の
ま
ま
に
不
正
な
こ
と
を
す
る
の

は
、
阿
る
こ
と
で
す
。
不
正
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
に
、
見
て
見
ぬ
振
り
し
て
や
め
さ
せ
よ
う
と
し

な
か
っ
た
の
は
屍
も
同
然
で
す
。
君
主
が
不
正
な
こ
と
を
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
臣
下
に
は
、
天
誅
が
く

だ
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
阿
る
こ
と
ば
か
り
し
て
い
る
臣
下
は
、
罰
せ
ら
れ
て
当
然
で
す
。
そ
の
地

位
に
い
な
が
ら
、
忠
誠
を
尽
し
て
諌
め
な
か
っ
た
臣
下
は
免
職
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

嗘	

臧
孫
曰
：
「
季
孫
之
愛
我
，
疾
疢
彍

也
；
志
相
順
從
，

身
之
害
。

孟
孫
之
惡
我
，
藥
石
鈫

也
。
志
相
違
戾
，
猶

藥
石
療
疾
。

美
疢
不
如
惡
石
。
夫
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石
猶
生
我
；
愈
己
疾

也
。

疢
之
美
，
其
毒
滋
𤊄

多
。
孟
孫
死
，
吾
亡
無
日
矣
。
」
（
卷
五　

春
秋
左
氏
傳
中
）

	
【
註
釋
】�

彍
疾
疢
（c

h
è
n

／

疢
）
：
病
害
。
疢
：
煩
熱
；
疾
病
。
鈫
藥
石
：
藥
劑
和
砭
石
，
泛
指
藥
物
。

𤊄
滋
：
愈
益
；
更
加
。

	

【
白
話
】�

臧
武
仲
說
：
「
季
武
子
喜
歡
我
（
志
意
相
投
，
順
從
我
意
）
，
猶
如
使
我
沒
有
痛
苦
地
患
上
熱
病
；

孟
莊
子
厭
惡
我
（
志
意
相
違
）
，
猶
如
治
癒
我
疾
苦
的
藥
石
。
沒
有
痛
苦
的
熱
病
不
如
使
人
痛

苦
的
藥
石
。
藥
石
還
能
治
病
，
使
我
活
下
去
；
患
熱
病
而
不
知
痛
苦
，
它
的
毒
害
就
更
深
了
。

如
今
孟
莊
子
死
了
，
我
離
滅
亡
也
沒
有
多
少
日
子
了
。
」

　

臧
武
仲
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
季
武
子
は
私
の
こ
と
を
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
（
、
私
た
ち
は
意
気
投

合
し
て
、
彼
は
い
つ
も
私
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
く
れ
て
）
、
私
は
ま
る
で
苦
し
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

熱
病
に
か
か
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
孟
荘
子
は
私
の
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
（
、
私
た
ち
は
意
見
が

よ
く
食
い
違
う
が
）
、
ま
る
で
私
の
苦
し
み
を
癒
し
て
く
れ
る
薬
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
薬
は
病
を
治
し

て
く
れ
て
、
私
を
存
続
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
熱
病
を
罹
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
苦
し
み
を
知
ら
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
弊
害
は
よ
り
深
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
今
や
孟
荘
子
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
も
滅
亡
す
る
日
ま
で
あ
と
少
し
で
し
ょ
う
」

坔	

善
善
而
不
能
用
，
惡
惡
而
不
能
去
。
彼
善
人
知
其
貴
己
而
不
用
則
怨
之
；
惡
人
見
其
賤
彍

己
而
不
好
鈫

則
仇

之
。
夫
與
善
人
為
怨
，
惡
人
為
仇
，
欲
毋
亡
，
得
乎
？
（
卷
四
十
四　

桓
子
新
論
）
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【
註
釋
】
彍
賤
：
輕
視
，
鄙
視
。
鈫
好
（h

à
o

／

好
）
：
喜
愛
，
愛
好
。

	
【
白
話
】�

領
導
人
喜
歡
善
人
卻
不
去
任
用
，
憎
惡
惡
人
卻
不
去
罷
免
。
那
些
善
人
知
道
他
看
重
自
己
卻
不

被
任
用
，
就
會
抱
怨
他
；
惡
人
看
到
他
鄙
視
自
己
而
得
不
到
他
的
喜
歡
，
就
會
怨
恨
他
。
與
善

人
結
怨
，
與
惡
人
結
仇
，
想
不
滅
亡
，
可
能
嗎
？

　

善
人
が
好
き
な
の
に
、
善
人
を
任
用
し
ま
せ
ん
。
悪
人
が
憎
ら
し
い
の
に
、
悪
人
を
免
職
さ
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
指
導
者
が
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
大
事
に
思
い
な
が
ら
、
任
用
し
な
い
こ
と
が
分
る
と
、

善
人
で
も
君
主
の
文
句
を
言
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
卑
し
く
思
っ
て
気
に
入
ら
な
い
こ
と

が
分
る
と
、
悪
人
は
君
主
の
こ
と
を
恨
み
ま
す
。
善
人
か
ら
恨
ま
れ
、
悪
人
か
ら
仇
に
さ
れ
て
い
る
の
に
、

滅
亡
し
た
く
な
い
な
ん
て
あ
り
え
ま
し
ょ
う
か
。

蹱	

慶
鄭
曰
：
「
背
施
彍

，
無
親
；
幸
災
鈫

，
不
仁
；
貪
愛
，
不
祥
𤊄

；
怒
鄰
，
不
義
旔

。
四
德
皆
失
，
何
以
守
國
。
」

（
後
補
卷
四　

春
秋
左
氏
傳
上
）

	

【
註
釋
】�

彍
背
施
：
背
棄
恩
施
。
鈫
幸
災
：
因
別
人
遭
災
而
高
興
。
𤊄
貪
愛
，
不
祥
：
貪
所
愛
之
貨
利
而

不
以
與
人
，
則
禍
殃
將
至
。
旔
怒
鄰
，
不
義
：
使
鄰
國
忿
怒
，
不
合
道
義
。

	

【
白
話
】�

晉
大
夫
慶
鄭
說
：
「
背
棄
別
人
的
恩
惠
就
會
失
去
親
近
自
己
的
人
；
對
別
國
的
災
害
幸
災
樂
禍

就
是
不
仁
；
貪
所
愛
之
貨
利
而
不
捨
得
給
人
就
是
不
祥
；
激
怒
鄰
國
就
是
不
義
。
這
四
種
道
德

都
丟
失
了
，
靠
什
麼
來
保
護
國
家
呢
？
」
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晉
大
夫
慶
鄭
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
人
か
ら
の
恩
恵
に
背
く
と
、
自
分
に
親
し
く
し
て
く
れ
る
者
を
失
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
他
国
の
禍
を
こ
れ
幸
い
だ
と
思
う
こ
と
は
、
仁
徳
に
欠
け
て
い
ま
す
。
愛
す
る
物
を
人

に
与
え
た
く
な
い
の
は
不
祥
な
こ
と
で
す
。
隣
国
を
激
怒
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
道
義
に
欠
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
四
つ
の
道
徳
を
失
っ
て
し
ま
う
と
、
何
を
も
っ
て
国
を
守
れ
る
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
」

嗵	

陽
門
彍

之
介
夫
鈫

死
，
陽
門
，
宋
國
門
也
。

介
夫
，
甲
胄
衛
士
。

司
城
𤊄

子
罕
入
而
哭
之
哀
。
子
罕
，
樂

喜
也
。

晉
人
之
覘
旔

宋
者
，
反
焩

報
於
晉
侯
曰
：

「
陽
門
之
介
夫
死
，
而
子
罕
哭
之
哀
，
而
民
悅
，
殆
不
可
伐
也
。
」
覘
，
窺

視
也
。

孔
子
聞
之
曰
：
「
善
哉
，
覘
國
乎
！
」

善
其
知

微
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
陽
門
：
宋
國
的
城
門
名
。
鈫
介
夫
：
披
甲
的
衛
士
。
𤊄
司
城
：
即
司
空
，
主
管
城
郭
。
旔
覘

（c
h
ā
n

／

摻
）
：
窺
看
，
偵
查
。
焩
反
：
通
「
返
」
。

	

【
白
話
】�

宋
國
陽
門
有
個
衛
士
死
了
，
司
空
子
罕
進
到
靈
堂
內
哭
得
很
悲
傷
。
當
時
潛
伏
在
宋
國
的
情
報

人
員
回
去
後
向
晉
候
報
告
說
：
「
陽
門
有
個
衛
士
死
了
，
而
子
罕
哭
得
很
傷
心
，
人
民
都
受
他

感
動
，
（
此
時
宋
國
上
下
一
心
，
）
恐
怕
不
能
去
討
伐
他
們
啊
！
」
孔
子
聽
說
之
後
，
說
：
「
好

啊
（
能
夠
見
微
知
著
）
，
他
真
是
善
於
觀
察
國
情
啊
！
」

 

宋
国
の
陽
門
で
あ
る
兵
士
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
城
を
管
理
す
る
司
城
の
子
罕
は
そ
の
霊
堂
に
入
っ
て

悲
し
そ
う
に
泣
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
宋
国
に
潜
伏
し
て
い
た
諜
報
員
は
母
国
に
帰
っ
て
、
晋
候
に
次
の

よ
う
に
報
告
し
ま
し
た
。
「
陽
門
に
あ
る
兵
士
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
子
罕
が
悲
し
そ
う
に
泣
い
て
い
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七
、
審
断

た
の
で
、
民
は
み
ん
な
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
（
宋
国
の
上
下
が
心
を
一
つ
に
団
結
し
て
い
る
今
、
）

彼
ら
を
討
伐
す
る
の
は
恐
ら
く
得
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
！
」
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
孔
子
は
言
い
ま
し

た
。
「
素
晴
ら
し
い
。
（
微
か
な
こ
と
か
ら
全
体
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
）
こ
の
諜
報
員
は

実
に
国
情
の
観
察
に
長
け
て
い
ま
す
ね
！
」
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一
、
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（
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操
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ま
す
）

	

弐
、
臣
術 

（
臣
下
と
し
て
の
心
得
） 

	
一
、
立
節
（
節
操
を
立
て
ま
す
）

躰	

忠
臣
之
事
主
，
投
命
委
身
，
期
於
成
功
立
事
，
便
國
利
民
。
故
不
為
難
易
變
節
、
安
危
革
行
也
。
（
卷

四
十
七　

政
要
論
）

	

【
白
話
】�

忠
臣
事
奉
君
主
，
將
自
己
的
身
心
性
命
都
交
出
去
，
目
的
在
於
能
夠
成
就
一
番
功
業
，
利
國
利
民
。

所
以
，
他
不
會
因
為
事
情
的
難
易
而
改
變
自
己
的
節
操
，
不
會
因
為
個
人
的
安
危
而
改
變
自
己

的
品
行
。

 

忠
臣
が
主
に
仕
え
、
自
分
の
心
身
と
命
を
捧
げ
る
の
は
、
功
業
を
成
就
し
、
国
と
民
の
た
め
に
な
る
よ

う
な
こ
と
が
し
た
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
忠
臣
は
こ
と
の
難
し
さ
に
よ
っ
て
節
操
を
変
え
る
こ
と

は
な
く
、
個
人
の
安
否
で
自
分
の
品
行
を
変
え
る
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。

䠷	

若
夫
智
慮
足
以
圖
國
，
忠
貞
足
以
悟
主
，
公
平
足
以
懷
眾
，
溫
柔
足
以
服
人
；
不
誹
毀
彍

以
取
進
，
不
刻
人

鈫

以
自
入
，
不
苟
容
𤊄

以
隱
忠
，
不
耽
祿
以
傷
高
；
通
則
使
上
恤
其
下
，
窮
則
教
下
順
其
上
。
故
用
於
上
則

民
安
，
行
於
下
則
君
尊
。
可
謂
進
不
失
忠
，
退
不
失
行
。
此
正
士
之
義
，
為
臣
之
體
也
。
（
卷
四
十
八　

體
論
）

	

【
註
釋
】
彍
誹
毀
：
詆
毀
，
毀
謗
。
鈫
刻
人
：
傷
害
他
人
。
刻
：
傷
害
。
𤊄
苟
容
：
屈
從
附
和
以
取
容
於
世
。



群書治要 360

73

群
書
治
要
360

3

一
、
立
節
（
節
操
を
立
て
ま
す
）

	

【
白
話
】�

如
果
智
慧
謀
慮
足
以
治
理
國
家
，
忠
誠
堅
貞
足
以
啟
發
君
主
，
公
正
平
等
足
以
懷
恤
民
眾
，
溫

存
親
和
足
以
使
人
順
服
；
不
詆
毀
他
人
以
求
職
位
晉
升
，
不
傷
害
他
人
以
求
自
己
被
任
用
，
不

屈
從
附
和
取
容
於
世
而
失
去
自
己
的
忠
誠
之
心
，
不
貪
圖
高
官
厚
祿
而
損
害
自
己
的
高
貴
人
格
；

得
志
就
引
導
君
主
體
恤
臣
民
，
不
得
志
就
教
化
臣
民
以
理
智
順
從
君
主
。
這
樣
的
人
，
被
提
拔

重
用
時
能
使
百
姓
安
樂
，
退
居
於
下
則
能
使
君
主
尊
貴
。
可
以
說
是
出
仕
不
缺
失
忠
誠
，
退
隱

不
喪
失
德
行
。
這
是
正
直
之
士
的
義
節
，
是
作
為
臣
子
應
該
堅
持
的
基
本
準
則
。

　

国
を
治
め
る
だ
け
の
智
慧
と
謀
略
。
君
主
を
啓
蒙
す
る
だ
け
の
忠
誠
と
忠
節
。
民
を
思
い
や
れ
る
だ
け

の
公
正
さ
と
平
等
を
重
ん
じ
る
心
。
人
を
信
服
さ
せ
る
だ
け
の
優
し
さ
と
親
切
さ
。
人
を
謗
る
こ
と
で
職

位
の
栄
進
を
求
め
ま
せ
ん
。
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
自
分
が
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
せ
ん
。
世
の
中
に

流
さ
れ
て
自
分
の
忠
誠
心
を
失
い
ま
せ
ん
。
高
位
と
高
禄
の
た
め
に
自
分
の
高
貴
な
人
格
を
損
な
い
ま
せ

ん
。
君
主
に
重
用
さ
れ
る
と
、
臣
下
と
民
を
思
い
や
れ
る
よ
う
に
君
主
を
導
き
ま
す
。
君
主
に
重
用
さ
れ

な
い
と
、
理
性
を
も
っ
て
君
主
に
従
う
よ
う
に
、
臣
下
と
民
を
教
育
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
者
は
、
朝
廷

に
重
用
さ
れ
る
と
民
を
安
楽
な
生
活
に
導
き
、
重
用
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
君
主
の
尊
さ

を
知
ら
し
め
ま
す
。
出
仕
す
れ
ば
忠
誠
に
欠
け
る
こ
と
な
く
、
隠
居
す
れ
ば
徳
性
を
失
わ
な
い
と
言
え
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
こ
そ
正
直
な
者
の
忠
義
と
忠
節
で
あ
り
、
臣
下
と
し
て
守
る
べ
き
根
本
的
な
準
則
で
す
。

軎	

夫
為
人
臣
，
其
猶
土
乎
！
萬
物
載
焉
，
而
不
辭
其
重
；
水
瀆
污
焉
，
而
不
辭
其
下
；
草
木
殖
焉
，
而
不
有
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其
功
。
此
成
功
而
不
處
，
為
臣
之
體
也
。
（
卷
四
十
八　

體
論
）

	
【
白
話
】�

做
臣
子
的
，
就
像
土
地
一
樣
吧
！
承
載
萬
物
，
不
因
沉
重
而
推
辭
；
即
使
會
被
濁
水
污
染
，
也

不
拒
絕
它
融
入
自
己
；
草
木
在
上
面
繁
殖
生
長
，
而
不
據
為
己
功
。
這
就
是
成
就
功
業
而
不
居

功
，
這
是
做
臣
子
的
準
則
。

　

臣
下
な
る
者
は
、
ま
る
で
土
地
の
よ
う
で
す
！
重
た
い
か
ら
と
言
っ
て
辞
退
せ
ず
に
、
万
物
を
載
せ
ま

す
。
た
と
え
汚
水
に
汚
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
、
汚
水
が
自
分
の
中
に
溶
け
込
む
こ
と
を
断
り
ま
せ
ん
。

草
木
が
そ
の
上
に
生
え
茂
っ
て
も
、
自
分
の
功
労
に
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
功
業
が
成
就
し
て
も
自
慢
し

な
い
こ
と
で
あ
り
、
臣
下
の
守
る
べ
き
準
則
で
す
。

転	

人
之
事
君
也
，
言
無
小
大
，
無
愆
也
；
事
無
勞
逸
，
無
所
避
也
。
其
見
彍

識
知
鈫

也
，
則
不
恃
恩
寵
而
加
敬
；

其
見
遺
忘
也
，
則
不
懷
怨
恨
而
加
勤
。
安
危
不
貳
𤊄

其
志
，
險
易
旔

不
革
焩

其
心
。
孜
孜
為
此
，
以
沒
其
身
，

惡⑥

有
為
此
人
君
長
而
憎
之
者
也
？
（
卷
四
十
五　

昌
言
）

	

【
註
釋
】�

彍
見
：
用
在
動
詞
前
面
表
示
被
動
，
相
當
於
被
，
受
到
。
鈫
識
知
：
識
察
，
知
道
。
𤊄
不
貳
：

專
一
，
無
二
心
。
旔
險
易
：
吉
凶
。
焩
革
：
改
變
。⑥

惡
（w

ū

／

屋
）
：
疑
問
代
詞
，
相
當
於

「
何
」
、
「
安
」
、
「
怎
麼
」
。

	

【
白
話
】�

臣
子
事
奉
君
主
，
奏
章
言
事
無
論
大
小
都
無
差
錯
，
做
事
無
論
多
麼
辛
勞
都
不
回
避
推
辭
。
被

君
主
記
住
並
了
解
，
則
不
依
恃
恩
寵
而
更
加
敬
業
；
被
君
主
遺
忘
，
則
不
會
心
懷
埋
怨
而
更
加

勤
勉
。
無
論
自
身
安
或
危
都
不
更
改
志
向
，
無
論
形
勢
凶
或
吉
都
不
改
變
誠
心
。
勤
勉
不
懈
於
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此
，
終
身
不
改
，
哪
有
這
樣
還
會
遭
君
主
與
上
位
者
的
厭
惡
呢
？

　

臣
下
が
君
主
に
奉
仕
す
る
時
は
、
こ
と
の
大
小
を
問
わ
ず
に
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
し
て
、
ど
れ
ほ
ど

大
変
で
も
辞
退
し
な
い
こ
と
で
す
。
君
主
に
覚
え
ら
れ
て
理
解
さ
れ
て
も
、
恩
寵
に
驕
る
こ
と
な
く
、
よ

り
仕
事
に
励
み
な
さ
い
。
君
主
に
忘
れ
ら
れ
て
も
、
心
に
恨
み
を
抱
く
こ
と
な
く
、
よ
り
勤
勉
に
努
め
な

さ
い
。
自
身
が
安
楽
な
生
活
を
送
っ
た
り
、
危
険
な
目
に
遭
っ
て
も
、
状
態
の
違
い
に
よ
っ
て
志
を
変
え

る
こ
と
な
く
、
情
勢
の
吉
凶
に
よ
っ
て
誠
心
を
変
え
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
怠
る
こ
と
な
く

し
っ
か
り
と
守
り
、
終
身
貫
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
君
主
と
上
位
者
か
ら
嫌
悪
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
で

し
ょ
う
。

軤	

位
弗
期
彍

驕
，
祿
弗
期
侈
。
貴
不
與
驕
期
，
而
驕
自
至
；
富
不
與
侈
期
，

而
侈
自
來
。
驕
侈
以
行
己
，
所
以
速
亡
也
。

恭
儉
惟
德
，
無
載
鈫

爾
偽
。
言
當
恭
儉
，
惟
以
立

德
，
無
行
姦
偽
也
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】
彍
期
：
邀
約
；
約
定
。
鈫
載
：
行
；
施
行
。

	

【
白
話
】�

身
居
尊
位
的
人
沒
有
與
驕
縱
相
約
（
但
不
知
不
覺
就
有
了
驕
態
）
；
享
有
福
祿
的
人
沒
有
與
奢

侈
相
約
（
但
不
知
不
覺
就
染
上
奢
侈
）
。
（
以
驕
傲
奢
侈
的
態
度
立
身
行
事
，
就
會
招
致
敗
亡
。
）

應
當
恭
謹
節
儉
，
才
能
樹
立
德
業
，
不
要
做
詭
詐
虛
假
之
事
。

　

高
位
に
い
る
者
は
驕
り
を
招
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
（
し
か
し
な
が
ら
、
驕
り
は
知
ら
ぬ
間
に
身
に
つ
い

て
し
ま
う
も
の
で
す
。
）
福
と
高
禄
を
持
つ
者
は
贅
沢
を
招
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
（
し
か
し
な
が
ら
、
贅
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沢
癖
は
知
ら
ぬ
間
に
身
に
つ
い
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
）
（
驕
り
と
贅
沢
な
態
度
で
世
渡
り
を
し
て
物
事

に
取
り
掛
か
っ
て
い
れ
ば
、
失
敗
と
滅
亡
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
）
恭
し
い
態
度
で
節
約
を
す
る
こ
と

こ
そ
、
徳
性
と
事
業
を
立
て
ら
れ
ま
す
。
詐
欺
な
ど
偽
り
の
こ
と
に
手
を
染
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

軭	

子
墨
子
曰
：
「
世
之
君
子
，
使
之
一
犬
一
彘
彍

之
宰
鈫

，
不
能
則
辭
之
；
使
為
一
國
之
相
，
不
能
而
為
之
。

豈
不
悖
哉
？
」
（
卷
三
十
四　

墨
子
）

	

【
註
釋
】
彍
彘
（z

h
ì

／

彘
）
：
豬
。
鈫
宰
：
膳
宰
，
古
官
名
。
猶
膳
夫
。
掌
宰
割
牲
畜
以
及
膳
食
之
事
。

	

【
白
話
】�

墨
子
說
：
「
世
上
的
君
子
，
讓
他
去
當
宰
殺
狗
豬
的
膳
夫
，
如
果
他
不
能
做
就
會
推
辭
；
讓
他

任
一
國
的
宰
相
，
能
力
不
及
卻
要
照
樣
承
擔
。
這
難
道
不
是
很
荒
謬
嗎
？
」

　

墨
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
世
の
君
子
は
、
犬
や
豚
を
屠
る
膳
夫
に
な
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
も
し
で
き

な
い
な
ら
、
辞
退
す
る
も
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
例
え
一
国
の
宰
相
に
な
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
能

力
が
な
い
の
に
無
理
や
り
引
き
受
け
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
不
条
理
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

軲	

柳
下
惠
彍

為
士
師
鈫

，
士
師
，
典
獄

之
官
也
。

三
黜
𤊄

。
人
曰
：
「
子
未
可
以
去
乎
？
」
曰
：
「
直
道
旔

而
事
人
，
焉
焩

往
而

不
三
黜
？
苟
直
道
以
事
人
，
所
至

之
國
，
俱
當
復
三
黜
。

枉
道
烄

而
事
人
，
何
必
去
父
母
之
邦
𡡅

？
」
（
卷
九　

論
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
柳
下
惠
：
姓
展
，
名
獲
，
字
禽
，
魯
大
夫
，
食
邑
於
柳
下
，
有
賢
名
，
死
後
諡
為
惠
。
鈫
士

師
：
古
代
執
掌
禁
令
刑
獄
的
官
名
。
𤊄
黜
：
貶
降
，
罷
退
。
旔
直
道
：
正
直
之
道
。
焩
焉
：
何
。
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烄
枉
道
：
違
背
正
道
。
𡡅
父
母
之
邦
：
父
母
所
居
的
本
國
，
即
指
祖
國
。

	

【
白
話
】�

柳
下
惠
任
（
魯
國
）
執
掌
禁
令
刑
獄
的
官
職
，
無
罪
而
三
度
被
貶
職
。
有
人
說
：
「
你
不
可
以

離
開
魯
國
嗎
？
」
柳
下
惠
說
：
「
我
以
正
直
之
道
事
奉
人
君
，
到
哪
一
個
國
家
不
會
被
三
度
免

職
呢
？
如
果
我
違
背
正
道
去
事
奉
人
君
，
又
何
必
要
離
開
祖
國
呢
？
」

　

柳
下
恵
は
（
魯
国
で
）
禁
令
や
刑
罰
、
牢
獄
を
司
る
官
職
に
つ
い
て
い
ま
す
が
、
無
罪
な
の
に
、
三
度

も
左
遷
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
人
が
尋
ね
ま
し
た
。
「
魯
国
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
か
」
柳

下
恵
は
答
え
ま
し
た
。
「
私
は
正
道
を
も
っ
て
主
君
に
仕
え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
の
国
に
行
っ
て
も
、
三

度
の
左
遷
は
免
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
も
し
私
が
正
道
に
背
い
て
主
君
に
仕
え
て
い
る
の
な
ら
ば
、
祖
国
を

離
れ
る
必
要
も
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
」

辷	

震
中
子
秉
彍

，
字
叔
節
…
…
每
朝
廷
有
得
失
，
輒
鈫

盡
忠
規
諫
，
多
見
納
用
。
秉
性
不
飲
酒
，
嘗
從
容
言
曰
：

「
我
有
三
不
惑
，
酒
色
財
也
。
」
（
卷
二
十
三　

後
漢
書
三
）

	

【
註
釋
】�

彍
中
子
秉
：
中
子
，
排
行
居
中
的
兒
子
。
秉
：
指
楊
秉
，
承
傳
其
父
的
學
問
，
常
隱
居
教
授
儒

家
經
典
。
四
十
多
歲
才
出
仕
為
官
，
擔
任
刺
史
、
二
千
石
後
，
計
算
任
職
的
日
數
接
受
俸
祿
，

多
餘
的
不
入
私
囊
，
以
廉
潔
著
稱
。
鈫
輒
（z

h
é

／

輒
）
：
每
每
，
總
是
。

	

【
白
話
】�

楊
震
的
中
子
楊
秉
，
字
叔
節
…
…
每
逢
朝
廷
有
得
失
，
他
總
是
盡
忠
正
言
勸
誡
，
意
見
多
被
採
納
。

楊
秉
生
性
不
飲
酒
，
曾
從
容
安
詳
地
說
：
「
我
不
會
被
三
種
東
西
所
迷
惑
，
即
酒
、
色
、
財
。
」
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、
立
節
（
節
操
を
立
て
ま
す
）

　

楊
震
の
息
子
で
あ
る
楊
秉
、
字
は
叔
節
と
言
い
ま
す
。
…
…
朝
廷
に
何
か
足
ら
ぬ
所
が
あ
る
と
、
楊
秉

は
い
つ
も
忠
誠
を
尽
し
て
諌
め
て
、
そ
の
意
見
の
ほ
と
ん
ど
は
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
楊
秉
は
生
来
、
酒
を

飲
ま
な
い
も
の
で
し
た
が
、
安
ら
か
に
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
私
は
三
つ
の
も
の
に

惑
わ
さ
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
酒
、
色
香
、
財
産
で
す
」

迁	

世
祖
彍

因
言
次
鈫

謂
威
曰
：
「
卿
清
孰
如
父
清
？
」
對
曰
：
「
臣
不
如
也
。
」
世
祖
曰
：
「
以
何
為
勝
邪
？
」

對
曰
：
「
臣
父
清
恐
人
知
，
臣
清
恐
人
不
知
，
是
臣
不
及
遠
也
。
」
（
卷
三
十　

晉
書
下
）

	

【
註
釋
】
彍
世
祖
：
晉
武
帝
司
馬
炎
。
鈫
言
次
：
言
談
之
間
。

	

【
白
話
】�

武
帝
司
馬
炎
在
言
談
間
問
胡
威
道
：
「
你
和
你
父
親
相
比
，
誰
更
清
廉
？
」
胡
威
回
答
說
：
「
臣

不
如
父
親
清
廉
。
」
武
帝
問
道
：
「
為
什
麼
說
他
勝
過
你
呢
？
」
胡
威
回
答
說
：
「
我
父
親
清

廉
唯
恐
別
人
知
道
，
而
我
清
廉
卻
唯
恐
別
人
不
知
道
，
這
是
我
遠
遠
不
如
父
親
的
地
方
。
」

　

晉
の
武
帝
で
あ
る
司
馬
炎
は
、
話
の
途
中
で
胡
威
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
貴
方
と
貴
方
の
父
親
と
、
ど
ち

ら
が
よ
り
清
廉
で
し
ょ
う
か
」
胡
威
は
答
え
ま
し
た
。
「
臣
下
は
父
ほ
ど
清
廉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
武
帝

は
尋
ね
ま
し
た
。
「
何
故
父
親
の
方
が
勝
る
と
言
う
の
で
す
か
」
胡
威
は
答
え
ま
し
た
。
「
父
は
清
廉
で

あ
る
こ
と
を
人
に
知
ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
私
は
清
廉
で
あ
る
こ
と
を
人
に
知

ら
れ
な
い
の
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、
私
が
父
に
遠
く
及
ば
な
い
理
由
で
す
」
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二
、
尽
忠
（
忠
誠
を
尽
く
し
ま
す
）

	

二
、
尽
忠 

（
忠
誠
を
尽
く
し
ま
す
）

迊	
民
生
於
三
，
事
之
如
一
彍

。
三
，
君
、
父
、
師
也
。
如

一
，
服
勤
鈫
至
死
也
。

父
生
之
，
師
教
之
，
君
食
之
。
食
，
謂

祿
也
。

唯
其
所
在
，
則
致
死
焉
，

在
君
父
，
為
君
父
。

在
師
，
為
師
也
。

人
之
道
也
。
（
卷
八　

國
語
）

	

【
註
釋
】
彍
如
一
：
不
變
，
沒
有
差
別
。
鈫
服
勤
：
擔
任
勤
務
、
勞
力
等
事
。

	

【
白
話
】�
（
晉
哀
侯
的
大
夫
欒
共
子
說
：
）
人
之
成
長
受
恩
於
三
類
恩
人
，
就
是
君
主
、
父
母
、
老
師
，

對
待
他
們
的
敬
愛
是
一
致
的
，
一
生
為
他
們
服
務
效
力
。
父
母
生
育
我
們
，
師
長
教
導
我
們
，

君
主
賜
予
俸
祿
恩
惠
於
我
們
。
只
要
是
道
義
之
所
在
，
都
要
致
死
相
報
，
這
是
做
人
的
道
理
。

　

（
晉
哀
侯
の
大
夫
で
あ
る
欒
共
子
は
言
い
ま
し
た
。
）
人
の
成
長
に
は
三
種
の
恩
人
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
君
主
、
父
母
、
教
師
で
す
。
彼
ら
へ
の
敬
愛
は
一
致
し
て
お
り
、
私
た
ち
は
生
涯
、
彼
ら

に
仕
え
て
力
を
尽
す
も
の
で
す
。
父
母
は
私
た
ち
を
生
育
し
、
先
生
は
私
た
ち
を
指
導
し
、
君
主
は
私
た

ち
に
俸
禄
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
道
義
の
あ
る
限
り
、
私
た
ち
は
死
ぬ
ほ
ど
の
努
力
を
し
て
そ
の
恩
義
に

報
い
る
べ
き
で
す
。
こ
れ
こ
そ
、
人
と
し
て
の
道
理
で
す
。

迌	

昔
先
正
彍

保
衡
鈫

，
作
𤊄

我
先
王
。
保
衡
，
伊
尹
也
。
作
，
起
也
。
正
，

長
也
，
言
先
世
長
官
之
臣
也
。

乃
曰
：
「
予
弗
克
旔

俾
焩

厥
后
烄

惟
𡡅

堯
舜
，
其
心
愧
恥
，

若
撻
鵭

于
市
貟

。
」
言
伊
尹
不
能
使
其
君
如
堯
舜
，

則
心
恥
之
，
若
見
撻
于
市
也
。

一
夫
弗
獲
賩

，
則
曰
：
「
時
𧷜

予
之
辜
妚

。
」
伊
尹
見
一
夫
不
得
其

所
，
則
以
為
己
罪
也
。

右
矃

我
烈

祖
姰

，
格
䍮

于
皇
天
。
言
以
此
道
左
右
㛔
成

湯
，
功
至
大
天
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
先
正
：
亦
作
「
先
政
」
。
前
代
的
賢
臣
。
鈫
保
衡
：
伊
尹
的
尊
號
。
又
稱
「
阿
衡
」
。
𤊄
作
：
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二
、
尽
忠
（
忠
誠
を
尽
く
し
ま
す
）

此
處
為
使
動
用
法
，
使
興
起
。
旔
弗
克
：
不
能
。
焩
俾
（b

ǐ

／

比
）
：
使
。
烄
后
：
君
王
。

𡡅
惟
：
成
為
。
鵭
撻
（t

à

／

撻
）
：
鞭
打
。
貟
市
：
集
市
。
賩
獲
：
得
到
，
這
裡
指
得
到
妥
善

的
安
置
。
𧷜
時
：
通
「
是
」
。
妚
辜
：
罪
過
。
矃
右
：
通
「
佑
」
，
助
。
姰
烈
祖
：
指
建
立
功

業
的
祖
先
。
古
多
稱
開
基
創
業
的
帝
王
。
烈
：
事
業
，
功
績
。
䍮
格
：
至
。
㛔
左
右
：
幫
助
，

輔
佐
。

	

【
白
話
】�

從
前
的
賢
臣
伊
尹
，
使
我
們
先
王
之
業
振
興
，
他
說
：
「
我
若
不
能
使
君
王
成
為
堯
舜
一
樣
聖

明
的
君
主
，
我
內
心
就
感
到
慚
愧
和
羞
恥
，
就
像
在
集
市
上
被
人
鞭
打
一
樣
。
」
哪
怕
有
一
個

人
沒
有
得
到
妥
善
安
置
，
他
就
說
：
「
這
是
我
的
罪
過
啊
！
」
他
就
是
這
樣
輔
佐
我
顯
赫
的
先

祖
成
湯
，
功
業
達
於
上
天
。

　

昔
の
有
能
な
臣
下
で
あ
っ
た
伊
尹
は
、
私
た
ち
の
先
王
が
事
業
を
興
す
の
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
伊

尹
は
言
い
ま
し
た
。
「
君
主
を
堯
舜
の
よ
う
に
聖
明
な
君
主
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
私
の
心
は

申
し
訳
な
さ
と
羞
恥
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
ま
る
で
市
場
で
人
に
鞭
打
た
れ
て
い
る
よ
う
で
す
」
た
と
え

一
人
で
も
適
当
に
安
置
さ
れ
て
い
な
い
と
、
伊
尹
は
嘆
き
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
私
の
罪
過
ち
で
す
！
」
伊

尹
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
我
々
の
名
高
い
先
祖
で
あ
っ
た
成
湯
を
補
佐
し
て
、
そ
の
功
業
を
か
つ
て
な
い

ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
た
の
で
す
。

逳	

景
公
問
晏
子
曰
：
「
忠
臣
之
行
，
何
如
？
」
對
曰
：
「
選
賢
進
能
，
不
私
乎
內
。
稱
身
就
位
，
計
能
受
祿
。
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二
、
尽
忠
（
忠
誠
を
尽
く
し
ま
す
）

睹
賢
不
居
其
上
，
受
祿
不
過
其
量
。
不
權
君
以
為
行
，
不
稱
位
以
為
忠
，
不
掩
賢
以
隱
長
，
不
刻
下
以
諛
上
。

順
即
進
，
否
即
退
，
不
與
君
行
邪
。
」
（
卷
三
十
三　

晏
子
）

	
【
白
話
】�

景
公
問
晏
子
說
：
「
忠
臣
的
行
誼
應
是
怎
樣
的
？
」
晏
子
答
道
：
「
選
拔
賢
德
、
推
薦
有
才
能

的
人
，
而
不
偏
向
自
己
的
親
友
。
衡
量
自
己
的
德
能
來
擔
任
適
當
的
職
位
，
估
量
自
己
的
能
力

而
接
受
相
應
的
俸
祿
。
遇
到
賢
人
，
自
己
的
職
位
不
超
越
他
，
接
受
的
俸
祿
不
超
過
賢
者
。
不

權
衡
君
主
的
好
惡
去
做
事
，
不
計
量
自
己
的
地
位
去
盡
忠
，
不
遮
蔽
賢
才
而
埋
沒
其
長
處
，
不

苛
刻
地
對
待
下
屬
而
奉
承
、
討
好
上
級
。
君
主
行
事
順
乎
大
道
就
入
朝
為
官
，
否
則
就
隱
退
，

不
與
君
主
一
起
做
邪
惡
之
事
。
」

　

景
公
は
晏
子
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
忠
臣
の
行
い
と
は
、
如
何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
晏
子
は
答
え
ま
し

た
。
「
徳
性
と
有
能
な
者
を
選
抜
し
、
推
薦
す
る
時
は
、
自
分
の
親
友
を
贔
屓
し
た
り
し
ま
せ
ん
。
自
分

の
徳
性
を
的
確
に
見
計
ら
っ
て
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
職
位
に
つ
き
、
自
分
の
能
力
に
見
合
う
だ
け
の

俸
禄
を
い
た
だ
き
ま
す
。
賢
人
に
会
う
と
、
自
分
の
職
位
も
俸
禄
も
賢
人
の
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

君
主
の
好
き
嫌
い
を
伺
っ
て
物
事
を
行
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
地
位
を
気
に
せ
ず
に
忠
誠
を
尽
し
ま
す
。
有

能
な
賢
人
の
邪
魔
を
し
て
、
そ
の
長
所
を
君
主
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
し
ま
せ
ん
。
部
下
に
厳
し
く
接
し

て
、
上
司
に
媚
び
へ
つ
ら
う
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。
君
主
の
行
い
が
大
道
に
沿
っ
て
い
れ
ば
、
朝
廷
に
入
っ

て
仕
え
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
引
退
し
、
君
主
と
共
に
悪
事
に
手
を
染
め
た
り
し
ま
せ
ん
」
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二
、
尽
忠
（
忠
誠
を
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駄	

飲
彍

桓
公
酒
，
樂
。
公
曰
：
「
以
火
繼
之
。
」
辭
曰
：
「
臣
卜
其
晝
，
未
卜
其
夜
，
不
敢
！
」
君
子
曰
：
「
酒

以
成
禮
，
不
繼
以
淫
鈫

，
義
也
；
夜
飲
為

淫
樂
。

以
君
成
禮
，
弗
納
𤊄

於
淫
，
仁
也
。
」
（
後
補
卷
四　

春
秋
左
氏
傳
上
）

	

【
註
釋
】�

彍
飲
（y

ì
n

／

飲
）
：
以
酒
食
款
待
，
宴
請
，
行
飲
酒
禮
。
鈫
淫
：
過
度
，
無
節
制
，
濫
。
𤊄
納
：

入
；
使
入
。

	

【
白
話
】�
敬
仲
請
齊
桓
公
飲
酒
，
桓
公
很
高
興
。
（
天
黑
了
）
桓
公
說
：
「
點
上
燈
火
繼
續
飲
酒
。
」
敬

仲
辭
謝
說
：
「
我
只
占
卜
過
白
天
宴
客
的
事
，
沒
有
占
卜
夜
裡
宴
客
之
事
，
不
敢
奉
命
。
」
君

子
評
議
說
：
「
酒
是
用
來
幫
助
完
成
禮
儀
的
，
不
能
繼
續
貪
杯
而
過
度
，
這
是
義
；
因
為
和
國

君
飲
酒
完
成
了
禮
儀
，
而
不
至
於
使
他
陷
於
過
度
，
這
是
仁
。
」

　

敬
仲
は
斉
の
桓
公
に
酒
を
ご
馳
走
し
て
、
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
（
空
が
暗
く
な
る
と
、
）

桓
公
は
言
い
ま
し
た
。
「
灯
り
を
つ
け
て
飲
み
続
け
ま
し
ょ
う
」
敬
仲
は
丁
寧
に
辞
退
し
ま
し
た
。
「
私

は
昼
間
の
宴
席
の
こ
と
を
占
い
ま
し
た
が
、
夜
の
宴
席
ま
で
占
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
」
あ
る
君
子
が
こ
の
出
来
事
を
こ
の
よ
う
に
評
し
ま
し
た
。
「
酒
は
礼
儀
を
完
成
す
る
た
め
の
物
で
す
。

飲
み
す
ぎ
て
度
を
越
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
義
で
す
。
一
国
の
君
主
と
酒
を
飲
ん
で
礼
儀
を

完
成
さ
せ
た
上
に
、
君
主
を
過
度
の
楽
し
み
か
ら
諌
め
ら
れ
た
の
は
仁
で
す
」
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三
、
勸
諫 

（
諫
言
し
ま
す
）

䢭	
夫
諫
爭
彍

者
，
所
以
納
君
於
道
，
矯
枉
正
非
，
救
上
之
謬
也
。
上
苟
有
謬
而
無
救
焉
，
則
害
於
事
，
害
於
事

則
危
道
也
。
（
卷
四
十
七　

政
要
論
）

	

【
註
釋
】
彍
爭
：
通
「
諍
」
（z

h
è
n
g

／

政
）
。
直
言
規
勸
。

	

【
白
話
】�
諫
諍
，
就
是
為
了
讓
君
主
進
入
正
確
的
治
國
之
道
，
矯
正
邪
枉
、
改
正
缺
點
，
挽
救
君
主
的
謬
誤
。

如
果
君
主
有
謬
誤
之
處
而
沒
有
人
去
糾
正
，
就
會
危
害
國
事
；
危
害
國
事
，
就
會
使
國
家
步
入

危
途
。

　

諌
め
る
こ
と
は
、
君
主
が
正
し
い
治
国
の
道
に
入
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
邪
や
度
を
す
ぎ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
正
し
、
欠
点
を
直
さ
せ
て
君
主
の
過
ち
を
挽
回
す
る
の
で
す
。
も
君
主
に
過
ち
が
あ
る
の

に
誰
も
正
さ
な
か
っ
た
ら
、
国
事
に
害
が
及
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
国
事
に
害
が
及
ん
で
し
ま
う
と
、
国
家

は
危
険
な
道
を
辿
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

飠	

《
易
》
曰
：
「
王
臣
彍

謇
謇
鈫

，
匪
𤊄

躬
旔

之
故
。
」
人
臣
之
所
以
謇
謇
為
難
，
而
諫
其
君
者
，
非
為
身
也
，

將
欲
以
匡
焩

君
之
過
，
矯
君
之
失
也
。
君
有
過
失
，
危
亡
之
萌
也
，
見
君
之
過
失
而
不
諫
，
是
輕
君
之
危
亡

也
。
夫
輕
君
之
危
亡
者
，
忠
臣
不
忍
為
也
。
（
卷
四
十
三　

說
苑
）

	

【
註
釋
】�

彍
王
臣
：
志
匡
王
室
之
臣
。
鈫
謇
謇
（j

i
ǎ
n

／

謇
）
：
忠
貞
；
正
直
。
謇
：
通
「
蹇
」
，
《
易
》

卦
名
，
六
十
四
卦
之
一
。
𤊄
匪
：
同
「
非
」
。
不
，
不
是
。
旔
躬
：
自
身
；
自
己
。
焩
匡
：
糾
正
；
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扶
正
。

	
【
白
話
】�

《
易
經
》
上
說
：
「
有
志
於
匡
正
王
室
的
臣
子
剛
正
忠
直
，
不
是
為
了
自
身
的
緣
故
。
」
臣
子

之
所
以
要
剛
正
忠
直
，
迎
難
而
上
勸
諫
君
主
，
不
是
為
了
自
身
，
而
是
想
要
糾
正
君
主
的
過
錯
，

匡
正
君
主
的
過
失
。
君
主
有
過
失
，
就
是
危
亡
的
萌
芽
，
看
到
君
主
的
過
失
而
不
勸
諫
，
就
是

輕
視
君
主
的
危
亡
。
輕
視
君
主
的
危
亡
，
是
忠
臣
所
不
忍
心
做
的
。

　

『
易
経
』
に
あ
り
ま
し
た
。
「
王
室
を
正
そ
う
と
志
し
て
い
る
臣
下
は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
真
直

ぐ
で
曲
げ
る
こ
と
の
な
い
性
格
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
」
臣
下
が
真
直
ぐ
で
曲
げ
た
り
せ
ず
に
、
危
険
が

あ
る
と
知
り
な
が
ら
も
君
主
を
諌
め
る
の
は
、
自
分
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
君
主
の
過
ち
を
正
し
た

い
か
ら
で
す
。
君
主
に
過
ち
が
あ
る
と
、
危
険
な
滅
亡
が
芽
生
え
て
し
ま
い
ま
す
。
君
主
の
過
ち
を
見
て

い
な
が
ら
諌
め
な
い
の
は
、
君
主
の
滅
亡
の
危
機
を
軽
視
し
て
い
ま
す
。
君
主
の
滅
亡
の
危
機
を
軽
視
す

る
の
は
、
忠
臣
の
心
が
忍
び
ま
せ
ん
。

鈓	

子
路
問
事
君
。
子
曰
：
「
勿
欺
，
而
犯
之
。
」
事
君
之
道
，
義
不
可

欺
，
當
犯
顏
諫
爭
。

（
卷
九　

論
語
）

	

【
白
話
】�

子
路
問
事
奉
君
王
之
道
。
孔
子
說
：
「
必
須
不
欺
瞞
君
王
，
當
君
王
有
不
對
的
地
方
，
也
要
犯

顏
諫
諍
。
」

　

子
路
が
君
主
に
仕
え
る
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。
孔
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
君
主
を
欺
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
君
主
に
間
違
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
た
と
え
お
怒
り
を
買
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
諌
め
る
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こ
と
を
辞
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

䤞	
《
敬
之
》
，
群
臣
進
戒
嗣
王
彍

也
。
敬
鈫

之
敬
之
，
天
維
顯
𤊄

思
旔

，
命
不
易
哉
！
無
曰
高
高
在
上
，
陟
降
焩

厥
士
烄

，
日
監
在
茲
。
顯
，
光
也
。
監
，
視
也
。
群
臣
見
王
，
謀
即
政
之
事
。
故
因
此
時
戒
之
曰
：
敬
之
哉
！
敬
之
哉
！
天
乃
光
明
，
去
惡
與
善
，
其
命

吉
凶
，
不
變
易
也
。
無
謂
天
高
又
高
，
在
上
遠
人
而
不
畏
也
。
天
上
下
其
事
，
謂
轉
運
日
月
，
施
其
所
行
，
日
視
瞻
近
在
此
也
。

（
卷

三　

毛
詩
）

	

【
註
釋
】�

彍
嗣
王
：
繼
位
之
王
。
鈫
敬
：
通
「
警
」
。
警
惕
；
警
戒
。
𤊄
顯
：
明
；
光
明
。
旔
思
：
語
助
詞
。

焩
陟
降
（z

h
ì

／

治
）
：
升
降
，
上
下
。
陟
：
由
低
處
向
高
處
走
。
與
「
降
」
相
對
。
烄
士
：

同
「
事
」
。

	

【
白
話
】�

《
敬
之
》
一
詩
寫
的
是
群
臣
進
忠
言
以
戒
勉
即
將
繼
位
的
周
成
王
。
（
誡
勉
的
內
容
是
：
）
要

敬
慎
呀
，
要
敬
慎
呀
，
上
天
有
眼
是
那
樣
明
亮
呀
，
保
有
天
命
不
容
易
啊
！
不
要
說
上
天
高
高

在
上
，
上
天
運
行
日
月
，
行
使
自
己
的
職
責
，
明
察
一
切
，
天
天
監
視
著
我
們
。

　

「
敬
之
」
と
い
う
詩
は
、
間
も
な
く
即
位
す
る
周
の
成
王
に
対
し
て
、
群
臣
が
励
ま
し
と
し
て
進
呈
し

た
忠
言
で
す
。
（
そ
の
励
ま
し
の
内
容
と
は
、
）
「
慎
み
な
さ
い
。
慎
み
な
さ
い
。
天
の
目
は
あ
れ
ほ
ど

に
明
る
い
も
の
で
す
。
天
命
を
保
ち
続
け
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！　

空
は
高
い
か
ら
と

言
っ
て
、
油
断
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
天
は
月
日
の
運
行
を
司
り
、
そ
の
責
務
を
も
っ
て
全
て
を
明
察
し
、

私
た
ち
を
見
張
っ
て
い
る
の
で
す
」
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四
、
挙
賢
（
賢
能
者
を
推
薦
し
ま
す
）

鈨	
推
賢
讓
能
，
庶
官
乃
和
。
賢
能
相
讓
，
俊
乂
彍
在

官
，
所
以
和
諧
也
。

舉
能
其
官
，
惟
爾
之
能
；
稱
匪
鈫

其
人
，
惟
爾
弗
任
𤊄

。
所
舉
能
脩
其
官
，

惟
亦
汝
之
功
能

也
。
舉
非
其
人
，
惟
亦

汝
之
不
勝
其
任
也
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】
彍
俊
乂
（y

ì

／

乂
）
：
德
才
出
眾
的
人
。
鈫
匪
：
同
「
非
」
。
不
，
不
是
。
𤊄
任
：
指
勝
任
。

	

【
白
話
】�
互
相
推
賢
讓
能
，
百
官
就
會
和
諧
。
你
推
薦
了
賢
能
的
人
來
擔
任
官
職
，
這
便
是
你
的
賢
能
；

你
若
舉
用
了
不
能
勝
任
其
官
職
的
人
，
這
也
就
是
你
的
不
稱
職
。

　

互
い
に
有
能
な
者
を
推
薦
し
、
官
位
を
賢
人
に
譲
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
百
官
の
仲
は
睦
ま
じ
く
な
り

ま
し
ょ
う
。
も
し
有
能
な
者
を
官
職
に
推
薦
し
た
ら
、
こ
の
行
い
は
あ
な
た
の
賢
明
さ
と
能
力
に
繋
が
り

ま
す
。
も
し
そ
の
官
職
を
勤
め
ら
れ
な
い
者
を
推
薦
し
た
ら
、
あ
な
た
の
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

鉘	

鮑
叔
既
進
管
仲
，
以
身
下
之
。
子
孫
世
祿
於
齊
，
常
為
名
大
夫
。
世
不
多
彍

管
仲
之
賢
，
而
多
鮑
叔
能
知
人

也
。
（
卷
十
二　

史
記
下
）

	

【
註
釋
】
彍
多
：
稱
讚
；
重
視
。

	

【
白
話
】�

鮑
叔
牙
向
齊
桓
公
推
薦
了
管
仲
之
後
，
自
己
位
居
管
仲
之
下
。
鮑
叔
牙
的
子
孫
世
世
代
代
都
在

齊
國
享
受
俸
祿
，
有
許
多
成
為
齊
國
著
名
的
大
夫
。
天
下
人
不
稱
讚
管
仲
的
賢
德
，
而
稱
讚
鮑

叔
牙
能
夠
辨
識
、
舉
薦
賢
才
。
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鮑
叔
牙
は
斉
の
桓
公
に
管
仲
を
推
薦
し
た
後
、
管
仲
の
部
下
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
鮑
叔
牙
の
子
孫
は

世
代
を
超
え
て
長
い
間
、
斉
で
俸
禄
を
い
た
だ
き
、
有
名
な
士
大
夫
に
な
り
ま
し
た
。
世
の
人
々
は
管
仲

の
賢
明
さ
と
徳
性
を
褒
め
称
え
る
の
で
は
な
く
、
鮑
叔
牙
が
有
能
な
者
を
見
分
け
て
推
薦
で
き
る
の
を
賞

賛
し
ま
し
た
。

鉫	

夫
推
讓
之
風
息
，
爭
競
之
心
生
矣
。
孔
子
曰
：
「
上
興
讓
，
則
下
不
爭
。
」
明
讓
不
興
，
下
必
爭
也
。
推

讓
之
道
興
，
賢
能
之
人
，
日
見
推
舉
；
爭
競
之
心
生
，
賢
能
之
人
，
日
見
謗
毀
。
夫
爭
者
之
欲
自
先
，
甚

惡
彍

能
者
之
先
，
不
能
無
毀
鈫

也
。
（
卷
二
十
九　

晉
書
上
）

	

【
註
釋
】
彍
惡
（w

ù

／

惡
）
：
討
厭
，
憎
恨
。
鈫
毀
：
毀
謗
，
詆
毀
，
詈
罵
。

	

【
白
話
】
推
賢
讓
能
的
風
氣
消
失
，
競
爭
追
逐
名
利
的
心
就
生
出
來
了
。
孔
子
說
：
「
在
上
位
者
能
謙
讓
，

居
下
位
者
就
不
爭
奪
。
」
表
明
謙
讓
之
風
如
果
不
興
，
百
姓
就
必
然
要
互
相
爭
奪
。
如
果
謙
讓
之
道
興
起
，

賢
能
的
人
就
會
一
天
天
被
舉
薦
上
來
；
競
爭
、
追
逐
名
利
之
心
生
起
，
賢
能
的
人
就
一
天
天
遭
受
到
毀
謗
。

這
是
由
於
競
爭
者
受
欲
望
的
驅
使
想
讓
自
己
居
先
，
就
嫉
恨
比
自
己
有
賢
能
的
人
居
先
，
所
以
不
能
不
毀

謗
賢
者
。

　

賢
人
を
推
薦
し
、
有
能
な
者
に
職
位
を
譲
る
風
潮
が
消
え
る
と
、
名
利
を
追
い
求
め
て
競
い
合
う
心
は

生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
上
位
に
い
る
者
が
謙
虚
に
譲
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

下
位
に
い
る
者
は
争
っ
て
奪
い
合
っ
た
り
し
ま
せ
ん
」
謙
譲
す
る
風
潮
が
興
ら
な
い
と
、
民
は
必
ず
奪
い
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合
い
ま
す
。
も
し
謙
譲
の
風
潮
が
興
れ
ば
、
有
能
な
賢
人
は
日
に
日
に
推
薦
さ
れ
て
き
ま
す
。
も
し
名
利

を
追
い
求
め
て
競
争
す
る
心
が
生
ま
れ
る
と
、
有
能
な
賢
人
は
日
に
日
に
謗
り
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

何
故
な
ら
、
競
争
者
は
欲
望
に
駆
ら
れ
て
自
分
を
優
位
に
立
た
せ
よ
う
と
考
え
て
、
自
分
よ
り
高
位
に
い

る
有
能
な
賢
人
の
こ
と
を
恨
み
、
謗
る
の
で
す
。

銱	

夫
舉
無
他
，
唯
善
所
在
，
親
疏
一
也
。
（
卷
六　

春
秋
左
氏
傳
下
）

	

【
白
話
】
舉
薦
人
才
沒
有
別
的
標
準
，
只
要
是
賢
能
的
人
，
無
論
關
係
親
疏
，
一
視
同
仁
。

　

人
材
を
推
薦
す
る
に
は
他
の
標
準
が
あ
り
ま
せ
ん
。
有
能
な
賢
人
で
い
れ
ば
、
関
係
の
親
し
さ
問
わ
ず

に
、
平
等
に
採
用
し
て
接
す
る
の
で
す
。

銮	

凡
人
各
賢
彍

其
所
悅
，
而
悅
其
所
快
。
世
莫
不
舉
賢
，
賢
其
所
悅
者
，
而
悅
其
所
行
之
快
性
（
其
所
行
之
快
性
，
作
其

性
之
所
快
）
，
（
凡
）
人
無
不
舉
與
己
同
者
，
以
為
賢
也
。

或
以
治
，
或

以
亂
，
非
自
遁
也
，
求
同
于
己
者
。
遁
，

失
。

己
未
必
賢
，
而
求
與
己
同
者
也
，
而
欲
得
賢
，
亦
不
幾
矣
！
幾
，
近

也
。

（
卷

四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】
彍
賢
：
動
詞
。
意
謂
認
為
是
好
的
。
下
文
諸
「
賢
」
則
指
賢
人
。

	

【
白
話
】�

人
們
都
認
為
自
己
喜
歡
的
就
是
賢
才
，
而
所
喜
歡
的
又
是
自
己
感
到
痛
快
的
行
為
。
世
人
沒
有

不
舉
薦
賢
者
的
，
可
是
有
的
因
此
達
到
國
家
的
治
平
，
有
的
卻
導
致
了
國
家
的
混
亂
，
這
不
是

他
們
自
己
故
意
舉
薦
有
失
，
而
是
因
為
其
訪
求
的
是
和
自
己
一
類
的
人
。
自
己
未
必
是
賢
能
之
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人
，
卻
訪
求
和
自
己
一
類
的
人
，
而
又
希
望
得
到
（
真
正
的
）
賢
才
，
那
便
相
去
甚
遠
了
！

　

人
々
は
自
分
の
好
き
な
者
こ
そ
賢
人
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
好
き
に
な
る
の
は
、
自
分
が
心
地

よ
い
と
感
じ
る
こ
と
で
す
。
世
の
中
の
人
々
は
皆
賢
人
を
推
薦
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
平
安
に
な
る
国

家
が
あ
れ
ば
、
混
乱
に
な
る
国
家
も
あ
り
ま
す
。
自
ら
わ
ざ
と
間
違
っ
た
推
薦
を
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
人
間
を
求
め
て
い
た
か
ら
で
す
。
自
分
は
必
ず
し
も
有
能
な
者
で
は
な

い
の
に
、
自
分
と
同
じ
人
間
を
求
め
て
（
本
物
の
）
賢
人
を
得
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
到
底
叶
わ
な
い
こ
と

で
す
！
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参
、
貴
德 

（
徳
を
崇
め
ま
す
）

	
一
、
尚
道
（
道
を
尊
び
ま
す
）

銿	

文
子
問
「
道
」
。
老
子
曰
：
「
夫
道
者
，
小
行
之
小
得
福
，
大
行
之
大
得
福
，
盡
行
之
天
下
服
。
」
（
卷

三
十
五　

文
子
）

	

【
白
話
】�

文
子
向
老
子
請
教
「
道
」
。
老
子
回
答
說
：
「
關
於
『
道
』
，
小
小
地
實
行
便
會
得
到
小
福
；

廣
泛
地
實
行
便
會
得
到
大
福
；
完
全
按
『
道
』
行
事
，
全
天
下
的
人
都
會
歸
服
。
」

　

文
子
は
「
道
」
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。
老
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
『
道
』
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ほ

ん
の
少
し
実
行
し
た
と
し
て
も
、
さ
さ
や
か
な
福
を
得
ら
れ
ま
す
。
も
し
広
く
実
行
し
て
い
た
ら
、
大
い

な
る
福
を
得
ら
れ
ま
す
。
完
全
に
『
道
』
に
従
っ
て
事
を
行
え
ば
、
天
下
の
人
々
は
帰
服
し
て
く
れ
ま
す
」

鋣	

國
之
所
以
存
者
，
得
道
也
；
所
以
亡
者
，
理
塞
彍

也
。
故
得
生
（
生
疑

存

）
道
者
，
雖
小
必
大
；
有
亡
徵
鈫

者
，

雖
成
必
敗
。
國
之
亡
也
，
大
不
足
恃
𤊄

；
道
之
行
也
，
小
不
可
輕
旔

。
故
存
在
得
道
，
不
在
於
小
；
亡
在
失
道
，

不
在
於
大
。
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
理
塞
：
謂
不
行
仁
義
之
道
。
理
：
道
。
鈫
徵
：
跡
象
，
預
兆
。
𤊄
恃
：
依
賴
；
憑
藉
。
旔
輕
：

輕
視
。

	

【
白
話
】�

國
家
能
夠
延
續
下
來
的
原
因
，
是
由
於
遵
循
了
符
合
道
義
的
治
國
之
道
；
國
家
之
所
以
滅
亡
的
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原
因
，
是
由
於
不
行
仁
義
之
道
。
因
此
，
得
到
國
家
長
存
之
道
，
雖
然
是
小
國
也
可
以
發
展
壯

大
；
有
滅
亡
的
跡
象
，
雖
然
是
強
盛
的
大
國
也
必
定
會
失
敗
。
國
家
要
滅
亡
，
即
使
強
大
也
不

足
依
靠
；
治
國
之
道
得
以
實
行
，
即
使
小
國
也
不
可
輕
視
。
所
以
國
家
長
存
的
原
因
在
於
得
道
，

而
不
在
於
國
家
弱
小
；
國
家
滅
亡
的
原
因
在
於
失
道
，
而
不
在
於
國
家
強
大
。

　

国
が
持
続
で
き
る
の
は
、
道
義
に
一
致
す
る
治
国
の
道
に
従
っ
た
か
ら
で
す
。
国
が
滅
亡
し
て
し
ま
う

の
は
、
仁
義
の
道
に
背
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
長
く
あ
り
続
け
る
方
法
を
得
た
国
は
た
と
え
小

国
で
も
、
壮
大
に
発
展
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
も
し
滅
亡
の
兆
し
が
あ
る
と
、
た
と
え
強
盛
な
大
国
で

も
、
必
ず
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
す
。
国
が
滅
亡
す
る
時
は
、
た
と
え
強
大
そ
う
に
見
え
て
も
、
頼
り
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
治
国
の
道
を
実
践
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
た
と
小
さ
な
国
で
も
油
断
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
が
長
く
あ
り
続
け
ら
れ
る
原
因
は
治
国
の
道
を
得
る
こ
と
に
あ
り
、
国
の
小
さ
さ
と
弱
さ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
が
滅
亡
し
て
し
ま
う
原
因
は
治
国
の
道
に
背
い
た
か
ら
で
あ
り
、
国
の
強
大
さ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

鋫	

桀
紂
行
惡
，
受
天
之
罰
；
禹
湯
積
德
彍

，
以
王
天
下
。
因
此
觀
之
，
天
德
無
私
親
，
順
之
和
鈫

起
，
逆
之
害
生
。

此
天
文
地
理
人
事
之
紀
也
。
（
卷
十
八　

漢
書
六
）

	

【
註
釋
】�

彍
積
德
：
指
積
累
仁
政
或
善
行
。
鈫
和
：
王
念
孫
先
生
認
為
是
「
利
」
字
書
寫
之
誤
。
他
說
：

「
『
和
』
當
為
『
利
』
，
草
書
之
誤
也
。
順
逆
、
利
害
，
皆
對
文
，
若
作
『
和
』
，
則
與
「
害
』
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不
相
對
矣
。
《
漢
紀
》
作
『
和
』
，
亦
後
人
以
誤
本
漢
書
改
之
。
《
文
選
》
永
明
十
一
年
策
秀

才
文
註
，
引
此
正
作
『
利
』
。
」

	
【
白
話
】�

夏
桀
和
商
紂
作
惡
，
受
到
上
天
的
懲
罰
；
夏
禹
和
商
湯
積
德
，
因
仁
義
受
百
姓
擁
護
而
稱
王
。

由
此
來
看
，
上
天
的
恩
德
是
沒
有
偏
私
偏
愛
的
。
順
應
天
道
，
利
益
就
會
興
起
；
違
背
天
道
，

禍
害
就
會
發
生
。
這
就
是
天
文
地
理
人
事
的
準
則
啊
！

　

夏
の
桀
と
商
の
紂
は
悪
事
を
し
た
か
ら
、
天
か
ら
罰
せ
ら
れ
ま
し
た
。
夏
の
禹
と
商
の
湯
は
徳
を
積
ん

だ
か
ら
、
仁
義
を
も
っ
て
民
か
ら
擁
護
さ
れ
て
王
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
天
の

恩
恵
と
徳
に
は
贔
屓
や
偏
愛
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天
の
道
に
従
っ
て
い
れ
ば
、
利
益
は
興
り
ま
す
。
天
の
道

に
背
い
て
い
る
と
、
禍
は
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
天
文
地
理
と
人
事
の
準
則
で
す
ぞ
！

鋳	

人
之
情
，
欲
壽
而
惡
夭
，
欲
安
而
惡
危
，
欲
榮
而
惡
辱
，
欲
逸
而
惡
勞
。
四
欲
得
，
四
惡
除
，
則
心
適
矣
。

四
欲
之
得
也
，
在
於
勝
理
彍

；
勝
理
以
治
身
，
則
生
全
鈫

矣
，
生
全
則
壽
長
矣
。
勝
理
以
治
國
，
則
法
立
矣
，

法
立
則
天
下
服
。
服
於
理

也
。

故
適
心
之
務
，
在
勝
理
。
（
卷
三
十
九　

呂
氏
春
秋
）

	

【
註
釋
】
彍
勝
理
：
依
循
事
理
。
勝
等
於
「
任
」
。
鈫
生
全
：
保
全
生
命
。

	

【
白
話
】�

人
的
常
情
都
是
希
望
長
壽
而
厭
惡
夭
折
，
希
望
平
安
而
厭
惡
危
險
，
希
望
榮
耀
而
厭
惡
屈
辱
，

希
望
安
逸
而
厭
惡
勞
累
。
以
上
四
種
願
望
能
實
現
，
四
種
厭
惡
能
消
除
，
心
情
就
會
安
適
了
。

四
種
願
望
的
實
現
，
在
於
依
循
事
理
；
依
循
事
理
來
修
身
養
性
，
生
命
的
本
性
就
得
以
保
全
；

生
命
的
本
性
得
以
保
全
，
那
就
能
享
有
長
壽
了
。
依
據
事
理
來
治
理
國
家
，
那
麼
法
度
就
能
建
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立
起
來
；
建
立
了
法
度
，
則
天
下
之
人
就
會
順
服
。
所
以
使
心
情
安
適
的
關
鍵
在
於
依
循
事
理
。

　

人
の
常
は
長
寿
で
い
る
こ
と
を
望
み
、
夭
折
す
る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
。
ま
た
平
安
で
い
る
こ
と
を
望
み
、

危
険
を
嫌
い
ま
す
。
栄
耀
を
望
み
、
屈
辱
を
嫌
い
ま
す
。
そ
し
て
安
逸
を
望
み
、
疲
労
を
嫌
い
ま
す
。
こ

れ
ら
四
つ
の
願
い
が
実
現
す
る
と
、
四
つ
の
嫌
悪
は
消
え
、
心
も
安
ら
ぎ
ま
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
願
い
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
事
の
理
に
従
う
こ
と
で
す
。
事
の
理
に
従
っ
て
心
身
を
修
養
す
れ
ば
、
天
性
は
守

ら
れ
ま
す
。
天
性
が
守
ら
れ
る
と
、
長
寿
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
の
理
に
従
っ
て
国
を
治
め
る
と
、
法

律
と
制
度
は
打
ち
立
て
ら
れ
ま
す
。
法
律
と
制
度
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
と
、
天
下
の
人
々
は
信
服
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
心
を
安
ら
げ
る
鍵
は
事
の
理
に
従
う
こ
と
で
す
。

鋴	

妖
彍

由
人
興
也
。
人
無
釁
鈫

焉
，
妖
不
自
作
。
人
棄
常
，
則
妖
興
。
（
後
補
卷
四　

春
秋
左
氏
傳
上
）

	

【
註
釋
】
彍
妖
：
指
反
常
、
怪
異
的
事
物
。
鈫
釁
（x

ì
n

／

釁
）
：
過
失
，
罪
過
，
缺
陷
。

	

【
白
話
】�

（
申
繻
回
答
魯
莊
公
說
：
）
反
常
怪
異
之
事
物
的
產
生
是
由
於
人
造
成
的
。
人
若
自
己
沒
有
罪
過
，

反
常
怪
異
之
事
物
不
能
自
己
興
起
。
人
丟
棄
了
常
道
，
反
常
怪
異
之
事
物
就
會
產
生
。

　

（
魯
莊
公
に
答
え
て
、
申
繻
は
言
い
ま
し
た
。
）
普
通
で
は
な
い
怪
異
な
こ
と
が
起
こ
る
の
は
人
の
せ

い
で
す
。
も
し
人
に
罪
や
過
ち
が
な
い
と
、
普
通
で
は
な
い
怪
異
な
こ
と
は
自
ら
起
こ
せ
ま
せ
ん
。
人
が

常
道
を
捨
て
た
か
ら
、
普
通
で
は
な
い
怪
異
な
こ
と
が
起
こ
る
の
で
す
。
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鋽	

無
惻
隱
彍

之
心
，
非
人
也
；
無
羞
惡
之
心
，
非
人
也
；
無
辭
讓
之
心
，
非
人
也
；
無
是
非
之
心
，
非
人
也
。

言
無
此
四
者
，
當
若
禽

獸
，
非
人
之
心
也
。

惻
隱
之
心
，
仁
之
端
鈫

也
；
羞
惡
之
心
，
義
之
端
也
；
辭
讓
之
心
，
禮
之
端
也
；
是
非
之
心
，

智
之
端
也
。
端
者
，

首
也
。

人
之
有
是
四
端
也
，
猶
其
有
四
體
也
。
有
是
四
端
，
而
自
謂
不
能
者
，
自
賊
者
也
；
自
賊
害

其
性
，

使
為
不

善
。

謂
其
君
不
能
者
，
賊
其
君
者
也
。
謂
其
君
不
能
為
善
，
而
不
匡
正

者
，
賊
其
君
使
陷
惡
者
也
。

（
卷
三
十
七　

孟
子
）

	

【
註
釋
】
彍
惻
隱
：
同
情
，
憐
憫
。
鈫
端
：
開
端
，
開
始
。

	

【
白
話
】�

如
果
一
個
人
沒
有
同
情
憐
憫
的
心
，
就
不
能
算
作
是
人
；
對
惡
行
沒
有
羞
恥
厭
惡
之
心
，
就
不

能
算
作
是
人
；
沒
有
謙
遜
謙
讓
的
心
，
就
不
能
算
作
是
人
；
沒
有
明
辨
是
非
的
心
，
就
不
能
算

作
是
人
。
同
情
憐
憫
心
是
仁
的
開
端
；
羞
恥
厭
惡
心
是
義
的
開
端
；
謙
遜
謙
讓
心
是
禮
的
開
端
；

辨
別
是
非
心
是
智
的
開
端
。
人
有
這
四
個
善
良
的
開
端
，
如
同
人
有
四
肢
一
樣
，
都
是
生
來
便

具
備
的
。
有
這
四
個
善
良
的
開
端
，
而
認
為
自
己
不
能
行
善
，
就
是
賊
害
自
己
本
善
的
天
性
，

自
暴
自
棄
；
作
為
臣
子
，
認
為
自
己
的
君
王
不
能
行
善
，
不
勸
諫
君
王
改
正
，
就
是
賊
害
自
己

的
國
君
，
陷
國
君
於
不
義
。

　

も
し
他
人
を
憐
憫
す
る
同
情
心
が
な
い
と
、
そ
の
者
は
人
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
も
し
悪
行
を
嫌
悪
す
る

羞
恥
心
が
な
い
と
、
そ
の
者
は
人
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
も
し
謙
遜
に
譲
る
心
が
な
い
と
、
そ
の
者
は
人
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
も
し
是
非
を
分
別
す
る
心
が
な
い
と
、
そ
の
者
は
人
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
憐
憫
す
る
同

情
心
は
仁
の
始
ま
り
で
す
。
嫌
悪
す
る
羞
恥
心
は
義
の
始
ま
り
で
す
。
謙
遜
に
譲
る
心
は
礼
の
始
ま
り
で
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す
。
是
非
を
分
別
す
る
心
は
智
の
始
ま
り
で
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
善
良
さ
は
ま
る
で
人
に
四
肢
が
あ
る
よ

う
に
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
善
良
さ
の
始
ま
り
を
持
っ
て
い
る
の

に
、
自
分
が
善
行
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
の
は
、
自
分
の
善
良
な
本
性
を
害
す
る
自
暴
自
棄

の
行
為
で
す
。
臣
下
と
し
て
、
自
分
の
君
主
に
善
行
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
諌
め
な
い
の
は
、

自
分
の
君
主
を
不
義
に
陥
れ
て
害
す
る
行
為
で
す
。

鍃	

昔
者
聖
人
之
作
《
易
》
也
，
將
以
順
性
命
之
理
也
。
是
以
立
天
之
道
，
曰
陰
與
陽
。
立
地
之
道
，
曰
柔
與
剛
。

立
人
之
道
，
曰
仁
與
義
。
（
卷
一　

周
易
）

	

【
白
話
】�

以
前
聖
人
畫
卦
作
《
易
經
》
，
是
順
應
著
大
自
然
的
規
律
而
作
的
。
（
六
十
四
卦
，
每
一
卦
有

六
個
爻
，
六
爻
裡
面
包
含
天
、
地
、
人
三
才
，
第
一
爻
、
二
爻
代
表
地
，
三
爻
、
四
爻
代
表
人
，

五
爻
、
六
爻
代
表
天
。
爻
的
位
置
定
下
後
，
天
、
地
、
人
三
者
都
有
各
自
的
道
。
）
立
天
之
道
，

是
陰
與
陽
（
第
五
爻
為
陽
，
最
上
一
爻
為
陰
）
。
立
地
之
道
，
是
柔
與
剛
（
初
爻
為
陽
，
為
剛
；

第
二
爻
為
陰
，
為
柔
）
。
立
人
之
道
，
是
仁
與
義
（
第
三
爻
為
陽
，
為
義
；
第
四
爻
為
陰
，
為
仁
）
。

（
人
生
長
在
天
地
之
間
，
應
具
備
天
地
陰
陽
剛
柔
的
德
，
表
現
出
來
就
是
仁
義
。
）

　

昔
の
聖
人
は
卦
を
書
い
て
『
易
経
』
を
作
り
ま
し
た
が
、
大
自
然
の
規
律
に
沿
っ
て
考
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。
（
六
十
四
の
卦
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
卦
に
は
六
つ
の
爻
が
あ
り
ま
す
が
、
六
つ
の
爻
は
天
、
地
、

人
の
三
才
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
第
一
、
第
二
の
爻
は
地
を
表
し
ま
す
。
第
三
、
第
四
の
爻
は
人
を
表
し
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ま
す
。
そ
し
て
第
五
、
第
六
の
爻
は
天
を
表
し
ま
す
。
爻
の
位
置
が
決
ま
る
と
、
天
、
地
、
人
そ
れ
ぞ
れ

に
守
る
べ
き
道
が
決
ま
る
の
で
す
。
）
天
を
立
て
る
道
は
、
陰
と
陽
で
す
。
（
第
五
の
爻
は
陽
、
第
六
の

爻
は
陰
で
す
。
）
地
を
立
て
る
道
は
、
柔
と
剛
で
す
（
初
の
爻
は
陽
、
す
な
わ
ち
剛
で
す
。
第
二
の
爻
は
陰
、

す
な
わ
ち
柔
で
す
。
）
人
を
立
て
る
道
は
、
仁
と
義
で
す
。
（
第
三
の
爻
は
陽
、
す
な
わ
ち
義
で
す
。
第

四
の
爻
は
陰
、
す
な
わ
ち
仁
で
す
。
）
（
人
は
天
地
の
間
に
て
生
長
し
、
天
地
の
陰
陽
と
剛
柔
の
徳
を
兼

ね
備
え
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
実
践
こ
そ
、
仁
義
と
な
っ
て
現
れ
る
も
の
で
す
。
）

101	

君
臣
父
子
，
上
下
長
幼
，
貴
賤
親
疏
，
皆
得
其
分
曰
治
。
愛
得
分
曰
仁
，
施
得
分
曰
義
，
慮
得
分
曰
智
，

動
得
分
曰
適
彍

，
言
得
分
曰
信
。
皆
得
其
分
而
後
為
成
人
。
（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	

【
註
釋
】
彍
適
：
恰
當
，
得
當
。
這
裡
指
行
為
合
度
，
相
當
於
「
禮
」
。

	

【
白
話
】�

君
臣
、
父
子
、
上
下
、
長
幼
、
貴
賤
、
親
疏
都
合
於
本
分
，
就
稱
作
「
治
」
。
愛
心
切
合
自
己

的
本
分
叫
做
仁
，
施
捨
切
合
自
己
的
本
分
叫
做
義
，
思
謀
切
合
自
己
的
本
分
叫
做
智
，
行
動
切

合
自
己
的
本
分
叫
做
適
，
言
論
切
合
自
己
的
本
分
叫
做
信
。
各
方
面
都
切
合
自
己
的
本
分
，
然

後
才
稱
得
上
是
「
成
人
」
。

　

君
臣
、
父
子
、
上
下
、
長
幼
、
貴
賎
、
親
疎
な
ど
全
て
が
本
分
に
見
合
っ
て
い
れ
ば
、
「
治
」
と
言
え

ま
す
。
自
分
の
本
分
に
見
合
う
だ
け
の
愛
は
「
仁
」
と
言
え
ま
す
。
自
分
の
本
分
に
見
合
う
だ
け
の
施
し

は
「
義
」
と
言
え
ま
す
。
自
分
の
本
分
に
見
合
う
だ
け
の
謀
略
は
「
智
」
と
言
え
ま
す
。
自
分
の
本
分
に
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見
合
う
だ
け
の
行
動
は
「
適
」
と
言
え
ま
す
。
自
分
の
本
分
に
見
合
う
だ
け
の
言
論
は
「
信
」
と
言
え
ま

す
。
様
々
な
方
面
に
お
い
て
自
分
の
本
分
に
見
合
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
「
成
人
」
と
呼
べ
ま
す
。

102	

夫
天
地
至
神
彍

也
，
而
有
尊
卑
先
後
之
序
，
而
況
人
道
乎
！
明
夫
尊
卑
先
後
之
序
，
固

有
物
之
所
不
能
無
也
。

宗
廟
鈫

尚
𤊄

親
，
朝
廷
尚
尊
，
鄉

黨
旔

尚
齒
，
行
事
焩

尚
賢
，
大
道
之
序
也
。
言
非
但
人
倫

之
所
尚
也
。

（
卷
三
十
七　

莊
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
至
神
：
猶
至
道
，
道
家
多
指
最
玄
妙
精
深
的
道
理
。
鈫
宗
廟
：
古
代
帝
王
、
諸
侯
祭
祀
祖
宗
的

廟
宇
。
𤊄
尚
：
尊
崇
，
重
視
。
旔
鄉
黨
：
泛
稱
家
鄉
。
周
制
，
一
萬
二
千
五
百
家
為
鄉
，
五
百

家
為
黨
。
焩
行
事
：
行
為
，
事
蹟
。

	

【
白
話
】�

天
地
是
最
神
聖
玄
妙
的
，
尚
且
存
在
尊
卑
、
先
後
的
秩
序
，
何
況
是
人
呢
！
宗
廟
尊
重
親
族
，

朝
廷
敬
重
尊
長
，
鄉
里
尊
重
老
人
，
辦
事
尊
重
賢
能
，
這
是
天
地
大
道
所
體
現
的
秩
序
。

　

最
も
神
聖
に
し
て
玄
妙
な
天
地
に
し
て
も
、
ま
だ
尊
卑
、
前
後
の
秩
序
が
あ
る
の
に
、
人
の
世
界
は
尚

更
で
す
！
宗
廟
は
親
族
を
尊
重
し
、
朝
廷
は
尊
い
長
老
た
ち
を
敬
重
し
ま
す
。
故
里
で
は
年
配
の
者
を
尊

重
し
、
物
事
の
進
行
上
で
は
有
能
な
賢
人
を
尊
重
し
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
天
地
の
大
道
を
体
現
し
て
い
る
秩

序
で
す
。

103	

天
地
之
道
，
貞
觀
彍

者
也
。
明
夫
天
地
萬
物
，
莫
不

保
其
貞
以
全
其
用
也
。

日
月
之
道
，
貞
明
鈫

者
也
。
天
下
之
動
，
貞
夫
一
者
也
。
（
卷
一

　

周
易
）
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【
註
釋
】�

彍
貞
觀
：
指
守
正
則
被
人
崇
敬
瞻
仰
。
貞
：
正
，
常
。
鈫
貞
明
：
謂
日
月
能
固
守
其
運
行
規
律

而
常
明
。

	
【
白
話
】�

天
地
為
我
們
表
演
出
來
的
道
理
是
，
公
正
平
等
的
覆
蓋
照
顧
、
滋
養
承
載
萬
物
，
天
地
因
為
能

夠
守
持
正
道
，
平
等
無
私
地
對
待
萬
物
，
所
以
受
到
人
們
的
尊
敬
瞻
仰
。
日
月
為
我
們
表
演
出

來
的
道
理
是
公
正
平
等
的
照
耀
萬
物
，
因
為
能
平
等
如
一
的
照
耀
萬
物
，
才
能
給
這
個
世
界
帶

來
普
遍
的
光
明
。
天
下
一
切
動
作
營
為
，
都
是
歸
於
端
正
專
一
，
精
誠
無
欲
，
才
能
有
所
成
就
。

　

天
地
が
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
た
理
は
、
万
物
を
公
正
か
つ
平
等
に
世
話
を
し
て
守
る
こ
と
で
す
。
私

欲
の
な
い
天
地
は
正
道
を
守
っ
て
、
平
等
に
萬
物
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ

て
慕
わ
れ
る
の
で
す
。
日
月
が
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
た
理
は
、
万
物
を
公
正
に
し
て
平
等
に
照
ら
し
て

い
る
か
ら
、
こ
の
世
に
光
を
遍
く
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
天
下
の
全
て
の
行
い
は
、

正
し
く
雑
念
の
な
い
も
の
こ
そ
、
誠
実
に
し
て
欲
の
な
い
状
態
を
保
ち
、
素
晴
ら
し
い
成
就
を
成
し
遂
げ

ら
れ
る
の
で
す
。

104	

子
曰
：
「
履
，
德
之
基
也
。
基
所
蹈

也
。

謙
，
德
之
柄
也
。
復
，
德
之
本
也
。
恆
，
德
之
固
也
。
固
不
傾

移
也
。

損
，
德
之
修
也
。

益
，
德
之
裕
也
。
能
益
物
者
，
其

德
寬
大
也
。

困
，
德
之
辯
彍

也
。
」
困
而
益

明
。

（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】
彍
辯
：
通
「
辨
」
。
辨
別
；
區
分
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
道
：
「
履
卦
，
天
在
上
，
澤
在
下
，
上
下
有
分
，
尊
卑
有
序
，
這
就
是
履
踐
禮
，
所
以

履
是
德
行
的
初
基
。
謙
卦
，
山
在
地
下
，
有
禮
讓
的
意
思
，
是
德
的
柯
柄
，
必
須
一
直
持
著
，
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不
可
以
忘
失
。
復
卦
，
修
養
德
行
以
恢
復
明
德
為
根
本
，
所
以
復
為
德
之
本
。
恆
卦
，
修
養
德
行
，

能
夠
堅
守
道
德
，
始
終
不
變
，
所
以
恆
是
德
之
固
。
損
卦
，
能
夠
懲
止
瞋
心
，
窒
塞
貪
欲
，
就

是
在
修
養
德
行
，
所
以
損
是
德
之
修
。
益
卦
，
君
子
能
夠
遷
善
改
過
，
德
行
就
會
愈
來
愈
充
裕
，

所
以
益
是
德
之
裕
。
困
卦
，
坎
險
在
下
，
兌
悅
在
上
，
遭
遇
險
阻
困
頓
的
時
候
，
能
夠
辨
別
怎

麼
做
才
是
符
合
道
德
的
，
經
得
起
考
驗
，
最
終
能
以
和
悅
的
心
態
克
服
困
難
，
所
以
困
是
德
之

辨
。
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
履
の
卦
と
は
、
天
が
上
に
あ
り
、
沢
は
下
に
あ
り
ま
す
。
上
下
に
分
か
れ

て
、
尊
卑
の
秩
序
を
示
し
て
い
る
こ
の
卦
は
履
践
の
礼
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
履
と
は
徳
性

の
基
礎
だ
と
言
え
ま
す
。
謙
の
卦
と
は
、
山
は
地
面
に
あ
り
、
謙
譲
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
徳
性

の
根
本
で
あ
り
、
忘
れ
ず
に
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
る
べ
き
で
す
。
復
の
卦
と
は
、
徳
性
を
修
め
て
本
来

の
明
徳
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
復
は
徳
性
の
根
本
に
な
り
ま
す
。
恒
の
卦
と
は
、
徳

性
を
修
め
る
時
、
道
徳
を
堅
守
し
、
終
始
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
恒
は
徳
性
の
固
め
で

す
。
損
の
卦
と
は
、
慢
心
を
懲
戒
し
、
貪
欲
を
抑
止
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
損
は
徳
性
の
修
め
で
す
。

益
の
卦
と
は
、
君
子
が
ま
す
ま
す
善
行
に
精
を
出
し
て
、
過
ち
を
改
め
る
こ
と
で
す
。
徳
性
は
ま
す
ま
す

豊
か
に
な
れ
ま
す
か
ら
、
益
は
徳
性
の
豊
か
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。
困
の
卦
と
は
、
下
に
坎
險
が
あ
り
、

上
に
兌
悅
が
あ
り
ま
す
。
険
し
い
困
り
事
に
出
く
わ
し
た
時
、
ど
う
す
れ
ば
道
徳
の
道
に
沿
っ
て
い
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
試
練
を
乗
り
越
え
て
、
最
終
的
に
和
や
か
な
気
持
ち
で
困
難
を
解
決
で

き
る
か
ら
、
困
は
徳
性
を
分
別
す
る
方
法
で
す
」



参、貴德（徳を崇めます）

100

群
書
治
要
360

3

一
、
尚
道
（
道
を
尊
び
ま
す
）

105	

隨
。
《
象
》
曰
：
澤
中
有
雷
，
隨
。
君
子
以
向
晦
彍

入
宴
息
鈫

。
澤
中
有
雷
，
動
悅
之
象
也
。
物
皆
悅
隨
，
可
以

無
為
，
不
勞
明
監
。
故
君
子
向
晦
入
宴
息
也
。
（
卷
一　

周
易
）

	
【
註
釋
】
彍
向
晦
：
傍
晚
，
天
將
黑
。
向
：
面
臨
；
將
近
。
晦
：
晚
上
，
夜
。
鈫
宴
息
：
休
息
。

	
【
白
話
】�

隨
卦
的
《
象
傳
》
說
：
澤
中
有
雷
，
便
是
隨
卦
的
現
象
。
君
子
效
法
它
的
精
神
（
隨
自
然
規
律

而
運
作
，
言
語
、
行
為
使
人
民
悅
服
，
人
民
對
君
子
的
德
行
既
仰
慕
又
願
意
向
他
學
習
，
因
而

君
子
可
以
無
為
而
治
，
不
必
任
何
事
都
親
自
過
問
）
，
臨
近
黃
昏
時
便
入
室
休
息
。

　

随
の
卦
は
『
象
伝
』
に
よ
る
と
、
「
沢
の
中
に
雷
が
あ
る
の
は
、
随
の
卦
の
現
れ
で
す
。
君
子
は
そ
の

精
神
を
見
習
い
ま
す
。
（
自
然
の
規
律
に
従
っ
て
過
ご
し
て
い
る
か
ら
、
君
子
の
言
語
も
行
為
も
、
民
に

と
っ
て
喜
ん
で
服
従
で
き
る
も
の
で
す
。
民
は
君
子
の
徳
性
と
行
為
を
慕
い
で
見
習
い
た
い
か
ら
、
君
子

は
特
に
何
も
し
な
く
て
も
、
何
も
自
ら
気
に
し
な
く
て
も
万
事
を
治
め
ら
れ
ま
す
。
）
夕
暮
れ
が
近
づ
く

と
、
部
屋
に
入
っ
て
休
み
ま
す
」

106	

為
道
者
日
損
，
損
，
華

偽
也
。

損
之
又
損
之
，
以
至
於
無
彍

為
，
無
為
而
無
不
為
也
。
華
去
而
朴
全
，
則

雖
為
而
非
為
也
。

天
地
有
大
美
鈫

而
不
言
，

四
時
有
明
法
而
不
議
，
萬
物
有
成
理
而
不
說
。
此
孔
子
之
所
云
：

予
欲
無
言
。

至
人
無
為
，
任
其
自
為

而
已
。

大
聖
不
作
，
唯
因
任

也
。

觀
於
天
地

之
謂
也
。
觀
其
形
容
，
象
其
物

宜
，
與
天
地
無
異
者
。

（
卷
三
十
七　

莊
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
無
為
：
並
非
無
所
作
為
，
而
是
按
「
道
」
行
事
，
不
隨
個
人
習
性
或
主
觀
想
法
胡
作
妄
為
。

鈫
大
美
：
謂
大
功
德
、
大
功
業
。

	

【
白
話
】�

修
養
道
德
的
人
，
一
天
天
減
少
貪
求
詐
偽
的
習
氣
，
減
少
再
減
少
，
最
後
達
到
「
無
為
」
的
境
界
。

「
無
為
」
因
而
「
無
不
為
」
。
天
地
具
備
最
大
的
美
德
卻
不
言
語
，
四
季
有
明
顯
的
規
律
而
不
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一
、
尚
道
（
道
を
尊
び
ま
す
）

議
論
，
萬
物
有
固
定
的
規
律
卻
不
稱
說
。
得
道
的
至
人
順
應
宇
宙
人
生
的
規
律
，
偉
大
的
聖
人

從
不
隨
己
意
行
動
，
這
就
是
他
們
觀
察
天
地
萬
物
，
效
法
天
地
自
然
的
緣
故
。

　

道
徳
を
修
め
る
者
は
、
貪
欲
で
偽
り
を
言
う
悪
い
習
慣
を
日
に
日
に
減
ら
し
ま
す
。
減
ら
し
に
減
ら
し

て
、
最
後
に
は
「
無
為
」
の
境
地
に
至
り
ま
す
。
「
無
為
」
で
す
か
ら
、
「
為
さ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」
。
天
地
で
最
も
大
き
な
美
徳
を
備
え
て
い
な
が
ら
、
語
り
ま
せ
ん
。
四
季
に
は
明
ら
か
な
規
律
が
あ

る
の
に
、
議
論
し
ま
せ
ん
。
万
物
に
は
一
定
の
規
律
が
あ
る
の
に
、
妄
り
に
話
し
ま
せ
ん
。
道
徳
を
心
得

た
者
は
宇
宙
と
人
生
の
規
律
に
従
い
、
偉
大
な
聖
人
は
い
つ
も
自
分
の
気
持
ち
一
つ
で
動
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
こ
そ
、
彼
ら
が
天
地
万
物
を
観
察
し
、
天
地
自
然
を
見
習
う
ゆ
え
ん
で
す
。

107	

所
謂
無
為
者
，
非
謂
其
引
之
不
來
，
推
之
不
往
，
迫
而
不
應
，
感
而
不
動
，
堅
滯
而
不
流
，
捲
握
鈫

而
不
散
也
。

謂
其
私
志
不
入
公
道
，
嗜
欲
不
枉
正
術
，
循
理
而
舉
事
，
因
彍

資
而
立
功
，
推
自
然
之
勢
也
。
（
卷
三
十
五

　

文
子
）

	

【
註
釋
】
鈫
捲
握
：
拳
握
。
比
喻
凝
滯
，
不
流
動
。
彍
因
：
憑
藉
。

	

【
白
話
】�

所
謂
無
為
，
不
是
說
招
他
他
不
來
，
推
他
他
不
去
，
逼
迫
他
而
沒
有
反
應
，
觸
動
他
而
不
被
打
動
，

固
執
不
通
，
拘
泥
不
化
。
而
是
說
不
以
個
人
的
感
情
與
見
解
混
同
在
公
理
之
中
，
不
以
個
人
的

嗜
欲
歪
曲
正
確
的
法
則
，
依
照
道
理
行
事
，
憑
藉
現
有
的
條
件
來
建
功
立
業
，
按
照
自
然
形
勢

而
行
。
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い
わ
ゆ
る
無
為
と
言
う
の
は
、
呼
ば
れ
て
も
来
ず
、
押
さ
れ
て
も
行
か
ず
、
迫
ら
れ
て
も
動
じ
ず
、
触

れ
ら
れ
て
も
心
を
動
か
な
い
等
々
、
自
分
の
考
え
を
固
執
し
て
、
道
理
の
分
ら
な
い
者
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
無
為
と
は
自
分
の
感
情
と
見
解
を
公
理
と
混
同
せ
ず
に
、
個
人
の
嗜
好
と
欲

望
の
た
め
に
正
し
い
法
則
を
曲
げ
た
り
し
な
い
者
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
者
は
道
理
に

従
っ
て
物
事
を
進
行
し
、
現
に
あ
る
条
件
で
功
績
と
事
業
を
築
き
上
げ
、
自
然
の
情
勢
に
沿
っ
て
物
事
を

進
め
る
の
で
す
。

	

二
、
孝
悌

108	

樂
正
子
春
彍

下
堂
而
傷
其
足
，
數
月
不
出
，
猶
有
憂
色
。
門
弟
子
曰
：
「
夫
子
之
足
瘳
鈫

矣
，
數
月
不
出
，

猶
有
憂
色
，
何
也
？
」
曰
：
「
吾
聞
諸
曾
子
𤊄

，
父
母
全
而
生
之
，
子
全
而
歸
之
，
可
謂
孝
矣
；
不
虧
其
體
，

不
辱
其
身
，
可
謂
全
矣
。
故
君
子
跬
步
旔

弗
敢
忘
孝
也
。
今
予
忘
孝
之
道
，
予
是
以
有
憂
色
也
。
」
（
卷
七

　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
樂
正
子
春
：
春
秋
時
魯
國
人
，
曾
參
的
弟
子
。
鈫
瘳
（c

h
ō
u

／

瘳
）
：
病
癒
。
𤊄
曾
子
：
即

曾
參
，
春
秋
魯
國
武
城
人
，
字
子
輿
，
孔
子
弟
子
，
年
紀
比
孔
子
小
四
十
六
歲
。
事
親
至
孝
，

作
《
孝
經
》
，
後
世
尊
稱
為
「
宗
聖
」
。
旔
跬
步
：
半
步
。
跨
上
一
足
曰
跬
，
連
跨
兩
足
為
步
。

	

【
白
話
】�

樂
正
子
春
有
一
次
從
堂
上
走
下
來
，
不
慎
扭
傷
了
腳
，
好
幾
個
月
沒
有
出
門
，
一
直
面
有
愁
容
。

他
的
門
下
弟
子
便
問
道
：
「
老
師
您
的
腳
不
是
好
了
嗎
？
您
好
幾
個
月
不
出
門
，
到
現
在
還
面
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帶
憂
愁
，
這
是
為
什
麼
呢
？
」
樂
正
子
春
說
：
「
我
從
前
聽
我
的
老
師
曾
子
說
過
，
『
父
母
完

完
整
整
地
生
下
我
們
，
我
們
死
時
也
得
將
這
個
身
子
完
完
整
整
地
歸
還
給
父
母
，
這
才
可
以
稱

得
上
孝
順
；
沒
有
損
毀
父
母
給
我
們
的
這
個
身
體
，
沒
有
辱
沒
了
為
人
一
世
的
善
名
，
這
才
是

完
完
整
整
的
歸
還
給
父
母
。
因
此
君
子
即
使
邁
出
半
步
路
，
都
不
敢
忘
了
對
父
母
的
孝
道
。
』

這
回
我
竟
然
忘
了
孝
道
，
所
以
我
才
會
有
愁
容
啊
。
」

　

楽
正
子
春
は
あ
る
日
、
堂
か
ら
降
り
る
時
に
足
を
捻
挫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
数
ヶ
月
も

家
か
ら
外
出
せ
ず
に
、
困
り
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
弟
子
は
彼
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
先
生
の
足
は
治
っ

た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
な
の
に
、
何
ヶ
月
も
家
か
ら
外
出
せ
ず
に
、
困
り
そ
う
に
し
て
い
る
の
は
何

故
で
す
か
」
楽
正
子
春
は
答
え
ま
し
た
。
「
私
は
そ
の
昔
、
師
匠
の
曾
子
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『
父
母
は
私
た
ち
を
き
れ
い
に
生
ん
で
く
れ
た
か
ら
、
私
た
ち
が
死
ぬ
時
も
こ
の
身
体
を
き
れ
い
な
ま
ま

に
父
母
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
親
孝
行
と
言
え
ま
す
。
父
母
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
の

身
体
を
傷
つ
け
ず
に
、
人
と
し
て
の
名
誉
を
汚
し
て
い
な
い
こ
と
こ
そ
、
き
れ
い
に
父
母
に
返
す
と
言
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
た
と
え
半
歩
の
道
を
歩
い
て
も
、
君
子
は
父
母
へ
の
孝
を
忘
れ
ま
せ
ん
』
そ
れ
な

の
に
、
今
回
私
は
孝
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
困
っ
て
い
る
の
で
す
」

109	

人
之
生
也
，
百
歲
之
中
，
有
疾
病
焉
。
故
君
子
思
其
不
可
復
者
，
而
先
施
彍

焉
。
親
戚
既
沒
，
雖
欲
孝
，
誰

為
孝
乎
？
年
既
耆
艾
鈫

，
雖
欲
悌
，
誰
為
悌
乎
？
故
孝
有
不
及
，
悌
有
不
時
，
其
此
之
謂
與
𤊄
！
（
卷
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孝
悌

三
十
五　

曾
子
）

	
【
註
釋
】�

彍
施
：
謂
設
施
，
即
措
置
；
籌
劃
。
此
處
指
盡
孝
悌
之
道
。
鈫
耆
（q

í

／

耆
）
艾
：
五
十
曰
艾
，

六
十
曰
耆
，
亦
泛
指
老
年
人
。
𤊄
與
（y

ú

／

與
）
：
語
氣
詞
。
表
感
嘆
。

	

【
白
話
】�

人
生
在
世
，
百
年
之
中
，
難
免
會
有
疾
病
。
因
此
君
子
考
慮
到
生
命
不
可
再
來
，
而
要
趁
早
盡

孝
悌
之
道
。
若
父
母
親
人
已
過
世
，
縱
然
想
盡
孝
道
，
又
將
孝
順
誰
呢
？
（
自
己
）
年
紀
已
老
，

縱
然
想
敬
愛
兄
長
，
又
將
敬
愛
誰
呢
？
所
以
孝
順
父
母
有
來
不
及
的
，
敬
愛
兄
長
有
失
掉
時
機

的
，
大
概
說
的
就
是
這
種
情
形
吧
！

　

人
生
が
こ
の
世
に
あ
る
百
年
ほ
ど
の
間
で
、
病
に
か
か
る
の
は
致
し
方
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

君
子
は
二
度
と
な
い
命
の
こ
と
を
考
え
て
、
早
い
う
ち
か
ら
孝
と
悌
を
尽
す
も
の
で
す
。
も
し
父
母
や
親

族
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
た
と
え
孝
を
尽
し
た
く
て
も
、
誰
に
尽
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

（
自
分
が
）
歳
を
取
っ
て
し
ま
う
と
、
た
と
え
兄
や
姉
を
敬
愛
し
た
く
て
も
、
誰
を
敬
愛
す
れ
ば
い
い
で

し
ょ
う
か
。
親
孝
行
が
間
に
合
わ
ず
、
兄
や
姉
へ
の
敬
愛
が
時
機
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
と
言
う
の
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

110	

子
曰
：
「
武
王
、
周
公
，
其
達
孝
矣
乎
！
夫
孝
者
，
善
繼
人
之
志
，
善
述
彍

人
之
事
者
也
。
」
（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】
彍
述
：
遵
循
；
繼
承
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
武
王
、
周
公
真
正
是
通
達
了
為
人
子
應
有
的
孝
道
啊
！
所
謂
孝
順
的
人
，
就
是
指

善
於
繼
承
先
人
志
向
、
善
於
繼
承
先
人
事
業
的
人
啊
！
」
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孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
武
王
、
周
公
は
人
の
子
と
し
て
尽
す
べ
き
孝
に
実
に
精
通
し
て
い
ま
す
！

孝
行
が
で
き
る
者
と
い
う
の
は
、
先
人
の
志
向
や
先
人
の
事
業
を
受
け
継
ぐ
の
に
長
け
て
い
る
者
で
す
か

ら
！
」

111	

子
曰
：
「
昔
者
明
王
，
事
父
孝
，
故
事
天
明
；
盡
孝
於
父
，

則
事
天
明
。

事
母
孝
，
故
事
地
察
；
盡
孝
於
母
能
事
地
，
察
其

高
下
，
視
其
分
察
也
。

長
幼
順
，

故
上
下
治
。
卑
事
於
尊
，
幼
順
於

長
，
故
上
下
治
。

天
地
明
察
，
神
明
彰
彍

矣
。
事
天
能
明
，
事
地
能
察
，

德
合
天
地
，
可
謂
彰
也
。

故
雖
天
子
，
必
有
尊
也
，
言
有
父
也
；

雖
貴
為
天
子
，
必
有
所
尊
。

事
之
若
父
，
三
老
鈫
是
也
。

必
有
先
也
，
言
有
兄
也
。
」
必
有
所
先
，
事
之
若

兄
，
五
更
𤊄
是
也
。

（
卷
九　

孝
經
）

	

【
註
釋
】�

彍
彰
：
明
顯
，
與
隱
微
相
對
。
鈫
三
老
：
指
國
三
老
，
多
以
致
仕
三
公
任
之
。
𤊄
五
更
（g

ē
n
g

／

更
）
：
古
代
官
名
，
以
年
老
致
仕
的
官
員
充
任
，
受
朝
廷
禮
遇
。
古
代
設
三
老
五
更
之
位
，

天
子
以
父
兄
之
禮
養
之
。
更
：
指
年
老
致
仕
而
經
驗
豐
富
的
人
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
古
時
聖
明
帝
王
奉
事
父
親
能
盡
孝
，
所
以
奉
事
上
天
能
夠
明
察
（
即
了
解
並
順
應

天
道
）
；
奉
事
母
親
能
盡
孝
，
所
以
奉
事
大
地
能
夠
明
察
（
即
了
解
並
順
應
大
地
之
理
）
；
家

中
長
輩
和
晚
輩
的
關
係
順
暢
合
禮
，
所
以
君
臣
上
下
的
關
係
也
井
井
有
條
。
能
夠
明
察
天
地
的

道
理
，
就
會
感
動
神
明
，
獲
得
明
顯
的
福
佑
。
所
以
，
即
使
是
貴
為
天
子
，
他
必
定
還
有
應
該

尊
崇
的
人
，
奉
事
他
們
就
像
奉
事
父
親
一
樣
，
這
說
的
是
『
三
老
』
；
他
必
定
還
有
應
該
恭
敬

的
人
，
奉
事
他
們
就
像
奉
事
兄
長
一
樣
，
這
說
的
是
『
五
更
』
。
」

　

孔
子
は
言
い
ま
し
た
。
「
昔
の
聖
明
な
帝
王
は
父
親
に
対
し
て
孝
を
尽
せ
る
か
ら
、
天
を
祀
る
時
も
天
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の
理
を
明
察
（
し
て
理
解
し
、
適
応
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母
親
に
対
し
て
も
孝
を
尽
せ
る
か
ら
、

大
地
を
祀
る
時
も
大
地
の
理
を
明
察
（
し
て
理
解
し
、
適
応
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
の
中
の
違

う
世
代
の
関
係
が
順
調
で
あ
る
か
ら
、
君
臣
の
間
に
あ
る
上
下
関
係
も
秩
序
を
守
ら
れ
ま
す
。
天
地
の
理

を
明
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
神
を
感
動
さ
せ
て
、
明
ら
か
な
福
と
庇
護
を
得
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
た
と
え
尊
い
天
子
で
も
、
必
ず
や
ま
だ
父
親
の
よ
う
に
崇
め
る
べ
き
者
が
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
『
国

の
三
長
老
』
で
す
。
ま
た
、
天
子
に
と
っ
て
兄
や
姉
の
よ
う
に
恭
し
く
尊
敬
す
べ
き
者
も
必
ず
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
『
五
更
』
と
い
う
高
齢
で
経
験
の
豊
か
な
官
員
で
す
」

112	

父
母
怨
咎
彍

人
不
以
正
，
已
審
鈫

其
不
然
，
可
違
而
不
報
也
；
父
母
欲
與
人
以
官
位
爵
祿
，
而
才
實
不
可
，

可
違
而
不
從
也
；
父
母
欲
為
奢
泰
侈
靡
，
以
適
心
𤊄

快
意
，
可
違
而
不
許
也
；
父
母
不
好
學
問
，
疾
子
孫
之

為
之
，
可
違
而
學
也
；
父
母
不
好
善
士
，
惡
子
孫
交
之
，
可
違
而
友
也
；
士
友
有
患
故
，
待
己
而
濟
，
父

母
不
欲
其
行
，
可
違
而
往
也
。
故
不
可
違
而
違
，
非
孝
也
；
可
違
而
不
違
，
亦
非
孝
也
。
好
不
違
，
非
孝
也
；

好
違
，
亦
非
孝
也
。
其
得
義
而
已
也
。
（
卷
四
十
五　

昌
言
）

	

【
註
釋
】
彍
怨
咎
：
埋
怨
，
責
備
。
鈫
審
：
知
道
、
明
白
、
清
楚
。
𤊄
適
心
：
謂
使
心
情
平
和
快
樂
。

	

【
白
話
】�

父
母
沒
有
按
正
理
埋
怨
怪
罪
別
人
，
做
子
女
的
知
道
父
母
這
樣
不
對
，
可
違
背
父
母
之
命
而
不

去
報
復
；
父
母
要
給
人
官
位
爵
祿
，
可
是
這
人
的
才
能
實
難
勝
任
，
可
違
背
父
母
之
命
不
聽
從
；

父
母
想
追
求
奢
侈
靡
費
的
生
活
以
使
自
己
舒
適
快
樂
，
可
違
背
父
母
之
命
不
予
答
應
；
父
母
不
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喜
好
學
問
，
從
而
反
對
子
孫
求
學
問
，
可
違
背
父
母
意
願
而
去
學
習
；
父
母
不
喜
歡
賢
良
之
士
，

不
喜
歡
子
孫
和
這
些
人
交
往
，
可
違
背
父
母
之
命
與
這
樣
的
人
交
朋
友
；
朋
友
遇
到
憂
患
等
著

自
己
去
幫
助
，
父
母
反
對
前
去
，
可
違
背
父
母
之
命
前
去
幫
助
。
所
以
不
應
該
違
背
的
卻
違
背

了
，
這
是
不
孝
；
應
該
違
背
的
卻
不
違
背
，
也
是
不
孝
。
一
味
地
喜
歡
盲
目
遵
從
父
母
之
命
，

這
是
不
孝
；
一
味
地
喜
歡
違
背
父
母
之
命
，
也
是
不
孝
。
這
都
要
看
是
否
符
合
道
義
啊
！

　

父
母
が
正
し
い
道
理
に
従
わ
ず
に
人
の
こ
と
を
恨
ん
で
い
た
ら
、
子
ど
も
は
父
母
の
命
に
背
い
て
相
手

を
報
復
し
な
く
て
い
い
で
す
。
父
母
が
人
に
官
位
や
爵
位
、
俸
禄
を
与
え
た
い
が
、
相
手
の
才
能
は
到
底

そ
の
仕
事
を
全
う
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
は
父
母
の
命
に
背
い
て
従
わ
な
く
て
い
い
で
す
。
父

母
が
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
贅
沢
で
豪
奢
な
生
活
を
追
い
求
め
た
く
て
も
、
子
ど
も
は
父
母
の
命

に
背
い
て
応
じ
な
く
て
い
い
で
す
。
父
母
が
学
問
を
嫌
い
、
子
孫
が
学
問
を
修
め
る
の
を
反
対
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
子
ど
も
は
父
母
の
命
に
背
い
て
学
習
し
て
い
い
で
す
。
父
母
が
善
良
な
賢
人
を
嫌
い
、
子
孫
に

そ
の
よ
う
な
者
と
付
き
合
う
な
と
言
っ
て
も
、
子
ど
も
は
父
母
の
命
に
背
い
て
そ
の
よ
う
な
者
と
付
き

合
っ
て
い
い
で
す
。
友
達
が
困
難
に
遭
っ
て
自
分
の
助
け
を
待
っ
て
い
る
の
に
、
父
母
が
行
く
な
と
言
っ

て
も
、
子
ど
も
は
父
母
の
命
に
背
い
て
助
け
に
行
っ
て
い
い
で
す
。
背
い
て
は
な
ら
な
い
父
母
の
命
に
背

く
の
は
不
孝
な
こ
と
で
す
。
背
く
べ
き
な
の
に
、
背
か
な
い
の
も
不
孝
な
こ
と
で
す
。
盲
目
に
ひ
た
す
ら

父
母
の
命
に
従
う
の
は
不
孝
で
す
。
ひ
た
す
ら
父
母
の
命
に
背
く
の
も
不
孝
で
す
。
全
て
は
道
義
に
見
合

う
か
ど
う
か
で
決
め
る
の
で
す
。
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113	

曾
子
曰
彍

：
「
君
子
立
孝
，
其
忠
之
用
也
，
禮
之
貴
也
。
故
為
人
子
而
不
能
孝
其
父
者
，
不
敢
言
人
父
不
能

畜
鈫

其
子
者
；
為
人
弟
而
不
能
承
𤊄

其
兄
者
，
不
敢
言
人
兄
不
能
順
旔

其
弟
者
；
為
人
臣
而
不
能
事
其
君
者
，

不
敢
言
人
君
不
能
使
其
臣
者
。
故
與
父
言
，
言
畜
子
；
與
子
言
，
言
孝
父
；
與
兄
言
，
言
順
弟
；
與
弟
言
，

言
承
兄
；
與
君
言
，
言
使
臣
；
與
臣
言
，
言
事
君
。
君
子
之
孝
也
，
忠
愛
以
敬
，
反
是
亂
也
。
」
（
卷

三
十
五　

曾
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
曾
子
曰
：
選
文
與
《
大
戴
禮
記‧

曾
子
立
孝
第
五
十
一
》
相
關
內
文
基
本
相
同
。
近
年
出
版

的
《
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
（
四
）
》
，
有
一
篇
題
名
為
《
內
禮
》
的
文
獻
，
其
開
篇
內

容
與
此
段
選
文
非
常
相
似
。
有
學
者
判
斷
，
《
大
戴
禮
記
》
這
段
內
文
應
當
是
根
據
《
內
禮
》

篇
改
寫
而
來
。
《
內
禮
》
開
篇
文
字
如
下
：
「
君
子
之
立
孝
，
愛
是
用
，
禮
是
貴
。
故
為
人
君
者
，

言
人
之
君
之
不
能
使
其
臣
者
，
不
與
言
人
之
臣
之
不
能
事
其
君
者
。
故
為
人
臣
者
，
言
人
之
臣

之
不
能
事
其
君
者
，
不
與
言
人
之
君
之
不
能
使
其
臣
者
。
故
為
人
父
者
，
言
人
之
父
之
不
能
畜

子
者
，
不
與
言
人
之
子
之
不
孝
者
。
故
為
人
子
者
，
言
人
之
子
之
不
孝
者
，
不
與
言
人
之
父
之

不
能
畜
子
者
。
故
為
人
兄
者
，
言
人
之
兄
之
不
能
慈
弟
者
，
不
與
言
人
之
弟
之
不
能
承
兄
者
。

故
為
人
弟
者
，
言
人
之
弟
不
能
承
兄
者
，
不
與
言
人
之
弟
之
不
能
順
兄
者
。
故
曰
：
與
君
言
，

言
使
臣
；
與
臣
言
，
言
事
君
；
與
父
言
，
言
畜
子
；
與
子
言
，
言
孝
父
；
與
兄
言
，
言
慈
弟
；

與
弟
言
，
言
承
兄
。
反
此
，
亂
也
。
」
鈫
畜
（x

ù

／

畜
）
：
養
育
。
𤊄
承
：
敬
奉
。
旔
順
：
有

「
愛
」
的
意
思
。

	

【
白
話
】�

曾
子
說
：
「
君
子
立
身
行
孝
，
是
內
心
誠
懇
的
流
露
，
同
時
重
視
合
乎
外
在
的
禮
節
。
因
此
，



群書治要 360

109

群
書
治
要
360

3

二
、
孝
悌

作
為
子
女
而
不
能
孝
順
父
母
的
人
，
就
不
敢
對
他
說
父
母
不
撫
育
其
子
女
的
事
；
作
為
弟
弟
而

不
能
敬
奉
哥
哥
的
人
，
就
不
敢
對
他
說
兄
長
不
能
教
導
弟
弟
的
事
；
作
為
人
臣
而
不
能
事
奉
君

主
的
人
，
就
不
敢
對
他
說
君
主
不
能
任
用
臣
下
的
事
。
因
此
君
子
與
身
為
父
親
之
人
談
話
，
就

談
養
育
子
女
之
道
；
與
身
為
人
子
之
人
談
話
，
就
談
孝
順
父
母
之
道
；
與
身
為
人
兄
之
人
談
話
，

就
談
愛
護
弟
弟
之
道
；
與
身
為
弟
弟
之
人
談
話
，
就
談
敬
順
兄
長
之
道
；
與
身
為
人
君
之
人
談

話
，
就
談
以
禮
任
用
臣
子
之
道
；
與
身
為
人
臣
之
人
談
話
，
就
談
事
奉
君
主
之
道
。
君
子
的
孝

道
，
體
現
在
對
一
切
人
的
忠
愛
和
莊
敬
上
（
因
為
誠
懇
地
愛
一
切
人
，
所
以
與
人
交
往
時
，
會

以
恭
敬
的
態
度
，
盡
力
協
助
對
方
圓
滿
自
己
應
盡
的
本
分
，
獲
得
幸
福
人
生
）
。
如
果
不
是
這
樣
，

那
麼
社
會
的
人
倫
秩
序
就
會
混
亂
了
。
」

曾
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
君
子
が
立
身
し
て
孝
を
実
行
す
る
の
は
、
本
当
の
気
持
ち
が
心
の
内
か
ら
溢

れ
出
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
外
面
に
お
い
て
礼
節
に
合
う
か
ど
う
か
を
気
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
」
そ
の

た
め
に
、
子
ど
も
と
し
て
親
孝
行
の
で
き
な
い
者
は
、
君
子
に
対
し
て
親
の
無
責
任
さ
を
言
い
付
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
弟
と
し
て
兄
を
敬
う
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
、
君
子
に
対
し
て
兄
の
指
導
力
の
な
さ
を
言
い
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
臣
と
し
て
君
主
に
仕
え
ら
れ
な
い
者
は
、
君
子
に
対
し
て
君
主
の
力
不
足
を
言
い
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
君
子
は
父
親
で
い
る
者
と
話
を
す
る
時
は
、
子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て

話
し
ま
す
。
人
の
子
で
い
る
者
と
話
を
す
る
時
は
、
親
孝
行
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
人
の
兄
で
い
る
者
と

話
を
す
る
時
は
、
弟
を
愛
護
す
る
術
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
人
の
弟
で
い
る
者
と
話
を
す
る
時
は
、
兄
に
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恭
し
く
服
従
す
る
術
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
君
主
で
い
る
者
と
話
を
す
る
時
は
、
礼
を
も
っ
て
臣
下
に
接

す
る
術
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
人
臣
で
い
る
者
と
話
を
す
る
時
は
、
君
主
に
仕
え
る
術
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。
君
子
の
孝
道
は
、
全
て
の
者
へ
の
忠
誠
心
と
愛
情
、
そ
し
て
敬
意
に
表
れ
て
い
ま
す
。
（
全
て
の
者

を
心
か
ら
愛
し
て
い
る
か
ら
、
人
と
付
き
合
う
時
は
恭
し
い
態
度
で
相
手
を
で
き
る
だ
け
助
け
て
、
幸
せ

な
人
生
を
手
に
入
れ
る
よ
う
に
手
伝
う
の
で
す
。
）
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
社
会
の
人
倫
と
秩
序
は
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
」

114	

夫
孝
，
置
之
而
塞
乎
天
地
，
敷
之
而
橫
乎
四
海
，
施
諸
後
世
而
無
朝
夕
。
《
詩
》
云
：
「
自
西
自
東
，
自

南
自
北
，
無
思
不
服
。
」
此
之
謂
也
。
（
卷
七　

禮
記
）

	

【
白
話
】�

孝
道
，
樹
立
起
來
就
會
充
滿
天
地
之
間
，
普
及
起
來
就
會
遍
及
四
海
，
傳
承
於
後
世
就
會
無
時

不
在
。
《
詩
經
》
說
：
「
從
西
到
東
，
從
南
到
北
，
沒
有
不
遵
從
的
。
」
說
的
正
是
這
種
情
形
。

　

孝
道
は
、
打
ち
立
て
ら
れ
る
と
天
地
の
間
に
充
満
し
、
普
及
す
れ
ば
四
海
に
遍
く
広
ま
り
、
後
世
に
受

け
継
が
れ
れ
ば
い
つ
ま
で
も
あ
り
続
け
る
も
の
で
す
。
『
詩
経
』
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
西
か
ら
東
ま
で
、

南
か
ら
北
ま
で
、
守
ら
な
い
者
は
い
ま
せ
ん
」
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
。

115	

常
棣
彍

之
華
，
萼
不
鈫

煒
煒
𤊄

。
承
華
者
曰
萼
。
不
當
作
跗
，
跗
，
萼
足
也
。
萼
足
得
華
之
光
明
，
煒
煒
然

也
。
興
者
喻
弟
以
敬
事
兄
，
兄
以
榮
覆
弟
。
恩
義
之
顯
，
亦
煒
煒
然
也
。

凡
今
之
人
，
莫
如
兄
弟
。
人
之
恩

親
，
無

如
兄
弟
之

最
厚
。

鶺
鴒
旔

在
原
，
兄
弟
急
難
。
鶺
鴒
，
雍
渠
也
。
飛
則
鳴
，
行
則
搖
，
不
能
自

舍
爾
。
急
難
，
言
兄
弟
之
相
救
於
急
難
矣
。

每
有
良
朋
，
況
也
永
歎
。
況
，
茲
也
。
永
，
長
也
。

每
，
雖
也
。
良
，
善
也
。
當
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急
難
之
時
，
雖
有
善
同
門

來
，
茲
對
之
長
歎
而
已
。

兄
弟
鬩
于
牆
焩

，
外
禦
其
侮
。
鬩
，
狠
也
。
禦
，
禁
也
。
兄

弟
雖
內
鬩
，
外
猶
禦
侮
也
。

（
卷
三　

毛
詩
）

	

【
註
釋
】�

彍
常
棣
（d

ì

／

棣
）
：
木
名
，
即
棠
棣
。
鈫
萼
不
（f

ū

／

夫
）
：
花
萼
，
即
襯
托
花
瓣
之
綠

色
小
片
。
不
：
當
作
「
跗
」
，
通
「
柎
」
。
指
花
萼
房
。
𤊄
煒
煒
（w

ě
i

／

煒
）
：
鮮
明
貌
。

旔
鶺
鴒
（j

í
 
l
í
n
g

／

鶺
鴒
）
：
水
鳥
名
，
又
名
雍
渠
。
「
鶺
鴒
在
原
」
，
言
失
其
常
處
也
。

焩
鬩
（x

ì

／

鬩
）
于
牆
：
謂
兄
弟
相
爭
於
內
。
鬩
：
爭
吵
、
爭
鬥
。

	

【
白
話
】�
棠
棣
花
朵
盛
開
，
花
萼
在
花
朵
的
輝
映
下
同
樣
鮮
明
（
好
比
弟
弟
恭
敬
對
待
兄
長
，
兄
長
的
榮

耀
也
庇
護
著
弟
弟
）
。
如
今
世
上
的
眾
人
，
都
不
如
兄
弟
親
近
。
猶
如
水
鳥
鶺
鴒
不
幸
流
落
平

原
而
不
捨
同
伴
，
遇
到
急
難
，
兄
弟
必
定
會
出
力
支
援
。
平
日
雖
有
好
友
，
如
今
卻
只
能
報
以

長
歎
。
兄
弟
在
家
中
儘
管
有
紛
爭
，
但
遇
到
外
部
欺
凌
時
一
定
會
同
心
抵
禦
。

　

ハ
ネ
ズ
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
と
、
花
の
萼
も
花
び
ら
の
華
や
か
さ
で
同
じ
く
鮮
や
か
に
見
え
ま
す
。
（
ま

る
で
弟
が
恭
し
く
兄
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
兄
の
栄
光
も
ま
た
弟
を
庇
護
す
る
よ
う
に
。
）
今
、

世
の
中
の
人
々
が
兄
弟
の
よ
う
に
親
し
く
付
き
合
う
こ
と
は
稀
で
す
。
ま
る
で
水
鳥
の
セ
キ
レ
イ
の
よ
う

に
、
た
と
え
不
幸
に
も
平
原
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
も
仲
間
を
見
捨
て
た
り
せ
ず
に
、
も
し
急
難
が
あ
る

と
、
兄
弟
は
必
ず
支
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
頃
の
友
達
は
た
だ
嘆
く
ば
か
り

で
、
実
際
に
助
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
兄
弟
は
家
の
中
で
争
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
外
か
ら
の
侵
略
や
い

じ
め
に
は
必
ず
心
を
一
つ
に
し
て
抵
抗
す
る
も
の
で
す
。
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惠
伯
曰
：
「
喪
，
親
之
終
也
。
雖
不
能
始
，
善
終
可
也
。
史
佚
有
言
曰
：
『
兄
弟
致
美
。
』
各
盡
其
美
，

義
乃
終
。

救
乏
、

賀
善
、
吊
災
、
祭
敬
、
喪
哀
，
情
雖
不
同
，
毋
絕
其
愛
。
親
之
道
也
。
」
（
後
補
卷
四　

春
秋
左
氏
傳
上
）

	

【
白
話
】�

惠
伯
勸
說
襄
仲
說
：
「
辦
喪
事
，
是
親
人
的
最
後
一
件
事
。
雖
然
您
倆
開
頭
關
係
不
好
，
現
在

友
好
地
終
結
是
可
以
做
得
到
的
。
史
佚
說
過
這
樣
的
話
：
『
兄
弟
之
間
各
盡
自
己
的
美
德
。
』
（
兄

弟
間
）
救
濟
貧
乏
，
祝
賀
喜
慶
，
弔
問
災
禍
，
遇
到
祭
祀
則
助
其
祭
祀
以
致
敬
，
遇
到
喪
事
則

致
哀
。
兄
弟
之
間
雖
然
內
心
可
能
因
事
而
不
能
和
睦
同
心
，
但
不
要
斷
絕
彼
此
的
友
愛
，
這
是

親
人
間
相
互
親
近
之
道
。
」

　

恵
伯
は
襄
仲
を
慰
め
ま
し
た
。
「
葬
式
を
す
る
の
は
、
親
族
と
し
て
の
最
後
の
仕
事
で
す
。
あ
な
た
方

の
関
係
は
初
め
、
あ
ま
り
よ
ろ
し
く
な
か
っ
た
が
、
友
好
的
に
終
わ
ら
せ
る
の
は
今
で
も
で
き
る
こ
と
で

す
。
史
佚
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。
『
兄
弟
は
互
い
に
自
分
の
な
す
べ
き
美
徳
を
尽
す
も
の

で
す
』
（
兄
弟
の
間
で
）
貧
し
い
方
を
助
け
て
、
祝
う
べ
き
慶
事
に
は
祝
福
し
ま
す
。
災
難
に
遭
っ
た
時

は
相
手
を
慰
問
し
、
祭
祀
の
あ
る
時
は
儀
式
の
手
助
け
を
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
葬
式
の
あ
る
時
は
悲

し
み
を
伝
え
ま
す
。
何
か
で
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
兄
弟
は
互
い
へ
の
友
愛
を
断
絶

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
、
親
族
の
仲
を
よ
り
緊
密
な
も
の
に
す
る
た
め
の
方
法
で
す
」

	

三
、
仁
義

117	

仁
者
愛
人
，
義
者
修
（
修
作

循

）
理
。
（
卷
三
十
八　

孫
卿
子
）
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【
白
話
】
仁
慈
的
人
是
愛
護
人
的
，
道
義
的
人
是
遵
循
正
理
的
。

　

慈
悲
の
あ
る
者
は
人
を
愛
し
ま
す
。
道
義
の
分
る
人
は
正
し
い
理
に
従
い
ま
す
。

118	

孟
子
曰
：
「
三
代
之
得
天
下
也
以
仁
，
其
失
天
下
也
以
不
仁
。
國
家
（
無
家

字

）
之
所
以
廢
興
彍

存
亡
者
亦
然
。

天
子
不
仁
，
不
保
四
海
之
內
（
無
之
內

二
字

）
；
諸
侯
不
仁
，
不
保
社
稷
鈫

；
卿
大
夫
𤊄

不
仁
，
不
保
宗
廟
旔

；
士
庶

人
不
仁
，
不
保
四
體
焩

。
今
惡
死
亡
而
樂
不
仁
，
猶
惡
醉
而
強
酒
。
」
（
卷
三
十
七　

孟
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
廢
興
：
盛
衰
；
興
亡
。
鈫
社
稷
：
古
代
帝
王
、
諸
侯
所
祭
的
土
神
和
穀
神
。
舊
時
亦
用
為
國

家
的
代
稱
。
𤊄
卿
大
夫
：
卿
和
大
夫
。
後
借
指
高
級
官
員
。
旔
宗
廟
：
祭
祀
祖
先
之
宮
室
。
焩

四
體
：
指
人
的
四
肢
，
用
以
代
稱
全
身
。

	

【
白
話
】�

孟
子
說
：
「
夏
、
商
、
周
三
代
能
得
到
天
下
，
是
因
為
施
行
仁
政
；
他
們
喪
失
天
下
，
是
因
為

不
施
行
仁
政
。
諸
侯
各
國
的
衰
落
與
興
盛
、
生
存
與
滅
亡
也
是
同
樣
的
道
理
。
天
子
沒
有
仁
德
，

就
保
不
住
天
下
；
諸
侯
沒
有
仁
德
，
就
保
不
住
國
土
；
卿
大
夫
沒
有
仁
德
，
就
保
不
住
家
族
的

祠
堂
；
士
人
和
百
姓
沒
有
仁
德
，
就
不
能
保
全
自
已
的
生
命
。
如
今
厭
惡
死
亡
卻
喜
好
殘
暴
，

就
好
比
厭
惡
喝
醉
卻
勉
強
喝
酒
一
樣
。
」

　

孟
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
夏
、
商
、
周
こ
れ
ら
三
つ
の
時
代
が
天
下
を
得
ら
れ
た
の
は
、
仁
政
を
実

行
し
た
か
ら
で
す
。
彼
ら
が
天
下
を
失
っ
た
の
も
、
仁
政
を
実
行
し
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
諸
侯
と
各
国

の
衰
退
と
繁
栄
、
生
存
と
滅
亡
も
ま
た
同
じ
理
で
す
。
天
子
に
仁
徳
が
な
い
と
、
天
下
を
守
る
こ
と
は
で



参、貴德（徳を崇めます）

114

群
書
治
要
360

3

三
、
仁
義

き
ま
せ
ん
。
諸
侯
に
仁
徳
が
な
い
と
、
国
土
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
卿
や
大
夫
な
ど
高
級
官
僚
ら

に
仁
徳
が
な
い
と
、
家
族
の
祠
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
士
人
と
民
に
仁
徳
が
な
い
と
、
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
や
死
を
嫌
う
の
に
残
虐
を
好
む
と
い
う
風
潮
も
、
ま
る
で
酔
い
を
嫌
う

の
に
無
理
し
て
飲
酒
し
て
い
る
よ
う
で
す
」

119	

昔
者
聖
人
之
崇
仁
也
，
將
以
興
天
下
之
利
也
。
利
或
不
興
，
須
仁
以
濟
天
下
。
有
不
得
其
所
，
若
己
推
而

委
彍

之
於
溝
壑
然
。
夫
仁
者
，
蓋
推
己
以
及
人
也
。
故
己
所
不
欲
，
無
施
於
人
；
推
己
所
欲
，
以
及
天
下
。

推
己
心
孝
於
父
母
，
以
及
天
下
，
則
天
下
之
為
人
子
者
，
不
失
其
事
親
之
道
矣
；
推
己
心
有
樂
於
妻
子
，

以
及
天
下
，
則
天
下
之
為
人
父
者
，
不
失
其
室
家
之
歡
矣
；
推
己
之
不
忍
於
飢
寒
，
以
及
天
下
之
心
，
含

生
無
凍
餧
鈫

之
憂
矣
。
此
三
者
，
非
難
見
之
理
，
非
難
行
之
事
，
唯
不
內
推
其
心
，
以
恕
乎
人
，
未
之
思
耳
，

夫
何
遠
之
有
哉
？
（
卷
四
十
九
傅
子
）

	

【
註
釋
】
彍
委
：
捨
棄
，
丟
棄
。
鈫
餧
（n

ě
i

／

餧
）
：
同
「
餒
」
。
飢
餓
。

	

【
白
話
】�

從
前
，
聖
人
崇
尚
仁
政
，
是
用
以
為
天
下
人
興
利
的
。
如
果
利
民
之
事
未
能
興
辦
，
就
必
須
以

仁
政
普
濟
天
下
。
若
有
不
得
其
所
的
人
，
就
如
同
是
自
己
把
他
們
丟
棄
到
溝
壑
一
般
。
仁
愛
的

人
，
都
將
心
比
心
對
待
人
，
所
以
己
所
不
欲
，
不
施
於
人
；
想
到
自
己
之
所
求
，
就
會
設
身
處

地
推
廣
到
天
下
人
。
願
將
自
己
孝
順
父
母
之
心
，
遍
及
天
下
之
人
，
那
麼
，
天
下
的
子
女
就
不

會
喪
失
侍
奉
雙
親
的
準
則
；
願
將
自
己
與
妻
兒
相
處
的
快
樂
，
遍
及
天
下
之
人
，
那
麼
，
天
下
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做
父
親
的
人
就
不
會
失
去
家
庭
的
歡
樂
；
用
自
己
忍
受
不
了
飢
寒
的
心
情
去
推
想
天
下
人
飢
寒

的
心
情
，
天
下
生
靈
就
不
會
有
飢
寒
交
迫
之
憂
。
這
三
點
不
是
難
懂
的
道
理
，
也
不
是
難
以
辦

到
的
事
情
，
只
是
不
能
推
己
之
心
以
恕
道
待
人
，
沒
有
用
心
去
思
考
罷
了
，
哪
裡
真
的
是
很
遙

遠
而
不
能
辦
到
的
呢
？

　

昔
、
聖
人
が
仁
政
を
推
奨
し
た
の
は
、
天
下
の
人
々
の
利
益
を
上
げ
よ
う
と
し
た
た
め
で
す
。
も
し
民

の
た
め
に
な
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
、
仁
政
で
そ
れ
を
天
下
に
実
現
さ
せ
る
べ
き
で
す
。
聖
人

に
と
っ
て
、
居
場
所
の
な
い
者
が
い
る
こ
と
は
、
ま
る
で
自
分
が
彼
ら
を
深
い
溝
に
陥
れ
た
よ
う
な
こ
と

で
す
。
仁
愛
の
心
を
持
っ
て
い
る
者
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
自
分
が
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
も
し
ま
せ
ん
。
自
分
が
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
何

と
か
し
て
も
天
下
の
人
々
も
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。
自
分
が
父
母
を
孝
行
す
る
時
の
心
を

天
下
の
人
々
に
普
及
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
世
の
中
の
子
女
た
ち
も
両
親
に
尽
す
時
の
準
則
を
失
い
ま

せ
ん
。
自
分
が
妻
子
と
い
る
時
の
楽
し
さ
を
天
下
の
人
々
に
も
分
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
世
の
中
の
父
親
は

家
庭
の
楽
し
さ
を
見
失
い
ま
せ
ん
。
自
分
が
飢
え
を
耐
え
ら
れ
な
い
気
持
ち
を
も
っ
て
天
下
の
人
々
の
気

持
ち
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
む
者
も
世
の
中
か
ら
消
え
ま
す
。
こ
れ
ら
三

つ
の
こ
と
は
分
り
に
く
い
理
で
は
な
く
、
実
行
す
る
の
が
困
難
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
心
か
ら

相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
っ
て
許
し
た
り
、
助
け
た
り
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
難
し
く
て
で
き
な
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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解
。
《
象
》
曰
：
雷
雨
作
彍

，
解
。
君
子
以
赦
鈫

過
宥
𤊄

罪
。
（
卷
一　

周
易
）

	
【
註
釋
】�

彍
雷
雨
作
：
指
解
卦
下
坎
為
水
，
上
震
為
雷
，
猶
雷
雨
並
作
。
鈫
赦
：
放
免
，
寬
免
罪
過
。
𤊄
宥
：

寬
宥
，
寬
恕
。

	

【
白
話
】�

解
卦
《
象
傳
》
講
道
：
上
面
是
雷
，
下
面
是
雨
，
雷
雨
交
作
，
陰
陽
和
暢
，
百
物
鬆
解
潤
澤
，

這
是
解
卦
的
象
徵
。
君
子
以
解
卦
的
義
理
放
免
別
人
的
錯
誤
，
寬
恕
別
人
的
罪
過
。

　

解
の
卦
に
つ
い
て
、
『
象
伝
』
で
は
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
上
は
雷
、
下
は
雨
。
雷
雨
互
い

に
響
き
鳴
り
降
り
続
け
る
様
は
、
陰
陽
の
調
和
が
取
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
万
物
も
く
つ
ろ
い
で
潤
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
解
の
卦
の
象
徴
で
す
。
君
子
は
こ
の
象
徴
の
義
理
か
ら
、
他
人
の
罪
と
過
ち
を

許
す
べ
き
で
す
」

121	

膳
夫
彍

掌
王
之
食
飲
、
膳
羞
鈫

。
大
喪
𤊄

則
不
舉
旔

，
大
荒
則
不
舉
，
大
札
焩

則
不
舉
，
天
地
有
災
則
不
舉
，

邦
有
大
故
烄

則
不
舉
。
大
荒
，
凶
年
也
。
大
札
，
疫
癘
也
。
天
災
，
日
月
晦
食
也
。
地
災
，
崩
動

也
。
大
故
，
刑
殺
也
。
《
春
秋
傳
》
曰
：
「
司
寇
行
戮
，
君
為
之
不
舉
。
」

（
卷
八　

周
禮
）

	

【
註
釋
】�

彍
膳
夫
：
古
官
名
，
掌
宮
廷
的
飲
食
。
鈫
膳
羞
：
美
味
的
食
品
。
東
漢
鄭
玄
先
生
註
：
「
膳
，

牲
肉
也
；
羞
，
有
滋
味
者
。
」
羞
：
後
多
作
「
饈
」
。
𤊄
大
喪
：
指
天
子
、
皇
后
、
世
子
之
喪
。

旔
不
舉
：
古
代
逢
大
的
天
災
人
事
，
皆
除
去
盛
饌
（
指
不
殺
牲
）
，
偃
息
聲
樂
，
稱
作
「
不
舉
」
。

焩
大
札
（z

h
á

／

札
）
：
瘟
疫
。
烄
大
故
：
指
的
是
敵
軍
來
犯
、
對
犯
罪
者
處
以
死
刑
等
事
。

	

【
白
話
】�

膳
夫
，
掌
理
天
子
所
用
的
飯
食
、
飲
料
、
牲
肉
和
菜
肴
。
遇
到
天
子
、
皇
后
、
世
子
的
喪
事
不
殺
牲
，

遇
有
大
的
災
荒
年
不
殺
牲
，
瘟
疫
流
行
的
時
候
不
殺
牲
，
有
天
災
地
變
不
殺
牲
，
國
家
有
敵
軍



群書治要 360

117

群
書
治
要
360

3

三
、
仁
義

來
犯
或
罪
犯
行
刑
不
殺
生
。

　

膳
夫
は
天
子
が
食
べ
る
ご
は
ん
、
飲
料
、
肉
や
菜
食
を
司
り
ま
す
が
、
天
子
や
皇
后
、
世
子
の
葬
式
に

遭
う
と
、
殺
生
し
ま
せ
ん
。
大
き
な
災
厄
が
あ
る
年
は
殺
生
し
ま
せ
ん
。
疫
病
が
流
行
っ
て
い
る
時
は
殺

生
し
ま
せ
ん
。
天
災
地
変
が
あ
る
と
殺
生
し
ま
せ
ん
。
敵
軍
が
国
を
侵
略
し
た
り
、
罪
人
が
処
刑
さ
れ
た

り
す
る
時
も
、
殺
生
し
ま
せ
ん
。

122	

仲
春
之
月
，
養
幼
少
，
存
諸
孤
。
助
生
氣

也
。

命
有
司
，
省
囹
圄
彍

，
去
桎
梏
，
毋
肆
鈫

掠
𤊄

；
順
陽
氣
也
。
省
，
減
也
。

肆
，
謂
死
刑
暴
尸
。

毋
竭

川
澤
，
毋
漉
旔

陂
池
焩

，
毋
焚
山
林
。
順
陽
養

物
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
囹
圄
（l

í
n
g
 
y
ǔ

／

囹
圄
）
：
監
獄
。
鈫
肆
：
死
刑
後
陳
屍
示
眾
。
𤊄
掠
：
拷
打
；
拷
問
。

旔
漉
（l

ù

／

漉
）
：
使
乾
涸
，
竭
盡
。
焩
陂
（b

ē
i

／

皮
）
池
：
池
塘
。
陂
：
池
塘
湖
泊
。

	

【
白
話
】�

春
季
的
第
二
個
月
，
要
特
別
保
養
幼
小
的
孩
童
，
撫
恤
可
憐
的
孤
兒
。
要
命
令
掌
管
司
法
的
官

吏
減
少
牢
獄
中
關
押
的
囚
犯
，
除
去
他
們
的
腳
鐐
和
手
銬
，
不
可
執
行
死
刑
及
陳
屍
示
眾
、
拷

打
犯
人
；
不
可
放
乾
河
川
湖
泊
中
的
水
；
不
可
使
池
塘
乾
涸
；
不
可
放
火
焚
燒
山
林
（
順
應
生

生
不
息
的
陽
氣
，
長
養
萬
物
）
。

　

春
の
二
つ
目
の
月
で
は
、
幼
い
子
ど
も
を
特
に
守
り
、
か
わ
い
そ
う
な
孤
児
ら
を
思
い
や
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
司
法
を
司
る
管
理
に
は
牢
獄
で
拘
留
さ
れ
て
い
る
囚
人
を
減
ら
す
よ
う
に
命
ず
る
の
で
す
。
囚
人

ら
の
足
枷
と
手
枷
を
は
ず
し
、
死
刑
や
死
体
の
見
せ
し
め
、
拷
問
を
禁
ず
る
べ
き
で
す
。
河
や
湖
の
中
の
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水
を
空
に
な
る
ま
で
放
出
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
池
を
枯
ら
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
山
林
に
火
を
つ
け
て

燃
や
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
（
め
ぐ
り
続
け
る
陽
気
に
従
い
、
万
物
を
養
育
さ
せ
る
た
め
で
す
。
）

123	

國
君
春
田
彍

不
圍
澤
，
大
夫
不
掩
鈫

群
，
士
不
取
麛
卵
𤊄

。
生
乳
之
時
，

重
傷
其
類
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
田
：
同
「
畋
」
，
打
獵
。
鈫
掩
：
指
盡
取
，
全
部
捕
殺
。
𤊄
麛
（m

í

／

麛
）
卵
：
幼
獸
和
鳥

卵
。
麛
：
幼
鹿
，
此
處
泛
指
幼
獸
。

	

【
白
話
】�

諸
侯
國
君
在
春
天
舉
行
田
獵
時
，
不
可
包
圍
整
個
獵
場
；
大
夫
不
可
捕
殺
整
群
的
禽
獸
；
士
人

不
可
掠
取
幼
獸
或
鳥
卵
（
動
物
生
育
和
哺
乳
的
時
候
這
樣
做
，
會
嚴
重
地
傷
害
動
物
的
族
類
）
。

　

諸
侯
と
国
君
が
春
に
田
猟
を
す
る
時
は
、
猟
場
を
ま
る
ご
と
囲
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
大
夫
は
獣
の
群

れ
を
丸
ご
と
撲
殺
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
士
人
は
幼
獣
や
鳥
の
卵
を
掠
め
取
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
（
動

物
が
生
育
と
哺
乳
し
て
い
る
時
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
、
動
物
を
酷
く
傷
つ
け
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
）

124	

子
曰
：
「
仁
有
三
，
與
仁
同
功
而
異
情
。
利
仁
強
仁
，
功
雖
與
安
仁

者
同
，
本
情
則
異
也
。

與
仁
同
功
，
其
仁
未
可
知
也
；
與
仁
同
過
，
然

後
其
仁
可
知
也
。
仁
者
安
仁
，
智
者
利
仁
，
畏
罪
者
強
彍

仁
。
」
功
者
，
人
所
貪
。
過
者
，
人
所
避
。
（
卷

七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】
彍
強
（q

i
ǎ
n
g

／

搶
）
：
勉
強
；
強
迫
。
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【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
行
仁
道
有
三
種
情
況
（
安
仁
、
利
仁
、
強
仁
）
：
利
仁
、
強
仁
的
功
效
雖
然
與
安

仁
相
同
（
都
能
利
益
他
人
、
利
益
社
會
）
，
但
其
存
心
是
不
同
的
（
安
仁
是
無
所
求
而
安
於
行
仁
，

利
仁
是
為
獲
得
利
益
而
行
仁
，
強
仁
是
畏
懼
刑
罰
而
行
仁
）
。
這
三
者
施
行
仁
愛
，
從
功
效
看

是
相
同
的
，
難
以
判
斷
是
否
是
真
正
以
仁
德
之
心
行
事
；
但
施
行
仁
愛
遭
遇
到
利
害
相
關
的
事

情
時
，
可
從
不
同
的
反
應
中
看
出
是
否
是
真
正
仁
德
之
人
。
真
正
的
仁
者
基
於
自
己
的
本
性
而

安
適
自
在
地
行
仁
；
智
者
知
道
行
仁
對
自
己
有
利
，
所
以
行
善
以
求
福
；
害
怕
犯
罪
受
罰
的
人

是
勉
強
地
行
仁
。
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
仁
の
道
を
実
行
す
る
に
は
、
三
つ
の
状
況
が
あ
り
ま
す
。
（
安
仁
、
利
仁
、

強
仁
）
：
利
仁
と
強
仁
の
効
果
は
安
仁
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
す
が
（
共
に
他
人
と
社
会
に
益
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）
、
そ
の
心
積
も
り
は
違
い
ま
す
（
安
仁
は
何
も
求
め
ず
に
仁
の
実
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

利
仁
は
利
益
を
得
る
た
め
に
仁
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
強
仁
は
刑
罰
を
恐
れ
る
た
め
に
仁
を
実
行
し
て
い

ま
す
）
。
こ
れ
ら
三
者
が
仁
愛
を
実
行
す
る
時
、
効
果
の
面
か
ら
見
る
と
同
じ
で
す
か
ら
、
本
当
に
仁
徳

の
心
か
ら
の
行
い
な
の
か
は
判
別
し
に
く
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
仁
愛
を
実
行
す
る
時
に
利
害
に
か

か
わ
る
こ
と
が
起
こ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
反
応
か
ら
、
本
当
に
仁
徳
を
備
え
て
い
る
者
か
ど
う
か
が
分

り
ま
す
。
本
当
の
仁
者
は
自
分
の
本
性
に
基
づ
い
て
、
自
在
に
安
ら
い
で
仁
を
実
行
し
続
け
ま
す
。
智
者

は
仁
の
実
行
は
自
分
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
福
の
た
め
に
仁
を
実
行
し
ま

す
。
罪
を
犯
し
て
罰
せ
ら
れ
る
の
を
恐
れ
る
者
は
無
理
に
仁
を
実
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
」
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125	

景
公
問
晏
子
曰
：
「
謀
必
得
，
事
必
成
，
有
術
乎
？
」
對
曰
：
「
有
。
」
公
曰
：
「
其
術
何
如
？
」
晏
子
曰
：

「
謀
度
彍

於
義
者
必
得
，
事
因
鈫

於
民
者
必
成
。
反
義
而
謀
，
背
民
而
動
，
未
聞
存
者
也
。
昔
三
代
之
興
也
，

謀
必
度
於
義
，
事
必
因
於
民
；
及
其
衰
也
，
謀
者
反
義
，
興
事
傷
民
。
故
度
義
因
民
，
謀
事
之
術
也
。
」
（
卷

三
十
三　

晏
子
）

	

【
註
釋
】�
彍
度
（z

h
á
i

／

宅
）
：
同
「
宅
」
，
居
。
（
根
據
王
念
孫
先
生
校
勘
解
釋
。
）
鈫
因
：
順
；
順
應
。

	

【
白
話
】�

景
公
問
晏
子
說
：
「
要
使
謀
劃
的
事
一
定
實
現
，
所
做
的
事
一
定
成
功
，
有
這
樣
的
方
法
嗎
？
」

晏
子
回
答
說
：
「
有
。
」
景
公
問
：
「
那
方
法
是
什
麼
？
」
晏
子
答
道
：
「
謀
劃
的
事
與
道
義

相
合
就
肯
定
能
實
現
，
做
事
順
應
民
心
就
肯
定
能
成
功
。
違
反
道
義
來
謀
劃
，
違
背
民
意
來
行

事
，
從
未
聽
說
過
能
長
久
的
。
以
前
，
夏
、
商
、
周
三
代
興
盛
之
時
，
謀
劃
必
定
考
慮
是
否
符

合
道
義
，
做
事
必
會
依
照
人
民
的
意
願
。
到
他
們
衰
敗
的
時
候
，
所
謀
劃
的
策
略
違
背
道
義
，

所
興
辦
的
事
情
又
傷
害
人
民
。
所
以
符
合
道
義
、
依
照
民
意
，
是
謀
劃
和
做
事
的
正
確
方
法
。
」

　

景
公
は
晏
子
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
計
画
し
て
い
る
こ
と
を
必
ず
や
実
現
さ
せ
て
、
や
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
必
ず
や
成
功
さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
何
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
晏
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
あ

り
ま
す
」
景
公
は
尋
ね
ま
し
た
。
「
何
と
言
う
方
法
で
し
ょ
う
か
」
晏
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
計
画
し
て

い
る
こ
と
と
道
義
が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
実
現
で
き
ま
す
。
民
の
心
に
順
応
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

な
す
こ
と
は
必
ず
成
功
で
き
ま
す
。
道
義
に
背
い
て
計
画
し
、
民
意
に
背
い
て
い
て
長
く
続
け
ら
れ
る
政

権
は
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
昔
、
夏
、
商
、
周
こ
れ
ら
三
つ
の
時
代
が
繁
栄
し
て
い
た
時
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に
、
そ
の
計
画
は
道
義
に
合
う
か
ど
う
か
、
実
行
の
仕
方
が
民
の
願
い
に
沿
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
必
ず

問
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
時
代
が
衰
え
て
い
た
時
は
、
練
っ
て
い
た
策
略
が
道
義
に
背

き
、
な
す
こ
と
も
民
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
道
義
に
一
致
し
、
民
意
に
従
う

こ
と
こ
そ
、
計
画
と
実
行
の
正
し
い
仕
方
で
す
」

126	

夫
君
子
者
，
易
親
而
難
狎
彍

，
畏
禍
而
難
劫
鈫

，
嗜
利
而
不
為
非
，
時
動
靜
（
無
靜

字

）
而
不
苟
作
。
體
雖
安
之
，

而
弗
敢
處
，
然
後
禮
生
焉
；
心
雖
欲
之
，
而
弗
敢
言
，
然
後
義
生
焉
。
夫
義
節
欲
而
治
，
禮
反
情
而
辨
者
也
。

（
卷
三
十
四　

鶡
冠
子
）

	

【
註
釋
】
彍
狎
：
輕
慢
。
鈫
劫
：
用
威
嚇
的
手
段
脅
迫
。

	

【
白
話
】�

君
子
這
樣
的
人
，
容
易
親
近
，
但
不
會
讓
人
因
親
近
而
產
生
輕
慢
；
害
怕
災
禍
，
但
難
以
用
脅

迫
來
讓
他
屈
服
；
喜
愛
利
益
，
但
不
會
為
此
去
做
違
背
道
義
的
事
；
時
局
動
盪
，
也
不
會
不
依

正
道
苟
且
作
為
。
雖
然
外
物
或
境
況
讓
自
身
感
到
安
適
，
但
不
敢
處
於
這
種
安
逸
之
境
，
這
樣

之
後
禮
節
由
此
產
生
；
內
心
雖
然
想
要
某
種
合
乎
心
意
的
事
物
，
但
不
敢
放
任
自
己
隨
意
求
取
，

這
樣
之
後
正
義
由
此
產
生
。
正
義
，
通
過
節
制
欲
望
而
達
到
自
我
的
完
善
；
禮
節
，
通
過
規
範

性
情
而
可
以
明
辨
事
理
。

　

君
子
と
言
う
者
は
親
し
み
や
す
い
が
、
親
し
み
や
す
さ
か
ら
怠
慢
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
君
子

は
禍
を
恐
れ
る
が
、
脅
迫
し
て
屈
服
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
利
益
を
愛
す
る
が
、
利
益
を
求
め
る
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た
め
に
道
義
に
背
い
た
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。
た
と
え
動
乱
の
時
代
で
も
、
正
道
か
ら
逸
し
て
い
い
加
減
な

こ
と
を
し
ま
せ
ん
。
外
部
の
物
質
や
環
境
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
の
よ
う
な
安
逸
の
環
境
に
長
居

す
る
こ
と
を
し
な
い
か
ら
、
礼
節
は
自
ず
と
君
子
の
中
に
生
ま
れ
ま
す
。
心
の
う
ち
で
は
何
か
欲
し
い
物

は
あ
っ
て
も
、
思
い
の
ま
ま
に
妄
り
に
求
め
る
こ
と
を
し
な
い
か
ら
、
正
義
は
自
ず
と
君
子
の
中
に
生
ま

れ
ま
す
。
正
義
と
は
、
欲
望
の
節
制
を
通
し
て
自
己
の
完
善
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
礼
節
と
は
、
性

格
の
規
範
に
よ
っ
て
理
を
理
解
し
、
分
別
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

127	

天
災
流
行
，
國
家
彍

代
鈫

有
。
救
災
恤
𤊄

鄰
，
道
也
。
行
道
有
福
。
（
後
補
卷
四　

春
秋
左
氏
傳
上
）

	

【
注
釋
】�

彍
國
家
：
古
代
諸
侯
的
封
地
稱
國
，
大
夫
的
封
地
稱
家
。
鈫
代
：
更
迭
；
交
替
。
𤊄
恤
：
周
濟
，

救
濟
。

	

【
白
話
】�

天
災
流
行
，
總
在
各
個
地
方
交
替
發
生
。
救
援
受
災
地
區
，
周
濟
鄰
國
，
這
是
道
義
。
按
道
義

行
事
者
有
福
。

　

天
災
の
流
行
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
も
常
に
代
わ
る
代
わ
る
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
を
救
援

し
、
隣
国
を
助
け
る
こ
と
は
道
義
で
す
。
道
義
に
従
う
者
に
は
福
が
訪
れ
ま
す
。
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四
、
誠
信

128	
君
子
之
養
其
心
，
莫
善
於
誠
。
夫
誠
，
君
子
所
以
懷
萬
物
也
。
天
不
言
而
人
推
高
焉
，
地
不
言
而
人
推
厚
焉
，

四
時
不
言
而
人
期
焉
。
此
以
至
誠
者
也
。
（
卷
四
十
八　

體
論
）

	

【
白
話
】�

君
子
修
養
身
心
，
沒
有
比
「
誠
」
更
重
要
的
了
。
誠
，
是
君
子
所
用
來
包
容
萬
物
的
。
天
不
言
語
，

可
是
人
們
推
崇
它
的
高
遠
；
地
不
言
語
，
可
是
人
們
推
崇
它
的
厚
重
；
四
季
不
言
語
，
可
是
人

們
期
盼
它
的
來
臨
。
這
是
因
為
它
們
是
至
誠
的
。

　

君
子
が
心
身
を
修
養
す
る
時
に
お
い
て
、
「
誠
」
よ
り
重
要
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誠
と
は
、
君
子

が
万
物
を
受
け
入
れ
る
根
本
で
す
。
天
は
語
ら
な
い
が
、
人
々
は
そ
の
高
遠
さ
を
崇
め
て
い
ま
す
。
大
地

は
語
ら
な
い
が
、
人
々
は
そ
の
重
厚
さ
を
崇
め
て
い
ま
す
。
四
季
は
語
ら
な
い
が
、
人
々
は
そ
の
到
来
を

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
全
て
は
「
至
誠
」
で
あ
る
た
め
で
す
。

129	

蓋
天
地
著
彍

信
，
而
四
時
不
悖
；
日
月
著
信
，
而
昏
明
有
常
；
王
者
體
信
，
而
萬
國
以
安
；
諸
侯
秉
鈫

信
，

而
境
內
以
和
；
君
子
履
𤊄

信
，
而
厥
旔

身
以
立
。
古
之
聖
君
賢
佐
，
將
化
世
美
俗
，
去
信
須
臾
，
而
能
安
上

治
民
者
，
未
之
有
也
。
（
卷
四
十
九　

傅
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
著
（z

h
ù

／

著
）
：
顯
明
；
顯
出
。
鈫
秉
：
操
持
。
𤊄
履
：
執
行
；
實
行
。
旔
厥
：
代
詞
，

他
的
。

	

【
白
話
】�

天
地
顯
現
其
誠
信
，
四
季
運
行
就
不
違
背
常
規
；
日
月
顯
現
其
誠
信
，
黑
夜
白
晝
就
交
替
正
常
；
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君
王
依
循
於
誠
信
，
各
個
諸
侯
國
就
會
安
定
；
諸
侯
秉
持
誠
信
，
諸
侯
國
內
就
會
和
平
；
君
子

踐
行
誠
信
，
就
能
在
社
會
上
立
足
。
古
代
的
明
君
賢
臣
，
要
教
化
世
人
、
美
化
風
俗
，
如
果
片

刻
離
開
誠
信
，
卻
能
安
定
國
家
、
治
理
好
百
姓
，
這
是
從
未
有
過
的
事
。

　

天
地
が
そ
の
誠
信
を
現
す
と
、
四
季
の
運
行
は
常
軌
か
ら
逸
し
ま
せ
ん
。
日
月
が
そ
の
誠
信
を
現
す
と
、

深
夜
と
白
昼
の
交
代
は
正
常
に
行
わ
れ
ま
す
。
君
主
と
帝
王
が
誠
信
に
従
う
と
、
諸
侯
の
国
々
も
安
定
し

ま
す
。
諸
侯
が
誠
信
を
心
に
持
っ
て
い
る
と
、
そ
の
国
内
は
平
和
に
な
り
ま
す
。
君
子
が
誠
信
を
実
行
す

る
と
、
社
会
で
そ
れ
な
り
の
地
位
を
得
ら
れ
ま
す
。
古
代
の
明
君
と
賢
明
な
臣
下
世
の
人
々
を
教
化
し
、

風
俗
を
美
化
し
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
誠
信
か
ら
離
れ
る
と
、
相
変
わ
ら
ず
国
家

を
安
定
さ
せ
て
民
を
よ
く
治
め
た
こ
と
は
、
未
だ
か
つ
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

130	

曾
子
妻
之
市
，
其
子
隨
而
泣
。
其
母
曰
：
「
汝
還
彍

，
顧
鈫

反
，
為
汝
殺
彘
。
」
妻
道
（
道
作

適

）
市
來
，
曾
子

欲
捕
彘
殺
之
，
其
妻
止
之
曰
：
「
特
𤊄

與
嬰
兒
戲
也
。
」
曾
子
曰
：
「
嬰
兒
者
非
有
知
也
，
待
父
母
而
學
之

者
也
。
今
子
欺
之
，
是
教
子
欺
也
。
母
欺
子
，
子
而
不
信
其
母
，
非
所
以
成
教
也
。
」
遂
殺
彘
。
（
卷
四
十

韓
子
）

	

【
註
釋
】
彍
還
：
回
家
。
鈫
顧
：
等
待
。
𤊄
特
：
僅
；
只
是
。

	

【
白
話
】�

曾
子
的
妻
子
要
到
集
市
上
去
，
她
的
兒
子
哭
著
要
跟
隨
著
一
起
去
。
母
親
對
兒
子
說
：
「
你
回

家
去
，
等
我
回
來
，
給
你
殺
豬
吃
。
」
曾
子
的
妻
子
從
集
市
回
來
，
曾
子
就
準
備
捉
豬
去
殺
，
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己
を
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ま
す
）

妻
子
阻
止
他
說
：
「
只
是
和
孩
子
開
玩
笑
的
。
」
曾
子
說
：
「
孩
子
是
不
懂
事
的
，
是
跟
著
父

母
學
習
的
。
現
在
妳
欺
騙
他
，
就
是
教
孩
子
欺
騙
。
母
親
欺
騙
孩
子
，
孩
子
就
不
相
信
自
己
的

母
親
，
這
不
是
用
來
教
育
孩
子
的
方
法
！
」
於
是
曾
子
便
動
手
殺
了
豬
。

　

曾
子
の
妻
は
市
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
息
子
が
つ
い
て
行
く
と
泣
い
て
い
ま
し
た
。
母
親
は
息
子
に
言

い
ま
し
た
。
「
家
で
待
っ
て
い
な
さ
い
。
お
母
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
ら
、
豚
を
殺
し
て
ご
馳
走
に
し
て
あ

げ
る
わ
」
曾
子
の
妻
が
市
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
曾
子
は
豚
を
捕
ま
え
て
殺
す
用
意
を
し
始
め
た
の
で
、

妻
は
止
め
ま
し
た
。
「
子
ど
も
と
の
た
だ
の
冗
談
よ
」
曾
子
は
言
い
ま
し
た
。
「
子
ど
も
は
何
も
分
ら
ず

に
、
た
だ
親
に
つ
い
て
学
ぶ
も
の
だ
。
子
ど
も
に
今
嘘
を
つ
く
の
は
、
子
ど
も
に
嘘
を
つ
け
と
教
え
る
こ

と
に
な
る
。
母
親
が
子
ど
も
に
嘘
を
つ
く
と
、
子
ど
も
は
母
親
を
信
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
さ
。
そ

ん
な
の
、
教
育
の
仕
方
で
は
な
い
！
」
そ
し
て
、
曾
子
は
豚
を
殺
し
ま
し
た
。

	

五
、
正
己 

（
己
を
正
し
ま
す
）

131	

恕
者
，
以
身
為
度
者
也
。
己
所
不
欲
，
毋
加
諸
人
。
惡
諸
人
，
則
去
諸
己
；
欲
諸
人
，
則
求
諸
己
。
此
恕
也
。

（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	

【
白
話
】�

恕
，
就
是
以
自
身
的
情
況
設
身
處
地
為
他
人
考
慮
。
自
己
不
希
望
接
受
的
事
情
，
也
不
要
強
加

到
別
人
身
上
。
如
果
厭
惡
別
人
的
習
氣
毛
病
，
就
要
先
去
除
自
己
身
上
的
習
氣
毛
病
；
希
望
別

人
做
到
的
，
就
要
自
己
先
做
到
。
這
就
是
恕
。
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を
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ま
す
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恕
と
は
、
己
の
状
況
と
同
様
に
他
人
を
思
い
や
る
こ
と
で
す
。
自
分
が
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
、
無

理
に
他
の
人
に
押
し
付
け
ま
せ
ん
。
他
人
の
習
慣
や
癖
を
嫌
う
の
で
し
た
ら
、
ま
ず
は
自
分
の
習
慣
と
癖

を
正
す
べ
き
で
す
。
他
人
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
ま
ず
は
自
分
が
率
先
し
て
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
恕
で
す
。

132	

事
親
而
不
為
親
所
知
，
是
孝
未
至
者
也
；
事
君
而
不
為
君
所
知
，
是
忠
未
至
者
也
；
與
人
交
而
不
為
人
所

知
，
是
信
義
未
至
者
也
。
（
卷
四
十
五　

昌
言
）

	

【
白
話
】�

侍
奉
雙
親
而
不
被
雙
親
了
解
，
是
孝
道
沒
有
行
圓
滿
；
事
奉
君
主
而
不
被
君
主
了
解
，
是
忠
義

沒
有
行
圓
滿
；
與
人
交
往
而
不
被
人
了
解
，
是
信
義
沒
有
行
圓
滿
。

　

両
親
に
奉
仕
し
て
い
る
の
に
、
両
親
か
ら
理
解
さ
れ
な
い
の
は
、
孝
道
が
円
満
に
行
わ
れ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
君
主
に
仕
え
て
い
る
の
に
、
君
主
か
ら
理
解
さ
れ
な
い
の
は
、
忠
義
が
円
満
に
行
わ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。
人
と
付
き
合
い
な
が
ら
、
人
か
ら
理
解
さ
れ
な
い
の
は
、
信
義
が
円
満
に
行
わ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。

133	

君
子
在
位
可
畏
，
施
舍
可
愛
，
進
退
可
度
，
周
旋
可
則
，
容
止
可
觀
，
作
事
可
法
，
德
行
可
象
彍

，
聲
氣
可
樂
，

動
作
有
文
，
言
語
有
章
，
以
臨
其
下
，
謂
之
有
威
儀
也
。
（
卷
五　

春
秋
左
氏
傳
中
）

	

【
註
釋
】
彍
象
：
效
法
，
仿
效
。
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（
己
を
正
し
ま
す
）

	

【
白
話
】�

君
子
在
位
令
人
敬
畏
，
施
惠
於
人
令
人
愛
戴
，
進
退
揖
讓
可
作
為
法
度
，
交
際
往
來
可
作
為
準
則
，

儀
容
舉
止
值
得
人
觀
摩
，
處
事
施
政
值
得
人
學
習
，
道
德
品
行
可
以
讓
人
效
法
，
聲
音
氣
度
讓

人
愉
悅
，
動
作
典
雅
有
修
養
，
說
話
清
晰
有
條
理
，
這
樣
來
對
待
下
屬
，
就
叫
做
有
威
儀
。

　

君
子
は
職
位
に
つ
く
と
人
か
ら
敬
畏
さ
れ
、
人
に
施
し
を
す
る
と
、
人
か
ら
愛
さ
れ
ま
す
。
そ
の
進
退

は
法
律
の
尺
度
に
、
人
と
の
付
き
合
い
方
は
準
則
に
な
れ
ま
す
。
そ
の
容
姿
と
振
る
舞
い
は
参
考
に
さ
れ
、

物
事
へ
の
接
し
方
も
人
か
ら
見
習
わ
さ
れ
ま
す
。
そ
の
道
徳
と
品
行
は
人
か
ら
学
ば
さ
れ
、
声
と
器
の
大

き
さ
は
人
を
喜
ば
せ
ま
す
。
そ
の
動
作
は
優
雅
に
し
て
教
養
が
あ
り
、
話
し
方
も
明
瞭
で
条
理
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
接
し
方
で
部
下
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
自
ず
と
威
儀
も
備
わ
り
ま
す
。

134	

非
漠
真
（
漠
真
作

淡
漠

）
無
以
明
德
，
非
寧
靜
無
以
致
遠
，
非
寬
大
無
以
並
覆
彍

，
非
平
正
無
以
制
斷
鈫

。
（
卷

三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】
彍
並
覆
：
廣
為
覆
庇
、
包
容
。
鈫
制
斷
：
專
斷
；
裁
決
。

	

【
白
話
】�

不
能
淡
泊
名
利
，
就
無
法
彰
明
自
身
的
性
德
；
不
能
清
靜
寡
欲
，
就
無
法
到
達
高
遠
的
境
界
；

沒
有
寬
廣
博
大
的
胸
懷
，
就
無
法
包
容
天
下
萬
物
；
沒
有
公
平
正
直
的
作
風
，
就
無
法
做
出
正

確
的
決
斷
。

　

名
利
に
淡
白
で
な
け
れ
ば
、
自
身
の
徳
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
欲
望
を
減
ら
し
て
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す
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清
浄
な
心
で
い
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
高
遠
な
境
地
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
広
く
て
深
い

懐
が
な
い
と
、
天
下
の
万
物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
公
平
に
し
て
正
直
な
や
り
方
で
な
い

と
、
正
し
い
決
断
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

135	

大
人
不
唱
彍

游
言
。
游
，
猶
浮
也
。
不

可
用
之
言
也
。

可
言
也
，
不
可
行
，
君
子
弗
言
也
；
可
行
也
，
弗
可
言
，
君
子
弗
行
也
。
則

民
言
不
危
行
，
而
行
不
危
言
矣
。
危
，
猶
高
也
。
言
不
高
於
行
，

行
不
高
於
言
，
言
行
相
應
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】
彍
唱
：
倡
導
；
發
起
。
後
作
「
倡
」
。

	

【
白
話
】�

身
居
高
位
的
人
不
可
倡
導
和
鼓
勵
講
一
些
浮
而
不
實
之
言
。
可
以
說
而
做
不
到
的
，
君
子
是
不

會
去
說
的
；
可
以
做
而
不
可
堂
堂
正
正
說
的
，
君
子
是
不
會
去
做
的
。
能
夠
這
樣
，
百
姓
就
不

會
言
過
其
實
，
也
不
會
去
做
不
可
告
人
的
行
為
。

　

高
位
に
い
る
者
は
浮
つ
い
た
不
実
の
事
柄
を
言
う
の
を
提
唱
し
、
励
ま
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
言
え
る

の
に
で
き
な
い
こ
と
を
、
君
子
は
言
い
ま
せ
ん
。
で
き
る
の
に
正
々
堂
々
と
言
え
な
い
こ
と
も
、
君
子
は

し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
民
も
浮
つ
い
た
こ
と
を
言
わ
ず
、
人
に
言
え
な
い
こ

と
を
し
ま
せ
ん
。
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六
、
度
量

136	
上
不
天
，
則
下
不
偏
彍

覆
；
心
不
地
，
則
物
不
畢
載
。
大
山
鈫

不
立
好
惡
，
故
能
成
其
高
；
江
海
不
擇
小
助
，

故
能
成
其
富
。
故
大
人
𤊄

寄
形
旔

於
天
地
，
而
萬
物
備
；
措
心
於
山
海
，
而
國
家
富
。
（
卷
四
十　

韓
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
偏
：
「
徧
」
的
誤
字
。
徧
，
指
普
遍
。
鈫
大
（t

à
i

／

太
）
山
：
泰
山
。
大
：
「
太
」
的
古
字
，

通
「
泰
」
。
𤊄
大
人
：
猶
言
王
者
。
旔
寄
形
：
猶
言
託
身
。
指
以
天
地
般
廣
大
的
胸
懷
來
治
理
。

	

【
白
話
】�

君
主
不
效
法
蒼
天
，
就
不
能
保
護
所
有
的
人
民
；
君
主
心
胸
如
果
不
像
大
地
那
樣
寬
廣
，
就
不

能
承
載
所
有
萬
物
。
泰
山
對
土
石
沒
有
好
惡
之
心
，
所
以
能
夠
形
成
它
的
高
大
；
江
海
對
細
流

不
加
選
擇
，
所
以
能
夠
形
成
它
的
壯
闊
。
所
以
君
主
寄
託
形
體
於
天
地
，
似
天
之
遍
覆
，
地
之

遍
載
，
因
此
萬
物
豐
饒
；
心
之
運
用
如
大
山
不
讓
微
塵
，
江
海
不
擇
細
流
，
因
而
國
家
富
足
。

　

君
主
が
天
を
見
習
わ
な
い
と
、
全
て
の
民
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
君
主
の
懐
が
大
地
の
よ

う
に
広
く
な
い
と
、
全
て
の
万
物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
泰
山
は
土
や
石
に
対
し
て
好
き

嫌
い
が
な
い
か
ら
、
あ
れ
ほ
ど
の
高
大
さ
に
な
れ
ま
す
。
江
海
は
細
い
分
流
を
選
ば
な
い
か
ら
、
あ
れ
ほ

ど
の
壮
大
さ
に
な
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
君
主
も
天
地
を
見
習
い
、
天
の
よ
う
に
遍
く
覆
い
か
ぶ
さ
り
、

地
の
よ
う
に
遍
く
受
け
入
れ
る
と
、
万
物
は
豊
饒
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
心
を
泰
山
や
江
海
の
よ
う
に
し

て
、
広
く
相
手
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
、
国
は
自
然
に
豊
か
に
な
れ
ま
す
。

137	

王
賞
鬭
辛
、
王
孫
由
于
、
申
包
胥
、
鬭
懷
。
皆
從
王
有

大
功
。

子
西
曰
：
「
請
舍
懷
也
。
」
以
初
謀
殺

王
故
。

王
曰
：
「
大
德
滅
小
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怨
，
道
也
。
」
終
從
其
兄
，
免
王
大

難
，
是
大
德
也
。

（
卷
六　

春
秋
左
氏
傳
下
）

	
【
白
話
】�

楚
昭
王
賞
賜
了
鬭
辛
、
王
孫
由
于
、
申
包
胥
、
鬭
懷
等
人
。
子
西
說
：
「
請
您
不
要
賞
賜
鬭
懷
。
」

（
因
為
當
初
他
曾
想
殺
死
昭
王
。
）
昭
王
說
：
「
他
對
我
有
大
恩
德
，
就
可
以
消
除
以
前
小
的

怨
恨
了
，
這
是
合
乎
道
義
的
。
」

　

楚
の
昭
王
は
鬭
辛
、
王
孫
由
于
、
申
包
胥
、
鬭
懷
ら
に
褒
美
を
与
え
ま
し
た
。
子
西
は
言
い
ま
し
た
。

「
ど
う
か
鬭
懷
に
褒
美
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
」
（
何
故
な
ら
、
鬭
懷
は
昭
王
を
殺
そ
う
と
し
ま
し

た
。
）
昭
王
は
言
い
ま
し
た
。
「
彼
は
私
に
大
き
な
恩
恵
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
前
の
恨
み
は
帳
消
し
に

な
れ
る
か
ら
、
道
義
に
合
っ
て
い
ま
す
」

	

七
、
謙
虚

138	

人
之
情
，
服
於
德
，
不
服
於
力
。
故
古
之
聖
王
，
以
其
言
下
人
，
以
其
身
後
人
，
即
天
下
推
而
不
厭
，
戴

而
不
重
。
此
德
有
餘
，
而
氣
順
也
。
故
知
與
之
為
得
（
得
作

取

）
，
知
後
之
為
先
，
即
幾
彍

道
矣
。
（
卷
三
十
五

　

文
子
）

	

【
註
釋
】
彍
幾
：
將
近
；
幾
乎
。

	

【
白
話
】�

人
的
心
理
，
是
順
服
於
道
德
，
而
不
順
服
於
威
力
。
所
以
古
代
的
聖
明
君
王
，
處
處
言
語
謙
卑
，

事
事
行
在
人
後
，
天
下
人
都
推
重
他
而
不
厭
煩
他
，
擁
戴
他
在
人
民
之
上
而
人
民
並
不
感
到
有

重
壓
。
這
就
是
德
高
有
餘
而
氣
順
於
道
。
因
此
，
懂
得
「
給
予
」
就
是
「
得
到
」
，
懂
得
甘
居
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人
後
實
際
上
是
站
在
了
人
前
，
這
就
接
近
於
「
道
」
了
。

　

人
の
心
は
道
徳
に
従
う
も
の
で
、
威
力
に
は
従
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
昔
の
聖
明
な
君
王
は
言
葉

を
謙
虚
に
し
て
、
何
事
も
人
に
遅
れ
て
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
君
王
は
民
の
上
に
い
て
も
、

民
に
重
圧
を
与
え
な
い
か
ら
、
天
下
の
人
々
は
彼
を
尊
重
し
て
嫌
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
、
高
い
徳
性
に

よ
っ
て
自
然
に
物
事
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ゆ
え
に
、
「
与
え
る
こ
と
」
こ
そ
「
得
る
こ
と
」
、

人
に
遅
れ
る
こ
と
は
実
は
人
よ
り
前
に
進
ん
で
い
る
の
だ
と
わ
か
る
と
、
「
道
」
に
近
づ
け
ら
れ
ま
す
。

139	

夫
學
者
損
其
自
多
，
以
虛
受
之
。
天
道
成
而
必
變
。
凡
持
滿
而
能
久
者
，
未
嘗
有
也
。
故
曰
：
自
賢
者
，

則
天
下
之
善
言
，
不
得
聞
其
耳
矣
。
（
卷
十　

孔
子
家
語
）

	

【
白
話
】�

為
學
之
人
應
當
不
斷
減
損
自
己
的
驕
傲
自
滿
，
永
遠
以
謙
虛
的
心
接
受
一
切
人
事
物
給
予
的
啟

發
。
大
自
然
的
法
則
是
：
萬
事
萬
物
的
發
展
一
旦
達
到
極
致
，
就
會
向
相
反
的
方
向
轉
變
。
因

此
凡
是
抱
持
自
滿
態
度
而
能
長
久
的
人
，
從
未
有
過
。
所
以
說
，
自
認
為
了
不
起
的
人
，
天
底

下
有
益
的
善
言
，
他
就
再
也
聽
不
進
了
。

　

学
問
を
求
め
る
者
は
自
分
の
傲
慢
さ
を
す
り
減
ら
し
続
け
て
、
い
つ
も
で
も
謙
虚
な
心
で
全
て
の
人
と

物
事
か
ら
の
啓
発
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
す
。
大
自
然
の
法
則
は
、
万
事
万
物
が
そ
の
極
み
に
達
す
る
と
、

相
対
す
る
方
向
へ
と
変
化
す
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
現
状
に
満
足
し
て
驕
っ
た
態
度
の
者
が
長
く
続

い
た
こ
と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゆ
え
に
、
自
分
の
こ
と
は
偉
い
と
思
う
者
の
耳
に
、
天
下
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の
ど
ん
な
有
益
な
言
葉
も
も
う
入
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

140	

不
自
見
，
故
明
；
聖
人
因
天
下
之
目
以

視
，
故
能
明
達
。

不
自
是
，
故
彰
；
聖
人
不
自
為
是
而
非

人
，
故
能
彰
顯
於
世
。

不
自
伐
彍

，
故
有
功
；
聖
人
德
化
流
行
，
不
自
取
其

美
，
故
有
功
於
天
下
也
。

不

自
矜
鈫

，
故
長
。
聖
人
不
自
貴
大
，
故

能
長
久
不
危
也
。

夫
唯
不
爭
，
故
天
下
莫
能
與
之
爭
。
此
言
天
下
賢
與
不
肖
，

無
能
與
不
爭
者
爭
。

（
卷
三
十
四　

老
子
）

	

【
註
釋
】
彍
伐
：
自
吹
自
擂
，
誇
耀
自
己
。
鈫
矜
：
恃
己
之
能
。

	

【
白
話
】�

不
執
著
自
己
的
主
觀
成
見
（
而
從
天
下
人
的
角
度
看
事
物
）
，
所
以
對
事
物
看
得
分
明
；
不
自

以
為
是
（
而
吸
取
天
下
人
的
正
確
看
法
）
，
所
以
盛
德
顯
現
於
外
；
不
自
我
誇
耀
，
所
以
能
成

就
功
業
；
不
自
恃
己
能
、
自
高
自
大
，
所
以
長
久
不
危
。
正
因
為
不
與
人
爭
，
所
以
天
下
沒
有

誰
能
與
他
相
爭
。

　

自
分
の
主
観
的
な
見
方
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
（
天
下
の
人
々
の
視
点
か
ら
物
事
を
見
れ
る
か
ら
）
、
物
事

が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
す
。
思
い
上
が
ら
な
い
で
（
天
下
の
人
々
の
正
し
い
見
方
を
吸
収
し
て
い
る
か

ら
）
、
大
い
な
る
徳
性
は
自
ず
と
現
れ
て
き
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
誇
示
し
な
い
か
ら
、
功
業
を
成
就
で

き
ま
す
。
自
分
の
能
力
に
驕
っ
た
り
せ
ず
に
自
慢
し
な
い
で
い
ら
れ
る
か
ら
、
長
く
危
機
に
悩
ま
さ
れ
ま

せ
ん
。
人
と
争
わ
な
い
か
ら
、
天
下
で
誰
も
彼
と
争
え
な
い
の
で
す
。

141	

君
子
務
脩
諸
內
，
而
讓
之
於
外
；
務
積
於
身
，
而
處
之
以
不
足
。
（
卷
四
十
八　

體
論
）

	

【
白
話
】�

君
子
致
力
於
對
內
修
養
自
身
，
而
對
外
謙
讓
（
讓
位
於
賢
，
讓
功
於
眾
，
讓
名
於
上
）
；
致
力
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於
積
累
自
身
的
德
行
、
智
慧
、
能
力
，
而
時
刻
以
自
己
還
很
不
足
來
自
處
。

　

君
子
は
内
に
対
し
て
自
身
の
修
養
を
高
め
る
の
に
力
を
注
ぎ
、
外
に
対
し
て
は
謙
虚
で
い
ま
す
（
賢
人

に
職
位
を
譲
り
、
大
衆
に
功
労
を
譲
り
、
上
位
者
に
名
声
を
譲
り
ま
す
）
。
自
身
の
徳
性
と
智
慧
、
能
力

を
積
み
重
ね
る
の
に
力
を
注
ぎ
な
が
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
の
だ
と
自
分
を
戒
め
る
も
の
で
す
。

142	

謙
。
《
象
》
曰
：
地
中
有
山
彍

，
謙
。
君
子
以
裒
鈫

多
益
寡
，
稱
𤊄

物
平
施
。
多
者
用
謙
以
為
裒
，
少
者
用
謙
以
為

益
，
隨
物
而
與
，
施
不
失
平
也
。

（
卷
一

　

周
易
）

	

【
註
釋
】�

彍
地
中
有
山
：
指
謙
卦
下
艮
為
山
，
上
坤
為
地
，
猶
山
在
地
之
中
。
鈫
裒
（p

ó
u

／

裒
）
：
減
少
。

𤊄
稱
：
權
衡
。

	

【
白
話
】�

謙
卦
《
象
傳
》
說
：
謙
卦
的
卦
象
是
艮
（
山
）
下
坤
（
地
）
上
，
為
高
山
隱
藏
於
地
中
之
表
象
，

象
徵
高
才
美
德
隱
藏
於
心
中
而
不
外
露
，
所
以
稱
作
謙
。
君
子
總
是
損
多
益
少
，
衡
量
各
種
事

物
，
然
後
取
長
補
短
，
使
其
平
均
。

　

謙
の
卦
は
『
象
伝
』
に
よ
る
と
、
謙
の
卦
は
艮
（
山
）
が
下
に
、
坤
（
地
）
が
上
に
あ
り
ま
す
。
高
い

山
が
大
地
の
中
に
隠
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
高
い
才
能
と
美
徳
を
心
の
中
に
隠
し
て
見
せ
び
ら

か
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
象
徴
し
て
お
り
、
謙
と
言
わ
れ
ま
す
。
君
子
は
い
つ
も
多
く
の
損
失
を
し
て
わ

ず
か
な
利
益
を
得
る
が
、
様
々
な
こ
と
を
考
慮
し
て
、
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
取
っ
て
、
足

り
な
い
と
こ
ろ
を
補
っ
て
い
る
か
ら
、
均
衡
が
取
れ
ま
す
。
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夫
謙
德
之
光
，
《
周
易
》
所
美
；
滿
溢
之
位
，
道
家
之
彍

所
戒
。
故
君
子
福
大
而
愈
懼
，
爵
隆
而
益
恭
。
遠

察
近
覽
，
俯
仰
有
則
，
銘
諸
机
鈫

杖
，
刻
諸
槃
杅
𤊄

，
矜
矜
業
業
旔

，
無
殆
無
荒
。
如
此
，
則
百
福
是
荷
焩

，

慶
流
無
窮
矣
。
（
卷
二
十
二　

後
漢
書
二
）

	

【
註
釋
】�
彍
之
：
此
字
為
衍
文
。
比
「
天
明
本
」
更
早
的
「
元
和
本
」
並
無
此
字
。
鈫
机
：
通
「
几
」
。

几
案
，
小
桌
子
。
用
以
擱
置
物
件
或
倚
靠
。
𤊄
槃
杅
（y

ú

／

杅
）
：
盤
與
盂
的
並
稱
。
用
於
盛

物
。
古
代
常
將
銘
言
或
功
績
刻
於
盤
盂
，
以
為
法
鑒
。
槃
：
古
代
承
水
器
皿
。
籀
文
為
「
盤
」
，

後
世
多
用
「
盤
」
。
杅
：
通
「
盂
」
。
盛
湯
漿
的
器
皿
。
旔
矜
矜
業
業
：
謹
慎
戒
懼
貌
。
矜
矜
：

戒
懼
；
小
心
謹
慎
。
業
業
：
危
懼
。
焩
荷
（h

è

／

荷
）
：
承
受
。

	

【
白
話
】�

謙
虛
仁
德
的
光
彩
，
是
《
周
易
》
大
力
稱
美
的
；
過
滿
則
溢
的
位
置
，
是
道
家
引
以
為
戒
的
。

所
以
君
子
福
愈
大
愈
驚
懼
，
官
愈
高
愈
謙
恭
。
觀
察
古
人
和
今
人
，
一
舉
一
動
都
有
準
則
，
將

銘
文
刻
在
几
案
和
拐
杖
上
，
刻
在
盤
和
盂
上
，
兢
兢
業
業
，
不
敢
怠
慢
。
這
樣
，
就
能
承
載
百
福
，

福
澤
綿
長
。

　

謙
虚
と
仁
徳
の
光
彩
は
、
『
周
易
』
で
大
い
に
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
度
を
過
ぎ
て
溢
れ
出
て
し
ま
う

の
は
、
道
家
が
強
く
戒
め
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
君
子
は
福
が
大
き
く
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
恐

れ
を
な
し
、
官
位
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
謙
虚
で
い
ま
す
。
古
今
の
者
を
観
察
し
て
、
一
挙
手
一
投
足
に

も
準
則
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
銘
に
し
て
机
と
杖
、
そ
し
て
皿
と
器
に
刻
み
込
ま
せ
て
、
戦
々
恐
々
と
し

て
疎
か
に
し
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
百
年
も
の
長
い
福
を
い
た
だ
け
ま
す
。
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144	

凡
趣
舍
彍

之
患
，
在
於
見
可
欲
而
不
慮
其
敗
，
見
可
利
而
不
慮
其
害
，
故
動
近
於
危
辱
。
昔
孫
叔
敖
三
相
楚

國
，
而
其
心
愈
卑
，
每
益
祿
而
其
施
愈
博
，
位
滋
高
而
其
禮
愈
恭
。
正
考
父
傴
僂
鈫

而
走
，
晏
平
仲
辭
其
賜

邑
。
此
皆
守
滿
以
沖
，
為
臣
之
體
也
。
（
卷
四
十
八　

體
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
趣
舍
：
取
捨
。
趣
：
通
「
取
」
。
鈫
傴
僂
（y

ǔ
 
l
ǚ

／

傴
僂
）
：
恭
敬
貌
。
傴
：
曲
背
；

彎
腰
。
僂
：
使
身
體
彎
曲
，
表
示
恭
敬
。

	

【
白
話
】�
一
般
人
在
進
退
、
取
捨
時
常
患
的
毛
病
是
，
只
看
到
自
己
的
欲
望
可
以
滿
足
而
不
考
慮
失
敗
，

只
看
到
可
以
獲
得
利
益
而
不
考
慮
其
帶
來
的
危
害
，
所
以
稍
有
行
動
就
接
近
於
危
險
恥
辱
。
過

去
孫
叔
敖
三
次
做
楚
國
宰
相
，
而
其
內
心
更
為
謙
卑
，
每
次
增
加
了
俸
祿
，
他
的
施
捨
就
更
為

廣
泛
，
地
位
愈
高
，
他
待
人
就
愈
加
謙
恭
。
孔
子
的
先
祖
正
考
父
謙
卑
恭
敬
地
行
走
，
晏
嬰
推

卻
不
受
君
王
封
賞
的
城
邑
，
他
們
都
是
以
淡
泊
謙
遜
的
態
度
身
居
顯
位
、
保
守
基
業
，
這
是
作

為
臣
子
應
該
具
備
的
基
本
品
質
。

　

一
般
の
人
が
進
退
し
、
取
捨
す
る
時
に
よ
く
す
る
悪
い
癖
は
、
自
分
の
欲
望
ば
か
り
に
目
が
眩
ん
で
、

失
敗
し
た
時
の
こ
と
を
考
え
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
利
益
の
獲
得
ば
か
り
に
目
が
眩
ん
で
、
そ
れ
に
伴

う
危
害
を
考
え
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
少
し
で
も
行
動
に
出
る
と
、
危
険
や
羞
恥

に
近
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
昔
、
孫
叔
敖
は
三
度
も
楚
国
の
宰
相
に
な
っ
た
が
、
前

よ
り
も
謙
虚
な
心
で
い
ま
し
た
。
俸
禄
が
増
え
る
度
に
、
孫
叔
敖
の
施
し
の
範
囲
は
よ
り
広
ま
り
、
地
位

が
高
く
な
る
度
に
、
よ
り
謙
虚
に
人
と
接
し
ま
し
た
。
孔
子
の
祖
先
で
あ
る
正
考
父
は
い
つ
も
謙
虚
に
歩
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い
て
い
ま
し
た
。
晏
嬰
は
君
王
か
ら
与
え
ら
れ
た
城
を
辞
退
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
み
な
淡
白
に
し
て
謙
虚

な
態
度
で
高
位
に
い
る
か
ら
、
元
と
な
る
大
い
な
る
事
業
を
守
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
こ
そ
、
臣
下
と
し

て
備
え
る
べ
き
品
性
で
す
。

	

八
、
謹
慎
（
慎
重
）

145	

舜
戒
禹
曰
：
「
鄰
哉
，
鄰
哉
彍

！
」
言
慎
所
近
也
。
周
公
戒
成
王
曰
：
「
其
朋
，
其
朋
鈫

！
」
言
慎
所
與
也
。

（
卷
二
十
五　

魏
志
上
）

	

【
註
釋
】�

彍
鄰
哉
鄰
哉
：
出
自
《
尚
書‧

虞
書‧

益
稷
》
，
原
文
是
：
「
帝
曰
：
『
吁
，
臣
哉
，
鄰
哉
！

鄰
哉
，
臣
哉
！
』
」
鈫
其
朋
其
朋
：
出
自
《
尚
書‧

周
書‧

洛
誥
》
，
原
文
是
：
「
周
公
曰
：

『
…
…
孺
子
其
朋
，
孺
子
其
朋
！
其
往
。
』
」

	

【
白
話
】�

虞
舜
告
誡
夏
禹
說
：
「
鄰
哉
，
鄰
哉
！
」
就
是
說
要
慎
重
選
擇
所
親
近
的
大
臣
。
周
公
告
誡
成

王
說
：
「
其
朋
，
其
朋
！
」
意
思
是
說
要
慎
重
選
擇
所
交
往
的
人
。

　

虞
の
舜
は
夏
の
禹
を
戒
め
ま
し
た
。
「
隣
哉
！　

隣
哉
！
」
す
な
わ
ち
、
親
し
く
な
る
臣
下
を
慎
重
に

選
び
な
さ
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
周
公
は
成
王
を
戒
め
ま
し
た
。
「
其
朋
！　

其
朋
！
」
す
な
わ
ち
、
付

き
合
う
人
を
慎
重
に
選
び
な
さ
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
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146	

孔
子
曰
：
「
臨
事
而
懼
，
希
彍

不
濟
。
」
《
易
》
曰
：
「
若
履
虎
尾
，
終
之
吉
。
」
若
群
臣
之
眾
，
皆
戒
慎

鈫

恐
懼
，
若
履
虎
尾
，
則
何
不
濟
𤊄

之
有
乎
？
（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	
【
註
釋
】
彍
希
：
少
有
、
不
多
，
通
「
稀
」
。
鈫
戒
慎
：
警
惕
謹
慎
。
𤊄
濟
：
成
就
；
成
功
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
處
理
事
情
能
保
持
戒
慎
恐
懼
之
心
，
就
很
少
有
辦
不
到
的
事
。
」
《
易
經
》
說
：
「
如

果
做
事
能
像
踩
在
老
虎
尾
巴
上
一
樣
戰
兢
惕
厲
，
並
且
始
終
如
此
，
就
能
得
到
吉
祥
順
利
。
」

假
如
國
家
所
有
官
員
，
對
待
工
作
都
能
夠
保
持
警
惕
謹
慎
的
態
度
，
就
如
同
踩
在
老
虎
尾
巴
上
，

那
麼
又
有
什
麼
事
情
辦
不
好
呢
？

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
物
事
を
処
理
す
る
時
に
、
恐
れ
多
く
慎
む
心
を
保
ち
続
け
れ
ば
、
で
き
な

い
こ
と
は
少
な
い
で
す
」
『
易
経
』
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
も
し
物
事
を
進
行
さ
せ
る
時
に
、
ト
ラ
の
尾

を
踏
む
よ
う
に
、
終
始
戦
々
恐
々
と
し
て
謹
む
こ
と
が
で
き
た
ら
、
順
調
に
終
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
」
、
も

し
国
中
の
官
員
た
ち
が
仕
事
に
対
し
て
、
ま
る
で
ト
ラ
の
尾
を
踏
む
よ
う
に
、
謹
ん
で
警
戒
す
る
態
度
を

保
ち
続
け
ら
れ
た
ら
、
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

147	

是
故
君
子
敬
孤
獨
，
而
慎
幽
微
。
雖
在
隱
翳
，
鬼
神
不
得
見
其
隙
，
況
於
遊
宴
乎
？
（
卷
四
十
六　

中
論
）

	

【
白
話
】�

君
子
孤
身
獨
處
時
恭
敬
莊
重
，
在
隱
約
細
微
之
處
也
小
心
謹
慎
。
即
使
在
無
人
能
見
的
隱
蔽
之
處
，

心
念
都
不
會
偏
斜
，
因
而
鬼
神
都
看
不
到
他
的
過
失
，
更
何
況
是
遊
樂
飲
宴
之
時
呢
？

　

君
子
は
一
人
で
い
る
時
で
も
荘
重
さ
を
失
わ
ず
に
恭
し
く
い
ら
れ
て
、
隠
れ
た
小
さ
な
と
こ
ろ
で
さ
え
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も
慎
重
に
接
し
ま
す
。
た
と
え
誰
か
ら
も
見
え
な
い
隠
れ
た
と
こ
ろ
で
も
、
君
子
の
心
が
傾
く
こ
と
は
な

い
か
ら
、
鬼
神
は
そ
の
過
ち
を
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
遊
楽
の
宴
で
は
尚
更
見
つ
け
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

148	

居
寵
思
危
，
罔
弗
惟
畏
，
弗
畏
入
畏
。
言
雖
居
貴
寵
，
當
常
思
危
懼
，
無
所
不

畏
。
若
乃
不
畏
，
則
入
可
畏
之
刑
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
白
話
】�

處
在
貴
寵
的
位
置
，
要
想
到
危
險
而
有
所
畏
懼
，
沒
有
一
件
事
不
敬
畏
，
如
果
什
麼
都
不
怕
，

就
會
墜
入
可
畏
的
困
境
。

　

珍
重
に
さ
れ
て
寵
愛
さ
れ
た
立
場
に
い
て
も
、
危
険
を
思
い
浮
か
べ
て
恐
れ
る
べ
き
で
す
。
何
事
も
敬

畏
し
て
い
な
い
と
、
恐
る
べ
き
苦
境
に
落
ち
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

149	

君
子
之
於
己
也
，
無
事
而
不
懼
彍

焉
。
我
之
有
善
，
懼
人
之
未
吾
好
鈫

也
；
我
之
有
不
善
，
懼
人
之
必
吾
惡

也
；
見
人
之
善
，
懼
我
之
不
能
脩
𤊄

也
；
見
人
之
不
善
，
懼
我
之
必
若
彼
也
。
（
卷
四
十
六　

中
論
）

	

【
註
釋
】
彍
懼
：
警
戒
恐
懼
。
鈫
好
：
喜
愛
，
愛
好
。
𤊄
脩
：
同
「
修
」
。
學
習
。

	

【
白
話
】�

君
子
對
於
自
身
，
沒
有
不
警
戒
恐
懼
的
事
情
。
自
己
有
善
行
美
德
，
則
戒
懼
別
人
未
必
就
喜
歡

自
己
；
自
己
有
不
善
，
則
戒
懼
別
人
肯
定
會
厭
惡
自
己
；
看
見
別
人
的
善
行
美
德
，
則
戒
懼
自

己
不
能
學
到
；
看
見
別
人
的
不
善
，
則
戒
懼
自
己
（
若
不
提
高
警
覺
，
反
省
、
改
過
）
必
定
會

像
他
那
樣
。
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君
子
は
自
分
に
つ
い
て
、
警
戒
し
て
恐
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
に
善
行
や
美
徳
が
あ
る
と
、

人
が
必
ず
し
も
好
い
て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
己
を
戒
め
ま
す
。
自
分
に
不
善
が
あ
る
と
、
人
は
必
ず

自
分
を
嫌
う
の
だ
と
己
を
戒
め
ま
す
。
人
の
善
行
や
美
徳
を
目
に
す
る
と
、
自
分
が
学
べ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
恐
れ
ま
す
。
人
の
不
善
を
目
に
す
る
と
、
自
分
も
（
警
戒
し
て
反
省
し
な
い
と
、
）
必
ず
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
と
恐
れ
ま
す
。

150	

目
妄
視
則
淫
，
耳
妄
聞
（
聞
作

聽

）
則
惑
，
口
妄
言
則
亂
。
三
關
者
，
不
可
不
慎
守
也
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
白
話
】�

眼
睛
胡
亂
觀
看
就
會
失
去
節
制
，
耳
朵
胡
亂
聽
受
就
會
產
生
迷
惑
，
信
口
胡
亂
言
談
就
會
導
致

禍
亂
。
這
三
道
關
口
，
不
能
不
謹
慎
地
守
住
。

　

目
は
妄
り
に
見
て
い
る
と
、
節
制
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
耳
は
妄
り
に
聞
き
入
れ
る
と
、
困
惑
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
口
は
妄
り
に
喋
っ
て
い
る
と
、
禍
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
関
所
は
、

謹
ん
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

151	

善
為
政
者
，
知
一
事
之
不
可
闕
也
，
故
無
物
而
不
備
；
知
一
是
之
不
可
失
也
，
故
眾
非
與
之
共
得
。
其
不

然
者
，
輕
一
事
之
為
小
，
忽
而
闕
焉
，
不
知
眾
物
與
之
共
多
也
；
睹
一
非
之
為
小
也
，
輕
而
蹈
焉
，
不
知

眾
是
與
之
共
失
也
。
（
卷
四
十
七　

劉
廙
政
論
）

	

【
白
話
】�

懂
得
治
理
政
事
的
人
，
知
道
每
一
項
工
作
都
不
可
以
缺
少
，
所
以
沒
有
一
件
物
品
不
準
備
好
的
；
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知
道
正
確
的
意
見
一
條
也
不
可
遺
漏
，
所
以
許
多
不
正
確
的
意
見
都
要
與
之
同
時
聽
取
。
不
懂

治
理
的
人
，
看
輕
了
一
件
事
認
為
它
很
小
，
疏
忽
了
它
而
造
成
缺
漏
，
不
知
道
眾
多
的
事
物
有

了
它
才
能
變
得
完
整
；
認
為
一
個
錯
誤
很
小
，
輕
忽
了
它
而
貿
然
去
做
，
卻
不
知
道
總
體
正
確

的
東
西
會
因
一
次
小
錯
誤
而
全
盤
皆
失
。

　

政
事
に
長
け
て
い
る
者
は
、
全
て
の
仕
事
一
つ
で
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、

何
一
つ
用
意
し
て
い
な
い
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
意
見
は
一
つ
で
も
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

知
っ
て
い
る
か
ら
、
多
く
の
正
し
く
な
い
意
見
を
も
同
時
に
聞
き
入
れ
る
の
で
す
。
政
事
に
疎
い
者
は
、

一
つ
の
こ
と
を
小
さ
い
だ
と
軽
視
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
疎
か
に
し
て
綻
び
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

多
く
の
こ
と
は
そ
の
小
さ
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
完
全
で
い
ら
れ
る
の
だ
と
知
ら
な
い
た
め
で
す
。

ま
た
、
一
つ
の
過
ち
は
小
さ
い
と
軽
視
し
て
、
後
先
考
え
ず
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
全
体
と

し
て
正
し
い
も
の
で
も
、
一
つ
の
小
さ
な
過
ち
で
全
て
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
を
を
知
ら
な
い

か
ら
で
す
。

152	

頤
。
《
象
》
曰
：
山
下
有
雷
，
頤
。
君
子
以
慎
言
語
，
節
飲
食
。
言
語
飲
食
，
猶
慎
而
節

之
，
而
況
其
餘
乎
。

（
卷
一　

周
易
）

	

【
白
話
】�

頤
卦
《
象
傳
》
說
：
頤
卦
的
卦
象
是
震
（
雷
）
下
艮
（
山
）
上
，
為
雷
在
山
下
震
動
之
表
象
。

引
申
為
咀
嚼
食
物
時
上
顎
靜
止
、
下
顎
活
動
的
狀
態
，
因
而
象
徵
頤
養
。
頤
養
必
須
堅
守
正
道
，

所
以
君
子
應
當
言
語
謹
慎
、
節
制
飲
食
。
（
這
樣
才
能
培
養
美
好
的
品
德
，
同
時
也
能
讓
周
遭

的
人
受
到
好
的
影
響
；
才
能
養
護
健
康
的
身
體
，
同
時
也
能
讓
大
自
然
中
的
動
物
得
到
安
養
。
）
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八
、
謹
慎
（
慎
重
）

　

頤
の
卦
は
『
象
伝
』
に
よ
る
と
、
頤
の
卦
は
下
に
震
（
雷
）
で
上
に
艮
（
山
）
、
す
な
わ
ち
、
雷
が
山

の
下
で
震
動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の
意
味
を
よ
り
深
く
考
え
る
と
、
食
べ
物
を
咀
嚼
す
る
時

に
、
上
顎
が
静
止
し
、
下
顎
が
活
動
し
て
い
る
状
態
で
で
あ
り
、
頤
養
す
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

頤
養
に
は
正
道
を
し
っ
か
り
と
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
、
君
子
は
言
葉
を
謹
ん
で
、
飲
食
を
節
制
す

る
べ
き
で
す
。
（
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
良
好
な
品
性
と
徳
性
を
育
て
ら
れ
る
と
同
時
に
、
周
り
の
者
に

も
い
い
影
響
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
健
康
な
身
体
を
養
護
し
な
が
ら
、
大
自
然
の
動
物
た
ち
も
安
ら

げ
る
の
で
す
。
）

153	

文
學
彍

防
輔
鈫

遂
共
表
稱
陳
袞
𤊄

美
。
袞
聞
之
大
驚
懼
，
責
讓
旔

文
學
曰
：
「
修
身
自
守
，
常
人
之
行
耳
，
而

諸
君
乃
以
上
聞
，
是
適
所
以
增
其
負
累
也
。
且
如
有
善
，
何
患
不
聞
？
而
遽
焩

共
如
是
，
是
非
益
我
。
」
其

誡
慎
如
此
。
（
卷
二
十
六　

魏
志
下
）

	

【
註
釋
】�

彍
文
學
：
官
名
。
漢
代
於
州
郡
及
王
國
置
文
學
，
或
稱
文
學
掾
，
或
稱
文
學
史
。
三
國
魏
沿
襲

東
漢
官
制
，
亦
有
此
官
名
。
鈫
防
輔
：
三
國
魏
官
名
。
設
於
諸
王
之
國
中
，
以
監
察
諸
王
之
行
動
。

𤊄
袞
（g

ǔ
n

／

袞
）
：
曹
袞
，
三
國
時
期
曹
魏
宗
室
，
魏
武
帝
曹
操
之
子
，
魏
文
帝
曹
丕
異
母

弟
。
旔
責
讓
：
斥
責
；
譴
責
。
焩
遽
（j

ù
／

遽
）
：
疾
速
。

	

【
白
話
】�

文
學
侍
從
和
防
輔
之
官
於
是
一
同
上
表
稱
述
曹
袞
的
美
德
。
曹
袞
聽
說
後
，
大
為
驚
恐
，
責
備

文
學
說
：
「
修
養
身
心
、
保
持
操
守
，
不
過
是
平
常
人
的
行
為
罷
了
，
而
諸
位
卻
將
此
上
報
給
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九
、
交
友

朝
廷
，
這
恰
恰
會
為
我
增
加
負
擔
。
再
說
，
如
果
我
有
好
的
行
為
，
何
必
擔
心
別
人
不
知
道
？

而
你
們
卻
急
著
一
起
這
樣
做
，
這
並
不
是
對
我
好
啊
。
」
他
的
警
惕
謹
慎
就
像
這
樣
。

　

文
学
と
い
う
官
職
の
侍
従
と
防
輔
と
い
う
官
員
は
共
に
皇
帝
に
対
し
て
、
曹
袞
の
美
徳
を
褒
め
称
え
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
曹
袞
は
大
い
に
驚
き
、
恐
れ
を
な
し
て
文
学
を
責
め
ま
し
た
。
「
心
身

を
修
養
し
、
節
操
を
保
持
す
る
の
は
、
常
人
の
行
い
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
皆
様
は
こ
の
こ
と

を
朝
廷
に
報
告
し
、
私
の
負
担
を
増
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
も
し
私
に
い
い
行
い
が
あ
れ
ば
、

人
に
知
ら
れ
な
い
心
配
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
そ
れ
な
の
に
、
皆
様
は
急
い
で
共
に
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
な
さ
っ
て
、
私
に
と
っ
て
全
然
い
い
こ
と
で
は
な
い
と
言
う
の
に
」
曹
袞
の
警
戒
と
慎
み
は

こ
れ
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。

	

九
、
交
友

154	

君
子
慎
其
所
去
就
。
與
君
子
游
，
如
長
日
加
益
而
不
自
知
也
；
與
小
人
游
，
如
履
薄
冰
，
每
履
而
下
，
幾

何
而
不
陷
乎
哉
？
（
卷
三
十
五　

曾
子
）

	

【
白
話
】�

君
子
對
朋
友
的
取
捨
須
非
常
謹
慎
。
與
君
子
交
往
，
就
像
白
晝
變
長
的
季
節
，
德
行
不
斷
增
長

而
自
己
不
知
不
覺
；
與
小
人
交
往
，
就
像
踏
在
薄
冰
之
上
，
每
踏
一
下
，
便
更
加
危
險
，
能
有

幾
個
人
不
陷
落
水
中
呢
？
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君
子
は
友
達
の
取
捨
に
つ
い
て
非
常
に
慎
重
で
す
。
君
子
と
付
き
合
う
と
、
ま
る
で
白
昼
が
長
く
な
っ

て
い
く
季
節
の
よ
う
に
、
知
ら
ぬ
間
に
徳
性
と
善
行
が
絶
え
ず
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
仁
徳
の
な
い
者
と

付
き
合
う
と
、
ま
る
で
薄
氷
の
上
を
踏
み
し
め
る
よ
う
に
、
歩
む
度
に
危
険
が
増
し
て
い
く
か
ら
、
水
の

中
に
落
ち
っ
て
し
ま
わ
な
い
者
は
何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
。

	

十
、
学
問

155	

孔
子
曰
：
「
生
而
知
之
彍

者
，
上
也
；
學
而
知
之
者
，
次
也
；
困
鈫

而
學
之
，
又
其
次
也
；
困
，
謂
有
所

不
通
也
。

困
而
不
學
，

民
斯
為
下
矣
。
」
（
卷
九　

論
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
生
而
知
之
：
即
天
性
仁
厚
的
意
思
。
之
：
這
裡
指
的
不
是
一
般
的
知
識
技
能
方
面
的
學
問
，

而
是
道
德
學
問
的
範
疇
。
鈫
困
：
有
所
不
通
，
心
智
不
開
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
生
下
來
就
知
道
事
理
的
，
那
是
上
等
資
質
的
人
；
學
習
後
就
能
知
道
的
，
那
是
次

一
等
資
質
的
人
；
心
智
不
開
、
有
所
不
通
然
後
苦
學
的
，
那
是
又
次
一
等
的
人
；
天
資
愚
鈍
、

心
智
不
開
而
依
然
不
學
，
是
資
質
最
差
的
了
。
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
理
の
分
る
者
は
、
上
等
な
資
質
を
持
っ
て
い
る
者

で
す
。
学
習
し
て
か
ら
分
る
よ
う
に
な
る
者
は
、
そ
の
次
の
資
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
何
か
分
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
、
苦
学
の
末
に
分
る
よ
う
に
な
る
者
は
、
更
に
そ
の
次
の
資
質
に
な
り
ま
す
。
生
ま
れ
な
が
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で
す
。
学
習
し
て
か
ら
分
る
よ
う
に
な
る
者
は
、
そ
の
次
の
資
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
何
か
分
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
、
苦
学
の
末
に
分
る
よ
う
に
な
る
者
は
、
更
に
そ
の
次
の
資
質
に
な
り
ま
す
。
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
愚
鈍
で
、
分
ら
な
く
て
も
学
ぼ
う
と
し
な
い
の
は
、
最
も
酷
い
資
質
で
す
」

156	

蓋
聞
君
子
恥
當
年
而
功
不
立
，
疾
沒
世
而
名
不
稱
。
故
曰
：
「
學
如
不
及
，
猶
恐
失
之
。
」
是
以
古
之
志
士
，

悼
年
齒
彍

之
流
邁
鈫

，
而
懼
名
稱
之
不
建
也
，
故
勉
精
厲
操
，
不
遑
𤊄

寧
息
旔

。
且
以
西
伯
焩

之
聖
，
姬
公
烄

之

才
，
猶
有
日
昃
𡡅

待
旦
鵭

之
勞
，
故
能
隆
王
道
貟

，
垂
名
億
載
，
況
在
臣
庶
，
而
可
以
已
乎
？
（
卷
二
十
八　

吳
志
下
）

	

【
註
釋
】�

彍
年
齒
：
年
齡
。
鈫
流
邁
：
猶
流
逝
。
𤊄
遑
（h

u
á
n
g

／

遑
）
：
閒
暇
。
旔
寧
息
：
安
定
休
息
。

焩
西
伯
：
指
周
文
王
，
姓
姬
，
名
昌
，
商
朝
末
年
為
西
伯
侯
。
烄
姬
公
：
指
周
公
，
姬
姓
，
名

旦
。
文
王
之
子
，
武
王
之
弟
。
𡡅
日
昃
（z

è

／

昃
）
：
太
陽
偏
西
，
約
下
午
二
時
左
右
。
指
文

王
太
陽
偏
西
還
顧
不
上
吃
飯
，
形
容
專
心
致
志
，
勤
於
政
事
。
語
出
《
尚
書
》
：
「
（
文
王
）

自
朝
至
于
日
中
昃
，
不
遑
暇
食
，
用
協
和
萬
民
。
」
昃
：
指
日
西
斜
。
鵭
待
旦
：
即
坐
以
待
旦
，

坐
著
等
待
天
明
，
表
示
勤
謹
。
語
出
《
孟
子
》
：
「
周
公
思
兼
三
王
，
其
有
不
合
者
，
仰
而
思
之
，

夜
以
繼
日
；
幸
而
得
之
，
坐
以
待
旦
。
」
貟
王
道
：
以
德
治
國
之
道
。

	

【
白
話
】�

聽
說
君
子
以
年
富
力
強
而
功
業
未
能
建
立
為
羞
恥
，
憂
慮
人
在
將
死
之
時
名
聲
還
未
能
顯
揚
。

所
以
（
孔
子
）
說
：
「
一
開
始
求
學
的
時
候
，
好
像
追
人
，
而
有
追
不
上
的
感
覺
；
勤
學
有
得

以
後
，
必
須
溫
習
，
猶
如
得
了
一
物
生
怕
遺
失
一
樣
。
」
因
此
古
代
的
有
志
之
士
，
傷
感
於
時
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光
的
流
逝
，
而
害
怕
功
名
不
能
建
立
，
所
以
精
勤
奮
勉
，
砥
礪
節
操
，
無
暇
安
閒
休
息
。
況
且

憑
著
文
王
的
聖
明
、
周
公
的
才
能
，
還
有
忙
碌
到
日
頭
偏
西
還
顧
不
上
吃
飯
、
勤
於
政
事
而
坐

等
天
明
的
辛
勞
，
才
可
以
使
王
道
興
隆
，
美
名
流
傳
億
萬
年
，
更
何
況
普
通
的
臣
民
，
難
道
可

以
止
步
不
前
嗎
？

　

君
子
は
そ
れ
な
り
の
富
み
と
力
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
功
業
を
打
ち
建
て
ら
れ
な
い
こ
と
を
恥
と
し
、

死
の
う
と
す
る
時
に
ま
だ
名
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
も
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
（
孔
子
は
）
言
い
ま
し
た
。
「
学
問
の
道
を
始
め
た
頃
は
、
ま
る
で
人
を
追
い
か
け
て
い

る
の
に
、
追
い
つ
か
な
い
気
が
し
ま
す
。
勉
学
し
て
心
得
が
あ
っ
て
か
ら
は
、
復
習
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
か
ら
、
ま
る
で
得
た
何
か
を
失
う
の
恐
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」
ゆ
え
に
、
昔
の
志

士
た
ち
は
、
時
の
流
れ
を
感
嘆
し
ま
す
。
功
名
を
立
て
ら
れ
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
、
一
生
懸
命

に
努
力
し
て
節
操
を
磨
き
、
安
ら
い
で
休
息
を
取
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、
文
王
の
聖
明

さ
や
周
公
の
才
能
が
あ
っ
て
も
、
夕
暮
れ
ま
で
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
ず
に
、
空
が
明
け
る
ま
で
政
務
に
勤
し

む
大
変
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
王
道
を
興
し
、
美
名
を
億
万
年
も
伝
え
続
け
ら
れ
る
の
に
、
普
通
の
臣
下
や

民
が
い
つ
ま
で
も
前
進
し
な
い
道
理
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

157	

子
夏
彍

曰
：
「
孔
子
弟
子

卜
商
也
。

事
父
母
能
竭
其
力
，
事
君
能
致
其
身
，
盡
忠
節
，
不

愛
其
身
也
。

與
朋
友
交
，
言
而
有
信
。
雖
曰
未
學
，

吾
必
謂
之
學
矣
。
」
（
卷
九　

論
語
）
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【
註
釋
】
彍
子
夏
：
姓
卜
，
名
商
，
孔
子
弟
子
。

	
【
白
話
】�

子
夏
說
：
「
侍
奉
父
母
能
盡
心
竭
力
，
事
奉
君
上
能
盡
忠
職
守
（
崇
尚
道
義
超
過
對
自
己
身
體

的
愛
惜
）
，
與
朋
友
交
往
能
誠
信
無
欺
。
這
樣
的
人
，
即
使
他
說
自
己
沒
有
學
問
，
我
必
定
說

他
已
有
學
問
了
。
」

　

子
夏
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
父
母
に
対
し
て
気
持
ち
と
力
を
尽
く
し
、
君
主
に
対
し
て
忠
誠
を
尽
し
て

職
務
に
忠
実
で
い
ら
れ
て
（
自
分
の
身
体
を
可
愛
が
る
よ
り
も
、
道
義
を
崇
め
る
こ
と
）
、
友
達
と
の
付

き
合
い
に
は
誠
実
さ
と
信
用
を
重
ん
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
者
は
、
た
と
え
自
分
の
こ
と
を
無
学
だ

と
言
っ
て
も
、
私
は
必
ず
既
に
学
問
が
お
あ
り
で
す
と
言
い
ま
す
」

158	

善
學
者
，
假
先
王
以
論
道
；
善
因
者
，
借
外
智
以
接
物
。
故
假
人
之
目
以
視
，
奚
適
彍

夫
兩
見
；
假
人
之
耳

以
聽
，
奚
適
夫
兩
聞
；
假
人
之
智
以
慮
，
奚
適
夫
兩
察
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
註
釋
】
彍
奚
適
：
猶
言
奚
啻
。
何
止
；
豈
但
。

	

【
白
話
】�

善
於
治
學
的
人
，
藉
助
古
聖
先
王
來
闡
明
道
理
；
善
於
憑
藉
外
力
的
人
，
藉
助
他
人
的
智
慧
來

應
對
萬
事
萬
物
。
所
以
藉
助
別
人
的
眼
睛
來
看
，
何
止
能
看
清
楚
兩
方
面
的
事
物
；
藉
助
他
人

的
耳
朵
來
聽
，
何
止
能
聽
到
兩
方
面
的
聲
音
；
藉
助
別
人
的
智
慧
來
思
考
審
察
，
何
止
能
明
察

兩
方
面
的
事
理
。

　

学
問
を
求
め
る
の
に
長
け
て
い
る
者
は
、
い
に
し
え
の
聖
人
や
先
王
の
助
け
を
借
り
て
道
理
を
明
ら
か
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に
し
ま
す
。
外
力
を
借
り
る
の
に
長
け
て
い
る
者
は
、
他
人
の
智
慧
を
借
り
て
万
事
万
物
に
対
応
す
る
の

に
長
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
人
の
目
を
借
り
て
見
え
る
の
は
、
た
だ
二
つ
の
見
方
が
で
き
た
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
耳
を
借
り
て
聞
く
の
は
、
た
だ
二
つ
の
声
が
聞
こ
え
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
の
智
慧
を
借
り
て
思
考
し
審
査
す
る
の
は
、
た
だ
二
つ
の
理
が
分
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

159	

夫
《
易
》
，
聖
人
之
所
以
極
深
而
研
幾
彍

也
。
唯
深
也
，
故
能
通
天
下
之
志
；
唯
幾
也
，
故
能
成
天
下
之
務
；

極
未
形
之
理
，
則
曰
深
。
適

動
微
之
會
，
則
曰
幾
也
。

唯
神
也
，
故
不
疾
而
速
，
不
行
而
至
。
（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】�

彍
極
深
而
研
幾
：
極
深
，
是
由
宇
宙
的
萬
象
，
深
入
觀
察
到
宇
宙
人
生
的
本
體
。
研
幾
，
是
觀

察
自
心
初
動
的
一
念
，
及
時
警
覺
，
讓
它
保
持
清
明
，
不
使
它
流
入
昏
昧
。
極
深
的
功
夫
是
從

研
幾
得
到
的
。

	

【
白
話
】�

《
易
經
》
，
是
聖
人
用
於
「
極
深
研
幾
」
的
一
門
大
學
問
。
正
因
其
深
入
洞
徹
宇
宙
人
生
，
所

以
能
通
達
天
下
人
的
心
志
；
正
因
其
讓
人
保
持
念
頭
清
明
，
就
永
遠
向
吉
背
凶
，
所
以
就
能
夠

成
天
下
一
切
事
務
；
正
因
其
與
宇
宙
大
道
神
妙
感
通
，
故
不
需
急
疾
，
而
事
速
成
，
不
需
主
觀

行
動
，
而
達
目
標
。

　

『
易
経
』
は
、
聖
人
が
「
己
の
最
初
の
心
念
を
観
察
す
る
こ
と
か
ら
応
用
し
て
、
万
象
を
通
し
て
宇
宙

と
人
生
の
本
質
に
つ
い
て
深
く
観
察
す
る
」
の
に
用
い
る
奥
深
い
学
問
で
す
。
宇
宙
と
人
生
に
つ
い
て
深
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く
洞
察
し
て
い
る
か
ら
、
天
下
の
人
々
の
気
持
ち
と
考
え
に
通
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
の
思
い
を
明

朗
に
し
て
く
れ
る
か
ら
、
い
つ
も
吉
に
向
か
わ
せ
て
凶
か
ら
背
く
よ
う
に
し
て
く
れ
て
、
天
下
の
全
て
の

こ
と
を
達
成
で
き
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙
の
大
い
な
る
神
妙
な
道
理
と
通
じ
て
い
る
か
ら
、
精
通
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
己
が
急
が
な
く
て
も
、
為
そ
う
と
す
る
目
標
は
自
然
に
は
や
く
実
現
で
き
ま
す
。

160	

人
莫
不
知
學
之
有
益
於
己
也
，
然
而
不
能
者
，
嬉
戲
害
之
也
。
人
皆
多
以
無
用
害
有
用
，
故
知
不
博
而
日

不
足
。
以
鑿
觀
池
之
力
耕
，
則
田
野
必
闢
彍

矣
；
以
積
土
山
之
高
脩
隄
鈫

防
，
則
水
用
必
足
矣
；
以
食
狗
馬

鴻
鴈
之
費
養
士
，
則
名
譽
必
榮
矣
；
以
弋
獵
𤊄

博
奕
旔

之
日
誦
《
詩
》
、
《
書
》
，
則
聞
識
必
博
矣
。
（
卷

四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
闢
（p

ì

／

闢
）
：
開
墾
。
鈫
隄
：
同
「
堤
」
。
擋
水
的
堤
壩
。
𤊄
弋
（y

ì

／

弋
）
獵
：
射
獵
；

狩
獵
。
旔
博
奕
：
下
棋
之
類
的
遊
戲
。

	

【
白
話
】�

沒
有
哪
個
人
不
懂
得
學
習
對
自
己
是
有
益
處
的
，
然
而
卻
不
能
好
好
地
去
學
習
，
這
是
貪
圖
玩

樂
害
了
他
。
人
們
大
都
是
以
無
用
之
事
來
妨
礙
有
用
之
事
，
所
以
智
慧
不
廣
博
並
且
時
間
不
夠

用
（
因
為
虛
度
光
陰
）
。
如
果
用
挖
掘
供
觀
賞
的
池
塘
的
力
氣
去
翻
土
犁
田
，
那
麼
田
野
一
定

會
被
開
墾
出
來
；
如
果
用
堆
積
土
山
修
高
台
的
工
夫
去
興
修
堤
防
，
那
麼
用
水
就
一
定
會
很
充

足
；
如
果
用
餵
養
狗
、
馬
、
鴻
、
雁
所
花
的
費
用
來
奉
養
士
人
，
那
麼
名
聲
一
定
榮
耀
；
如
果

用
射
獵
博
弈
的
時
間
去
誦
讀
《
詩
經
》
、
《
尚
書
》
等
經
典
，
那
麼
學
問
一
定
會
廣
博
。
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学
習
が
自
分
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
こ
と
が
分
ら
な
い
人
は
い
な
い
が
、
き
ち
ん
と
学
習
で
き
な
い
の

は
、
戯
れ
る
こ
と
に
ば
か
り
心
を
奪
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
人
々
は
大
抵
、
無
用
な
こ
と
で
有
用
な
こ
と
の

邪
魔
を
す
る
か
ら
、
智
慧
は
な
か
な
か
広
ま
ら
な
い
し
、
時
間
は
い
つ
も
足
り
ま
せ
ん
（
光
陰
を
虚
し
く

過
ご
し
て
い
る
た
め
で
す
）
。
も
し
観
賞
用
の
池
を
掘
る
ほ
ど
の
力
で
田
ん
ぼ
を
耕
し
て
い
た
ら
、
必
ず

開
墾
で
き
ま
す
。
も
し
高
台
を
築
く
た
め
に
土
山
を
積
み
上
げ
る
ほ
ど
の
気
力
で
堤
防
を
建
て
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
水
源
は
必
ず
十
分
に
あ
り
ま
す
。
も
し
犬
や
馬
、
鳥
を
飼
育
す
る
費
用
を
士
人
を
育
て
る
の

に
使
え
た
ら
、
必
ず
名
声
を
大
い
に
上
げ
ら
れ
ま
す
。
も
し
狩
猟
や
囲
碁
な
ど
の
時
間
を
『
詩
経
』
、
『
尚

書
』
な
ど
の
経
典
を
読
む
の
に
使
え
た
ら
、
学
問
は
必
ず
高
め
ら
れ
ま
す
。

161	

子
曰
：
「
德
之
不
修
，
學
之
不
講
，
聞
義
不
能
徙
也
，
不
善
不
能
改
也
，
是
吾
憂
也
。
」
夫
子
常
以
此
四

者
，
為
憂
也
。

（
卷
九

　

論
語
）

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
品
德
不
加
修
養
，
學
問
不
深
入
講
究
，
聽
到
合
宜
的
道
理
不
能
遷
徙
，
缺
點
不
能

改
正
，
這
都
是
我
所
擔
憂
的
。
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
徳
性
を
養
わ
ず
に
、
学
問
を
深
く
探
求
し
ま
せ
ん
。
合
理
的
な
道
理
を
聞

い
た
の
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
欠
点
を
正
せ
な
い
の
は
、
み
な
私
が
心
配
し
て
い
る
こ
と
で
す
」
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十
一
、
有
恆
（
根
気
）

	

十
一
、
有
恆
（
根
気
）

162	
聖
人
貴
恆
。
「
恆
者
德
之
固
也
彍

」
。
「
聖
人
久
於
其
道
，
而
天
下
化
成
鈫

。
」
未
有
不
恆
而
可
以
成
德
，

無
德
而
可
以
持
久
者
也
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
註
釋
】�
彍
恆
者
德
之
固
也
：
出
自
《
易
經
•
繫
辭
傳
下
》
。
鈫
聖
人
久
於
其
道
，
而
天
下
化
成
：
出
自
《
易

經
•
恆
卦
》
。

	

【
白
話
】�

聖
人
貴
有
恆
。
「
只
有
長
久
堅
持
才
能
使
德
行
堅
固
」
。
「
聖
人
長
久
堅
持
德
教
，
天
下
的
教

化
才
可
成
功
。
」
沒
有
不
長
久
堅
持
而
可
以
成
就
德
教
的
，
也
沒
有
無
德
而
可
以
長
治
久
安
的
。

　

聖
人
は
恒
久
を
尊
い
と
し
ま
す
。
「
恒
久
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
者
こ
そ
、
徳
性
と
行
い
を
確
か
な
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
。
「
聖
人
が
徳
育
を
長
く
こ
だ
わ
り
続
け
て
こ
そ
、
天
下
の
教
化
は
成
功
で

き
ま
す
」
。
長
く
こ
だ
わ
ら
ず
に
徳
育
を
成
就
で
き
た
た
め
し
は
な
く
、
徳
が
な
い
の
に
国
が
長
く
安
泰

に
治
め
ら
れ
る
た
め
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

163	

猶
（
猶
上
恐
脫

聖
人
二
字

）
十
五
志
學
，
朋
友
講
習
，
自
強
不
息
，
德
與
年
進
，
至
于
七
十
，
然
後
心
從
而
不
踰
矩
彍

。

況
於
不
及
中
規
鈫

者
乎
？
而
不
自
勉
也
！
（
卷
四
十
五　

昌
言
）

	

【
註
釋
】�

彍
矩
：
原
指
畫
方
形
或
直
角
的
用
具
，
即
曲
尺
。
引
申
為
法
度
、
常
規
。
鈫
中
規
：
原
指
同
圓

規
相
符
。
引
申
為
合
乎
準
則
、
要
求
。

	

【
白
話
】�

聖
人
尚
且
十
五
歲
就
專
心
求
學
，
與
志
同
道
合
的
人
在
一
起
講
議
研
習
、
切
磋
學
問
，
自
強
不
息
，
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二
、
処
世

品
德
隨
年
齡
增
長
而
不
斷
提
升
，
到
七
十
歲
才
順
從
心
之
所
欲
而
不
踰
越
法
度
。
何
況
言
行
還

不
能
合
乎
規
範
的
人
呢
？
能
不
自
我
勉
勵
嘛
！

　

た
と
え
聖
人
で
も1

5

歳
の
頃
か
ら
す
で
に
学
問
を
志
し
、
同
じ
志
を
持
つ
友
と
共
に
講
義
を
研
修
し
、

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
そ
の
品
行
と
徳
性
は
年
齢
と
共
に
絶
え
ず
高
め
ら
れ
、7

0

歳
に
な
っ
て
よ
う
や

く
心
の
ま
ま
に
生
き
て
い
な
が
ら
、
法
律
の
尺
度
を
越
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
聖
人
で

も
こ
れ
ほ
ど
で
す
か
ら
、
言
行
が
規
範
に
合
わ
な
い
者
は
如
何
で
し
ょ
う
。
己
を
励
ま
し
て
努
力
し
な
く

て
い
い
は
ず
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
！

	

十
二
、
処
世

164	

兼
服
彍

天
下
之
心
：
高
上
尊
貴
，
不
以
驕
人
；
聰
明
聖
智
，
不
以
窮
人
；
齊
給
鈫

速
通
，
不
爭
先
人
；
剛
毅

勇
敢
，
不
以
傷
人
；
不
知
則
問
，
不
能
則
學
，
雖
能
必
讓
。
（
卷
三
十
八　

孫
卿
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
兼
服
：
讓
所
有
人
信
服
。
兼
：
全
部
，
整
個
。
服
：
信
服
，
佩
服
。
鈫
齊
給
：
敏
捷
。
齊
：

通
「
齌
」
（j

ì

／

齌
）
。

	

【
白
話
】�

可
以
讓
天
下
人
都
心
悅
誠
服
的
做
法
是
：
居
於
高
位
，
身
分
尊
貴
，
但
不
以
此
而
傲
視
別
人
；

聰
明
睿
智
，
無
所
不
通
，
但
不
以
此
使
人
困
窘
；
言
辭
敏
捷
，
反
應
迅
速
，
但
不
以
此
與
人
爭

先
；
剛
強
果
決
，
勇
敢
大
膽
，
但
不
以
此
去
傷
害
人
；
自
己
不
知
道
的
就
去
請
教
，
自
己
不
會

的
事
情
就
去
學
習
，
雖
然
有
能
力
，
也
一
定
時
刻
保
持
謙
遜
恭
讓
。
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十
二
、
処
世

　

天
下
の
人
々
を
心
か
ら
喜
ん
で
従
わ
せ
る
方
法
と
は
、
高
位
に
い
て
尊
い
身
分
で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ

の
こ
と
で
人
を
軽
視
し
な
い
こ
と
で
す
。
賢
く
叡
智
を
有
し
て
、
全
て
に
精
通
し
て
い
な
が
ら
も
、
こ
の

こ
と
で
人
を
困
ら
せ
な
い
こ
と
で
す
。
言
葉
が
鋭
く
、
反
応
が
迅
速
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
で
人
と

競
争
し
な
い
こ
と
で
す
。
剛
胆
果
敢
で
勇
敢
に
し
て
大
胆
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
で
人
を
傷
つ
け
な

い
こ
と
で
す
。
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
は
教
え
を
乞
い
、
自
分
の
で
き
な
い
こ
と
は
勉
強
し
ま
す
。
た
と

え
能
力
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
で
も
謙
虚
で
恭
し
い
態
度
を
保
ち
続
け
る
こ
と
で
す
。

165	

為
善
與
眾
行
之
，
為
巧
與
眾
能
之
，
此
善
之
善
者
，
巧
之
巧
者
也
。
故
所
貴
聖
人
之
治
，
不
貴
其
獨
治
，

貴
其
能
與
眾
共
治
也
；
所
貴
工
倕
彍

之
巧
，
不
貴
其
獨
巧
，
貴
其
與
眾
共
巧
也
。
（
卷
三
十
七　

尹
文
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
倕
：
又
作
「
垂
」
，
古
巧
匠
名
。
一
說
是
堯
時
巧
匠
，
被
召
主
理
百
工
，
故
稱
工
倕
；
一
說

是
黃
帝
時
巧
匠
，
是
農
具
的
創
造
者
。

	

【
白
話
】�

自
己
行
善
而
能
使
大
眾
與
自
己
一
起
行
善
，
自
己
做
工
精
巧
而
能
使
大
眾
的
技
藝
也
變
得
精
巧

起
來
，
這
才
是
善
中
之
善
、
巧
中
之
巧
啊
！
所
以
聖
人
治
理
國
家
的
可
貴
之
處
，
不
在
於
聖
人

能
獨
立
治
理
國
家
，
而
在
於
聖
人
能
與
眾
人
共
同
來
治
理
；
巧
匠
倕
的
可
貴
之
處
，
不
在
他
個

人
做
事
精
巧
，
而
在
於
他
能
協
同
眾
人
共
做
精
巧
之
物
。

　

自
分
が
善
行
を
す
る
の
み
な
ら
ず
、
大
衆
を
も
自
分
と
共
に
善
行
を
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
自
分
が
巧

み
な
細
工
が
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
大
衆
の
腕
を
も
巧
み
な
も
の
に
し
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
善
の
中
の
善
で
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あ
り
、
巧
み
さ
の
中
の
巧
み
さ
で
す
！　

そ
の
た
め
に
、
聖
人
が
国
を
治
め
る
こ
と
の
貴
重
さ
は
、
聖
人

一
人
で
国
を
治
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
大
衆
と
共
に
治
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
高
名
な
匠
で
あ
っ
た

倕
が
貴
重
で
あ
っ
た
の
も
、
彼
一
人
の
腕
の
巧
み
さ
で
は
な
く
、
人
々
と
協
力
し
な
が
ら
巧
み
な
物
を
作

り
出
せ
る
か
ら
で
す
。

166	

「
同
人
，
先
號
咷
彍

而
後
笑
。
」
子
曰
：
「
君
子
之
道
，
或
出
或
處
，
或
默
或
語
。
二
人
同
心
，
其
利
斷
金
。

同
人
終
獲
後
笑
者
，
以
有
同
心
之
應
也
。
夫
所
況
同
者
，
豈
係
乎
一
方

哉
？
君
子
出
處
默
語
，
不
違
其
中
，
則
其
跡
雖
異
，
道
同
則
應
也
。

同
心
之
言
，
其
臭
如
蘭
。
」
（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】
彍
號
咷
（t

á
o

／

咷
）
：
放
聲
大
哭
。
咷
：
大
哭
。

	

【
白
話
】�

同
人
卦
的
九
五
爻
辭
說
：
「
同
人
九
五
，
在
居
尊
得
位
，
在
天
下
和
同
之
先
，
本
有
艱
難
，
故

號
咷
大
哭
，
以
至
誠
感
人
，
終
至
天
下
和
同
，
故
後
快
樂
而
笑
。
」
孔
子
申
論
說
：
「
君
子
之
道
，

或
出
而
服
務
天
下
，
或
隱
處
而
獨
善
其
身
，
或
沉
默
，
或
言
語
。
如
二
人
同
心
，
其
鋒
利
足
以

截
斷
堅
硬
的
金
屬
。
同
心
的
意
思
，
是
說
二
人
精
誠
團
結
，
心
意
齊
同
，
其
中
的
味
道
，
猶
如

蘭
花
的
芬
芳
。
」

　

同
人
の
卦
の
九
五
の
爻
辭
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
同
人
の
九
五
は
、
居
所
に
て
高
位
を
得
ら
れ
ま
す
。

天
下
に
て
統
一
を
得
る
の
は
元
々
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
か
ら
、
声
を
あ
げ
て
大
い
に
泣
き
ま
し
た
。
よ

う
や
く
至
誠
な
心
で
人
を
動
か
し
、
天
下
統
一
を
達
成
で
き
て
楽
し
く
笑
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
孔

子
は
答
え
ま
し
た
。
「
君
子
の
道
は
、
天
下
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
、
或
い
は
隠
居
し
て
己
の
身
一
つ
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を
善
処
す
る
こ
と
で
す
。
沈
黙
で
あ
っ
た
り
、
言
葉
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
る
で
二
人
で
心
を
一
つ
に

し
た
よ
う
に
、
そ
の
鋭
さ
は
堅
い
金
属
を
も
断
ち
切
れ
ま
す
。
そ
し
て
同
心
と
は
、
二
人
が
実
に
団
結
し
、

心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
香
り
は
、
ま
る
で
蘭
の
芳
香
の
よ
う
で
す
」

167	

不
以
口
譽
人
彍

，
則
民
作
忠
。
故
君
子
問
人
之
寒
則
衣
鈫

之
，
問
人
之
飢
則
食
𤊄

之
，
稱
人
之
美
則
爵
之
。

皆
為
有
言
，
不

可
以
無
實
也
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
譽
人
：
讓
人
高
興
。
譽
：
歡
愉
、
安
樂
。
鈫
衣
（y

ì

／

衣
）
：
謂
給
人
穿
上
衣
服
。
𤊄
食
（s

ì

／

四
）
：
拿
東
西
給
人
吃
。

	

【
白
話
】�

君
子
不
用
空
話
討
人
好
感
，
那
麼
人
民
就
會
興
起
忠
實
的
風
氣
。
君
子
慰
問
別
人
的
寒
冷
，
就

會
拿
衣
服
給
他
穿
；
慰
問
別
人
的
飢
餓
，
就
會
送
食
物
給
他
吃
；
稱
讚
別
人
品
德
高
尚
、
辦
事

完
美
，
就
會
授
予
他
相
應
的
官
位
。

　

君
子
は
上
辺
だ
け
の
言
葉
で
人
に
好
い
て
も
ら
お
う
と
し
な
い
か
ら
、
民
の
間
に
も
忠
実
な
風
習
が
で

き
ま
す
。
君
子
は
人
が
寒
く
な
い
か
と
心
配
す
る
時
は
、
衣
服
を
直
接
に
送
り
ま
す
。
人
が
飢
え
に
苦
し

ん
で
い
な
い
か
と
心
配
す
る
時
は
、
食
べ
物
を
直
接
に
送
り
ま
す
。
人
の
品
行
と
徳
性
が
高
尚
で
仕
事
も

完
璧
だ
と
褒
め
る
時
は
、
そ
れ
相
応
の
官
位
を
与
え
ま
す
。

168	

有
人
乘
船
而
遇
大
風
者
，
波
至
而
恐
，
自
投
水
中
。
非
不
貪
生
而
畏
死
，
惑
彍

於
恐
死
而
反
忘
生
也
。
故
人
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之
嗜
欲
亦
猶
此
也
。
故
達
道
之
人
，
不
苟
得
鈫

，
不
讓
𤊄

福
；
其
有
不
棄
，
非
其
有
不
索
也
；
恆
盈
而
不
溢
，

常
虛
旔

而
易
足
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	
【
註
釋
】�

彍
惑
：
昏
亂
。
鈫
苟
得
：
苟
且
求
得
；
不
當
得
而
得
。
𤊄
讓
：
清
代
俞
樾
先
生
認
為
當
為
「
攘
」
。

攘
：
推
卻
；
不
接
受
。
旔
虛
：
指
無
欲
無
為
的
境
界
。

	

【
白
話
】�
有
一
個
人
坐
船
而
遇
到
大
風
，
見
到
波
浪
襲
來
就
恐
懼
，
自
己
投
入
水
中
淹
死
了
。
他
並
非
不

貪
生
怕
死
，
他
是
被
怕
死
的
念
頭
嚇
昏
了
頭
，
反
而
忘
記
還
有
生
的
機
會
。
所
以
人
有
嗜
欲
，

也
是
像
這
個
樣
子
。
所
以
通
達
道
理
的
人
，
不
苟
且
取
得
，
不
推
讓
福
分
；
該
保
有
的
不
放
棄
，

不
該
擁
有
的
絕
不
索
取
；
常
常
充
實
盈
滿
而
不
會
漫
溢
，
永
久
清
淨
無
欲
而
容
易
滿
足
。

　

あ
る
人
は
船
に
乗
っ
て
い
た
が
、
大
風
で
波
が
襲
っ
て
く
る
の
を
見
て
、
恐
れ
を
な
し
た
彼
は
自
ら
海

に
飛
び
込
ん
で
水
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
は
生
を
惜
し
ま
ず
に
死
を
恐
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
死
を
恐
れ
る
あ
ま
り
に
混
乱
し
て
、
ま
だ
生
き
る
機
会
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
人

の
欲
望
に
つ
い
て
の
態
度
も
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
道
理
に
通
じ
て
い
る
者
は
、
不

当
に
過
ぎ
た
分
量
を
取
得
し
よ
う
と
し
な
い
が
、
受
取
る
べ
き
福
を
譲
っ
た
り
も
し
ま
せ
ん
。
持
つ
べ
き

物
を
あ
き
ら
め
ず
に
、
持
た
な
い
べ
き
物
を
決
し
て
貰
い
う
け
よ
う
と
し
な
い
か
ら
、
い
つ
も
充
実
し
て

い
な
が
ら
溢
れ
出
る
こ
と
は
な
く
、
清
浄
に
し
て
無
欲
で
、
満
足
し
や
す
い
も
の
で
す
。

169	

大
禹
聖
者
，
乃
惜
寸
陰
；
至
於
眾
人
，
當
惜
分
陰
彍

，
豈
可
逸
遊
鈫

荒
醉
𤊄

？
生
無
益
於
時
，
死
無
聞
於
後
，
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是
自
棄
也
。
（
卷
三
十　

晉
書
下
）

	
【
註
釋
】
彍
分
陰
：
謂
極
短
的
時
間
。
陰
：
日
影
。
鈫
逸
遊
：
放
縱
遊
樂
。
𤊄
荒
醉
：
沉
湎
於
酒
。

	
【
白
話
】�

（
陶
侃
常
常
對
人
說
：
）
大
禹
是
位
聖
人
，
尚
且
珍
惜
每
一
寸
光
陰
；
對
於
一
般
人
，
更
應
當

愛
惜
每
一
分
光
陰
，
怎
麼
可
以
放
縱
遊
樂
、
沉
湎
於
酒
呢
？
活
著
的
時
候
對
當
時
的
國
家
社
會

沒
有
貢
獻
，
死
後
湮
沒
無
聞
，
沒
有
美
名
流
傳
於
後
世
，
這
是
自
甘
墮
落
啊
！

　

（
陶
侃
は
い
つ
も
人
に
言
い
ま
し
た
。
）
「
大
禹
は
聖
人
で
い
た
が
、
そ
れ
で
も
全
て
の
さ
さ
や
か
な

光
陰
を
大
事
に
し
て
い
ま
し
た
。
一
般
の
人
に
と
っ
て
、
光
陰
は
よ
り
愛
惜
す
べ
き
で
あ
り
、
ど
う
し
て

遊
楽
に
没
頭
し
て
酒
に
溺
れ
て
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
生
き
て
い
る
時
に
、
当
時
の
国
や
社
会
に
貢
献
で

き
ず
に
、
死
後
、
誰
か
ら
も
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
埋
没
さ
れ
、
美
名
が
後
世
に
伝
わ
ら
な
い
の
は
、
自
ら

堕
落
し
て
い
る
こ
と
で
す
！
」

170	

夫
著
作
書
論
彍

者
，
乃
欲
闡
弘
鈫

大
道
，
述
明
聖
教
，
推
演
事
義
，
盡
極
情
類
，
記
是
貶
非
，
以
為
法
式
，

當
時
可
行
，
後
世
可
修
。
（
卷
四
十
七　

政
要
論
）

	

【
註
釋
】
彍
書
論
：
古
代
文
體
名
，
書
與
論
。
鈫
闡
弘
：
闡
揚
光
大
。

	

【
白
話
】�

撰
寫
書
論
的
目
的
，
在
於
闡
揚
光
大
世
間
正
道
，
闡
述
說
明
聖
賢
教
化
的
道
理
，
推
論
演
繹
事

情
背
後
的
義
理
，
極
盡
幽
微
地
洞
察
人
情
，
記
述
真
理
，
針
砭
錯
誤
，
以
此
作
為
標
準
和
法
度
，

不
僅
可
以
在
當
時
實
行
，
也
可
以
讓
後
世
的
人
修
習
。
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書
と
論
を
編
著
す
る
目
的
は
、
世
の
中
の
正
道
を
広
く
知
ら
し
め
る
た
め
で
す
。
聖
賢
が
教
化
す
る
の

に
用
い
た
道
理
を
説
明
し
、
物
事
の
裏
の
義
理
を
推
論
し
て
解
釈
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
人
情
に
つ
い
て

細
か
く
洞
察
し
、
真
理
を
記
述
し
て
過
ち
を
指
摘
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
標
準
と
法
律
の
尺
度
に
す
れ
ば
、

当
時
で
実
行
す
る
の
に
使
え
る
の
み
な
ら
ず
、
後
世
の
人
々
に
と
っ
て
も
学
習
の
対
象
に
な
れ
ま
す
。
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肆
、
為
政

	
一
、
務
本 

（
本
を
務
み
ま
す
）

171	

上
綱
苟
直
，
百
目
皆
開
；
德
行
苟
直
，
群
物
皆
正
。
正
也
者
，
正
人
者
也
。
身
不
正
，
則
人
不
從
。
是
故

不
言
而
信
，
不
怒
而
威
，
不
施
而
仁
。
有
諸
心
而
彼
正
，
謂
之
至
政
。
（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	

【
白
話
】�

一
張
網
如
果
上
面
的
主
繩
提
直
了
，
網
上
的
眾
多
網
孔
都
會
張
開
。
一
個
人
如
果
德
行
端
正
，

身
邊
的
人
事
物
都
會
隨
之
而
正
。
所
謂
政
治
，
它
的
實
質
是
端
正
人
的
品
行
，
為
政
者
如
果
自

身
不
端
正
，
那
麼
別
人
就
不
會
相
從
。
因
此
，
不
用
言
語
就
讓
人
信
服
，
不
用
發
怒
就
有
威
嚴
，

不
用
施
惠
就
有
仁
德
，
為
政
者
有
這
樣
的
端
正
之
心
，
人
們
就
會
隨
之
而
正
，
這
就
稱
為
最
完

美
的
政
治
。

　

網
の
主
な
縄
が
真
直
ぐ
に
伸
ば
さ
れ
る
と
、
多
く
の
網
目
も
張
り
詰
め
て
開
き
ま
す
。
も
し
あ
る
者
の

徳
性
と
品
行
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
の
周
り
の
人
や
物
事
も
つ
ら
れ
て
正
し
く
な
り
ま
す
。
政
治
と
言
う
も

の
の
本
質
は
、
人
の
品
行
を
正
す
こ
と
で
す
。
も
し
執
政
者
自
身
が
正
し
く
な
い
と
、
人
か
ら
は
つ
い
て

こ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
従
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
言
葉
を
使
わ
ず
に
し
て
信
服
し
て
も
ら

え
る
、
起
こ
ら
ず
に
し
て
威
厳
を
持
て
る
、
施
し
を
せ
ず
に
し
て
仁
徳
を
兼
ね
備
え
る
。
こ
の
よ
う
な
正

し
い
心
が
あ
れ
ば
、
人
々
は
つ
い
て
き
て
、
正
し
く
な
れ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
最
も
完
璧
な
政
治
と
言
え

ま
し
ょ
う
。
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172	

一
天
下
者
，
令
於
天
下
則
行
，
禁
焉
則
止
。
桀
、
紂
令
天
下
而
不
行
，
禁
焉
而
不
止
，
故
不
得
臣
也
。
目

之
所
美
，
心
以
為
不
義
，
弗
敢
視
也
；
口
之
所
甘
彍

，
心
以
為
非
義
，
弗
敢
食
也
；
耳
之
所
樂
，
心
以
為
不

義
，
不
敢
聽
也
；
身
之
所
安
，
心
以
為
不
義
，
弗
敢
服
鈫

也
。
然
則
令
於
天
下
而
行
，
禁
焉
而
止
者
，
心
也
。

故
曰
：
「
心
者
，
身
之
君
𤊄

也
。
」
天
子
以
天
下
受
令
於
心
，
心
不
當
，
則
天
下
禍
；
諸
侯
以
國
受
令
於
心
，

心
不
當
，
則
國
亡
；
匹
夫
以
身
受
令
於
心
，
心
不
當
，
則
身
為
戮
矣
。
（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	

【
註
釋
】
彍
甘
：
以
為
甘
美
。
鈫
服
：
使
用
。
𤊄
君
：
主
宰
。

	

【
白
話
】�

統
一
國
家
，
就
是
整
個
國
家
能
夠
有
令
則
行
，
有
禁
則
止
。
夏
桀
、
商
紂
在
位
時
，
有
令
不
行
、

有
禁
不
止
，
所
以
不
能
統
屬
民
眾
。
眼
睛
覺
得
美
麗
的
東
西
，
自
己
內
心
認
為
看
了
不
合
道
義
，

就
不
敢
去
看
；
嘴
巴
覺
得
美
味
的
食
物
，
自
己
內
心
認
為
吃
了
不
合
道
義
，
就
不
敢
去
吃
；
耳

朵
覺
得
悅
耳
的
聲
音
，
自
己
內
心
認
為
聽
了
不
合
道
義
，
就
不
敢
去
聽
；
身
體
覺
得
安
適
的
東

西
，
自
己
內
心
認
為
用
了
不
合
道
義
，
就
不
敢
享
用
。
可
見
，
能
使
天
下
有
令
就
行
、
有
禁
就
止
，

是
人
心
在
起
作
用
。
所
以
說
：
「
心
，
是
自
身
言
行
的
主
宰
。
」
君
王
以
自
己
的
存
心
治
理
國

家
，
如
果
存
心
不
正
，
國
家
就
會
遭
到
禍
殃
；
地
方
長
官
以
自
己
的
存
心
治
理
行
政
區
域
，
如

果
存
心
不
正
，
所
治
理
的
地
區
就
會
敗
亂
；
個
人
以
自
己
的
存
心
立
身
處
事
，
如
果
存
心
不
正
，

就
會
惹
來
殺
身
之
禍
。

　

国
家
を
統
一
す
る
こ
と
は
、
国
全
体
に
行
き
渡
る
よ
う
な
法
令
と
禁
則
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

夏
の
桀
や
商
の
紂
が
在
位
し
て
い
た
時
は
、
法
令
や
禁
則
が
あ
っ
て
も
実
行
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
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民
を
統
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
で
見
て
美
し
い
と
感
じ
た
も
の
で
も
、
心
で
は
道
義
に
合

わ
な
い
物
だ
と
思
う
と
、
見
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
口
で
美
味
し
い
と
感
じ
た
も
の
で
も
、
心
で
は
道
義

に
合
わ
な
い
物
だ
と
思
う
と
、
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
耳
で
聞
い
て
心
地
良
い
と
感
じ
た
も
の
で
も
、

心
で
は
道
義
に
合
わ
な
い
物
だ
と
思
う
と
、
聞
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
身
体
で
は
気
持
ち
良
い
と
感
じ

る
物
で
も
、
心
で
は
道
義
に
合
わ
な
い
物
だ
と
思
う
と
、
享
受
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

分
る
よ
う
に
、
天
下
の
法
令
と
禁
則
が
実
行
で
き
る
の
は
、
人
の
心
に
働
き
か
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
ゆ

え
に
、
「
心
と
は
、
自
分
の
言
行
の
主
宰
で
す
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
君
主
は
自
分
の
心
積
も
り
で

国
を
治
め
て
い
る
か
ら
、
も
し
そ
の
心
が
正
し
く
な
い
と
、
国
は
禍
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地
方
の
長

官
は
自
分
の
心
積
も
り
で
そ
の
地
域
を
治
め
て
い
る
か
ら
、
も
し
そ
の
心
が
正
し
く
な
い
と
、
地
域
は
衰

退
し
て
混
乱
に
な
り
ま
す
。
個
人
は
自
分
の
心
積
も
り
で
立
身
処
世
し
て
い
る
か
ら
、
も
し
そ
の
心
が
正

し
く
な
い
と
、
殺
生
の
禍
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。

173	

夫
改
政
移
風
，
必
有
其
本
。
《
傳
》
曰
：
「
吳
王
好
劍
客
，
百
姓
多
瘢
彍

瘡
鈫

；
楚
王
好
細
腰
，
宮
中
多
餓

死
。
」
長
安
語
曰
：
「
城
中
好
高
髻
，
四
方
高
一
尺
；
城
中
好
廣
眉
，
四
方
且
半
額
；
城
中
好
大
袖
，
四

方
用
匹
帛
。
」
斯
言
如
戲
，
有
切
事
實
。
（
卷
二
十
一　

後
漢
書
一
）

	

【
註
釋
】
彍
瘢
（b

ā
n

／

瘢
）
：
創
口
或
瘡
口
愈
合
後
留
下
的
痕
跡
。
鈫
瘡
（c

h
u
ā
n
g

／

瘡
）
：
創
傷
；

創
口
。
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【
白
話
】
改
變
風
氣
習
俗
，
必
須
抓
住
根
本
。
《
左
傳
》
中
記
載
說
：
「
吳
王
喜
歡
精
於
劍
術
的
人
，
老

百
姓
就
多
有
創
傷
；
楚
王
喜
歡
細
腰
，
宮
女
們
多
有
餓
死
的
。
」
長
安
城
中
的
諺
語
說
：
「
城
裡
的
人
喜

歡
束
高
髮
髻
，
四
處
鄉
下
的
百
姓
髮
髻
就
高
達
一
尺
；
城
裡
的
人
喜
歡
畫
寬
眉
，
鄉
下
的
百
姓
就
將
眉
毛

畫
到
半
額
寬
；
城
裡
人
喜
歡
長
衣
袖
，
鄉
下
的
百
姓
就
用
整
匹
布
來
做
衣
袖
。
」
這
些
雖
似
笑
話
，
但
卻

切
中
事
實
。

　

風
習
を
変
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
根
本
を
見
つ
け
る
こ
と
か
ら
で
す
。
『
左
伝
』
に
こ
の
よ
う
な
記
載

が
あ
り
ま
す
。
「
呉
王
は
剣
術
の
達
人
を
好
む
か
ら
、
多
く
の
民
に
傷
跡
が
で
き
ま
し
た
。
楚
王
は
柳
腰

を
好
む
か
ら
、
宮
女
の
多
く
が
餓
死
し
ま
し
た
」
長
安
城
の
諺
で
す
が
、
「
城
内
の
人
は
髷
を
高
く
結
わ

え
る
こ
と
を
好
む
か
ら
、
周
り
の
田
舎
の
者
は
髷
を
一
尺
も
あ
る
ほ
ど
高
く
し
ま
し
た
。
城
内
の
人
は
太

い
眉
を
好
む
か
ら
、
田
舎
の
者
は
眉
を
額
の
半
分
も
あ
る
ほ
ど
太
く
書
き
ま
し
た
。
城
内
の
人
が
長
袖
を

好
む
か
ら
、
田
舎
の
者
は
布
を
一
反
ほ
ど
丸
ご
と
袖
に
つ
か
い
ま
し
た
」
こ
れ
ら
の
こ
と
は
冗
談
の
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
事
実
を
的
確
に
言
い
当
て
て
い
ま
す
。

174	

明
主
在
上
位
，
則
官
不
得
枉
法
，
吏
不
得
為
私
。
民
知
事
吏
之
無
益
，
故
貨
財
不
行
於
吏
；
權
衡
彍

平
正
而

待
物
，
故
姦
詐
之
人
，
不
得
行
其
私
。
故
曰
：
「
有
權
衡
之
稱
者
，
不
可
欺
以
輕
重
也
。
」
（
卷
三
十
二

　

管
子
）

	

【
註
釋
】
彍
權
衡
：
稱
量
物
體
輕
重
的
器
具
。
權
：
秤
錘
。
衡
：
秤
桿
。
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【
白
話
】�

賢
明
的
君
主
居
於
上
位
，
官
員
就
不
能
枉
法
，
官
吏
就
不
能
營
私
。
百
姓
知
道
事
奉
官
吏
沒
有

利
益
，
所
以
就
不
用
財
物
去
賄
賂
官
吏
。
君
主
能
做
到
像
秤
錘
秤
桿
一
樣
公
平
正
直
地
對
待
他

人
，
那
麼
姦
詐
的
人
就
不
能
營
私
舞
弊
了
。
所
以
說
：
「
有
秤
錘
秤
桿
的
稱
量
，
就
無
法
在
輕

重
上
欺
騙
人
。
」

　

賢
明
な
君
主
が
上
位
に
い
る
と
、
官
員
は
法
律
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
官
吏
も
私
欲
の
た
め

に
働
け
ま
せ
ん
。
民
が
官
吏
を
お
だ
て
で
も
利
益
の
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
知
る
と
、
財
物
で
官
吏
を
賄
賂

す
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
君
主
が
量
り
の
よ
う
に
公
平
に
し
て
正
直
に
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
邪
に
詐
欺
す
る
者
は
私
欲
の
た
め
に
弊
害
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、
「
量

り
が
あ
れ
ば
、
軽
重
で
人
を
騙
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
」

175	

公
彍

曰
：
「
子
之
教
寡
人
備
矣
，
敢
問
行
之
所
始
？
」
孔
子
曰
：
「
立
愛
自
親
始
，
教
民
睦
也
；
立
敬
自
長

始
，
教
民
順
也
。
教
以
慈
鈫

睦
，
而
民
貴
有
親
；
教
以
敬
長
，
而
民
貴
用
命
𤊄

。
民
既
孝
於
親
，
又
順
以
聽
命
，

措
諸
天
下
，
無
所
不
行
。
」
（
卷
十　

孔
子
家
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
公
：
指
魯
哀
公
。
本
段
節
錄
自
《
孔
子
家
語‧

哀
公
問
政
》
篇
。
此
篇
開
頭
哀
公
問
孔
子
治

國
之
道
，
夫
子
總
結
歷
史
經
驗
：
人
存
政
舉
，
人
亡
政
息
，
故
為
政
在
於
得
人
。
而
得
人
前
提

是
領
導
者
以
仁
義
修
身
，
就
是
從
事
親
、
尊
賢
做
起
。
然
後
夫
子
引
出
了
五
達
道
、
三
達
德
和

治
國
九
經
的
論
述
，
及
九
經
的
實
行
在
於
「
誠
」
。
接
下
來
哀
公
詢
問
從
何
做
起
，
即
是
本
段

選
文
。
事
又
見
《
禮
記‧

祭
義
》
。
鈫
慈
：
指
對
父
母
的
愛
敬
、
孝
敬
。
𤊄
用
命
：
執
行
命
令
；
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聽
從
命
令
。

	

【
白
話
】�

哀
公
說
：
「
您
這
樣
來
教
導
我
，
已
經
很
完
備
了
，
請
問
從
哪
裡
開
始
做
起
呢
？
」
孔
子
說
：
「
培

養
愛
心
要
從
侍
奉
自
己
的
父
母
雙
親
開
始
，
可
以
教
給
百
姓
和
睦
；
培
養
恭
敬
心
要
從
服
務
自

己
的
長
輩
開
始
，
可
以
教
給
百
姓
和
順
。
（
領
導
以
身
作
則
）
用
愛
敬
、
和
睦
來
教
化
，
百
姓

就
會
注
重
孝
養
父
母
；
（
領
導
以
身
作
則
）
用
尊
敬
長
輩
、
師
長
來
教
化
，
百
姓
就
樂
意
聽
從

命
令
。
百
姓
既
孝
敬
父
母
，
又
能
恭
順
聽
從
命
令
，
用
這
種
道
理
施
行
於
天
下
，
便
沒
有
行
不

通
的
。
」

　

哀
公
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
こ
の
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
も
う
十
分
で
す
が
、
ど
こ
か
ら
実
行

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
」
孔
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
愛
の
心
を
育
て
る
に
は
、
ま
ず
自
分
の
両
親
を

奉
仕
す
る
こ
と
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
民
に
和
睦
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
恭
し
い
敬
意
の
心
を
育
て
る
に
は
、

自
分
の
目
上
の
者
た
ち
に
服
従
す
る
こ
と
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
民
に
平
和
と
順
服
を
教
え
ら
れ
ま
す
。

（
人
を
導
く
者
が
自
分
の
行
動
を
模
範
と
し
て
、
）
愛
敬
や
和
睦
で
教
化
す
れ
ば
、
民
は
父
母
に
孝
行
を

し
て
養
う
こ
と
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
人
を
導
く
者
が
自
分
の
行
動
を
模
範
と
し
て
、
）
目

上
の
者
や
先
生
の
こ
と
を
尊
敬
す
れ
ば
、
民
も
喜
ん
で
教
化
さ
れ
て
、
そ
の
命
令
に
従
い
ま
す
。
民
は
父

母
に
孝
行
を
す
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
恭
順
に
命
令
に
従
う
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
や
り
方
を
天
下
に
広
め
ら
れ
た
ら
、
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
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176	

子
曰
：
「
上
好
禮
，
則
民
莫
敢
不
敬
；
上
好
義
，
則
民
莫
敢
不
服
；
上
好
信
，
則
民
莫
敢
不
用
情
彍

。
情
，
情

實
也
。

言
民
化
上
，
各

以
實
應
也
。

夫
如
是
，
則
四
方
之
民
，
襁
負
其
子
而
至
鈫

矣
。
」
（
卷
九　

論
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
用
情
：
指
以
誠
相
待
。
鈫
繈
（q

i
ǎ
n
g

／

繈
）
負
其
子
而
至
：
用
布
將
小
兒
束
負
於
背
上
，

形
容
百
姓
扶
老
攜
幼
紛
紛
前
來
歸
附
。
繈
：
背
負
嬰
兒
用
的
寬
帶
。

	

【
白
話
】�
孔
子
說
：
「
在
上
位
者
好
禮
，
民
眾
就
不
敢
不
敬
；
在
上
位
者
好
義
，
民
眾
就
不
敢
不
服
從
；

在
上
位
者
好
信
，
民
眾
就
不
敢
不
以
誠
相
待
。
在
上
位
的
為
政
者
若
能
如
此
，
四
方
民
眾
自
然

就
會
背
著
他
們
的
孩
子
來
歸
附
。
」

　

孔
子
は
言
い
ま
し
た
。
「
上
位
に
い
る
者
が
礼
節
を
好
む
と
、
民
は
失
敬
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
上
位

に
い
る
者
が
義
理
を
好
む
と
、
民
は
反
抗
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
上
位
に
い
る
者
が
信
用
を
好
む
と
、
民

は
不
実
な
態
度
で
い
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
上
位
に
い
る
執
政
者
が
こ
の
よ
う
に
で
き
て
い
た
ら
、
四
方
の

民
は
自
然
に
子
ど
も
を
つ
れ
て
帰
順
し
ま
す
」

177	

君
子
無
德
即
下
怨
，
無
仁
即
下
爭
，
無
義
即
下
異
（
異
作

暴

）
，
無
禮
即
下
亂
。
四
經
不
立
彍

，
謂
之
無
道
。
無

道
而
不
亡
者
，
未
之
有
也
。
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】
彍
四
經
不
立
：
德
、
仁
、
義
、
禮
四
種
準
則
不
能
樹
立
。
經
：
常
道
，
指
常
行
的
義
理
、
準
則
。

	

【
白
話
】�

君
主
缺
乏
德
行
，
百
姓
就
會
怨
恨
；
君
主
缺
乏
仁
愛
，
百
姓
就
會
紛
爭
；
君
主
沒
有
正
義
，
百

姓
就
會
叛
亂
；
國
家
沒
有
禮
制
，
百
姓
就
會
混
亂
無
序
。
這
四
項
準
則
不
確
立
，
就
是
無
道
。

無
道
而
不
滅
亡
，
這
是
從
未
有
過
的
。
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（
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君
主
に
徳
性
と
品
行
が
な
い
と
、
民
は
恨
み
ま
す
。
君
主
に
仁
愛
が
な
い
と
、
民
は
紛
争
を
起
こ
し
ま

す
。
君
主
に
正
義
が
な
い
と
、
民
は
叛
乱
し
ま
す
。
国
に
礼
儀
と
制
度
が
な
い
と
、
民
は
混
乱
し
て
秩
序

を
失
い
ま
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
準
則
が
確
立
で
き
て
い
な
い
と
、
す
な
わ
ち
無
道
で
す
。
無
道
に
し
て
滅

亡
し
な
い
こ
と
は
、
未
だ
か
つ
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

178	

凡
人
未
見
聖
，
若
弗
克
彍

見
；
既
見
聖
，
亦
弗
克
由
鈫

聖
。
此
言
凡
人
有
初
無
終
也
。
未
見
聖
道
，
如
不
能
得

見
。
已
見
聖
道
，
亦
不
能
用
之
，
所
以
無
成
也
。

爾
其
戒
𤊄

哉
！
爾

惟
風
，
下
民
惟
草
。
汝
戒
勿
為
凡
人
之
行
也
。
民
從
上
教
而

變
，
猶
草
應
風
而
偃
，
不
可
不
慎
也
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】
彍
克
：
能
。
鈫
由
：
用
；
依
從
。
𤊄
戒
：
警
惕
。

	

【
白
話
】�

（
成
王
令
周
公
之
子
君
陳
繼
其
父
之
後
在
洛
邑
監
治
殷
頑
民
，
對
君
陳
說
：
）
普
通
人
未
見
聖

人
之
道
時
，
覺
得
好
像
不
能
見
到
；
及
至
見
到
聖
人
之
道
，
卻
又
不
能
依
從
。
你
要
以
此
為
戒

啊
！
因
為
你
是
風
，
民
眾
是
草
。
（
草
隨
風
動
，
所
以
須
慎
重
地
按
聖
人
之
道
行
事
。
）

　

（
周
公
の
子
ど
も
の
君
陳
に
、
父
親
の
後
を
継
い
で
洛
邑
で
殷
の
頑
民
た
ち
を
監
視
し
て
治
め
ろ
と
命

令
し
た
時
、
成
王
は
言
い
ま
し
た
。
）
「
普
通
の
人
は
聖
人
の
道
を
ま
だ
見
て
い
な
い
時
は
、
見
え
な
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
見
え
て
も
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
く
だ
さ
い
！　

何
故
な
ら
、
あ
な
た
は
風
で
、
民
は
草
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
（
草
は
風
に
吹

か
れ
て
動
く
か
ら
、
慎
重
に
聖
人
の
道
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
で
す
。
）
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兵
者
所
以
討
暴
也
，
非
所
以
為
暴
也
；
樂
者
所
以
致
和
彍

也
，
非
所
以
為
淫
也
；
喪
者
所
以
盡
哀
也
，
非
所

以
為
偽
也
。
故
事
親
有
道
矣
，
而
愛
為
務
；
朝
廷
有
容
鈫

矣
，
而
敬
為
上
；
處
喪
有
禮
矣
，
而
哀
為
主
；
用

兵
有
術
矣
，
而
義
為
本
。
本
立
而
道
行
，
本
傷
而
道
廢
矣
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】
彍
致
和
：
使
人
獲
得
和
諧
心
境
。
鈫
有
容
：
指
君
臣
儀
容
威
盛
。

	

【
白
話
】�
軍
隊
是
用
來
討
伐
並
平
息
暴
亂
的
，
不
是
用
來
製
造
暴
亂
的
；
音
樂
是
用
來
培
養
和
諧
心
境
的
，

不
是
用
來
使
人
產
生
邪
思
、
放
縱
無
度
的
；
服
喪
是
用
來
充
分
表
達
哀
悼
之
情
的
，
不
是
用
來

裝
模
作
樣
的
。
所
以
，
事
奉
父
母
有
孝
道
，
而
以
真
心
敬
愛
為
要
務
；
在
朝
議
政
有
禮
儀
，
而

以
敬
而
無
失
為
上
；
居
喪
有
禮
節
，
而
發
自
內
心
的
哀
悼
是
主
要
的
；
用
兵
有
策
略
，
而
以
正

義
為
根
本
。
根
本
確
立
以
後
，
道
才
能
順
暢
施
行
；
根
本
受
到
破
壞
，
道
就
會
被
廢
棄
。

　

軍
隊
は
暴
乱
を
討
伐
し
て
鎮
め
る
た
め
に
あ
っ
て
、
暴
乱
を
作
り
出
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽

は
穏
や
か
な
気
持
ち
を
育
て
る
た
め
に
あ
っ
て
、
人
に
邪
な
思
い
を
起
こ
さ
せ
て
放
蕩
さ
せ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
喪
に
服
す
る
の
は
哀
悼
の
気
持
ち
を
十
分
に
表
す
た
め
に
あ
っ
て
、
か
っ
こ
つ
け
る
た
め

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
父
母
に
奉
仕
す
る
時
は
孝
道
を
心
に
、
真
心
を
込
め
て
の
敬
愛
を
最

も
優
先
に
す
べ
き
で
す
。
朝
廷
で
政
治
に
つ
い
て
議
論
す
る
時
は
礼
儀
を
忘
れ
ず
に
、
失
礼
の
な
い
よ
う

敬
意
を
最
も
優
先
に
す
る
べ
き
で
す
。
喪
に
服
す
る
時
は
礼
節
を
守
り
、
心
か
ら
の
哀
悼
を
最
も
優
先
に

す
べ
き
で
す
。
兵
を
用
い
る
時
は
策
略
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
、
正
義
を
根
本
と
し
ま
す
。
根
本
が
樹
立
し

て
か
ら
こ
そ
、
道
は
順
調
に
通
行
で
き
ま
す
。
根
本
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
道
も
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
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180	

聖
人
南
面
彍

而
聽
天
下
，
所
且
先
者
有
五
，
民
不
得
與
焉
。
且
先
，
言
未

遑
餘
事
。

一
曰
治
親
，
二
曰
報
功
，
三
曰
舉
賢
，

四
曰
使
能
，
五
曰
存
愛
鈫

。
功
，
功
臣
也
。
存
，
察

也
。
察
有
仁
愛
者
。

五
者
一
得
𤊄

於
天
下
，
民
無
不
足
，
無
不
贍
旔

。
五
者
一
物
紕
繆

焩

，
民
不
得
其
死
烄

。
物
，
猶
事
。
紕
，
猶
錯
也
。
五
事
得
則
民
足
。

一
事
失
則
民
不
得
其
死
，
明
政
之
難
也
。

聖
人
南
面
而
治
天
下
，
必
自
人
道
始
矣
。
人
道
謂
此

五
事
也
。

（
卷
七

　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�
彍
南
面
：
古
代
君
主
之
位
坐
北
朝
南
，
故
稱
「
南
面
」
。
鈫
存
愛
：
明
查
有
仁
愛
之
心
的
人
。

𤊄
一
得
：
指
統
統
做
到
。
一
：
全
、
滿
。
旔
贍
（s

h
à
n

／

贍
）
：
豐
裕
。
焩
紕
繆
（p

ī
 
m
i
ù

／

紕
繆
）
：
錯
誤
。
烄
不
得
其
死
：
不
能
夠
壽
終
正
寢
。
此
處
的
「
死
」
指
人
的
正
常
死
亡
，

即
自
然
衰
老
盡
其
天
壽
，
無
疾
而
終
。

	

【
白
話
】�

聖
明
的
人
南
面
稱
王
治
理
全
國
，
必
將
先
做
好
五
件
事
情
，
而
一
般
民
事
還
不
在
其
內
。
這
五

項
是
：
一
是
依
禮
法
端
正
親
屬
之
間
的
關
係
，
確
定
長
幼
尊
卑
的
名
分
；
二
是
封
賞
有
功
之
臣
；

三
是
舉
薦
和
選
拔
賢
德
之
人
；
四
是
任
用
有
才
能
的
人
；
五
是
明
察
和
獎
勵
民
間
有
善
心
善
行

的
人
。
這
五
件
事
如
果
能
統
統
做
到
，
全
國
的
百
姓
將
沒
有
匱
乏
，
無
不
豐
裕
。
如
果
這
五
項

有
一
項
乖
錯
失
道
，
那
麼
民
眾
就
不
能
安
享
天
年
。
聖
明
的
天
子
治
理
國
家
，
一
定
從
人
倫
之

道
（
指
上
面
說
的
五
件
事
）
做
起
。

　

昔
の
聖
明
な
人
は
、
南
に
面
し
て
座
る
と
い
う
帝
王
の
座
に
つ
い
て
国
を
治
め
る
時
、
必
ず
ま
ず
五
つ

の
こ
と
を
し
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
に
一
般
的
な
民
事
は
入
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
五
つ
の
こ
と
と
は
以
下

の
通
り
で
す
。
一
、
礼
法
に
従
っ
て
親
族
の
間
の
関
係
を
正
し
、
長
幼
と
尊
卑
の
名
分
を
確
か
め
る
こ
と
。



肆、為政（政治を行います）

168

群
書
治
要
360

3

一
、
務
本
（
本
分
を
務
み
ま
す
）

二
、
功
労
の
あ
る
臣
下
に
地
位
と
褒
美
を
与
え
る
こ
と
。
三
、
徳
性
の
あ
る
賢
人
を
推
薦
し
、
抜
擢
す
る

こ
と
。
四
、
才
能
の
あ
る
人
を
任
用
す
る
こ
と
。
五
、
善
心
と
善
行
の
あ
る
民
間
人
を
明
察
し
、
奨
励
す

る
こ
と
。
こ
れ
ら
五
つ
の
こ
と
全
て
が
で
き
た
ら
、
国
中
の
民
は
困
る
こ
と
な
し
に
、
み
な
豊
か
な
生
活

を
送
れ
ま
す
。
も
し
こ
れ
ら
五
つ
の
う
ち
に
一
つ
で
も
間
違
っ
て
道
を
逸
し
て
し
ま
う
と
、
民
は
安
ら
か

に
寿
命
を
終
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
聖
明
な
天
子
が
国
を
治
め
る
時
は
、
必
ず
人
倫
の
道
（
す
な
わ
ち
、
前
述

し
た
五
つ
の
こ
と
）
か
ら
始
め
る
も
の
で
す
。

181	

凡
為
治
之
大
體
彍

，
莫
善
於
抑
末
而
務
本
，
莫
不
善
於
離
本
而
飾
鈫

末
。
夫
為
國
者
，
以
富
民
為
本
，
以
正

學
為
基
。
民
富
乃
可
教
，
學
正
乃
得
義
；
民
貧
則
背
善
，
學
淫
𤊄

則
詐
偽
；
入
學
則
不
亂
，
得
義
則
忠
孝
。

故
明
君
之
法
，
務
此
二
者
，
以
為
太
平
基
也
。
（
卷
四
十
四　

潛
夫
論
）

	

【
註
釋
】
彍
大
體
：
大
要
，
綱
領
。
鈫
飾
：
修
治
。
𤊄
淫
：
奢
華
，
浮
華
。

	

【
白
話
】�

治
理
國
家
的
大
政
方
針
，
沒
有
比
抑
制
末
業
而
致
力
於
根
本
更
好
的
了
，
沒
有
比
捨
棄
根
本
而

修
治
末
業
更
糟
的
了
。
治
理
國
家
的
君
主
，
以
使
百
姓
富
裕
為
根
本
，
以
施
行
正
確
的
教
育
為

基
礎
。
百
姓
富
足
才
可
以
進
行
教
化
，
教
育
的
理
念
和
內
容
正
確
才
能
夠
懂
得
道
義
；
百
姓
貧

窮
就
會
背
棄
善
行
，
教
學
內
容
浮
華
就
會
滋
長
巧
詐
虛
偽
；
接
受
了
教
育
就
不
會
是
非
混
淆
，

懂
得
了
道
義
就
會
盡
忠
盡
孝
。
因
此
明
君
治
國
的
方
法
，
就
是
用
心
致
力
於
富
民
、
正
學
這
兩

方
面
，
以
此
作
為
國
家
太
平
的
基
礎
。
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国
を
治
め
る
大
政
の
方
針
に
、
工
芸
や
商
業
な
ど
の
末
業
を
抑
え
て
、
農
業
な
ど
の
根
本
的
な
事
業
に

力
を
注
ぐ
の
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
根
本
的
な
事
業
を
捨
て
て
、
末
業
に
苦
心
す
る
よ
り

酷
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
を
治
め
る
君
主
は
、
民
の
富
み
を
根
本
に
し
な
が
ら
、
正
し
い
教
育
を
基

礎
と
し
て
施
行
す
べ
き
で
す
。
民
は
豊
か
に
な
っ
て
か
ら
教
化
で
き
て
、
教
育
の
理
念
と
内
容
が
正
し
く

伝
わ
り
、
道
義
が
分
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
貧
困
で
い
れ
ば
、
民
は
善
行
に
背
い
て
、
教
学
の
内
容
も

浮
つ
い
て
嘘
偽
り
を
言
う
こ
と
を
助
長
し
て
し
ま
い
ま
す
。
教
育
を
受
け
る
と
、
是
非
を
混
同
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
道
義
が
分
る
と
、
忠
誠
と
孝
行
を
尽
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
明
君
が
国

を
治
め
る
方
法
は
、
民
を
豊
か
に
し
て
教
学
を
正
す
と
い
う
、
こ
の
二
つ
の
面
に
心
を
砕
い
て
力
を
注
ぎ
、

国
の
太
平
の
礎
と
す
る
こ
と
で
す
。

182	

夫
隨
俗
樹
化
，
因
世
建
業
，
慎
在
務
三
而
已
。
一
曰
擇
人
，
二
曰
因
民
，
三
曰
從
時
。
時
移
而
不
移
，
違

天
之
祥
也
；
民
望
而
不
因
，
違
人
之
咎
彍

也
；
好
善
而
不
能
擇
人
，
敗
官
之
患
也
。
三
者
失
，
則
天
人
之
事

悖
鈫

矣
。
夫
人
乖
𤊄

則
時
逆
，
時
逆
則
天
違
。
天
違
而
望
國
安
，
未
有
也
。
（
卷
四
十
七　

蔣
子
）

	

【
註
釋
】
彍
咎
：
過
失
，
罪
過
。
鈫
悖
：
背
謬
，
行
不
通
。
𤊄
乖
：
背
離
，
違
背
，
不
和
諧
。

	

【
白
話
】�

根
據
風
俗
來
教
化
人
民
，
依
據
時
勢
來
建
功
立
業
，
應
該
慎
重
地
做
好
三
方
面
的
事
情
：
一
是

選
拔
德
才
兼
備
的
人
才
，
二
是
傾
聽
人
民
的
意
願
，
三
是
隨
順
時
勢
。
時
勢
變
化
而
不
能
夠
隨

順
，
這
是
違
背
自
然
規
律
的
凶
災
；
人
民
的
願
望
我
們
不
去
順
從
，
這
是
違
背
民
意
的
罪
過
；
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喜
好
善
事
而
不
能
選
用
有
德
之
人
，
這
是
敗
壞
官
場
風
氣
的
禍
患
。
這
三
方
面
出
現
失
誤
，
則

天
時
和
人
事
就
會
悖
亂
。
人
心
不
和
諧
就
會
呈
現
時
勢
逆
轉
，
時
勢
逆
轉
則
天
道
與
人
事
相
違
。

違
背
天
道
而
希
望
國
泰
民
安
，
這
是
不
可
能
的
事
情
。

　

風
俗
に
よ
っ
て
民
を
教
化
し
、
時
勢
に
よ
っ
て
功
業
を
立
て
る
に
は
、
三
つ
の
こ
と
を
慎
重
に
行
う
べ

き
で
す
。
一
、
徳
性
と
才
能
が
兼
ね
備
え
て
い
る
人
材
を
選
抜
す
る
こ
と
。
二
、
民
の
願
い
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
。
三
、
時
勢
に
適
応
す
る
こ
と
。
時
勢
が
変
化
し
て
い
る
の
に
、
適
応
で
き
な
い
の
は
、
自
然
の

規
律
に
背
く
災
い
で
す
。
民
の
願
い
に
従
わ
な
い
の
は
、
民
意
に
違
反
す
る
過
ち
で
す
。
自
分
の
好
み
で

こ
と
を
進
め
、
有
徳
の
者
を
任
用
し
な
い
の
は
、
朝
廷
の
風
習
を
乱
す
禍
で
す
。
こ
の
三
つ
の
こ
と
で
過

ち
が
見
え
る
と
、
天
の
時
機
と
人
事
は
乱
れ
、
人
の
心
は
不
和
に
な
っ
て
情
勢
が
逆
転
し
て
し
ま
い
ま
す
。

情
勢
が
逆
転
し
て
し
ま
う
と
、
天
道
と
人
事
は
す
れ
違
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
天
道
に
背
い
て
国
の
安
泰
と

民
の
平
安
を
求
め
る
の
は
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。

183	

昔
仲
弓
彍

季
氏
鈫

之
家
臣
，
子
游
𤊄

武
城
旔

之
小
宰
焩

，
孔
子
猶
誨
以
賢
才
，
問
以
得
人
烄

。
明
政
之
小
大
，
以

人
為
本
。
（
卷
二
十
一　

後
漢
書
一
）

	

【
註
釋
】�

彍
仲
弓
：
春
秋
魯
國
人
，
冉
氏
，
名
雍
，
字
仲
弓
，
孔
子
的
學
生
，
以
德
行
著
稱
，
曾
任
季
氏

宰
。
鈫
季
氏
：
季
桓
子
，
即
季
孫
斯
，
春
秋
時
魯
國
卿
大
夫
。
𤊄
子
游
：
姓
言
，
名
偃
，
字
子

游
，
亦
稱
「
言
游
」
、
「
叔
氏
」
，
春
秋
末
吳
國
人
，
孔
子
的
弟
子
，
孔
門
十
哲
之
一
。
旔
武
城
：
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指
武
城
縣
，
位
於
山
東
省
西
北
邊
陲
，
魯
西
北
平
原
，
現
隸
屬
山
東
省
德
州
市
。
焩
小
宰
：
邑
宰
，

縣
邑
的
長
官
，
即
縣
令
。
烄
得
人
：
謂
得
到
德
才
兼
備
的
人
。
亦
謂
用
人
得
當
。

	
【
白
話
】�

從
前
仲
弓
是
季
氏
的
家
臣
，
子
游
是
武
城
的
縣
官
，
孔
子
尚
且
教
誨
他
們
要
任
用
賢
才
，
詢
問

是
否
用
人
得
當
。
說
明
政
事
無
論
大
小
，
皆
以
用
人
為
根
本
。

　

そ
の
昔
、
仲
弓
は
季
氏
の
家
臣
で
、
子
游
は
武
県
の
知
事
で
し
た
が
、
孔
子
は
彼
ら
に
賢
才
を
任
用
す

る
よ
う
に
教
え
ま
し
た
。
正
し
い
人
事
に
つ
い
て
、
い
つ
も
人
の
意
見
を
気
に
す
る
こ
と
も
教
え
ま
し
た
。

政
事
の
大
小
問
わ
ず
に
、
た
だ
人
事
を
全
て
の
根
本
と
す
る
の
で
す
。

184	

臣
聞
，
上
古
堯
舜
之
時
，
不
貴
爵
賞
，
而
民
勸
善
彍

；
不
重
刑
罰
，
而
民
不
犯
。
躬
鈫

率
以
正
，
遇
𤊄

民
信
也
。

末
世
貴
爵
厚
賞
，
而
民
不
信
也
。
夫
厚
賞
重
刑
，
未
足
以
勸
善
而
禁
非
，
必
信
而
已
矣
。
是
故
因
能
任
官
，

則
分
職
治
；
去
無
用
之
言
，
則
事
情
旔

得
；
不
作
無
用
之
器
，
即
賦
斂
省
；
不
奪
民
時
，
即
百
姓
富
；
有
德

者
進
，
無
德
者
退
，
則
朝
廷
尊
；
有
功
者
上
，
無
功
者
下
，
則
群
臣
逡
焩

；
罰
當
罪
則
姦
邪
止
；
賞
當
賢
則

臣
下
勸
。
凡
此
八
者
，
治
之
本
也
。
（
卷
十
八　

漢
書
六
）

	

【
註
釋
】�

彍
勸
善
：
勉
力
為
善
。
勸
：
勤
勉
；
努
力
。
鈫
躬
：
親
自
。
𤊄
遇
：
對
待
。
旔
事
情
：
事
物
的

真
相
；
實
情
。
焩
逡
（q

ū
n

／

逡
）
：
退
讓
，
退
避
。

	

【
白
話
】�

（
公
孫
弘
上
疏
說
：
）
我
聽
說
上
古
堯
舜
的
時
代
，
不
重
視
封
爵
、
賞
賜
，
而
人
民
都
能
努
力

向
善
；
不
崇
尚
施
用
嚴
刑
重
罰
，
而
人
民
卻
不
輕
易
犯
法
。
這
是
因
為
堯
舜
自
身
以
無
私
公
正
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之
心
領
導
臣
民
，
對
待
人
民
有
信
義
。
到
了
後
世
重
視
封
爵
，
厚
加
賞
賜
，
可
是
人
民
卻
並
不

信
任
。
豐
厚
的
賞
賜
、
嚴
厲
的
刑
罰
，
不
足
以
勉
勵
人
們
向
善
、
禁
止
人
們
為
非
，
必
須
對
百

姓
有
信
義
才
行
。
所
以
，
按
照
能
力
任
用
官
員
，
則
各
自
分
配
的
職
務
就
能
治
理
得
當
；
去
除

無
用
的
言
詞
，
就
能
了
解
事
物
的
真
相
；
不
製
作
無
用
的
器
物
，
就
能
減
少
稅
賦
；
不
耽
誤
農

時
，
百
姓
就
能
富
足
；
有
德
行
的
人
予
以
進
用
，
無
德
行
的
人
予
以
斥
退
，
朝
廷
就
能
樹
立
起

威
信
；
有
功
勞
的
人
得
到
提
拔
，
無
功
勞
的
人
給
予
降
職
，
群
臣
就
能
明
白
退
讓
的
道
理
；
處

罰
的
輕
重
適
合
其
罪
行
，
姦
邪
之
人
就
會
止
步
；
獎
賞
的
多
少
適
合
其
賢
能
程
度
，
臣
下
就
會

得
到
勉
勵
。
總
括
這
八
點
，
是
治
國
的
根
本
。

　

（
公
孫
弘
は
上
書
し
ま
し
た
。
）
古
の
堯
舜
の
時
代
は
、
爵
位
と
俸
禄
を
重
視
せ
ず
に
、
民
も
み
な
善

良
で
い
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
厳
し
い
刑
罰
を
推
奨
し
な
い
の
に
、
民
は
妄
り
に
罪
を

犯
さ
な
い
の
は
、
堯
舜
自
身
が
私
欲
の
な
い
公
正
な
心
で
臣
下
と
民
を
導
き
、
信
用
と
道
義
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
後
世
で
は
爵
位
と
俸
禄
を
重
視
し
て
厚
く
与
え
る
が
、
民
か
ら
の
信
用
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
豊

か
な
俸
禄
も
、
厳
し
い
刑
罰
も
、
人
が
善
行
を
す
る
励
ま
し
に
な
れ
ま
せ
ん
。
人
が
悪
行
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
民
に
対
し
て
の
信
用
と
道
義
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
能
力
に
よ
っ
て
官
員
を
任
用

す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
れ
た
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
駄
な
言
葉
を
省
け
れ
ば
、
物
事

の
真
相
が
見
え
て
き
ま
す
。
無
用
な
器
物
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
課
税
を
減
ら
せ
ま
す
。
農
作
業
の
時
機
に

邪
魔
を
し
な
け
れ
ば
、
民
は
豊
か
に
な
れ
ま
す
。
徳
性
と
品
行
の
あ
る
者
を
任
用
し
、
そ
う
で
な
い
者
を
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退
け
る
と
、
朝
廷
は
威
信
を
打
ち
立
て
ま
す
。
功
労
の
あ
る
者
を
抜
擢
し
、
功
労
の
な
い
者
を
降
職
さ
せ

れ
ば
、
群
臣
は
譲
り
合
う
こ
と
の
道
理
が
分
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
処
罰
の
重
さ
を
犯
し
た
罪
に
見
合
わ

せ
れ
ば
、
邪
な
者
は
犯
罪
を
や
め
ま
す
。
奨
励
の
多
少
が
有
能
さ
の
程
度
に
適
し
て
い
れ
ば
、
臣
下
は
励

ま
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
八
つ
の
こ
と
は
、
治
国
の
根
本
で
す
。

185	

故
先
王
見
始
終
之
變
，
知
存
亡
之
機
彍

，
是
以
牧
民
鈫

之
道
，
務
在
安
之
而
已
。
天
下
雖
有
逆
行
之
臣
，
必

無
響
應
之
助
矣
。
故
曰
「
安
民
可
與
行
義
，
而
危
民
易
與
為
非
」
，
此
之
謂
也
。
（
卷
十
一　

史
記
上
）

	

【
註
釋
】
彍
機
：
事
物
的
關
鍵
；
樞
紐
。
鈫
牧
民
：
治
民
。

	

【
白
話
】�

所
以
古
代
聖
王
能
洞
察
事
物
演
變
的
規
律
，
知
道
什
麼
是
國
家
存
亡
的
關
鍵
，
因
此
治
理
人
民

的
方
法
，
關
鍵
就
在
使
他
們
過
上
安
定
的
生
活
。
這
樣
，
天
下
即
使
出
現
圖
謀
叛
亂
的
臣
子
，

也
必
然
沒
有
人
響
應
參
與
。
所
以
說
「
處
於
安
定
狀
態
的
人
民
可
以
引
導
他
們
共
同
行
仁
義
，

而
處
於
危
難
之
中
的
人
民
就
容
易
一
起
做
壞
事
」
，
說
的
就
是
這
個
道
理
。

　

ゆ
え
に
、
昔
の
聖
王
は
物
事
が
変
化
す
る
規
律
を
洞
察
し
て
、
何
が
国
家
存
亡
の
鍵
に
な
る
の
か
が
分

り
ま
す
。
民
を
治
め
る
方
法
の
鍵
は
、
彼
ら
に
安
定
し
た
生
活
を
送
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
す

れ
ば
、
た
と
え
天
下
に
叛
乱
を
企
て
る
臣
下
が
現
れ
て
も
、
誰
も
そ
れ
に
呼
応
し
て
参
加
し
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
、
「
安
定
し
た
状
態
に
い
る
民
は
、
共
に
仁
義
を
実
行
す
る
よ
う
に
導
け
ま
す
。
危
難

に
い
る
民
は
、
共
に
悪
事
を
働
く
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
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186	
聖
人
行
不
言
之
教
彍

。
任
其
自
行
，
斯

不
言
之
教
也
。

道
不
可
致
鈫

也
。
道
在
自
然
，
非

可
言
致
也
。

失
道
而
後
德
，
失
德
而
後
仁
，
失
仁
而
後
義
，

失
義
而
後
禮
。
（
卷
三
十
七　

莊
子
）

	

【
註
釋
】
彍
不
言
之
教
：
指
上
位
者
以
德
化
民
，
不
待
言
詞
訓
誡
，
而
天
下
平
治
。
鈫
致
：
求
取
；
獲
得
。

	

【
白
話
】�
聖
人
施
行
的
教
化
不
依
靠
語
言
，
而
是
以
德
政
感
化
人
民
。
大
道
是
沒
有
辦
法
通
過
語
言
求
得

的
。
失
「
道
」
之
後
，
只
好
據
「
德
」
來
治
天
下
；
失
「
德
」
之
後
，
只
好
依
「
仁
」
來
治
天
下
；

失
「
仁
」
之
後
，
只
好
行
「
義
」
來
治
天
下
；
失
「
義
」
，
最
後
只
能
以
「
禮
」
治
天
下
了
。

　

聖
人
が
施
行
し
て
い
る
教
化
は
言
葉
に
よ
ら
ず
に
、
徳
性
で
民
を
感
化
し
て
い
ま
す
。
大
道
は
言
語
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
「
道
」
を
失
っ
て
か
ら
は
、
「
徳
」
で
天
下
を
治
め
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
「
徳
」
を
失
っ
て
か
ら
は
、
「
仁
」
で
天
下
を
治
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
「
仁
」

を
失
っ
て
か
ら
は
、
「
義
」
で
天
下
を
治
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
「
義
」
を
失
っ
て
か
ら
は
、
「
礼
」

で
天
下
を
治
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

187	

《
語
》
曰
：
「
既
富
矣
，
又
何
加
焉
？
曰
：
教
之
。
」
教
之
以
德
，
齊
彍

之
以
禮
，
則
民
徙
義
鈫

而
從
善
。

莫
不
入
孝
出
悌
𤊄

，
夫
何
奢
侈
暴
慢
旔

之
有
乎
？
（
卷
四
十
二　

鹽
鐵
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
齊
：
整
，
整
飭
，
整
治
。
鈫
徙
義
：
移
向
義
，
謂
見
義
即
改
變
意
念
而
從
之
。
𤊄
入
孝
出
悌
：

在
家
孝
敬
父
母
，
出
門
嚴
守
長
幼
禮
義
。
旔
暴
慢
：
凶
暴
傲
慢
。
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【
白
話
】�

《
論
語
》
上
說
：
「
百
姓
已
經
富
裕
了
，
還
要
怎
麼
辦
呢
？
孔
子
回
答
說
：
要
教
育
他
們
。
」

用
道
德
教
化
他
們
，
用
禮
儀
規
範
他
們
，
百
姓
明
理
了
就
會
改
變
意
念
依
從
正
義
和
善
道
，
人

人
都
能
在
家
孝
敬
父
母
、
在
外
遵
守
長
幼
之
禮
。
這
樣
哪
裡
還
有
什
麼
揮
霍
浪
費
、
凶
暴
傲
慢

的
現
象
呢
？

　

『
論
語
』
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
民
は
も
う
豊
か
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
孔
子
は
答
え
ま
し
た
。
彼
ら
を
教
育
す
る
の
で
す
」
道
徳
で
教
化
し
、
礼
儀
で
規
範
す
れ
ば
、
理

が
分
る
よ
う
に
な
っ
た
民
は
考
え
を
変
え
て
正
義
と
善
の
道
に
従
い
ま
す
。
人
々
は
家
で
は
父
母
に
孝
行

を
し
て
、
外
で
は
長
幼
の
礼
を
守
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
な
れ
れ
ば
、
ど
こ
に
贅
沢
や
狂
暴
、
傲
慢
の
現

象
が
見
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。

188	

道
行
於
世
，
則
貧
賤
者
不
怨
，
富
貴
者
不
驕
，
愚
弱
者
不
懾
彍

，
智
勇
者
不
矜
鈫

，
足
於
分
也
。
法
行
於
世
，

則
貧
賤
者
不
敢
怨
富
貴
，
富
貴
者
不
敢
淩
𤊄

貧
賤
，
愚
弱
者
不
敢
冀
旔

智
勇
，
智
勇
者
不
敢
鄙
愚
弱
。
此
法

之
不
及
道
也
。
（
卷
三
十
七　

尹
文
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
懾
（s

h
è

／

懾
）
：
恐
懼
。
鈫
矜
：
驕
傲
；
誇
耀
。
𤊄
淩
：
侵
犯
；
欺
侮
。
旔
冀
：
企
圖
；

非
分
地
謀
求
。

	

【
白
話
】�

如
果
道
義
能
在
世
間
施
行
，
那
麼
貧
窮
卑
微
的
人
就
不
會
有
怨
言
，
富
裕
尊
貴
的
人
就
不
會
驕
橫
，

愚
笨
軟
弱
的
人
就
不
會
恐
懼
害
怕
，
聰
明
勇
敢
的
人
就
不
會
盛
氣
淩
人
，
這
是
因
為
大
家
各
守

本
分
的
緣
故
。
如
果
良
好
的
法
令
制
度
能
在
世
間
施
行
，
那
麼
貧
窮
卑
微
的
人
就
不
敢
怨
恨
富
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裕
尊
貴
的
人
，
富
裕
尊
貴
的
人
也
不
敢
欺
淩
貧
窮
卑
微
的
人
，
愚
笨
軟
弱
的
人
就
不
敢
企
盼
超

過
聰
明
勇
敢
的
人
，
聰
明
勇
敢
的
人
也
不
敢
鄙
視
愚
笨
軟
弱
的
人
。
這
就
是
「
法
治
」
不
如
「
道

治
」
的
地
方
。

　

も
し
道
義
を
世
の
中
で
施
行
で
き
た
ら
、
貧
し
く
て
卑
し
い
者
に
怨
み
言
は
生
ま
れ
ず
、
豊
か
で
尊
い

人
は
傲
慢
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
愚
か
で
弱
い
者
が
恐
れ
戦
く
こ
と
は
な
く
、
賢
く
勇
敢
な
者
が
威
張
っ

て
人
を
い
じ
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
本
分
を
守
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

も
し
良
い
法
令
と
制
度
を
世
の
中
で
施
行
で
き
た
ら
、
貧
し
く
て
卑
し
い
者
は
豊
か
で
尊
い
者
を
怨
も
う

と
せ
ず
に
、
豊
か
で
尊
い
者
も
貧
し
く
て
卑
し
い
者
を
苛
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
愚
か
で
弱
い
者

は
賢
く
て
勇
敢
な
者
を
出
し
抜
こ
う
と
せ
ず
に
、
賢
く
て
勇
敢
な
者
も
愚
か
で
弱
い
者
を
苛
め
よ
う
と
し

ま
せ
ん
。
こ
れ
こ
そ
「
法
治
」
が
「
道
治
」
に
お
よ
ば
な
い
所
以
で
す
。

189	

天
道
之
大
者
在
陰
陽
。
陽
為
德
，
陰
為
刑
。
刑
主
殺
，
而
德
主
生
。
是
故
陽
常
居
大
夏
，
而
以
生
育
養
長

為
事
；
陰
常
居
大
冬
，
而
積
於
空
虛
不
用
之
處
。
以
此
見
天
之
任
德
不
任
刑
也
。
天
使
陽
出
布
施
彍

於
上
，

而
主
歲
功
鈫

。
使
陰
入
伏
於
下
，
而
時
出
佐
陽
。
陽
不
得
陰
之
助
，
亦
不
能
獨
成
歲
也
。
王
者
承
天
意
以
從

事
，
故
任
德
教
而
不
任
刑
。
刑
者
不
可
任
以
治
世
，
猶
陰
之
不
可
任
以
成
歲
也
。
（
卷
十
七　

漢
書
五
）

	

【
註
釋
】
彍
布
施
：
猶
普
施
，
謂
普
遍
施
予
。
鈫
歲
功
：
一
年
農
事
的
收
穫
。

	

【
白
話
】�

天
道
主
要
講
的
是
陰
陽
。
陽
代
表
德
，
陰
代
表
刑
。
刑
主
殺
，
德
主
生
。
因
此
陽
常
常
處
於
盛
夏
，
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以
生
育
長
養
為
職
事
；
陰
常
常
處
於
隆
冬
，
積
聚
在
空
虛
不
用
的
地
方
。
從
這
裡
就
可
看
出
，

上
天
是
任
用
德
教
而
不
輕
用
刑
罰
的
。
上
天
使
陽
氣
上
升
，
在
上
普
遍
施
予
萬
物
，
主
管
一
年

的
農
業
收
成
；
讓
陰
氣
隱
藏
於
地
下
而
按
時
出
來
輔
助
陽
氣
。
陽
氣
如
果
得
不
到
陰
的
輔
助
，

也
不
能
單
獨
成
就
豐
年
。
王
者
順
承
上
天
的
意
旨
來
行
事
，
所
以
任
用
德
教
而
不
輕
用
刑
罰
。

刑
罰
不
能
單
獨
用
來
治
理
天
下
，
猶
如
不
能
只
靠
陰
氣
而
成
就
豐
年
一
樣
。

　

天
道
は
主
に
陰
陽
に
つ
い
て
言
っ
て
い
ま
す
。
陽
は
徳
を
表
し
、
陰
は
刑
を
表
し
て
い
ま
す
。
刑
は
殺

し
を
司
り
、
得
は
生
を
司
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
陽
は
い
つ
も
盛
夏
に
あ
っ
て
、
生
育
と
育
て
る
こ
と

を
職
務
と
し
て
い
ま
す
。
陰
は
い
つ
も
隆
冬
、
虚
し
く
て
使
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
分
る
よ
う
に
、
天
は
徳
教
に
よ
っ
て
運
行
し
、
刑
罰
を
軽
々
し
く
使
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。
天
は
陽
気

を
上
昇
さ
せ
て
、
上
か
ら
遍
く
万
物
に
行
き
渡
る
よ
う
に
し
て
、
一
年
間
の
農
業
の
収
穫
を
操
り
ま
し
た
。

ま
た
、
陰
気
を
地
下
に
隠
さ
せ
て
、
一
定
の
時
間
に
な
る
と
、
地
面
か
ら
出
て
き
て
陽
気
の
補
助
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
も
し
陰
の
補
助
が
な
い
と
、
陽
気
も
独
り
で
に
豊
年
を
成
就
で
き
ま
せ
ん
。
王
者
は

天
の
意
思
に
従
っ
て
物
事
を
進
め
る
か
ら
、
徳
性
を
用
い
て
軽
々
し
く
刑
罰
を
使
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。
刑

罰
も
そ
れ
だ
け
で
天
下
を
治
め
れ
ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
陰
気
だ
け
で
豊
年
を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
と
同
じ
で
す
。

190	

大
治
之
後
，
有
易
亂
之
民
者
，
安
寧
無
故
彍

，
邪
心
起
也
；
大
亂
之
後
，
有
易
治
之
勢
者
，
創
艾
鈫

禍
災
，
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樂
生
全
𤊄

也
。
刑
繁
而
亂
益
甚
者
，
法
難
勝
避
，
苟
免
旔

而
無
恥
也
；
教
興
而
罰
罕
用
者
，
仁
義
相
厲
焩

，
廉

恥
成
也
。
（
卷
四
十
五　

仲
長
子
昌
言
）

	

【
註
釋
】�

彍
無
故
：
指
沒
有
發
生
非
常
的
變
故
。
鈫
創
艾
（y

ì

／

艾
）
：
因
受
懲
治
而
畏
懼
，
戒
懼
。
艾
：

通
「
乂
」
（y

ì

／

乂
）
。
儆
戒
，
戒
懼
。
𤊄
生
全
：
保
全
生
命
。
旔
苟
免
：
苟
且
免
於
損
害
。

焩
相
厲
：
互
相
勸
勉
。
厲
：
後
人
寫
作
「
勵
」
，
勸
勉
。

	

【
白
話
】�

長
治
久
安
之
後
，
會
有
作
亂
的
百
姓
，
這
是
因
為
安
定
太
平
沒
有
動
盪
，
人
們
就
會
萌
生
邪
惡

之
心
；
大
亂
之
後
，
有
容
易
治
理
的
趨
勢
，
這
是
因
為
百
姓
飽
受
災
禍
的
傷
害
而
畏
懼
，
渴
望

保
全
生
命
。
刑
罰
繁
多
但
混
亂
卻
更
加
嚴
重
，
這
是
因
為
法
網
太
密
，
難
以
躲
避
，
於
是
人
們

就
會
為
免
於
受
罰
苟
且
遵
從
法
律
，
但
不
再
有
羞
恥
之
心
（
一
旦
法
律
有
漏
洞
，
人
們
就
會
犯

法
）
；
教
化
興
起
後
刑
罰
很
少
被
使
用
，
這
是
因
為
以
仁
義
相
勸
勉
，
人
們
的
廉
恥
之
心
形
成

了
的
緣
故
。

　

長
い
平
和
な
日
々
が
過
ぎ
る
と
、
叛
乱
す
る
民
が
現
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
安
定
し
た
太
平
の
世
の
中

に
動
乱
が
な
い
か
ら
、
人
々
に
邪
な
心
が
芽
生
え
る
か
ら
で
す
。
大
乱
の
後
、
治
め
や
す
く
な
る
傾
向
が

あ
る
の
は
、
禍
に
深
く
傷
つ
け
ら
れ
て
恐
れ
る
民
た
ち
が
、
命
の
保
全
を
渇
望
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
刑

罰
は
多
く
あ
る
の
に
、
混
乱
は
ま
す
ま
す
酷
く
な
る
ば
か
り
な
の
は
、
法
律
の
網
目
が
密
す
ぎ
て
逃
れ
ら

れ
な
い
か
ら
で
す
。
人
々
は
罰
を
受
け
な
い
よ
う
に
何
と
か
法
律
を
守
る
が
、
廉
恥
の
心
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
（
法
律
の
網
に
漏
れ
が
あ
る
と
、
す
ぐ
に
犯
そ
う
と
し
ま
す
。
）
教
化
が
興
し
た
後
、
刑
罰
は
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あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
人
々
の
廉
恥
の
心
が
形
成
さ
れ
て
、
仁
義
で
互
い
を
誡
め
る
か
ら
で

す
。

191	

夫
上
之
化
下
，
下
之
從
上
，
猶
泥
之
在
鈞
彍

，
唯
鈫

甄
者
𤊄

之
所
為
；
陶
人
作
瓦
器

謂
之
甄
。

猶
金
之
在
鎔
旔

，
唯
冶
者
焩

之

所
鑄
。
「
綏
烄

之
斯
倈
𡡅

，
動
之
斯
和
」
，
此
之
謂
也
。
（
卷
十
七　

漢
書
五
）

	

【
註
釋
】�

彍
鈞
（j

ū
n

／

鈞
）
：
製
陶
器
所
用
的
轉
輪
。
鈫
唯
：
聽
憑
，
任
隨
。
𤊄
甄
（z

h
ē
n

／

甄
）

者
：
製
陶
工
人
。
旔
鎔
：
熔
鑄
金
屬
的
模
具
。
焩
冶
者
：
鑄
造
金
屬
器
物
的
工
人
。
烄
綏
（s

u
í

／

隨
）
：
安
，
安
撫
。
𡡅
倈
：
通
「
來
」
。

	

【
白
話
】�

在
上
位
的
君
主
教
化
下
面
的
臣
民
，
下
面
的
臣
民
服
從
君
主
，
猶
如
陶
土
放
在
製
陶
器
的
轉
輪
上
，

任
憑
陶
藝
師
傅
拉
坯
成
形
；
又
如
同
金
屬
在
模
具
裡
，
任
隨
鑄
造
技
工
鑄
造
。
「
以
仁
政
安
民
，

則
遠
方
之
人
就
會
前
來
歸
附
；
以
樂
教
感
動
人
民
，
則
百
姓
就
會
和
睦
喜
悅
」
，
說
的
就
是
這

個
道
理
。

 

上
位
に
い
る
君
主
が
臣
下
や
民
を
教
化
し
、
臣
下
や
民
が
君
主
に
服
従
す
る
の
は
、
ま
る
で
土
を
ろ
く

ろ
の
上
に
置
い
て
、
職
人
の
思
う
が
ま
ま
に
形
作
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
金
属
が
型
に
嵌
め

ら
れ
た
よ
う
に
、
職
人
の
思
う
が
ま
ま
に
形
作
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
「
仁
政
で
民
を
安
ら
げ
ら

れ
れ
ば
、
遠
方
の
人
々
は
帰
順
し
に
や
っ
て
来
ま
す
。
楽
教
で
民
を
感
動
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
民
は
睦
ま
じ

く
喜
び
に
満
ち
溢
れ
ま
す
」
古
人
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
通
り
で
す
。
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192	

以
身
教
者
從
，
以
言
教
者
訟
。
（
卷
二
十
二　

後
漢
書
二
）

	
【
白
話
】�

（
第
五
倫
上
疏
說
：
）
自
己
以
身
作
則
來
教
化
，
別
人
就
會
聽
從
；
只
用
言
論
教
育
別
人
（
自

己
不
做
）
，
就
會
有
爭
論
。

　

（
第
五
倫
と
い
う
官
員
は
上
書
し
ま
し
た
。
）
自
分
の
行
い
を
も
っ
て
教
化
す
れ
ば
、
人
は
聞
き
入
れ

て
従
っ
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
だ
言
論
だ
け
で
人
を
教
育
し
よ
う
と
し
て
、
（
自
分
は
何
も

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
）
議
論
が
起
こ
り
ま
す
。

193	

朝
廷
者
，
天
下
之
楨
幹
彍

也
。
公
卿
大
夫
相
與
循
鈫

禮
恭
讓
，
則
民
不
爭
；
好
仁
樂
施
，
則
下
不
暴
；
上
𤊄

義

高
節
，
則
民
興
行
旔

；
寬
柔
和
惠
，
則
眾
相
愛
。
四
者
，
明
王
之
所
以
不
嚴
而
成
化
也
。
何
者
？
朝
有
變
色

之
言
焩

，
則
下
有
爭
鬥
之
患
。
上
有
自
專
之
士
，
則
下
有
不
讓
之
人
；
上
有
克
勝
烄

之
佐
，
則
下
有
傷
害
之

心
；
上
有
好
利
之
臣
，
則
下
有
盜
竊
之
民
。
此
其
本
也
。
今
俗
吏
𡡅

之
治
，
皆
不
本
禮
讓
，
而
上
克
暴
，
或

忮
害
鵭

好
陷
人
於
罪
，
貪
財
而
慕
勢
。
故
犯
法
者
眾
，
姦
邪
不
止
，
雖
嚴
刑
峻
法
，
猶
不
為
變
。
此
非
其
天
性
，

有
由
然
也
。
（
後
補
卷
二
十　

漢
書
八
）

	

【
註
釋
】�

彍
楨
幹
（z

h
ē
n
 
g
à
n

／

楨
幹
）
：
即
「
楨
榦
」
，
古
代
築
牆
時
所
用
的
木
柱
，
豎
在
兩
端
的

叫
「
楨
」
，
豎
在
兩
旁
的
叫
「
榦
」
。
後
用
以
指
重
要
的
、
起
決
定
作
用
的
人
或
事
物
。
鈫
循
：
順
。

𤊄
上
：
通
「
尚
」
，
尊
崇
，
重
視
。
旔
興
行
：
因
受
感
發
起
而
實
行
。
焩
變
色
之
言
：
使
臉
色

改
變
的
話
。
多
指
為
爭
論
是
非
曲
直
而
衝
動
發
怒
時
說
的
話
。
烄
克
勝
：
妒
忌
刻
薄
而
好
勝
。
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𡡅
俗
吏
：
才
智
凡
庸
的
官
吏
。
鵭
忮
（z

h
ì

／

忮
）
害
：
忌
刻
殘
忍
，
嫉
忌
陷
害
。
忮
：
嫉
妒
；

忌
恨
。

	
【
白
話
】�

（
匡
衡
上
疏
說
：
）
朝
廷
，
是
支
撐
天
下
的
梁
柱
。
公
卿
大
夫
之
間
相
互
遵
循
禮
節
，
恭
敬
謙
讓
，

那
麼
百
姓
就
不
會
互
相
爭
鬥
；
大
臣
們
愛
好
仁
義
，
樂
於
施
捨
，
那
麼
百
姓
就
不
會
使
用
暴
力
；

百
官
重
視
高
尚
的
節
操
，
那
麼
百
姓
就
會
因
受
感
發
起
而
實
行
；
執
政
者
寬
緩
和
柔
，
溫
和
仁

惠
，
那
麼
百
姓
就
會
相
互
親
愛
友
好
。
以
上
四
點
，
是
聖
明
的
君
主
之
所
以
能
夠
不
施
行
嚴
刑

峻
法
而
完
成
教
化
的
原
因
。
這
是
為
什
麼
呢
？
因
為
朝
廷
上
有
衝
動
無
理
的
爭
論
言
行
，
臣
民

就
有
爭
鬥
的
禍
患
；
上
面
有
獨
斷
專
權
的
人
，
下
面
就
會
有
不
謙
讓
的
人
；
上
面
有
妒
忌
刻
薄

而
好
勝
的
輔
佐
大
臣
，
百
姓
就
會
有
相
互
傷
害
之
心
；
上
面
有
貪
財
好
利
之
臣
，
下
面
就
會
有

偷
盜
行
竊
之
民
。
這
是
造
成
社
會
風
氣
變
化
的
根
本
原
因
。
當
今
才
智
凡
庸
的
官
吏
治
理
國
家
，

都
不
根
據
禮
敬
謙
讓
的
原
則
，
而
推
崇
峻
刻
暴
虐
的
政
策
，
有
的
殘
忍
嫉
忌
，
喜
好
陷
害
他
人

蒙
受
不
白
之
冤
，
貪
取
財
利
傾
慕
權
勢
，
因
此
犯
法
的
人
很
多
，
姦
邪
之
行
不
能
得
到
制
止
，

即
使
用
嚴
厲
的
刑
法
，
仍
然
不
能
改
變
這
種
狀
況
。
這
不
是
他
們
的
天
性
，
而
是
由
於
當
政
者

沒
有
教
化
好
。

（
匡
衡
は
上
書
し
て
言
い
ま
し
た
。
）
朝
廷
と
は
、
天
下
を
支
え
る
棟
梁
で
す
。
公
卿
や
大
夫
た
ち
が
互

い
に
礼
節
に
従
っ
て
、
恭
し
く
謙
虚
な
態
度
で
い
れ
ば
、
民
は
相
争
い
ま
せ
ん
。
大
臣
た
ち
が
仁
義
を
愛

好
し
、
施
す
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
民
は
暴
力
を
使
い
ま
せ
ん
。
百
官
が
高
尚
な
節
操
を
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重
視
す
る
の
で
は
あ
れ
ば
、
民
は
感
化
さ
れ
て
そ
の
よ
う
な
節
操
を
実
行
し
ま
す
。
執
政
者
が
優
し
く
て

広
い
心
を
持
ち
、
知
恵
と
仁
愛
に
満
ち
た
態
度
で
い
れ
ば
、
民
は
互
い
を
愛
し
、
友
好
な
関
係
で
い
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
こ
と
は
、
聖
明
な
君
主
が
厳
刑
や
厳
し
い
法
律
を
使
わ
ず
に
し
て
、
民
を
教
化
で

き
た
原
因
で
す
。
何
故
で
し
ょ
う
か
。
朝
廷
に
衝
動
的
で
無
理
の
あ
る
争
い
や
言
論
が
あ
る
と
、
臣
下
や

民
の
間
に
闘
争
の
禍
が
起
こ
り
ま
す
。
上
に
独
断
的
か
つ
専
制
的
な
者
が
い
る
と
、
下
に
は
不
遜
な
者
が

い
ま
す
。
上
に
心
が
狭
く
、
嫉
妬
に
駆
ら
れ
て
負
け
ず
嫌
い
な
補
佐
の
大
臣
が
い
る
と
、
民
に
は
互
い
を

傷
つ
け
る
心
が
生
ま
れ
ま
す
。
上
に
財
利
を
貪
欲
に
欲
す
る
臣
下
が
い
る
と
、
下
に
は
盗
み
を
働
く
民
が

い
ま
す
。
こ
れ
が
社
会
の
風
習
を
変
え
る
根
本
的
な
原
因
で
す
。
今
は
才
知
の
乏
し
い
凡
庸
な
官
吏
が
国

を
治
め
て
い
る
が
、
彼
ら
は
礼
節
や
謙
譲
の
原
則
に
従
わ
ず
に
、
厳
し
く
て
暴
虐
な
政
策
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
残
忍
で
嫉
妬
深
い
者
も
い
て
、
彼
ら
は
他
人
を
陥
れ
て
濡
れ
衣
を
着
せ
、
財
利
を
貪
っ

て
権
勢
に
傾
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
民
の
間
で
は
法
を
犯
し
た
者
は
非
常
に
多
く
、
た
と
え
厳
刑
を
も
っ

て
し
て
も
、
邪
な
行
為
が
抑
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

民
た
ち
の
天
性
の
せ
い
で
は
な
く
、
執
政
者
が
よ
く
教
化
し
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

194	

文
子
彍

曰
：
「
周
諺
有
言
：
『
察
見
淵
魚
者
不
祥
，
智
料
隱
匿
者
有
殃
。
』
且
君
欲
無
盜
，
莫
若
舉
賢
而
任
之
，

使
教
明
於
上
，
化
行
於
下
。
人
有
恥
心
，
則
何
盜
之
為
？
」
於
是
用
隨
會
知
政
，
而
群
盜
奔
秦
焉
。
用
聰
明
以

察

是

非

者
，
群
詐
之
所
逃
；
用
少
（
少
作
先
）
識
以
擿
姦

伏
者
，
眾
惡
之
所
疾
。
智
之
為
患
，
豈
虛
也
哉
。

（
卷
三
十
四　

列
子
）
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【
註
釋
】�

彍
文
子
：
趙
文
子
，
即
趙
武
。
嬴
姓
，
趙
氏
，
諱
武
，
諡
號
曰
「
文
」
。
春
秋
時
晉
國
卿
大
夫
。

戲
劇
「
趙
氏
孤
兒
」
的
歷
史
原
型
。

	
【
白
話
】�

趙
武
回
答
晉
侯
說
：
「
周
人
的
諺
語
有
這
麼
一
句
話
：
『
能
看
清
深
潭
中
游
魚
的
人
不
吉
利
，

以
智
巧
料
知
隱
匿
事
物
的
人
會
遭
殃
。
』
您
要
想
使
晉
國
沒
有
盜
賊
，
不
如
選
拔
賢
良
並
予
以

任
用
，
使
朝
廷
中
政
教
清
明
，
百
姓
中
好
風
氣
流
行
。
人
們
有
了
羞
恥
之
心
，
哪
還
會
去
做
盜

賊
呢
？
」
於
是
晉
侯
任
用
隨
會
主
持
有
關
政
務
，
眾
多
盜
賊
便
逃
往
秦
國
去
了
。

　

趙
武
は
晋
候
に
答
え
ま
し
た
。
「
周
の
人
の
諺
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
『
深
い
湖
の
中
の

魚
が
見
え
る
者
は
不
吉
で
す
。
知
恵
で
隠
し
事
を
予
想
で
き
る
者
は
禍
に
遭
い
ま
す
』
晋
国
か
ら
盗
賊
を

な
く
そ
う
と
お
考
え
の
で
あ
れ
ば
、
優
秀
な
賢
人
を
選
抜
し
て
任
し
た
方
が
い
い
で
す
。
そ
の
よ
う
に
す

れ
ば
、
朝
廷
で
は
清
明
政
治
が
行
わ
れ
、
民
の
間
で
は
い
い
風
習
が
広
ま
り
ま
す
。
人
々
に
羞
恥
の
心
が

あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
盗
賊
な
ぞ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
そ
れ
で
晋
候
は
随
会
を
任
用
し
て
関
連

す
る
政
務
を
任
せ
た
が
、
多
く
の
盗
賊
は
秦
国
へ
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。

195	

所
貴
聖
人
者
，
非
貴
其
隨
罪
而
作
刑
也
，
貴
其
防
亂
之
所
生
也
。
是
以
至
人
彍

之
為
治
也
，
民
有
小
罪
，
必

求
其
善
以
赦
其
過
；
民
有
大
罪
，
必
原
其
故
以
仁
輔
化
。
是
故
上
下
親
而
不
離
，
道
化
流
而
不
蕰
鈫

。
（
卷

四
十
八　

體
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
至
人
：
指
思
想
或
道
德
修
養
最
高
超
的
人
。
鈫
蕰
（y

ù
n

／

運
）
：
古
同
「
蘊
」
，
聚
積
；
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積
滯
。

	
【
白
話
】�

尊
崇
聖
人
的
原
因
，
不
在
於
他
能
根
據
人
民
所
犯
的
罪
行
而
制
定
刑
律
，
而
在
於
他
能
事
先
防

止
禍
害
的
產
生
。
道
德
修
養
最
高
明
的
人
這
樣
治
理
國
家
：
百
姓
如
果
犯
有
小
罪
，
一
定
從
中

尋
求
他
的
善
意
之
處
來
赦
免
他
的
過
失
；
百
姓
犯
有
大
罪
，
一
定
找
出
犯
罪
的
原
因
，
然
後
用

仁
德
來
輔
助
教
化
他
。
因
此
上
下
親
近
而
不
乖
離
，
道
德
教
化
普
施
而
不
滯
礙
。

　

聖
人
を
崇
め
る
原
因
は
、
聖
人
が
民
の
犯
し
た
罪
に
よ
っ
て
刑
罰
と
法
律
を
制
定
で
き
る
か
ら
で
は
な

く
、
禍
を
事
前
に
防
止
で
き
る
か
ら
で
す
。
最
も
高
い
道
徳
の
修
養
を
有
す
る
者
は
こ
の
よ
う
に
国
を
治

め
て
い
ま
す
。
も
し
民
が
小
さ
な
罪
を
犯
し
た
ら
、
必
ず
そ
の
善
意
を
見
つ
け
出
し
て
、
そ
の
過
ち
を
赦

し
ま
す
。
も
し
民
が
大
き
な
罪
を
犯
し
た
ら
、
必
ず
そ
の
原
因
を
見
つ
け
出
し
て
、
仁
徳
で
教
化
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
上
下
の
関
係
は
親
し
く
乖
離
し
ま
せ
ん
。
道
徳
に
よ
る
教
化
も
滞
る
こ
と
な
く
広
め
ら
れ

ま
す
。

196	

聖
人
無
常
心
，
聖
人
重
改
更
，
貴
因

循
，
若
自
無
心
也
。

以
百
姓
心
為
心
。
百
姓
心
之
所
便
，

因
而
從
之
。

善
者
吾
善
之
，
百
姓
為
善
，
聖

人
因
而
善
之
。

不
善
者
吾
亦
善
之
。
百
姓

為
不

善
，
聖
人
化

之
使
善
。

信
者
吾
信
之
，
百
姓
為
信
，
聖

人
因
而
信
之
。

不
信
者
吾
亦
信
之
。
百
姓
為
不
信
，
聖

人
化
之
使
信
也
。

（
卷
三
十
四　

老
子
）

	

【
白
話
】�

聖
人
沒
有
主
觀
的
成
見
，
根
據
百
姓
的
需
要
和
心
理
狀
態
，
怎
樣
適
合
便
怎
樣
做
。
善
良
的
人
，

我
善
待
他
；
不
善
良
的
人
，
我
也
善
待
他
（
這
樣
可
使
人
人
向
善
）
。
守
信
的
人
，
我
信
任
他
；

不
守
信
的
人
，
我
也
信
任
他
（
這
樣
可
使
人
人
守
信
）
。
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聖
人
に
は
主
観
的
な
意
見
は
な
く
、
た
だ
民
の
需
要
と
心
理
状
態
に
よ
っ
て
、
最
も
適
し
た
方
法
を
実

行
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
善
良
な
者
に
は
、
善
良
に
接
し
ま
す
。
そ
う
で
な
い
者
に
も
、
善
良
に
接
し
ま

す
。
（
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
人
々
は
善
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
す
）
。
信
用
を
守
れ
る
者
の
こ
と
を
、

私
は
信
用
し
ま
す
。
そ
う
で
な
い
者
の
こ
と
を
も
、
私
は
信
用
し
ま
す
。
（
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
人
々

は
信
用
を
守
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）

197	

善
人
者
，
不
善
人
之
師
也
；
人
之
行
善
者
，
聖
人

即
以
為
人
師
也
。

不
善
人
者
，
善
人
之
資
彍

也
。
資
，
用
也
。
人
行
不
善
，
聖
人

教
道
使
為
善
，
得
以
為
給
用
。

（
卷
三
十
四　

老
子
）

	

【
註
釋
】
彍
資
：
給
用
、
資
材
。

	

【
白
話
】�

善
人
，
是
不
善
人
的
老
師
；
不
善
的
人
，
是
善
人
的
資
材
。
（
聖
人
教
化
導
正
他
們
，
使
他
們

回
頭
向
善
，
就
可
以
發
揮
他
們
的
作
用
。
）

　

善
人
と
は
、
不
善
な
者
の
先
生
で
す
。
不
善
な
者
は
、
善
人
の
資
材
で
す
。
（
聖
人
は
彼
ら
を
教
化
し

て
導
く
が
、
改
め
て
善
へ
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
彼
ら
の
作
用
を
発
揮
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
）

198	

為
國
家
者
，
見
惡
，
如
農
夫
之
務
去
草
焉
，
芟
夷
彍

蘊
崇
鈫

之
，
絕
其
本
根
，
勿
使
能
殖
，
則
善
者
信
𤊄

矣
。

（
後
補
卷
四　

春
秋
左
氏
傳
上
）

	

【
註
釋
】�

彍
芟
（s

h
ā
n

／

芟
）
夷
：
除
草
；
割
除
。
芟
：
除
草
。
夷
：
鏟
平
；
削
平
。
鈫
蘊
（y

ù
n

／

蘊
）
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崇
：
積
聚
，
堆
積
。
蘊
：
積
聚
；
蓄
藏
。
崇
：
聚
積
。
𤊄
信
（s

h
ē
n

／

伸
）
：
同
「
伸
」
。
舒

展
開
。

	

【
白
話
】�

治
理
國
家
的
人
，
見
到
惡
行
，
就
像
農
夫
致
力
於
除
草
一
樣
，
除
掉
它
將
它
堆
積
起
來
，
挖
掉

它
的
老
根
，
不
要
使
它
再
生
長
，
那
麼
善
行
就
能
得
到
伸
展
。

　

国
家
を
治
め
る
者
は
悪
行
を
見
つ
け
る
と
、
ま
る
で
農
夫
が
除
草
に
力
を
注
ぐ
の
と
同
じ
よ
う
に
、
そ

れ
を
取
り
除
く
こ
と
に
尽
力
し
ま
す
。
そ
の
古
い
根
元
を
取
り
除
き
、
二
度
と
生
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
ら
、
善
行
は
発
揚
さ
れ
ま
す
。

	

三
、
知
人 

（
人
を
知
り
ま
す
）

199	

當
堯
之
時
，
舜
為
司
徒
彍

，
契
為
司
馬
鈫

，
禹
為
司
空
𤊄

，
后
稷
為
田
疇
旔

，
夔
為
樂
正
焩

，
倕
烄

為
工
師
𡡅

，

伯
夷
為
秩
宗
鵭

，
皋
陶
為
大
理
貟

，
益
掌
驅
禽
。
堯
不
能
為
一
焉
。
堯
為
君
，
而
九
子
者
為
臣
，
其
何
故
也
？

堯
知
九
職
之
事
，
使
九
子
各
受
其
事
，
皆
勝
其
任
以
成
功
，
堯
遂
乘
成
功
（
本
書
乘
成
功

作
成
厥
功

)

以
王
天
下
。
是
故

知
人
者
主
道
也
，
知
事
者
臣
道
也
。
主
道
知
人
，
臣
道
知
事
，
毋
亂
舊
法
，
而
天
下
治
矣
。
（
卷
四
十
三

　

說
苑
）

	

【
註
釋
】�

彍
司
徒
：
官
名
。
掌
管
國
家
的
土
地
和
人
民
的
教
化
。
鈫
司
馬
：
官
名
。
掌
軍
旅
之
事
。
𤊄
司
空
：

官
名
。
掌
管
工
程
。
旔
田
疇
：
田
官
。
焩
樂
正
：
古
時
樂
官
之
長
。
烄
倕
（c

h
u
í

／

倕
）
：
古
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代
傳
說
中
的
巧
匠
名
。
𡡅
工
師
：
古
官
名
。
上
受
司
空
領
導
，
下
為
百
工
之
長
。
專
掌
營
建
工

程
和
管
教
百
工
等
事
。
鵭
秩
宗
：
禮
官
。
古
代
掌
宗
廟
祭
祀
的
官
。
貟
大
理
：
掌
刑
法
的
官
。

	
【
白
話
】�

堯
帝
當
政
之
時
，
舜
做
司
徒
掌
管
教
化
，
契
做
司
馬
掌
管
軍
事
，
禹
做
司
空
掌
管
工
程
，
后
稷

做
農
官
掌
管
耕
作
，
夔
做
樂
官
掌
管
音
樂
，
倕
做
工
師
掌
管
工
程
和
管
教
百
工
，
伯
夷
做
禮
官

掌
管
宗
廟
祭
祀
，
皋
陶
做
大
理
掌
管
刑
法
，
益
掌
管
山
澤
主
管
驅
逐
禽
獸
。
堯
不
能
擔
任
其
中

的
任
何
一
項
職
務
。
但
是
堯
做
君
主
，
其
他
九
位
卻
做
臣
子
，
那
是
什
麼
緣
故
呢
？
堯
知
道
這

九
種
職
務
的
性
質
和
內
容
，
讓
九
個
人
各
負
責
一
項
適
任
的
工
作
，
九
個
人
都
能
勝
任
而
完
成

任
務
，
堯
於
是
憑
藉
他
們
的
功
績
成
就
了
治
理
天
下
的
大
業
。
所
以
知
人
善
任
是
做
君
主
之
道
，

知
情
辦
事
是
做
臣
子
之
道
。
為
君
之
道
要
知
人
善
用
，
為
臣
之
道
要
知
事
善
辦
，
不
要
亂
了
舊

有
的
典
章
制
度
，
天
下
就
太
平
了
。

　

堯
帝
が
執
政
し
て
い
た
時
、
舜
は
司
徒
と
し
て
教
化
を
司
り
、
契
は
司
馬
と
し
て
軍
事
を
司
り
、
禹
は

司
空
と
し
て
工
程
を
司
り
、
后
稷
は
農
官
と
し
て
工
作
を
司
り
、
夔
は
楽
官
と
し
て
音
楽
を
司
り
、
倕
は

工
師
と
し
て
工
程
と
多
く
の
職
人
を
監
督
し
、
伯
夷
は
礼
官
と
し
て
宗
廟
の
祭
祀
を
司
り
、
皋
陶
は
大
理

と
し
て
刑
法
を
司
り
、
益
は
獣
た
ち
の
駆
除
を
司
っ
て
い
ま
し
た
。
堯
は
こ
れ
ら
の
職
務
の
一
つ
も
担
う

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
君
主
に
な
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
他
の
九
人
は
そ
の
臣
下
に
な
り
ま
し
た
。
何
故
で

し
ょ
う
か
。
堯
は
こ
れ
ら
九
つ
の
職
務
の
性
質
と
内
容
を
知
っ
て
お
り
、
九
人
そ
れ
ぞ
れ
の
素
質
と
能
力

に
適
し
た
仕
事
を
任
せ
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
上
手
く
全
う
で
き
ま
し
た
。
堯
は
彼
ら
の
功
績
に
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よ
っ
て
、
天
下
を
治
め
る
と
い
う
偉
大
な
事
業
を
成
就
で
き
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
人
を
よ
く
知
っ

て
よ
く
使
う
こ
と
は
君
主
の
道
で
あ
り
、
仕
事
を
よ
く
知
っ
て
よ
く
全
う
す
る
の
は
臣
下
の
道
で
す
。
君

主
が
人
を
よ
く
知
っ
て
よ
く
使
い
、
臣
下
が
仕
事
を
よ
く
知
っ
て
よ
く
全
う
し
、
旧
来
の
典
章
や
制
度
を

乱
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
天
下
は
太
平
に
な
れ
ま
す
。

200	

自
古
人
君
莫
不
願
得
忠
賢
而
用
之
也
。
既
得
之
，
莫
不
訪
之
於
眾
人
也
。
忠
於
君
者
，
豈
能
必
利
於
人
？

苟
無
利
於
人
，
又
何
能
保
譽
於
人
哉
？
故
常
願
之
於
心
，
而
常
先
彍

之
於
人
也
。
非
願
之
之
不
篤
而
失
之
也
，

所
以
定
之
之
術
非
也
。
（
卷
四
十
七　

劉
廙
別
傳
）

	

【
註
釋
】
彍
先
：
當
是
「
失
」
的
誤
字
。

	

【
白
話
】�

自
古
以
來
，
君
主
沒
有
不
希
望
得
到
忠
誠
賢
明
之
士
而
予
以
任
用
的
。
任
用
之
後
，
（
因
懷
疑

其
是
否
忠
誠
賢
明
）
又
沒
有
不
派
人
去
向
眾
人
探
訪
調
查
的
。
忠
誠
於
君
主
的
人
，
豈
能
事
事

有
利
於
他
人
呢
？
假
若
無
利
於
人
，
又
怎
能
在
所
有
人
面
前
保
有
好
的
聲
譽
呢
？
所
以
，
君
主

心
中
常
常
希
望
得
到
忠
賢
之
人
，
卻
常
常
失
去
他
們
。
不
是
君
主
希
望
得
到
忠
賢
之
人
心
不
誠

而
失
去
人
才
，
而
是
判
定
忠
賢
之
才
的
方
法
不
對
啊
。
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昔
か
ら
、
忠
実
で
賢
明
な
人
材
を
欲
し
く
な
い
君
主
は
い
ま
せ
ん
。
任
用
し
た
後
、
（
そ
の
者
が
忠
実

で
賢
明
で
あ
る
か
ど
う
か
を
疑
う
か
ら
、
）
人
々
に
そ
の
者
の
こ
と
に
つ
い
て
暗
に
調
査
し
な
か
っ
た
君

主
も
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
君
主
に
忠
実
で
い
る
者
が
、
何
事
も
人
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
も
し
人
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
ら
、
全
て
の
人

か
ら
い
い
評
判
を
も
ら
え
る
は
ず
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
君
主
は
心
の
中
で
忠
実
で
賢
明

な
人
材
を
欲
し
て
い
な
が
ら
も
、
よ
く
彼
ら
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
忠
実
で
賢
明
な
人
材
を
欲
す
る
君

主
の
気
持
ち
に
偽
り
が
な
い
が
、
人
材
を
判
定
す
る
方
法
に
間
違
い
は
あ
り
ま
し
た
。

　
201	

夫
孝
行
著
於
家
門
，
豈
不
忠
恪
彍

於
在
官
乎
？
仁
恕
稱
於
九
族
，
豈
不
達
鈫

於
為
政
乎
？
義
斷
𤊄

行
於
鄉
黨
，

豈
不
堪
於
事
任
乎
？
（
卷
二
十
五　

魏
志
上
）

	

【
註
釋
】
彍
恪
（k

è

／

恪
）
：
恭
敬
；
恭
謹
。
鈫
達
：
通
曉
；
明
白
。
𤊄
義
斷
：
秉
公
斷
事
。	

	

【
白
話
】�

如
果
一
個
人
的
孝
行
彰
顯
於
家
族
之
中
，
一
旦
為
官
怎
麼
會
不
忠
誠
恭
敬
呢
？
如
果
一
個
人
的

仁
厚
寬
容
在
九
族
之
中
廣
受
讚
揚
，
一
旦
為
官
怎
麼
會
不
善
於
施
政
呢
？
如
果
一
個
人
能
在
鄉

里
秉
公
斷
事
，
一
旦
為
官
怎
麼
會
不
勝
任
其
職
務
呢
？

　

も
し
あ
る
人
の
孝
行
が
家
族
の
中
で
目
立
っ
て
い
た
ら
、
出
仕
し
た
時
に
恭
し
く
忠
誠
を
尽
さ
な
い
わ

け
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
あ
る
人
の
仁
厚
で
広
い
心
が
親
族
の
間
で
評
判
に
な
っ
た
ら
、
出
仕
し
た

時
に
政
事
に
長
け
て
い
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
あ
る
人
が
故
里
で
公
正
に
物
事
を
解
決
す
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る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
出
仕
し
た
時
に
そ
の
職
務
を
全
う
で
き
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

202	

富
貴
者
，
觀
其
有
禮
施
彍

；
貧
窮
者
，
觀
其
有
德
守
鈫

；
嬖
寵
𤊄

者
，
觀
其
不
驕
奢
；
隱
約
旔

者
，
觀
其
不
懾

懼
。
其
少
者
，
觀
其
恭
敬
好
學
而
能
弟
；
其
壯
者
，
觀
其
潔
廉
務
行
而
勝
其
私
；
其
老
者
，
觀
其
思
慎
、

彊
焩

其
所
不
足
而
不
踰
烄

。
父
子
之
間
，
觀
其
慈
孝
；
兄
弟
之
間
，
觀
其
和
友
；
君
臣
之
間
，
觀
其
忠
惠
；

鄉
黨
之
間
，
觀
其
信
誠
。
設
𡡅

之
以
謀
，
以
觀
其
智
；
示
之
以
難
，
以
觀
其
勇
；
煩
之
以
事
，
以
觀
其
治
；

臨
之
以
利
，
以
觀
其
不
貪
；
濫
之
以
樂
，
以
觀
其
不
荒
。
喜
之
以
觀
其
輕
，
怒
之
以
觀
其
重
，
醉
之
以
觀

其
失
，
縱
之
以
觀
其
常
，
遠
之
以
觀
其
不
貳
，
昵
鵭

之
以
觀
其
不
狎
。
復
徵
貟

其
言
，
以
觀
其
精
；
曲
省
其
行
，

以
觀
其
備
。
此
之
謂
觀
誠
。
（
卷
八　

周
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
施
：
施
惠
。
鈫
德
守
：
道
德
操
守
。
𤊄
嬖
（b

ì

／

嬖
）
寵
：
受
君
主
寵
愛
。
旔
隱
約
：
困
厄
，

儉
約
。
焩
彊
（q

i
ǎ
n
g

／

搶
）
：
同
「
強
」
。
勉
力
；
勤
勉
。
烄
踰
：
當
作
「
偷
」
。
苟
且
之

意
。
𡡅
設
：
設
置
，
安
排
。
鵭
昵
：
同
「
暱
」
。
親
近
；
親
昵
。
貟
徵
：
證
明
；
證
驗
。

	

【
白
話
】�

富
貴
之
人
，
要
看
他
是
否
舉
止
有
禮
而
好
施
惠
；
貧
窮
之
人
，
要
看
他
是
否
有
德
行
操
守
；
備

受
寵
幸
之
人
，
要
看
他
是
否
不
驕
不
奢
；
處
於
困
厄
之
人
，
要
看
他
是
否
不
膽
小
怕
事
。
年
輕

人
，
要
看
他
有
無
恭
敬
好
學
的
態
度
和
尊
重
長
上
之
心
；
壯
年
人
，
要
看
他
是
否
廉
潔
務
實
而

且
能
克
制
私
欲
；
老
年
人
，
要
看
他
的
思
惟
是
否
謹
慎
，
勤
勉
努
力
彌
補
自
己
的
不
足
而
不
苟

且
度
日
。
父
子
之
間
，
看
他
是
否
慈
愛
或
孝
順
；
兄
弟
之
間
，
看
他
是
否
和
睦
與
友
愛
；
君
臣
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之
間
，
看
他
是
否
忠
義
或
仁
愛
；
鄉
黨
之
間
，
看
他
是
否
誠
實
守
信
。
讓
他
施
行
某
種
謀
劃
，

以
此
來
觀
察
他
的
智
慧
；
將
困
難
擺
到
他
面
前
，
以
此
來
觀
察
他
的
勇
氣
；
派
他
處
理
煩
雜
的

事
務
，
以
此
審
視
他
的
治
理
能
力
；
讓
他
面
對
某
種
利
益
，
以
此
觀
察
他
是
否
不
貪
；
讓
他
沉

浸
於
享
樂
的
環
境
中
，
以
此
觀
察
他
是
否
不
縱
欲
迷
亂
。
使
他
歡
悅
，
看
他
是
否
輕
佻
；
激
他

發
怒
，
看
他
是
否
穩
重
；
讓
他
喝
醉
，
看
他
是
否
會
失
去
恭
慎
的
儀
態
；
任
其
行
事
，
看
他
是

否
還
遵
從
一
貫
的
行
為
準
則
；
疏
遠
他
，
看
他
是
否
忠
誠
不
貳
；
親
近
他
，
看
他
是
否
輕
慢
失

禮
。
反
覆
地
驗
證
他
前
後
說
過
的
話
，
看
他
是
否
有
真
實
的
學
問
；
詳
盡
地
察
訪
他
的
行
為
，

看
他
德
行
是
否
完
備
。
這
些
歸
結
起
來
就
稱
作
「
觀
誠
」
（
洞
察
實
情
）
。

　

裕
福
な
者
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
行
い
で
施
す
こ
と
を
好
む
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
貧
し
い
者
に

つ
い
て
は
、
徳
行
と
節
操
が
あ
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
非
常
に
寵
愛
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

怠
ら
ず
に
贅
沢
し
な
い
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
苦
境
に
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
臆
病
で
面
倒
く
さ
が

り
で
あ
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
若
者
に
つ
い
て
は
、
謙
虚
で
好
学
な
態
度
と
、
目
上
の
者
を
尊
重

す
る
心
が
あ
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
壮
年
の
者
に
つ
い
て
は
、
清
廉
で
堅
実
な
態
度
と
、
私
欲
を

制
御
で
き
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
年
配
の
者
に
つ
い
て
は
、
た
だ
無
為
に
日
々
を
過
ご
す
の
で
は

な
く
、
慎
ま
し
い
考
え
で
自
分
の
足
り
な
い
所
を
懸
命
に
補
お
う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま

す
。
親
子
の
間
に
つ
い
て
は
、
慈
愛
も
し
く
は
孝
行
の
心
と
行
動
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま

す
。
兄
弟
の
間
に
つ
い
て
は
、
互
い
を
愛
護
し
、
睦
ま
じ
く
友
好
的
な
仲
で
あ
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
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す
。
君
臣
の
間
に
つ
い
て
は
、
忠
義
も
し
く
は
仁
愛
の
心
と
行
動
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま

す
。
郷
党
の
間
に
つ
い
て
は
、
誠
実
に
信
用
を
守
れ
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
何
か
の
計
画
を
立
て

さ
せ
て
、
そ
の
智
慧
を
観
察
し
ま
す
。
困
難
に
遭
わ
せ
て
、
そ
の
勇
気
を
観
察
し
ま
す
。
煩
雑
な
こ
と
を

処
理
さ
せ
て
、
そ
の
能
力
を
観
察
し
ま
す
。
利
益
に
向
か
わ
せ
て
、
そ
の
清
廉
さ
を
観
察
し
ま
す
。
彼
を

享
楽
的
な
環
境
の
中
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
惑
わ
せ
ら
れ
て
欲
望
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
は
な
い
か
を
観

察
し
ま
す
。
彼
を
喜
ば
せ
て
、
軽
い
人
に
な
ら
な
い
か
を
観
察
し
ま
す
。
彼
を
怒
ら
せ
て
、
穏
や
か
で
い

ら
れ
る
か
を
観
察
し
ま
す
。
彼
を
酔
わ
せ
て
、
恭
し
く
て
慎
ま
し
い
態
度
を
失
わ
な
い
か
を
観
察
し
ま
す
。

彼
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
、
そ
れ
で
も
い
つ
も
の
準
則
を
一
貫
し
て
守
れ
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま

す
。
彼
を
遠
ざ
け
て
、
そ
れ
で
も
忠
誠
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
か
を
観
察
し
ま
す
。
彼
に
近
づ
け
て
、
彼

が
あ
な
ど
っ
て
礼
節
を
失
わ
な
い
か
を
観
察
し
ま
す
。
彼
の
言
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
検
証
し
、
彼
に
真

実
の
学
問
が
あ
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
彼
の
行
為
を
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
徳

行
が
完
璧
で
あ
る
か
ど
う
か
を
観
察
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
ま
と
め
る
と
、
「
観
誠
」
（
実
情
を
洞

察
す
る
こ
と
）
と
言
え
ま
す
。

203	

蓋
有
非
常
之
功
，
必
待
非
常
之
人
，
故
馬
或
奔
踶
彍

而
致
千
里
，
士
或
有
負
俗
之
累
鈫

而
立
功
名
。
夫
泛
駕
𤊄

之
馬
，
跅
弛
旔

之
士
，
亦
在
御
之
而
已
。
其
令
州
郡
察
吏
民
有
茂
材
異
等
可
為
將
相
及
使
絕
國
者
。
（
後
補

卷
十
三　

漢
書
一
）
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三
、
知
人
（
人
を
知
り
ま
す
）

	

【
註
釋
】�

彍
奔
踶
（d

ì

／

踶
）
：
奔
馳
踢
人
。
不
受
羈
勒
之
馬
，
乘
時
即
奔
跑
，
立
時
則
踢
人
。
踶
：
踢
。

鈫
負
俗
之
累
：
因
不
諧
於
流
俗
而
受
到
的
譏
議
。
負
俗
：
與
世
俗
不
相
諧
。
𤊄
泛
駕
：
翻
車
。

亦
喻
不
受
駕
馭
。
旔
跅
（t

u
ò

／

跅
）
弛
：
放
蕩
不
循
規
矩
。

	

【
白
話
】�

（
漢
武
帝
下
詔
說
：
）
大
凡
要
建
立
不
同
尋
常
的
功
業
，
必
須
等
待
不
同
尋
常
的
人
才
。
所
以

有
的
馬
會
狂
奔
踢
人
，
卻
可
以
奔
馳
千
里
；
有
的
士
人
會
因
與
世
俗
不
相
諧
而
被
譏
論
，
卻
能

建
功
立
名
。
那
不
受
駕
馭
的
馬
，
以
及
放
蕩
不
羈
的
人
，
關
鍵
在
如
何
使
用
而
已
。
現
特
責
成

全
國
各
州
縣
地
方
官
，
要
留
心
考
察
推
薦
官
民
中
有
特
殊
才
幹
，
能
做
將
相
和
出
使
外
國
的
人
。

　

（
漢
の
武
帝
は
命
を
下
し
ま
し
た
。
）
お
お
よ
そ
尋
常
で
は
な
い
功
業
を
築
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
尋

常
で
は
な
い
人
材
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
を
蹴
飛
ば
す
馬
が
い
る
が
、
千
里
を
も
馳
せ
ま
す
。

世
の
中
と
相
容
れ
な
い
か
ら
笑
わ
れ
る
士
人
が
い
る
が
、
功
名
を
な
せ
ま
す
。
制
御
さ
れ
な
い
馬
で
も
、

放
蕩
に
し
て
不
羈
な
者
で
も
、
鍵
は
ど
の
よ
う
に
使
う
こ
と
で
す
。
今
、
全
国
各
州
県
の
知
事
に
よ
く
よ

く
言
い
ま
す
。
官
民
の
中
に
特
殊
な
才
能
が
あ
っ
て
、
将
軍
と
宰
相
や
外
国
へ
の
使
者
に
な
れ
そ
う
な
人

材
が
い
た
ら
、
心
に
留
め
て
よ
く
考
察
し
て
推
薦
し
な
さ
い
。

204	

夫
陰
陽
和
，
歲
乃
豐
；
君
臣
同
心
，
化
乃
成
也
。
其
刺
史
太
守
以
下
，
拜
除
彍

京
師
，
及
道
出
洛
陽
者
，
宜

皆
召
見
，
可
因
博
問
四
方
，
兼
以
觀
察
其
人
。
諸
上
書
言
事
，
有
不
合
者
，
可
但
報
歸
田
里
，
不
宜
過
加

喜
怒
，
以
明
在
寬
也
。
（
卷
二
十
二　

後
漢
書
二
）
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四
、
任
使
（
任
命
し
て
使
い
こ
な
し
ま
す
）

	

【
註
釋
】
彍
拜
除
：
拜
授
官
職
。

	
【
白
話
】�

（
第
五
倫
上
疏
說
：
）
陰
陽
調
和
，
就
會
有
豐
收
之
年
；
君
臣
同
心
同
德
，
教
化
才
能
有
成
效
啊
！

對
刺
史
、
太
守
以
下
的
官
員
，
任
命
為
京
官
，
以
及
從
國
都
洛
陽
外
派
的
官
吏
，
陛
下
都
應
召
見
，

可
藉
此
了
解
四
方
的
情
況
，
同
時
觀
察
本
人
的
品
行
能
力
。
各
位
官
員
上
書
議
事
有
不
合
事
實

的
，
可
讓
他
們
回
歸
家
鄉
，
不
應
過
分
地
以
自
己
的
喜
怒
而
處
罰
，
以
明
示
施
政
寬
厚
。

　

（
第
五
倫
は
上
書
し
て
言
い
ま
し
た
。
）
陰
陽
が
調
和
す
れ
ば
、
豊
年
に
な
れ
ま
す
。
君
臣
が
心
と
徳

行
を
一
つ
に
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
教
化
に
成
果
は
見
ら
れ
ま
す
！
刺
史
や
太
守
以
下
の
官
員
が
京
官
に

任
命
さ
れ
た
時
、
ま
た
、
国
都
の
洛
陽
か
ら
他
の
都
道
府
県
に
任
命
さ
れ
た
官
吏
に
つ
い
て
も
、
陛
下
は

召
見
す
る
べ
き
で
す
。
こ
れ
で
四
方
の
状
況
が
分
る
と
同
時
に
、
本
人
の
品
行
と
能
力
を
観
察
で
き
る
か

ら
で
す
。
官
員
の
上
書
に
事
実
に
合
わ
な
い
所
が
あ
れ
ば
、
故
郷
に
帰
ら
せ
た
ら
い
い
で
す
。
あ
ま
り
に

も
ご
自
分
の
喜
怒
で
賞
罰
す
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
寛
大
な
心
で
執
政
し
て
い
る
の
だ
と
民
々
に
示
し
な
さ

い
。

	

四
、
任
使
（
任
命
し
て
使
い
こ
な
し
ま
す
）

205	

以
天
下
之
目
視
，
以
天
下
之
耳
聽
，
以
天
下
之
智
慮
，
以
天
下
之
力
爭
，
故
號
令
能
下
究
，
而
臣
情
得
上
聞
，

百
官
脩
通
彍

，
群
臣
輻
湊
鈫

。
喜
不
以
賞
賜
，
怒
不
以
罪
誅
，
法
令
察
而
不
苛
，
耳
目
通
（
通
作

聰

）
而
不
暗
，

善
否
之
情
，
日
陳
於
前
而
不
逆
，
賢
者
盡
其
智
，
不
肖
者
竭
其
力
，
近
者
安
其
性
，
遠
者
懷
其
德
，
用
人
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四
、
任
使
（
任
命
し
て
使
い
こ
な
し
ま
す
）

之
道
也
。
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】
彍
脩
通
：
逐
級
上
達
，
通
於
君
主
。
脩
：
同
「
修
」
。
循
，
依
次
。
鈫
輻
湊
：
車
輻
條
集
中
於
軸
心
。

	
【
白
話
】�

用
天
下
人
的
眼
睛
觀
察
，
用
天
下
人
的
耳
朵
傾
聽
，
用
天
下
人
的
智
慧
來
思
考
，
用
天
下
人
的

力
量
來
爭
取
天
下
人
的
幸
福
，
所
以
號
令
能
貫
徹
到
底
，
民
情
得
以
上
達
，
百
官
逐
級
上
傳
、

通
於
君
主
，
群
臣
擁
護
君
主
如
同
車
輻
條
集
中
於
車
輪
軸
心
。
君
主
不
因
為
高
興
就
行
賞
賜
，

不
因
為
憤
怒
就
給
予
責
罰
，
法
令
昭
著
卻
不
苛
煩
，
視
聽
明
達
而
不
暗
昧
，
好
壞
情
況
每
天
稟

報
上
來
而
不
抗
拒
、
牴
觸
，
使
賢
能
者
可
竭
盡
其
智
慧
，
平
凡
之
人
能
竭
盡
其
能
力
，
身
邊
的

人
能
安
定
地
生
活
，
遠
方
的
人
感
念
君
主
的
恩
德
，
這
是
因
為
他
掌
握
了
用
人
之
道
的
結
果
。

　

天
下
の
人
々
の
目
で
観
察
し
、
天
下
の
人
々
の
耳
で
傾
け
、
天
下
の
人
々
の
智
慧
で
考
え
、
天
下
の
人
々

の
力
で
人
々
の
幸
せ
を
求
め
ら
れ
れ
ば
、
号
令
は
徹
底
に
執
行
さ
れ
ま
す
。
民
間
の
実
情
は
上
ま
で
届
き
、

そ
れ
を
百
官
が
ま
た
上
に
伝
え
れ
ば
、
君
主
の
と
こ
ろ
ま
で
に
届
き
ま
す
。
ま
る
で
車
輪
を
維
持
す
る
木

枠
が
軸
心
に
集
中
す
る
よ
う
に
、
群
臣
は
君
主
の
こ
と
を
擁
護
す
る
の
で
す
。
明
君
は
嬉
し
い
か
ら
と

言
っ
て
褒
美
を
与
え
ず
、
怒
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
刑
罰
を
下
し
ま
せ
ん
。
実
行
し
た
法
令
は
分
り
や

す
く
広
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
妄
り
に
厳
し
く
て
煩
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
聴
視
は
明
達
で
愚
鈍
で
は

な
く
、
状
況
の
良
し
悪
し
問
わ
ず
に
日
々
報
告
さ
れ
て
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
。
賢
者
が
で
き
る

だ
け
そ
の
智
慧
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
凡
人
が
で
き
る
だ
け
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
の
で
す
。
そ
の
周
り
に
い
る
者
は
安
定
に
生
活
で
き
て
、
遠
方
に
い
る
者
で
も
そ
の
恩
恵
と
徳
性
に
感

激
し
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
君
主
は
人
を
使
う
道
を
確
か
に
掌
握
し
て
い
る
の
で
す
。
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四
、
任
使
（
任
命
し
て
使
い
こ
な
し
ま
す
）

206	

子
曰
：
「
無
為
而
治
者
，
其
舜
也
與
彍

？
夫
何
為
哉
？
恭
己
正
南
面
彍

而
已
矣
。
言
任
官
得
其
人
。

故
無
為
也
。

」
（
卷
九　

論
語
）

	
【
註
釋
】�

彍
與
：
語
氣
詞
，
表
感
嘆
。
鈫
南
面
：
古
代
人
君
聽
政
之
位
居
北
，
其
面
向
南
，
故
後
指
居
人

君
之
位
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
能
夠
無
為
而
治
的
人
，
那
就
是
舜
吧
？
他
做
些
什
麼
呢
？
只
是
對
一
切
人
、
事
心

存
恭
敬
，
坐
鎮
於
天
子
之
位
罷
了
。
」
（
這
是
說
舜
能
夠
知
人
善
任
，
用
人
而
不
自
用
，
所
以

孔
子
以
無
為
而
治
來
讚
美
他
。
）

　

孔
子
は
言
い
ま
し
た
。
「
無
為
に
し
て
よ
く
治
め
た
者
と
い
え
ば
、
舜
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
彼
が
何
を

し
た
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。
い
い
え
。
た
だ
全
て
の
人
や
物
事
に
対
し
て
恭
し
い
態
度
で
い
る
か
ら
、

天
子
の
座
に
座
っ
て
い
ら
れ
た
の
で
す
」
（
す
な
わ
ち
、
舜
は
自
分
の
偏
見
に
偏
る
こ
と
な
く
、
人
を
知
っ

て
よ
く
使
え
る
か
ら
、
無
為
の
治
を
実
行
で
き
た
の
だ
と
、
孔
子
は
褒
め
て
い
ま
す
。
）

207	

周
公
戒
于
王
曰
：
「
文
王
罔
攸
彍

兼
鈫

于
庶
言
𤊄

、
庶
獄
旔

、
庶
慎
焩

，
惟
有
司
烄

之
牧
夫
𡡅

。
」
文
王
無
所
兼
知
於
毀
譽

眾
言
，
及
眾
刑
獄
，
眾

所
當
慎
之
事
，
惟
慎
擇
有
司
牧
夫

而
已
。
勞
於
求
才
，
逸
於
任
賢
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
罔
攸
：
無
所
。
鈫
兼
：
兼
知
。
𤊄
庶
言
：
群
言
，
輿
論
。
旔
庶
獄
：
諸
凡
刑
獄
訴
訟
之
事
。

焩
庶
慎
：
眾
所
當
慎
之
事
，
即
各
種
敕
戒
（
警
誡
，
教
誡
）
。
烄
有
司
：
官
吏
。
古
代
設
官
分
職
，

各
有
專
司
，
故
稱
。
𡡅
牧
夫
：
古
代
管
理
民
事
的
地
方
官
。

	

【
白
話
】�

周
公
勸
誡
成
王
說
：
「
文
王
在
位
時
並
沒
有
兼
管
社
會
輿
論
、
各
種
獄
訟
案
件
及
各
種
教
敕
警

誡
之
事
，
均
由
有
關
部
門
的
主
管
官
員
裁
決
。
」
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四
、
任
使
（
任
命
し
て
使
い
こ
な
し
ま
す
）

　

周
公
は
成
王
を
諌
め
ま
し
た
。
「
文
王
は
在
位
し
て
い
た
時
に
自
分
で
社
会
の
与
論
や
各
種
の
訴
訟
事

件
、
教
化
と
警
告
な
ど
の
管
理
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
て
は
関
連
す
る
部
門
の
主
任
官
員
の
裁
断

に
任
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
」

208	

明
王
之
使
人
彍

有
五
：
一
曰
以
大
體
鈫

期
之
，
二
曰
要
𤊄

其
成
功
，
三
曰
忠
信
不
疑
，
四
曰
至
公
無
私
，
五
曰

與
天
下
同
憂
。
以
大
體
期
之
，
則
臣
自
重
；
要
其
成
功
，
則
臣
勤
懼
；
忠
信
不
疑
，
則
臣
盡
節
；
至
公
無
私
，

則
臣
盡
情
旔

；
與
天
下
同
憂
，
則
臣
盡
死
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
使
人
：
用
人
。
鈫
大
體
：
重
要
的
義
理
，
有
關
大
局
的
道
理
。
𤊄
要
：
期
望
。
旔
盡
情
：
盡

心
盡
力
。

	

【
白
話
】�

明
君
用
人
有
五
個
要
點
：
一
是
以
識
大
體
相
期
許
，
二
是
希
望
臣
子
建
功
立
業
，
三
是
信
任
臣

子
而
毫
不
懷
疑
，
四
是
君
王
能
大
公
無
私
，
五
是
能
與
天
下
百
姓
同
憂
愁
、
共
患
難
。
以
識
大

體
相
期
許
，
臣
子
就
會
謹
言
慎
行
；
希
望
他
建
功
立
業
，
臣
子
就
會
勤
奮
戒
懼
；
對
臣
子
堅
信

不
疑
，
臣
子
就
會
竭
盡
志
節
效
力
；
大
公
無
私
，
臣
子
就
會
盡
心
竭
力
；
與
天
下
百
姓
同
憂
愁
、

共
患
難
，
臣
子
就
會
以
死
效
忠
。

　

明
君
が
人
を
使
う
時
に
は
五
つ
の
要
点
が
あ
り
ま
す
。
一
、
互
い
に
大
局
が
分
る
よ
う
な
者
で
い
る
こ

と
。
二
、
功
業
を
築
い
て
く
れ
る
こ
と
。
三
、
臣
下
の
こ
と
を
信
用
し
て
少
し
も
疑
わ
な
い
こ
と
。
四
、

大
局
を
優
先
に
し
た
君
王
に
私
欲
が
な
い
こ
と
。
五
、
天
下
の
民
た
ち
と
共
に
思
い
悩
み
、
難
関
を
乗
り
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越
え
ら
れ
る
こ
と
。
互
い
に
大
局
が
分
る
よ
う
な
も
の
で
い
れ
ば
、
臣
下
は
言
行
を
慎
み
ま
す
。
功
業
を

築
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
な
ら
ば
、
臣
下
は
戦
々
恐
々
と
努
め
ま
す
。
臣
下
の
こ
と
を
堅
く
信
じ
て
疑

わ
な
か
っ
た
ら
、
臣
下
は
忠
節
を
尽
し
て
力
を
捧
げ
て
く
れ
ま
す
。
大
局
を
最
優
先
に
し
て
私
欲
が
な
い

よ
う
に
す
れ
ば
、
臣
下
は
心
力
を
尽
し
て
く
れ
ま
す
。
天
下
の
民
た
ち
と
共
に
思
い
悩
み
、
困
難
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
ら
、
臣
下
を
死
を
も
っ
て
忠
誠
を
誓
っ
て
く
れ
ま
す
。

209	

夫
唯
信
而
後
可
以
使
人
。
昔
者
齊
威
王
，
使
章
子
將
而
伐
魏
，
人
言
其
反
者
三
，
威
王
不
應
也
。
自
是
之
後
，

為
齊
將
者
，
無
有
自
疑
之
心
，
是
以
兵
強
於
終
始
也
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
白
話
】�

只
有
信
任
人
，
然
後
才
可
以
任
用
人
。
過
去
，
齊
威
王
任
章
子
為
大
將
討
伐
魏
國
，
別
人
多
次

說
章
子
會
造
反
，
齊
威
王
都
沒
有
聽
信
。
從
此
之
後
，
做
齊
國
大
將
的
人
就
不
會
有
被
懷
疑
的

後
顧
之
憂
了
，
所
以
齊
國
軍
隊
始
終
很
強
大
。

　

人
を
信
用
す
る
者
こ
そ
、
人
を
上
手
く
使
い
こ
な
せ
ま
す
。
そ
の
昔
、
斉
の
威
王
は
章
子
を
魏
国
討
伐

の
大
将
に
任
命
し
ま
し
た
。
ほ
か
の
人
が
何
度
も
章
子
は
謀
反
す
る
と
言
っ
て
も
、
威
王
は
聞
き
入
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
斉
で
大
将
に
な
る
人
は
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
る
心
配
が
な
く
な
っ
た
た

め
に
、
斉
の
軍
隊
は
い
つ
も
強
か
っ
た
の
で
す
。

210	

賢
主
之
用
人
，
猶
巧
匠
制
木
彍

，
大
小
脩
短
鈫

，
皆
得
所
宜
；
規
矩
方
圓
，
各
有
所
施
𤊄

；
殊
形
異
材
，
莫
不
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可
得
而
用
也
。
天
下
之
物
，
莫
凶
於
奚
毒
旔

，
奚
毒
，

附
子
。

然
而
良
醫
橐
焩

而
藏
之
，
有
所
用
也
。
是
故
竹
木
草
莽
烄

之
材
，
猶
有
不
棄
者
，
而
又
況
人
乎
！
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	
【
註
釋
】�

彍
制
木
：
裁
取
木
料
。
鈫
脩
短
：
長
短
。
脩
：
同
「
修
」
。
長
。
𤊄
施
：
用
。
旔
奚
毒
：
附
子

的
別
名
，
又
名
烏
頭
。
根
莖
塊
狀
有
毒
，
可
作
鎮
痛
藥
。
焩
橐
（t

u
ó

／

橐
）
：
用
口
袋
裝
。

烄
莽
：
叢
生
的
雜
草
。

	

【
白
話
】�
賢
德
的
君
主
任
用
人
才
，
就
像
技
藝
高
超
的
工
匠
裁
取
木
料
，
無
論
大
小
長
短
，
都
各
盡
其
用
；

用
圓
規
、
矩
尺
量
取
方
圓
，
都
用
得
恰
到
好
處
；
就
是
形
狀
奇
異
、
質
地
特
殊
的
木
材
，
也
沒

有
不
能
用
的
。
天
下
的
植
物
，
沒
有
比
附
子
毒
性
更
強
的
，
然
而
良
醫
卻
將
它
用
袋
子
裝
著
收

藏
起
來
，
因
為
它
有
用
處
。
因
此
，
竹
木
野
草
之
類
，
尚
且
不
被
拋
棄
，
更
何
況
是
人
呢
！

　

賢
明
な
君
主
が
人
材
を
任
用
す
る
時
は
、
ま
る
で
凄
腕
の
匠
が
材
木
を
裁
断
す
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う

な
大
き
さ
や
長
さ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
し
た
使
い
道
を
見
つ
け
出
せ
ま
す
。
円
規
や
定
規
で
方
形
も
し

く
は
円
形
を
測
っ
て
も
、
ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
に
な
れ
ま
す
。
た
と
え
奇
妙
な
形
状
や
変
わ
っ
た
材
質

の
木
材
で
も
、
賢
君
に
と
っ
て
使
え
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天
下
の
植
物
の
中
で
、
ト
リ
カ
ブ
ト
よ

り
毒
性
の
強
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
良
医
が
そ
れ
を
袋
に
入
れ
て
大
事
に
持
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

に
使
い
道
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
竹
木
や
野
草
の
類
で
さ
え
も
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
言
う
の
に
、

人
な
ら
尚
更
で
し
ょ
う
。
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211	

夫
有
不
急
彍

之
官
，
則
有
不
急
之
祿
，
國
之
蛑
賊
鈫

也
。
明
主
設
官
，
使
人
當
於
事
。
人
當
於
事
，
則
吏
少

而
民
多
。
民
多
則
歸
農
者
眾
，
吏
少
則
所
奉
𤊄

者
寡
。
使
吏
祿
厚
則
養
足
旔

，
則
無
求
於
民
。
無
求
於
民
，

姦
軌
焩
息
矣
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
註
釋
】�
彍
不
急
：
不
切
需
要
。
鈫
蛑
（m

á
o

／

牟
）
賊
：
吃
禾
苗
的
兩
種
害
蟲
。
亦
喻
壞
人
。
𤊄
奉
：

供
養
。
旔
養
足
：
供
養
充
足
。
焩
姦
軌
（g

u
ǐ

／

軌
）
：
即
姦
宄
。
指
違
法
作
亂
的
事
或
人
。

軌
：
通
「
宄
」
。
作
亂
或
盜
竊
的
壞
人
。

	

【
白
話
】�

有
不
必
要
的
官
職
，
就
會
有
不
必
要
的
俸
祿
，
這
是
國
家
的
害
蟲
。
英
明
的
君
主
設
置
官
職
，

使
人
數
和
政
事
相
稱
。
人
數
和
政
事
相
稱
，
就
會
讓
官
吏
減
少
而
百
姓
增
多
。
百
姓
多
，
從
事

農
業
勞
動
的
就
多
；
官
吏
少
，
拿
俸
祿
的
人
就
少
。
使
官
吏
俸
祿
多
則
足
以
供
給
家
用
，
這
樣

官
吏
就
不
會
再
向
民
間
索
求
。
不
向
民
間
索
求
，
違
法
作
亂
的
事
就
停
息
了
。

　

必
要
の
な
い
官
職
が
あ
る
と
、
必
要
の
な
い
俸
禄
が
支
出
さ
れ
て
、
国
に
と
っ
て
の
害
虫
に
な
り
ま
す
。

英
明
な
君
主
が
官
職
を
設
置
す
る
時
は
、
人
数
と
政
事
が
釣
り
合
う
よ
う
に
し
ま
す
。
人
数
と
政
事
が
釣

り
合
っ
て
い
れ
ば
、
官
吏
は
少
な
く
な
っ
て
民
は
多
く
な
り
ま
す
。
民
が
多
く
な
れ
ば
、
農
業
の
労
働
に

従
事
す
る
者
は
増
え
ま
す
。
官
吏
が
少
な
く
な
れ
ば
、
俸
禄
を
い
た
だ
く
者
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
官
吏

の
俸
禄
が
家
族
を
養
え
る
ほ
ど
多
い
の
な
ら
ば
、
官
吏
は
民
を
強
請
ら
な
く
な
り
ま
す
。
官
吏
が
民
を
強

請
ら
な
く
な
る
と
、
混
乱
を
引
き
起
こ
す
違
法
事
件
も
な
く
な
り
ま
す
。
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212	

凡
官
民
材
，
必
先
論
之
。
論
，
謂
考
其
德

行
、
道
藝
也
。

論
辨
然
後
使
之
，
辨
，
謂
考
問

得
其
定
也
。

任
事
然
後
爵
之
，
爵
，
謂
正

其
秩
次
。

位
定
然
後
祿
之
。
（
卷

七　

禮
記
）

	
【
白
話
】�

凡
是
從
庶
民
中
選
用
人
才
為
官
，
須
先
考
定
其
品
德
才
能
。
評
定
了
品
德
才
能
之
後
，
即
可
分

派
他
擔
任
一
定
的
職
務
。
能
夠
勝
任
所
分
派
的
職
務
，
才
正
式
給
他
授
予
品
位
。
品
位
確
定
之

後
，
才
給
予
相
應
的
俸
祿
。

　

凡
そ
庶
民
の
中
か
ら
人
材
を
選
び
出
し
て
任
官
さ
せ
た
か
っ
た
ら
、
ま
ず
そ
の
品
行
と
徳
性
を
評
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
品
行
と
徳
性
を
評
定
し
て
か
ら
、
一
定
の
職
務
を
任
せ
ら
れ
る
の
で
す
。
任
さ

れ
た
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
て
か
ら
、
正
式
に
品
位
を
与
え
ま
す
。
品
位
が
確
定
し
て
か
ら
、
相

応
し
い
俸
禄
を
与
え
る
の
で
す
。

213	

凡
使
賢
不
肖
彍

異
。
使
不
肖
以
賞
罰
，
不
肖
者
喜
生
惡
死
，

則
可
使
也
矣
。

使
賢
以
義
。
唯
義
所
在
，

死
生
一
也
。

故
賢
主
之
使
其
下
也
，
必
以
義
，

必
審
賞
罰
，
然
後
賢
不
肖
盡
為
用
也
。
（
卷
三
十
九　

呂
氏
春
秋
）

	

【
註
釋
】
彍
不
肖
：
不
賢
、
不
材
的
人
。

	

【
白
話
】�

大
凡
任
用
賢
德
之
人
和
不
賢
之
人
，
方
法
不
同
。
任
用
不
賢
之
人
依
靠
獎
懲
，
任
用
賢
德
之
人

依
靠
道
義
。
所
以
賢
明
的
君
主
任
用
臣
下
必
定
合
乎
道
義
，
必
定
慎
重
地
進
行
獎
賞
和
懲
罰
，

然
後
賢
德
之
人
和
不
賢
之
人
都
能
為
君
主
所
用
。

　

凡
そ
徳
性
の
あ
る
賢
人
と
そ
う
で
な
い
者
を
任
用
す
る
時
、
違
う
方
法
を
取
り
ま
す
。
そ
う
で
な
い
者
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は
奨
励
懲
罰
を
も
っ
て
動
か
し
、
徳
性
の
あ
る
賢
人
は
道
義
を
も
っ
て
任
用
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
賢

明
な
君
主
が
臣
下
を
任
用
す
る
時
は
必
ず
道
義
に
合
う
よ
う
に
し
て
、
慎
重
に
奨
励
と
懲
罰
を
行
い
ま

す
。
ゆ
え
に
、
徳
性
の
あ
る
賢
人
で
も
そ
う
で
な
い
者
で
も
君
主
に
使
わ
れ
ま
す
。

214	

古
者
工
彍

不
兼
事
，
士
不
兼
官
。
工
不
兼
事
則
事
省
鈫

，
事
省
則
易
勝
𤊄

。
士
不
兼
官
則
職
寡
，
職
寡
則
易
守
。

故
士
位
可
世
旔

，
工
事
可
常
。
古
之
宰
物
焩
，
皆
用
其
一
能
，
以
成
其
一
事
。
是
以
用
無
棄
人
，
使
無
棄
才
。

若
乃
任
使
於
過
分
之
中
，
役
物
於
異
便
之
地
，
則
上
下
顛
倒
，
事
能
淆
亂
矣
。

（
卷
三
十
七　

慎
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
工
：
古
時
對
從
事
各
種
技
藝
勞
動
者
的
總
稱
。
鈫
省
：
簡
；
少
。
𤊄
勝
：
能
夠
承
受
，
禁
得
起
。

旔
世
：
代
代
相
傳
。
焩
宰
物
：
謂
從
政
治
民
，
掌
理
萬
物
。

	

【
白
話
】�

古
時
候
，
工
匠
不
兼
做
其
他
事
情
，
士
人
不
兼
任
其
他
官
職
。
工
匠
不
兼
做
其
他
事
情
，
事
情

就
不
多
，
事
情
不
多
就
容
易
勝
任
。
士
人
不
兼
任
其
他
官
職
，
職
責
就
少
，
職
責
少
則
容
易
做

到
盡
忠
職
守
。
所
以
士
人
的
職
位
可
以
世
代
相
承
，
工
匠
的
職
業
可
以
長
久
不
變
。

　

昔
、
匠
は
ほ
か
の
こ
と
を
兼
任
せ
ず
に
、
士
人
も
ほ
か
の
官
職
を
兼
任
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
匠
が
ほ
か

の
こ
と
を
兼
任
し
な
い
と
、
仕
事
が
多
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
簡
単
に
今
あ
る
務
め
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
士
人
が
ほ
か
の
官
職
を
兼
任
し
な
い
と
、
責
任
は
少
な
く
な
り
、
簡
単
に
忠
誠
を
尽
し
て
本

分
を
守
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
士
人
の
職
位
は
世
代
を
超
え
て
受
け
継
げ
ら
れ
、
匠
の
職
業
も
長
く
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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215	

夫
事
積
久
，
則
吏
自
重
；
吏
安
，
則
民
自
靜
。
《
傳
彍

》
曰
：
「
五
年
再
閏
鈫

，
天
道
乃
備
。
」
夫
以
天
地

之
靈
，
猶
五
載
以
成
其
化
，
況
人
道
哉
！
（
卷
二
十
二　

後
漢
書
二
）

	
【
註
釋
】�

彍
傳
（z

h
u
à
n

／

傳
）
：
解
釋
經
義
的
文
字
、
書
籍
。
此
處
指
解
釋
《
周
易
》
的
《
易
傳
》
，

又
稱
《
十
翼
》
。
《
易
傳
》
共
七
種
十
篇
，
它
們
是
：
《
彖
傳
》
上
下
篇
、
《
象
傳
》
上
下
篇
、

《
繫
辭
》
上
下
篇
、
《
文
言
》
、
《
序
卦
》
、
《
說
卦
》
、
《
雜
卦
》
。
鈫
再
閏
：
農
曆
五
年

設
置
兩
個
閏
月
，
謂
之
再
閏
。
《
易‧

繫
辭
上
》
：
「
五
歲
再
閏
。
」

	

【
白
話
】�

官
吏
任
事
時
間
久
了
，
自
然
會
自
珍
自
愛
；
官
吏
安
於
其
位
，
那
老
百
姓
也
就
安
靜
無
擾
。
《
易

傳
》
上
說
：
「
五
年
有
兩
個
閏
月
，
天
道
才
運
行
完
備
。
」
即
使
是
天
道
，
還
要
歷
經
五
年
的

時
間
才
完
成
其
變
化
，
何
況
人
間
的
事
情
呢
？

　

官
吏
が
職
位
に
つ
い
て
久
し
く
な
る
と
、
自
然
に
自
重
し
て
自
愛
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
官
吏
が
そ

の
職
位
に
満
足
し
て
い
れ
ば
、
民
も
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
ら
げ
ま
す
。
『
易
伝
』
に
あ
り
ま
し
た
。

「
五
年
ご
と
に
二
つ
の
閏
月
が
あ
る
か
ら
、
天
道
の
運
行
は
完
備
さ
れ
ま
す
」
た
と
え
天
道
で
も
、
五
年

の
時
間
を
経
て
よ
う
や
く
そ
の
変
化
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
間
の
こ
と
な
ら
、
尚
更
で

し
ょ
う
。

216	

人
之
愛
人
，
求
利
之
也
。
今
吾
子
彍

愛
人
，
則
以
政
，
以
政
與

之
。

猶
未
能
操
刀
而
使
割
也
，
其
傷
實
多
。
多
自

傷
。

子
之

愛
人
，
傷
之
而
已
，
其
誰
敢
求
愛
於
子
？
子
於
鄭
國
，
棟
也
，
棟
折
榱
鈫

崩
，
僑
𤊄

將
厭
旔

焉
，
敢
不
盡
言
？
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子
有
美
錦
，
不
使
人
學
製
。
製
，

裁
。

大
官
、
大
邑
，
身
之
所
庇
也
，
而
使
學
者
製
焉
。
其
為
美
錦
，
不
亦
多
乎
？

言
官
邑
之
重
，

多
於
美
錦
。

僑
聞
學
而
後
入
政
，
未
聞
以
政
學
者
也
。
若
果
行
此
，
必
有
所
害
。
譬
如
田
獵
，
射
御
貫
則
能
獲

禽
。
貫
，
習

也
。

若
未
嘗
登
車
射
御
，
則
敗
績
厭
覆
是
懼
，
何
暇
思
獲
？
（
卷
五　

春
秋
左
氏
傳
中
）

	

【
註
釋
】�
彍
吾
子
：
對
對
方
的
敬
愛
之
稱
。
一
般
用
於
男
子
之
間
。
這
裡
指
當
時
鄭
國
的
當
國
正
卿
子
皮
（
姬

姓
，
罕
氏
，
名
虎
，
字
子
皮
）
。
鈫
榱
（c

u
ī

／

榱
）
：
屋
椽
。
𤊄
僑
：
子
產
自
稱
。
姬
姓
，
國
氏
，

名
僑
，
字
子
產
，
又
字
子
美
，
諡
成
，
又
被
稱
為
公
孫
僑
、
公
孫
成
子
、
東
里
子
產
、
國
子
、
國
僑
、

鄭
喬
，
是
春
秋
末
期
鄭
國
的
政
治
家
、
思
想
家
、
改
革
家
。
子
產
執
政
期
間
，
改
革
內
政
，
慎

修
外
交
，
極
受
鄭
國
百
姓
愛
戴
，
後
世
對
其
評
價
甚
高
，
將
他
視
為
中
國
歷
史
上
宰
相
的
典
範
。

旔
厭
（y

ā

／

壓
）
：
指
被
壓
。

	

【
白
話
】�

（
鄭
國
當
國
子
皮
想
讓
尹
何
做
自
己
封
邑
的
長
官
，
尹
何
年
紀
太
輕
經
驗
不
足
，
故
子
產
對
子

皮
說
：
）
喜
愛
一
個
人
，
總
是
希
望
有
利
於
他
。
現
在
您
喜
愛
一
個
人
，
就
把
政
事
交
給
他
，

就
像
一
個
人
不
會
用
刀
就
讓
他
去
宰
割
，
多
半
會
割
傷
他
自
己
。
您
喜
愛
他
，
不
過
是
傷
害
他

罷
了
，
這
樣
誰
還
敢
求
得
您
的
喜
愛
？
您
對
於
鄭
國
，
是
棟
梁
。
棟
梁
折
斷
，
椽
子
會
崩
塌
，

我
也
將
會
被
壓
在
底
下
，
我
怎
敢
不
把
話
都
說
出
來
？
比
如
您
有
漂
亮
的
織
錦
，
是
不
會
給
別

人
學
著
裁
製
衣
服
的
。
重
要
的
官
職
、
大
的
封
邑
，
是
自
身
賴
以
庇
護
的
東
西
，
反
而
讓
學
習

的
人
去
治
理
，
它
比
起
漂
亮
的
織
錦
不
是
重
要
得
多
嗎
？
我
只
聽
說
學
習
好
後
才
能
從
政
，
沒

聽
說
通
過
做
官
來
學
習
的
。
如
果
最
終
這
樣
做
，
必
定
有
害
處
。
好
比
打
獵
，
射
箭
駕
車
熟
練
了
，

才
能
獵
獲
禽
獸
，
如
果
還
不
曾
登
車
射
過
箭
駕
過
車
，
那
麼
只
怕
車
子
毀
壞
翻
覆
、
人
被
碾
壓
，

哪
有
心
思
顧
到
獵
物
？
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（
鄭
国
の
高
官
で
あ
っ
た
子
皮
は
尹
何
を
自
分
の
領
地
の
長
官
に
任
命
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
尹
何
は
若
す
ぎ
て
経
験
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
に
、
子
産
は
子
皮
に
言
い
ま
し
た
。
）
誰
か
を

愛
す
る
と
、
そ
の
者
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
も
の
で
す
。
今
、
あ
な
た
は
あ
る
者
を
気
に

入
っ
て
政
事
を
任
せ
よ
う
と
お
考
え
で
す
が
、
ま
る
で
刀
の
使
え
な
い
者
に
切
り
刻
ま
せ
る
よ
う
に
、
彼

は
恐
ら
く
自
分
の
こ
と
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
愛
は
、
た
だ
相
手
を
傷
つ
け
て
い

る
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
誰
が
あ
な
た
の
愛
を
求
め
る
勇
気
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
は

鄭
国
に
と
っ
て
、
棟
梁
で
す
。
棟
梁
が
折
れ
て
し
ま
う
と
、
屋
根
の
骨
子
は
崩
れ
て
し
ま
い
、
私
も
そ
の

下
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
ま
し
ょ
う
。
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
本
音
を
言
え
な
い
で
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
も
し

あ
な
た
に
き
れ
い
な
錦
織
が
あ
っ
た
ら
、
あ
な
た
も
そ
れ
を
裁
縫
の
練
習
教
材
と
し
て
人
を
与
え
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
重
要
な
官
職
も
、
大
き
な
領
地
も
、
あ
な
た
自
身
の
庇
護
に
な
る
も
の
な
の
に
、
勉
強
中

の
者
に
そ
の
政
事
を
任
せ
る
と
は
。
き
れ
い
な
錦
織
よ
り
も
遥
か
に
重
要
だ
と
い
う
の
に
。
よ
く
よ
く
勉

強
し
て
か
ら
政
事
に
携
え
る
よ
う
に
な
れ
る
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
政
治
に
携
え
な
が
ら
勉
強
す
る

と
は
、
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
最
終
的
に
そ
の
よ
う
に
実
行
す
れ
ば
、
必
ず
癖
害
が
起
こ
り

ま
す
。
例
え
ば
狩
猟
は
、
弓
矢
や
車
の
操
作
が
熟
練
し
て
か
ら
、
よ
う
や
く
獣
を
捕
ま
え
ら
れ
る
の
で
す
。

も
し
ま
だ
車
に
乗
っ
た
こ
と
が
な
く
、
弓
矢
を
使
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
ら
、
た
だ
車
の
転
覆
と
人
が
押

し
つ
ぶ
さ
れ
や
し
な
い
か
と
心
配
す
る
ば
か
り
で
し
ょ
う
。
ど
こ
に
獲
物
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。
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智
如
原
泉
彍

，
行
可
以
為
表
儀
鈫

者
，
人
師
也
。
智
可
以
砥
礪
𤊄

，
行
可
以
為
輔
檠
旔

者
，
人
友
也
。
據
法
守

職
焩

，
而
不
敢
為
非
者
，
人
吏
也
。
當
前
快
意
烄

，
一
呼
再
諾
者
，
人
隸
也
。
故
上
主
以
師
為
佐
，
中
主
以

友
為
佐
，
下
主
以
吏
為
佐
，
危
亡
之
主
以
隸
為
佐
。
欲
觀
其
亡
，
必
由
其
下
。
故
同
明
者
相
見
，
同
聽
者

相
聞
，
同
志
者
相
從
，
非
賢
者
莫
能
用
賢
。
故
輔
佐
左
右
所
任
使
𡡅

，
有
存
亡
之
機
，
得
失
之
要
也
，
可
無

慎
乎
！
（
卷
八　

韓
詩
外
傳
）

	

【
註
釋
】�

彍
原
泉
：
源
泉
，
即
有
源
之
水
。
原
：
「
源
」
的
古
字
。
鈫
表
儀
：
表
率
，
儀
範
。
𤊄
砥
礪
：
磨
鍊
，

鍛
鍊
。
旔
輔
檠
（q

í
n
g/

檠
）
：
相
互
矯
正
。
檠
：
矯
正
，
多
指
矯
正
弓
弩
。
商
務
本
此
處
校

勘
記
云
：
「
檠
作
弼
（b
ì

／

弼
）
」
。
弼
：
輔
佐
，
輔
助
。
焩
守
職
：
忠
於
職
守
。
烄
當
前
快

意
：
在
人
面
前
投
合
對
方
的
心
意
。
𡡅
任
使
：
差
遣
，
委
用
。

	

【
白
話
】�

智
慧
像
有
源
頭
的
泉
水
一
樣
永
不
枯
竭
，
行
為
可
以
作
為
眾
人
表
率
的
人
，
是
人
之
師
。
智
慧

可
以
互
相
磨
鍊
提
升
、
行
為
可
以
互
相
矯
正
的
人
，
是
人
之
友
。
依
據
法
規
做
事
、
恪
守
職
責
、

不
為
非
作
歹
的
人
，
是
人
之
吏
。
在
人
前
投
合
對
方
的
心
意
，
對
方
一
呼
喚
，
連
聲
應
諾
，
是

人
之
奴
。
所
以
有
道
的
明
君
以
人
師
作
為
他
的
輔
佐
，
中
等
才
德
的
君
主
以
人
友
作
為
他
的
輔

佐
，
下
等
的
君
主
用
人
吏
作
為
他
的
輔
佐
，
使
國
家
危
亡
的
君
主
用
人
隸
作
為
他
的
輔
佐
。
要

看
一
位
君
主
是
否
會
滅
亡
，
一
定
先
觀
察
他
的
下
屬
。
所
以
眼
光
同
樣
敏
銳
的
人
能
相
互
看
見
，

耳
朵
同
樣
靈
敏
的
人
能
相
互
聽
到
，
志
趣
相
投
的
人
能
相
互
跟
隨
，
不
是
賢
君
就
不
能
任
用
賢

臣
。
所
以
君
主
對
於
左
右
輔
佐
大
臣
的
委
用
，
其
中
就
隱
藏
著
國
家
存
亡
的
機
兆
、
政
治
得
失

的
關
鍵
，
怎
麼
可
以
不
謹
慎
對
待
呢
？
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智
慧
が
水
源
の
よ
う
に
涸
れ
る
こ
と
な
く
湧
き
出
て
、
行
い
が
衆
人
の
模
範
に
な
れ
る
よ
う
な
者
は
、

人
の
師
で
す
。
互
い
に
智
慧
を
磨
き
上
げ
、
行
い
を
矯
正
し
あ
え
る
者
は
、
人
の
友
人
で
す
。
法
規
に
従
っ

て
物
事
を
進
め
、
己
の
本
分
と
職
責
を
守
る
者
は
、
人
の
官
吏
で
す
。
人
前
で
は
相
手
の
気
持
ち
に
投
合

し
、
相
手
が
呼
べ
ば
す
ぐ
に
何
度
も
応
え
る
者
、
人
の
奴
隷
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
治
世
の
道
が
分
る
明

君
は
人
の
師
を
補
佐
に
し
ま
す
。
中
の
才
徳
を
持
っ
て
い
る
君
主
は
友
人
を
補
佐
に
し
ま
す
。
下
の
才
徳

し
か
持
た
な
い
君
主
は
官
吏
を
補
佐
に
し
ま
す
。
国
を
存
亡
の
危
機
に
陥
れ
る
君
主
は
奴
隷
を
補
佐
に
し

ま
す
。
一
人
の
君
主
が
滅
亡
す
る
か
ど
う
か
を
知
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
部
下
を
ま
ず
観
察
す
る
べ

き
で
す
。
何
故
な
ら
、
同
じ
よ
う
に
目
が
鋭
い
者
は
互
い
の
こ
と
が
よ
く
見
え
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
耳
が

敏
い
者
は
互
い
の
こ
と
が
よ
く
聞
こ
え
ま
す
。
同
じ
志
を
持
っ
て
い
る
者
は
互
い
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

賢
明
な
君
主
で
な
け
れ
ば
、
賢
明
な
臣
下
を
任
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
君
主
が
補
佐
に
選
ぶ
左

右
の
大
臣
の
任
命
に
は
、
国
の
存
亡
の
兆
し
や
政
治
の
変
わ
り
目
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
慎
重

に
観
察
し
な
く
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

218	

親
民
授
業
，
平
理
百
事
，
猛
以
威
吏
，
寬
以
容
民
者
，
令
長
彍

之
職
也
。
然
則
令
長
者
最
親
民
之
吏
，
百
姓

之
命
也
。
國
以
民
為
本
，
親
民
之
吏
，
不
可
以
不
留
意
也
！
（
卷
四
十
九　

傅
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
令
長
：
秦
漢
時
治
萬
戶
以
上
縣
者
為
令
，
不
足
萬
戶
者
為
長
。
晉
隋
因
之
。
後
因
以
「
令
長
」

泛
指
縣
令
。
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す
）

	

【
白
話
】�

愛
護
民
眾
授
予
田
業
，
公
平
處
理
各
項
民
事
，
嚴
肅
以
使
下
級
官
吏
有
敬
畏
之
心
，
寬
大
以
使

人
民
得
到
包
容
蓄
養
，
這
是
縣
官
的
職
責
。
縣
官
是
最
接
近
人
民
的
官
吏
，
關
係
到
人
民
的
性

命
。
國
家
以
人
民
為
根
本
，
對
直
接
親
近
人
民
的
官
吏
不
能
不
關
注
啊
！

　

民
を
愛
護
し
て
畑
仕
事
を
与
え
て
、
民
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を
公
平
に
処
理
し
ま
す
。
ま
た
、
下
級

の
官
吏
た
ち
に
は
厳
し
く
接
し
て
敬
畏
の
気
持
ち
を
抱
か
せ
る
が
、
民
に
は
寛
大
に
接
し
て
心
身
共
に
安

ら
げ
る
よ
う
に
す
る
の
は
、
県
長
の
勤
め
で
す
。
県
長
は
民
に
最
も
近
い
官
吏
で
あ
り
、
民
の
命
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
民
を
根
本
と
し
て
い
る
国
に
と
っ
て
、
民
と
直
接
に
親
し
く
す
る

官
吏
の
こ
と
を
気
に
し
な
い
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
！

	

五
、
至
公

219	

公
私
之
分
明
，
則
小
人
不
嫉
賢
，
而
不
肖
者
不
妒
功
。
故
三
王
以
義
親
彍

，
五
伯
以
法
正
諸
侯
，
皆
非
私
天

下
之
利
也
。
今
亂
世
之
君
臣
，
區
區
然
皆
欲
擅
一
國
之
利
，
而
蒐
（
蒐
作

當

）
一
官
之
重
，
以
便
其
私
，
此
國

之
所
以
危
也
。
（
卷
三
十
六　

商
君
子
）

	

【
註
釋
】
彍
故
三
王
以
義
親
：
清
末
陶
鴻
慶
先
生
認
為
，
「
以
義
親
」
下
當
有
「
天
下
」
二
字
。
今
從
之
。

	

【
白
話
】�

公
私
能
夠
分
明
，
那
麼
小
人
就
不
會
妒
忌
賢
德
之
人
，
無
能
之
輩
也
不
會
妒
忌
有
功
之
臣
。
所

以
三
王
以
道
義
來
親
和
天
下
，
五
霸
以
法
度
來
匡
正
諸
侯
，
他
們
都
不
是
把
天
下
的
利
益
據
為

己
有
。
當
今
亂
世
的
君
臣
，
都
得
意
地
企
圖
獨
佔
一
國
之
利
或
掌
管
一
官
之
權
，
來
滿
足
自
己



群書治要 360

209

群
書
治
要
360

3

五
、
至
公
（
至
極
公
正
で
い
ま
す
）

的
私
欲
，
這
就
是
國
家
危
亡
的
原
因
。

　

公
私
が
明
白
に
分
か
れ
ら
れ
た
ら
、
器
量
の
小
さ
い
者
は
徳
性
の
あ
る
賢
人
の
こ
と
を
妬
み
ま
せ
ん
。

無
能
な
輩
も
功
績
の
あ
る
臣
下
の
こ
と
を
怨
み
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
三
王
は
道
義
で
天
下
の
人
々
の

仲
を
親
し
く
さ
せ
て
、
五
覇
は
法
規
と
制
度
で
諸
侯
を
正
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
天
下
の
利
益
を
自
分
の
物

だ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
、
乱
世
の
君
臣
は
み
な
、
得
意
げ
に
国
の
利
益
や
官
員
と
し
て
の
権
利

を
把
握
し
よ
う
と
企
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
私
欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
一
連
の
行
為
は
、
国
が
滅
亡
す

る
原
因
で
す
。

220	

天
無
私
覆
也
，
地
無
私
載
也
，
日
月
無
私
燭
彍

也
，
四
時
無
私
為
也
，
行
其
德
而
萬
物
得
遂
長
焉
。
遂
，

成
。

庖
人

調
和
而
不
敢
食
，
故
可
以
為
庖
。
若
使
庖
人
調
和
而
食
之
，
則
不
可
以
為
庖
矣
。
伯
王
鈫

（
本
書
伯
王
作

王
伯
，
下
同

）
之
君

亦
然
。
誅
暴
而
不
私
，
以
封
天
下
之
賢
者
，
故
可
以
為
伯
王
。
若
使
王
伯
之
君
誅
暴
而
私
之
，
則
亦
不
可

以
為
王
伯
矣
。
誅
暴
有
所
私
枉
，
則

不
可
以
為
王
伯
。

（
卷
三
十
九　

呂
氏
春
秋
）

	

【
註
釋
】�

彍
燭
：
照
亮
；
照
見
。
鈫
伯
（bà
／

爸
）
王
：
應
作
「
王
伯
」
，
成
就
王
霸
之
業
。
伯
：
通
「
霸
」
。

作
諸
侯
聯
盟
的
首
領
；
稱
霸
。

	

【
白
話
】�

天
的
覆
蓋
沒
有
偏
私
，
地
的
承
載
沒
有
偏
私
，
日
月
照
耀
四
方
沒
有
偏
私
，
四
季
的
運
行
沒
有

偏
私
。
它
們
各
自
施
行
它
們
的
恩
德
，
所
以
萬
物
才
得
以
生
長
。
廚
師
烹
調
食
物
不
敢
擅
自
食

用
，
所
以
才
可
以
當
廚
師
。
如
果
廚
師
烹
製
食
物
卻
擅
自
食
用
，
那
就
當
不
了
廚
師
。
能
夠
成
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就
王
霸
之
業
的
君
主
也
是
如
此
，
誅
滅
暴
虐
的
諸
侯
而
不
為
私
利
，
以
其
土
地
分
封
給
天
下
賢

者
來
治
理
，
所
以
可
以
為
王
為
霸
。
如
果
誅
滅
暴
虐
而
私
自
佔
有
其
土
地
及
財
富
，
那
也
就
不

可
能
為
王
為
霸
了
。

　

天
の
覆
い
隠
す
と
こ
ろ
に
も
、
大
地
の
積
載
す
る
と
こ
ろ
に
も
、
偏
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
月

が
四
方
を
照
ら
し
、
四
季
が
運
行
す
る
の
に
も
偏
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
恩
徳
を

実
施
し
て
い
る
か
ら
、
万
物
は
生
長
で
き
ま
す
。
料
理
人
は
料
理
を
調
理
し
な
が
ら
自
分
で
食
べ
よ
う
と

は
し
な
い
か
ら
、
料
理
人
に
な
れ
ま
す
。
も
し
料
理
人
が
作
っ
た
料
理
を
勝
手
に
食
べ
た
ら
、
そ
の
仕
事

を
全
う
で
き
ま
せ
ん
。
覇
王
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
君
主
も
そ
う
で
す
。
暴
虐
な
諸
侯
を
消
滅
さ
せ

る
の
は
私
利
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
土
地
を
天
下
の
賢
人
た
ち
に
分
け
与
え
て
政
事
を

任
せ
ら
れ
る
か
ら
、
王
者
や
覇
者
に
な
れ
ま
す
。
も
し
そ
れ
ら
の
土
地
や
富
を
た
だ
自
分
の
物
だ
と
独
り

占
め
し
て
い
た
ら
、
王
者
や
覇
者
に
は
な
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

221	

治
天
下
者
，
當
用
天
下
之
心
為
心
，
不
得
自
專
快
意
而
已
也
！
上
之
皇
天
彍

見
譴
，
下
之
黎
庶
鈫

恨
怨
。
（
卷

十
九　

漢
書
七
）

	

【
註
釋
】
彍
皇
天
：
對
天
及
天
神
的
尊
稱
。
鈫
黎
庶
：
黎
民
；
百
姓
。

	

【
白
話
】�

（
鮑
宣
上
疏
勸
諫
皇
帝
：
）
治
理
天
下
的
人
，
應
當
以
天
下
人
之
心
為
心
，
千
萬
不
能
孤
行
己
見
，

恣
意
妄
為
啊
！
如
果
那
樣
，
就
會
上
遭
天
譴
，
下
為
百
姓
所
怨
。
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天
下
を
治
め
る
者
は
、
天
下
の
人
々
の
心
を
わ
が
心
だ
と
思
う
べ
き
で
す
。
決
し
て
自
分
一
人
の
考
え

だ
け
で
物
事
を
決
め
て
、
好
き
勝
手
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
上
か
ら
は

天
罰
を
食
ら
わ
さ
れ
、
下
か
ら
は
民
の
恨
み
を
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

222	

因
彍

井
中
視
星
，
所
視
不
過
數
星
；
自
丘
上
以
視
，
則
見
其
始
出
，
又
見
其
入
。
非
明
益
也
，
勢
使
然
也
。

夫
私
心
，
井
中
也
；
公
心
鈫

，
丘
上
也
。
故
智
載
於
私
，
則
所
知
少
；
載
於
公
，
則
所
知
多
矣
。
（
卷

三
十
六　

尸
子
）

	

【
註
釋
】
彍
因
：
依
託
，
憑
藉
。
鈫
公
心
：
公
正
之
心
。

	

【
白
話
】�

從
井
中
看
星
，
所
看
到
的
不
過
幾
顆
星
；
從
山
丘
上
看
星
，
那
就
能
看
到
星
星
從
天
邊
開
始
升
起
，

又
看
到
它
們
落
下
。
這
不
是
由
於
視
力
增
加
了
，
而
是
所
處
的
地
勢
不
同
所
造
成
的
。
遇
事
而

本
著
私
心
，
就
好
像
處
在
井
中
；
本
著
公
心
，
就
好
像
站
在
山
丘
之
上
。
因
此
，
智
慧
存
在
於

具
有
私
心
的
人
身
上
，
他
所
能
知
道
的
就
少
；
存
在
於
具
有
公
心
的
人
身
上
，
他
所
能
知
道
的

就
多
。

　

井
戸
の
中
か
ら
星
を
見
上
げ
る
と
、
見
え
る
の
は
わ
ず
か
数
個
の
星
で
す
。
山
の
丘
か
ら
見
上
げ
る
と
、

星
が
空
高
く
上
り
つ
め
、
ま
た
落
ち
て
い
く
姿
が
見
え
ま
す
。
視
力
が
良
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
立
っ

て
い
る
場
所
が
違
う
か
ら
で
す
。
物
事
を
決
め
る
時
、
私
心
だ
け
に
従
う
の
は
ま
る
で
井
戸
の
中
に
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
。
公
の
こ
と
を
思
い
や
れ
る
心
が
あ
れ
ば
、
ま
る
で
山
の
丘
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
な
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れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
心
し
か
持
っ
て
い
な
い
者
に
智
慧
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
の
知
り
え
る
こ
と

は
少
な
い
で
す
。
公
の
こ
と
を
思
い
や
れ
る
者
に
智
慧
が
あ
る
と
、
そ
の
者
は
多
く
の
こ
と
を
知
り
え
ま

す
。

223	

唯
至
公
，
故
近
者
安
焉
，
遠
者
歸
焉
。
枉
直
取
正
，
而
天
下
信
之
。
唯
無
忌
心
，
故
進
者
自
盡
彍

，
而
退
不

懷
疑
，
其
道
泰
然
，
浸
潤
鈫

之
譖
𤊄

，
不
敢
干
也
。
（
卷
四
十
九　

傅
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
自
盡
：
竭
盡
自
己
的
智
慧
和
力
量
。
鈫
浸
潤
：
逐
漸
滲
透
。
引
申
為
讒
言
漸
進
，
積
久
而
使

人
聽
信
。
𤊄
譖
（z

è
n

／

譖
）
：
讒
毀
；
誣
陷
。

	

【
白
話
】�

只
有
無
比
公
正
，
所
以
才
能
使
近
處
的
人
安
定
，
遠
方
的
人
歸
附
。
對
於
是
非
曲
直
都
以
公
正

的
態
度
面
對
，
就
會
得
到
天
下
人
的
信
任
。
唯
有
沒
有
猜
忌
之
心
，
所
以
入
朝
者
能
竭
盡
自
己

的
智
慧
和
力
量
，
退
朝
後
不
存
疑
慮
，
其
治
國
之
道
安
定
無
憂
，
想
不
斷
進
讒
言
的
人
也
不
敢

造
次
。

　

こ
の
上
な
く
公
正
で
い
る
態
度
だ
け
、
近
く
に
い
る
者
を
安
定
さ
せ
、
遠
く
に
い
る
者
を
帰
順
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
物
事
の
理
非
曲
直
に
公
正
な
態
度
で
立
ち
迎
え
ら
れ
た
ら
、
天
下
の
人
々
の
信
頼
を
得
ら
れ
ま

す
。
猜
忌
の
心
が
な
い
か
ら
、
朝
廷
に
仕
え
て
い
る
者
た
ち
は
そ
の
後
の
こ
と
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
智
慧
と
力
を
思
う
存
分
に
発
揮
で
き
ま
す
。
そ
の
治
国
の
道
は
安
定
し
て
悩
み
が
な
く
、
讒
言
し

よ
う
と
す
る
者
も
変
な
こ
と
を
し
な
く
な
り
ま
す
。
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公
道
行
，
即
邪
利
無
所
隱
矣
。
向
公
即
百
姓
之
所
道
者
一
，
向
私
即
百
姓
之
所
道
者
萬
。
一
向
公
，
則
明

不
勞
而
姦
自
息
；
一
向
私
，
則
繁
刑
罰
而
姦
不
禁
。
故
公
之
為
道
，
言
甚
約
而
用
之
甚
博
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
白
話
】�

公
正
之
道
得
以
施
行
，
則
偏
邪
的
私
利
就
沒
有
藏
身
之
地
了
。
（
所
以
君
主
之
心
）
向
公
，
百

姓
也
會
方
向
一
致
一
心
向
公
；
（
君
主
之
心
）
挾
私
，
那
麼
百
姓
追
求
的
私
欲
就
千
差
萬
別
。

一
心
為
公
，
則
明
主
不
必
操
勞
，
而
觸
犯
法
令
之
事
自
然
止
息
；
一
心
向
私
，
縱
使
刑
罰
繁
多
，

姦
邪
的
事
也
無
法
禁
絕
。
所
以
公
正
作
為
治
國
之
道
，
言
語
很
簡
約
，
但
作
用
很
大
。

　

公
正
の
道
を
実
行
で
き
た
ら
、
邪
な
私
利
に
隠
れ
る
と
こ
ろ
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
君
主

の
心
が
公
正
の
道
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
民
も
方
向
を
一
致
に
し
て
公
正
の
道
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。
君
主
の
心
に
私
欲
が
混
じ
っ
て
い
る
と
、
民
の
追
い
求
め
る
私
欲
は
千
差
万
別
で
さ
ら
な
る
混
乱
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
心
に
公
正
の
道
を
目
指
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
明
君
は
疲
れ
る
こ
と
な
く
、

法
令
に
抵
触
す
る
よ
う
な
こ
と
も
自
然
に
止
み
ま
す
。
も
し
一
心
に
私
利
を
求
め
て
い
る
の
な
ら
ば
、
た

と
え
多
く
の
刑
罰
が
あ
っ
て
も
、
邪
な
悪
事
を
禁
絶
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
公
正
は

国
を
治
め
る
道
と
し
て
、
簡
単
な
言
葉
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し
ま
す
。

225	

利
人
者
天
下
啟
彍

之
，
害
人
者
天
下
閉
之
。
天
下
非
一
人
之
天
下
也
，
取
天
下
若
逐
野
獸
，
得
之
而
天
下
皆

有
分
肉
鈫

。
若
同
舟
而
濟
𤊄

，
濟
則
皆
同
其
利
，
舟
敗
皆
同
其
害
。
然
則
皆
有
啟
之
，
無
有
閉
之
矣
。
（
卷
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三
十
一　

六
韜
）

	
【
註
釋
】�

彍
啟
：
開
；
打
開
。
鈫
分
肉
：
根
據
現
存
《
六
韜
》
版
本
可
知
「
分
肉
」
下
應
有
「
之
心
」
二
字
。

𤊄
濟
：
渡
河
。

	

【
白
話
】�

為
人
民
謀
福
利
的
人
，
天
下
人
都
會
開
門
歡
迎
他
；
殘
害
百
姓
的
人
，
天
下
人
都
會
對
他
閉
門

不
納
。
天
下
並
非
一
個
人
的
天
下
，
取
得
天
下
，
就
像
追
捕
野
獸
一
樣
，
得
到
了
，
天
下
人
就

會
有
分
享
獵
物
的
心
。
又
像
同
船
渡
河
一
樣
，
抵
達
彼
岸
，
大
家
就
同
蒙
其
益
，
舟
壞
了
則
同

受
其
害
。
能
與
天
下
人
同
其
利
害
，
那
麼
天
下
之
人
都
會
支
持
他
，
而
沒
有
抗
拒
他
的
。

　

民
の
た
め
に
福
利
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
天
下
の
人
々
か
ら
大
い
に
歓
迎
さ
れ
ま
す
。
民
を
残
害

す
る
者
は
、
天
下
の
人
々
か
ら
背
を
向
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
天
下
は
一
人
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

天
下
を
取
る
の
は
、
獣
を
追
い
か
け
て
捉
え
る
よ
う
な
こ
と
で
す
。
手
に
入
る
と
、
天
下
の
人
々
に
は
獲

物
を
分
か
ち
合
お
う
と
す
る
心
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
一
艘
の
船
で
河
を
渡
る
よ
う
に
、
向
こ
う

側
に
着
く
と
、
皆
し
て
同
じ
利
益
を
得
ら
れ
ま
す
。
船
が
壊
れ
て
し
ま
う
と
、
皆
し
て
同
じ
被
害
を
蒙
り

ま
す
。
天
下
の
人
々
と
利
害
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
の
者
は
天
下
か
ら
支
持
さ
れ
て
、
誰
一

人
か
ら
断
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

	

六
、
愛
民

226	

子
曰
：
「
民
以
君
為
心
，
君
以
民
為
體
。
心
莊
則
體
舒
，
心
肅
則
容
敬
。
心
好
之
，
身
必
安
彍

之
；
君
好
之
，
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民
必
欲
之
。
心
以
體
全
，
亦
以
體
傷
；
君
以
民
存
，
亦
以
民
亡
。
」
莊
，
齊

莊
也
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】
彍
安
：
對
某
種
環
境
、
事
物
感
到
安
適
或
習
慣
。

	
【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
人
民
以
君
主
為
心
臟
，
君
主
以
人
民
為
軀
體
。
心
境
莊
重
則
身
體
安
詳
，
心
境
肅

正
則
外
表
恭
敬
。
心
所
愛
好
的
事
物
，
身
體
就
必
然
對
它
們
感
到
安
適
和
習
慣
；
君
主
所
喜
好

的
事
物
，
人
民
必
然
也
想
得
到
。
心
因
為
有
身
體
而
得
以
保
全
，
也
會
因
為
身
體
有
缺
陷
而
受

傷
；
君
主
因
有
人
民
而
存
在
，
也
會
因
人
民
背
棄
而
滅
亡
。
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
民
は
君
主
を
心
臓
と
し
、
君
主
は
民
を
身
体
と
し
ま
す
。
心
が
落
ち
着
い

て
い
れ
ば
、
身
体
は
安
ら
げ
ま
す
。
心
が
厳
か
で
い
れ
ば
、
外
見
は
恭
し
く
礼
節
を
守
れ
ま
す
。
心
が
愛

好
す
る
こ
と
は
、
身
体
も
そ
れ
ら
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
慣
れ
親
し
み
ま
す
。
君
主
の
好
む
も
の
も
、
民
た

ち
に
は
必
ず
思
い
つ
け
ら
れ
ま
す
。
心
は
身
体
が
あ
る
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
が
、
身
体
に
欠
陥
が
あ
る
と
、

心
も
傷
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
君
主
は
民
が
い
る
か
ら
存
在
し
、
民
か
ら
見
捨
て
ら
れ
る
と
滅
亡
し

て
し
ま
い
ま
す
」

227	

財
須
民
生
，
強
賴
民
力
，
威
恃
民
勢
，
福
由
民
殖
，
德
俟
彍

民
茂
鈫

，
義
以
民
行
。
六
者
既
備
，
然
後
應
天

受
祚
𤊄

，
保
族
宜
邦
。
《
書
》
曰
：
「
眾
非
后
旔

無
能
胥
以
寧
，
后
非
眾
無
以
辟
四
方
。
」
推
是
言
之
，
則

民
以
君
安
，
君
以
民
濟
焩

，
不
易
之
道
也
。
（
卷
二
十
七　

吳
志
上
）

	

【
註
釋
】�

彍
俟
：
等
待
。
鈫
茂
：
引
申
為
昌
盛
，
豐
碩
。
𤊄
受
祚
：
接
受
天
地
神
明
的
降
福
。
旔
后
：
上
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古
稱
君
主
。
焩
濟
：
成
功
，
成
就
。

	
【
白
話
】�

（
駱
統
上
疏
說
：
）
財
富
需
要
百
姓
來
創
造
，
強
盛
要
依
靠
百
姓
的
力
量
，
威
勢
要
依
憑
百
姓

的
勢
力
，
福
祉
要
由
百
姓
來
增
加
，
德
行
有
待
百
姓
來
興
盛
，
仁
義
要
憑
藉
百
姓
來
實
行
。
這

六
方
面
的
條
件
具
備
了
，
然
後
就
能
順
應
天
意
，
接
受
天
地
神
明
的
福
佑
，
保
全
宗
族
、
造
福

國
家
。
《
尚
書
》
上
說
：
「
民
眾
沒
有
君
主
，
就
不
能
都
得
到
安
寧
；
君
主
沒
有
民
眾
，
就
不

能
開
闢
四
方
。
」
由
此
推
論
，
百
姓
憑
藉
君
主
而
得
以
安
定
，
君
主
依
靠
百
姓
而
成
就
大
業
，

這
是
永
恆
不
變
的
真
理
。

　

（
駱
統
は
上
書
し
て
言
い
ま
し
た
。
）
国
の
富
み
は
民
が
い
る
か
ら
こ
そ
創
り
出
せ
る
も
の
で
す
。
強

盛
は
民
の
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
ま
す
。
威
勢
は
民
の
勢
力
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
ま
す
。
福
祉
は
民
に

よ
っ
て
増
や
さ
れ
ま
す
。
徳
性
と
品
行
は
民
の
参
与
に
よ
っ
て
興
さ
れ
ま
す
。
仁
義
は
民
の
実
行
に
よ
っ

て
実
践
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
六
つ
の
条
件
が
揃
え
ば
、
天
意
に
従
っ
て
天
地
神
明
の
庇
護
を
受
け
て
、
宗

族
を
保
全
し
、
国
に
福
を
も
た
ら
せ
ま
す
。
『
尚
書
』
に
あ
り
ま
し
た
。
「
民
に
君
主
が
い
な
い
と
、
民

は
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
君
主
に
民
が
い
な
い
と
、
君
主
は
四
方
を
開
け
ま
せ
ん
」
こ
の
こ
と
か
ら

分
る
よ
う
に
、
民
は
君
主
に
よ
っ
て
安
定
を
得
ら
れ
て
、
君
主
は
民
の
お
蔭
で
大
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
永
久
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
真
理
で
す
。

228	

哀
公
問
於
有
若
曰
：
「
年
飢
彍

，
用
不
足
，
如
之
何
？
」
對
曰
：
「
盍
徹
鈫

乎
？
」
盍
，
何
不
也
。
周
法
什

一
而
稅
，
謂
之
徹
也
。

曰
：
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「
二
𤊄

，
吾
猶
不
足
，
如
之
何
其
徹
也
？
」
二
，
謂
什

二
而
稅
。

對
曰
：
「
百
姓
足
，
君
孰
與
不
足
？
百
姓
不
足
，
君
孰

與
足
？
」
（
卷
九　

論
語
）

	
【
註
釋
】�

彍
年
飢
：
一
年
中
穀
物
收
成
不
好
。
飢
：
通
「
饑
」
。
鈫
徹
：
周
朝
的
稅
法
，
規
定
農
民
繳
十

分
之
一
的
稅
，
稱
為
「
徹
」
。
𤊄
二
：
指
抽
取
十
分
之
二
的
稅
。

	

【
白
話
】�
魯
哀
公
問
有
若
說
：
「
年
成
不
好
，
費
用
不
足
，
應
該
怎
麼
辦
？
」
有
若
回
答
說
：
「
為
什
麼

不
實
行
原
來
的
十
分
之
一
的
稅
制
呢
？
」
哀
公
說
：
「
徵
十
分
之
二
的
稅
，
我
尚
感
不
足
，
怎

麼
能
恢
復
十
分
之
一
的
稅
制
呢
？
」
有
若
說
：
「
只
要
百
姓
的
用
度
足
，
君
王
怎
麼
會
不
足
？

如
果
百
姓
用
度
不
足
，
君
王
又
怎
能
求
自
足
？
」

　

魯
の
哀
公
は
有
若
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
年
収
が
悪
く
て
費
用
が
足
り
な
い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
か
」
有
若
は
言
い
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
元
の
十
分
の
一
の
税
制
を
実
行
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
」
哀
公
は
答
え
ま
し
た
。
「
十
分
の
二
の
税
を
徴
収
し
て
い
て
も
、
私
に
は
物
足
り
な
く
感
じ
ま
し

た
。
ど
う
し
て
十
分
の
一
の
税
制
を
回
復
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
」
有
若
は
言
い
ま
し
た
。
「
民
に
と
っ

て
充
分
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
君
主
に
と
っ
て
は
物
足
り
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
民
に
と
っ
て
不
十

分
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
君
主
は
自
分
の
こ
と
を
考
え
て
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
」

229	

夫
至
人
精
誠
彍

內
形
，
德
流
四
方
。
見
天
下
有
利
，
喜
而
不
忘
鈫

；
見
天
下
有
害
，
憂
若
有
喪
。
夫
憂
民
之

憂
者
，
民
亦
憂
其
憂
；
樂
人
之
樂
者
，
人
亦
樂
其
樂
。
故
樂
以
天
下
，
憂
以
天
下
，
然
而
不
王
者
，
未
之
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有
也
。
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	
【
註
釋
】
彍
精
誠
：
真
心
誠
意
；
至
誠
。
鈫
忘
：
玩
忽
、
怠
忽
。

	
【
白
話
】�

至
德
之
人
內
心
永
保
至
誠
，
而
恩
德
流
布
天
下
。
他
們
看
到
天
下
人
得
到
利
益
，
雖
高
興
卻
不

會
懈
怠
（
懂
得
居
安
思
危
）
；
見
到
天
下
人
受
到
損
害
，
就
會
憂
心
忡
忡
，
好
像
有
喪
事
一
樣
。

以
百
姓
之
憂
為
己
憂
的
人
，
百
姓
也
以
他
的
憂
為
己
憂
；
以
百
姓
之
樂
為
己
樂
的
人
，
百
姓
也

以
他
的
樂
為
己
樂
。
所
以
，
以
天
下
之
樂
為
樂
、
以
天
下
之
憂
為
憂
，
做
到
這
樣
而
不
能
成
就

治
國
大
業
，
是
從
來
沒
有
過
的
事
。

　

至
徳
を
備
え
た
者
の
心
は
い
つ
で
も
至
誠
で
い
ら
れ
て
、
そ
の
恩
徳
は
天
下
に
広
ま
り
ま
す
。
天
下
の

人
々
が
利
益
を
得
た
の
を
見
る
と
、
彼
ら
は
嬉
し
く
な
る
が
、
仕
事
が
疎
か
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

天
下
の
人
々
が
損
害
を
蒙
る
と
、
彼
ら
は
ま
る
で
喪
に
服
し
て
い
る
よ
う
に
、
悩
み
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
民
の
憂
い
事
を
わ
が
憂
い
と
し
て
い
る
か
ら
、
民
も
そ
の
よ
う
な
者
の
憂
い
事
を
わ
が
憂
い
と
し
ま

す
。
民
の
楽
し
み
を
わ
が
楽
し
み
と
す
れ
ば
、
民
も
そ
の
よ
う
な
者
の
楽
し
み
を
わ
が
楽
し
み
と
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
境
地
に
達
し
て
い
な
が
ら
、
国
を
治
め
る
大
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
者
は
、
未
だ
か

つ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

230	

父
母
之
所
畜
彍

子
者
，
非
賢
強
鈫

也
，
非
聰
明
也
，
非
俊
智
𤊄

也
，
愛
之
憂
之
，
欲
其
賢
己
也
，
人
利
之
與
我

利
之
，
無
擇
旔

也
，
此
父
母
所
以
畜
子
也
。
然
則
愛
天
下
，
欲
其
賢
己
也
，
人
利
之
與
我
利
之
，
無
擇
也
，
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則
天
下
之
畜
焩

亦
然
矣
。
此
堯
之
所
以
畜
天
下
也
。
（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
畜
（x

ù

／

畜
）
：
養
育
。
鈫
賢
強
：
有
德
行
有
勇
力
。
𤊄
俊
智
：
智
慧
過
人
。
旔
無
擇
：
沒

有
區
別
。
焩
畜
（x

ù

／

畜
）
：
治
理
。

	

【
白
話
】�

父
母
所
養
育
的
兒
女
，
不
一
定
有
德
行
有
勇
力
，
不
一
定
聰
明
，
也
不
一
定
智
慧
過
人
，
但
父

母
都
一
樣
疼
愛
，
為
兒
女
憂
心
，
只
是
希
望
孩
子
將
來
能
超
過
自
己
，
不
管
是
別
人
有
益
於
孩

子
，
還
是
自
己
有
益
於
孩
子
，
都
是
一
樣
，
這
就
是
為
人
父
母
養
育
孩
子
的
用
心
。
那
麼
，
（
君

王
）
愛
護
天
下
人
民
，
也
是
希
望
人
民
都
能
超
過
自
己
，
至
於
是
別
人
有
益
於
他
們
，
還
是
自

己
有
益
於
他
們
，
並
不
去
區
別
，
那
治
理
天
下
也
和
父
母
養
育
子
女
是
一
樣
的
。
堯
帝
就
是
這

樣
來
治
理
天
下
的
。

　

父
母
が
養
育
す
る
子
ど
も
は
、
必
ず
し
も
優
れ
た
徳
性
や
勇
気
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
必
ず
し
も
賢
く
て
、
人
よ
り
勝
る
智
慧
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
父
母
は
同
じ
よ
う
に
子
ど
も
を
可
愛
が
り
、
子
ど
も
の
た
め
に
心
配
し
、
た
だ
子
ど
も
が
い
つ
か

自
分
を
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。
人
が
子
ど
も
に
利
益
を
も
た
ら
し
て
も
、
自
分
が
子
ど
も

に
利
益
を
も
た
ら
し
て
も
、
父
母
に
と
っ
て
は
同
じ
で
す
。
こ
れ
こ
そ
、
父
母
が
子
ど
も
を
養
育
す
る
時

の
苦
心
で
す
。
で
は
、
（
君
主
が
）
天
下
の
民
を
愛
護
す
る
時
も
、
民
が
自
分
を
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
夢

見
て
い
ま
す
。
人
が
民
に
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
、
も
し
く
は
自
分
が
民
に
利
益
を
も
た
ら
し
て

い
る
の
か
を
、
君
主
は
特
に
区
別
し
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
、
君
主
が
天
下
を
治
め
る
の
は
、
父
母
が
子
ど
も

を
養
育
す
る
の
と
同
じ
で
す
。
堯
帝
は
こ
の
よ
う
に
し
て
天
下
を
治
め
て
い
ま
す
。
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誠
愛
天
下
者
得
賢
。
奚
彍

以
知
其
然
也
？
弱
子
有
疾
，
慈
母
之
見
秦
醫
鈫

也
，
不
爭
𤊄

禮
貌
；
在
囹
圄
，
其
走

大
吏
也
，
不
愛
資
財
。
視
天
下
若
子
，
是
故
其
見
醫
者
，
不
爭
禮
貌
；
其
奉
養
也
，
不
愛
資
財
。
故
文
王

之
見
太
公
望
也
，
一
日
五
反
；
桓
公
之
奉
管
仲
也
，
列
城
有
數
。
此
所
以
其
僻
小
，
身
至
穢
污
旔

，
而
為
正

於
天
下
也
。
（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	

【
註
釋
】�
彍
奚
：
何
。
鈫
秦
醫
：
原
指
扁
鵲
，
後
泛
指
良
醫
。
𤊄
爭
：
力
求
得
到
。
旔
穢
污
：
此
處
指
桓

公
德
行
污
穢
。
《
說
苑‧

尊
賢
》
記
載
桓
公
殺
兄
而
立
等
事
。

	

【
白
話
】�

真
心
愛
護
天
下
的
人
會
得
到
賢
才
。
何
以
知
道
是
這
樣
呢
？
孩
子
生
病
了
，
慈
母
求
見
良
醫
，

顧
不
得
自
己
的
尊
嚴
禮
節
；
愛
子
陷
入
監
獄
，
父
母
奔
走
求
救
於
大
官
之
間
，
也
不
會
吝
惜
錢

財
。
一
個
人
把
天
下
人
看
做
自
己
的
孩
子
，
那
麼
尋
找
治
理
天
下
的
良
醫
時
，
就
不
會
計
較
禮

貌
，
奉
養
他
們
也
不
會
吝
惜
錢
財
。
所
以
周
文
王
拜
見
姜
太
公
時
，
一
天
五
次
往
返
；
齊
桓
公

奉
養
管
仲
，
將
幾
座
城
池
都
分
封
給
了
他
。
這
就
是
為
什
麼
文
王
的
國
家
雖
然
偏
僻
弱
小
，
桓

公
的
行
為
雖
然
污
穢
不
潔
，
卻
能
夠
為
政
於
天
下
的
原
因
所
在
。

　

心
か
ら
天
下
を
愛
護
す
る
者
は
賢
才
を
得
ら
れ
ま
す
。
ど
う
し
て
分
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
が
病
に
か
か
っ
た
ら
、
慈
愛
な
母
は
い
い
医
者
に
見
て
も
ら
お
う
と
、
尊
厳
も
礼
節
も
構
っ
て
い
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
愛
す
る
子
ど
も
が
牢
獄
に
繋
が
れ
て
い
た
ら
、
父
母
は
大
官
に
助
け
て
も
ら
お
う
と
奔

走
し
、
金
銭
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
天
下
の
人
々
を
自
分
の
子
ど
も
だ
と
見
な
し
て
い
る
者
は
、
天
下
を
治

め
る
い
い
医
者
を
探
す
時
も
、
細
か
い
礼
節
を
気
に
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
賢
才
を
奉
養
す
る
の
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に
使
う
金
銭
を
も
惜
し
み
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
周
文
王
が
姜
太
公
に
拝
見
し
た
時
は
、
一
日
に
五
回

も
往
復
し
ま
し
た
。
斉
桓
公
が
管
仲
を
奉
養
す
る
時
も
、
い
く
つ
も
の
城
を
彼
に
分
け
与
え
ま
し
た
。
こ

れ
こ
そ
、
文
王
の
国
は
辺
鄙
で
弱
小
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
桓
公
の
行
い
が
穢
れ
て
い
て
汚
く
て
も
、
天

下
を
治
め
ら
れ
た
ゆ
え
ん
で
す
。

232	

子
路
問
政
。
子
曰
：
「
先
之
，
勞
之
。
」
孔
子
弟
子
仲
由
也
。
先
導
之
以
德
，
使
人
信
之
，
然

後
勞
之
。
《
易
》
曰
：
悅
以
使
民
，
民
忘
其
勞
。

請
益
。
曰
：
「
毋
倦
。
」
子
路
嫌
其

少
，
故
請

益
。
曰
：
無
倦
者
，
行

此
上
事
無
倦
則
可
矣
。

（
卷
九　

論
語
）

	

【
白
話
】�

子
路
問
為
政
之
道
。
孔
子
說
：
「
自
己
用
德
行
帶
頭
去
引
導
，
以
身
作
則
，
然
後
教
導
人
民
要

勤
勞
。
」
子
路
請
孔
子
再
說
詳
細
些
。
孔
子
說
：
「
按
照
上
面
所
說
去
行
，
不
要
懈
怠
。
」

　

子
路
が
政
事
を
行
う
時
の
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。
孔
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
自
分
が
率
先
し
て

模
範
と
な
り
、
徳
性
と
品
行
で
人
々
を
勤
労
で
あ
る
よ
う
に
導
き
な
さ
い
」
子
路
は
さ
ら
に
詳
し
く
説
明

す
る
よ
う
に
、
孔
子
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
私
が
今
言
っ
た
こ
と
を
実
行

し
て
、
決
し
て
怠
ら
な
い
こ
と
で
す
」

233	

弗
作
無
益
害
有
益
，
功
乃
成
；
弗
貴
彍

異
物
鈫

賤
𤊄

用
物
旔

，
民
乃
足
。
遊
觀
焩
為
無
益
，
奇
巧
為
異
物
。
言
明
王
之
道
，

以
德
義
為
益
，
器
用
為
貴
，
所
以
化
俗
生
民
烄
。

（
卷
二

　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
貴
：
重
視
。
鈫
異
物
：
奇
特
罕
見
之
物
。
𤊄
賤
：
輕
視
。
旔
用
物
：
日
常
應
用
的
用
品
。
焩
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遊
觀
：
遊
逛
觀
覽
。
烄
生
民
：
使
民
生
，
養
民
。

	
【
白
話
】�

不
要
做
無
益
的
事
去
耽
誤
、
妨
害
了
有
益
的
事
，
這
樣
才
能
成
就
治
國
大
業
；
不
看
重
奇
異
之
物
、

不
輕
視
實
用
之
物
，
百
姓
才
能
富
足
。
（
賢
明
君
主
治
國
之
道
，
以
道
德
仁
義
為
有
益
，
以
實

用
為
貴
，
一
切
都
是
為
了
教
化
和
養
育
人
民
。
）

　

無
益
な
こ
と
で
有
益
な
こ
と
の
邪
魔
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
治
国
の
大
業

は
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。
奇
異
な
物
を
重
視
せ
ず
に
、
実
用
な
物
を
軽
視
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
民
は
豊
か

な
生
活
を
送
ら
れ
ま
す
。
（
賢
明
な
君
主
の
治
国
の
方
法
は
、
道
徳
と
仁
義
を
有
益
な
も
の
だ
と
し
て
、

実
用
性
を
尊
い
も
の
だ
と
す
る
が
、
全
て
は
民
を
教
化
し
て
養
育
す
る
た
め
で
す
。
）

234	

《
詩
》
曰
：
「
凱
彍

悌
鈫

君
子
，
民
之
父
母
。
」
今
人
有
過
，
教
未
施
，
而
刑
已
加
焉
，
或
欲
改
行
為
善
，

而
道
無
由
至
，
朕
甚
憐
之
。
夫
刑
，
至
斷
支
體
、
刻
肌
膚
，
終
身
不
息
𤊄

，
何
其
刑
之
痛
而
不
德
也
！
豈
稱

為
民
父
母
之
意
哉
？
（
卷
十
四　

漢
書
二
）

	

【
註
釋
】
彍
凱
：
和
樂
，
歡
樂
。
鈫
悌
：
溫
和
平
易
。
𤊄
息
：
滋
息
，
生
長
。

	

【
白
話
】�

（
漢
文
帝
下
詔
：
）
《
詩
經
》
上
說
：
「
和
樂
平
易
的
君
子
啊
，
是
人
民
的
父
母
。
」
如
今
人

們
有
了
過
失
，
還
沒
有
施
以
教
化
，
而
刑
罰
已
經
加
到
了
他
們
身
上
，
有
的
人
想
改
過
行
善
，

卻
沒
有
這
樣
的
機
會
了
，
朕
非
常
憐
憫
他
們
。
刑
罰
能
達
到
截
斷
肢
體
、
刺
刻
肌
膚
，
一
生
都

不
能
再
生
長
復
原
，
這
樣
的
刑
罰
是
多
麼
令
人
苦
痛
而
又
不
合
道
德
！
難
道
這
符
合
為
民
父
母

的
本
意
嗎
？
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（
漢
文
帝
は
詔
書
を
下
し
ま
し
た
。
）
『
詩
経
』
に
あ
り
ま
し
た
。
「
穏
や
か
で
近
づ
き
や
す
い
君
子
は
、

民
の
父
母
で
す
」
し
か
し
な
が
ら
、
今
や
教
化
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
、
過
ち
を
犯
し
た
人
々
の
身
に
は
刑

罰
が
降
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
過
ち
を
改
め
て
善
行
を
し
た
い
人
が
い
て
も
、
彼
ら
に
は
も
う

そ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
朕
は
彼
ら
の
こ
と
が
非
常
に
不
憫
で
す
。
刑
罰
は
肢
体
を
切
断
し
て

肌
を
切
り
刻
み
、
二
度
と
元
通
り
に
復
元
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
刑
罰
は
ど
れ
ほ
ど
苦

し
く
て
不
道
徳
な
も
の
で
し
ょ
う
か
！
ま
さ
か
こ
れ
が
民
の
父
母
と
し
て
の
本
意
に
一
致
し
て
い
る
と
言

う
の
で
し
ょ
う
か
。

235	

《
詩
》
云
：
「
樂
只
彍

君
子
，
民
之
父
母
。
」
民
之
所
好
好
之
，
民
之
所
惡
惡
之
，
此
之
謂
民
之
父
母
。
言
治

民
之

道
無
他
，
取

於
己
而
巳
。

好
人
之
所
惡
，
惡
人
之
所
好
，
是
謂
拂
人
之
性
，
災
必
逮
鈫

夫
身
。
拂
，
猶
佹
𤊄
。

逮
，
及
也
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
只
：
語
氣
助
詞
。
鈫
逮
（d

à
i

／

逮
）
：
及
、
及
至
。
𤊄
佹
（g

u
ǐ

／

佹
）
：
牴
觸
、
違
逆
。

	

【
白
話
】�

《
詩
經
》
上
說
：
「
和
樂
的
君
主
呀
！
就
像
我
們
老
百
姓
的
父
母
。
」
老
百
姓
喜
歡
的
事
情
君

主
也
喜
歡
，
老
百
姓
厭
惡
的
事
情
君
主
也
厭
惡
，
這
就
可
以
算
作
是
老
百
姓
的
父
母
了
。
喜
歡

做
眾
人
都
厭
惡
的
事
，
而
厭
惡
眾
人
都
喜
歡
的
事
，
這
就
叫
違
逆
人
性
，
災
禍
一
定
會
降
臨
到

他
的
身
上
。

　

『
詩
経
』
は
言
い
ま
し
た
。
「
穏
や
か
で
近
づ
き
や
す
い
君
主
は
、
我
々
民
ら
の
父
母
の
よ
う
で
す
！
」

民
の
好
む
こ
と
を
君
主
も
好
み
、
民
の
嫌
う
こ
と
を
君
主
も
嫌
う
な
ら
、
こ
れ
は
民
の
父
母
と
言
え
ま
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し
ょ
う
。
皆
の
嫌
う
こ
と
を
好
み
、
皆
の
好
む
こ
と
を
嫌
う
の
は
、
人
性
に
背
く
こ
と
で
す
。
禍
は
必
ず

彼
の
身
に
降
り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

	

七
、
綱
紀

236	

太
上
彍

使
民
知
道
，
其
次
使
民
知
心
，
其
下
使
民
不
得
為
非
。
使
民
知
道
者
，
德
也
；
使
民
知
心
者
，
義
也
；

使
民
不
得
為
非
者
，
威
禁
鈫

也
。
威
禁
者
，
賞
必
行
、
刑
必
斷
之
謂
也
。
此
三
道
者
，
治
天
下
之
具
也
。
欲

王
而
王
，
欲
霸
而
霸
，
欲
強
而
強
，
在
人
主
所
志
也
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
註
釋
】
彍
太
上
：
最
上
，
最
高
。
鈫
威
禁
：
法
令
，
禁
令
。

	

【
白
話
】�

最
高
的
境
界
是
讓
人
民
通
曉
天
地
及
人
世
的
大
道
；
其
次
是
讓
人
民
懂
得
仁
愛
之
心
；
最
下
的

是
讓
人
民
不
做
壞
事
。
讓
人
民
通
曉
天
地
人
世
的
大
道
，
靠
的
是
領
導
者
的
德
行
；
讓
人
民
懂

得
仁
愛
之
心
，
靠
的
是
領
導
者
的
道
義
；
讓
人
民
不
做
壞
事
，
靠
的
是
領
導
者
施
行
法
令
。
所

謂
法
令
，
就
是
有
功
必
賞
，
有
罪
必
罰
。
這
三
個
原
則
，
是
治
理
天
下
的
手
段
。
（
奉
持
這
三
者
）

想
成
就
王
業
就
能
成
就
王
業
，
想
成
就
霸
業
就
能
成
就
霸
業
，
想
國
家
強
盛
就
能
強
盛
，
這
就

要
看
君
主
的
志
向
了
。

　

最
高
の
境
地
は
、
民
が
天
地
及
び
世
の
中
の
大
道
に
つ
い
て
精
通
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
次
は
、
民
に
仁
愛
の
心
を
分
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
最
も
下
な
の
は
、
民
が
悪
事
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
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に
す
る
こ
と
で
す
。
民
に
天
地
及
び
世
の
中
の
大
道
を
精
通
し
て
も
ら
う
の
に
は
、
指
導
者
の
徳
性
と
品

行
が
必
要
で
す
。
民
に
仁
愛
の
心
を
分
ら
せ
る
の
に
は
、
指
導
者
の
仁
義
が
必
要
で
す
。
民
が
悪
事
に
手

を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
に
は
、
指
導
者
が
法
令
を
執
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
い
わ
ゆ
る
法
令
と

い
う
の
は
、
功
労
が
あ
れ
ば
褒
美
を
与
え
、
罪
が
あ
れ
ば
必
ず
罰
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
原
則

は
、
天
下
を
治
め
る
た
め
の
手
段
で
す
。
（
こ
れ
ら
三
つ
の
手
段
を
持
っ
て
さ
え
す
れ
ば
、
）
王
業
を
成

就
し
た
か
っ
た
ら
王
業
を
成
就
で
き
る
し
、
覇
業
は
成
就
し
た
く
て
も
覇
業
を
成
就
で
き
ま
す
。
ま
た
、

国
の
強
盛
も
思
い
の
ま
ま
で
す
。
全
て
は
君
主
の
志
向
に
任
せ
ら
れ
ま
す
。

237	

子
曰
：
「
導
千
乘
之
國
彍

，
導
謂
為
之

政
教
也
。

敬
事
而
信
，
為
國
者
舉
事
必
敬
慎
，

與
民
必
誠
信
也
。

節
用
而
愛
人
，
節
用
，
不
奢
侈
也
。
國
以

民
為
本
，
故
愛
養
之
。

使
民
以
時
。
」

不
妨
奪
農

務
也
。

（
卷
九　

論
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
千
乘
（s
h
è
n
g

／

乘
）
之
國
：
能
出
動
千
輛
兵
車
的
諸
侯
國
。
乘
：
車
子
。
春
秋
時
多
指
兵
車
，

包
括
一
車
四
馬
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
治
理
一
個
擁
有
千
輛
兵
車
的
諸
侯
國
，
國
事
須
用
真
心
恭
敬
謹
慎
處
理
，
對
人
民

要
誠
信
；
節
省
費
用
，
愛
護
百
姓
；
使
用
民
力
，
要
選
擇
農
事
閑
暇
之
時
。
（
不
妨
礙
農
事
生

產
活
動
。
）
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
千
台
の
兵
車
を
有
す
る
諸
侯
の
国
を
治
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
真
心
で
国

事
を
慎
重
に
、
恭
し
く
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
民
に
は
誠
意
と
信
用
を
持
っ
て
接
し
な
さ
い
。
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費
用
を
節
約
し
て
民
を
愛
護
し
な
さ
い
。
民
の
力
を
借
り
る
時
は
、
農
事
の
休
閑
の
時
期
を
選
び
な
さ
い

（
農
業
の
生
産
活
動
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
た
め
で
す
。
）
」

238	

定
公
彍

問
：
「
君
使
臣
，
臣
事
君
，
如
之
何
？
」
定
公
，
魯

君
謚
。

孔
子
對
曰
：
「
君
使
臣
以
禮
，
臣
事
君
以
忠
。
」
（
卷

九　

論
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
定
公
：
姬
姓
，
名
宋
，
為
春
秋
時
期
魯
國
君
主
之
一
，
昭
公
之
弟
，
哀
公
之
父
。
孔
安
國
先

生
註
：
「
定
公
，
魯
君
謚
。
時
臣
失
禮
，
定
公
患
之
，
故
問
之
。
」

	

【
白
話
】�

魯
定
公
問
：
「
君
王
指
揮
臣
子
，
臣
子
奉
事
君
王
，
應
當
如
何
呢
？
」
孔
子
回
答
說
：
「
君
王

指
揮
臣
子
要
依
國
家
的
禮
法
規
矩
，
臣
子
事
奉
君
王
要
盡
忠
職
守
。
」

　

魯
の
定
公
は
尋
ね
ま
し
た
。
「
君
王
が
臣
下
を
指
揮
し
、
臣
下
が
君
王
に
仕
え
る
時
は
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
」
孔
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
君
王
が
臣
下
を
指
揮
す
る
時
は
国
家
の
礼
法
と

規
則
に
従
う
べ
き
で
す
。
臣
下
が
君
王
に
仕
え
る
時
は
忠
義
を
尽
し
て
職
責
を
全
う
す
る
べ
き
で
す
」

239	

治
國
有
四
：
一
曰
尚
彍

德
，
二
曰
考
鈫

能
，
三
曰
賞
功
，
四
曰
罰
罪
。
四
者
明
則
國
治
矣
。
夫
論
士
不
以
其
德
，

而
以
其
舊
𤊄

，
考
能
不
以
其
才
，
而
以
其
久
，
而
求
旔

下
之
貴
上
，
不
可
得
也
。
賞
可
以
勢
求
，
罰
可
以
力
避
，

而
求
下
之
無
姦
，
不
可
得
也
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
註
釋
】
彍
尚
：
重
視
。
鈫
考
：
考
核
。
𤊄
舊
：
故
交
，
老
交
情
。
旔
求
：
責
求
。



群書治要 360

227

群
書
治
要
360

3

七
、
綱
紀

	

【
白
話
】�

治
國
有
四
個
要
點
：
一
是
崇
尚
道
德
，
二
是
考
校
人
才
，
三
是
賞
賜
有
功
，
四
是
懲
罰
犯
罪
。

四
者
嚴
明
了
，
國
家
就
太
平
了
。
如
果
選
拔
官
員
不
是
著
眼
於
他
的
德
行
而
是
看
彼
此
的
交
情
，

考
量
人
才
不
是
以
他
的
才
能
而
是
以
他
在
位
時
間
的
長
短
，
而
要
求
下
級
尊
重
上
級
，
那
是
辦

不
到
的
；
獎
賞
可
以
依
靠
權
勢
取
得
，
刑
罰
可
以
靠
權
勢
逃
避
，
卻
希
望
臣
下
沒
有
姦
邪
的
行

為
，
那
是
辦
不
到
的
。

　

国
を
治
め
る
に
は
四
つ
の
要
点
が
あ
り
ま
す
。
一
、
道
徳
を
推
奨
す
る
こ
と
。
二
、
人
材
を
評
価
す
る

こ
と
。
三
、
功
労
の
あ
る
者
に
褒
美
を
与
え
る
こ
と
。
四
、
犯
罪
を
懲
罰
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
四
つ
の
こ

と
が
厳
し
く
明
朗
に
実
行
さ
れ
る
と
、
国
は
太
平
で
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
も
し
官
員
を
選
抜
す
る
時
は
そ

の
徳
性
と
品
行
に
着
眼
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
の
仲
の
良
さ
で
評
価
し
、
そ
の
才
能
で
は
な
く
、
在
位

し
て
い
る
時
間
の
長
さ
で
評
価
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
下
級
か
ら
上
級
へ
の
尊
敬
を
要
求
す
る
の
は
、
と

う
て
い
無
理
の
あ
る
話
で
す
。
奨
励
が
権
勢
に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
刑
罰
が
権
勢
に
よ
っ
て
逃
れ
ら
れ
る
と
、

臣
下
に
邪
な
行
為
が
な
い
よ
う
に
望
む
の
は
、
無
理
の
あ
る
話
し
で
す
。

240	

先
王
為
禮
，
以
達
人
之
性
理
，
刑
以
承
禮
之
所
不
足
。
故
以
仁
義
為
不
足
以
治
者
，
不
知
人
性
者
也
，
是

故
失
教
，
失
教
者
無
本
也
。
以
刑
法
為
不
可
用
者
，
是
不
知
情
偽
者
也
，
是
故
失
威
，
失
威
者
不
禁
也
。

故
有
刑
法
而
無
仁
義
，
久
則
民
忽
，
民
忽
則
怒
也
；
有
仁
義
而
無
刑
法
，
則
民
慢
，
民
慢
則
姦
起
也
。
故
曰
：

本
之
以
仁
，
成
之
以
法
，
使
兩
通
而
無
偏
重
，
則
治
之
至
也
。
夫
仁
義
雖
弱
而
持
久
，
刑
殺
雖
強
而
速
亡
，
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自
然
之
治
也
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	
【
白
話
】�

古
代
先
王
制
定
禮
法
來
實
現
人
們
本
性
的
仁
義
，
調
整
刑
罰
來
彌
補
禮
制
的
不
足
。
所
以
認
為

仁
義
不
足
以
治
國
，
是
不
懂
得
人
性
本
善
，
於
是
就
缺
乏
教
化
，
缺
乏
教
化
的
治
理
就
失
去
了

根
本
。
認
為
刑
罰
不
可
以
治
國
的
，
是
不
了
解
人
習
性
的
偽
詐
，
於
是
就
失
去
威
懾
，
失
去
威

懾
就
不
能
禁
止
惡
行
。
所
以
有
刑
法
而
沒
有
仁
義
，
時
間
久
了
百
姓
就
會
疏
忽
道
義
，
百
姓
疏

忽
道
義
就
會
發
生
叛
亂
；
有
仁
義
而
沒
有
刑
法
，
百
姓
就
會
怠
慢
，
百
姓
怠
慢
，
就
會
作
姦
犯

科
。
所
以
說
，
以
仁
義
為
根
本
，
以
法
律
為
佐
助
，
使
兩
者
結
合
而
不
偏
重
，
這
是
治
理
國
家

的
最
高
境
界
。
仁
義
教
化
雖
不
顯
著
，
但
是
效
果
持
久
；
刑
罰
效
果
顯
著
，
（
過
分
依
賴
）
卻

會
加
速
國
家
的
滅
亡
。
這
是
治
理
國
家
的
自
然
之
道
啊
。

　

昔
の
先
王
た
ち
は
礼
法
を
制
定
し
て
、
人
の
本
性
で
あ
る
仁
義
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
刑
罰
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
礼
法
と
制
度
の
不
足
を
補
お
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
仁
義

で
は
国
を
治
め
ら
れ
な
い
と
思
う
の
は
、
人
性
は
本
来
善
良
な
も
の
だ
と
い
う
道
理
を
ま
だ
よ
く
分
っ
て

い
な
い
か
ら
で
す
。
教
化
が
足
り
な
い
が
た
め
に
、
治
理
は
根
本
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
刑
罰
で
は
国

を
治
め
ら
れ
な
い
と
思
う
の
は
、
人
の
譎
詐
す
る
習
性
を
ま
だ
よ
く
分
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
威
厳
を
失
っ
て
し
ま
い
、
悪
行
を
阻
止
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、
刑
法
は
あ
っ
て
も
仁
義

が
な
い
と
、
時
間
が
経
つ
と
民
は
道
義
を
疎
か
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
叛
乱
が
起
こ
り
ま
す
。
仁

義
が
あ
っ
て
も
刑
法
が
な
い
と
、
民
は
怠
慢
に
な
り
、
悪
事
に
手
を
染
め
て
し
ま
い
ま
す
。
従
っ
て
、
仁
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義
を
根
本
に
し
て
、
法
律
を
補
佐
に
す
る
こ
と
で
す
。
両
者
を
結
び
つ
け
て
、
ど
ち
ら
に
も
偏
る
こ
と
が

な
か
っ
た
ら
、
国
を
治
め
る
の
に
最
高
の
境
界
で
す
。
仁
義
に
よ
る
教
化
は
目
立
た
な
い
が
、
長
い
効
果

が
あ
り
ま
す
。
刑
罰
は
顕
著
な
効
果
が
あ
る
が
、
（
依
頼
し
す
ぎ
る
と
、
）
国
の
滅
亡
を
加
速
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
は
国
を
治
め
る
上
の
自
然
の
理
で
す
。

241	

古
者
篤
教
彍

以
導
民
，
明
辟
鈫

以
正
刑
。
刑
之
於
治
，
猶
策
𤊄

之
於
御
也
。
良
工
旔

不
能
無
策
而
御
，
有
策
而

勿
用
也
。
聖
人
假
法
以
成
教
，
教
成
而
刑
不
施
。
（
卷
四
十
二　

鹽
鐵
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
篤
教
：
竭
誠
於
教
化
。
鈫
明
辟
：
嚴
明
法
律
。
辟
：
法
，
法
度
。
𤊄
策
：
驅
趕
騾
馬
役
畜
的

鞭
棒
。
旔
良
工
：
古
代
泛
稱
技
藝
高
超
的
人
。

	

【
白
話
】�

古
時
候
，
聖
人
竭
誠
用
孝
悌
仁
義
的
教
化
來
引
導
百
姓
，
把
法
令
宣
講
清
楚
以
依
法
執
行
刑
律
。

用
刑
律
來
治
理
國
家
，
就
像
用
馬
鞭
駕
車
一
樣
。
技
藝
再
高
的
駕
車
者
也
不
能
沒
有
馬
鞭
駕
車
，

而
是
拿
著
馬
鞭
但
不
輕
易
使
用
罷
了
。
聖
人
藉
助
於
法
令
來
做
好
教
化
工
作
，
教
化
成
功
了
，

也
就
不
用
實
行
刑
罰
了
。

　

昔
、
聖
人
は
心
を
尽
し
て
考
悌
仁
義
で
民
を
教
化
し
、
導
こ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
法
令
を
よ
く

宣
伝
し
て
か
ら
、
法
に
従
っ
て
刑
律
を
執
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。
刑
律
で
国
を
治
め
る
の
は
、
鞭
で
馬
車

を
御
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
ど
れ
ほ
ど
腕
の
い
い
御
者
で
も
、
鞭
が
な
く
て
は
馬
車
を
乗
り
こ
な
せ
な

い
が
、
軽
々
し
く
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
聖
人
も
法
令
の
助
け
を
借
り
て
教
化
の
仕
事
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を
よ
く
し
て
い
ま
す
。
教
化
が
浸
透
し
た
ら
、
も
う
刑
罰
を
実
行
す
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

242	

臣
聞
咎
繇
彍

戒
帝
舜
曰
：
「
亡
敖
鈫

佚
欲
𤊄

有
國
旔

，
兢
兢
業
業
，
一
日
二
日
萬
機
焩

。
」
…
…
箕
子
烄

戒
武
王

曰
：
「
臣
無
有
作
威
作
福
，
亡
有
玉
食
；
臣
之
有
作
威
作
福
玉
食
，
害
於
而
𡡅

家
，
凶
於
而
國
，
人
用
側
頗

辟
鵭

，
民
用
僭
慝
貟

。
」
（
後
補
卷
二
十　

漢
書
八
）

	

【
註
釋
】�

彍
咎
繇
：
亦
作
「
咎
陶
」
，
即
皋
陶
，
舜
之
賢
臣
。
咎
：
通
「
皋
」
。
以
下
咎
繇
勸
誡
之
言
引

自
《
尚
書‧
皋
陶
謨
》
。
鈫
亡
敖
：
不
要
讓
，
不
要
使
。
亡
：
通
「
毋
」
、
「
無
」
。
表
禁
止
。

敖
：
當
為
「
教
」
。
《
尚
書
》
通
行
本
原
文
為
：
「
無
教
逸
欲
有
邦
，
兢
兢
業
業
，
一
日
二
日

萬
幾
。
」
𤊄
佚
欲
：
謂
貪
圖
安
樂
，
嗜
欲
無
節
。
佚
：
同
「
逸
」
。
旔
有
國
：
指
成
為
有
封
地

的
諸
侯
。
焩
萬
機
：
同
「
萬
幾
」
，
謂
當
戒
懼
萬
事
之
微
，
後
指
帝
王
日
常
處
理
的
紛
繁
的
政
務
。

機
：
同
「
幾
」
，
微
。
烄
箕
子
：
商
紂
之
叔
父
，
封
於
箕
。
因
紂
王
不
聽
其
諫
，
乃
披
髮
佯
狂

為
奴
，
為
紂
王
所
囚
，
後
歸
於
周
。
以
下
箕
子
勸
誡
之
言
引
自
《
尚
書‧

洪
範
》
。
𡡅
而
：
你
，

你
的
。
鵭
側
頗
辟
：
謂
邪
枉
不
正
。
側
：
傾
斜
。
頗
僻
：
偏
邪
不
正
。
當
代
吳
璵
先
生
則
認
為
：

「
此
三
字
同
義
，
古
書
未
有
此
例
，
當
衍
一
字
。
乃
係
旁
註
而
闌
入
正
文
者
。
當
曰
：
『
人
用

頗
側
』
。
」
可
備
一
說
。
貟
僭
慝
（t

è

／

慝
）
：
謂
越
禮
踰
制
，
懷
有
貳
心
。
慝
：
通
「
忒
」
。

疑
貳
，
指
因
疑
慮
而
生
貳
心
。

	

【
白
話
】�

（
王
嘉
進
上
密
封
的
奏
疏
說
：
）
臣
聽
說
咎
繇
告
誡
舜
帝
說
：
「
不
要
使
縱
樂
貪
欲
的
人
成
為

諸
侯
（
即
不
讓
他
們
得
勢
）
，
必
須
要
天
天
戒
慎
恐
懼
，
來
處
理
成
千
上
萬
的
國
事
。
」
…
…
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箕
子
告
誡
武
王
說
：
「
一
般
的
官
吏
是
沒
有
獨
攬
賞
罰
大
權
、
沒
有
享
受
美
食
的
；
如
果
一
般

官
吏
也
能
行
使
賞
罰
之
權
、
享
受
美
食
，
那
將
有
害
於
您
的
家
族
，
有
害
於
您
的
國
，
（
權
歸

於
臣
，
則
官
員
和
百
姓
就
逢
迎
趨
附
）
，
國
人
會
因
此
偏
邪
不
正
，
百
姓
都
會
踰
越
禮
法
，
懷

有
貳
心
了
。

　

（
王
嘉
が
秘
か
に
上
書
し
た
内
容
に
あ
り
ま
し
た
。
）
咎
繇
が
舜
帝
を
こ
の
よ
う
に
戒
め
た
と
聞
き
ま

し
た
。
「
楽
し
む
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
貪
欲
な
者
に
、
諸
侯
に
な
ら
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
（
す
な
わ

ち
、
彼
ら
に
勢
い
を
つ
け
さ
せ
ら
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
）
日
々
、
慎
み
深
い
戦
々
恐
々
な
態
度
で
、

千
百
の
国
事
を
執
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
…
…
箕
子
は
武
王
に
戒
め
ま
し
た
。
「
一
般
の
官
吏

は
賞
罰
の
大
権
を
独
り
占
め
に
し
た
り
、
美
食
を
享
受
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
一
般
の
官
吏
で
も

賞
罰
の
権
利
を
行
使
し
、
美
食
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
あ
な
た
様
の
ご
家
族
と
国
に
害
を
及
ぶ

こ
と
で
し
ょ
う
。
（
権
力
が
臣
下
の
方
に
あ
る
と
、
他
の
官
員
と
民
は
そ
の
者
に
迎
合
し
て
媚
び
る
か
ら

で
す
。
）
国
民
た
ち
は
こ
れ
で
邪
な
正
し
く
な
い
人
間
に
な
っ
て
し
ま
い
、
民
も
礼
法
を
越
え
て
不
誠
実

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

243	

以
八
柄
彍

詔
鈫

王
馭
𤊄

群
臣
：
一
曰
爵
，
以
馭
其
貴
；
二
曰
祿
，
以
馭
其
富
；
三
曰
予
，
以
馭
其
幸
旔

；
四
曰

置
，
以
馭
其
行
；
五
曰
生
焩

，
以
馭
其
福
；
六
曰
奪
烄

，
以
馭
其
貧
；
七
曰
廢
，
以
馭
其
罪
；
八
曰
誅
𡡅

，
以

馭
其
過
。
柄
，
所
秉
執
以
起
事
者
也
。
詔
，
告
也
，
助
也
。
爵
，
謂
公
侯
伯
子
男
卿
大
夫
士
也
。
祿
，
所
以
富
臣
下
也
。
幸
，
謂
言
行
偶
合
於
善
，

則
有
以
賜
與
之
勸
後
也
。
生
，
猶
養
也
，
賢
臣
之
老
者
，
王
有
以
養
之
也
。
奪
，
謂
臣
有
大
罪
，
沒
入
家
財
者
也
。
誅
，
責
讓
也
。

（
卷
八　

周
禮
）
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【
註
釋
】�

彍
柄
：
權
柄
，
權
威
。
鈫
詔
：
告
。
這
裡
指
幫
助
。
𤊄
馭
：
統
治
，
治
理
。
這
八
項
都
是
驅
群

臣
向
善
的
方
法
，
所
以
用
「
馭
」
字
。
旔
幸
：
褒
賞
。
焩
生
：
養
。
烄
奪
：
沒
收
家
財
。
𡡅
誅
：

指
責
，
責
備
。

	

【
白
話
】�

（
太
宰
）
以
八
種
權
柄
輔
佐
君
主
統
禦
群
臣
使
大
家
向
善
：
一
是
封
給
爵
位
，
使
臣
下
尊
貴
；

二
是
給
予
俸
祿
，
使
臣
下
富
有
；
三
是
給
予
賞
賜
，
使
臣
下
感
受
到
君
主
的
關
愛
器
重
；
四
是

委
任
官
職
，
以
使
臣
下
提
升
品
行
；
五
是
供
養
厚
待
立
下
大
功
勳
之
功
臣
，
使
其
得
福
；
六
是

沒
收
財
產
，
使
犯
罪
的
臣
下
貧
窮
；
七
是
罷
黜
官
職
，
流
放
邊
疆
，
以
懲
戒
臣
下
罪
行
；
八
是

問
責
，
以
追
究
臣
下
失
職
之
過
失
。

　

（
太
宰
は
）
八
つ
の
権
利
で
君
主
を
補
佐
し
、
皆
が
善
良
に
な
れ
る
よ
う
に
群
臣
を
統
御
し
ま
す
。
一
、

爵
位
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臣
下
を
尊
い
身
分
に
し
ま
す
。
二
、
俸
禄
を
与
え
て
、
臣
下
が
豊
か
に

な
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
三
、
褒
美
を
与
え
て
、
臣
下
が
君
主
か
ら
の
関
心
と
重
視
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
四
、
官
職
を
与
え
て
、
臣
下
の
品
行
と
徳
性
が
上
昇
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
五
、
大
き
な

功
労
を
立
て
た
功
臣
を
厚
く
も
て
な
し
、
福
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
六
、
財
産
を
没
収
し
て
、
罪

を
犯
し
た
臣
下
が
貧
し
く
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。
七
、
官
職
を
免
職
さ
せ
て
辺
境
に
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

臣
下
の
罪
を
懲
罰
し
ま
す
。
八
、
責
任
を
問
い
、
臣
下
が
失
職
し
た
過
ち
に
つ
い
て
追
求
し
ま
す
。

244	

明
君
如
身
，
臣
如
手
；
君
若
號
彍

，
臣
如
響
。
君
設
鈫

其
本
，
臣
操
其
末
；
君
治
其
要
，
臣
行
其
詳
；
君
操

其
柄
，
臣
事
其
常
。
為
人
臣
者
，
操
契
𤊄

以
責
旔

其
名
。
名
者
，
天
地
之
綱
，
聖
人
之
符
焩

。
張
天
地
之
綱
，
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用
聖
人
之
符
，
則
萬
物
之
情
烄

，
無
所
逃
𡡅

之
矣
。
（
卷
三
十
六　

申
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
號
：
高
叫
。
鈫
設
：
謀
劃
。
𤊄
契
：
符
節
、
憑
證
、
字
據
等
信
物
。
古
代
契
分
為
左
右
兩
半
，

雙
方
各
執
其
一
，
用
時
將
兩
半
合
對
以
作
徵
信
。
旔
責
：
要
求
；
期
望
。
焩
符
：
古
代
憑
證
，

符
券
、
符
節
、
符
傳
等
信
物
的
總
稱
。
烄
情
：
實
情
，
情
況
。
𡡅
逃
：
指
藏
，
隱
匿
。

	

【
白
話
】�
英
明
的
君
主
好
比
是
身
體
，
臣
下
就
如
同
手
臂
；
君
主
好
比
喊
聲
，
臣
下
就
如
同
回
聲
。
君
主

謀
劃
根
本
大
計
，
臣
下
操
辦
具
體
細
節
；
君
主
治
理
關
鍵
問
題
，
臣
下
實
施
詳
細
措
施
；
君
主

掌
握
國
家
權
柄
，
臣
下
從
事
日
常
事
務
。
作
為
臣
子
，
手
握
符
契
（
任
職
憑
證
）
，
就
要
以
此

要
求
自
己
名
實
相
符
。
名
，
是
天
地
的
綱
紀
，
是
聖
人
（
做
事
）
的
符
節
。
伸
張
天
地
的
綱
紀
，

使
用
聖
人
的
符
節
，
那
麼
萬
事
萬
物
的
情
況
，
就
無
所
隱
瞞
了
。

　

英
明
な
君
主
は
ま
る
で
身
体
の
よ
う
で
、
臣
下
は
そ
の
手
で
す
。
君
主
が
呼
び
声
な
ら
ば
、
臣
下
は
そ

の
こ
だ
ま
で
す
。
君
主
が
根
本
の
大
計
を
計
画
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
臣
下
は
具
体
的
な
細
か
い
と
こ
ろ

を
処
理
し
ま
す
。
君
主
が
鍵
と
な
る
問
題
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
臣
下
は
詳
細
な
行
動
を
実

行
し
ま
す
。
君
主
が
国
の
権
力
を
握
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
臣
下
は
日
常
的
な
事
務
を
行
い
ま
す
。
臣
下

と
し
て
、
手
に
符
契
が
あ
っ
て
出
仕
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
職
名
に
見
合
う
だ
け
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に

自
分
を
要
求
す
る
べ
き
で
す
。
名
は
天
地
の
綱
紀
で
、
聖
人
が
物
事
を
行
う
時
の
符
節
で
す
。
天
地
の
綱

紀
を
発
揚
し
、
聖
人
の
符
節
を
使
え
た
ら
、
万
事
万
物
の
状
況
に
見
え
な
い
こ
と
は
も
は
や
あ
り
ま
せ
ん
。

245	

富
者
奢
侈
羨
溢
彍

，
貧
者
窮
急
鈫

愁
苦
，
而
上
不
救
，
則
民
不
樂
生
。
民
不
樂
生
，
尚
不
避
死
，
安
能
避
罪
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𤊄

？
此
刑
罰
之
所
以
繁
，
而
姦
邪
不
可
勝
者
也
。
故
受
祿
之
家
，
食
祿
而
已
，
不
與
民
爭
業
，
然
後
利
可
均

布
，
而
民
可
家
足
也
。
此
上
天
之
理
，
而
太
古
之
道
。
天
子
之
所
宜
法
以
為
制
，
大
夫
之
所
當
循
以
為
行
也
。

（
卷
十
七　

漢
書
五
）

	

【
註
釋
】
彍
羨
溢
：
富
裕
，
豐
足
。
鈫
窮
急
：
窮
困
急
迫
。
𤊄
避
罪
：
避
免
獲
罪
，
懼
怕
獲
罪
。

	

【
白
話
】�
（
董
仲
舒
回
答
策
問
說
：
）
富
有
的
人
生
活
奢
侈
，
豐
裕
過
度
，
貧
窮
的
人
窮
困
急
迫
、
愁
苦

不
堪
，
而
在
上
位
者
不
去
治
理
救
助
，
那
麼
人
民
就
會
感
覺
到
活
著
沒
有
樂
趣
。
人
民
如
果
不

樂
意
活
著
，
那
就
連
死
都
不
會
躲
避
，
又
怎
能
懼
怕
犯
罪
呢
？
這
就
是
刑
罰
繁
多
但
姦
邪
仍
然

制
止
不
了
的
緣
故
。
所
以
享
受
俸
祿
的
人
家
，
以
俸
祿
為
生
就
行
了
，
不
應
當
再
與
人
民
爭
奪

產
業
，
然
後
利
益
就
可
以
普
遍
分
布
，
而
百
姓
也
可
滿
足
家
用
了
。
這
是
上
天
的
公
理
，
也
是

遠
古
的
治
國
之
道
，
天
子
應
該
效
法
作
為
制
度
，
大
夫
也
應
當
遵
循
作
為
自
己
的
行
為
準
則
。

　

（
董
仲
舒
は
策
問
と
い
う
試
験
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。
）
「
裕
福
な
者
が
豪
奢
な
生

活
を
し
て
、
過
ぎ
た
贅
沢
を
し
て
い
な
が
ら
、
貧
し
い
者
が
貧
困
な
生
活
に
迫
ら
れ
て
、
こ
の
上
な
く
苦

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
の
に
、
上
位
に
い
る
者
が
正
し
て
助
け
よ
う
と
し
な
い
な
ら
ば
、
民
は
生
き
て
い

て
も
楽
し
く
な
い
と
感
じ
ま
す
。
も
し
民
が
生
き
る
こ
と
に
楽
し
さ
を
見
出
せ
な
い
の
な
ら
ば
、
死
か
ら

避
け
よ
う
と
も
し
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
と
し
た
ら
、
犯
罪
を
恐
れ
る
わ
け
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
こ
れ
こ

そ
、
い
く
ら
刑
罰
が
複
雑
で
多
く
あ
っ
て
も
、
邪
な
悪
行
を
止
め
ら
れ
な
い
理
由
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

俸
禄
を
い
た
だ
い
て
い
る
家
は
、
生
活
で
き
る
だ
け
の
俸
禄
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
で
す
。
民
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と
そ
れ
以
上
の
産
業
を
争
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
利
益
は
遍
く
広
ま
り
、
民
も
家

族
を
養
え
ま
す
。
こ
れ
は
天
が
決
め
た
公
理
で
あ
り
、
ま
た
、
遠
い
昔
か
ら
伝
わ
る
治
国
の
方
法
で
も
あ

り
ま
す
。
天
子
は
こ
れ
を
見
習
っ
て
制
度
に
す
る
べ
き
で
す
。
大
夫
も
こ
れ
を
自
分
の
行
為
の
準
則
に
す

る
べ
き
で
す
」

246	

凡
法
令
更
，
則
利
害
易
；
利
害
易
，
則
民
務
變
；
民
務
變
，
謂
之
變
業
。
故
以
理
觀
之
，
事
大
眾
而
數
彍

搖

之
，
則
少
成
功
；
藏
大
器
鈫

而
數
徙
之
，
則
多
敗
傷
；
烹
小
鮮
𤊄

而
數
橈
旔

之
，
則
賊
其
宰
焩

；
治
大
國
而
數

變
法
，
則
民
苦
之
。
是
以
有
道
之
君
貴
虛
靜
，
而
重
變
法
。
故
曰
：
「
治
大
國
者
，
若
烹
小
鮮
。
」
（
卷

四
十　

韓
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
數
（shuò

／

數
）
：
屢
次
。
鈫
大
器
：
寶
器
。
𤊄
小
鮮
：
小
魚
。
旔
橈
（náo

／

橈
）
：
擾
動
；

攪
亂
。
焩
宰
：
古
代
掌
管
膳
食
的
小
吏
；
廚
師
。

	

【
白
話
】�

凡
是
法
令
變
更
，
利
害
情
況
就
跟
著
改
變
；
利
害
情
況
改
變
了
，
民
眾
就
會
改
變
其
所
從
事
的

工
作
；
從
事
的
工
作
改
變
，
就
稱
為
改
行
。
所
以
從
這
個
道
理
來
看
，
讓
大
眾
做
事
業
如
果
頻

繁
地
變
動
他
們
，
就
少
有
成
功
；
收
藏
珍
貴
器
物
假
如
經
常
遷
移
，
就
會
多
有
毀
壞
；
烹
煮
小

魚
如
若
經
常
攪
動
，
就
會
有
損
廚
師
的
烹
飪
之
功
；
治
理
大
國
要
是
政
策
經
常
朝
令
夕
改
，
那

麼
百
姓
就
會
深
受
其
苦
。
因
此
懂
得
治
國
之
道
的
君
主
最
重
清
虛
恬
靜
，
而
對
於
變
更
法
令
很

慎
重
。
所
以
說
：
「
治
理
大
國
，
就
像
烹
飪
小
魚
一
樣
。
」
（
不
能
夠
反
覆
翻
攪
）
。
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凡
そ
法
令
が
変
更
す
る
と
、
利
害
情
勢
も
つ
ら
れ
て
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
利
害
情
勢
が
変
わ
る
と
、

民
も
従
事
す
る
仕
事
を
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
従
事
す
る
仕
事
が
変
わ
る
こ
と
は
、
転
職
と
言
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
大
衆
の
事
業
を
よ
く
変
え
さ
せ
る
と
、
そ
の
事
業
が
成
功
す
る
こ
と
は
め
っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
。
貴
重
な
器
物
を
所
蔵
す
る
時
も
、
も
し
よ
く
移
動
さ
せ
た
り
す
る
と
、
壊
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
小
魚
を
料
理
す
る
時
も
、
も
し
よ
く
攪
拌
し
た
り
す
る
と
、
料
理
人
の
腕
前
が

損
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
国
を
治
め
る
時
、
も
し
政
策
が
よ
く
朝
令
暮
改
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
民
は

安
定
し
な
い
生
活
に
大
い
に
苦
し
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
治
国
の
方
法
が
分
る
君
主

は
安
ら
か
で
落
ち
着
い
た
や
り
方
を
最
も
大
事
に
し
て
、
法
令
の
変
更
に
は
い
つ
も
慎
重
で
す
。
ゆ
え
に
、

「
大
国
を
治
め
る
の
は
、
小
魚
を
調
理
す
る
よ
う
な
こ
と
で
す
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
繰
り
返
し

て
攪
拌
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
朝
令
暮
改
の
状
態
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
）

247	

上
人
彍

疑
，
則
百
姓
惑
；
下
難
知
鈫

，
則
君
長
勞
。
難
知
，
有

姦
心
也
。

故
君
民
者
，
章
𤊄

好
以
示
民
俗
，
慎
惡
以
御
旔

民
之

淫
焩
，
則
民
不
惑
矣
。
淫
，
貪
侈
也
。
《
孝

經
》
曰
：
「
示
之
以
好
惡
，
而
民
知
禁
也
。
」

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
上
人
：
居
於
上
位
的
人
，
指
君
主
。
鈫
難
知
：
指
心
懷
欺
詐
，
難
知
其
心
。
𤊄
章
：
通
「
彰
」
，

彰
明
。
旔
御
：
治
理
，
控
制
。
焩
淫
：
貪
逸
奢
侈
。

	

【
白
話
】�

居
上
位
的
人
好
惡
不
明
，
就
會
使
人
民
疑
惑
而
無
所
適
從
；
居
下
位
的
人
心
懷
欺
詐
，
難
知
其
心
，

就
會
使
上
位
者
格
外
操
勞
。
因
此
治
理
人
民
的
領
導
者
，
應
該
表
彰
優
良
的
道
德
規
範
，
以
引
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導
社
會
的
風
俗
人
情
；
慎
重
懲
處
罪
過
，
以
防
止
人
民
流
於
貪
奢
放
逸
的
風
氣
，
這
樣
人
民
就

不
會
陷
於
迷
惑
了
。

　

上
位
に
い
る
者
の
好
み
が
よ
く
分
ら
な
い
と
、
民
は
困
惑
し
て
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
分
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
下
位
に
い
る
者
が
不
誠
実
な
心
で
い
る
と
、
そ
の
真
意
を
知
る
の
は
難
し
く
、

上
位
に
い
る
者
は
特
に
疲
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
民
を
治
め
る
指
導
者
は
、
優
良
な
道
徳
規
範
を
表
彰

し
、
社
会
の
風
俗
と
人
情
を
牽
引
す
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
民
が
豪
奢
で
放
逸
な
風
潮
に

流
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
罪
や
過
ち
に
は
慎
重
に
懲
罰
を
与
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
民
が
困
惑
す

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
。

	

八
、
礼
楽  

248	

先
王
制
禮
也
以
節
事
彍

，
動
反
本

鈫
也
。

脩
樂
以
導
志
。
勸
之
善

也
。

故
觀
其
禮
樂
，
而
治
亂
可
知
。
亂
國
禮
慢
而

樂
淫
也
。

（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
節
事
：
謂
行
事
有
節
制
，
使
合
乎
準
則
。
鈫
反
本
：
復
歸
本
源
或
根
本
。
本
：
孔
穎
達
先
生
說
，

得
民
心
之
事
為
禮
之
本
。

	

【
白
話
】�

古
聖
先
王
制
定
禮
儀
制
度
是
為
了
行
事
有
所
節
制
（
一
切
政
治
舉
措
不
離
為
民
造
福
這
一
根
本
）
，

制
定
音
樂
來
勉
勵
自
己
向
善
的
志
向
（
使
行
善
不
倦
）
。
因
此
觀
察
禮
樂
的
情
況
，
便
可
了
解

這
個
國
家
的
治
亂
（
亂
國
禮
節
輕
忽
怠
慢
，
音
樂
放
縱
而
無
節
制
）
。
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古
の
聖
人
や
先
王
が
礼
儀
制
度
を
制
定
し
た
の
は
、
物
事
を
行
う
時
に
節
制
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
す
。
（
全
て
の
政
治
的
な
行
い
は
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
と
い
う
根
本
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
）
音
楽
を

制
定
し
た
の
は
、
自
分
が
善
良
を
目
指
す
志
を
励
ま
す
た
め
で
す
。
（
善
行
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
で
す
）
。
そ
の
た
め
に
、
礼
法
と
音
楽
の
状
況
を
観
察
す
れ
ば
、
こ
の
国
が
き
ち
ん
と
治
め
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
が
分
り
ま
す
。
（
乱
れ
た
国
の
礼
節
は
疎
か
に
さ
れ
て
、
音
楽
は
妄
り
に
節
制
が
あ
り
ま

せ
ん
。
）

249	

子
張
問
聖
人
之
所
以
教
，
孔
子
曰
：
「
師
彍

乎
，
吾
語
汝
。
聖
人
明
於
禮
樂
，
舉
而
措
鈫

之
而
已
。
」
子
張

又
問
，
孔
子
曰
：
「
師
，
爾
以
為
必
布
几
筵
𤊄

，
揖
讓
升
降
旔

，
酌
獻
焩

酬
酢
烄

，
然
後
謂
之
禮
乎
？
爾
以
為

必
行
綴
兆
𡡅

，
執
羽
籥
鵭

，
作
鐘
鼓
，
然
後
謂
之
樂
貟

乎
？
言
而
可
履
，
禮
也
；
行
而
可
樂
，
樂
也
。
聖
人
力

此
二
者
，
以
恭
己
賩

南
面
𧷜

，
是
故
天
下
太
平
，
萬
國
順
服
，
百
官
承
事
，
上
下
有
禮
也
。
」
（
卷
十　

孔

子
家
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
師
：
即
子
張
。
姓
顓
孫
，
名
師
。
事
又
見
《
禮
記‧

仲
尼
燕
居
》
。
鈫
措
：
施
行
。
𤊄
几
筵
（j

ī
 

y
á
n

／

几
筵
）
：
猶
几
席
，
為
古
人
憑
依
、
坐
臥
的
器
具
。
几
：
古
人
坐
時
憑
依
或
擱
置
物
件

的
小
桌
。
筵
：
以
竹
篾
、
枝
條
和
蒲
葦
等
編
織
成
的
席
子
。
古
代
用
來
鋪
地
做
坐
墊
。
旔
揖
讓

升
降
：
均
指
接
待
賓
客
之
禮
。
揖
讓
：
作
揖
謙
讓
，
古
代
賓
主
相
見
的
禮
儀
。
升
降
：
上
升
與

下
降
。
迎
送
賓
客
的
禮
儀
。
焩
酌
（z

h
u
ó

／

酌
）
獻
：
酌
酒
獻
客
。
酌
：
斟
酒
。
烄
酬
酢
（c

h
ó
u
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z
u
ò

／

酬
酢
）
：
主
客
相
互
敬
酒
，
主
敬
客
稱
酬
，
客
還
敬
稱
酢
。
指
朝
聘
應
享
的
禮
儀
。
𡡅

綴
兆
：
古
代
樂
舞
中
舞
者
的
行
列
位
置
。
鵭
羽
籥
（y

u
è

／

籥
）
：
古
代
祭
祀
或
宴
饗
時
，
文

舞
舞
者
所
持
的
舞
具
和
樂
器
。
羽
：
指
雉
羽
。
籥
：
一
種
編
組
多
管
樂
器
。
貟
樂
：
使
其
歡
樂
。

賩
恭
己
：
恭
謹
以
律
己
。
𧷜
南
面
：
古
代
以
坐
北
朝
南
為
尊
位
，
故
帝
王
諸
侯
見
群
臣
，
或
卿

大
夫
見
僚
屬
，
皆
面
向
南
而
坐
，
因
用
以
指
居
帝
王
或
諸
侯
、
卿
大
夫
之
位
。

	

【
白
話
】�
子
張
向
孔
子
請
教
君
王
如
何
實
施
教
化
治
理
政
事
，
孔
子
說
：
「
子
張
啊
，
我
來
告
訴
你
。
聖

王
通
曉
『
禮
』
和
『
樂
』
，
把
它
們
交
互
施
用
罷
了
。
」
子
張
進
一
步
請
教
，
孔
子
說
：
「
子
張
，

你
認
為
一
定
要
大
擺
宴
席
，
賓
主
拱
手
相
讓
上
座
下
座
，
相
互
斟
酒
敬
獻
，
這
樣
才
叫
做
『
禮
』

嗎
？
你
認
為
一
定
要
舞
者
排
列
好
行
列
和
位
置
，
手
拿
雉
羽
和
樂
器
，
擊
鳴
鐘
鼓
，
這
樣
才
叫

做
『
樂
』
嗎
？
說
出
的
話
可
以
踐
行
，
就
是
『
禮
』
；
施
行
起
來
能
夠
使
大
家
歡
樂
，
就
是
『
樂
』
。

聖
王
能
勉
力
做
到
這
兩
點
，
以
恭
敬
律
己
的
態
度
居
於
帝
位
，
因
此
天
下
得
以
太
平
，
各
國
順

服
，
百
官
盡
職
盡
責
，
上
上
下
下
都
有
禮
節
。
」

　

君
主
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
教
化
を
実
行
し
て
政
事
を
執
り
行
え
る
の
か
と
、
子
張
は
孔
子
に
教
え
を

請
い
ま
し
た
。
孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
子
張
よ
、
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。
聖
王
は
『
礼
』
と
『
楽
』

に
よ
く
精
通
し
て
い
る
が
、
た
だ
こ
れ
ら
を
代
わ
る
代
わ
る
に
実
行
し
て
い
る
だ
け
で
す
」
子
張
が
さ
ら

に
尋
ね
る
と
、
孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
子
張
、
盛
大
な
宴
で
賓
客
が
互
い
に
か
し
こ
ま
っ
て
席
を
譲

り
合
い
、
酒
を
注
ぎ
合
う
こ
と
だ
け
が
『
礼
』
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
、
踊
り
子
が
行
列
を



肆、為政（政治を行います）

240

群
書
治
要
360

3

八
、
礼
楽

作
っ
て
位
置
に
つ
き
、
手
に
キ
ジ
の
羽
と
楽
器
を
持
っ
て
鐘
と
鼓
を
鳴
ら
す
こ
と
だ
け
が
『
楽
』
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
か
。
実
は
、
言
っ
た
こ
と
が
実
践
で
き
た
ら
、
『
礼
』
で
す
。
そ
の
実
践
に
よ
っ
て
皆
が
楽
し

く
な
れ
ば
、
『
楽
』
で
す
。
聖
王
は
力
を
尽
し
て
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
、
恭
し
く
自

分
律
す
る
と
い
う
態
度
で
帝
位
に
座
し
て
い
る
か
ら
、
天
下
は
太
平
で
い
ら
れ
ま
し
た
。
各
国
も
恭
順
な

態
度
で
い
て
、
百
官
は
責
任
を
持
っ
て
職
務
を
全
う
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
上
か
ら
下
ま
で
皆
礼
節
を
守

れ
た
の
で
す
」

250	

簡
子
彍

曰
：
「
敢
鈫

問
，
何
謂
禮
？
」
對
曰
：
「
吉
𤊄

也
聞
諸
先
大
夫
子
產
，
曰
：
『
夫
禮
，
天
之
經
，

經
者
，
道

之
常
也
。

地
之
義
，
義
者
，
利

之
宜
也
。

民
之
行
。
行
者
，
人

所
履
行
。

天
地
之
經
，
而
民
實
旔

則
焩

之
。
則
天
之
明
，
日
月
星
辰
，

天
之
明
也
。

因
地
之
性
，

高
下
剛
柔
，

地
之
性
也
。

生
其
六
氣
烄

，
陰
陽
風
雨

晦
明
。

用
其
五
行
。
金
木
水
火

土
也
。

氣
為
五
味
，
酸
鹹
辛

苦
甘
。

發
為
五
色
，
青
黃
赤
白
黑

發
見
也
。

章
為
五
聲
，
宮
商
角

徵
羽
。

淫
𡡅

則
昏
亂
，
民
失
其
性
。
滋
味
聲
色
，
過

則
傷
性
也
。

是
故
為
禮
以
奉
鵭

之
。
』
」
制
禮
以
奉

其
性
。

（
卷
六　

春
秋
左
氏
傳
下
）

	

【
註
釋
】�

彍
簡
子
：
趙
簡
子
，
即
趙
鞅
。
嬴
姓
，
趙
氏
，
原
名
鞅
，
後
名
志
父
，
諡
號
簡
。
春
秋
後
期
晉

國
卿
大
夫
，
六
卿
之
一
，
晉
定
公
時
執
政
晉
國
十
七
年
之
久
。
鈫
敢
：
謙
詞
。
猶
冒
昧
。
𤊄
吉
：

春
秋
時
鄭
國
正
卿
游
吉
，
姬
姓
，
游
氏
，
名
吉
，
字
子
太
叔
。
旔
實
：
通
「
寔
」
（s

h
í

／

寔
）
。

清
代
惠
棟
先
生
說
：
「
案
古
文
《
孝
經
》
『
實
』
作
『
是
』
，
『
是
』
即
古
『
寔
』
字
，
見
《
尚

書‧

秦
誓
》
及
《
詛
楚
文
》
。
鄭
氏
《
詩
箋
》
云
『
趙
魏
之
東
寔
、
實
同
聲
』
，
故
此
傳
文
又

作
『
寔
』
。
」
焩
則
：
效
法
，
作
為
準
則
。
烄
六
氣
：
自
然
氣
候
變
化
的
六
種
現
象
，
指
陰
、
陽
、
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風
、
雨
、
晦
、
明
。
𡡅
淫
：
過
度
、
無
節
制
。
鵭
奉
：
猶
保
全
。

	

【
白
話
】�

趙
簡
子
說
：
「
敢
問
什
麼
叫
禮
？
」
子
太
叔
回
答
說
：
「
我
曾
聽
先
大
夫
子
產
說
：
『
禮
，
是

上
天
的
常
道
、
大
地
的
法
則
、
人
們
行
事
的
依
據
。
天
地
的
常
道
，
人
們
以
此
為
準
則
來
制
禮
、

守
禮
。
（
聖
王
）
效
法
日
月
星
辰
常
明
之
義
，
依
循
大
地
高
低
剛
柔
、
恆
常
的
性
質
（
而
制
禮
）
，

衍
生
了
上
天
的
六
氣
，
運
用
大
地
的
五
行
。
五
行
之
氣
入
人
之
口
為
五
種
味
道
，
顯
露
於
眼
為

五
種
顏
色
，
顯
示
在
耳
為
五
種
聲
調
。
滋
味
聲
色
過
度
則
會
使
人
迷
惑
混
亂
，
人
們
就
會
因
此

而
迷
失
本
性
。
所
以
要
制
定
禮
來
幫
助
人
們
守
持
本
性
。
』
」

　

趙
簡
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
敢
え
て
礼
と
は
何
か
と
問
い
ま
し
ょ
う
」
子
太
叔
は
答
え
ま
し
た
。
「
私

は
先
代
の
大
夫
で
あ
る
子
産
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
『
礼
と
は
、
天
の
常
に
変
わ
ら
な
い
真
理

や
、
大
地
の
法
則
、
人
々
が
物
事
を
行
う
時
の
拠
り
所
で
す
。
天
地
の
常
に
変
わ
ら
な
い
真
理
を
準
則
に

し
て
、
人
々
は
礼
を
制
定
し
、
守
り
ま
し
た
。
（
聖
王
は
）
日
月
や
星
が
常
に
輝
い
て
い
る
よ
う
に
、
変

わ
る
こ
と
の
な
い
大
義
を
見
習
い
ま
す
。
ま
た
、
大
地
の
高
低
や
剛
柔
な
ど
の
性
質
に
従
っ
て
、
礼
法
を

制
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
天
に
あ
る
六
つ
の
気
と
、
大
地
を
巡
る
五
行
を
用
い
ま
し
た
。
五
行
の
気
は
人

の
口
に
入
る
と
、
五
つ
の
味
に
な
り
ま
す
。
人
の
目
に
は
い
る
と
、
五
つ
の
色
に
な
り
ま
す
。
人
の
耳
に

入
る
と
、
五
つ
の
声
調
に
な
り
ま
す
。
味
も
声
音
も
度
が
過
ぎ
る
と
、
人
を
混
乱
さ
せ
て
戸
惑
わ
せ
て
し

ま
い
、
本
性
を
失
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
人
が
本
性
を
守
れ
る
よ
う
に
礼
法
を
制
定
し
ま

す
。
』
」



肆、為政（政治を行います）

242

群
書
治
要
360

3

八
、
礼
楽

251	

周
監
彍

二
代
，
禮
文
鈫

尤
具
，
事
為
之
制
，
曲
𤊄

為
之
防
，
故
稱
禮
經
三
百
，
威
儀
三
千
旔

。
於
是
教
化
浹
洽
焩
，

民
用
和
睦
，
災
害
不
生
，
禍
亂
不
作
，
囹
圄
空
虛
，
四
十
餘
年
。
（
卷
十
四　

漢
書
二
）

	

【
註
釋
】�

彍
監
：
通
「
鑑
」
。
借
鑑
，
參
考
。
鈫
禮
文
：
指
禮
樂
制
度
及
其
具
體
規
定
。
𤊄
曲
：
細
事
，

小
事
。
旔
禮
經
三
百
，
威
儀
三
千
：
指
各
種
行
禮
的
儀
式
有
三
百
條
，
禮
儀
的
細
節
有
三
千
條
。

《
禮
記‧

中
庸
》
及
《
大
戴
禮‧

衛
將
軍
文
子
》
均
作
「
禮
儀
三
百
」
。
焩
浹
洽
（j

i
ā
 
q
i
à

／

夾
俠
）
：
普
遍
沾
潤
。

	

【
白
話
】�

周
朝
借
鑑
夏
、
商
兩
代
，
禮
制
儀
文
尤
其
完
備
，
大
事
上
定
有
制
度
，
小
事
也
都
有
防
範
，
所

以
說
禮
節
儀
式
有
三
百
條
，
禮
儀
細
節
有
三
千
條
。
於
是
教
化
遍
及
百
姓
，
人
民
之
間
和
睦
相

處
，
災
害
不
發
生
，
禍
亂
也
不
出
現
，
全
國
的
監
獄
連
續
四
十
多
年
沒
有
收
押
過
一
個
犯
人
。

　

周
朝
は
夏
、
商
ら
二
つ
の
治
世
を
見
習
っ
た
が
、
特
に
礼
制
と
条
文
は
完
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
き

な
事
柄
に
は
制
度
が
設
け
ら
れ
、
小
さ
な
こ
と
に
も
規
定
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
礼
儀
の
法
制

は
三
百
条
あ
ま
り
で
、
さ
ら
に
細
か
い
条
目
は
三
千
に
も
及
ぶ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ゆ
え
に
、
多
く
の
民

を
遍
く
教
化
で
き
て
、
民
と
民
の
間
は
仲
睦
ま
じ
く
、
災
い
も
動
乱
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。
全
国
の
監
獄
は

四
十
年
も
一
人
の
犯
人
を
収
容
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

252	

傅
子
曰
：
「
能
以
禮
教
興
天
下
者
，
其
知
大
本
之
所
立
乎
！
」
夫
大
本
者
與
天
地
並
存
，
與
人
道
俱
設
，

雖
蔽
彍

天
地
，
不
可
以
質
文
損
益
變
也
。
大
本
有
三
：
一
曰
君
臣
，
以
立
邦
國
；
二
曰
父
子
，
以
定
家
室
；
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三
曰
夫
婦
，
以
別
內
外
。
三
本
者
立
，
則
天
下
正
；
三
本
不
立
，
則
天
下
不
可
得
而
正
；
天
下
不
可
得
而
正
，

則
有
國
有
家
者
亟
亡
，
而
立
人
鈫

之
道
廢
矣
。
（
卷
四
十
九　

傅
子
）

	
【
註
釋
】
彍
蔽
：
蒙
蔽
；
壅
蔽
。
鈫
立
人
：
立
身
，
做
人
。

	

【
白
話
】�

傅
子
說
：
「
能
夠
用
禮
義
教
化
而
興
旺
國
家
的
，
是
知
道
治
理
國
家
的
大
根
大
本
啊
！
」
大
根

大
本
，
是
與
天
地
同
在
的
，
是
與
人
倫
相
互
依
存
的
。
即
使
天
地
被
蒙
蔽
了
，
大
根
大
本
的
形

式
有
所
增
減
，
但
實
質
從
未
改
變
。
根
本
有
三
：
一
是
君
仁
臣
忠
，
這
是
安
邦
定
國
之
本
；
二

是
父
慈
子
孝
，
這
是
安
家
立
業
之
本
；
三
是
夫
義
婦
德
，
這
是
區
分
內
外
之
本
。
這
三
種
根
本

關
係
的
道
義
確
立
了
，
則
天
下
歸
於
正
道
；
反
之
，
天
下
就
不
能
歸
於
正
道
。
天
下
不
能
歸
於

正
道
，
有
國
的
諸
侯
、
有
家
的
卿
大
夫
會
很
快
衰
亡
，
立
身
做
人
的
準
則
也
會
廢
棄
。

　

傅
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
礼
と
義
の
教
化
で
国
を
興
せ
る
者
は
、
治
国
の
大
い
な
る
根
本
を
知
っ
て

い
る
者
で
す
！
」
大
い
な
る
根
本
は
、
天
地
と
共
に
あ
り
、
人
倫
と
互
い
に
依
存
し
て
い
る
も
の
で
す
。

た
と
え
天
地
が
覆
い
隠
さ
れ
て
、
大
い
な
る
根
本
の
形
式
に
変
わ
り
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
質
は
い
つ
も

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
根
本
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
、
仁
愛
な
君
主
と
忠
実
な
臣
下
。
こ
れ
は
国
を
安

定
さ
せ
る
た
め
の
根
本
で
す
。
二
、
慈
愛
な
父
母
と
親
孝
行
な
子
ど
も
。
こ
れ
は
家
を
安
定
さ
せ
る
た
め

の
根
本
で
す
。
三
、
仁
義
を
重
ん
じ
る
夫
と
徳
性
の
優
れ
た
妻
。
こ
れ
は
内
外
を
分
け
る
た
め
の
根
本
で

す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
根
本
的
な
関
係
の
道
義
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
天
下
は
正
道
に
戻
り
ま
す
。
逆
に
で
き
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な
か
っ
た
ら
、
天
下
は
正
道
に
戻
ら
れ
ま
せ
ん
。
天
下
が
正
道
に
戻
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
国
を
持
つ
諸
侯

や
家
を
持
つ
卿
大
夫
は
す
ぐ
に
衰
退
し
て
滅
亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。
立
身
処
世
の
た
め
の
準
則
も
廃
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

253	

先
王
之
制
法
也
，
因
民
之
所
好
，
而
為
之
節
文
彍

者
也
。
因
其
好
色
，
而
制
婚
姻
之
禮
，
故
男
女
有
班
鈫

；

因
其
好
音
，
而
正
雅
頌
𤊄

之
聲
，
故
風
俗
不
流
旔

；
因
其
寧
室
家
樂
妻
子
，
教
之
以
孝
（
孝
作

順

）
，
故
父
子
有
親
；

因
其
喜
朋
友
，
而
教
之
以
悌
，
故
長
幼
有
序
。
然
後
脩
朝
聘
，
以
明
貴
賤
；
鄉
飲
習
射
焩

，
以
明
長
幼
；
時

蒐
烄

振
旅
𡡅

，
以
習
用
兵
；
蒐
，
簡
車

馬
也
。

入
學
庠
序
鵭

，
以
脩
人
倫
。
此
皆
人
所
有
於
性
，
而
聖
人
所
匠
成
貟

也
。
（
卷

四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
節
文
：
謂
制
定
禮
儀
，
使
行
之
有
度
。
鈫
班
：
區
別
。
𤊄
雅
頌
：
《
詩
經
》
內
容
和
樂
曲
分

類
的
名
稱
。
雅
樂
為
朝
廷
的
樂
曲
，
頌
為
宗
廟
祭
祀
的
樂
曲
。
旔
流
：
向
壞
的
方
面
轉
變
。
焩

習
射
：
鄉
射
禮
中
演
習
射
箭
。
烄
蒐
（s

ō
u

／

蒐
）
：
檢
閱
車
馬
；
閱
兵
。
𡡅
振
旅
：
整
頓
部

隊
，
操
練
士
兵
。
鵭
庠
（x

i
á
n
g

／

庠
）
序
：
古
代
的
地
方
學
校
，
即
鄉
學
，
後
亦
泛
稱
學
校
。

庠
：
古
代
的
學
校
，
特
指
鄉
學
。
《
孟
子‧

滕
文
公
上
》
：
「
夏
曰
校
，
殷
曰
序
，
周
曰
庠
，

學
則
三
代
共
之
，
皆
所
以
明
人
倫
也
。
」
貟
匠
成
：
培
養
造
就
。

	

【
白
話
】�

先
王
制
定
法
令
、
禮
儀
，
都
是
依
據
人
們
的
喜
好
來
制
定
典
章
制
度
，
使
行
之
有
度
。
根
據
人

們
有
情
欲
的
習
性
而
制
定
婚
姻
禮
法
，
所
以
男
女
界
限
分
明
；
根
據
人
們
喜
愛
音
樂
而
創
作
純
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正
的
雅
樂
、
頌
樂
，
所
以
風
俗
不
會
變
壞
；
根
據
人
們
珍
惜
家
庭
安
寧
、
妻
兒
快
樂
，
而
用
孝

順
和
睦
之
道
教
化
人
民
，
所
以
父
子
間
有
了
親
情
；
根
據
人
們
喜
歡
交
友
，
而
用
敬
順
尊
長
的

禮
儀
教
導
人
民
，
所
以
長
幼
之
間
有
次
序
。
做
到
這
些
之
後
，
再
制
定
朝
拜
天
子
、
出
使
諸
侯

國
的
禮
節
，
以
顯
明
地
位
尊
卑
的
區
分
；
制
定
鄉
飲
酒
禮
和
習
射
禮
，
來
顯
明
長
幼
之
間
的
次

序
；
適
時
檢
閱
車
馬
、
整
頓
軍
隊
，
以
訓
練
軍
事
；
讓
人
們
進
入
地
方
學
校
學
習
，
以
明
瞭
及

實
踐
倫
理
道
德
。
這
些
都
是
（
根
據
）
人
本
有
的
特
性
，
而
經
由
聖
人
的
培
養
造
就
讓
人
得
以

完
善
人
格
。

　

先
王
が
法
令
や
礼
儀
を
制
定
す
る
時
、
全
て
の
典
章
と
制
度
は
人
々
の
好
み
に
従
っ
て
制
定
さ
れ
た
か

ら
、
そ
の
実
行
も
節
度
あ
る
も
の
で
し
た
。
人
々
の
情
欲
の
性
質
に
従
っ
て
婚
姻
礼
法
を
制
定
し
た
か
ら
、

男
女
の
境
目
は
明
ら
か
で
し
た
。
人
々
が
音
楽
を
好
む
こ
と
か
ら
正
し
い
雅
楽
や
頌
楽
を
創
っ
た
た
め

に
、
風
俗
が
乱
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
々
が
家
の
安
寧
と
妻
子
の
快
楽
を
大
事
に
す
る
た

め
に
、
孝
行
と
和
睦
の
方
法
を
も
っ
て
民
を
教
化
し
、
親
子
の
間
に
絆
を
持
た
せ
ま
し
た
。
人
々
が
友
達

付
き
合
い
を
好
む
こ
と
か
ら
、
目
上
の
者
に
恭
し
く
従
う
よ
う
な
礼
儀
を
民
に
教
え
、
長
幼
の
間
に
秩
序

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
で
き
て
か
ら
、
臣
下
が
天
子
に
礼
拝
し
、
ま
た
天
子
か
ら
諸
侯

国
に
使
者
を
出
す
礼
節
を
制
定
し
、
地
位
の
高
低
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
飲
酒
や
射
礼
な
ど
の
規
則
を

制
定
し
て
、
長
幼
の
間
の
秩
序
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
適
時
に
車
や
馬
を
検
査
し
、
軍
隊
を
整

頓
し
て
軍
事
に
つ
い
て
の
練
習
を
さ
せ
ま
し
た
。
人
々
に
は
地
方
の
学
校
に
入
ら
せ
て
、
倫
理
と
道
徳
に



肆、為政（政治を行います）

246

群
書
治
要
360

3

八
、
礼
楽

つ
い
て
理
解
し
、
実
践
で
き
る
よ
う
に
学
習
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
人
が
元
々
持
っ
て
い
る
特

性
に
従
い
な
が
ら
、
聖
人
の
培
養
に
よ
っ
て
完
璧
な
人
格
を
作
る
た
め
の
方
法
で
す
。

254	

子
曰
：
「
禮
者
何
也
？
即
事
之
治
也
。
治
國
而
無
禮
，
譬
猶
瞽
彍

之
無
相
鈫

與
，
倀
倀
𤊄

乎
其
何
之
？
譬
如
終

夜
有
求
幽
室
旔

之
中
，
非
燭
何
以
見
之
？
若
無
禮
，
則
手
足
無
所
措
，
耳
目
無
所
加
，
進
退
揖
讓
焩

無
所
制
。

是
故
以
之
居
處
，
長
幼
失
其
別
，
閨
門
烄

三
族
𡡅

失
其
和
，
朝
廷
官
爵
失
其
序
，
軍
旅
武
功
失
其
制
，
宮
室

失
其
度
量
，
喪
紀
失
其
哀
，
政
事
失
其
施
，
凡
眾
之
動
失
其
宜
。
」
（
卷
七　

禮
記
）

	

【
註
釋
】�

彍
瞽
：
盲
人
。
鈫
相
（x

i
à
n
g

／

相
）
：
扶
助
者
，
導
引
盲
者
的
人
。
𤊄
倀
倀
（c

h
ā
n
g

／

倀
）
：

茫
茫
然
無
定
向
而
行
。
旔
幽
室
：
暗
室
。
焩
揖
讓
：
作
揖
謙
讓
，
古
代
賓
主
相
見
的
禮
儀
。
烄

閨
門
：
宮
苑
、
內
室
的
門
。
借
指
宮
廷
、
家
庭
。
𡡅
三
族
：
有
幾
種
說
法
，
此
處
採
鄭
玄
先
生

所
說
，
指
父
、
子
、
孫
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
禮
是
什
麼
呢
？
禮
就
是
做
事
的
準
則
和
規
矩
。
如
果
治
理
國
家
而
沒
有
禮
，
就
好

像
盲
人
沒
有
扶
助
者
，
茫
茫
然
會
走
向
何
處
？
又
好
比
整
夜
在
暗
室
裡
摸
索
，
沒
有
燈
燭
怎
麼

能
找
見
東
西
呢
？
若
是
沒
有
禮
，
那
麼
手
、
腳
都
不
知
道
該
怎
麼
放
，
耳
、
目
也
不
知
道
該
聽

什
麼
看
什
麼
，
前
進
後
退
、
行
禮
謙
讓
，
處
處
不
知
道
該
以
什
麼
準
則
去
做
。
所
以
說
，
若
在

沒
有
禮
可
遵
循
的
狀
況
下
，
日
常
生
活
中
，
長
輩
和
晚
輩
就
失
去
尊
卑
區
別
了
；
在
家
族
中
父
、

子
、
孫
三
代
就
會
失
去
和
睦
；
在
朝
廷
裡
，
官
職
和
爵
位
的
秩
序
就
會
紊
亂
；
軍
隊
行
軍
打
仗
就

會
失
去
紀
律
的
法
則
；
宮
室
建
築
就
會
不
合
法
度
規
模
；
喪
事
中
悲
哀
輕
重
就
會
失
去
標
準
；
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政
事
便
會
因
混
亂
無
序
而
得
不
到
實
施
，
所
有
的
行
為
舉
措
都
會
失
去
其
應
有
的
分
寸
。
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
礼
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
礼
と
は
物
事
を
行
う
時
の
準
則
と
規
則
で
す
。

も
し
国
を
治
め
る
時
に
礼
が
な
い
と
、
ま
る
で
支
え
て
く
れ
る
者
の
い
な
い
盲
目
の
者
で
、
わ
け
も
分
ら

ず
に
ど
こ
へ
向
か
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ま
る
で
闇
夜
に
暗
室
の
中
で
模
索
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
灯
り
な
く
し
て
、
ど
う
し
て
物
が
見
え
ま
し
ょ
う
か
。
も
し
礼
が
な
い
と
、
私
た
ち
は
手

足
を
ど
こ
に
置
け
ば
い
い
の
か
分
ら
な
く
な
り
、
耳
も
目
も
何
を
聞
い
て
何
を
見
れ
ば
い
い
の
か
、
分
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
前
進
後
退
や
物
腰
の
柔
ら
か
さ
な
ど
、
何
も
か
も
が
依
拠
す
べ
き
準
則
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
も
し
守
る
べ
き
礼
が
な
い
と
、
日
常
生
活
の
中
で
目
上
の
者
と
目

下
の
者
は
尊
卑
の
区
別
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
族
の
中
で
は
父
親
、
子
ど
も
、
孫
こ
れ
ら
三
つ
の
世

代
が
和
睦
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
朝
廷
で
は
官
職
と
爵
位
の
秩
序
が
乱
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
軍
隊
で
は

戦
争
の
時
に
紀
律
の
法
則
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
宮
廷
の
建
築
は
法
で
定
め
ら
れ
た
規
模
に
合
わ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
喪
に
服
す
時
は
、
哀
し
み
の
軽
重
が
度
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
政
事
も
混
乱
で

無
秩
序
な
状
態
の
た
め
に
、
実
施
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
全
て
の
行
い
が
守
る
べ
き
本
分
を
逸

し
て
し
ま
う
の
で
す
」

255	

先
王
之
立
禮
也
，
有
本
有
文
。
忠
信
，
禮
之
本
彍

；
義
理
鈫

，
禮
之
文
。
無
本
不
立
，
無
文
不
行
。
言
必
外
內

具
也
。

（
卷

七　

禮
記
）
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【
註
釋
】�

彍
忠
信
，
禮
之
本
：
孔
穎
達
先
生
說
：
「
忠
者
，
內
盡
於
心
也
；
信
者
，
外
不
欺
於
物
也
。
內

盡
於
心
，
故
與
物
無
怨
；
外
不
欺
物
，
故
與
物
相
諧
也
。
」
鈫
義
理
：
孔
穎
達
先
生
解
為
合
宜

得
理
。

	

【
白
話
】�

古
聖
先
王
創
立
的
禮
，
既
有
根
本
精
神
，
又
有
外
在
文
飾
（
制
定
形
式
的
原
則
）
。
忠
信
，
就

是
禮
的
根
本
精
神
；
合
宜
得
理
，
是
禮
的
外
在
文
飾
。
沒
有
忠
信
這
一
根
本
精
神
，
禮
就
無
法

成
立
；
沒
有
合
宜
得
理
的
形
式
，
禮
就
無
法
在
現
實
中
推
行
。

　

昔
の
聖
人
や
先
王
が
創
立
し
た
礼
に
は
、
根
本
と
な
る
精
神
が
備
わ
っ
て
い
る
上
に
、
文
書
に
よ
る
記

録
も
あ
り
ま
し
た
（
形
式
を
制
定
す
る
た
め
の
原
則
で
す
）
。
忠
信
と
は
、
す
な
わ
ち
礼
の
根
本
と
な
る

精
神
で
す
。
理
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
こ
そ
、
礼
の
外
在
的
な
文
書
に
よ
る
記
録
で
す
。
忠
信
と
い
う
精

神
が
な
け
れ
ば
、
礼
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
理
に
か
な
っ
た
形
式
が
な
い
と
、
礼
は
現
実
の
中
で
実
行
で

き
ま
せ
ん
。

256	

相
彍

鼠
有
皮
，
人
而
無
儀
。
相
，
視
也
。
儀
，
威
儀
也
。
視
鼠
有
皮
，
雖
居
高
顯
之
處
，

偷
食
苟
得
鈫
，
不
知
廉
恥
，
亦
與
人
無
威
儀
者
同
也
。

人
而
無
儀
，
不
死
胡
為
𤊄

。
人
以
有
威
儀
為
貴
，
今

反
無
之
，
傷
化
敗
俗
，

不
如
其
死
無

所
害
也
。

相
鼠
有
體
旔

，
人
而
無
禮
。
體
，
支

體
也
。

人
而
無
禮
，
胡
不
遄
焩

死
。
（
卷
三　

毛
詩
）

	

【
註
釋
】�

彍
相
（x

i
à
n
g

／

相
）
：
看
，
觀
察
。
鈫
苟
得
：
不
當
得
而
得
。
𤊄
胡
為
：
何
為
，
為
什
麼
。

旔
體
：
肢
體
。
焩
遄
（c

h
u
á
n

／

遄
）
：
迅
速
。

	

【
白
話
】�

看
那
老
鼠
身
上
只
有
一
張
皮
，
有
人
雖
然
是
人
卻
不
知
廉
恥
不
講
禮
節
。（
老
鼠
有
皮
蓋
著
全
身
，

但
即
使
處
在
高
聳
突
出
的
地
方
，
偷
取
食
物
、
獲
得
不
當
得
到
的
東
西
，
不
知
廉
恥
，
也
與
不
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講
禮
節
的
人
一
樣
，
雖
處
高
貴
顯
赫
之
位
，
行
為
卻
昏
暗
，
空
有
一
副
人
的
皮
囊
。
）
如
果
做

人
不
講
禮
節
，
不
死
又
為
什
麼
呢
？
看
那
老
鼠
空
有
肢
體
，
有
人
卻
不
講
禮
義
。
人
沒
有
禮
義

如
同
行
屍
走
肉
，
為
何
還
不
趕
快
去
死
？

　

ネ
ズ
ミ
の
身
に
は
一
枚
の
皮
し
か
な
く
、
ま
る
で
人
で
あ
る
の
に
、
廉
恥
と
礼
節
を
知
ら
な
い
よ
う
な

人
で
す
。
（
ネ
ズ
ミ
の
身
に
は
皮
が
ま
と
っ
て
い
る
が
、
た
と
え
高
い
と
こ
ろ
に
い
て
も
、
ネ
ズ
ミ
は
た

だ
食
べ
物
を
盗
み
取
り
、
不
当
に
物
を
得
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
る
で
廉
恥
と
礼
節
を
知
ら
な
い
人
の

よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
者
は
高
貴
な
地
位
に
い
な
が
ら
も
、
公
に
は
言
え
な
い
よ
う
な
行
為
ば
か
り
を

し
て
い
る
か
ら
、
ま
る
で
人
の
外
見
を
し
た
皮
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
）
も
し
人
に
生
ま
れ

な
が
ら
、
礼
節
の
こ
と
を
気
に
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
死
な
ず
に
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
ま
る
で
ネ
ズ

ミ
の
よ
う
に
精
神
が
な
く
、
肢
体
だ
け
が
あ
り
ま
す
。
礼
節
と
忠
義
の
こ
と
を
気
に
し
な
い
人
間
も
そ
う

で
す
。
も
し
人
間
に
礼
節
と
忠
義
が
な
け
れ
ば
、
ま
る
で
生
き
た
屍
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
早
く
死
な
ず

に
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。

257	

有
子
曰
：
「
禮
之
用
，
和
為
貴
。
先
王
之
道
斯
為
美
。
小
大
由
之
，
有
所
不
行
。
知
和
而
和
，
不
以
禮
節
之
，

亦
不
可
行
也
。
」
人
知
禮
貴
和
而
每
事
從
和
，
不

以
禮
為
節
，
亦
不
可
行
也
。

（
卷
九　

論
語
）

	

【
白
話
】�

有
子
說
：
「
禮
的
運
用
，
就
是
以
和
為
貴
。
古
聖
先
王
的
為
政
之
道
就
是
制
禮
用
和
，
以
用
和

為
最
美
。
無
論
小
事
大
事
都
用
禮
而
不
用
和
，
則
於
事
有
所
不
行
。
知
道
『
和
』
的
可
貴
而
一
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味
求
和
，
不
用
禮
來
節
制
，
那
也
是
不
可
行
的
。
」

　

だ
れ
か
が
言
い
ま
し
た
。
「
礼
の
運
用
は
、
和
を
も
っ
て
尊
い
と
し
ま
す
。
昔
の
聖
人
や
先
王
が
施
政

す
る
方
法
は
、
礼
法
を
制
定
し
て
和
を
用
い
ま
し
た
。
和
を
最
も
尊
い
も
の
と
し
て
、
こ
と
の
大
小
問
わ

ず
に
、
何
で
も
温
和
に
し
て
仲
良
く
す
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
無
理
の
あ
る
時
が
あ
り
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
『
和
』
の
尊
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
和
ば
か
り
を
追
い
求
め
て
、
礼
で
物
事
の
進
行
を

節
約
し
な
い
の
は
、
い
け
な
い
こ
と
で
す
」

258	

情
發
彍

於
聲
鈫

，
聲
成
文
𤊄

，
謂
之
音
。
發
，
猶
見
也
。
聲
，
謂
宮
商
角
徵
羽
。

聲
成
文
者
，
宮
商
上
下
相
應
也
。

治
世
之
音
，
安
以
樂
旔

，
其
政
和
；
亂
世
之
音
，

怨
以
怒
，
其
政
乖
焩

；
亡
國
之
音
，
哀
以
思
，
其
民
困
烄

。
故
正
得
失
，
動
天
地
，
感
鬼
神
，
莫
近
於
詩
。

先
王
以
是
經
𡡅

夫
婦
，
成
孝
敬
，
厚
人
倫
，
美
教
化
，
移
風
易
俗
。
（
卷
三　

毛
詩
）

	

【
註
釋
】�

彍
發
：
顯
現
；
顯
露
。
鈫
聲
：
指
古
代
五
聲
音
律
，
宮
商
角
徵
羽
。
𤊄
成
文
：
形
成
樂
章
、
文
采
、

文
辭
、
禮
儀
等
的
總
稱
，
這
裡
指
組
成
一
定
的
旋
律
。
旔
安
以
樂
：
安
詳
而
歡
樂
。
以
：
而
且
。

焩
乖
：
違
背
；
不
合
。
烄
困
：
困
厄
危
難
。
𡡅
經
：
調
理
。

	

【
白
話
】�

情
志
透
過
宮
商
之
聲
流
露
出
來
，
五
聲
音
律
聲
聲
相
應
而
成
韻
律
便
叫
做
「
音
」
。
太
平
盛
世

的
音
樂
安
詳
而
歡
樂
，
反
映
當
時
政
治
平
和
；
亂
世
的
音
樂
怨
恨
而
憤
怒
，
反
映
當
時
政
治
乖

戾
僻
違
；
滅
亡
或
瀕
於
滅
亡
的
國
家
的
音
樂
哀
傷
而
憂
愁
，
反
映
當
時
的
百
姓
流
離
困
苦
。
所

以
要
矯
正
政
治
得
失
、
震
動
天
地
、
感
動
鬼
神
，
沒
有
什
麼
比
詩
歌
更
近
於
能
實
現
這
個
目
標
。

前
代
君
王
就
是
以
詩
來
調
理
夫
婦
的
關
係
，
培
養
孝
敬
的
行
為
，
敦
厚
人
倫
常
道
，
使
教
化
美
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善
，
以
及
改
變
風
氣
和
習
俗
。

　

感
情
と
志
は
音
の
高
低
か
ら
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。
五
つ
の
音
律
が
互
い
に
呼
応
し
て
成
せ
た
韻
律
は

「
音
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
太
平
盛
世
の
音
楽
は
安
ら
い
で
楽
し
い
も
の
で
、
当
時
の
政
治
の
平
和
さ
を
反

映
し
て
い
ま
す
。
乱
世
の
音
楽
は
怨
み
と
怒
り
に
満
ち
て
お
り
、
当
時
の
政
治
が
正
道
に
背
い
て
い
る
こ

と
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
滅
亡
し
た
、
も
し
く
は
滅
亡
す
る
寸
前
の
国
の
音
楽
は
哀
切
に
し
て
憂
い
に
満

ち
た
も
の
で
す
。
当
時
の
民
が
流
離
の
苦
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

政
事
の
得
失
を
正
し
、
天
地
を
震
動
さ
せ
て
鬼
神
を
感
動
さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
詩
歌
に
勝
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
前
代
の
君
王
は
詩
で
夫
婦
の
関
係
を
整
い
、
親
子
の
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
音
楽
は

ま
た
、
人
倫
と
常
道
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
民
を
良
い
方
向
へ
と
教
化
さ
せ
て
、
風
習
と
習

俗
を
変
え
ら
れ
ま
す
。

	

九
、
民
生

259	

農
，
天
下
之
大
本
也
，
民
所
恃
以
生
也
，
而
民
或
不
務
本
而
事
末
彍

，
故
生
不
遂
。
（
後
補
卷
十
三　

漢
書
一
）

	

【
註
釋
】
彍
末
：
非
根
本
的
，
次
要
的
事
，
此
處
指
工
商
業
。
與
為
「
本
」
的
農
業
相
對
。

	

【
白
話
】�

（
漢
文
帝
下
詔
說
：
）
農
業
是
天
下
的
根
本
產
業
，
是
百
姓
賴
以
生
存
的
基
礎
，
如
果
大
部
分

的
民
眾
拋
棄
最
根
本
的
農
業
生
產
去
從
事
工
商
業
，
糧
食
就
會
匱
乏
，
國
民
生
活
就
不
能
得
到

保
障
。
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（
漢
の
文
帝
は
令
を
下
し
て
言
い
ま
し
た
。
）
「
農
業
こ
そ
天
下
の
根
本
と
な
る
産
業
で
あ
り
、
民
の

命
綱
の
基
礎
で
す
。
も
し
ほ
と
ん
ど
の
民
が
最
も
根
本
的
な
産
業
で
あ
る
は
ず
の
農
業
を
や
め
て
、
商
工

業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
食
糧
は
不
足
し
、
国
民
の
生
活
は
保
障
さ
れ
ま
せ
ん
」

260	

國
以
民
為
根
，
民
以
穀
為
命
；
命
盡
則
根
拔
，
根
拔
則
本
顛
彍

。
（
卷
四
十
五　

崔
寔
政
論
）

	

【
註
釋
】
彍
顛
：
傾
覆
；
滅
亡
。

	

【
白
話
】�

國
家
以
百
姓
為
根
本
，
百
姓
以
糧
食
為
性
命
；
糧
食
不
足
則
百
姓
就
不
能
生
活
，
百
姓
生
存
不

下
去
則
國
家
就
會
被
顛
覆
。

　

国
は
民
を
根
元
と
し
て
お
り
、
民
は
食
糧
を
命
と
し
て
い
ま
す
。
命
で
あ
る
食
糧
が
尽
き
る
と
、
根
元

で
あ
る
民
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
民
が
生
き
ら
れ
な
く
な
る
と
、
国
は
転
覆
さ
せ
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

261	

民
財
暴
賤
，
而
非
常
暴
貴
；
非
常
暴
貴
，
則
本
竭
而
末
盈
；
末
盈
本
竭
，
而
國
富
民
安
，
未
之
有
矣
。
（
卷

四
十
九　

傅
子
）

	

【
白
話
】�

農
產
品
價
格
很
便
宜
，
而
非
必
需
品
價
格
卻
很
高
；
非
必
需
品
價
格
很
高
，
農
業
就
會
衰
竭
，

商
業
就
會
過
度
發
展
；
商
業
過
度
發
展
、
農
業
衰
敗
卻
能
國
富
民
安
，
這
是
從
來
沒
有
的
。
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農
産
品
の
価
格
が
非
常
に
安
い
の
に
、
非
日
常
用
品
の
価
格
が
非
常
に
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

非
日
常
用
品
の
価
格
が
非
常
に
高
く
な
る
と
、
農
業
は
廃
れ
て
、
商
業
は
過
度
に
発
展
し
て
し
ま
い
ま
す
。

商
業
が
過
度
に
発
展
し
て
し
ま
う
と
、
農
業
は
廃
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
国
が
豊
で
民

が
安
ら
い
だ
生
活
を
送
れ
る
な
ん
て
こ
と
は
、
か
つ
て
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

262	

夫
珠
玉
金
銀
，
飢
不
可
食
，
寒
不
可
衣
，
然
而
眾
貴
之
者
，
以
上
用
之
故
也
。
其
為
物
輕
微
易
臧
彍

，
在
於

把
握
，
可
以
周
海
內
，
而
無
飢
寒
之
患
。
此
令
民
易
去
其
鄉
，
盜
賊
有
所
勸
，
亡
逃
者
得
輕
資
鈫

也
。
粟
米

布
帛
生
於
地
，
長
於
時
，
聚
於
力
，
非
可
一
日
成
也
。
數
石
之
重
，
中
人
𤊄

不
勝
，
不
為
姦
邪
所
利
旔

，
一

日
弗
得
，
而
飢
寒
至
。
是
故
明
君
貴
五
穀
而
賤
金
玉
。
（
卷
十
四　

漢
書
二
）

	

【
註
釋
】�

彍
臧
（c

á
n
g

／

藏
）
：
「
藏
」
的
古
字
。
收
藏
，
隱
藏
。
鈫
輕
資
：
便
於
攜
帶
的
財
物
。
𤊄
中

人
：
中
等
的
人
，
常
人
。
旔
利
：
貪
愛
；
喜
好
。

	

【
白
話
】�

珠
寶
美
玉
和
金
銀
，
飢
餓
時
不
能
吃
，
寒
冷
時
不
能
穿
，
然
而
大
眾
卻
認
為
它
們
很
貴
重
，
這

是
因
為
君
主
使
用
它
們
的
緣
故
。
金
銀
珠
寶
這
些
物
品
，
輕
便
小
巧
容
易
收
藏
，
拿
在
手
中
，

可
以
走
遍
天
下
而
不
會
有
飢
寒
的
憂
患
。
這
樣
就
使
得
人
民
容
易
離
開
家
鄉
，
盜
賊
受
到
鼓
勵
，

犯
罪
逃
亡
的
人
有
了
便
於
攜
帶
的
財
物
。
粟
米
布
帛
產
生
於
田
地
中
，
隨
時
令
而
生
長
，
凝
聚

了
人
力
在
其
中
，
不
是
一
日
之
間
就
能
長
成
的
。
幾
石
重
的
糧
食
，
一
般
的
人
難
以
拿
動
，
也

不
被
姦
邪
之
人
所
貪
圖
，
然
而
一
天
得
不
到
就
會
感
到
飢
寒
。
所
以
，
英
明
的
君
主
重
視
五
穀

而
輕
視
金
玉
。
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美
し
い
珠
玉
と
金
銀
は
、
飢
え
て
い
る
時
は
食
べ
ら
れ
ず
、
寒
い
時
も
着
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
衆
は
こ
れ
ら
の
物
を
非
常
に
貴
重
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
君
主
が
こ
れ
ら
の
物
を
使
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
金
銀
珠
玉
は
軽
く
て
小
さ
い
か
ら
、
収
納
し
や
す
い
の
で
す
。
手
中
に
納
め
れ

ば
、
天
下
を
踏
破
し
て
も
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
ま
れ
る
憂
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
民
は
易
々

と
故
郷
を
離
れ
て
し
ま
い
し
ま
す
。
ま
た
、
盗
賊
は
励
ま
さ
れ
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。
罪
を
犯
し
て
逃
亡

し
て
い
て
も
、
携
帯
し
や
す
い
財
物
の
目
処
が
つ
く
か
ら
で
す
。
穀
物
や
布
は
田
ん
ぼ
の
中
に
生
え
て
お

り
、
時
の
流
れ
と
共
に
成
長
し
て
い
る
が
、
同
時
に
人
の
力
も
必
要
で
、
一
日
に
し
て
収
穫
で
き
る
よ
う

に
成
長
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
く
石こ

く

の
重
さ
も
あ
る
食
糧
は
、
普
通
の
人
に
は
持
ち

運
び
に
く
い
の
で
、
邪
な
者
に
狙
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
作
物
は
民

に
と
っ
て
、
一
日
得
ら
れ
な
い
だ
け
で
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

英
明
な
君
主
は
五
穀
を
重
視
し
て
金
銀
と
珠
玉
を
軽
視
し
ま
す
。

263	

欲
民
務
農
，
在
於
貴
粟
，
貴
粟
之
道
，
在
於
使
民
以
粟
為
賞
罰
。
今
募
天
下
，
入
粟
縣
官
，
得
以
拜
爵
，

得
以
除
罪
。
如
此
，
富
人
有
爵
，
農
民
有
錢
，
粟
有
所
渫
矣
。
夫
能
入
粟
以
受
爵
，
皆
有
餘
者
也
，
取
於

有
餘
，
以
供
上
用
，
則
貧
民
之
賦
可
損
。
所
謂
損
有
餘
補
彍

不
足
，
令
出
而
民
利
者
也
。
順
於
民
心
，
所
補

者
三
：
一
曰
主
用
足
，
二
曰
民
賦
少
，
三
曰
勸
農
功
鈫

。
（
卷
十
四　

漢
書
二
）

	

【
註
釋
】
彍
補
：
裨
益
、
好
處
。
鈫
農
功
：
農
事
。
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【
白
話
】�

（
晁
錯
上
疏
說
：
）
想
要
讓
人
們
從
事
於
農
業
生
產
，
關
鍵
是
要
重
視
糧
食
，
其
方
法
在
於
用

糧
食
作
為
決
定
賞
罰
的
條
件
。
現
在
號
召
天
下
人
民
，
只
要
向
官
府
交
納
糧
食
，
就
可
以
得
到

爵
位
，
或
免
除
一
定
的
罪
過
。
如
此
，
富
人
就
會
擁
有
爵
位
，
農
民
也
會
得
到
錢
財
，
糧
食
也

能
有
所
分
散
流
通
了
。
凡
能
交
納
糧
食
來
取
得
爵
位
的
，
都
是
有
餘
糧
的
人
。
從
富
餘
者
那
里

取
一
部
分
來
供
政
府
使
用
，
那
麼
貧
窮
百
姓
的
賦
稅
就
可
以
減
少
了
，
這
就
叫
做
減
少
富
餘
的

來
補
充
不
足
的
，
政
令
一
出
人
民
就
會
得
到
利
益
。
此
舉
順
應
人
民
的
意
願
，
有
三
個
方
面
的

好
處
：
第
一
是
政
府
的
需
用
充
足
，
第
二
是
人
民
的
賦
稅
減
少
，
第
三
是
可
以
鼓
勵
農
業
生
產
。

　

（
晁
錯
は
上
書
し
ま
し
た
。
）
人
々
に
農
業
に
従
事
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
鍵
に
な
る
の
は
食
糧

を
重
視
す
る
こ
と
で
す
。
方
法
と
し
て
、
ま
ず
食
糧
を
賞
罰
の
条
件
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
民
に
宣
告

す
る
の
で
す
。
官
庁
に
食
糧
を
納
め
れ
ば
、
爵
位
を
得
ら
れ
た
り
、
も
し
く
は
一
定
の
罪
が
免
除
さ
れ
た

り
す
る
と
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
裕
福
な
者
は
爵
位
が
手
に
入
り
、
農
民
は
金
銭
を
得
ら
れ
て
、
食
糧

も
分
散
さ
せ
て
流
通
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
食
糧
を
納
め
て
爵
位
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
者
は
、
お
よ

そ
余
分
な
食
糧
を
持
っ
て
い
る
者
で
す
。
こ
れ
ら
裕
福
な
者
の
と
こ
ろ
か
ら
一
部
の
食
糧
を
政
府
が
徴
用

す
る
と
、
貧
し
い
民
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
税
金
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
裕
福
な
者
の
持
ち
分
を

減
ら
し
て
、
不
足
し
て
い
る
者
の
懐
を
補
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
政
令
が
出
さ
れ
れ
ば
、
民
は
利
益

を
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
行
い
は
民
の
気
持
ち
に
順
応
し
て
お
り
、
三
つ
の
い
い
こ
と
を
も
た
ら
し
て
く
れ

ま
す
。
一
、
政
府
の
需
用
が
充
足
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
二
、
民
の
税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
三
、
農

業
の
生
産
を
励
ま
し
ま
す
。
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264	

抱
朴
子
曰
：
「
民
財
匱
矣
，
而
求
彍

不
已
；
下
力
極
矣
，
而
役
不
休
。
欲
怨
歎
之
不
生
，
規
其
寧
之
惟
永
，

猶
斷
根
以
續
枝
，
剜
背
以
裨
鈫

腹
，
刻
目
以
廣
明
，
割
耳
以
開
聰
也
。
」
（
卷
五
十　

抱
朴
子
）

	

【
註
釋
】
彍
求
：
索
取
。
鈫
裨
（b

ì

／

裨
）
：
彌
補
，
補
助
。

	

【
白
話
】�
抱
樸
子
說
：
「
人
民
的
財
力
已
經
很
匱
乏
了
，
還
在
搜
刮
不
止
；
人
民
的
力
氣
已
經
用
到
極
點
了
，

還
在
役
使
不
停
。
還
想
使
老
百
姓
不
生
怨
恨
傷
嘆
的
情
緒
，
幻
想
實
現
永
久
的
安
寧
，
這
就
好

比
截
斷
樹
根
來
接
長
樹
枝
、
剜
割
後
背
上
的
肉
來
補
肚
子
、
割
開
眼
眶
來
開
闊
視
野
、
割
掉
耳

朵
來
增
強
聽
力
一
樣
。
」

　

抱
朴
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
民
の
財
力
は
も
う
非
常
に
欠
如
し
て
い
る
の
に
、
ま
だ
毟
り
取
ろ
う
と

す
る
者
が
い
ま
す
。
民
の
気
力
は
も
う
極
限
ま
で
使
い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
の
に
、
ま
だ
使
役
し
よ
う
と

す
る
者
が
い
ま
す
。
し
か
も
民
に
怨
み
と
嘆
き
の
気
持
ち
を
抱
か
せ
な
い
で
、
永
遠
の
安
ら
ぎ
を
実
現
で

き
る
と
夢
を
見
て
い
る
と
は
。
こ
れ
は
ま
る
で
樹
木
の
根
元
を
切
断
し
て
継
ぎ
木
し
よ
う
と
し
て
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
も
し
く
は
背
中
の
肉
を
切
り
取
っ
て
お
腹
の
く
ぼ
み
を
補
っ
た
り
、
目
を
切
り
開
い
て
視

野
を
開
こ
う
と
し
た
り
、
耳
を
削
い
で
聴
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
」

	

十
、
法
古
（
古
き
を
見
習
い
ま
す
）

265	

齊
桓
公
問
管
子
曰
：
「
吾
念
有
而
勿
失
，
得
而
勿
忘
彍

，
為
之
有
道
乎
？
」
對
曰
：
「
勿
創
勿
作
，
時
鈫

至

而
隨
。
無
以
私
好
惡
害
公
正
，
察
民
所
惡
，
以
自
為
戒
。
黃
帝
立
明
臺
𤊄

之
議
，
堯
有
衢
室
旔

之
問
，
舜
有
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告
善
之
旌
焩

，
禹
立
諫
鼓
烄

於
朝
，
湯
有
總
街
之
庭
𡡅

，
以
觀
民
誹
也
。
此
古
聖
帝
明
王
所
以
有
而
勿
失
、
得

而
勿
忘
者
也
。
」
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	
【
註
釋
】�

彍
忘
：
通
「
亡
」
。
喪
失
，
失
去
。
鈫
時
：
時
機
，
機
會
。
𤊄
明
臺
：
傳
說
為
黃
帝
聽
政
之
所
。

旔
衢
（q

ú

／

衢
）
室
：
相
傳
為
唐
堯
徵
詢
民
意
的
處
所
。
焩
告
善
之
旌
：
為
獎
勵
人
臣
進
諫
而

設
的
旗
幟
。
烄
諫
鼓
：
設
於
朝
廷
供
進
諫
者
敲
擊
以
聞
的
鼓
。
𡡅
總
街
之
庭
：
通
衢
大
道
旁
的

亭
舍
。
指
商
湯
聽
取
民
意
之
處
。

	

【
白
話
】�

齊
桓
公
問
管
仲
說
：
「
我
想
擁
有
天
下
而
不
失
去
，
得
到
權
力
而
不
喪
失
，
做
到
這
一
點
有
方

法
嗎
？
」
管
仲
回
答
說
：
「
不
要
刻
意
創
新
，
時
機
來
臨
就
隨
之
行
事
。
不
要
以
個
人
的
好
惡

來
損
害
公
正
，
了
解
人
民
所
討
厭
的
事
，
以
便
自
己
引
以
為
戒
。
黃
帝
建
立
了
明
臺
的
議
政
制

度
，
堯
帝
設
有
衢
室
的
諮
詢
制
度
，
舜
帝
設
有
獎
勵
人
們
進
諫
的
旌
旗
，
夏
禹
在
朝
廷
上
設
立

進
諫
之
鼓
，
商
湯
設
有
通
途
大
道
旁
的
亭
舍
，
用
來
了
解
百
姓
的
批
評
意
見
。
這
就
是
古
代
聖

君
賢
王
所
以
擁
有
天
下
而
不
失
去
、
得
到
權
力
而
不
喪
失
的
方
法
。
」

　

斉
の
桓
公
は
管
仲
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
私
は
天
下
を
擁
し
て
失
わ
ず
に
、
権
力
を
手
に
入
れ
て
失
い
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
」
管
仲
は
答
え
ま
し
た
。
「
わ
ざ
と
新
し
い
こ

と
を
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
で
す
。
時
機
が
来
れ
ば
、
様
子
を
伺
っ
て
対
応
す
る
べ
き
で
す
。
個
人
の
好

き
嫌
い
で
公
正
を
損
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
民
の
嫌
う
こ
と
を
理
解
し
て
、
自
分
を
戒
め
な
さ
い
。
黄

帝
は
明
台
の
議
政
制
度
を
設
立
し
、
堯
帝
は
衢
室
と
い
う
民
の
た
め
の
相
談
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
舜
帝



肆、為政（政治を行います）

258

群
書
治
要
360

3

十
、
法
古
（
古
い
も
の
に
見
習
い
ま
す
）

は
人
々
が
諫
言
を
進
呈
す
る
の
を
奨
励
す
る
旌せ

い

き旗
を
設
け
、
夏
朝
の
禹
は
朝
廷
に
諫
言
の
鼓
を
設
置
し
ま

し
た
。
ま
た
、
商
朝
の
湯
は
民
の
批
評
と
意
見
を
知
る
た
め
に
、
往
来
の
大
道
の
そ
ば
に
亭
舎
を
作
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
こ
そ
昔
の
聖
君
や
賢
明
な
帝
王
が
天
下
を
擁
し
て
失
わ
ず
に
、
権
力
を
手
に
入
れ
て
失
わ

な
か
っ
た
方
法
で
す
」

266	

湯
彍

降
鈫

不
遲
𤊄

，
聖
旔

敬
日
躋
焩

。
昭
烄

假
𡡅

遲
遲
鵭

，
上
帝
貟

是
祗
賩

。
帝
命
式
𧷜

于
九
圍
妚

。
不
遲
，
言
疾
也
。

躋
，
升
也
。
九
圍
，

九
州
也
。
降
，
下
也
。
假
，
暇
也
。
祗
，
敬
也
。
式
，
用
也
。
湯
之
下
士
尊
賢
甚
疾
，
其
聖
敬
之
德
日
進
，
然
而
能
以
其
聰
明
，

寬
暇
天
下
之
人
遲
遲
然
。
言
其
急
於
已
而
緩
於
人
也
。
天
用
是
故
愛
敬
之
，
天
於
是
又
命
之
，
使
用
事
於
天
下
，
言
王
之
。 

不
競
矃

不
絿
姰

，
不
剛
不
柔
。

敷
政
䍮

優
優
㛔

，
百
祿
踪

是
遒
躧

。
絿
，
急
也
。
優
優
，

和
也
。
遒
，
聚
也
。

（
卷
三　

毛
詩
）

	

【
註
釋
】�

彍
湯
：
商
朝
的
開
國
之
君
。
鈫
降
：
指
禮
賢
下
士
。
𤊄
不
遲
：
謂
湯
王
禮
賢
下
士
非
常
急
切
。

旔
聖
：
古
之
王
天
下
者
。
亦
為
對
於
帝
王
或
太
后
的
極
稱
。
焩
躋
（j

ī

／

躋
）
：
升
。
烄
昭
：

光
明
，
明
亮
；
明
顯
，
顯
著
。
𡡅
假
：
通
「
暇
」
，
從
容
。
鵭
遲
遲
：
舒
緩
，
從
容
不
迫
的
樣
子
。

貟
上
帝
：
天
帝
。
賩
祇
（z

h
ī

／

祇
）
：
敬
。
𧷜
式
：
用
，
施
行
。
妚
九
圍
：
九
州
。
矃
競
：

爭
競
，
指
為
名
利
而
爭
逐
奔
走
。
亦
泛
指
互
相
爭
勝
。
姰
絿
（q

i
ú

／

絿
）
：
急
躁
。
䍮
敷
政
：

布
政
，
施
行
教
化
。
㛔
優
優
：
寬
和
貌
。
踪
百
祿
：
指
多
福
。
躧
遒
：
聚
合
；
聚
集
。

	

【
白
話
】�

湯
王
禮
賢
下
士
非
常
急
切
，
聖
王
誠
敬
之
德
與
日
俱
增
。
他
嚴
以
律
己
而
寬
以
待
人
，
對
上
天

心
懷
恭
敬
。
於
是
上
天
派
他
來
治
理
天
下
，
為
天
下
人
做
最
好
的
榜
樣
。
從
不
爭
強
好
勝
急
於

求
成
，
既
不
剛
強
暴
戾
也
非
柔
弱
不
禁
。
施
政
溫
和
而
且
寬
厚
，
才
有
這
千
祥
雲
集
百
福
駢
臻
。
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湯
王
は
下
々
の
士
人
を
礼
遇
す
る
こ
と
に
非
常
に
心
を
砕
い
て
い
た
か
ら
、
聖
王
と
し
て
の
誠
意
と
敬

意
か
ら
な
る
徳
性
は
日
に
日
に
増
す
ば
か
り
で
す
。
湯
王
は
自
分
に
は
厳
し
く
、
人
に
は
寛
大
に
接
し
て

い
て
、
天
に
は
恭
し
く
敬
意
の
あ
る
態
度
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
天
下
の
人
々
の
模
範
に
な
れ
る

よ
う
に
、
天
下
を
治
め
る
者
と
し
て
天
か
ら
遣
わ
さ
れ
ま
し
た
。
湯
王
は
無
理
し
て
勝
こ
と
を
好
ま
ず
、

成
功
を
急
ぐ
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
我
が
強
く
て
暴
虐
を
振
る
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
困
難
に
耐
え

ら
れ
な
い
程
の
軟
弱
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
執
政
は
至
っ
て
温
和
に
し
て
寛
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ

れ
ほ
ど
の
盛
世
が
見
ら
れ
ま
す
。

267	

古
者
天
子
諸
侯
有
事
，
必
告
彍

於
廟
（
廟
下
有

朝
字
鈫

）
。
有
二
史
，
右
史
記
事
（
事
字

作
動

）
，
左
史
記
言
。
事
（
事
字

作
動

）
為

《
春
秋
》
，
言
為
《
尚
書
》
。
君
舉
𤊄

必
記
，
臧
否
旔

成
敗
，
無
不
存
焉
。
下
及
士
庶
，
苟
有
茂
異
焩

，
咸
在

載
籍
。
或
欲
顯
而
不
得
，
欲
隱
而
名
章
。
得
失
一
朝
，
榮
辱
千
載
。
善
人
勸
焉
，
淫
人
懼
焉
。
故
先
王
重
之
，

以
副
賞
罰
，
以
輔
法
教
。
宜
於
今
者
，
官
以
其
方
，
各
書
其
事
，
歲
盡
則
集
之
於
《
尚
書
》
。
各
備
史
官
，

使
掌
其
典
。
（
卷
四
十
六　

申
鑒
）

	

【
註
釋
】�

彍
告
：
禱
告
；
祭
告
。
鈫
廟
下
有
朝
字
：
此
「
朝
」
字
應
與
下
文
「
有
二
史
」
連
讀
為
「
朝
有

二
史
」
。
𤊄
舉
：
言
行
；
舉
動
。
旔
臧
否
（z

ā
n
g
 
p
ǐ

／

臧
否
）
：
善
惡
；
得
失
。
焩
茂
異
：

德
才
出
眾
。
亦
指
德
才
出
眾
的
人
。

	

【
白
話
】�

古
代
天
子
、
諸
侯
遇
到
大
事
的
時
候
，
一
定
祭
告
宗
廟
。
朝
中
設
有
兩
名
史
官
，
右
史
官
記
錄
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天
子
或
諸
侯
的
行
動
，
左
史
官
記
錄
天
子
或
諸
侯
的
言
論
。
所
記
之
事
結
集
為
《
春
秋
》
，
所

記
之
言
結
集
為
《
尚
書
》
。
凡
天
子
或
諸
侯
的
一
言
一
行
，
一
定
會
被
記
錄
下
來
，
其
善
惡
成

敗
，
沒
有
不
存
錄
的
。
往
下
延
伸
到
官
吏
平
民
，
若
德
才
出
眾
，
都
載
入
典
籍
。
有
人
想
顯
揚

卻
不
能
，
有
人
想
隱
藏
反
而
名
聲
顯
著
。
得
失
只
是
一
時
的
事
，
但
光
榮
或
恥
辱
卻
流
傳
千
年
。

善
良
的
人
得
到
鼓
勵
，
作
惡
的
人
有
所
畏
懼
。
所
以
前
代
帝
王
重
視
編
纂
史
書
，
用
它
來
配
合

獎
賞
懲
罰
，
用
它
來
輔
助
法
制
教
化
。
對
於
適
宜
於
當
今
社
會
的
，
各
官
衙
部
門
可
沿
襲
這
一

方
法
，
各
自
記
錄
他
們
的
事
情
，
年
終
時
就
集
合
在
《
尚
書
》
之
中
。
各
部
門
可
以
自
設
史
官
，

讓
他
們
掌
管
他
們
的
典
籍
。

　

昔
の
天
子
や
諸
候
は
大
き
な
事
件
が
あ
る
と
、
必
ず
祭
典
を
あ
げ
て
宗
廟
に
報
告
し
ま
し
た
。
廟
に
は

二
名
の
史
官
が
い
ま
し
た
。
右
の
史
官
は
天
子
や
諸
候
の
行
動
を
記
録
し
、
左
の
史
官
は
天
子
や
諸
候
の

言
論
を
記
録
し
ま
し
た
。
記
さ
れ
た
こ
と
は
『
春
秋
』
に
、
言
葉
は
『
尚
書
』
に
集
結
さ
れ
ま
し
た
。
お

よ
そ
天
子
や
諸
候
の
一
言
一
行
は
必
ず
記
録
さ
れ
て
、
そ
の
良
し
悪
し
や
成
功
す
る
か
否
か
も
、
何
一
つ

記
録
さ
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
官
吏
や
平
民
に
ま
で
も
及
び
ま
す
。
も
し
群

を
抜
い
た
徳
性
と
才
能
が
あ
れ
ば
、
全
て
典
籍
に
載
せ
ら
れ
ま
し
た
。
己
の
名
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
て

で
き
な
い
者
が
い
る
反
面
、
隠
れ
よ
う
と
し
て
逆
に
有
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
者
も
い
ま
す
。
得
失
は
一

時
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
が
、
光
栄
や
羞
恥
は
千
年
も
伝
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
善
良
な
者
は
励
ま
さ
れ
、

悪
事
を
働
く
者
は
畏
怖
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
先
代
の
帝
王
は
史
書
の
編
纂
を
重
視
し
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て
い
ま
し
た
。
史
書
と
奨
励
や
懲
罰
を
併
せ
て
、
法
制
に
よ
る
教
化
を
補
助
し
ま
す
。
今
の
社
会
に
も
適

応
で
き
る
よ
う
に
、
各
官
僚
の
部
門
は
こ
の
方
法
を
踏
襲
し
て
も
い
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
を
記
録

し
、
年
末
は
『
尚
書
』
に
集
ま
り
ま
す
。
各
部
門
は
自
分
の
史
官
を
擁
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
籍
の
官
吏

を
任
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

268	

曾
子
彍

曰
：
「
人
之
將
死
，
其
言
也
善
。
」
恭
王
之
謂
也
鈫

。
孔
子
曰
：
「
朝
聞
道
，
夕
死
可
矣
。
」
於
是

以
開
後
嗣
，
覺
來
世
，
猶
愈
沒
身
不
寤
者
也
。
（
卷
四
十
二　

新
序
）

	

【
註
釋
】�

彍
曾
子
：
即
曾
參
，
字
子
輿
，
春
秋
末
期
魯
國
南
武
城
（
今
山
東
省
平
邑
縣
）
人
，
孔
子
的
弟
子
，

世
稱
「
曾
子
」
。
鈫
恭
王
之
謂
也
：
楚
恭
王
就
是
這
樣
。
本
段
上
文
講
到
，
楚
恭
王
平
時
不
喜

歡
與
勸
諫
他
的
侍
從
筦
（g

u
ǎ
n

／

筦
）
蘇
相
處
，
而
喜
歡
一
直
順
從
討
好
他
的
申
侯
伯
。
臨

終
時
，
則
下
令
賜
予
筦
蘇
很
高
的
爵
位
，
同
時
趕
快
驅
逐
申
侯
伯
。

	

【
白
話
】�

曾
子
曾
經
說
：
「
人
將
要
死
去
的
時
候
，
說
出
來
的
話
也
是
善
意
的
。
」
楚
恭
王
就
是
這
樣
。

孔
子
也
曾
說
過
：
「
假
如
一
個
人
早
上
聽
聞
了
仁
道
，
即
使
晚
上
就
死
去
了
，
也
就
沒
白
來
人

間
一
趟
。
」
楚
恭
王
的
做
法
可
以
啟
發
後
人
，
警
惕
來
世
，
總
比
那
些
至
死
還
不
覺
悟
的
人
強

得
多
了
。

　

か
つ
て
曾
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
人
が
亡
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
時
、
そ
の
言
葉
で
さ
え
も
善
意
に

満
ち
て
い
ま
す
」
楚
の
恭
王
は
ま
さ
に
そ
う
で
し
た
。
孔
子
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
も
し
あ
る
者
が
朝
の
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う
ち
に
仁
道
を
聞
い
た
の
な
ら
ば
、
た
と
え
そ
の
夜
に
亡
く
な
っ
て
も
、
も
う
後
悔
は
な
い
で
し
ょ
う
」

楚
の
恭
王
の
や
り
方
は
、
来
世
の
こ
と
に
つ
い
て
警
戒
す
る
よ
う
に
後
世
の
人
た
ち
を
啓
発
で
き
ま
す
。

死
ぬ
ま
で
も
覚
悟
で
き
な
い
者
た
ち
よ
り
遥
か
に
良
か
っ
た
で
す
。

	

十
一
、
賞
罰

269	

先
王
重
於
爵
位
，
慎
於
官
人
。
制
爵
必
俟
彍

有
德
，
班
祿
鈫

必
施
有
功
。
是
以
見
其
爵
者
昭
其
德
，
聞
其
祿

者
知
其
功
。
（
卷
四
十
八　

典
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
俟
：
等
待
。
鈫
班
祿
：
分
等
級
制
定
俸
祿
。

	

【
白
話
】�

《
易
經
》
說
：
「
聖
人
之
大
寶
，
在
於
有
崇
高
地
位
（
因
為
擁
有
地
位
可
以
更
好
地
利
益
人
民
）
。

怎
樣
保
守
其
位
？
在
於
仁
愛
的
美
德
。
」
所
以
上
古
賢
明
君
王
對
爵
位
很
重
視
，
對
授
予
官
職

很
謹
慎
。
賞
賜
爵
位
必
定
授
予
賢
德
的
人
，
頒
發
俸
祿
必
定
施
與
有
功
的
人
。
所
以
看
到
官
員

的
爵
位
就
明
白
他
的
德
行
，
聽
說
官
員
的
俸
祿
就
知
道
他
的
功
勞
。

 

『
易
経
』
に
あ
り
ま
し
た
。
「
聖
人
の
大
い
な
る
宝
は
、
そ
の
崇
高
な
地
位
で
す
。
（
地
位
が
あ
れ
ば
、

民
た
ち
に
よ
り
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
せ
る
か
ら
で
す
。
）
」
そ
の
た
め
に
、
昔
の
賢
明
な
君
王
は
爵
位

の
こ
と
を
と
て
も
重
視
し
て
、
官
職
を
与
え
る
こ
と
に
も
と
て
も
慎
重
で
し
た
。
爵
位
は
必
ず
賢
明
に
し

て
徳
性
の
高
い
者
に
与
え
ま
し
た
。
俸
禄
も
必
ず
功
労
の
あ
る
者
に
与
え
た
も
の
で
す
。
ゆ
え
に
、
官
員
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の
爵
位
を
見
れ
ば
、
そ
の
徳
性
と
品
行
の
良
さ
が
分
か
り
、
俸
禄
の
額
を
聞
け
ば
、
そ
の
功
労
が
分
か
り

ま
す
。

270	

昔
者
魯
周
公
，
使
衛
康
叔
彍

往
守
鈫

於
殷
𤊄

，
戒
之
曰
：
「
與
殺
不
辜
，
寧
失
旔

有
罪
。
無
有
無
罪
而
見
誅
，

無
有
有
功
而
不
賞
。
戒
之
，
封
焩

，
誅
賞
之
慎
焉
。
」
（
卷
三
十
一　

鬻
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
衛
康
叔
：
姬
姓
，
名
封
，
又
稱
康
叔
、
康
叔
封
。
周
文
王
第
八
子
，
武
王
、
周
公
之
弟
。
因

獲
封
畿
內
之
地
康
國
，
故
稱
康
叔
，
後
改
封
於
衛
國
。
鈫
守
：
治
理
，
管
理
。
𤊄
殷
：
指
殷
商

故
都
。
旔
失
：
錯
過
，
放
過
。
焩
封
：
指
康
叔
封
。

	

【
白
話
】�

從
前
，
魯
周
公
派
衛
康
叔
去
治
理
殷
地
，
告
誡
他
說
：
「
與
其
妄
殺
無
辜
的
人
，
不
如
放
過
有

罪
的
人
。
不
要
讓
無
罪
的
人
被
妄
殺
，
也
不
要
讓
有
功
的
人
得
不
到
賞
賜
。
你
要
警
戒
啊
！
誅

殺
和
賞
賜
要
慎
重
啊
！
」

　

そ
の
昔
、
魯
の
周
公
は
殷
を
治
め
る
よ
う
に
衛
康
叔
に
命
じ
て
、
こ
の
よ
う
に
戒
め
ま
し
た
。
「
妄
り

に
無
辜
な
者
を
殺
し
て
し
ま
う
よ
り
も
、
有
罪
者
を
見
逃
し
て
し
ま
い
な
さ
い
。
罪
の
な
い
者
が
殺
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
功
労
の
あ
る
者
が
奨
励
を
得
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

警
戒
し
な
さ
い
。
誅
殺
す
る
に
し
て
も
、
褒
美
を
与
え
る
に
し
て
も
、
よ
く
よ
く
慎
み
な
さ
い
！
」
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271	
人
之
性
有
仁
義
之
資
彍

，
非
聖
王
為
之
法
度
，
不
可
使
向
方
鈫

也
。
因
其
所
惡
以
禁
姦
，
故
刑
罰
不
用
，
威

行
如
神
矣
。
因
其
性
，
即
天
下
聽
從
；
咈
𤊄

其
性
，
即
法
度
張
旔

而
不
用
。
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】�
彍
資
：
稟
賦
。
鈫
向
方
：
歸
向
正
道
。
方
：
義
方
。
𤊄
咈
（f

ú

／

咈
）
：
違
背
。
旔
張
：
設
立
。

	

【
白
話
】�
雖
然
人
性
具
有
仁
義
的
稟
賦
，
但
沒
有
聖
明
君
王
制
定
相
應
的
規
章
制
度
加
以
約
束
，
就
不
可

能
使
其
歸
向
正
道
。
依
據
人
民
認
為
惡
的
來
禁
絕
姦
邪
，
這
樣
刑
罰
不
必
動
用
，
而
威
勢
就
暢

行
如
神
明
一
樣
。
順
應
人
的
天
性
，
就
能
夠
使
天
下
人
順
服
；
違
背
人
的
天
性
，
即
使
法
度
建

立
也
難
以
發
揮
作
用
。

　

人
性
に
は
仁
義
の
資
質
が
備
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
聖
明
な
君
王
が
ふ
さ
わ
し
い
規
則
と
制
度
を
制

定
し
て
お
ら
ず
、
約
束
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
人
を
正
道
に
導
く
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
民
が
悪

い
と
思
う
こ
と
に
沿
っ
て
邪
な
行
為
を
禁
ず
れ
ば
、
刑
罰
を
使
う
必
要
が
な
く
な
り
、
制
度
も
神
の
威
光

が
か
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
順
調
に
実
行
さ
れ
ま
し
ょ
う
。
人
の
天
性
に
適
応
す
れ
ば
、
天
下
の
人
々

を
順
服
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
人
の
天
性
に
背
く
と
、
た
と
え
法
制
度
を
作
っ
て
も
、
そ
の
効
果
を
発
揮
し
に

く
い
の
で
し
ょ
う
。

272	

為
政
者
，
不
可
以
不
知
民
之
情
，
知
民
然
（
然
上
恐

脫
情
字

）
後
民
乃
從
令
。
己
所
不
欲
，
不
施
之
於
人
，
令
安
得
不

從
乎
？
故
善
政
者
，
簡
而
易
行
，
則
民
不
變
；
法
存
身
而
民
象
彍

之
，
則
民
不
怨
。
（
卷
四
十
八　

體
論
）
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【
註
釋
】
彍
象
：
效
法
，
仿
效
。

	

【
白
話
】�

治
理
政
事
的
人
不
能
不
了
解
民
情
，
了
解
民
情
然
後
百
姓
才
會
聽
從
命
令
。
自
己
不
想
要
的
，

不
強
加
給
他
人
，
百
姓
怎
麼
會
不
聽
從
命
令
呢
？
所
以
善
於
治
理
政
事
的
人
，
政
令
簡
明
容
易

推
行
，
百
姓
就
不
生
變
亂
；
以
身
作
則
遵
守
政
令
而
百
姓
效
法
，
那
麼
百
姓
就
不
會
埋
怨
。

　

政
事
を
治
め
る
者
は
民
情
に
つ
い
て
分
か
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
民
情
が
分
か
っ
て
こ
そ
、
民
は

命
令
に
従
え
ま
す
。
自
分
の
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
を
人
に
も
押
し
付
け
な
い
の
で
い
れ
ば
、
民
が
命
令

を
聞
か
な
い
訳
が
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
政
事
を
処
理
す
る
の
に
長
け
て
い
る
者
が
出
し
た
政
令

は
、
分
か
り
や
す
く
て
普
及
し
や
す
い
で
す
。
民
が
混
乱
し
て
紛
争
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
自
ら
模
範
と
な
っ
て
率
先
に
政
令
を
守
る
か
ら
、
民
も
そ
れ
に
見
習
っ
て
恨
み
言
を
言
い
ま
せ
ん
。

273	

法
令
者
，
民
之
命
也
，
為
治
之
本
也
，
所
以
備
民
彍

也
。
智
者
不
得
過
，
愚
者
不
得
不
及
。
名
分
不
定
，
而

欲
天
下
之
治
，
是
猶
欲
無
饑
而
去
食
（
去
食
下
舊
無
欲

字
，
補
之
。

）
，
欲
無
寒
而
去
衣
也
，
其
不
幾
鈫

亦
明
矣
。
一
兔
走
，

而
百
人
追
之
，
非
以
兔
為
可
分
以
為
百
，
由
名
之
未
定
也
。
夫
賣
兔
者
滿
市
，
盜
不
敢
取
，
由
名
分
之
定
也
。

（
卷
三
十
六　

商
君
子
）

	

【
註
釋
】
彍
備
民
：
猶
言
保
民
。
鈫
不
幾
：
沒
有
希
望
；
不
可
希
求
。
幾
：
通
「
冀
」
。

	

【
白
話
】�

法
令
，
是
天
下
百
姓
的
命
脈
，
是
治
理
國
家
的
根
本
，
其
目
的
是
用
來
保
護
人
民
的
。
聰
明
的

人
不
能
超
越
它
，
愚
昧
的
人
也
不
能
不
遵
守
它
。
名
分
不
確
定
，
而
希
望
天
下
太
平
，
就
如
同
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不
想
挨
餓
卻
拋
棄
食
物
，
不
想
受
凍
卻
丟
掉
衣
服
一
樣
，
這
樣
做
達
不
到
目
的
，
是
很
明
顯
的

了
。
一
隻
兔
子
在
跑
而
上
百
人
去
追
，
並
不
是
因
為
這
隻
兔
子
可
以
分
成
一
百
份
，
而
是
由
於

這
隻
兔
子
到
底
屬
於
誰
，
這
個
名
分
還
沒
有
確
定
。
賣
兔
子
的
人
滿
集
市
都
有
，
而
盜
賊
不
敢

奪
取
，
是
因
為
兔
子
的
名
分
已
經
確
定
了
。

　

法
令
と
は
、
天
下
の
民
の
命
脈
で
あ
り
、
国
を
治
め
る
た
め
の
根
本
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
目
的
は
民

を
守
る
こ
と
で
す
。
賢
い
者
は
法
令
を
越
え
ら
れ
ず
、
愚
か
な
者
も
そ
れ
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

名
分
が
不
確
か
な
の
に
、
天
下
の
太
平
を
望
む
の
は
、
飢
え
に
苦
し
ま
れ
た
く
な
い
の
に
食
べ
物
を
捨
て

た
り
、
凍
え
た
く
な
い
の
に
衣
服
を
捨
て
た
り
す
る
の
と
同
じ
で
、
そ
れ
で
は
目
的
を
達
成
で
き
な
い
の

は
明
ら
か
な
こ
と
で
す
。
一
匹
の
ウ
サ
ギ
を
何
百
も
の
人
が
追
い
か
け
る
の
は
、
そ
の
ウ
サ
ギ
で
百
人
分

の
食
事
が
で
き
る
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
サ
ギ
が
一
体
だ
れ
の
物
な
の
か
、
ま
だ
名
分
が
不
確
か
な

た
め
で
す
。
ウ
サ
ギ
を
売
る
者
は
市
の
ど
こ
に
で
も
い
る
が
、
盗
賊
が
奪
い
取
ろ
う
と
し
な
い
の
は
、
ウ

サ
ギ
の
名
分
が
す
で
に
確
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

274	

故
夫
名
分
定
，
勢
治
之
道
也
；
名
分
不
定
，
勢
亂
之
道
也
。
故
勢
治
者
不
可
亂
也
，
勢
亂
者
不
可
治
也
。

夫
勢
亂
而
欲
治
之
，
愈
亂
矣
；
勢
治
而
治
之
，
則
治
矣
。
故
聖
人
治
治
，
不
治
亂
也
。
聖
人
為
民
法
，
必

使
之
明
白
易
知
，
愚
智
遍
能
知
之
，
萬
民
無
陷
於
險
危
也
。
（
卷
三
十
六　

商
君
子
）

	

【
白
話
】�

所
以
名
分
確
定
，
是
勢
所
必
治
的
方
法
；
名
分
不
確
定
，
是
勢
所
必
亂
的
途
徑
。
因
此
，
勢
所
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必
治
就
難
以
讓
它
混
亂
，
勢
所
必
亂
就
無
法
治
理
。
勢
所
必
亂
而
想
去
治
理
，
往
往
會
更
加
混

亂
；
勢
所
必
治
再
加
以
治
理
，
則
社
會
安
定
太
平
。
所
以
聖
人
在
勢
所
必
治
的
情
況
下
治
國
，

而
不
是
在
勢
所
必
亂
的
情
況
下
整
治
。
聖
人
為
百
姓
制
定
法
律
，
一
定
要
使
它
明
白
易
懂
，
讓

愚
人
和
智
者
都
能
夠
理
解
它
，
那
麼
天
下
百
姓
就
不
會
（
因
為
不
知
法
）
陷
於
危
險
的
境
地
。

　

そ
の
た
め
に
、
名
分
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
世
の
中
を
治
め
る
の
に
必
然
な
方
法
で
す
。
名
分
が
不
確

か
で
あ
れ
ば
、
世
の
中
は
必
ず
乱
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
世
の
中
を
治
め
る
の
に
必
然
な
方
法
で
国
を
治
め

れ
ば
、
国
は
混
乱
に
な
り
に
く
い
で
す
。
世
の
中
が
必
ず
乱
れ
る
方
法
で
国
を
治
め
れ
ば
、
往
々
に
し
て

さ
ら
に
混
乱
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
世
の
中
が
必
ず
制
御
さ
れ
る
状
態
で
さ
ら
に
治
め
れ
ば
、
社
会
は

安
定
し
て
太
平
に
な
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、
聖
人
は
世
の
中
が
制
御
さ
れ
た
状
態
で
国
を
整
い
、
治
め
始
め

る
の
で
あ
り
、
世
の
中
が
混
乱
し
て
い
る
状
態
で
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聖
人
が
民
の
た
め
に
法
律
を
制
定

し
た
の
な
ら
ば
、
愚
か
者
に
と
っ
て
も
賢
人
に
と
っ
て
も
、
必
ず
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
な
さ
い
。
そ

の
よ
う
に
す
れ
ば
、
天
下
の
民
が
（
知
ら
な
い
間
に
）
法
を
犯
し
て
、
危
険
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

275	

天
下
之
事
，
以
彍

次
為
爵
祿
，
以
次
進
士
，
君
子
以
精
德
顯
。
夫
德
有
次
則
行
修
，
官
有
次
則
人
靜
，
事
有

次
則
民
安
。
農
夫
思
其
疆
畔
鈫

，
百
工
思
其
規
矩
𤊄

，
士
君
子
思
其
德
行
，
群
臣
百
官
思
其
分
職
旔

。
上
之
人

思
其
一
道
焩

，
侵
官
烄

無
所
由
，
離
業
無
所
至
。
夫
然
，
故
天
下
之
道
正
而
民
壹
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）
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【
註
釋
】�

彍
以
：
按
。
鈫
疆
畔
：
田
界
，
引
申
為
農
田
。
𤊄
規
矩
：
規
和
矩
，
校
正
圓
形
、
方
形
的
兩
種

工
具
。
旔
分
職
：
職
分
。
焩
一
道
：
指
一
以
貫
之
的
治
理
方
法
。
烄
侵
官
：
超
越
權
限
而
侵
犯

其
他
官
員
的
職
權
。

	

【
白
話
】�

治
理
天
下
，
要
按
法
度
授
予
爵
位
俸
祿
，
要
按
法
度
招
賢
納
士
，
這
樣
具
有
美
好
德
行
的
士
人

君
子
就
會
得
以
彰
顯
。
進
德
有
法
度
，
士
人
就
會
致
力
於
修
身
；
晉
升
官
位
有
法
度
，
官
員
就

安
守
本
分
；
辦
事
有
法
度
，
人
民
就
會
安
定
。
農
夫
想
的
是
他
們
的
農
活
，
工
匠
想
的
是
他
們

的
手
藝
，
士
人
、
君
子
想
的
是
自
己
的
德
行
，
群
臣
百
官
想
的
是
自
己
的
職
分
，
君
主
想
的
是

一
以
貫
之
的
治
國
方
法
，
超
越
權
限
而
侵
犯
其
他
官
員
職
權
的
事
就
不
會
出
現
，
摒
棄
正
業
的

事
也
不
會
發
生
。
只
有
這
樣
，
天
下
的
治
理
才
能
走
上
正
道
，
百
姓
才
能
用
心
專
一
（
沒
有
非

分
之
想
）
。

　

天
下
を
治
め
る
に
は
、
法
度
に
従
っ
て
爵
位
と
俸
禄
を
与
え
て
、
賢
人
や
有
能
な
者
を
招
く
べ
き
で
す
。

こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
い
い
徳
性
と
品
行
を
持
つ
士
人
や
君
子
は
さ
ら
に
精
進
す
る
で
し
ょ
う
。
徳
性
の

精
進
に
法
度
が
あ
れ
ば
、
士
人
は
一
生
懸
命
に
修
身
し
ま
す
。
官
位
の
昇
級
に
法
度
が
あ
れ
ば
、
官
員
は

本
分
を
守
れ
ま
す
。
物
事
の
進
行
に
法
度
が
あ
れ
ば
、
民
は
安
定
し
ま
す
。
農
夫
が
考
え
て
い
る
の
は
農

作
業
で
あ
り
、
職
人
が
考
え
て
い
る
の
は
腕
前
で
す
。
士
人
や
君
子
が
考
え
て
い
る
の
は
自
分
の
徳
性
と

品
行
で
す
。
群
臣
や
百
官
が
考
え
て
い
る
の
は
自
分
の
職
分
で
あ
り
、
君
主
が
考
え
て
い
る
の
は
一
貫
し

た
治
国
の
方
法
で
す
。
も
し
こ
れ
ら
の
こ
と
が
実
現
す
れ
ば
、
権
限
を
越
え
て
ほ
か
の
官
員
の
職
権
を
犯
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す
よ
う
な
こ
と
は
起
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
正
し
い
道
を
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
も
起
り
ま
せ
ん
。
こ
の
方
法

だ
け
が
、
天
下
の
治
理
を
正
道
に
歩
ま
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
民
た
ち
に
は
余
計
な
雑
念
を
持
た
せ
ず
に
、

一
心
不
乱
に
本
分
を
尽
く
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

276	

法
出
而
不
正
，
是
無
法
也
；
法
正
而
不
行
，
是
無
君
也
。
（
卷
五
十　

袁
子
正
書
）

	

【
白
話
】
法
律
頒
布
而
不
能
做
到
公
正
，
等
於
沒
有
法
律
；
法
律
公
正
但
是
不
能
施
行
，
等
於
沒
有
君
王
。

　

法
律
を
頒
布
し
た
の
に
、
公
正
さ
を
守
れ
な
い
の
は
、
法
律
が
な
い
の
に
等
し
い
こ
と
で
す
。
法
律
は

公
正
な
の
に
、
実
行
さ
れ
な
い
の
は
、
君
主
や
帝
王
が
い
な
い
の
に
等
し
い
こ
と
で
す
。

277	

公
之
於
法
，
無
不
可
也
，
過
輕
亦
可
，
過
重
亦
可
；
私
之
於
法
，
無
可
也
，
過
輕
則
縱
姦
，
過
重
則
傷
善
。

今
之
為
法
者
，
不
平
公
私
之
分
，
而
辯
彍
輕
重
之
文
，
不
本
百
姓
之
心
，
而
謹
奏
當
鈫
之
書
，
是
治
化
在

身
而
走
求
之
也
。
（
卷
四
十
八　

體
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
辯
：
通
「
辨
」
。
辨
析
。
鈫
奏
當
（d

ā
n
g

／

當
）
：
審
案
完
畢
向
皇
帝
奏
聞
處
罪
意
見
。
當
：

判
罪
。

	

【
白
話
】�

以
公
心
執
法
，
沒
有
什
麼
不
可
以
的
，
（
只
要
出
於
公
心
，
）
用
法
輕
一
點
也
行
，
用
法
重
一

點
也
行
（
人
民
都
會
心
服
）
；
以
私
心
執
法
，
都
是
不
可
以
的
，
用
法
太
輕
就
會
縱
容
姦
邪
，

用
法
太
重
就
會
傷
害
善
良
。
今
天
那
些
執
法
者
，
不
平
衡
公
私
的
區
分
，
卻
來
辨
析
法
律
輕
重
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的
條
文
，
不
以
民
心
為
出
發
點
，
而
只
謹
慎
於
使
上
奏
判
罪
的
文
書
得
當
，
這
就
好
像
治
理
教

化
之
道
本
在
自
身
卻
跑
去
別
處
尋
求
一
樣
。

　

公
を
思
い
や
る
心
で
法
を
執
行
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
を

思
い
や
る
心
が
あ
れ
ば
、
法
の
執
行
が
す
こ
し
厳
し
か
っ
た
り
、
も
し
く
は
優
し
か
っ
た
り
で
あ
っ
て
も
、

民
は
分
か
っ
て
く
れ
て
順
服
し
ま
す
。
私
の
心
で
法
を
執
行
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
何
を
し
て
も
い
け
ま

せ
ん
。
法
の
執
行
が
優
し
す
ぎ
る
と
、
犯
人
を
見
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
厳
し
す
ぎ
る
と
、
善
良
な
者
ま

で
も
が
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
今
の
執
行
者
た
ち
は
公
私
の
区
別
を
つ
け
ず
に
、
ひ
た
す
ら
条
文
の
軽

重
を
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
民
の
心
を
思
い
や
ら
ず
に
、
上
役
に
提
出
す
る
判
決
書
の
文
書
の
正

し
さ
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
ま
す
。
ま
る
で
教
化
の
根
本
は
己
に
あ
る
の
に
、
よ
そ
に
行
っ
て
探
そ
う
と

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

278	

非
佞
彍

折
獄
鈫

，
惟
良
𤊄

折
獄
，
罔
非
在
中
。
非
口
才
可
以
斷
獄
，
惟
平
良
可

以
斷
獄
，
無
非
在
中
正
也
。

哀
敬
旔

折
獄
，
咸
庶
焩

中
正
。
當
矜
下
民
之
犯
法
，
敬

斷
獄
之
害
人
，
皆
庶
幾

必
得
中
正

之
道
也
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
佞
：
善
辯
；
口
才
好
。
鈫
折
獄
：
判
決
訴
訟
案
件
。
𤊄
良
：
良
善
。
旔
哀
敬
：
憐
恤
，
同
情
。

焩
庶
：
庶
幾
。
將
近
，
差
不
多
。

	

【
白
話
】�

不
是
靠
巧
言
善
辯
能
夠
斷
案
，
只
有
善
良
公
正
可
以
斷
案
，
目
的
無
非
是
使
判
決
公
正
。
要
懷

著
憐
憫
體
恤
的
心
審
判
案
件
，
那
麼
幾
乎
所
判
的
案
件
都
可
以
公
正
了
。
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巧
み
な
言
葉
で
は
訴
訟
を
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
善
良
さ
と
公
正
さ
だ
け
が
訴
訟
を
決
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
目
的
は
公
正
な
結
果
を
出
す
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
相
手
を
思
い
や
っ
て

憐
れ
む
気
持
ち
で
訴
訟
を
審
理
し
な
さ
い
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
訴
訟
は
公
正
な
結
果
を

得
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

279	

非
患
銚
彍

鉏
鈫

之
不
利
，
患
其
舍
草
而
芸
苗
也
；
非
患
無
準
平
𤊄

，
患
其
舍
枉
而
繩
直
也
。
故
親
近
為
過
不
必

誅
，
是
鉏
不
用
也
；
疏
遠
有
功
不
必
賞
，
是
苗
不
養
也
。
故
世
不
患
無
法
，
而
患
無
必
行
之
法
也
。
（
卷

四
十
二　

鹽
鐵
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
銚
（y

á
o

／

銚
）
：
大
鋤
。
鈫
鉏
（c

h
ú

／

鉏
）
：
鋤
草
翻
地
的
農
具
。
𤊄
準
平
：
測
量
平

面
的
儀
器
。

	

【
白
話
】�

不
必
擔
心
鋤
頭
不
銳
利
，
要
擔
心
的
是
拿
鋤
頭
的
人
放
過
了
雜
草
卻
鋤
掉
了
禾
苗
；
不
必
擔
心

沒
有
水
準
器
，
要
擔
心
的
是
拿
水
準
器
的
人
不
去
糾
正
彎
的
卻
去
糾
正
直
的
。
所
以
執
政
者
對

親
近
的
人
做
了
壞
事
不
一
定
加
以
懲
處
，
這
就
如
同
不
使
用
鋤
頭
除
草
；
疏
遠
的
人
有
了
功
勞

不
一
定
予
以
獎
賞
，
這
就
如
同
不
養
育
禾
苗
。
所
以
對
社
會
來
說
，
不
怕
沒
有
法
律
，
就
怕
有

了
法
律
卻
存
在
不
一
定
依
照
執
行
的
情
況
。

　

鍬
が
鋭
く
な
い
こ
と
を
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
心
配
す
べ
き
の
は
、
鍬
を
持
っ
て
い
る
者
が
雑
草

を
見
過
ご
し
て
苗
を
毟
り
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
計
量
器
の
な
い
こ
と
を
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
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い
。
心
配
す
べ
き
の
は
、
計
量
器
を
持
っ
て
い
る
者
が
歪
み
を
正
さ
ず
に
、
真
直
ぐ
な
も
の
を
正
し
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
執
政
者
は
悪
事
を
し
た
親
し
い
者
を
必
ず
し
も
罰
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
ま
る
で
鍬

を
持
っ
て
い
る
の
に
除
草
し
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
疎
遠
に
し
て
い
る
者
が
功
労
を
立
て
て
も
、

必
ず
し
も
褒
美
を
与
え
な
い
が
、
ま
る
で
苗
を
育
て
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
社
会
に
と
っ

て
、
法
律
の
な
い
こ
と
は
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
が
あ
る
の
に
、
き
ち
ん
と
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
の
方

が
怖
い
の
で
す
。

280	

凡
聽
五
刑
之
訟
彍

，
必
原
鈫

父
子
之
親
、
立
君
臣
之
義
，
以
權
𤊄

之
；
意
論
輕
重
旔

之
序
、
慎
測
淺
深
之
量
，

以
別
之
；
悉
其
聰
明
、
致
其
忠
愛
，
以
盡
之
。
（
卷
十　

孔
子
家
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
凡
聽
五
刑
之
訟
：
本
段
亦
見
於
《
禮
記‧

王
制
》
。
五
刑
之
訟
：
墨
、
劓
（y

ì

／

劓
）
、

剕
（f

è
i

／

剕
。
砍
腳
，
也
就
是
後
來
的
刖
刑
）
、
宮
、
大
辟
（p

ì

／

辟
）
五
種
罪
行
的
案
件
。

鈫
原
：
推
究
；
考
究
；
研
究
。
𤊄
權
：
衡
量
。
旔
意
論
輕
重
：
依
據
其
意
念
而
斷
定
其
犯
罪
之

輕
重
。

	

【
白
話
】�

凡
是
判
決
「
五
刑
」
之
列
的
重
大
案
件
，
一
定
要
從
體
諒
父
子
親
情
、
君
臣
恩
義
的
角
度
，
來

進
行
權
衡
（
考
慮
其
是
否
出
於
忠
愛
而
犯
法
）
；
要
根
據
意
念
考
慮
犯
罪
的
輕
重
程
度
、
審
慎

地
評
估
犯
罪
的
深
淺
分
量
，
來
區
別
對
待
；
要
竭
盡
自
己
耳
聞
目
察
的
辨
析
能
力
、
加
以
自
己

誠
懇
仁
愛
的
同
情
心
，
盡
最
大
力
量
弄
清
並
處
理
好
案
件
。
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お
よ
そ
「
五
刑
」
に
処
せ
ら
れ
る
重
大
な
訴
訟
は
、
必
ず
親
子
の
仲
や
君
臣
の
恩
義
を
思
い
や
る
立
場

か
ら
考
え
る
べ
き
で
す
（
そ
の
犯
行
は
忠
愛
の
た
め
に
犯
さ
れ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
）
。
犯
人
の
心
境

か
ら
罪
の
重
さ
を
考
慮
し
、
罪
の
深
さ
を
慎
重
に
評
定
し
、
区
別
し
て
接
す
る
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
耳

が
聞
こ
え
て
、
目
が
見
え
る
限
り
の
分
析
能
力
を
尽
く
し
な
が
ら
、
懇
切
に
し
て
仁
愛
に
満
ち
た
同
情
心

で
、
で
き
る
だ
け
真
実
を
見
い
だ
し
て
判
決
を
下
し
な
さ
い
。

281	

仲
弓
曰
：
「
古
之
禁
何
禁
？
」
孔
子
曰
：
「
析
言
破
律
彍

，
巧
賣
法
令

者
也
。

亂
名
改
作
，
變
易
官
與

物
名
。

執
左
道
鈫

以
亂
政
者
，

殺
。
左
道
，

邪
道
。

作
淫
聲
𤊄

，
淫
逸
惑
亂

之
聲
。

造
異
服
，
非
人
所

常
見
。

設
奇
伎
奇
器
，
以
盪
旔

上
心
者
，
殺
。
怪
異
之
伎
，
可
以
眩
曜
人

心
之
器
。
盪
，
動
也
。

行
偽
而
堅
，

行
詐
偽
而

堅
守
。

言
偽
而
辨
，
學
非
而
博
，
順
非
而
澤
焩

，
順
其
非
而

滑
澤
之
。

以
惑
眾
者
，
殺
。
假
於
鬼
神
時
日
卜
筮
烄

，
以
疑
民
者
，

殺
。
此
四
誅
者
，
不
待
時
，
不
以
聽
𡡅

。
」
不
聽
於
棘
木

之
下
也
。

（
卷
十　

孔
子
家
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
析
言
破
律
：
謂
巧
說
詭
辯
，
曲
解
律
令
。
鈫
左
道
：
歪
門
邪
道
。
𤊄
淫
聲
：
淫
邪
的
樂
聲
。

旔
盪
：
移
動
、
搖
動
。
焩
順
非
而
澤
：
順
從
邪
惡
之
事
，
還
要
曲
加
粉
飾
。
烄
卜
筮
（s

h
ì

／

筮
）
：
古
時
預
測
吉
凶
，
用
龜
甲
稱
卜
，
用
蓍
（s

h
ī

／

蓍
）
草
稱
筮
，
合
稱
卜
筮
。
𡡅
聽
：

指
在
棘
木
之
下
（
古
代
審
案
之
地
）
再
加
審
理
。

	

【
白
話
】�

仲
弓
問
道
：
「
古
代
的
禁
令
都
禁
止
什
麼
？
」
孔
子
說
：
「
用
好
聽
的
言
語
鑽
法
律
空
子
，
變

亂
名
義
篡
改
法
度
，
用
歪
門
邪
道
淆
亂
國
政
的
人
，
殺
。
創
作
淫
亂
的
音
樂
歌
謠
，
製
作
奇
裝

異
服
，
以
各
種
異
術
和
罕
見
的
器
物
，
來
動
搖
君
主
心
志
的
人
，
殺
。
行
為
詭
詐
且
頑
固
不
化
，
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言
辭
虛
偽
且
善
於
巧
辯
，
所
學
習
的
並
非
正
道
卻
很
淵
博
，
順
從
邪
惡
之
事
還
要
曲
加
粉
飾
，

用
以
迷
惑
民
眾
的
人
，
殺
。
假
借
鬼
怪
神
靈
、
天
時
變
化
、
占
卜
算
卦
，
來
惑
亂
民
心
的
人
，
殺
。

對
這
四
類
罪
犯
的
處
決
，
不
必
等
待
規
定
的
處
決
時
間
，
也
不
必
廣
泛
的
聽
取
意
見
就
可
以
實

施
了
。
」

　

仲
弓
は
尋
ね
ま
し
た
。
「
昔
の
禁
令
は
何
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
か
」
孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
綺

麗
な
言
葉
で
法
律
の
抜
け
穴
を
か
い
く
ぐ
り
、
名
義
を
変
え
て
法
を
変
更
し
て
し
ま
い
、
邪
な
方
法
で
国

政
を
乱
す
者
は
、
殺
し
て
し
ま
い
な
さ
い
。
淫
ら
な
音
楽
や
歌
謡
を
創
作
し
、
奇
を
て
ら
っ
た
衣
服
を
作

り
、
様
々
な
奇
術
と
珍
し
い
物
で
主
君
の
志
を
揺
る
が
そ
う
と
す
る
者
は
、
殺
し
て
し
ま
い
な
さ
い
。
怪

し
い
行
い
を
頑
固
に
繰
り
返
し
、
嘘
の
言
葉
を
操
っ
て
詭
弁
に
長
け
て
い
ま
す
。
博
識
で
は
あ
る
が
、
正

道
を
学
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
邪
悪
な
こ
と
に
従
事
し
て
い
る
の
に
、
事
実
を
歪
曲
し
て

粉
飾
し
、
民
を
惑
わ
そ
う
と
す
る
者
は
、
殺
し
て
し
ま
い
な
さ
い
。
鬼
神
を
騙
り
、
天
候
の
変
化
、
占
い

な
ど
を
利
用
し
て
、
民
心
を
惑
わ
そ
う
と
す
る
者
は
、
殺
し
て
し
ま
い
な
さ
い
。
こ
れ
ら
四
つ
の
罪
を
犯

し
た
犯
人
に
対
し
て
は
、
所
定
さ
れ
た
時
間
を
待
た
ず
、
広
く
意
見
を
聞
き
入
れ
る
こ
と
も
な
し
に
処
刑

し
て
し
ま
え
て
よ
い
の
で
す
」

282	

誦
先
王
之
書
，
不
若
聞
其
言
；
聞
其
言
，
不
若
得
其
所
以
言
；
得
其
所
以
言
者
，
言
弗
能
言
也
。
故
「
道

可
道
者
，
非
常
道
也
；
名
可
名
者
，
非
常
名
也
。
」
故
聖
人
所
由
曰
道
，
所
為
曰
事
。
道
由
金
石
彍

，
壹
調

不
可
更
；
事
猶
琴
瑟
，
每
（
每
作

曲

）
終
改
調
。
故
法
制
禮
樂
者
，
治
之
具
也
，
非
所
以
為
治
也
。
（
卷
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三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】
彍
金
石
：
指
鐘
磬
一
類
樂
器
。

	
【
白
話
】�

讀
誦
古
代
聖
王
的
書
，
不
如
聽
古
代
聖
王
所
說
的
話
；
聽
他
們
說
的
話
，
不
如
得
到
他
說
這
些

話
的
根
本
；
得
到
他
所
說
話
的
根
本
，
就
是
得
到
那
不
可
用
言
語
表
達
的
「
道
」
。
因
此
說
，

「
道
」
如
果
可
以
講
述
，
就
不
是
永
恆
不
變
的
道
；
「
名
」
如
果
可
以
稱
說
，
就
不
是
永
恆
不

變
的
名
。
所
以
聖
人
所
遵
從
的
被
稱
為
「
道
」
，
所
做
的
被
稱
為
「
事
」
。
道
如
同
鐘
磬
一
樣
，

音
調
確
定
後
就
不
能
再
更
改
了
；
事
如
同
琴
瑟
一
樣
，
每
曲
終
了
就
可
改
調
。
法
律
、
制
度
、

禮
儀
和
音
樂
，
是
治
國
的
工
具
，
並
非
治
國
的
根
本
。

　

昔
の
聖
王
が
残
し
た
書
物
を
読
み
上
げ
る
よ
り
も
、
彼
ら
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
す
。
聖
王
の

言
葉
に
耳
を
傾
け
る
よ
り
も
、
何
故
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
発
し
た
の
か
、
そ
の
根
本
に
つ
い
て
理

解
す
る
べ
き
で
す
。
そ
の
根
本
に
つ
い
て
理
解
が
で
き
た
ら
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
「
道
」
を
得
ら

れ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
も
し
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
永
久
に
し
て
変
わ
ら

ぬ
「
道
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
永
久
に
し
て
変
わ
ら

ぬ
「
名
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
、
聖
人
が
従
っ
て
守
る
こ
と
は
「
道
」
と
呼
ば
れ
、
聖
人
の
な
す

こ
と
は
「
事
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
道
は
ま
る
で
鐘
の
よ
う
で
あ
り
、
一
度
音
律
が
確
定
す
る
と
、
二
度
と

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
は
ま
る
で
琴
の
よ
う
で
あ
り
、
一
度
曲
が
終
え
る
と
、
ま
た
調
律
で
き

ま
す
。
法
律
、
制
度
、
礼
儀
と
音
楽
は
治
国
の
道
具
で
あ
り
、
治
国
の
根
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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283	
怒
者
逆
德
彍

也
，
兵
者
凶
器
也
，
爭
者
末
節
鈫

也
，
故
聖
王
重
𤊄

之
。
夫
務
戰
勝
，
窮
武
事
旔

，
未
有
不
悔
者
也
。

（
卷
十
八　

漢
書
六
）

	

【
註
釋
】�
彍
逆
德
：
有
背
慈
善
仁
愛
之
事
。
鈫
末
節
：
卑
下
的
品
行
。
𤊄
重
：
慎
重
，
謹
慎
。
引
申
為
不

輕
易
，
難
。
旔
窮
武
事
：
猶
言
窮
兵
黷
武
。
濫
用
武
力
，
肆
意
發
動
戰
爭
。

	

【
白
話
】�

（
主
父
偃
上
疏
說
：
）
憤
怒
是
違
背
仁
德
的
事
，
兵
器
是
不
祥
之
物
，
爭
奪
是
卑
下
的
行
為
，

所
以
聖
明
的
君
主
對
此
非
常
慎
重
，
不
輕
易
言
戰
。
致
力
於
戰
勝
他
國
、
肆
意
發
動
戰
爭
的
君

主
，
沒
有
不
追
悔
的
。

　

（
主
父
偃
は
上
書
し
て
言
い
ま
し
た
。
）
怒
り
は
仁
徳
に
背
く
こ
と
で
す
。
兵
器
は
不
祥
な
物
で
あ
り
、

争
い
は
卑
し
い
行
為
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
聖
明
な
君
主
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
非
常
に
慎
重
で
あ
り
、

決
し
て
軽
々
し
く
宣
戦
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
国
に
戦
勝
す
る
こ
と
ば
か
り
に
力
を
注
ぎ
、
妄
り
に
戦
争

を
起
こ
し
た
君
主
の
中
で
後
悔
し
な
か
っ
た
者
は
、
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

284	

同
力
度
彍

德
，
同
德
度
義
。
力
鈞
則
有
德
者
勝
，
德
鈞
則
秉
義

者
彊
。
揆
度
優
劣
，
勝
負
可
見
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】
彍
度
：
量
度
，
衡
量
。

	

【
白
話
】�

（
周
武
王
說
：
）
兩
軍
對
陣
，
勢
均
力
敵
則
看
其
德
行
，
德
行
相
當
則
看
其
出
兵
是
否
符
合
正
義
。

（
有
德
者
勝
，
合
義
者
強
。
）
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（
周
の
武
王
は
言
い
ま
し
た
。
）
両
軍
が
対
峙
す
る
時
、
も
し
勢
い
も
戦
力
も
互
角
し
て
い
る
の
な
ら

ば
、
そ
の
徳
性
と
品
行
に
よ
っ
て
勝
負
が
決
ま
り
ま
す
。
も
し
徳
性
と
品
行
も
互
角
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、

ど
ち
ら
の
出
兵
が
よ
り
正
義
に
適
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
勝
負
が
決
ま
り
ま
す
。
（
徳
の
あ
る
方
が
勝
利

し
、
正
義
の
あ
る
方
が
強
い
の
で
す
。
）

285	

歷
觀
古
今
，
用
兵
之
敗
，
非
鼓
之
日
也
，
民
心
離
散
，
素
行
彍

豫
鈫

敗
也
；
用
兵
之
勝
，
非
陣
之
朝
𤊄

也
，
民

心
親
附
，
素
行
豫
勝
也
。
（
卷
四
十
七　

政
要
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
素
行
：
平
素
的
行
為
。
鈫
豫
：
預
先
，
事
先
。
俗
作
「
預
」
。
𤊄
朝
（z

h
ā
o

／

朝
）
：
日
，
天
。

	

【
白
話
】�

縱
觀
古
往
今
來
用
兵
失
敗
者
，
並
非
敗
在
擊
鼓
決
戰
的
當
日
，
而
是
民
心
離
散
，
平
素
的
行
為

就
顯
示
出
失
敗
的
徵
兆
了
；
用
兵
獲
勝
者
，
並
非
勝
在
兩
軍
對
陣
的
那
天
，
而
是
民
心
擁
護
，

平
素
的
行
為
就
顯
示
出
勝
利
的
徵
兆
了
。

　

戦
争
に
お
け
る
古
今
の
失
敗
者
を
縦
覧
す
る
と
、
彼
ら
の
敗
戦
が
決
ま
っ
た
の
は
、
戦
鼓
を
打
ち
鳴
ら

す
決
戦
当
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
心
を
離
散
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
平
素
の
行
い
か
ら
、
既
に
失
敗
の

兆
し
が
見
え
ま
し
た
。
兵
を
用
い
て
勝
利
を
得
た
者
の
勝
利
が
決
ま
っ
た
の
は
、
両
軍
が
対
峙
す
る
当
日

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
か
ら
擁
護
さ
れ
る
平
素
の
行
い
か
ら
、
既
に
勝
利
の
兆
し
が
見
え
ま
し
た
。

286	

會
彍

聞
，
用
師
觀
舋
鈫

而
動
。
舋
，
罪

也
。

德
刑
政
事
典
禮
不
易
，
不
可
敵
也
。
（
卷
五　

春
秋
左
氏
傳
中
）
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【
註
釋
】�

彍
會
：
士
會
自
稱
。
祁
姓
、
士
氏
，
名
會
，
字
季
，
因
被
封
於
隨
、
范
，
以
邑
為
氏
，
別
為
范
氏
，

諡
武
，
又
被
稱
為
士
季
、
隨
會
、
隨
季
、
范
子
、
范
會
、
武
季
、
隨
武
子
、
范
武
子
。
是
士
蔿
之
孫
，

成
伯
缺
之
子
，
春
秋
晉
國
中
軍
將
、
太
傅
。
鈫
舋
（x

ì
n

／

舋
）
：
罪
過
、
過
失
。

	

【
白
話
】�

（
士
會
說
：
）
我
聽
說
用
兵
，
要
先
觀
察
敵
人
的
過
失
而
後
採
取
行
動
。
若
其
德
行
、
刑
賞
、
政
治
、

國
務
、
典
章
、
禮
儀
沒
有
違
反
常
道
，
是
不
可
抵
擋
的
（
指
不
能
征
討
這
樣
的
國
家
）
。

　

（
士
会
は
言
い
ま
し
た
。
）
兵
を
用
い
る
時
は
、
ま
ず
敵
の
過
失
を
観
察
し
て
か
ら
行
動
に
移
る
べ
き

だ
と
聞
き
ま
し
た
。
も
し
相
手
の
徳
性
や
品
行
、
刑
罰
と
奨
励
、
政
治
や
国
務
、
典
章
と
礼
儀
に
常
道
に

悖
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
打
ち
負
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
（
こ
の
よ
う
な
国
を
征
服
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

287	

武
王
問
太
公
曰
：
「
論
將
之
道
奈
何
？
」
太
公
曰
：
「
將
有
五
才
十
過
。
所
謂
五
才
者
：
勇
、
智
、
仁
、
信
、

忠
也
。
勇
則
不
可
犯
，
智
則
不
可
亂
，
仁
則
愛
人
，
信
則
不
欺
人
，
忠
則
無
二
心
。
所
謂
十
過
者
：
將
有

勇
而
輕
死
者
，
有
急
而
心
速
者
，
有
貪
而
喜
利
者
，
有
仁
而
不
忍
於
人
者
，
有
智
而
心
怯
者
，
有
信
而
喜

信
於
人
者
，
有
廉
潔
而
不
愛
民
者
，
有
智
而
心
緩
者
，
有
剛
毅
而
自
用
（
用
作

任

）
者
，
有
愞
彍

心
而
喜
用
人
者
。
」

（
卷
三
十
一　

六
韜
）

	

【
註
釋
】
彍
愞
（r

u
ǎ
n

／

軟
）
：
怯
弱
。

	

【
白
話
】�

周
武
王
問
姜
太
公
說
：
「
選
擇
將
領
之
道
，
是
怎
樣
的
？
」
太
公
說
：
「
選
擇
將
領
要
具
備
五
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種
美
德
，
避
免
十
種
缺
點
。
所
謂
五
種
美
德
是
：
勇
、
智
、
仁
、
信
、
忠
。
勇
敢
就
不
可
被
侵

犯
，
明
智
就
不
可
被
擾
亂
，
仁
慈
就
會
愛
護
士
卒
，
誠
信
就
不
會
欺
騙
別
人
，
忠
誠
就
沒
有
貳

心
。
所
謂
十
種
缺
點
是
：
將
領
有
勇
敢
而
輕
率
赴
死
的
，
有
急
躁
而
心
求
速
成
的
，
有
貪
婪
而

好
利
的
，
有
仁
慈
而
不
忍
害
人
害
物
、
流
於
姑
息
的
，
有
聰
明
卻
膽
小
怕
事
的
，
有
誠
信
卻
輕

信
於
人
的
，
有
廉
潔
而
不
肯
厚
愛
士
兵
的
，
有
聰
明
卻
猶
豫
不
決
的
，
有
強
毅
而
剛
愎
自
用
的
，

有
怯
弱
而
喜
歡
依
賴
別
人
的
。
」

　

周
の
武
王
は
姜
太
公
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
軍
隊
を
率
い
る
将
領
を
選
ぶ
方
法
と
は
、
如
何
な
も
の
で
し
ょ

う
か
」
太
公
は
答
え
ま
し
た
。
「
将
領
を
選
ぶ
時
は
、
五
種
の
美
徳
を
兼
ね
備
え
た
者
を
選
び
、
十
種
の

欠
点
を
持
つ
者
を
避
け
な
さ
い
。
五
種
の
美
徳
と
は
、
勇
、
智
、
仁
、
信
、
忠
で
す
。
勇
気
が
あ
れ
ば
、

侵
さ
れ
ま
せ
ん
。
清
明
な
智
慧
が
あ
れ
ば
、
乱
さ
れ
ま
せ
ん
。
仁
愛
と
慈
悲
が
あ
れ
ば
、
兵
卒
を
愛
護
し

ま
す
。
誠
意
と
信
用
が
あ
れ
ば
、
人
を
騙
し
ま
せ
ん
。
忠
誠
が
あ
れ
ば
、
二
心
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ

る
十
種
の
欠
点
と
は
、
勇
猛
さ
が
あ
る
ば
か
り
に
、
軽
々
し
く
死
に
急
ぐ
者
で
す
。
一
心
に
成
功
を
求
め

る
ば
か
り
に
、
せ
か
せ
か
し
て
急
ぐ
者
で
す
。
貪
欲
に
し
て
利
益
を
貪
ろ
う
と
す
る
者
で
す
。
慈
悲
で
人

や
物
に
害
を
及
ぼ
せ
な
い
ば
か
り
に
、
そ
れ
ら
を
姑
息
し
て
し
ま
う
者
で
す
。
賢
い
の
に
、
怖
が
り
で
頼

り
に
な
れ
な
い
者
で
す
。
誠
意
と
信
用
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
他
人
を
信
用
し
て
し
ま
う
者
で

す
。
清
廉
で
は
あ
る
が
、
兵
卒
を
愛
護
し
な
い
者
で
す
。
聡
明
で
は
あ
る
が
、
優
柔
不
断
な
者
で
す
。
強

い
意
志
を
持
っ
て
い
る
が
、
頑
固
に
し
て
人
の
意
見
を
聞
き
入
れ
な
い
者
で
す
。
怖
が
り
で
、
人
に
頼
る

の
を
好
む
者
で
す
」
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288	

夫
總
文
武
者
，
軍
之
將
也
；
兼
剛
柔
者
，
兵
之
事
也
。
凡
人
之
論
將
，
恆
觀
之
於
勇
。
勇
之
於
將
，
乃
數

分
之
一
耳
。
夫
勇
者
輕
命
（
命
作
合
，

輕
合
彍

）
，
而
不
知
利
，
未
可
也
。
（
卷
三
十
六　

吳
子
）

	

【
註
釋
】
彍
輕
合
：
輕
率
交
戰
。

	

【
白
話
】�
文
武
雙
全
的
人
，
才
可
做
軍
隊
的
將
領
；
剛
柔
並
濟
的
人
，
才
可
以
指
揮
作
戰
。
通
常
人
們
評

論
將
領
，
往
往
只
著
眼
於
勇
敢
。
其
實
勇
敢
對
於
將
領
來
說
，
只
是
其
應
該
具
備
的
各
種
素
質

之
一
而
已
。
僅
憑
勇
敢
的
將
領
，
輕
易
與
敵
交
戰
而
不
知
權
衡
利
害
，
這
是
不
可
取
的
。

　

文
武
共
に
優
れ
て
い
る
者
こ
そ
、
軍
隊
の
将
領
に
な
れ
ま
す
。
剛
柔
共
に
併
せ
持
っ
て
い
る
者
こ
そ
、

作
戦
を
指
揮
で
き
ま
す
。
将
領
に
つ
い
て
論
じ
る
時
、
人
々
は
往
々
に
し
て
そ
の
勇
敢
さ
に
ば
か
り
着
目

し
て
い
る
が
、
勇
敢
さ
は
将
領
に
と
っ
て
、
持
つ
べ
き
素
質
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
勇
敢
さ
し
か
取
柄

の
な
い
将
領
は
、
害
を
分
析
す
る
こ
と
な
く
軽
率
に
敵
と
交
戦
し
て
し
ま
う
が
、
決
し
て
見
習
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

289	

武
王
曰
：
「
士
高
下
豈
有
差
乎
？
」
太
公
曰
：
「
有
九
差
。
」
武
王
曰
：
「
願
聞
之
。
」
太
公
曰
：
「
人

才
參
差
彍

大
小
，
猶
斗
鈫

不
以
盛
石
𤊄

，
滿
則
棄
矣
。
非
其
人
而
使
之
，
安
得
不
殆
旔

？
多
言
多
語
，
惡
口
惡
舌
，

終
日
言
惡
，
寢
臥
不
絕
，
為
眾
所
憎
，
為
人
所
疾
，
此
可
使
要
問
閭
里
焩

，
察
姦
伺
烄

猾
；
權
數
𡡅

好
事
，
夜

臥
早
起
，
雖
遽
鵭

不
悔
，
此
妻
子
將
也
；
先
語
察
事
，
實
長
希
言
貟

，
賦
物
平
均
，
此
十
人
之
將
也
；
切
切
賩

截
截
，
不
用
諫
言
，
數
行
刑
戮
，
不
避
親
戚
，
此
百
人
之
將
也
；
訟
辨
𧷜

好
勝
，
疾
賊
侵
陵
妚

，
斥
人
以
刑
，
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欲
正
一
眾
，
此
千
人
之
將
也
；
外
貌
咋
咋
矃

，
言
語
切
切
姰

，
知
人
飢
飽
，
習
人
劇
易
䍮

，
此
萬
人
之
將
也
；

戰
戰
慄
慄
，
日
慎
一
日
，
近
賢
進
謀
，
使
人
以
節
，
言
語
不
慢
，
忠
心
誠
必
㛔

，
此
十
萬
之
將
也
；
溫
良
實
長
，

用
心
無
兩
，
見
賢
進
之
，
行
法
不
枉
，
此
百
萬
之
將
也
；
動
動
紛
紛
，
鄰
國
皆
聞
，
出
入
居
處
，
百
姓
所
親
，

誠
信
緩
踪

大
，
明
於
領
世
，
能
教
成
事
躧

，
又
能
救
敗
，
上
知
天
文
，
下
知
地
理
，
四
海
之
內
，
皆
如
妻
子
，

此
英
雄
之
率
，
乃
天
下
之
主
也
。
」
（
卷
三
十
一　

六
韜
）

	

【
註
釋
】�
彍
參
差
：
不
齊
貌
。
鈫
斗
（d

ǒ
u

／

斗
）
：
量
器
。
十
升
為
一
斗
，
十
斗
為
一
石
。
𤊄
石
（d

à
n

／

石
）
：
計
算
容
量
的
單
位
元
，
十
斗
為
一
石
。
旔
殆
：
危
亡
，
危
險
。
焩
閭
里
：
里
巷
，
平

民
聚
居
之
處
。
烄
伺
：
窺
伺
，
窺
探
，
觀
察
。
𡡅
權
數
：
猶
權
術
。
鵭
遽
：
通
「
劇
」
。
勞
碌
。

貟
希
言
：
少
言
，
少
說
話
。
賩
切
切
：
急
切
，
急
迫
。
𧷜
訟
辨
：
爭
辯
。
「
辨
」
通
「
辯
」
。

妚
侵
陵
：
侵
犯
欺
凌
。
矃
咋
咋
：
《
長
短
經
》
引
用
太
公
此
言
作
「
外
貌
怍
怍
」
（z

u
ò

／

怍
）
。

今
從
之
。
怍
：
羞
慚
。
這
裡
指
謙
虛
的
樣
子
。
姰
切
切
：
懇
摯
。
䍮
劇
易
：
艱
難
。
㛔
誠
必
：

謂
遵
守
信
用
，
說
到
做
到
。
踪
緩
：
謂
刑
政
等
寬
宏
，
寬
恕
。
躧
成
事
：
成
功
，
辦
成
事
情
。

	

【
白
話
】�

周
武
王
問
：
「
人
的
才
能
高
下
有
哪
些
差
別
？
」
姜
太
公
答
：
「
有
九
種
差
別
。
」
武
王
說
：
「
希

望
能
聽
您
講
講
。
」
太
公
說
：
「
人
的
才
能
大
小
參
差
不
齊
，
猶
如
不
會
以
斗
來
裝
一
石
之
物
，

裝
滿
後
，
其
餘
的
便
只
能
拋
棄
。
使
用
不
合
適
的
人
，
怎
能
不
危
險
呢
？
第
一
種
人
多
言
多
語
，

口
不
積
德
，
整
天
說
壞
話
、
傳
是
非
，
連
睡
眠
休
息
時
都
不
止
息
，
為
大
眾
所
憎
恨
，
被
他
人

所
厭
惡
，
這
種
人
可
以
讓
他
在
民
眾
居
住
處
打
聽
情
況
、
探
察
姦
邪
狡
詐
之
人
；
第
二
種
人
多

有
權
術
且
好
攬
事
務
，
晚
睡
早
起
，
雖
勞
碌
而
不
懊
悔
，
這
種
人
只
能
是
管
理
妻
子
兒
女
的
一
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家
之
長
；
第
三
種
人
在
說
話
前
先
觀
察
情
況
，
言
行
謹
慎
，
多
做
少
說
，
分
配
平
均
，
這
種
人

可
以
做
十
人
之
將
；
第
四
種
人
辦
事
迫
切
雷
厲
風
行
，
不
輕
易
接
受
別
人
的
諫
言
，
多
用
刑
戮
，

依
法
行
事
而
不
徇
私
情
，
這
種
人
可
以
做
百
人
之
將
；
第
五
種
人
善
辯
好
強
，
嫉
惡
如
仇
，
以
刑

法
懲
處
人
，
希
望
以
此
來
矯
正
部
隊
，
這
種
人
可
以
做
千
人
之
將
；
第
六
種
人
外
貌
謙
虛
恭
敬
，

言
語
懇
切
，
了
解
眾
人
的
飢
飽
，
懂
得
他
人
的
艱
難
，
這
是
萬
人
之
將
；
第
七
種
人
敬
畏
戒
慎
，

做
事
一
天
比
一
天
謹
慎
小
心
，
親
近
賢
者
，
善
於
採
納
別
人
意
見
，
以
禮
待
人
，
言
語
恭
敬
不

輕
慢
，
為
人
忠
實
守
信
，
這
是
十
萬
人
之
將
；
第
八
種
人
溫
和
善
良
，
實
幹
厚
道
，
用
心
專
一

沒
有
貳
心
，
見
賢
舉
用
，
執
法
公
正
不
阿
，
這
是
百
萬
人
之
將
；
第
九
種
人
一
舉
一
動
，
連
鄰

國
也
無
不
知
悉
，
所
在
之
處
，
百
姓
親
近
擁
戴
，
誠
實
守
信
而
寬
厚
大
度
，
能
正
確
領
導
人
民
，

能
教
化
百
姓
成
就
大
事
，
又
能
拯
救
危
難
，
反
敗
為
勝
，
上
知
天
文
，
下
知
地
理
，
看
待
四
海

之
內
的
人
民
就
如
同
自
己
家
人
一
樣
，
這
樣
的
人
是
英
雄
的
首
領
，
是
天
下
之
君
主
啊
！
」

　

周
の
武
王
は
尋
ね
ま
し
た
。
「
人
の
才
能
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
姜
太
公
は
答

え
ま
し
た
。
「
九
つ
の
違
い
が
あ
り
ま
す
」
武
王
は
言
い
ま
し
た
。
「
先
生
の
ご
高
説
を
伺
い
た
い
で
す
」

太
公
は
言
い
ま
し
た
。
「
人
の
才
能
は
そ
れ
ぞ
れ
に
大
小
が
異
な
り
ま
す
。
桝
で
全
て
の
物
を
入
れ
よ
う

と
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
桝
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
秤
に
合
わ
な
い
残
り
の
物
は
捨
て
る
ほ
か
あ
り
ま

せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
、
基
準
に
合
わ
な
い
人
を
使
う
の
は
、
危
な
い
こ
と
と
言
え
ま
し
ょ
う
か
。
人
の
才

能
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
て
九
つ
の
種
類
に
分
か
れ
ら
れ
ま
す
。
一
つ
目
は
、
お

喋
り
好
き
で
人
の
悪
い
噂
を
一
日
中
言
い
続
け
る
者
で
す
。
眠
り
や
休
み
の
時
で
も
、
そ
の
お
喋
り
が
止
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ま
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
人
々
か
ら
嫌
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
者
を
民
の
住
処
の
周
り
に
配
置
す
る
と
、

何
か
邪
で
悪
い
こ
と
が
起
き
て
な
い
な
い
か
が
分
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
腹
に
一
物
が
あ
っ
て
世
話
好
き

な
者
で
す
。
い
つ
も
遅
寝
早
起
き
で
、
た
と
え
忙
し
く
し
て
い
て
も
後
悔
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
程
度
の
才
能
を
持
つ
者
は
、
せ
い
ぜ
い
妻
や
子
ど
も
を
管
理
す
る
一
家
の
主
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

三
つ
目
は
、
何
か
言
う
前
に
状
況
を
観
察
し
、
言
葉
と
行
い
に
慎
重
な
者
で
す
。
不
言
実
行
で
、
物
を
分

配
す
る
時
も
公
平
さ
を
守
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
者
は
十
人
ほ
ど
率
い
ら
れ
る
将
領
で
す
。
四
つ
目
は
、

て
き
ぱ
き
と
物
事
を
進
行
さ
せ
ら
れ
て
、
他
人
の
諫
言
を
妄
り
に
受
け
入
れ
な
い
者
で
す
。
こ
の
よ
う
な

者
は
刑
罰
を
よ
く
使
い
、
私
情
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
法
律
に
従
う
か
ら
、
百
人
ほ
ど
率
い
ら
れ
る
将

領
で
す
。
五
つ
目
は
強
が
り
で
悪
を
目
の
仇
の
如
く
嫌
い
、
言
葉
巧
み
な
者
で
す
。
こ
の
よ
う
な
者
は
部

隊
の
風
紀
を
正
そ
う
と
、
刑
法
を
用
い
て
人
を
処
罰
す
る
か
ら
、
千
人
ほ
ど
率
い
ら
れ
る
将
領
で
す
。
六

つ
目
は
、
謙
虚
で
恭
し
い
態
度
を
忘
れ
ず
に
、
言
葉
遣
い
も
懇
切
丁
寧
な
者
で
す
。
人
々
の
飢
え
と
苦
し

み
が
分
る
こ
の
よ
う
な
者
は
、
万
人
ほ
ど
率
い
ら
れ
る
将
領
で
す
。
七
つ
目
は
、
慎
重
に
し
て
敬
意
を
忘

れ
ず
、
日
に
日
に
注
意
深
く
な
る
者
で
す
。
賢
者
に
親
し
み
な
が
ら
、
人
の
意
見
を
よ
く
取
り
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
に
は
礼
節
を
持
っ
て
接
し
、
言
葉
も
軽
薄
に
な
る
こ
と
な
く
恭
し
さ
に
満
ち
て
い
る
か
ら
、
忠

実
で
信
用
を
守
れ
る
人
柄
で
十
万
人
も
の
兵
士
を
率
い
ら
れ
る
将
領
で
す
。
八
つ
目
は
、
優
し
く
善
良
な

心
で
、
堅
実
に
物
事
を
進
め
ら
れ
る
者
で
す
。
一
心
不
乱
に
仕
事
に
打
ち
込
み
、
優
れ
た
人
材
を
見
か
け

る
と
挙
用
し
、
少
し
の
私
情
も
挟
ま
ず
に
公
正
に
法
を
執
り
行
え
る
か
ら
、
百
万
人
ほ
ど
を
率
い
ら
れ
る
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将
領
で
す
。
九
つ
目
は
、
少
し
で
も
動
き
が
あ
る
と
、
す
ぐ
に
隣
国
ま
で
伝
わ
り
、
ど
こ
に
い
て
も
、
民

か
ら
親
し
ま
れ
て
擁
護
さ
れ
る
者
で
す
。
誠
実
で
信
用
を
重
ん
じ
る
こ
の
よ
う
な
者
は
、
同
時
に
広
い
心

で
寛
大
に
人
に
接
せ
ら
れ
る
か
ら
、
民
を
正
し
く
導
き
、
偉
大
な
事
業
を
成
就
で
き
ま
す
。
ま
た
、
民
を

危
難
か
ら
救
い
、
勝
敗
を
逆
転
で
き
ま
す
。
上
は
天
文
か
ら
、
下
は
地
理
ま
で
の
博
識
を
誇
り
、
四
海
の

民
を
自
分
の
家
族
同
様
に
考
え
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
者
は
英
雄
た
ち
を
率
い
て
、
天
地
の
君
主
た

り
え
ま
す
！
」

290	

夫
將
師
彍

者
，
必
與
士
卒
同
滋
味
而
共
安
危
，
敵
乃
可
加
鈫

。
養
士
如
此
，
乃
可

加
兵
於
敵
也
。

昔
者
良
將
之
用
兵
也
，
人
有
饋
𤊄

一
簞
旔

醪
焩

者
，
使
投
諸
河
，
與
士
卒
同
（
同

舊

作

逆
，
改
之

）
流
而
飲
之
。
夫
一
簞
之
醪
，
不
能
味
一
河
之
水
，
而
三

軍
之
士
，
思
為
致
死
者
，
以
滋
味
之
及⑥

己
也
。
（
卷
四
十　

三
略
）

	

【
註
釋
】�

彍
師
：
當
為
「
帥
」
字
之
誤
。
鈫
加
：
加
兵
，
即
以
武
力
進
攻
。
𤊄
饋
：
贈
送
。
旔
簞
（d

ā
n

／

簞
）
：
用
竹
或
葦
做
成
的
盛
器
。
焩
醪
（l

á
o

／

醪
）
：
酒
。⑥

及
：
至
，
到
達
。

	

【
白
話
】�

身
為
將
帥
，
一
定
要
與
士
卒
同
甘
苦
、
共
安
危
，
才
可
對
敵
作
戰
。
從
前
有
位
良
將
帶
兵
打
仗
，

有
人
送
他
一
簞
美
酒
，
他
就
下
令
把
酒
倒
在
河
裡
，
與
全
體
士
卒
同
流
共
飲
。
一
簞
美
酒
雖
然

不
能
使
整
條
河
的
水
都
有
酒
味
，
但
三
軍
將
士
因
此
而
願
意
拼
死
效
力
，
是
因
為
將
帥
同
甘
共

苦
的
精
神
及
於
自
身
的
緣
故
。

　

将
帥
た
る
者
は
、
部
下
の
兵
卒
と
苦
楽
や
安
否
を
共
に
し
て
こ
そ
、
敵
と
対
戦
で
き
ま
す
。
そ
の
昔
、
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戦
に
出
て
い
た
あ
る
良
将
は
人
か
ら
一
升
の
美
酒
を
送
ら
れ
た
が
、
良
将
は
酒
を
川
の
中
に
注
い
で
、
兵

卒
全
員
と
共
に
川
水
共
々
飲
み
ま
し
た
。
一
升
の
美
酒
だ
け
で
は
河
全
体
に
酒
の
匂
い
を
蔓
延
さ
せ
ら
れ

な
い
が
、
三
軍
の
兵
士
た
ち
は
命
を
か
け
て
尽
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
故
な
ら
、
将
帥
は
自
分

た
ち
と
苦
楽
を
共
に
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
た
か
ら
で
す
。

291	

穰
苴
彍

曰
：
「
將
受
命
之
日
，
則
忘
其
家
；
臨
軍
鈫

約
束
𤊄

，
則
忘
其
親
；
援
枹
鼓
旔

之
急
，
則
忘
其
身
。
」
（
卷

十
二　

史
記
下
）

	

【
註
釋
】�

彍
穰
苴
（r

á
n
g
 
j
ū

／

穰
苴
）
：
齊
國
人
，
春
秋
末
期
軍
事
家
。
田
氏
，
名
穰
苴
，
任
司
馬
，

曾
率
兵
擊
退
晉
、
燕
軍
，
治
軍
嚴
整
，
深
通
兵
法
。
鈫
臨
軍
：
謂
將
出
作
戰
。
𤊄
約
束
：
規
章
；

法
令
。
旔
援
枹
（f

ú
／

枹
）
鼓
：
手
持
戰
鼓
之
鼓
槌
，
指
在
戰
場
指
揮
作
戰
（
古
時
以
擊
鼓
指

揮
軍
隊
進
擊
）
。
枹
：
鼓
槌
。

	

【
白
話
】�

（
齊
國
司
馬
）
穰
苴
說
：
「
身
為
將
領
，
從
接
受
任
命
起
，
就
應
當
忘
掉
自
己
的
家
庭
；
即
將

出
戰
，
要
遵
守
軍
中
法
令
，
就
應
當
忘
掉
自
己
的
雙
親
；
擊
鼓
指
揮
軍
隊
進
擊
的
緊
急
時
刻
，

就
應
當
忘
掉
自
身
的
安
危
。
」

　

（
斉
国
の
司
馬
で
あ
る
）
穰
苴
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
将
領
と
し
て
は
、
命
を
受
け
た
そ
の
時
か
ら
、

自
分
の
家
庭
を
忘
れ
る
べ
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
戦
に
出
る
時
は
、
軍
隊
の
法
令
を
守
り
、
自
分
の
両
親
を

忘
れ
る
べ
き
で
す
。
戦
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
中
、
軍
隊
が
進
撃
す
る
緊
張
な
時
は
、
自
身
の
安
否
を
忘
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十
三
、
武
事(

征
伐)

れ
る
べ
き
で
す
」

292	

賞
不
踰
時
，
欲
民
速
得
為
善
之
利
也
；
罰
不
遷
列
彍

，
欲
民
速
睹
為
不
善
之
害
也
。
賞
功
不
移
時
，
罰
惡
不
轉
列
，

所
以
勸
善
懲
惡
，
欲
速
疾
也
。

（
卷

三
十
三　

司
馬
法
）

	

【
註
釋
】�

彍
遷
列
：
移
動
行
列
。
「
罰
不
遷
列
」
指
懲
罰
要
就
地
執
行
。

	

【
白
話
】�

（
軍
隊
中
）
獎
賞
不
錯
過
時
機
，
為
的
是
使
人
迅
速
得
到
做
善
事
的
利
益
；
懲
罰
就
地
執
行
，

為
的
是
使
人
迅
速
看
到
做
壞
事
的
害
處
。

（
軍
隊
の
中
で
は
）
奨
励
す
る
の
に
時
機
を
逸
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
人
が
速
や
か
に
良
い

こ
と
を
し
た
利
益
を
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
懲
罰
は
そ
の
場
で
与
え
る
べ
き
で
す
。

何
故
な
ら
、
す
ぐ
に
悪
い
こ
と
を
し
た
不
利
益
を
人
の
目
に
焼
き
け
ま
す
。

293	

子
曰
：
「
以
不
教
民
彍

戰
，
是
謂
棄
之
。
」
言
用
不
習
之
民
使
之
戰
，

必
破
敗
，
是
為
棄
之
。

（
卷
九　

論
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
不
教
民
：
此
三
字
構
成
一
個
名
詞
，
即
「
不
教
之
民
」
，
指
沒
有
學
習
戰
鬥
技
能
、
平
時
也

沒
有
接
受
道
德
教
育
的
人
民
。
若
無
道
德
教
育
做
基
礎
，
便
無
戰
鬥
意
志
，
作
戰
也
必
然
失
敗
。

	

【
白
話
】
用
沒
有
受
過
軍
事
訓
練
及
道
德
教
育
的
人
民
去
作
戰
，
這
等
於
是
拋
棄
人
民
。

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
軍
事
訓
練
及
び
道
徳
教
育
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
民
に
戦
争
に
行
け
と
言

う
の
は
、
民
を
捨
て
る
の
に
等
し
い
こ
と
で
す
」



群書治要 360

287

群
書
治
要
360

3

一
、
微
漸
（
物
事
の
小
さ
な
兆
候
）

	

伍
、
敬
慎
（
尊
敬
と
慎
重
）

	
一
、
微
漸
（
修
行
の
積
み
重
ね
は
細
か
な
処
か
ら
）

294	

夫
禍
之
始
也
，
猶
熛
彍

火
蘖
足
鈫

也
，
易
止
也
；
及
其
措
𤊄

於
大
事
，
雖
孔
子
墨
翟
旔

之
賢
，
弗
能
救
也
。
（
卷

三
十
六　

尸
子
）

	

【
註
釋
】�
彍
熛
（b

i
ā
o

／

熛
）
：
火
焰
。
鈫
蘖
（n

i
è

／

孽
）
足
：
清
代
汪
繼
培
先
生
認
為
「
足
」
字
衍
。

蘖
：
樹
木
砍
去
後
從
殘
存
莖
根
上
長
出
的
新
芽
，
泛
指
植
物
近
根
處
長
出
的
分
枝
。
𤊄
措
：
舉
；

成
。
旔
墨
翟
（d

í

／

翟
）
：
姓
墨
名
翟
，
生
於
春
秋
、
戰
國
之
交
，
魯
人
，
倡
「
兼
愛
」
、
「
非

攻
」
，
是
墨
家
學
派
的
創
始
人
。

	

【
白
話
】�

禍
患
剛
開
始
的
時
候
，
就
好
像
剛
燃
起
的
火
苗
、
剛
長
出
的
新
芽
，
容
易
制
止
；
等
到
釀
成
大
禍
，

那
麼
即
使
如
孔
子
、
墨
翟
般
賢
能
，
也
無
法
挽
救
。

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
軍
事
訓
練
及
び
道
徳
教
育
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
民
に
戦
争
に
行
け
と
言

う
の
は
、
民
を
捨
て
る
の
に
等
し
い
こ
と
で
す
」

295	

《
象
》
曰
：
水
在
火
上
，
既
濟
彍

。
君
子
以
思
患
而
豫
防
之
。
存
不
忘
亡
，
既
濟

不
忘
未
濟
也
。

（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】�

彍
既
濟
：
第
六
十
三
卦
。
離
下
坎
上
。
離
為
火
，
坎
為
水
。
孔
穎
達
先
生
《
周
易
正
義
》
說
：
「
水

在
火
上
，
炊
爨
之
象
，
飲
食
以
之
而
成
，
性
命
以
之
而
濟
，
故
曰
『
水
在
火
上
，
既
濟
』
也
。
」
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一
、
微
漸
（
物
事
の
小
さ
な
兆
候
）

	

【
白
話
】�

既
濟
卦
的
《
象
傳
》
說
：
水
在
火
上
，
比
喻
用
火
煮
食
物
，
象
徵
事
情
已
經
成
功
。
君
子
觀
此

卦
象
，
當
於
成
功
之
時
思
慮
將
來
可
能
出
現
的
禍
患
，
而
預
先
採
取
措
施
，
防
範
於
未
然
。
（
因

為
成
和
敗
、
治
和
亂
是
循
環
不
息
的
，
因
此
君
子
目
光
遠
大
，
存
不
忘
亡
，
既
濟
不
忘
未
濟
。
）

　

既
済
の
卦
は
『
象
伝
』
に
よ
る
と
、
「
水
が
火
の
上
に
あ
る
か
ら
、
火
で
食
べ
物
を
調
理
し
て
い
る
よ

う
に
、
物
事
の
成
功
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
君
子
が
こ
の
卦
を
観
察
す
る
時
は
目
の
前

の
成
功
で
は
な
く
、
将
来
に
起
こ
り
う
る
災
い
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
事
前
に
手

を
打
っ
て
災
難
を
未
然
に
予
防
で
き
ま
す
」
（
何
故
な
ら
、
成
功
と
失
敗
、
治
安
と
混
乱
は
永
劫
に
循
環

す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
君
子
は
長
い
目
で
物
事
を
考
え
て
、
成
功
し
て
い
る
時
で
も
、
失
敗
し

た
時
の
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
）

296	

自
古
及
今
，
未
有
不
亡
之
國
也
，
故
常
戰
慄
，
不
敢
諱
亡
。
孔
子
所
謂
富
貴
無
常
，
蓋
謂
此
也
。
（
卷
十
五

　

漢
書
三
）

	

【
白
話
】�

（
劉
向
進
諫
說
：
）
從
古
到
今
，
沒
有
不
滅
亡
的
國
家
，
所
以
賢
明
的
君
主
心
中
常
懷
恐
懼
，

不
敢
忌
諱
談
及
亡
國
。
孔
子
所
說
的
「
富
貴
無
常
」
，
說
的
就
是
這
個
意
思
。

　

（
劉
向
は
上
書
し
て
諌
め
ま
し
た
。
）
昔
か
ら
今
ま
で
、
滅
亡
し
な
い
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
賢
明
な
君
主
は
常
に
戦
々
恐
々
と
し
て
、
亡
国
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
孔
子

が
言
っ
て
い
た
「
富
貴
は
無
常
な
り
」
と
は
、
こ
の
意
味
で
す
。
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一
、
微
漸
（
物
事
の
小
さ
な
兆
候
）
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屋
焚
而
人
救
之
，
則
知
德
彍

之
；
年
老
者
，
使
塗
隙
戒
突
鈫

，
故
終
身
無
失
火
之
患
，
而
不
知
德
也
。
入
於

囹
圄
，
解
於
患
難
者
，
則
三
族
𤊄

德
之
；
教
之
以
仁
義
慈
悌
，
則
終
身
無
患
，
而
莫
之
德
。
夫
禍
亦
有
突
，

賢
者
行
天
下
，
而
務
塞
旔

之
，
則
天
下
無
兵
患
矣
，
而
莫
之
知
德
也
。
故
曰
：
「
聖
人
治
於
神
焩

，
愚
人
爭

於
神⑥
也
。
」
（
卷
三
十
六　

尸
子
）

	

【
註
釋
】�
彍
德
：
感
恩
；
感
激
。
鈫
塗
隙
戒
突
：
塗
塞
煙
囪
的
縫
隙
防
備
火
災
。
塗
：
塗
抹
堵
塞
。
隙
：

縫
隙
。
戒
：
防
備
。
突
：
煙
囪
。
𤊄
三
族
：
有
三
種
說
法
：
一
種
是
指
父
族
、
母
族
、
妻
族
，

二
是
指
父
、
子
、
孫
，
三
是
指
父
母
、
兄
弟
、
妻
子
。
旔
塞
：
堵
塞
；
填
塞
。
焩
治
於
神
：
消

解
禍
害
於
尚
不
明
顯
的
醞
釀
階
段
。
神
：
隱
微
。
烄
神
：
汪
繼
培
先
生
認
為
當
為
「
明
」
字
。

案
《
墨
子
·
公
輸
篇
》
云
：
「
治
於
神
者
，
眾
人
不
知
其
功
；
爭
於
明
者
，
眾
人
知
之
。
」

	

【
白
話
】�

房
屋
失
火
了
，
得
到
別
人
的
救
助
，
人
們
都
知
道
感
恩
；
而
經
驗
豐
富
的
長
者
教
人
塗
塞
煙
囪

縫
隙
防
備
災
禍
，
從
而
使
人
終
身
無
失
火
的
隱
患
，
可
是
人
們
卻
不
知
道
感
恩
。
身
陷
牢
獄
，

有
人
將
他
解
救
出
來
，
那
麼
三
族
的
家
人
都
會
感
恩
；
但
是
教
導
仁
義
慈
愛
孝
悌
之
德
，
使
人

一
生
沒
有
禍
患
，
人
們
卻
不
知
道
報
答
感
恩
。
世
上
的
災
難
也
都
有
類
似
「
煙
囪
」
的
隱
患
，

賢
良
的
人
行
道
於
天
下
，
盡
力
去
彌
補
挽
救
，
使
天
下
免
除
戰
爭
的
禍
患
，
可
人
們
也
不
知
道

報
答
感
恩
。
所
以
說
，
聖
人
把
禍
害
在
尚
不
明
顯
的
階
段
就
消
除
掉
，
愚
人
則
在
事
態
顯
明
之

時
爭
功
。

　

家
が
火
事
に
な
っ
て
人
の
助
け
を
得
た
ら
、
誰
で
も
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
経
験
豊
か
な
老
人
が
煙
突
に
工
夫
す
る
こ
と
で
火
災
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
秘
訣
を
教
え
て
も
、
誰
か
ら
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一
、
微
漸
（
物
事
の
小
さ
な
兆
候
）

も
感
謝
さ
れ
ま
せ
ん
。
牢
に
繋
が
れ
た
者
が
誰
か
に
解
放
さ
れ
る
と
、
親
族
一
同
は
助
け
て
く
れ
た
者
に

感
謝
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
仁
義
慈
愛
や
家
族
間
の
友
好
の
重
要
性
を
教
え
て
、
人
の
一
生
が
災
難

か
ら
逃
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
者
に
対
し
て
は
、
誰
も
感
謝
と
恩
返
し
の
気
持
ち
が
湧
き
ま
せ
ん
。
こ
の

世
の
災
難
は
全
て
「
煙
突
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
有
能
で
善
良
な
者
は
そ
の
徳
性
で
世
の
中
を
渡
り
、

で
き
る
だ
け
天
下
か
ら
戦
争
な
ど
様
々
の
災
い
を
取
り
除
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
々

は
彼
ら
に
感
謝
し
て
恩
返
し
を
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
聖
人
は
ま
だ
水
面
下
に
あ
る
災
い

を
取
り
除
く
の
に
苦
心
し
、
愚
者
は
事
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
功
労
を
奪
い
取
ろ
う
と
躍
起
に
な
り

ま
す
。

298	

城
郭
溝
渠
彍

，
不
足
以
固
守
；
兵
甲
勇
力
，
不
足
以
應
敵
；
博
地
鈫

多
財
，
不
足
以
有
眾
。
唯
有
道
者
𤊄

，
能

備
患
於
未
形
也
。
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
城
郭
溝
渠
：
城
郭
，
城
牆
。
城
指
內
城
的
牆
，
郭
指
外
城
的
牆
。
溝
渠
，
此
指
為
防
守
而
挖

的
水
道
。
鈫
博
地
：
廣
闊
的
土
地
。
𤊄
有
道
者
：
此
處
指
掌
握
治
國
法
則
的
君
主
。

	

【
白
話
】�

僅
憑
城
牆
和
護
城
河
，
不
足
以
堅
守
城
池
；
僅
憑
武
器
精
兵
，
不
足
以
應
對
敵
人
；
僅
憑
地
廣

財
多
，
不
足
以
擁
有
百
姓
。
只
有
掌
握
了
治
國
之
道
的
君
主
才
能
防
患
於
未
然
。

　

城
壁
や
堀
だ
け
で
は
、
城
や
領
地
を
守
れ
ま
せ
ん
。
兵
器
と
精
兵
だ
け
で
は
、
敵
と
対
峙
で
き
ま
せ
ん
。

領
土
の
広
さ
と
財
産
の
多
さ
だ
け
で
は
、
民
を
持
て
ま
せ
ん
。
治
国
の
道
が
分
る
君
主
こ
そ
、
災
い
を
未
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二
、
風
俗
（
風
気
）

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

	
二
、
風
俗
（
風
気
）

299	

年
穀
豐
稔
彍

，
風
俗
未
乂
鈫

。
夫
風
俗
者
，
國
之
脈
診
也
，
不
和
，
誠
未
足
為
休
𤊄

。
《
書
》
曰
：
「
雖
休
勿

休
。
」
況
不
休
而
可
休
旔

乎
？
（
卷
四
十
五　

崔
寔
政
論
）

	

【
註
譯
】�

彍
稔
（r

ě
n

／

稔
）
：
莊
稼
成
熟
。
鈫
乂
（y

ì

／

乂
）
：
安
定
。
𤊄
休
：
美
善
。
旔
休
：
停
止
。

	

【
白
話
】�

（
目
前
）
每
年
種
植
的
農
作
物
收
成
很
好
，
但
風
俗
尚
未
達
到
安
寧
。
風
俗
猶
如
國
家
的
脈
象
，

如
果
風
俗
沒
有
調
和
，
國
政
實
在
算
不
上
美
善
。
《
尚
書
》
說
：
「
治
政
雖
美
善
而
不
敢
自
以

為
美
。
」
更
何
況
治
政
尚
未
完
善
，
怎
麼
可
以
自
滿
並
停
止
努
力
呢
？

　

毎
年
の
農
作
物
の
収
穫
は
と
て
も
多
い
が
、
社
会
の
風
紀
は
ま
だ
安
寧
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、

風
紀
は
ま
る
で
国
家
の
命
脈
の
よ
う
で
あ
り
、
も
し
風
紀
の
調
和
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
良
好
な
国

政
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
『
尚
書
』
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
本
当
に
良
き
執
政
者
は
た
と
え
上
手
く
政
事
を

執
り
行
え
た
と
し
て
も
、
自
ら
素
晴
ら
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
」
良
き
執
政
者
で
も
そ
う
で
あ
れ
ば
、
政

事
に
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
残
る
者
は
、
ど
う
し
た
ら
満
足
し
て
努
力
を
止
め
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。

300	

禮
俗
不
一
，
職
位
不
重
，
小
臣
咨
度
（
咨
度
作

讒
嫉

）
，
庶
人
作
議
，
此
衰
國
之
風
也
。
君
好
謙
（
謙
作

讓

）
，
臣
好
逸
，
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士
好
遊
，
民
好
流
，
此
弱
國
之
風
也
。
君
臣
爭
明
，
朝
廷
爭
功
，
士
大
夫
爭
名
，
庶
人
爭
利
，
此
乖
國
之

風
也
。
上
多
欲
，
下
多
端
，
法
不
定
，
政
多
門
，
此
亂
國
之
風
也
。
以
侈
為
博
，
以
伉
彍

為
高
，
以
濫
為
通
，

遵
禮
謂
之
劬
鈫

，
守
法
謂
之
固
，
此
荒
國
之
風
也
。
以
苛
為
察
，
以
利
為
公
，
以
割
下
為
能
，
以
附
上
為
忠
，

此
叛
國
之
風
也
。
上
下
相
疏
，
內
外
相
疑
（
疑
作

蒙

）
，
小
臣
爭
寵
，
大
臣
爭
權
，
此
危
國
之
風
也
。
上
不
訪
下
，

下
不
諫
上
，
婦
言
用
，
私
政
行
，
此
亡
國
之
風
也
。
（
卷
四
十
六　

申
鑒
）

	

【
註
釋
】
彍
伉
（k

à
n
g

／

伉
）
：
驕
縱
、
傲
慢
。
鈫
劬
（q

ú

／

劬
）
：
勞
苦
。

	

【
白
話
】�

政
府
制
定
的
禮
法
和
民
間
風
俗
不
相
一
致
，
大
臣
所
負
的
職
責
和
官
位
不
相
稱
，
君
主
身
邊
的

小
臣
進
讒
言
、
鬧
嫉
妒
，
平
民
隨
便
議
論
朝
政
，
這
是
衰
國
之
風
。
君
主
喜
歡
過
度
謙
退
不
能

扛
起
應
有
的
責
任
，
臣
子
好
逸
惡
勞
，
士
大
夫
喜
歡
遊
樂
，
百
姓
喜
歡
流
落
他
鄉
居
住
，
這
是

弱
國
之
風
。
君
臣
爭
著
顯
示
賢
明
，
朝
廷
內
群
臣
爭
執
功
勞
，
士
大
夫
好
爭
虛
名
，
老
百
姓
好

爭
利
益
，
這
是
乖
國
之
風
。
在
上
位
的
人
多
私
欲
，
在
下
位
的
人
多
爭
端
無
從
著
手
，
法
規
朝

令
夕
改
，
政
令
出
自
多
門
，
這
是
亂
國
之
風
。
把
奢
侈
當
博
大
，
把
傲
上
當
清
高
，
把
越
軌
當

通
達
，
以
遵
守
禮
儀
為
煩
勞
，
以
遵
紀
守
法
為
固
執
，
這
是
荒
國
之
風
。
把
苛
刻
當
明
察
，
把

逐
利
當
公
務
，
以
宰
割
下
民
為
本
事
，
以
巴
結
上
司
為
忠
誠
，
這
是
叛
國
之
風
。
上
下
互
相
疏

遠
，
內
外
互
相
懷
疑
，
小
臣
爭
相
求
寵
，
大
臣
爭
權
奪
位
，
這
是
危
國
之
風
。
君
主
不
訪
察
下
情
，

臣
下
不
直
言
進
諫
，
寵
妃
之
言
多
被
採
納
，
權
臣
之
令
暢
行
無
阻
，
這
是
亡
國
之
風
。
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政
府
が
制
定
し
た
礼
法
と
民
間
の
風
俗
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
大
臣
の
職
責
と
官
位
が
見
合
わ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
君
主
の
周
り
に
い
る
官
位
の
低
い
臣
下
が
讒
言
を
進
言
し
て
焼
き
も
ち
焼
い
た

り
、
平
民
が
妄
り
に
政
事
に
つ
い
て
論
じ
る
の
は
、
国
が
衰
退
す
る
風
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
あ
ま
り

に
も
謙
虚
で
逃
げ
腰
に
な
っ
て
し
ま
う
君
主
は
、
担
う
べ
き
責
任
を
担
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
臣
下
が
職
務

を
嫌
う
怠
け
者
で
、
士
大
夫
が
遊
楽
ば
か
り
を
好
み
、
民
が
異
郷
に
さ
す
ら
っ
て
い
た
方
を
好
む
よ
う
で

あ
れ
ば
、
国
力
が
弱
ま
っ
て
い
く
風
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
君
主
と
臣
下
が
ど
ち
ら
が
よ
り
賢
明
で
あ

る
か
を
証
明
す
る
の
に
ば
か
り
気
を
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
廷
内
の
大
臣
た
ち
は
功
労

を
、
士
大
夫
は
虚
名
を
、
民
は
利
益
を
争
っ
て
い
て
は
、
国
運
が
低
下
す
る
風
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。

上
位
に
い
る
者
の
多
く
が
私
欲
の
こ
と
し
か
考
え
て
お
ら
ず
、
下
位
に
い
る
者
の
多
く
が
争
う
ば
か
り
で

改
善
の
し
よ
う
が
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
に
頒
布
し
た
法
律
や
規
制
が
夕
方
に
な
る
と
変
更

さ
れ
て
、
政
令
も
各
部
署
か
ら
妄
り
に
出
さ
れ
て
い
て
は
、
国
が
乱
れ
て
し
ま
う
風
向
き
を
示
し
て
い
ま

す
。
贅
沢
す
る
こ
と
が
気
前
の
い
い
こ
と
に
、
傲
慢
が
清
廉
に
、
紀
律
の
な
い
こ
と
が
親
し
み
や
す
い
こ

と
に
言
い
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
礼
儀
を
守
る
こ
と
を
思
い
煩
い
、
法
規
を
守

る
こ
と
を
頑
固
だ
と
見
な
す
の
は
、
国
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
風
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
苛
酷
で
あ
る
こ

と
を
明
察
に
、
利
益
を
追
い
求
め
る
こ
と
を
公
務
に
言
い
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

民
を
い
じ
め
る
こ
と
を
才
能
に
、
上
司
に
お
も
ね
る
こ
と
を
忠
誠
に
考
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
国

に
背
く
風
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
上
下
が
互
い
に
疎
遠
で
あ
り
、
内
外
も
互
い
に
疑
い
あ
う
こ
と
が
あ
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り
ま
す
。
ま
た
、
官
位
の
低
い
臣
下
が
君
主
の
寵
愛
を
競
い
あ
い
、
大
臣
が
よ
り
高
い
地
位
を
求
め
て
争

う
の
は
、
国
が
危
機
に
侵
さ
れ
る
風
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
君
主
が
下
々
の
様
子
を
視
察
せ
ず
、
臣
下

も
率
直
に
進
言
し
て
諌
め
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
寵
姫
の
言
葉
が
よ
く
採
用
さ
れ
て
、
権
力
を

持
つ
大
臣
の
命
令
が
威
力
を
持
っ
て
実
行
さ
れ
る
の
は
、
亡
国
す
る
風
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。

301	

世
治
則
小
人
守
正
，
而
利
不
能
誘
也
；
世
亂
則
君
子
為
姦
，
而
刑
（
刑
作

法

）
不
能
禁
也
。
（
卷
四
十
一　

淮

南
子
）

	

【
白
話
】�

在
太
平
盛
世
，
小
人
都
能
堅
守
正
道
，
財
利
也
不
能
引
誘
他
們
；
世
道
混
亂
，
連
君
子
都
做
姦

邪
之
事
，
刑
法
也
不
能
禁
止
。

　

太
平
な
盛
世
に
い
る
と
、
心
の
卑
し
い
者
で
も
正
道
を
固
く
守
り
、
金
銭
や
利
益
に
誘
惑
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
世
の
中
が
混
乱
し
て
い
る
と
、
た
と
え
君
子
で
も
邪
な
こ
と
に
手
を
染
め
て
し
ま
い
、

刑
法
が
あ
っ
て
も
阻
止
で
き
ま
せ
ん
。

302	

商
賈
在
朝
，
則
貨
財
上
流
彍

；
婦
言
鈫

人
事
，
則
賞
罰
不
信
；
男
女
無
別
，
則
民
無
廉
恥
。
而
求
百
姓
之
安

𤊄

、
兵
（
兵
作

難

）
士
之
死
節
旔

，
不
可
得
也
。
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
貨
財
上
流
：
因
賄
賂
風
行
而
使
財
富
流
向
朝
廷
及
官
吏
手
中
。
鈫
婦
言
：
后
妃
妻
妾
之
言
。

𤊄
安
：
《
治
要
》
「
商
務
本
」
斷
句
為
：
而
求
百
姓
之
安
、
兵
士
之
死
節
。
校
勘
記
：
「
安
下
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有
難
字
」
。
「
天
明
本
」
斷
句
為
：
而
求
百
姓
之
安
兵
、
士
之
死
節
。
校
勘
記
則
為
：
「
兵
作
難
」
。

今
從
商
務
本
。
「
安
難
」
謂
不
避
禍
難
。
旔
死
節
：
為
守
住
節
操
而
犧
牲
。

	
【
白
話
】�

商
人
在
朝
做
官
，
賄
賂
就
會
風
靡
上
層
；
后
妃
妻
妾
干
預
朝
政
，
獎
賞
處
罰
就
不
會
準
確
；
男

女
沒
有
界
限
，
人
民
就
沒
有
廉
恥
。
如
此
，
卻
要
求
百
姓
為
君
主
不
避
禍
難
，
兵
士
為
朝
廷
捐
軀
，

是
不
可
能
的
。

　

商
人
が
仕
官
す
る
と
、
賄
賂
の
悪
習
は
朝
廷
の
上
層
部
に
ま
で
は
び
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
皇
后
な
ど

の
妃
た
ち
が
朝
政
に
干
渉
す
る
と
、
賞
罰
に
準
則
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
男
女
に
区
別
が
な
い
と
、

民
は
廉
恥
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
、
君
主
の
た
め
に
災
い
か
ら
逃
れ
る
な

と
民
に
要
求
し
、
朝
廷
の
た
め
に
身
を
捧
げ
よ
と
兵
士
に
命
じ
て
も
、
所
詮
無
理
な
こ
と
で
す
。

303	

廉
隅
彍

貞
潔
者
，
德
之
令
也
；
流
逸
奔
隨
者
，
行
之
污
也
。
風
有
所
從
來
，
俗
有
所
由
起
。
疾
其
末
者
，
刈

鈫

其
本
；
惡
其
流
者
，
塞
其
源
。
夫
男
女
之
際
，
明
別
其
外
內
，
遠
絕
其
聲
音
，
激
厲
其
廉
恥
，
塗
塞
其
虧
隙
，

由
尚
有
胸
心
之
逸
念
，
睇
盻
𤊄

之
過
視
，
而
況
開
其
門
，
導
其
徑
者
乎
？
（
卷
四
十
五　

昌
言
）

	

【
註
釋
】�

彍
廉
隅
：
比
喻
端
方
不
苟
的
行
為
、
品
性
。
鈫
刈
（y

ì

／

刈
）
：
割
。
消
除
，
除
去
。
𤊄
睇
盻

（d
ì
 
p
à
n

／

睇
盼
）
：
顧
盼
。
睇
：
斜
視
；
流
盼
。
盻
：
同
「
盼
」
。

	

【
白
話
】�

端
方
不
苟
、
堅
貞
高
潔
，
是
美
好
的
品
德
；
放
蕩
無
節
、
任
性
私
奔
，
是
污
濁
的
行
為
。
風
氣

都
有
其
來
由
，
民
俗
也
有
其
根
源
。
嫉
恨
其
末
梢
就
該
割
斷
其
根
本
，
厭
惡
其
濁
流
就
要
堵
塞

其
源
頭
。
男
女
之
間
，
即
使
明
確
地
分
開
其
外
內
的
處
所
，
疏
遠
隔
絕
其
交
談
，
激
勵
其
廉
恥
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之
心
，
堵
塞
造
成
非
禮
的
空
隙
，
還
會
有
內
心
放
縱
的
念
頭
、
越
禮
的
斜
視
，
更
何
況
大
開
其
門
，

並
為
之
引
路
呢
？

　

正
し
く
潔
い
で
い
る
の
は
、
美
し
い
品
格
と
徳
性
で
す
。
放
蕩
に
し
て
節
操
が
な
く
、
思
う
ま
ま
に
駆

け
落
ち
す
る
の
は
、
汚
れ
た
行
い
で
す
。
風
俗
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
由
来
が
あ
り
、
民
族
に
も
そ
の
根
源
が

あ
り
ま
す
。
何
か
の
末
梢
を
妬
み
恨
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
元
を
切
り
下
ろ
し
て
し
ま
う
べ
き
で
す
。

何
か
の
濁
流
を
嫌
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
源
を
塞
い
で
し
ま
う
べ
き
で
す
。
男
女
の
間
も
同
じ
で
す
。
た

と
え
そ
れ
ぞ
れ
の
住
処
を
内
外
に
明
ら
か
に
分
か
れ
て
、
そ
の
仲
を
疎
遠
に
し
て
会
話
を
禁
じ
、
さ
ら
に

廉
恥
を
重
ん
じ
る
心
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
礼
儀
に
背
く
隙
間
を
塞
い
で
も
、
そ
の
心
の
中
に
は
放

蕩
し
た
い
考
え
や
礼
儀
を
背
い
て
し
ま
お
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
禁
止
が
な
く
な
る

と
、
規
範
を
破
る
行
為
は
尚
更
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

304	

天
下
多
忌
諱
彍

，
而
民
彌
貧
。
天
下
，
謂
人
主
也
。
忌
諱
者
，
防
禁
也
。
令

煩
則
姦
生
，
禁
多
則
下
詐
相
殆
，
故
貧
也
。

民
多
利
器
鈫

，
國
家
滋
昏
。
利
器
者
，
權
也
。
民
多
權
，
則
視
者

眩
於
目
，
聽
者
惑
於
耳
，
上
下
不

親
，
故
國
家

昏
亂
也
。

人
多
伎
巧
𤊄

，
奇
物
旔

滋
起
。
人
，
謂
人
君
也
。
多
伎
巧
，
刻
畫
宮
觀
，

彫
琢
章
服
，
下
則
化
上
，
日
以
滋
起
也
。

法
物
滋
彰
，
盜
賊
多
有
。
法
，
好
也
。
珍
好
之
物
，
滋

生
彰
著
，
則
農
事
廢
，
飢
寒

並
至
，
故
盜

賊
多
有
。

（
卷
三
十
四　

老
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
忌
諱
：
指
禁
戒
。
鈫
利
器
：
謂
權
謀
。
𤊄
伎
巧
：
即
智
巧
。
伎
，
與
「
技
」
同
。
旔
奇
物
：

奇
麗
奢
華
之
物
。

	

【
白
話
】�

君
主
的
禁
令
愈
多
，
人
民
動
輒
得
咎
，
不
能
安
心
工
作
，
就
會
愈
來
愈
貧
窮
。
百
姓
多
權
謀
，
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上
下
寡
恩
少
義
，
國
家
就
愈
來
愈
混
亂
。
人
主
看
重
技
藝
機
巧
，
上
行
下
效
，
奇
麗
奢
華
之
物

就
會
興
起
。
珍
奇
物
品
愈
多
愈
精
美
，
人
民
想
要
不
勞
而
獲
，
盜
賊
就
愈
來
愈
多
。

　

君
主
が
下
し
た
禁
令
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
民
は
や
た
ら
と
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
安

心
し
て
仕
事
で
き
ず
に
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
民
が
権
謀
を
よ
く
め
ぐ
ら
し
、
上
下
を

問
わ
ず
に
恩
義
を
軽
視
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
は
ま
す
ま
す
混
乱
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
君
主
が

巧
妙
で
精
緻
な
物
を
重
視
す
る
と
、
そ
れ
に
見
習
っ
て
奇
を
て
ら
っ
た
物
が
民
間
で
も
持
て
は
や
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
珍
妙
に
し
て
精
巧
な
物
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
民
は
労
せ
ず
し
て
そ
れ
ら
の
物
を

得
よ
う
と
し
て
、
盗
賊
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

305	

今
使
列
肆
彍

賣
侈
功
，
商
賈
鈫

鬻
𤊄

僭
服
旔

，
百
工
焩

作
淫
器
烄

，
民
見
可
欲
𡡅

，
不
能
不
買
，
賈
人
之
列
，
戶

蹈
踰
侈
矣
。
故
王
政
一
傾
，
普
天
率
土
，
莫
不
奢
僭
者
，
非
家
至
人
告
，
乃
時
勢
驅
之
使
然
。
此
則
天
下

之
患
一
也
。
（
卷
四
十
五　

崔
寔
政
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
列
肆
：
謂
成
列
的
商
鋪
。
鈫
商
賈
：
商
人
。
𤊄
鬻
（y

ù

／

鬻
）
：
賣
。
旔
僭
（j

i
à
n

／

僭
）

服
：
越
禮
違
制
的
服
飾
。
僭
：
指
超
越
本
分
。
焩
百
工
：
各
行
各
業
的
手
工
業
者
。
烄
淫
器
：

奇
巧
而
無
用
的
器
物
。
𡡅
可
欲
：
指
足
以
引
起
欲
念
的
事
物
。

	

【
白
話
】�

如
今
成
列
的
商
鋪
都
在
賣
奢
侈
的
物
品
，
商
人
出
售
違
背
禮
制
的
服
飾
，
各
行
各
業
的
手
工
業

者
都
在
製
作
奇
巧
而
無
用
的
器
物
，
百
姓
見
了
能
夠
引
起
欲
望
的
物
品
，
禁
不
起
誘
惑
不
能
不
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買
，
這
些
商
人
，
家
家
戶
戶
都
越
過
等
級
奢
靡
無
度
。
所
以
國
家
政
令
一
旦
鬆
弛
（
沒
有
限
制

國
人
欲
望
的
發
展
）
，
普
天
下
的
官
庶
百
姓
，
就
會
無
不
奢
侈
逾
禮
，
不
合
法
度
。
這
不
是
到

家
家
戶
戶
去
宣
揚
的
結
果
，
而
是
時
勢
潮
流
的
推
動
使
其
如
此
。
這
是
危
害
國
家
的
禍
患
之
一
。

　

今
に
な
っ
て
は
連
な
る
店
舗
は
皆
、
贅
沢
な
品
物
を
売
っ
て
い
ま
す
。
商
人
は
礼
法
と
制
度
に
背
く
衣

服
を
売
り
出
し
、
様
々
な
職
人
た
ち
は
珍
妙
に
し
て
無
用
な
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。
民
は
こ
れ
ら
の
物
を

見
て
欲
望
に
か
ら
れ
、
買
わ
ず
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
商
人
は
皆
、
度
を
超
え

た
豪
奢
な
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
も
し
国
の
政
令
が
少
し
で
も
緩
め
て
し
ま
う
と
（
国
民

の
欲
望
が
際
限
な
く
発
展
す
る
よ
う
に
制
限
し
て
い
な
い
と
）
、
天
下
の
官
員
及
び
民
は
全
て
贅
沢
に

な
っ
て
、
礼
儀
と
法
令
を
守
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
は
家
々
に
訪
れ
て
宣
伝
し

た
結
果
で
は
な
く
、
時
勢
の
移
ろ
い
に
よ
っ
て
自
然
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
国
に
危

害
を
及
ぼ
す
災
い
の
一
つ
で
す
。

306	

今
背
本
而
趨
末
，
食
者
甚
眾
，
是
天
下
之
大
殘
也
；
淫
侈
之
俗
，
日
日
以
長
，
是
天
下
之
大
賊
也
。
（
卷

十
四　

漢
書
二
）

	

【
白
話
】�

如
今
人
們
背
離
農
業
趨
向
商
業
，
食
用
糧
食
而
不
耕
種
的
人
口
眾
多
，
這
是
天
下
的
大
害
；
奢

侈
浪
費
的
風
氣
日
益
增
長
，
這
是
天
下
的
大
禍
。

　

今
に
な
っ
て
、
人
々
は
農
業
か
ら
離
れ
て
商
業
に
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食
糧
を
食
べ
る
ば
か
り
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で
耕
さ
な
い
人
口
の
甚
大
な
こ
と
を
見
な
さ
い
。
こ
れ
は
天
下
を
揺
る
が
す
大
害
で
す
。
こ
の
ま
ま
贅
沢

に
浪
費
す
る
風
習
が
日
に
日
に
増
長
し
て
い
く
と
、
天
下
を
滅
ぼ
す
大
禍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

307	

君
子
之
御
下
也
，
民
奢
，
應
之
以
儉
；
驕
淫
者
，
統
之
以
理
。
未
有
上
仁
而
下
賊
，
讓
行
而
爭
路
者
也
。

故
孔
子
曰
：
「
移
風
易
俗
。
」
豈
家
令
（
令
作

至

）
人
視
之
哉
？
亦
取
（
取
作

先

）
之
於
身
而
已
矣
。
（
卷
四
十　

新
語
）

	

【
白
話
】�

君
王
治
理
百
姓
，
民
風
奢
侈
了
，
就
提
倡
勤
儉
；
民
眾
驕
縱
放
蕩
，
就
提
倡
倫
理
道
德
的
教
化
。

從
沒
有
上
位
者
仁
義
而
下
位
者
卻
暴
虐
的
，
也
沒
有
上
位
者
讓
路
而
下
位
者
爭
路
的
。
所
以
孔

子
說
：
「
移
風
易
俗
。
」
難
道
是
要
一
家
家
地
去
查
看
嗎
？
其
實
只
要
君
王
以
身
作
則
，
從
自

己
做
起
就
行
了
。

　

君
主
や
帝
王
が
民
を
治
め
る
時
は
、
世
間
が
贅
沢
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
節
約
を
提
唱
し
て
き
ま
し

た
。
民
が
驕
っ
て
放
蕩
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
君
主
は
倫
理
と
道
徳
に
よ
る
教
化
を
提
唱
し
て
き
ま
し
た
。

上
位
に
い
る
者
が
仁
義
を
重
ん
じ
る
の
に
、
下
位
に
い
る
者
が
暴
虐
の
限
り
を
尽
す
こ
と
は
今
ま
で
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
上
位
に
い
る
者
が
道
を
譲
っ
て
い
る
の
に
、
下
位
に
い
る
が
道
の
通
行
権
を
争

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
孔
子
は
言
い
ま
し
た
。
「
風
俗
を
移
ろ
わ
せ
て
変
更
し

な
さ
い
」
ま
さ
か
一
軒
一
軒
の
民
家
を
訪
れ
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
君
主
や

帝
王
が
自
ら
模
範
と
な
っ
て
、
民
に
見
本
を
示
せ
ば
よ
い
の
で
す
。
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308	

順
其
善
意
，
防
其
邪
心
，
與
民
同
出
一
道
，
即
民
性
可
善
，
風
俗
可
美
矣
。
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	
【
白
話
】�

君
主
依
從
百
姓
善
的
意
念
，
防
止
百
姓
邪
念
產
生
，
與
百
姓
共
同
遵
循
善
道
而
不
變
，
才
可
以

使
百
姓
棄
惡
從
善
、
民
風
趨
於
淳
厚
。

　

民
の
善
意
に
従
い
、
邪
念
が
起
こ
る
こ
と
を
阻
止
し
て
、
民
と
共
に
善
道
に
従
っ
て
心
変
わ
り
す
る
こ

と
が
な
け
れ
ば
、
君
主
は
民
に
悪
の
道
を
捨
て
さ
せ
、
善
の
道
に
邁
進
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
民
風
も

徐
々
に
善
良
に
し
て
温
厚
な
も
の
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

309	

上
好
德
則
下
修
行
，
上
好
言
則
下
飾
辯
。
修
行
則
仁
義
興
焉
，
飾
辯
則
大
偽
起
焉
，
此
必
然
之
徵
也
。
德

者
難
成
而
難
見
彍

者
也
，
言
者
易
撰
而
易
悅
者
也
。
先
王
知
言
之
易
，
而
悅
之
者
眾
，
故
不
尚
焉
。
（
卷

四
十
九　

傅
子
）

	

【
註
釋
】
彍
見
（x
i
à
n

／

見
）
：
「
現
」
的
古
字
。

	

【
白
話
】�

君
主
崇
尚
美
德
，
則
臣
下
重
視
修
養
德
行
；
君
主
喜
好
高
談
闊
論
，
則
臣
下
熱
衷
粉
飾
巧
言
。

修
養
德
行
則
仁
義
之
道
興
起
，
粉
飾
巧
言
則
詭
詐
之
風
興
起
，
這
是
必
然
現
象
。
美
德
難
修
成

也
難
被
發
現
，
高
談
闊
論
容
易
撰
寫
也
容
易
討
人
喜
歡
。
古
代
聖
王
知
道
巧
言
易
說
且
多
數
人

愛
聽
，
所
以
不
提
倡
。

　

君
主
が
美
徳
を
崇
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
臣
下
は
徳
性
を
修
養
す
る
こ
と
を
重
視
し
ま
す
。
君
主
が

空
論
を
好
む
の
で
あ
れ
ば
、
臣
下
は
美
辞
麗
句
で
言
葉
を
修
飾
す
る
こ
と
に
熱
中
し
ま
す
。
人
々
が
徳
性
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を
修
養
す
れ
ば
、
仁
義
の
道
は
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
人
々
が
美
辞
麗
句
で
言
葉
を
修
飾
す
れ
ば
、
詐
欺
の

風
習
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
必
然
の
現
象
で
す
。
美
徳
の
養
成
は
難
し
く
、
な
か
な
か

気
付
か
れ
ま
せ
ん
。
対
し
て
、
空
論
は
簡
単
に
書
け
て
人
か
ら
も
好
ま
れ
ま
す
。
古
代
の
聖
王
は
美
辞
麗

句
は
容
易
く
言
え
て
、
多
く
の
人
が
好
む
も
の
だ
と
知
っ
て
い
る
の
で
、
提
唱
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

310	

古
者
民
樸
而
化
淳
彍

，
上
少
欲
而
下
尟
鈫

偽
。
衣
足
以
暖
身
，
食
足
以
充
口
，
器
足
以
給
用
，
居
足
以
避
風
雨
。

養
以
大
道
，
而
民
樂
其
生
；
敦
𤊄

以
大
質
旔

，
而
下
無
逸
心
。
日
中
焩

為
市
，
民
交
易
而
退
，
各
得
其
所
。
蓋

化
淳
也
。
（
卷
四
十
九　

傅
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
化
淳
：
教
化
淳
厚
。
鈫
尟
（xiǎ

n

／

尟
）
：
同
「
鮮
」
，
少
。
𤊄
敦
：
勸
勉
；
勉
勵
。
旔
大
質
：

純
樸
的
本
質
。
質
：
樸
實
；
淳
樸
。
焩
日
中
：
從
天
亮
到
正
午
的
半
天
時
間
。

	

【
白
話
】�

古
代
人
民
樸
實
，
風
俗
淳
厚
，
在
上
位
者
貪
欲
少
，
居
下
位
者
少
偽
詐
。
人
們
只
求
衣
能
保
暖
，

食
可
充
飢
，
器
具
可
供
使
用
，
住
房
能
避
風
雨
。
用
正
確
的
道
理
教
化
，
百
姓
安
居
樂
業
；
用

純
樸
的
本
質
勸
勉
，
百
姓
無
放
縱
之
心
。
上
午
是
市
場
開
放
的
時
間
，
百
姓
進
行
交
易
後
離
開
，

各
獲
所
需
。
這
是
風
俗
淳
厚
的
結
果
。

　

古
代
の
民
は
素
朴
で
あ
り
、
風
俗
も
温
厚
な
も
の
で
し
た
。
上
位
に
い
て
貪
欲
な
者
は
少
な
く
、
下
位

に
い
て
詐
欺
を
す
る
者
も
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
々
に
と
っ
て
、
衣
服
を
着
る
の
は
寒
さ
を
凌
ぐ

た
め
で
あ
り
、
食
べ
物
を
食
す
の
は
飢
え
を
満
た
す
た
め
で
し
た
。
ま
た
、
器
物
は
使
え
る
だ
け
で
充
分
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三
、
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で
あ
り
、
家
は
雨
風
を
凌
げ
ば
満
足
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
正
し
い
道
理
で
教
化
す
れ
ば
、
民
は
居

住
地
に
満
足
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
純
朴
な
本
質

を
奨
励
し
て
勧
め
る
と
、
民
か
ら
放
蕩
す
る
心
の
芽
を
取
り
除
け
ま
す
。
午
前
は
市
が
開
放
す
る
時
間
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
需
品
を
得
て
取
引
が
終
え
る
と
、
民
は
す
ぐ
に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
も

温
厚
な
風
俗
の
お
蔭
で
し
た
。

	

三
、
治
乱

311	

文
公
彍

問
於
郭
偃
鈫

，
郭
偃
，

卜
偃
。

曰
：
「
始
也
吾
以
國
為
易
，
易
，
易

治
也
。

今
也
難
。
」
對
曰
：
「
君
以
為
易
，
其
難
也
將

至
矣
；
君
以
為
難
，
其
易
也
將
至
矣
。
」
以
為
難
，
而
勤
修

之
，
故
其
易
將
至
。

（
卷
八　

國
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
文
公
：
即
晉
文
公
。
姬
姓
，
名
重
耳
。
春
秋
時
期
晉
國
國
君
，
春
秋
五
霸
之
一
。
鈫
郭
偃
：

晉
國
大
夫
，
掌
管
占
卜
，
也
稱
卜
偃
。

	

【
白
話
】�

晉
文
公
向
郭
偃
問
道
：
「
開
始
的
時
候
，
我
以
為
治
理
國
家
是
很
容
易
的
事
，
現
在
才
感
到
很

難
。
」
郭
偃
回
答
說
：
「
君
上
如
果
以
為
容
易
，
那
麼
困
難
將
會
到
來
；
君
上
如
果
認
為
困
難
，

那
麼
容
易
將
會
到
來
。
」

 

文
公
は
郭
偃
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
最
初
の
頃
は
、
国
を
治
め
る
の
は
簡
単
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
今
に
な
っ
て
、
そ
の
難
し
さ
が
よ
く
分
り
ま
す
」
郭
偃
は
答
え
ま
し
た
。
「
も
し
殿
が
簡
単
だ
と
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お
思
い
の
で
あ
れ
ば
、
困
難
は
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
も
し
難
し
い
と
お
思
い
の
で
あ
れ
ば
、
自
ず
と
や

さ
し
く
な
り
ま
し
ょ
う
」

312	

大
禹
彍

曰
：
「
后
鈫

克
𤊄

艱
厥
旔

后
，
臣
克
艱
厥
臣
，
政
乃
乂
焩

，
黎
民
敏
烄

德
。
」
敏
，
疾
也
。
能
知
為
君
之
難
，
為
臣
不

易
，
則
其
政
治
，
而
眾
民
皆
疾
修
德
也
。

（
卷

二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
大
禹
：
鯀
的
兒
子
，
名
文
命
，
號
禹
，
夏
后
氏
首
領
。
受
舜
禪
讓
繼
帝
位
，
建
立
夏
代
。
鈫
后
：

上
古
及
三
代
的
部
落
首
領
及
君
王
稱
「
后
」
。
𤊄
克
：
能
夠
。
旔
厥
：
其
。
焩
乂
（y

ì

／

乂
）
：

治
理
，
安
定
。
烄
敏
：
敏
捷
，
迅
速
。

	

【
白
話
】�

大
禹
曾
說
：
「
如
果
君
主
能
夠
了
解
盡
到
君
主
職
責
的
艱
難
，
臣
子
能
夠
了
解
盡
到
臣
子
本
分

的
艱
辛
，
國
政
就
會
得
以
安
定
，
民
眾
就
會
迅
速
去
修
養
自
己
的
德
行
。
」

　

大
禹
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
も
し
君
主
が
君
主
と
し
て
の
責
務
を
全
う
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
理
解
し
、

臣
下
が
臣
下
と
し
て
の
本
分
を
守
る
こ
と
の
厳
し
さ
を
分
れ
ば
、
国
政
は
安
定
し
、
民
は
速
や
か
に
自
分

た
ち
の
徳
性
と
品
行
を
修
め
ま
し
ょ
う
」

313	

義
彍

也
者
，
萬
事
之
紀
鈫

也
，
君
臣
𤊄

上
下
旔

親
疏
焩

之
所
由
起
也
，
治
亂
安
危
之
所
在
也
。
勿
求
於
他
，
必

反
人
情
（
人
情
作

於
己

）
。
（
卷
三
十
九　

呂
氏
春
秋
）

	

【
註
釋
】�

彍
義
：
謂
符
合
正
義
或
道
德
規
範
。
鈫
紀
：
綱
領
。
𤊄
君
臣
：
指
領
導
與
被
領
導
。
旔
上
下
：



伍、敬慎（尊敬と慎重）

304

群
書
治
要
360

3

三
、
治
乱

長
幼
。
焩
親
疏
：
指
關
係
或
感
情
上
距
離
的
遠
近
。

	
【
白
話
】�

義
，
是
萬
事
的
綱
紀
，
是
產
生
君
臣
、
長
幼
、
親
疏
關
係
各
自
本
分
的
起
點
，
是
國
家
治
亂
安

危
關
鍵
之
所
在
。
（
所
以
成
敗
）
勿
求
於
他
人
，
必
須
反
求
諸
己
。
（
自
己
按
正
義
行
事
，
才

能
獲
得
成
功
。
）

　

義
と
は
、
万
事
の
綱
紀
で
あ
り
、
君
臣
や
長
幼
、
親
疎
の
関
係
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
を
な
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
国
が
混
乱
を
治
め
て
、
危
険
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
鍵
で
も
あ
り
ま
す
。
（
そ
の
た
め
に
、

成
敗
は
）
人
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
自
分
に
対
し
て
要
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
自
分
が

正
義
に
従
っ
て
物
事
を
進
行
す
れ
ば
、
成
功
を
得
ら
れ
ま
す
。
）

314	

明
主
不
用
其
智
，
而
任
聖
人
之
智
；
不
用
其
力
，
而
任
眾
人
之
力
。
故
以
聖
人
之
智
思
慮
者
，
無
不
知
也
；

以
眾
人
之
力
起
事
者
，
無
不
成
也
。
能
自
去
而
因
彍

天
下
之
智
力
，
起
鈫

則
身
逸
而
福
多
。
亂
主
獨
用
其
智
，

而
不
任
聖
人
之
智
；
獨
用
其
力
，
而
不
任
眾
人
之
力
，
故
其
身
勞
而
禍
多
。
故
曰
：
「
獨
任
之
國
（
國

舊

作

圖
，
改
之

）
，

勞
而
多
禍
。
」
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
註
釋
】
彍
因
：
依
託
，
憑
藉
。
鈫
起
：
清
代
戴
望
先
生
說
：
「
元
本
無
『
起
』
字
，
此
誤
衍
。
」

	

【
白
話
】�

賢
明
的
君
主
不
靠
自
己
的
智
慧
，
而
用
聖
人
的
智
慧
；
不
靠
自
己
的
力
量
，
而
用
眾
人
的
力
量
。

所
以
憑
藉
聖
人
的
智
慧
思
考
問
題
，
就
沒
有
不
明
白
的
；
用
眾
人
的
力
量
做
事
，
就
沒
有
不
成

功
的
。
能
夠
不
固
執
己
見
而
依
靠
天
下
人
的
智
慧
和
力
量
，
就
會
自
身
安
逸
而
造
福
眾
多
。
昏
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君
獨
恃
自
己
的
才
智
，
而
不
信
賴
聖
人
的
智
慧
；
獨
恃
自
己
的
能
力
，
而
不
依
靠
眾
人
的
力
量
，

所
以
自
身
疲
勞
而
禍
患
眾
多
。
所
以
說
：
「
獨
斷
專
行
的
國
君
，
其
國
勢
必
疲
於
奔
命
而
又
多

禍
。
」

　

賢
明
な
君
主
は
自
分
の
智
慧
で
は
な
く
、
聖
人
の
智
慧
を
用
い
ま
す
。
自
分
の
力
で
は
な
く
、
万
人
の

力
を
用
い
ま
す
。
聖
人
の
智
慧
で
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
で
、
分
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

万
人
の
力
で
物
事
を
進
行
し
て
い
る
の
で
、
成
功
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
意
見
を
固
持
せ

ず
に
、
天
下
の
人
々
の
智
慧
と
力
に
頼
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
は
安
逸
で
い
ら
れ
る
上
に
、
多
く
の

者
に
福
を
も
た
ら
せ
ま
す
。
暗
君
は
自
分
の
才
智
を
驕
っ
て
い
る
の
で
、
聖
人
の
智
慧
に
頼
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
能
力
を
驕
っ
て
い
る
の
で
、
万
人
の
力
を
借
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
は
疲
労
困
憊
に
し

て
多
く
の
禍
に
ま
み
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
え
に
、
「
独
断
で
物
事
を
横
柄
に
行
う
国
君
が
い
れ
ば
、
そ
の
国

政
は
必
ず
苦
労
が
多
く
て
禍
に
ま
み
れ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

315	

國
之
所
以
亂
者
四
：
內
有
疑
彍

妻
之
妾
，
此
宮
亂
也
；
庶
有
疑
嫡
之
子
，
此
家
亂
也
；
朝
有
疑
相
之
臣
，
此

國
亂
也
；
任
官
無
能
，
此
眾
亂
也
。
四
者
無
別
，
主
失
其
體
；
群
官
朋
黨
，
以
懷
其
私
，
則
失
彊
（
彊
作

族

）
矣
。

故
妻
必
定
，
子
必
正
，
相
必
直
立
鈫

以
聽
，
官
必
忠
信
以
敬
。
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
疑
（n

ǐ

／

擬
）
：
通
「
擬
」
。
比
擬
。
鈫
直
立
：
正
位
，
主
其
位
的
意
思
。
直
：
正
。
立
：

古
文
「
位
」
字
。
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【
白
話
】�

國
家
之
所
以
動
亂
的
原
因
有
四
點
：
宮
內
有
與
正
妻
地
位
相
當
的
寵
妾
，
這
是
宮
廷
動
亂
的
原

因
；
庶
子
中
有
與
嫡
子
地
位
相
當
的
孩
子
，
這
是
家
中
動
亂
的
原
因
；
朝
廷
中
有
權
力
與
宰
相

相
當
的
寵
臣
，
這
是
國
家
動
亂
的
原
因
；
所
任
用
的
官
員
沒
有
才
能
，
這
是
群
吏
動
亂
的
原
因
。

對
這
四
種
情
況
不
能
識
別
，
君
主
就
會
喪
失
制
度
規
章
；
群
臣
結
為
朋
黨
，
各
營
私
利
，
君
主

就
會
失
去
宗
族
的
支
持
。
所
以
，
嫡
妻
必
須
要
確
定
地
位
，
嫡
子
必
須
要
正
名
，
宰
相
必
須
正

位
以
聽
政
，
百
官
必
須
忠
信
以
敬
業
。

　

国
に
動
乱
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
原
因
は
四
つ
あ
り
ま
す
。
宮
内
に
正
妻
と
地
位
が
相
当
す
る
寵
姫
が
い

れ
ば
、
宮
廷
に
動
乱
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
庶
子
の
中
に
嫡
子
と
地
位
が
相
当
す
る
子

ど
も
が
い
れ
ば
、
家
に
動
乱
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
朝
廷
の
中
に
宰
相
と
権
力
が
相
当

す
る
寵
臣
が
い
れ
ば
、
国
に
動
乱
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
任
用
す
る
官
員
に
才
能
が
な

け
れ
ば
、
臣
下
た
ち
が
動
乱
を
起
こ
っ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の
状
況
を
識
別
で
き

な
け
れ
ば
、
君
主
は
制
度
と
規
則
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
臣
下
た
ち
が
朋
党
を
結
び
、
私
利
を
企
む
よ

う
に
な
る
と
、
君
主
は
宗
族
か
ら
の
支
持
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
正
妻
の
地
位
は
確
固

た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
嫡
子
の
名
分
は
正
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宰
相
の
官
位
が
正
さ
れ

て
こ
そ
、
政
事
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
百
官
は
忠
信
を
守
っ
て
こ
そ
、
そ
の
職
務
を
敬
謙
に
執

り
行
え
ま
す
。
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316	

子
張
問
政
於
孔
子
曰
：
「
何
如
斯
可
以
從
政
矣
？
」
子
曰
：
「
尊
五
美
，
屏
彍

四
惡
，
斯
可
以
從
政
矣
。
」

屏
，
除

也
。

子
張
曰
：
「
何
謂
五
美
？
」
子
曰
：
「
君
子
惠
而
不
費
，
勞
而
不
怨
，
欲
而
不
貪
鈫

，
泰
而
不
驕
，
威

而
不
猛
。
」
子
張
曰
：
「
何
謂
惠
而
不
費
？
」
子
曰
：
「
因
人
所
利
而
利
之
，
不
亦
（
不
亦
上

脫
斯
字

）
惠
而
不
費
乎
？

利
民
在
政
，

無
費
於
財
。

擇
可
勞
而
勞
之
，
又
誰
怨
？
欲
仁
而
得
仁
，
又
焉
貪
？
君
子
無
眾
寡
，
無
小
大
，
無
敢
慢
，
言
君
子
不

以

寡

小

而
慢

之
。

斯
不
亦
泰
而
不
驕
乎
？
君
子
正
其
衣
冠
，
尊
其
瞻
視
，
儼
然
人
望
而
畏
之
，
斯
不
亦
威
而
不
猛
乎
？
」

子
張
曰
：
「
何
謂
四
惡
？
」
子
曰
：
「
不
教
而
殺
，
謂
之
虐
；
不
戒
視
成
𤊄

，
謂
之
暴
；
不
宿
戒
，
而
責
目
前

成
，
為
視
成
也
。

慢
令

致
期
旔

，
謂
之
賊
；
與
民
無
信
，

而
虛
刻
期
。

猶
之
與
焩

人
也
，
出
納
之
吝
烄

，
謂
之
有
司
𡡅

。
」
謂
財
物
俱
當
與
人
，
而
吝
嗇
於
出
內
惜
難

之
，
此
有
司
之
任
耳
，
非
人
君
之
道
。

（
卷

九　

論
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
屏
（b

ǐ
n
g

／

屏
）
：
除
去
，
排
除
，
摒
棄
。
鈫
欲
而
不
貪
：
下
文
云
「
欲
仁
而
得
仁
，
又

焉
貪
？
」
可
知
此
「
欲
」
字
是
指
欲
仁
欲
義
而
言
。
南
朝
梁
代
皇
侃
《
論
語
義
疏
》
云
：
「
欲
仁

義
者
為
廉
，
欲
財
色
者
為
貪
。
」
𤊄
視
成
：
謂
責
其
成
功
。
旔
致
期
：
南
宋
朱
熹
先
生
認
為
即
「
刻

期
」
，
指
嚴
格
限
定
日
期
。
刻
，
通
「
剋
」
。
焩
與
：
給
予
。
烄
出
納
之
吝
：
捨
不
得
拿
出
去
，

出
手
小
氣
。
此
處
「
出
納
」
一
詞
只
有
「
出
」
的
含
義
，
沒
有
「
納
」
的
含
義
。
俞
樾
先
生
《
群

經
平
議
》
云
：
「
此
自
言
出
之
吝
耳
，
納
則
何
吝
之
有
？
因
出
納
為
人
之
恒
言
，
故
言
出
而
並

及
納
。
」
𡡅
有
司
：
本
是
官
吏
的
通
稱
，
這
裡
指
庫
吏
之
類
的
小
官
，
他
們
在
財
務
出
入
時
都

要
精
確
算
計
、
嚴
加
盤
查
。
從
政
的
人
如
果
這
樣
，
就
顯
得
吝
嗇
刻
薄
而
小
家
子
氣
了
。
皇
侃
《
論

語
義
疏
》
：
「
有
司
，
猶
庫
吏
之
屬
。
人
君
若
物
與
人
而
吝
，
即
與
庫
吏
無
異
。
」

	

【
白
話
】�

子
張
向
孔
子
請
教
為
政
之
道
說
：
「
怎
樣
才
可
以
從
事
政
治
呢
？
」
孔
子
說
：
「
要
尊
崇
五
種
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美
事
，
屏
除
四
種
惡
事
，
這
就
可
以
從
政
了
。
」
子
張
問
：
「
什
麼
是
五
種
美
事
？
」
孔
子
說
：

「
君
子
為
政
，
給
人
民
恩
惠
而
不
耗
費
財
力
，
勞
役
人
民
而
不
招
民
怨
，
有
欲
（
欲
仁
欲
義
）

而
非
自
私
之
貪
欲
，
心
中
安
泰
而
不
驕
傲
，
有
威
儀
而
不
凶
猛
。
」

	

子
張
又
問
：
「
怎
樣
才
算
給
人
民
恩
惠
而
不
耗
費
財
力
？
」
孔
子
說
：
「
就
著
人
民
可
以
得
利

之
處
，
制
定
適
當
的
政
策
來
利
民
，
這
不
就
是
惠
民
而
不
耗
費
財
力
嗎
？
需
用
民
間
勞
力
時
，

選
擇
可
以
勞
動
的
（
時
間
、
情
況
和
人
民
）
去
勞
動
他
們
，
又
有
誰
會
怨
呢
？
欲
行
仁
政
即
行
，

便
能
得
仁
，
又
有
什
麼
貪
可
言
呢
？
君
子
待
人
，
無
論
多
數
少
數
，
也
不
論
是
大
人
物
小
人
物
，

都
不
敢
怠
慢
，
這
不
就
是
心
中
安
泰
而
不
驕
傲
嗎
？
君
子
端
正
其
衣
冠
，
自
尊
其
瞻
視
儀
容
，

令
人
望
之
儼
然
而
生
敬
畏
，
這
不
就
是
有
威
儀
而
不
凶
猛
嗎
？
」

	

子
張
說
：
「
什
麼
是
四
種
惡
政
？
」
孔
子
說
：
「
為
政
不
先
教
民
，
民
眾
犯
罪
就
殺
，
這
叫
做
虐
；

為
政
不
在
事
先
一
再
地
告
誡
，
而
立
刻
就
要
看
到
成
果
，
這
就
是
暴
；
政
令
發
布
很
慢
，
限
期

完
成
卻
是
緊
急
而
刻
不
容
緩
，
這
就
是
賊
害
民
眾
；
散
發
財
物
給
人
民
，
到
發
放
時
卻
顯
得
吝

嗇
，
這
就
叫
小
吏
氣
量
。
」

　

子
張
は
政
事
を
執
り
行
う
方
法
に
つ
い
て
、
孔
子
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
ど
う
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
政
治

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
孔
子
は
言
い
ま
し
た
。
「
五
つ
の
良
い
こ
と
を
尊
い
、
四
つ
の

悪
事
を
排
除
す
れ
ば
、
政
治
に
従
事
で
き
ま
し
ょ
う
」
子
張
は
さ
ら
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
何
が
五
つ
の
良

い
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
孔
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
君
子
が
政
事
を
執
り
行
う
時
は
、
相
手
に
金
銭
で
は
な

く
恩
恵
を
与
え
て
い
る
の
で
、
民
を
使
役
し
て
も
、
民
か
ら
恨
ま
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
欲
が
あ
っ
て
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三
、
治
乱

も
（
仁
義
の
た
め
の
欲
で
あ
り
、
）
私
利
を
貪
ろ
う
と
す
る
貪
欲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
が
驕
る
こ
と
な

く
安
ら
い
で
い
る
た
め
、
凶
暴
に
怒
ら
な
く
て
も
、
自
然
に
威
厳
が
備
わ
り
ま
す
」

　

子
張
は
ま
た
尋
ね
ま
し
た
。
「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
金
銭
を
使
わ
ず
に
、
民
に
恩
恵
を
与
え
る
の
だ

と
言
え
ま
し
ょ
う
か
」
孔
子
は
答
え
ま
し
た
。
「
民
が
利
益
を
得
ら
れ
そ
う
な
こ
と
に
従
っ
て
、
適
当
な

制
度
で
人
々
の
便
利
を
図
れ
ば
、
金
銭
を
使
わ
ず
に
し
て
恩
恵
を
与
え
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

民
間
の
労
力
が
必
要
な
時
は
、
（
時
間
や
状
態
が
）
労
働
に
適
し
た
人
を
選
べ
ば
、
誰
が
文
句
を
言
い
ま

し
ょ
う
か
。
も
し
仁
政
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
実
行
で
き
た
ら
、
仁
愛
の
精
神
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
は
な

く
、
貪
欲
に
な
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。
君
子
は
人
に
接
す
る
時
、
相
手
の
人
数
や
地
位
に
係
わ
ら
ず

に
怠
慢
し
な
い
が
、
こ
れ
こ
そ
心
の
中
が
驕
ら
ず
に
安
ら
い
で
い
る
こ
と
の
証
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

君
子
は
そ
の
衣
服
と
冠
を
正
し
て
、
人
か
ら
見
ら
れ
る
自
分
の
儀
容
に
気
を
使
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
す

る
と
、
人
々
は
君
子
を
見
た
だ
け
で
自
然
に
畏
ま
っ
て
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
こ
そ
凶
暴
に
怒
ら

な
く
て
も
、
自
然
に
威
厳
が
備
わ
る
こ
と
で
す
」

　

子
張
は
言
い
ま
し
た
。
「
四
つ
の
悪
政
と
は
何
で
し
ょ
う
か
」
孔
子
は
言
い
ま
し
た
。
「
政
事
を
執
り

行
う
時
、
先
に
民
を
教
育
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
民
が
罪
を
犯
せ
ば
す
ぐ
に
殺
し
て
し
ま
う
の
は
、
残

虐
だ
と
言
え
ま
す
。
新
し
い
制
度
を
実
行
す
る
時
、
先
に
繰
り
返
し
宣
伝
し
て
広
ま
ら
な
か
っ
た
の
に
、

す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
が
欲
し
い
の
は
、
暴
虐
だ
と
言
え
ま
す
。
政
令
の
頒
布
が
遅
い
の
に
、
完
成
す

る
期
限
は
短
く
、
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
な
い
の
は
、
民
を
騙
し
て
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
も
の
で
す
。
財
物
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三
、
治
乱

を
民
に
分
配
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
い
ざ
分
配
す
る
時
は
吝
嗇
し
て
い
る
の
は
、
官
位
の
低
い
官
吏
程
度

の
気
前
し
か
な
い
と
言
え
ま
す
」

317	

夫
人
君
欲
治
者
，
既
達
專
持
刑
德
之
柄
矣
，
位
必
使
當
其
德
，
祿
必
使
當
其
功
，
官
必
使
當
其
能
。
此
三

者
治
亂
之
本
也
。
位
當
其
德
，
則
賢
者
居
上
，
不
肖
者
居
下
；
祿
當
其
功
，
則
有
勞
者
勸
，
無
勞
者
慕
。
（
卷

四
十
七　

政
要
論
）

	

【
白
話
】�

君
王
要
讓
天
下
達
到
大
治
，
已
經
明
瞭
要
用
好
法
制
和
德
教
的
權
柄
，
那
麼
賜
予
人
地
位
一
定

與
其
德
行
相
符
，
賜
予
人
俸
祿
一
定
與
其
功
勞
相
符
，
賜
予
人
官
職
一
定
與
其
才
能
相
符
。
這

三
條
，
是
治
亂
的
根
本
。
地
位
與
德
行
相
符
，
那
麼
賢
德
的
人
就
會
居
於
上
位
，
不
夠
賢
德
的

人
就
會
居
於
下
位
；
俸
祿
與
功
勞
相
符
，
那
麼
有
功
勞
的
人
就
會
得
到
鼓
勵
，
沒
有
功
勞
的
人

就
會
朝
此
努
力
。

　

君
主
と
帝
王
は
天
下
を
安
泰
で
素
晴
ら
し
い
状
態
に
す
る
た
め
に
は
、
法
制
と
徳
育
を
よ
く
す
る
こ
と

だ
と
、
既
に
心
得
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
心
得
て
い
れ
ば
、
人
に
地
位
を
与
え
る
時
は
必
ず
そ
の
徳

性
と
品
行
に
、
人
に
俸
禄
を
与
え
る
時
は
必
ず
そ
の
功
労
に
、
そ
し
て
人
に
官
職
を
与
え
る
時
は
必
ず
そ

の
才
能
に
見
合
う
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
こ
と
は
、
混
乱
を
治
め
る
た
め
の
根
本
で
す
。
地
位

と
徳
性
や
品
行
が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
賢
徳
の
あ
る
者
は
上
位
に
、
賢
徳
の
な
い
者
は
下
位
に
い
ま
す
。

俸
禄
と
功
労
が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
功
労
の
あ
る
者
は
励
ま
さ
れ
て
、
功
労
の
な
い
者
は
そ
れ
を
目
標
に
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三
、
治
乱

努
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

318	
國
亂
有
三
事
：
年
飢
民
散
，
無
食
以
聚
之
則
亂
；
治
國
無
法
則
亂
；
有
法
而
不
能
用
則
亂
。
有
食
以
聚
民
，

有
法
而
能
行
，
國
不
治
，
未
之
有
也
。
（
卷
三
十
七　

尹
文
子
）

	

【
白
話
】�
造
成
國
家
混
亂
的
原
因
有
三
種
：
遭
受
饑
荒
，
人
民
流
離
失
所
，
君
主
沒
有
糧
食
來
聚
攏
安
穩

人
民
，
國
家
就
會
混
亂
；
治
理
國
家
沒
有
法
令
制
度
，
國
家
會
混
亂
；
有
了
法
令
制
度
但
不
能

貫
徹
執
行
，
國
家
也
會
混
亂
。
有
足
夠
的
糧
食
能
夠
聚
攏
安
穩
百
姓
，
有
良
好
的
法
令
制
度
且

能
貫
徹
執
行
，
而
國
家
還
不
能
治
理
好
，
是
從
來
沒
有
的
事
。

　

国
が
混
乱
す
る
の
に
は
三
つ
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。
民
は
飢
饉
に
あ
っ
て
家
を
失
っ
た
の
に
、
君
主
に

民
を
安
定
さ
せ
る
だ
け
の
食
糧
が
な
け
れ
ば
、
国
は
混
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
国
を
治
め
る
の
に
、
法
令

や
制
度
が
な
け
れ
ば
、
国
は
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
法
令
や
制
度
は
あ
る
の
に
、
徹
底
し
て
執
行

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
国
は
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
民
を
安
定
さ
せ
る
だ
け
の
充
分
な
食

糧
が
あ
っ
て
、
良
好
な
法
令
や
制
度
を
徹
底
し
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
を
治
め
ら
れ
な
い
こ

と
は
、
未
だ
か
つ
て
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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四
、
鑒
戒
（
過
去
の
経
験
を
教
訓
に
し
ま
す
）

	

四
、
鑒
戒
（
過
去
の
経
験
を
教
訓
に
し
ま
す
）

319	
孔
子
觀
於
明
堂
彍

，
睹
四
方
之
墉
，
墉
，

牆
。

有
堯
、
舜
、
桀
、
紂
之
象
，
而
各
有
善
惡
之
狀
、
興
廢
之
誡
焉
。
又

有
周
公
相
成
王
，
抱
之
而
負
斧
扆
鈫

，
南
面
以
朝
諸
侯
之
圖
焉
。
孔
子
徘
徊
而
望
之
，
謂
從
者
曰
：
「
此
則

周
之
所
以
盛
也
！
夫
明
鏡
者
所
以
察
形
，
往
古
者
所
以
知
今
。
人
主
不
務
襲
跡
於
其
所
以
安
存
，
而
忽
怠

於
所
以
危
亡
，
是
猶
未
有
以
異
於
卻
步
而
欲
求
及
前
人
也
，
豈
非
惑
哉
？
」
（
卷
十　

孔
子
家
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
明
堂
：
古
代
帝
王
宣
明
政
教
、
舉
行
大
典
的
地
方
。
這
裡
是
孔
子
到
周
國
所
參
觀
的
明
堂
。

鈫
斧
扆
（y

ǐ

／

扆
）
：
古
代
帝
王
朝
堂
所
用
的
狀
如
屏
風
的
器
具
，
以
絳
為
質
，
高
八
尺
，

東
西
當
戶
牖
之
間
。
其
上
有
斧
形
圖
案
，
故
名
。
《
逸
周
書‧

明
堂
》
：
「
天
子
之
位
，
負
斧
扆
，

南
面
立
。
」

	

【
白
話
】�

孔
子
在
周
國
的
明
堂
參
觀
時
，
看
到
四
周
的
牆
壁
上
繪
有
堯
帝
、
舜
帝
、
夏
桀
、
商
紂
的
畫
像
，

畫
像
下
面
都
敘
述
了
他
們
的
善
行
和
惡
跡
的
情
況
，
以
及
興
盛
和
衰
亡
的
規
誡
。
還
有
周
公
輔

佐
成
王
時
，
抱
著
成
王
背
靠
斧
紋
圖
案
的
屏
風
，
面
南
而
坐
接
受
諸
侯
來
朝
見
的
圖
畫
。
孔
子

徘
徊
在
這
些
畫
像
前
反
覆
瞻
仰
，
對
跟
隨
在
身
邊
的
弟
子
們
說
：
「
這
就
是
周
朝
繁
榮
興
盛
的

原
因
啊
！
明
鏡
是
用
來
觀
察
人
的
身
形
的
，
歷
史
則
是
用
來
看
清
現
實
和
預
知
未
來
的
。
如
果

君
王
既
不
努
力
承
襲
古
代
聖
王
之
所
以
長
治
久
安
之
道
，
又
忽
視
亡
國
之
君
之
所
以
危
亡
的
原

因
，
這
就
跟
向
後
面
倒
退
，
卻
想
要
趕
上
走
在
前
面
的
人
沒
有
兩
樣
，
豈
不
是
很
糊
塗
嗎
？
」

　

あ
る
日
、
孔
子
は
周
国
の
帝
王
が
政
治
や
儀
礼
を
行
う
明
堂
を
見
学
し
ま
し
た
。
周
り
の
壁
に
は
堯
帝
、
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四
、
鑒
戒
（
過
去
の
経
験
を
教
訓
に
し
ま
す
）

舜
帝
、
夏
桀
、
商
紂
ら
の
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
絵
の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
し
た
善
行
と
悪
行
が

記
さ
れ
、
強
盛
も
し
く
は
衰
亡
し
た
こ
と
へ
の
戒
め
が
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
周
公
が
成
王
を
補
佐
し
て

い
た
時
に
、
幼
い
主
君
を
抱
い
て
帝
王
の
象
徴
で
あ
る
斧
文
様
の
屏
風
を
背
に
し
な
が
ら
、
南
向
き
に

座
っ
て
諸
侯
の
謁
見
を
受
け
て
い
た
絵
が
あ
り
ま
し
た
。
孔
子
は
こ
れ
ら
の
絵
の
前
を
歩
き
回
っ
て
、
繰

り
返
し
仰
げ
て
か
ら
、
そ
ば
に
つ
い
て
い
た
弟
子
た
ち
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
こ
れ
こ
そ
周
朝
が
栄
え
て

強
盛
に
な
っ
た
原
因
で
す
！
明
鏡
は
人
の
身
な
り
を
観
察
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
歴
史
は
現
実
を
見

定
め
て
未
来
を
予
知
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
も
し
主
君
が
昔
の
聖
王
が
長
く
平
穏
に
治
国
で
き
た
道
を

勤
め
て
受
け
継
げ
よ
う
と
し
な
い
上
に
、
亡
国
の
君
主
が
い
か
に
し
て
国
を
滅
亡
さ
せ
た
の
か
も
無
視
し

て
い
る
の
な
ら
ば
、
ま
る
で
後
ろ
向
き
に
歩
い
て
い
る
の
に
、
先
頭
に
い
る
者
に
追
い
つ
こ
う
と
し
て
い

る
の
と
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
と
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

320	

古
人
有
言
曰
：
「
人
無
彍

于
鈫

水
鑒
𤊄

，
當
于
民
鑒
。
」
古
賢
聖
有
言
，
人
無
於
水
鑒
，
當
於
民
鑒

也
。
視
水
見
己
形
，
視
民
行
事
見
吉
凶
。

今
惟
殷
墜
命
，
我
其
可
弗

大
鑑
？
今
惟
殷
紂
無
道
，
墜
失
天
命
，

我
其
可
不
大
視
為
戒
也
。

（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】
彍
無
：
勿
。
鈫
于
：
以
。
𤊄
鑒
：
照
，
察
看
。

	

【
白
話
】�

古
人
有
句
格
言
說
：
「
人
不
要
只
把
水
當
作
鏡
子
觀
察
自
己
，
而
應
當
把
百
姓
作
為
鏡
子
審
查

自
己
。
」
如
今
殷
已
失
掉
了
他
的
天
命
，
我
們
豈
可
不
深
刻
反
省
以
殷
商
滅
亡
之
事
為
鑑
呢
？

　

昔
の
人
は
こ
の
よ
う
な
格
言
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
人
は
水
を
鏡
に
し
て
、
自
分
の
こ
と
を
観
察
し
て
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は
な
り
ま
せ
ん
。
民
を
鏡
に
し
て
、
自
分
の
こ
と
を
審
査
す
る
べ
き
で
す
」
今
や
殷
は
そ
の
天
命
を
失
っ

た
が
、
私
た
ち
も
殷
商
が
滅
亡
し
た
こ
と
を
鏡
と
し
て
、
深
く
反
省
し
な
い
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

321	

殷
君
喜
以
人
餧
彍

虎
；
喜
割
人
心
；
喜
殺
孕
婦
；
喜
殺
人
之
父
，
孤
人
之
子
；
喜
奪
；
喜
誣
；
以
信
為
欺
，

欺
者
為
真
；
以
忠
為
不
忠
；
忠
諫
者
死
，
阿
諛
者
賞
；
以
君
子
為
下
；
急
令
暴
取
；
好
田
獵
，
出
入
不
時
；

喜
治
宮
室
脩
臺
池
，
日
夜
無
已
；
喜
為
酒
池
肉
林
糟
丘
，
而
牛
飲
者
三
千
飲
人
；
無
長
幼
之
序
，
貴
賤
之

禮
；
喜
聽
讒
用
舉
，
無
功
者
賞
，
無
德
者
富
；
所
愛
專
制
而
擅
令
，
無
禮
義
，
無
忠
信
，
無
聖
人
，
無
賢
士
，

無
法
度
，
無
升
斛
鈫

，
無
尺
丈
，
無
稱
衡
。
此
殷
國
之
大
妖
也
。
（
卷
三
十
一　

六
韜
）

	

【
註
釋
】�

彍
餧
（wèi

／

餧
）
：
亦
作
「
餵
」
。
餵
養
。
鈫
升
斛
：
升
與
斛
的
合
稱
，
均
為
計
量
標
準
的
名
稱
。

	

【
白
話
】�

商
紂
王
喜
歡
用
人
來
餵
虎
；
喜
歡
挖
人
的
心
；
喜
歡
剖
開
孕
婦
的
肚
子
；
喜
歡
殺
人
之
父
，
使

人
成
為
孤
兒
；
喜
歡
奪
取
；
喜
歡
妄
言
；
把
誠
信
當
成
欺
詐
，
把
欺
詐
當
作
真
實
；
把
忠
誠
視

為
不
忠
；
忠
心
勸
諫
者
被
處
死
，
阿
諛
奉
承
者
受
到
賞
賜
；
把
君
子
看
得
卑
下
；
政
令
苛
急
，

暴
取
豪
奪
；
喜
好
打
獵
，
出
入
不
避
時
節
；
喜
好
修
造
宮
室
台
池
，
日
夜
不
停
；
喜
好
建
造
酒

池
、
肉
林
和
酒
糟
堆
成
的
小
山
，
還
招
集
三
千
人
狂
飲
；
不
分
長
幼
的
次
序
，
沒
有
貴
賤
的
禮

節
；
喜
歡
聽
信
姦
邪
之
人
的
讒
言
，
並
任
用
他
們
舉
薦
的
人
，
使
無
功
者
受
賞
，
使
無
德
者
富

有
；
喜
好
專
制
而
獨
攬
政
令
；
不
講
禮
義
、
不
講
忠
信
，
目
無
聖
人
，
無
視
賢
士
，
國
無
法
度
，

沒
有
計
容
量
、
量
長
短
、
稱
輕
重
的
統
一
標
準
。
這
些
都
是
殷
國
大
的
反
常
、
怪
異
之
事
。



群書治要 360

315

群
書
治
要
360

3

四
、
鑒
戒
（
過
去
の
経
験
を
教
訓
に
し
ま
す
）

　

商
の
紂
王
は
エ
サ
と
し
て
虎
に
人
を
や
る
の
を
好
み
ま
し
た
。
ま
た
、
人
の
心
臓
を
抜
き
取
り
、
妊
婦

の
腹
を
切
り
裂
き
、
人
の
父
親
を
殺
し
て
人
を
孤
児
に
し
て
し
ま
い
、
略
奪
の
を
好
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

妄
言
を
好
む
紂
王
は
誠
心
誠
意
と
信
用
を
詐
欺
だ
と
見
な
し
、
詐
欺
を
真
実
だ
と
考
え
ま
し
た
。
紂
王
は

忠
実
を
不
忠
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、
忠
心
か
ら
諫
言
を
呈
し
た
者
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
、
お
も
ね
る
者

は
褒
美
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
何
よ
り
、
紂
王
は
君
子
を
卑
し
い
者
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
政
令
は
苛

酷
に
し
て
性
急
で
あ
り
、
民
の
物
で
も
暴
虐
を
働
い
て
無
理
に
奪
い
取
り
ま
し
た
。
猟
を
好
む
の
で
、
時

節
問
わ
ず
に
出
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
宮
殿
や
池
な
ど
を
造
る
の
を
好
ん
だ
の
で
、
昼
夜
問
わ
ず
に
工
事

は
続
き
ま
し
た
。
酒
池
肉
林
と
酒
麹
で
で
き
た
小
山
を
好
ん
で
作
り
、
三
千
人
も
招
集
し
て
飲
み
明
か
し

ま
し
た
。
そ
の
宮
殿
に
は
長
幼
の
秩
序
が
な
く
、
貴
賎
の
礼
節
も
あ
り
ま
せ
ん
。
邪
な
者
の
讒
言
を
好
ん

で
聞
き
入
れ
て
信
用
し
、
推
薦
さ
れ
た
者
を
任
用
す
る
の
で
、
功
労
の
な
い
者
は
褒
美
を
与
え
ら
れ
て
、

徳
の
な
い
者
が
豊
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
横
暴
に
し
て
専
制
を
好
む
の
で
、
政
令
は
全
て
紂
王
一
人
し

か
下
せ
ま
せ
ん
。
礼
と
義
、
忠
と
信
を
重
ん
じ
な
い
紂
王
は
、
聖
人
の
こ
と
な
ど
眼
中
に
な
く
、
賢
人
の

こ
と
も
無
視
し
て
い
る
の
で
、
国
は
法
制
が
な
く
、
重
さ
や
長
短
な
ど
を
量
る
た
め
の
統
一
し
た
標
準
も

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
殷
国
に
お
け
る
、
常
軌
か
ら
大
き
く
逸
し
て
し
ま
っ
た
怪
異
な
こ
と

で
す
。

322	

昔
秦
所
以
亡
天
下
者
，
但
坐
彍

賞
輕
而
罰
重
，
刑
政
錯
亂
。
民
力
盡
於
奢
侈
，
目
眩
於
美
色
，
志
濁
於
財
寶
，
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邪
臣
在
位
，
賢
哲
隱
藏
，
百
姓
業
業
鈫

，
天
下
苦
之
，
是
以
遂
有
覆
巢
破
卵
之
憂
。
漢
所
以
彊
𤊄

者
，
躬
行

誠
信
，
聽
諫
納
賢
，
惠
及
負
薪
旔

，
躬
請
巖
穴
焩

，
廣
採
博
察
，
以
成
其
謀
。
此
往
事
之
明
證
也
。
（
卷

二
十
八　

吳
志
下
）

	

【
註
釋
】�
彍
坐
：
因
為
，
由
於
。
鈫
業
業
：
危
懼
的
樣
子
。
𤊄
彊
（q

i
á
n
g

／

彊
）
：
強
盛
；
強
大
。
旔

負
薪
：
背
負
柴
草
，
指
地
位
低
微
的
人
。
焩
巖
穴
：
指
巖
穴
之
士
，
即
隱
士
。
古
時
隱
士
多
山
居
，

故
稱
。

	

【
白
話
】�

以
前
秦
朝
之
所
以
失
去
天
下
，
就
是
因
為
賞
賜
輕
而
刑
罰
重
，
刑
法
和
政
令
混
亂
。
國
君
的
奢

侈
耗
盡
了
民
力
，
國
君
的
雙
眼
被
美
色
迷
惑
，
心
志
被
財
寶
腐
蝕
污
染
，
姦
邪
之
臣
在
位
掌
權
，

賢
明
之
人
隱
居
退
避
，
百
姓
憂
慮
恐
懼
，
天
下
人
深
感
痛
苦
，
因
此
最
終
遭
到
國
破
家
亡
的
禍

患
。
漢
朝
之
所
以
強
盛
的
原
因
，
就
在
於
君
主
親
自
履
行
誠
信
，
聽
取
諫
言
，
招
納
賢
才
，
恩

惠
施
及
微
賤
之
人
，
親
自
禮
請
隱
逸
的
賢
士
出
山
，
廣
泛
聽
取
各
種
意
見
，
全
面
進
行
考
察
，

從
而
成
就
了
其
宏
遠
的
計
畫
。
這
些
都
是
過
去
的
鮮
明
例
證
。

　

そ
の
昔
、
秦
朝
が
天
下
を
失
っ
た
の
は
、
褒
美
が
軽
す
ぎ
て
刑
罰
が
重
す
ぎ
た
の
で
、
刑
法
と
政
令
が

混
乱
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
す
。
国
君
の
贅
沢
は
民
の
財
力
と
気
力
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
両
目
は
美
色
に
惑
わ
さ
れ
、
そ
の
心
は
財
宝
に
蝕
ま
れ
て
汚
さ
れ
ま
し
た
。
邪
な
臣
下
は
高
い
地
位

に
い
て
権
力
を
握
り
、
賢
明
な
者
は
辞
官
し
て
隠
居
し
ま
し
た
。
民
は
憂
い
と
恐
れ
に
落
と
さ
れ
、
天
下

の
人
々
は
苦
し
み
を
深
く
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
最
終
に
は
国
敗
れ
て
家
も
断
絶
す
る
禍
に
直
面
し
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た
の
で
す
。
漢
朝
が
強
盛
で
い
ら
れ
た
原
因
は
、
君
主
は
自
ら
誠
心
誠
意
と
信
用
を
実
行
し
、
諫
言
を
聞

き
入
れ
て
賢
人
を
招
く
た
め
で
す
。
た
と
え
ど
の
よ
う
に
卑
し
い
身
分
の
者
で
あ
っ
て
も
、
漢
朝
の
君
主

は
恩
恵
を
広
く
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
隠
居
し
て
い
る
賢
人
に
は
再
び
仕
官
す
る
よ
う
に
、
自
ら
出
向
い

て
礼
儀
を
尽
し
て
訪
れ
ま
し
た
。
各
方
面
か
ら
の
意
見
を
広
く
聞
き
入
れ
て
、
全
面
的
に
考
察
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
広
遠
な
計
画
を
実
現
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
皆
、
過
去
に
残
さ
れ
た
鮮
明
な
例
証

で
す
。

323	

王
國
富
民
，
霸
國
富
士
彍

，
僅
存
之
國
富
大
夫
，
亡
國
富
倉
府
。
是
謂
上
溢
而
下
漏
，
故
患
無
所
救
。
（
卷

三
十
七　

尉
繚
子
）

	

【
註
釋
】
彍
士
：
智
者
、
賢
者
。
後
泛
指
讀
書
人
，
知
識
階
層
。

	

【
白
話
】�

實
行
王
道
的
國
家
，
致
力
於
讓
百
姓
富
裕
；
實
行
霸
道
的
國
家
，
致
力
於
讓
士
人
富
足
；
勉
強

生
存
的
國
家
，
高
官
貴
族
們
特
別
富
裕
；
瀕
於
滅
亡
的
國
家
，
君
王
的
糧
倉
府
庫
特
別
富
足
。

這
就
是
人
們
所
說
的
上
層
富
得
溢
出
而
下
民
窮
困
不
堪
，
像
這
樣
，
一
旦
有
亡
國
的
禍
患
就
無

法
挽
救
了
。

　

王
道
を
実
行
し
て
い
る
国
は
、
民
が
豊
か
に
な
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
ま
す
。
覇
道
を
実
行
し
て
い
る
国

は
、
士
人
が
豊
か
に
な
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
ま
す
。
何
と
か
存
続
し
て
い
る
国
で
は
、
高
官
や
貴
族
た
ち

が
特
に
豊
か
で
す
。
滅
亡
す
る
寸
前
の
国
は
、
主
君
の
食
糧
庫
が
特
に
豊
か
で
す
。
こ
れ
こ
そ
、
上
の
高
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官
や
貴
族
は
溢
れ
る
ほ
ど
豊
か
な
の
に
、
下
の
民
は
こ
の
上
な
く
貧
困
だ
と
、
人
々
が
言
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
、
も
し
亡
国
の
禍
が
あ
れ
ば
、
二
度
と
挽
回
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

324	

《
周
書
》
曰
：
「
天
子
見
怪
則
脩
德
，
諸
侯
見
怪
則
脩
政
，
大
夫
見
怪
則
脩
職
，
士
庶
見
怪
則
脩
身
。
」

神
不
能
傷
道
，
妖
亦
不
能
害
德
。
及
衰
世
薄
俗
彍

，
君
臣
多
淫
驕
失
政
，
士
庶
多
邪
心
惡
行
，
是
以
數
有
災

異
變
怪
鈫

。
又
不
能
內
自
省
視
，
畏
天
戒
，
而
反
外
考
謗
議
，
求
問
厥
故
，
惑
於
佞
愚
，
而
以
自
詿
𤊄

誤
，

而
令
患
禍
得
就
，
皆
違
天
逆
道
者
也
。
（
卷
四
十
四　

桓
子
新
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
薄
俗
：
輕
薄
的
習
俗
，
壞
風
氣
。
鈫
變
怪
：
災
異
變
怪
。
𤊄
詿
（g

u
à

／

詿
）
：
貽
誤
；
搞
壞
。

	

【
白
話
】�

《
逸
周
書
》
上
說
：
「
天
子
看
到
怪
異
現
象
則
修
養
德
行
，
諸
侯
看
到
怪
異
現
象
則
修
明
政
教
，

大
夫
看
到
怪
異
現
象
則
盡
忠
職
守
修
治
政
事
，
士
人
和
百
姓
看
到
怪
異
現
象
則
修
養
自
身
。
」

神
明
不
能
傷
害
道
義
，
妖
異
不
能
傷
害
仁
德
。
到
了
世
道
衰
敗
、
民
風
日
下
之
時
，
君
臣
多
驕

奢
淫
逸
，
政
治
混
亂
，
士
人
和
百
姓
也
多
心
術
不
正
、
作
惡
多
端
，
因
此
屢
次
發
生
災
變
怪
異

之
事
。
又
不
能
向
內
自
我
反
省
、
畏
懼
上
天
的
警
戒
，
反
而
向
外
追
究
指
責
，
求
問
災
異
發
生

的
原
因
，
從
而
被
姦
佞
愚
昧
的
小
人
所
迷
惑
而
自
誤
，
使
得
禍
患
得
以
發
生
，
這
些
都
是
違
背

天
理
、
道
義
的
。

　

『
逸
周
書
』
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
天
子
は
怪
奇
現
象
を
見
か
け
る
と
、
そ
の
徳
性
と
品
行
を
修
め
ま

す
。
諸
侯
は
怪
奇
現
象
を
見
か
け
る
と
、
政
治
や
教
育
を
改
め
ま
す
。
大
夫
は
怪
奇
現
象
を
見
か
け
る
と
、
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忠
誠
を
尽
し
て
職
務
と
政
事
に
尽
力
し
ま
す
。
士
人
と
民
は
怪
奇
現
象
を
見
か
け
る
と
、
自
分
自
身
の
中

身
を
修
め
ま
す
」
何
故
な
ら
、
神
で
あ
っ
て
も
道
義
を
傷
つ
け
ら
れ
ず
、
物
の
怪
で
あ
っ
て
も
仁
徳
を
傷

つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
世
道
が
衰
退
し
て
民
風
が
日
に
日
に
悪
く
な
る
時
こ
そ
、
禍
や
怪
奇
現
象
は
度
々
起

こ
り
ま
す
。
驕
っ
た
君
臣
が
共
に
豪
奢
な
生
活
に
耽
る
の
で
、
政
治
は
混
乱
を
極
め
ま
す
。
士
人
と
民
の

多
く
も
性
根
が
腐
り
、
様
々
な
悪
事
に
手
を
染
め
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
者
た
ち
は
、
自
分
の
心

に
問
い
質
し
て
反
省
し
た
り
、
天
か
ら
警
戒
を
恐
れ
た
り
せ
ず
に
、
禍
が
起
こ
る
原
因
を
他
人
の
責
任
と

し
て
非
難
し
、
追
求
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
邪
で
卑
し
い
愚
者
に
惑
わ
さ
れ
て
、
自
ら
過

ち
を
犯
し
て
し
ま
い
、
禍
を
呼
び
寄
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
天
理
と
道
義
に
背
く
こ
と
で
す
。

325	

仲
叔
于
奚
救
孫
桓
子
，
桓
子
是
以
免
。
既
，
衛
人
賞
之
以
邑
，
賞
于
奚

也
。

辭
，
請
曲
縣
彍

、
軒
，
縣

也
。

繁
纓
鈫

以
朝
，
許

之
。
繁
纓
，
馬
飾
，
皆

諸
侯
之
服
也
。

仲
尼
聞
之
，
曰
：
「
惜
也
！
不
如
多
與
之
邑
。
唯
器
與
名
，
不
可
以
假
人
，
器
，
車
服
也
。

名
，
爵
號
也
。

君
之

所
司
也
，
政
之
大
節
也
。
若
以
假
人
，
與
人
政
也
。
政
亡
，
則
國
家
從
之
，
不
可
止
也
已
。
」
（
卷
五　

春
秋
左
氏
傳
中
）

	

【
註
釋
】�

彍
曲
縣
：
亦
作
「
曲
懸
」
。
古
代
天
子
在
正
堂
將
鐘
磬
等
樂
器
四
面
懸
掛
稱
「
宮
縣
」
，
諸
侯

只
懸
掛
在
東
西
北
三
面
稱
「
曲
縣
」
、
「
軒
縣
」
，
大
夫
僅
掛
左
右
兩
面
稱
「
判
縣
」
，
士
僅

掛
一
面
稱
「
特
縣
」
。
縣
：
「
懸
」
的
古
字
。
鈫
繁
（p

á
n

／

繁
）
纓
：
古
代
天
子
、
諸
侯
所

用
的
馬
飾
。
繁
：
馬
腹
帶
。
纓
：
馬
頸
革
。
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四
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（
過
去
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験
を
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に
し
ま
す
）

	

【
白
話
】�

新
築
大
夫
仲
叔
于
奚
救
援
孫
良
夫
，
孫
良
夫
因
此
免
受
災
難
。
過
後
不
久
，
衛
君
把
城
邑
賞
賜

給
仲
叔
于
奚
，
于
奚
謝
絕
，
而
請
求
賜
給
他
諸
侯
才
能
使
用
的
「
曲
懸
」
和
「
繁
纓
」
來
朝
見

衛
君
，
衛
君
允
許
了
。
孔
子
聽
說
了
這
件
事
，
就
說
：
「
令
人
痛
惜
呀
！
還
不
如
多
賞
他
一
些

城
邑
。
唯
有
禮
器
和
爵
位
名
號
，
不
能
隨
便
授
予
別
人
，
這
是
國
君
所
掌
管
的
，
是
為
政
的
大
綱
。

若
以
此
授
人
，
就
等
於
給
人
政
權
。
政
權
喪
失
了
，
國
家
也
會
跟
著
喪
失
，
那
就
無
可
挽
回
了
。
」

　

新
築
と
い
う
地
方
の
大
夫
で
あ
っ
た
仲
叔
于
奚
が
孫
良
夫
を
助
け
た
の
で
、
孫
良
夫
は
災
い
を
逃
れ
ま

し
た
。
間
も
な
く
、
衛
君
は
仲
叔
于
奚
に
城
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
于
奚
は
こ
れ
を
断
り
ま
し
た
。
代

わ
り
に
、
諸
侯
の
み
が
使
え
た
「
曲
懸
」
と
「
繁
纓
」
を
用
い
て
衛
君
に
謁
見
で
き
る
よ
う
に
と
于
奚
は

願
い
出
て
、
衛
君
は
こ
れ
を
許
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
何
と
惜
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
！
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
な
ら
、
衛
君
は
も
っ
と
多
く
の
城
を
于
奚
に
与
え
る
べ
き

で
し
た
。
儀
礼
に
使
わ
れ
る
器
と
爵
位
だ
け
は
軽
々
し
く
人
に
与
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
国
君

が
司
る
も
の
で
あ
り
、
政
事
を
為
す
た
め
の
大
元
で
す
。
も
し
誰
か
に
授
け
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
者
に
政

権
の
一
部
を
授
け
た
も
同
然
で
す
。
政
権
を
失
う
と
、
国
家
も
つ
ら
れ
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
に
な
れ
ば
、
も
う
挽
回
の
手
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
」

326	

生
而
富
者
驕
，
生
而
貴
者
傲
。
生
富
貴
而
能
不
驕
傲
者
，
未
之
有
也
。
今
寵
祿
初
隆
，
百
僚
觀
行
，
當
堯

舜
之
盛
世
，
處
光
華
之
顯
時
，
豈
可
不
庶
幾
夙
夜
以
永
終
譽
？
（
卷
二
十
二　

後
漢
書
二
）
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四
、
鑒
戒
（
過
去
の
経
験
を
教
訓
に
し
ま
す
）

	

【
白
話
】�

（
崔
駰
勸
諫
竇
太
后
之
兄
竇
憲
：
）
生
來
就
富
有
的
人
會
驕
縱
，
生
來
就
地
位
貴
顯
的
人
會
傲
慢
。

生
來
富
貴
而
能
夠
不
驕
縱
不
傲
慢
的
人
，
是
不
曾
有
過
的
。
如
今
您
的
榮
寵
和
祿
位
剛
剛
顯
盛
，

百
官
都
在
看
您
的
行
動
，
您
處
在
堯
舜
一
般
的
盛
世
，
正
是
榮
耀
顯
赫
之
時
，
怎
能
不
晝
夜
勤

勞
，
長
久
擁
有
大
家
的
讚
譽
？
（
竇
憲
未
聽
，
之
後
圖
謀
篡
位
，
漢
和
帝
察
覺
而
將
其
賜
死
。
）

　

（
崔
駰
は
竇
太
后
の
兄
で
あ
る
竇
憲
を
諌
め
ま
し
た
。
）
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
裕
福
な
生
活
を
送
っ

て
き
た
者
は
驕
り
や
す
く
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
尊
い
地
位
に
い
る
者
は
傲
慢
に
な
り
や
す
い
も
の
で

す
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
裕
福
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
に
、
驕
ら
ず
に
傲
慢
に
な
ら
な
か
っ
た
者
は

未
だ
か
つ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
や
、
あ
な
た
の
栄
誉
と
寵
愛
、
そ
し
て
地
位
と
俸
禄
は
ま
さ
に
勢
い

を
つ
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
百
官
が
あ
な
た
の
行
動
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
堯
舜
の
よ
う
な
頂
点
に
い

て
、
ま
さ
に
栄
耀
を
極
め
る
時
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
、
昼
夜
問
わ
ず
に
職
務
に
勤
し
み
、
皆
の
賛
美

を
長
く
続
く
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
し
ょ
う
。
（
し
か
し
な
が
ら
、
竇
憲
は
こ
の
諫
言
を
聞
き
入
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
謀
反
を
企
て
た
竇
憲
は
漢
和
帝
に
気
付
か
れ
て
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
し

た
。
）

327	

昔
陳
靈
之
被
矢
彍

，
灌
氏
之
泯
族
鈫

，
匪
降
自
天
，
口
實
為
之
。
樞
機
之
發
，
榮
辱
之
主
，
三
緘
𤊄

之
戒
，
豈

欺
我
哉
。
（
卷
五
十　

抱
朴
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
陳
靈
公
之
被
矢
：
《
左
傳
•
宣
公
十
年
》
載
：
「
陳
靈
公
與
孔
寧
、
儀
行
父
飲
酒
於
夏
氏
，
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ま
す
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公
謂
行
父
曰
：
『
徵
舒
似
女
。
』
對
曰
：
『
亦
似
君
。
』
徵
舒
病
之
。
公
出
，
自
其
廄
射
而
殺

之
。
」
鈫
灌
氏
之
泯
族
：
《
史
記
•
魏
其
武
安
侯
列
傳
》
載
：
「
灌
將
軍
夫
者
，
潁
陰
人
也
。

…
…
灌
夫
為
人
剛
直
使
酒
，
不
好
面
諛
。
…
…
宗
族
賓
客
為
權
利
，
橫
於
潁
川
。
…
…
及
飲
酒

酣
，
夫
起
舞
屬
丞
相
（
田
蚡
）
，
丞
相
不
起
。
夫
從
坐
上
語
侵
之
。
魏
其
乃
扶
灌
夫
去
，
謝
丞
相
。

…
…
丞
相
取
燕
王
女
為
夫
人
。
有
太
后
詔
，
召
列
侯
宗
室
皆
往
賀
。
…
…
飲
酒
酣
，
武
安
起
為

壽
，
坐
皆
避
席
伏
。
已
，
魏
其
侯
為
壽
，
獨
故
人
避
席
耳
，
餘
半
膝
席
。
灌
夫
不
悅
，
起
行
酒
，

至
武
安
，
武
安
膝
席
曰
：
『
不
能
滿
觴
。
』
夫
怒
，
因
嘻
笑
曰
：
『
將
軍
，
貴
人
也
，
屬
之
！
』

時
武
安
不
肯
。
行
酒
次
至
臨
汝
侯
，
臨
汝
侯
方
與
程
不
識
耳
語
，
又
不
避
席
。
夫
無
所
發
怒
，

乃
罵
臨
汝
侯
…
…
武
安
遂
怒
曰
：
『
此
吾
驕
灌
夫
罪
。
』
…
…
劾
灌
夫
罵
坐
不
敬
，
系
居
室
，

遂
按
其
前
事
，
遣
吏
分
曹
逐
捕
灌
氏
之
屬
，
皆
得
棄
市
罪
。
」
𤊄
三
緘
（j

i
ā
n

／

緘
）
：
指
銅

人
嘴
部
三
處
被
封
。
《
說
苑
•
敬
慎
》
載
：
「
孔
子
觀
於
周
之
太
廟
，
見
右
陛
之
前
，
有
金
人
焉
，

三
緘
其
口
。
而
銘
其
背
曰
：
『
古
之
慎
言
人
也
。
戒
之
哉
！
戒
之
哉
！
無
多
言
，
多
言
多
敗
；

無
多
事
，
多
事
多
患
。
』
」
事
又
見
《
孔
子
家
語
•
觀
周
》
。
緘
：
封
閉
。

	

【
白
話
】�

從
前
陳
靈
公
被
射
死
，
灌
夫
被
滅
族
，
災
禍
不
是
從
天
而
降
，
而
實
在
是
言
語
造
成
的
。
言
行

是
人
生
的
關
鍵
，
它
主
宰
著
人
的
榮
譽
或
恥
辱
。
古
人
關
於
三
緘
其
口
的
告
誡
，
難
道
是
欺
騙

我
們
的
嗎
？

　

そ
の
昔
、
陳
霊
公
が
射
殺
さ
れ
、
灌
夫
の
一
族
が
滅
亡
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
突
然
天
か
ら
降
っ
て
き

た
災
い
で
は
な
く
、
言
葉
に
よ
る
宿
怨
で
あ
り
ま
し
た
。
言
行
は
仁
政
の
鍵
で
あ
り
、
人
の
栄
誉
も
し
く
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五
、
應
事
（
用
事
を
対
処
し
ま
す
） 

は
恥
辱
を
大
き
く
左
右
し
て
い
ま
す
。
昔
の
人
は
口
を
三
度
も
封
じ
な
さ
い
と
い
う
戒
め
を
残
し
て
く
れ

た
が
、
ま
さ
か
私
た
ち
に
嘘
を
つ
く
わ
け
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

	

五
、
應
事
（
用
事
を
対
処
し
ま
す
） 

328	

肅
禮
容
，
居
彍

中
正
，
康
鈫

道
德
，
履
仁
義
，
敬
天
地
，
恪
𤊄

宗
廟
，
此
吉
祥
之
術
也
，
不
幸
而
有
災
，
則
克

己
責
躬
之
所
復
也
。
然
而
有
禱
祈
之
禮
、
史
巫
旔

之
事
者
，
盡
中
正
、
竭
精
誠
也
。
（
卷
四
十
五　

昌
言
）

	

【
註
釋
】�

彍
居
：
指
存
心
。
鈫
康
：
褒
揚
，
讚
美
。
𤊄
恪
（k

è

／

恪
）
：
恭
敬
，
恭
謹
。
旔
史
巫
：
祝
史

和
巫
覡
（x

í
／

覡
）
。
古
代
司
祭
祀
、
事
鬼
神
的
人
。

	

【
白
話
】�

整
肅
禮
節
儀
容
，
遵
循
正
道
，
弘
揚
道
德
，
施
行
仁
義
，
尊
敬
天
地
，
恭
敬
宗
廟
，
是
求
得
吉

祥
的
方
法
，
不
幸
有
了
災
禍
，
嚴
格
克
制
私
欲
、
反
省
責
備
自
己
就
能
回
復
吉
祥
。
這
樣
才
有

祈
禱
的
禮
儀
、
掌
祭
祀
的
史
官
和
巫
師
之
業
，
目
的
都
是
為
了
竭
盡
中
正
精
誠
之
意
。

　

礼
儀
と
容
姿
を
粛
々
と
正
し
て
、
正
道
に
従
い
な
さ
い
。
道
徳
を
広
め
て
仁
義
を
行
い
、
天
地
と
宗
廟

を
恭
し
く
尊
敬
す
る
の
は
、
吉
祥
を
求
め
る
た
め
の
方
法
で
す
。
も
し
不
幸
に
も
災
い
に
見
舞
わ
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、
私
欲
を
厳
し
く
制
し
て
、
反
省
し
て
自
分
の
こ
と
を
責
め
れ
ば
、
吉
祥
を
回
復
で
き
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
祈
祷
の
礼
儀
、
祭
祀
を
司
る
史
官
と
か
ん
な
ぎ
の
生
業
が
存
在
す
る
理
由
で
あ
り
、
目
的
は
い

ず
れ
も
中
正
に
し
て
精
誠
の
精
神
を
極
め
る
た
め
で
す
。
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高
於
人
之
上
者
，
必
有
以
應
於
人
。
其
察
之
也
視
下
，
視
下
者
見
之
詳
矣
。
人
君
誠
能
知
所
不
知
，
不
遺

燈
燭
彍

童
昏
鈫

之
見
，
故
無
不
可
知
而
不
知
也
。
（
卷
四
十
七　

劉
廙
別
傳
）

	

【
註
釋
】�

彍
燈
燭
：
指
從
基
層
角
度
了
解
民
情
。
承
接
上
文
所
說
「
日
月
至
光
至
大
，
而
有
所
不
遍
者
，

以
其
高
於
眾
之
上
也
。
燈
燭
至
微
至
小
，
而
無
不
可
之
者
，
以
其
明
之
下
，
能
照
日
月
之
所
蔽

也
」
。
鈫
童
昏
：
愚
昧
無
知
。

	

【
白
話
】�

高
居
於
眾
人
之
上
的
人
，
一
定
要
有
恰
當
的
應
對
眾
人
的
心
態
和
方
法
。
他
觀
察
問
題
能
從
基

層
的
角
度
，
了
解
下
情
。
從
基
層
的
角
度
，
他
就
能
夠
清
楚
明
白
地
了
解
。
君
主
真
的
能
知
道

自
己
還
有
不
知
道
的
東
西
，
就
不
會
遺
棄
基
層
反
映
的
民
情
和
愚
昧
無
知
者
之
所
見
。
因
此
，

就
沒
有
什
麼
不
可
了
解
的
事
情
而
不
能
弄
清
楚
的
了
。

　

人
々
の
上
に
立
つ
者
に
は
、
必
ず
人
々
に
応
え
る
の
に
相
応
し
い
心
持
ち
と
方
法
が
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
問
題
を
観
察
す
る
時
に
基
層
の
視
点
を
持
て
れ
ば
、
下
々
の
実
情
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
基
層
の
角
度
か
ら
は
っ
き
り
と
物
事
が
分
る
上
に
、
自
分
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
心
得
て
い
る
の
で
、
基
層
の
民
情
や
愚
か
な
者
の
意
見
で
さ
え
も
聞
き
漏
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
最
終
的
に
は
分
ら
な
い
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

330	

人
主
不
周
密
，
則
正
言
直
行
之
士
危
；
正
言
直
行
之
士
危
，
則
人
主
孤
而
無
內
彍

；
人
主
孤
而
無
內
，
則
人

臣
黨
而
成
群
。
使
人
主
孤
而
無
內
，
人
臣
黨
而
成
群
者
，
此
非
人
臣
之
罪
也
，
人
主
之
過
也
。
（
卷
三
十
二
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管
子
）

	

【
註
釋
】
彍
內
：
親
信
。

	
【
白
話
】�

君
主
的
思
慮
、
行
事
不
周
密
，
說
實
話
、
行
正
道
的
人
就
會
危
險
；
說
實
話
、
行
正
道
的
人
有

危
險
，
君
主
就
會
孤
立
而
無
親
信
；
君
主
孤
立
無
親
，
臣
子
就
會
結
黨
成
群
。
使
君
主
孤
立
無

親
，
臣
子
結
黨
組
派
，
這
不
是
臣
子
的
罪
過
，
而
是
君
主
的
過
錯
。

　

君
主
の
思
惑
や
行
い
が
周
密
で
な
い
と
、
正
直
な
こ
と
を
言
っ
て
正
道
を
行
う
者
は
危
険
な
目
に
あ
い

ま
す
。
正
直
な
こ
と
を
言
っ
て
正
道
を
行
う
者
が
危
険
な
目
に
あ
う
と
、
君
主
は
孤
立
さ
れ
て
し
ま
い
、

信
用
で
き
る
近
臣
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
君
主
が
孤
立
さ
れ
て
信
用
で
き
る
近
臣
を
失
っ
て
し
ま

う
と
、
ほ
か
の
臣
下
た
ち
は
徒
党
を
結
び
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
君
主
が
孤
立
さ
れ
て
近
し
い
近
臣
を
失

い
、
ほ
か
の
臣
下
た
ち
が
徒
党
を
結
ぶ
の
は
臣
下
の
罪
で
は
な
く
、
君
主
の
過
ち
で
す
。

331	

子
貢
為
信
陽
宰
，
將
行
，
孔
子
曰
：
「
勤
之
慎
之
，
奉
天
之
時
，
無
奪
無
伐
，
無
暴
無
盜
。
」
子
貢
曰
：
「
賜

也
，
少
而
事
君
子
，
豈
以
盜
為
累
哉
？
」
孔
子
曰
：
「
而
未
之
詳
也
。
夫
以
賢
代
賢
，
是
之
謂
奪
；
以
不

肖
代
賢
，
是
之
謂
伐
；
緩
彍

令
急
鈫

誅
𤊄

，
是
之
謂
暴
；
取
善
自
與
，
是
之
謂
盜
。
盜
非
竊
財
之
謂
也
。
吾
聞

之
：
知
為
吏
者
，
奉
法
以
利
民
；
不
知
為
吏
者
，
枉
法
以
侵
民
。
此
怨
所
由
生
也
。
匿
人
之
善
，
斯
謂
蔽
賢
；

揚
人
之
惡
，
斯
謂
小
人
。
內
不
相
訓
旔

而
外
相
謗
，
非
親
睦
也
。
言
人
之
善
，
若
己
有
之
；
言
人
之
惡
，
若

己
受
之
。
故
君
子
無
所
不
慎
焉
。
」
（
卷
十　

孔
子
家
語
）
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【
註
釋
】
彍
緩
：
寬
鬆
。
鈫
急
：
嚴
格
；
嚴
厲
。
𤊄
誅
：
懲
罰
；
責
罰
。
旔
訓
：
警
告
；
規
勸
。

	
【
白
話
】�

孔
子
的
弟
子
子
貢
當
了
信
陽
的
地
方
官
，
將
要
前
往
赴
任
的
時
候
，
孔
子
對
他
說
：
「
（
你
到

那
裡
後
）
要
勤
奮
工
作
，
謹
慎
處
事
，
要
遵
循
自
然
規
律
。
不
要
『
奪
』
，
不
要
『
伐
』
，
不

要
『
暴
』
，
不
要
『
盜
』
。
」
子
貢
說
：
「
老
師
，
弟
子
從
年
輕
的
時
候
起
就
在
先
生
這
裡
學
習
，

難
道
還
會
犯
盜
竊
的
過
失
嗎
？
」
孔
子
說
：
「
你
還
沒
有
進
一
步
了
解
啊
。
用
賢
者
取
代
賢
者
，

這
就
叫
做
『
奪
』
；
用
不
賢
的
人
取
代
賢
者
，
這
就
叫
做
『
伐
』
；
政
令
很
寬
鬆
而
懲
罰
很
嚴
厲
，

這
就
叫
做
『
暴
』
；
取
得
佳
績
就
歸
功
於
自
己
，
這
就
叫
做
『
盜
』
。
『
盜
』
說
的
並
不
是
指

偷
竊
他
人
的
財
物
啊
。
我
聽
說
：
懂
得
為
官
之
道
的
人
，
能
奉
行
法
紀
來
為
民
謀
利
；
不
懂
得

為
官
之
道
的
人
，
就
會
違
法
亂
紀
侵
害
百
姓
利
益
。
這
就
是
民
怨
產
生
的
根
源
啊
。
隱
匿
別
人

的
善
，
這
就
叫
蔽
賢
；
傳
揚
別
人
的
惡
，
這
就
是
小
人
。
私
下
不
相
互
告
誡
規
勸
而
在
外
面
互

相
誹
謗
，
這
不
是
親
善
和
睦
的
行
為
。
要
做
到
說
起
別
人
的
善
，
就
好
像
自
己
有
這
樣
的
善
似

的
滿
心
歡
喜
；
說
別
人
的
惡
，
就
像
是
自
己
受
到
別
人
的
攻
擊
一
樣
。
所
以
君
子
沒
有
一
件
事

不
謹
慎
啊
！
」

　

孔
子
の
弟
子
で
あ
る
子
貢
は
信
陽
と
い
う
所
の
代
官
に
な
っ
た
が
、
赴
任
す
る
前
に
、
孔
子
か
ら
言
わ

れ
ま
し
た
。
「
（
向
こ
う
に
つ
い
て
か
ら
は
）
仕
事
を
懸
命
に
こ
な
し
、
日
頃
の
言
行
を
慎
み
、
自
然
の

摂
理
に
従
い
な
さ
い
。
『
奪
い
取
っ
て
』
は
な
ら
ず
、
『
殺
伐
し
て
』
は
な
ら
ず
、
『
暴
虐
に
な
っ
て
』

は
な
ら
ず
、
『
盗
み
を
働
い
て
』
は
な
り
ま
せ
ん
」
子
貢
は
言
い
ま
し
た
。
「
先
生
。
私
は
若
い
時
か
ら

先
生
の
所
で
勉
強
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
盗
み
な
ど
の
過
ち
を
犯
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
孔
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子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
あ
な
た
は
ま
だ
深
く
分
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
し
い
賢
者
で
元
の
賢
者
の
職
位
を

取
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
、
『
奪
い
取
り
』
と
言
え
ま
す
。
賢
く
な
い
者
で
賢
者
の
職
位
を
取
っ
て
代
わ
る

こ
と
は
、
『
殺
伐
』
と
言
え
ま
す
。
政
令
は
緩
や
か
な
の
に
、
懲
罰
は
非
常
に
厳
し
い
の
は
、
『
暴
虐
』

と
言
え
ま
す
。
い
い
成
果
が
あ
る
と
自
分
の
功
労
だ
と
言
う
の
は
、
『
盗
み
取
り
』
と
言
え
ま
す
。
『
盗

み
取
り
』
の
対
象
は
、
人
の
財
物
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
官
の
道
が
分
る
者
は
、
法
規
に
従
っ
て

民
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
が
、
仕
官
の
道
が
分
ら
な
い
者
は
、
法
規
に
背
い
て
民
の
利
益
を
侵
し
て

し
ま
う
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
民
の
怨
み
が
生
ま
れ
る
元
で
す
。
人
の
し
た
善
行
を
隠
す
の
は
、
賢

者
を
隠
し
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
人
の
悪
行
を
言
い
ふ
ら
す
の
は
、
卑
し
い
者
の
す
る
こ
と
で
す
。

戒
め
あ
う
こ
と
を
せ
ず
に
、
外
で
互
い
の
悪
口
を
言
う
の
は
、
親
善
に
し
て
和
睦
の
行
為
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
の
し
た
善
行
に
つ
い
て
言
う
時
は
、
自
分
の
し
た
こ
と
の
よ
う
に
心
か
ら
嬉
し
そ
う
に
言
い
な
さ

い
。
人
の
悪
行
に
う
い
て
言
う
時
は
、
自
分
が
人
か
ら
非
難
さ
れ
た
よ
う
に
し
な
さ
い
。
ゆ
え
に
、
君
子

は
何
事
に
対
し
て
も
慎
重
で
い
る
も
の
で
す
！
」

332	

子
曰
：
「
巧
言
亂
德
。
小
不
忍
，
亂
大
謀
。
」
巧
言
利
口
，
則
亂
德
義
。

小
不
忍
則
亂
大
謀
。

（
卷
九　

論
語
）

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
能
把
無
理
說
得
有
理
而
且
動
聽
，
這
種
言
語
足
以
擾
亂
人
的
德
行
。
對
人
對
事
如

在
小
處
不
能
忍
耐
，
便
會
擾
亂
大
計
。
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
道
義
に
合
わ
な
い
こ
と
を
い
か
に
も
理
に
適
っ
て
い
る
よ
う
に
き
れ
い
に
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言
え
る
者
が
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
巧
言
は
人
の
徳
性
と
品
行
を
乱
す
の
に
充
分
な
威
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
人
と
物
事
に
対
し
て
、
小
さ
な
と
こ
ろ
で
我
慢
で
き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
計
画
も
乱
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
」

333	

天
有
四
殃
：
水
、
旱
、
饑
、
荒
彍

。
其
至
無
時
，
非
務
積
聚
，
何
以
備
之
？
《
夏
箴
》
曰
：
「
小
人
無
兼
年

鈫

之
食
，
遇
天
饑
𤊄

，
妻
子
非
其
有
也
；
大
夫
無
兼
年
之
食
，
遇
天
饑
，
臣
妾
旔

輿
馬
焩

非
其
有
也
；
國
無
兼

年
之
食
，
遇
天
饑
，
百
姓
非
其
百
姓
也
。
」
戒
之
哉
，
不
思
禍
咎
無
日
矣
。
言
不
遠

也
。

（
卷
八　

周
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
饑
、
荒
：
穀
物
、
果
子
等
歉
收
或
沒
有
收
成
。
按
《
爾
雅‧

釋
天
》
：
「
穀
不
熟
為
饑
，
蔬

不
熟
為
饉
，
果
不
熟
為
荒
。
」
鈫
兼
年
：
兩
年
。
𤊄
天
饑
：
天
災
造
成
的
饑
荒
。
旔
臣
妾
：
古

時
對
奴
僕
的
稱
謂
，
男
曰
臣
，
女
曰
妾
。
焩
輿
馬
：
車
馬
。

	

【
白
話
】�

天
災
有
四
種
，
即
水
災
、
旱
災
、
五
穀
不
熟
、
果
子
歉
收
。
它
們
的
到
來
沒
有
定
時
，
若
不
致

力
於
積
蓄
儲
備
糧
食
，
用
什
麼
來
防
備
呢
？
《
夏
箴
》
說
：
「
平
民
沒
有
夠
吃
兩
年
的
糧
食
，

遇
到
饑
荒
，
妻
子
兒
女
就
不
屬
他
所
有
了
；
大
夫
沒
有
夠
吃
兩
年
的
糧
食
，
遇
到
饑
荒
，
奴
僕

和
車
馬
就
不
屬
他
所
有
了
；
國
家
沒
有
夠
吃
兩
年
的
糧
食
，
遇
到
饑
荒
，
天
下
百
姓
就
不
屬
他

所
有
了
。
」
要
警
戒
啊
！
如
果
不
思
考
這
些
問
題
，
災
禍
臨
頭
就
沒
有
多
少
時
日
了
。

　

天
災
に
は
四
つ
の
種
類
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
洪
水
、
旱
魃
、
五
穀
や
果
物
の
凶
作
が
そ
れ
で
す
。
こ
れ

ら
の
災
い
の
到
来
に
は
一
定
の
時
間
が
な
い
た
め
、
普
段
か
ら
食
糧
の
蓄
積
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
、
い
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ざ
見
舞
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
何
を
持
っ
て
予
防
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
『
夏
箴
』
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
も

し
民
に
二
年
分
の
食
糧
が
な
け
れ
ば
、
い
ざ
飢
饉
に
な
る
と
、
妻
も
子
ど
も
も
夫
の
も
の
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
大
夫
に
二
年
分
の
食
糧
が
な
け
れ
ば
、
い
ざ
飢
饉
に
な
る
と
、
奴
隷
も
馬
車
や
馬

も
大
夫
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し
国
に
二
年
分
の
食
糧
が
な
け
れ
ば
、
い
ざ
飢
饉
に

な
る
と
、
天
下
の
民
は
君
主
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
警
戒
し
な
さ
い
！
も
し
こ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
災
い
に
見
舞
わ
れ
る
日
は
す
く
目
の
前
で
し
ょ
う
。

334	

分
土
地
，
趣
本
業
彍

，
養
桑
麻
，
盡
地
力
也
。
寡
功
鈫

節
用
，
則
民
自
富
。
如
是
則
水
旱
不
能
憂
，
凶
年
不

能
累
也
。
（
卷
四
十
二　

鹽
鐵
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
本
業
：
農
業
。
鈫
功
：
指
徭
役
，
古
代
官
方
規
定
的
平
民
成
年
男
子
在
一
定
時
期
內
或
特
殊

情
況
下
所
承
擔
的
無
償
社
會
勞
動
。
一
般
有
力
役
、
軍
役
和
雜
役
。

	

【
白
話
】�

將
土
地
分
給
百
姓
，
致
力
於
農
業
耕
作
，
養
蠶
種
麻
，
充
分
發
揮
土
地
的
出
產
能
力
。
減
少
徭
役
，

節
省
政
府
的
費
用
，
那
百
姓
自
然
就
會
富
裕
起
來
。
如
果
能
這
樣
，
那
麼
水
旱
災
害
就
不
足
以

使
我
們
憂
愁
，
荒
年
也
不
足
以
讓
我
們
受
苦
。

　

土
地
を
民
た
ち
に
分
け
与
え
て
、
農
業
や
養
蚕
業
に
尽
力
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
ら
、
土
地
の
生
産
能
力

を
充
分
に
発
揮
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
労
役
を
減
ら
し
て
政
府
の
出
費
を
節
約
す
れ
ば
、
民
は
自
然
に

裕
福
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
な
れ
れ
ば
、
洪
水
や
旱
魃
の
時
で
も
憂
う
こ
と
な
く
、
凶
作
の
年
も
苦
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五
、
應
事
（
用
事
を
対
処
し
ま
す
） 

し
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

335	

天
下
有
信
數
彍

三
：
一
曰
智
有
所
不
能
立
；
二
曰
力
有
所
不
能
舉
；
三
曰
強
有
所
不
能
勝
。
故
雖
有
堯
之

智
，
而
無
眾
人
之
助
，
大
功
不
立
；
有
烏
獲
之
勁
，
而
不
得
人
助
，
不
能
自
舉
；
有
賁
鈫

、
育
之
強
，
而
無

術
法
，
不
得
長
生
𤊄

。
（
卷
四
十　

韓
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
信
數
：
必
然
的
道
理
。
鈫
賁
（b

ē
n

／

賁
）
：
指
戰
國
時
勇
士
孟
賁
。
𤊄
長
生
：
「
長
勝
」

之
誤
。

	

【
白
話
】�

天
下
有
三
個
必
然
的
道
理
：
一
是
再
聰
明
也
有
做
不
成
的
事
；
二
是
力
氣
再
大
也
有
無
法
舉
起

的
東
西
；
三
是
再
強
大
也
有
不
能
勝
過
的
對
手
。
所
以
雖
然
具
有
堯
的
智
慧
，
而
沒
有
眾
人
的

幫
助
，
也
沒
有
辦
法
建
立
偉
大
的
功
業
；
雖
然
具
有
烏
獲
那
樣
大
的
力
氣
，
而
沒
有
別
人
的
幫

助
，
也
不
能
把
自
己
舉
起
來
；
雖
然
具
有
孟
賁
、
夏
育
那
樣
的
強
壯
，
而
沒
有
正
確
的
方
法
，

也
不
能
永
遠
取
勝
。

　

天
下
に
は
三
つ
の
必
然
の
道
理
が
あ
り
ま
す
。
一
、
い
く
ら
賢
く
て
も
、
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二
、
い
く
ら
力
強
く
で
も
、
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
物
が
あ
り
ま
す
。
三
、
い
く
ら
強
く
で
も
、
勝
て
な
い

相
手
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
た
と
え
堯
の
智
慧
が
あ
っ
て
も
、
人
々
の
助
け
が
な
け
れ
ば
、
偉
大
な

功
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
烏
獲
の
よ
う
に
力
強
く
て
も
、
人
の
助
け
が
な
け
れ
ば
、
自
分

を
持
ち
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
と
え
孟
賁
、
夏
育
ら
の
よ
う
な
強
さ
が
あ
っ
て
も
、
正
し
い
方
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六
、
慎
始
終
（
最
初
か
ら
最
後
ま
で
慎
み
を
忘
れ
ま
せ
ん
）

法
が
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
勝
利
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

	
六
、
慎
始
終
（
始
終
を
慎
み
ま
す
）

336	

蒙
。
《
象
》
曰
：
山
下
出
泉
彍

，
蒙
。
君
子
以
果
行
育
德
。
（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】
彍
山
下
出
泉
：
蒙
卦
下
坎
為
水
，
上
艮
為
山
，
故
云
「
山
下
出
泉
」
。

	

【
白
話
】�

蒙
卦
的
《
象
傳
》
說
：
高
山
下
流
出
泉
水
，
這
是
啟
迪
蒙
昧
的
象
徵
。
君
子
效
法
蒙
卦
的
精
神
，

行
動
時
如
水
之
必
行
，
果
決
不
疑
、
堅
持
不
懈
，
來
培
育
美
好
的
德
行
。
（
泉
水
剛
從
山
下
流

出
時
，
沒
受
到
污
染
，
也
沒
有
固
定
的
方
向
，
好
比
人
的
童
年
時
期
。
此
時
是
接
受
教
育
的
最

佳
時
期
，
幼
童
見
到
善
行
必
啟
發
善
心
，
聽
到
道
義
必
仰
慕
道
義
，
因
此
君
子
要
果
決
地
引
導

幼
童
培
養
德
行
。
）

　

蒙
の
卦
は
『
象
伝
』
に
よ
る
と
、
高
山
の
ふ
も
と
に
泉
が
湧
き
出
る
の
で
、
啓
蒙
の
象
徴
で
す
。
君
子

は
蒙
の
卦
の
精
神
に
見
習
う
べ
き
で
す
。
行
動
す
る
時
は
湧
き
出
る
泉
の
よ
う
に
、
果
敢
に
し
て
疑
い
も

せ
ず
に
、
美
し
い
徳
性
と
品
行
を
育
て
る
の
に
根
気
良
く
続
け
る
こ
と
で
す
。
（
ふ
も
と
か
ら
流
れ
出
た

当
時
の
泉
は
汚
さ
れ
て
お
ら
ず
、
決
ま
っ
た
方
向
も
な
く
、
ま
る
で
人
の
幼
少
期
で
す
。
こ
の
時
期
は
教

育
を
受
け
る
の
に
最
良
な
時
期
で
あ
り
、
幼
児
は
善
行
を
見
る
と
必
ず
善
心
を
啓
発
さ
れ
て
、
道
義
を
聞

く
と
必
ず
道
義
を
慕
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
君
子
は
果
敢
に
幼
児
を
導
き
、
そ
の
徳
性
と

品
行
を
育
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
）
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弗
務
細
行
，
終
累
彍

大
德
。
輕
忽
小
物
，
積
害
毀
大
，

故
君
子
慎
其
微
也
。

為
山
九
仞
鈫

，
功
虧
一
簣
𤊄

。
諭
向
成
也
，
未
成
一
簣
，
猶
不
為
山
，
故
曰
功
虧

一
簣
。
是
以
聖
人
乾
乾
日
側
，
慎
終
如
始
也
。

（
卷

二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�

彍
累
：
損
害
，
妨
礙
。
鈫
仞
：
古
代
長
度
單
位
。
一
說
七
尺
為
一
仞
，
又
說
八
尺
為
一
仞
。
𤊄
簣
：

盛
土
的
竹
筐
。

	

【
白
話
】�
不
慎
重
自
己
的
細
微
小
節
，
終
究
會
損
害
大
的
德
行
。
猶
如
堆
積
九
仞
高
的
土
山
，
就
差
一
竹

筐
土
，
也
不
能
說
大
功
告
成
。
（
所
以
聖
人
終
日
勤
勉
敬
慎
，
慎
終
如
始
。
）

　

自
分
の
細
か
な
所
に
慎
重
で
い
な
け
れ
ば
、
必
ず
大
き
な
徳
性
と
品
行
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
ま
る
で
九

き
ゅ
う
じ
ん

仞
の
功
を
一い

っ

き簣
に
虧か

く
よ
う
に
、
長
い
間
の
努
力
も
成
功
す
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
（
そ

の
た
め
に
、
聖
人
は
い
つ
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
勤
勉
に
し
て
慎
み
深
い
も
の
で
す
。
）
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陸
、
明
辨
（
明
弁
）

	
一
、
邪
正
（
正
邪
）

338	

聖
人
之
求
事
也
，
先
論
其
理
義
，
計
其
可
否
。
故
義
則
求
之
，
不
義
則
止
；
可
則
求
之
，
不
可
則
止
。
故

其
所
得
事
者
，
常
為
身
寶
。
小
人
求
事
也
，
不
論
其
理
義
，
不
計
其
可
否
；
不
義
亦
求
之
，
不
可
亦
求
之
。

故
其
所
得
事
者
，
未
嘗
為
賴
也
。
故
曰
：
「
必
得
之
事
，
不
足
賴
也
。
」
（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
白
話
】�

聖
人
辦
事
，
先
考
察
它
是
否
合
乎
公
理
正
義
，
考
慮
它
是
否
可
行
。
合
於
義
就
做
，
不
合
於
義

就
不
做
；
可
行
就
做
，
不
可
行
就
不
做
。
所
以
他
所
辦
的
事
情
，
常
常
是
很
寶
貴
的
。
小
人
辦
事
，

不
考
察
它
是
否
合
於
公
理
正
義
，
不
考
慮
它
是
否
可
行
。
不
合
於
義
也
做
，
不
可
行
也
做
。
所
以
，

他
所
辦
的
事
情
，
沒
有
可
信
賴
的
。
所
以
說
：
「
不
顧
一
切
一
定
要
做
的
事
，
是
不
值
得
信
賴

的
。
」

　

聖
人
は
事
を
進
め
る
時
、
ま
ず
そ
れ
が
公
理
と
正
義
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
察
し
て
か
ら
、
実

行
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
義
に
適
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
実
行
す
る
が
、
義
に
適
っ
て
い
な
け
れ
ば
実

行
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
聖
人
の
す
る
仕
事
は
、
往
々
に
し
て
非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
す
。
卑
し
い

者
は
事
を
進
め
る
時
、
そ
れ
が
公
理
と
正
義
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
察
せ
ず
に
、
実
行
性
に
つ
い

て
も
考
え
ま
せ
ん
。
義
に
適
っ
て
い
な
く
て
も
す
る
し
、
実
行
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
も
引
き
受
け
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
卑
し
い
者
の
す
る
仕
事
に
信
頼
で
き
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
、
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「
何
で
も
か
ん
で
も
、
無
理
に
必
ず
す
る
こ
と
は
、
信
頼
で
き
ま
せ
ん
」

339	

口
能
言
之
，
身
能
行
之
，
國
寶
彍

也
；
口
不
能
言
，
身
能
行
之
，
國
器
鈫

也
；
口
能
言
之
，
身
不
能
行
，
國

用
𤊄

也
；
口
言
善
，
身
行
惡
，
國
妖
旔

也
。
治
國
者
敬
其
寶
，
愛
其
器
，
任
其
用
，
除
其
妖
。
（
卷
三
十
八

　

孫
卿
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
國
寶
：
國
家
的
重
寶
。
指
國
家
的
寶
貴
人
才
。
鈫
國
器
：
國
家
的
大
器
。
指
可
以
治
國
的
人
才
。

𤊄
國
用
：
國
家
的
用
器
。
指
國
家
賴
其
言
而
用
。
旔
國
妖
：
國
家
的
妖
孽
。
指
危
害
國
家
的
人
。

	

【
白
話
】�

口
能
陳
說
聖
賢
之
道
，
身
能
落
實
聖
賢
之
道
，
這
樣
的
人
是
國
家
的
重
寶
（
可
擔
任
國
師
指
導

君
王
）
；
口
不
能
陳
說
聖
賢
之
道
，
但
身
能
落
實
聖
賢
之
道
，
這
樣
的
人
是
國
家
的
大
器
（
可

輔
佐
君
王
治
國
）
；
口
能
陳
說
聖
賢
之
道
，
但
身
不
能
落
實
聖
賢
之
道
，
這
樣
的
人
是
國
家
的

用
器
（
可
聽
從
其
言
語
施
政
）
；
口
中
說
的
是
善
言
，
自
身
行
的
都
是
惡
事
，
這
種
人
是
國
家

的
妖
孽
。
能
使
國
家
大
治
的
聖
明
君
主
，
敬
重
其
重
寶
，
愛
護
其
大
器
，
任
用
其
用
器
，
剷
除

其
妖
孽
。

　

口
で
は
聖
賢
の
道
に
つ
い
て
言
え
て
、
身
体
で
は
聖
賢
の
道
を
実
行
で
き
る
者
は
、
国
の
貴
重
な
宝
で

す
（
国
師
と
し
て
君
主
を
導
け
ま
す
）
。
口
で
は
聖
賢
の
道
を
言
え
な
い
が
、
身
体
で
は
聖
賢
の
道
を
実

行
で
き
る
者
は
、
国
を
盛
り
上
げ
る
大
い
な
る
器
で
す
（
君
主
の
治
国
を
補
佐
で
き
ま
す
）
。
口
で
は
聖

賢
の
道
を
言
え
る
が
、
身
体
で
は
聖
賢
の
道
を
実
行
で
き
な
い
者
は
、
国
に
使
わ
れ
る
器
で
す
（
君
主
は
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そ
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
執
政
で
き
ま
す
）
。
口
先
は
善
い
こ
と
を
言
い
な
が
ら
、
実
は
悪
事
ば
か
り
を

働
い
て
い
る
の
は
、
国
に
害
を
な
す
妖
異
で
す
。
国
を
よ
く
治
め
る
聖
明
な
君
主
は
、
国
の
宝
を
尊
敬
し
、

国
の
大
い
な
る
器
を
愛
護
し
、
国
を
支
え
る
器
を
使
い
こ
な
す
が
、
国
の
妖
異
に
つ
い
て
は
粛
清
し
ま
す
。

　
340	

夫
教
訓
者
，
所
以
遂
道
術
而
崇
德
義
也
。
今
學
問
之
士
，
好
語
虛
無
之
事
，
爭
著
雕
麗
之
文
，
以
求
見
異

於
世
，
品
人
彍

鮮
識
，
從
而
尚
之
，
此
傷
道
德
之
實
，
而
惑
矇
夫
鈫

之
失
者
也
。
詩
賦
者
，
所
以
頌
善
醜
之
德
，

泄
哀
樂
之
情
也
，
故
溫
雅
以
廣
文
，
興
喻
𤊄

以
盡
意
。
今
賦
頌
之
徒
，
苟
為
饒
辨
旔

屈
蹇
焩

之
辭
，
競
陳
誣
罔

烄

無
然
𡡅

之
事
，
以
索
見
怪
於
世
，
愚
夫
戇
鵭

士
，
從
而
奇
之
，
此
悖
孩
童
之
思
，
而
長
不
誠
之
言
者
也
。
盡

孝
悌
於
父
母
，
正
操
行
於
閨
門
貟

，
所
以
為
列
士
也
。
今
多
務
交
游
以
結
黨
，
偷
勢
竊
名
，
以
取
濟
渡
賩

，

夸
末
𧷜

之
徒
，
從
而
尚
之
，
此
逼
貞
士
妚

之
節
，
而
眩
世
俗
之
心
者
也
。
養
生
順
志
，
所
以
為
孝
也
。
今
多

違
志
以
儉
養
，
約
生
矃

以
待
終
，
終
沒
之
後
，
乃
崇
飾
喪
紀
姰

，
以
言
孝
，
盛
饗
䍮

賓
旅
以
求
名
，
誣
善
㛔

之
徒
，

從
而
稱
之
，
此
亂
孝
悌
之
真
行
，
而
誤
後
生
之
痛
者
也
。
忠
正
以
事
君
，
信
法
以
理
下
，
所
以
居
官
也
。

今
多
姦
諛
以
取
媚
，
玩
（
玩
作

撓

）
法
以
便
己
，
苟
得
踪

之
徒
，
從
而
賢
之
，
此
滅
貞
良
之
行
，
開
亂
危
之
源
者

也
。
五
者
，
外
雖
有
賢
才
之
虛
譽
，
內
有
傷
道
德
之
至
實
。
（
卷
四
十
四　

潛
夫
論
）

	

【
註
釋
】�

彍
品
人
：
眾
人
，
常
人
。
鈫
矇
夫
：
瞎
子
。
指
不
學
無
知
之
人
。
𤊄
興
喻
：
指
詩
歌
創
作
手
法

的
興
與
比
。
興
為
託
物
言
志
，
喻
為
取
他
物
作
比
況
。
旔
饒
辨
：
即
譊
（n

á
o

／

譊
）
辯
。
爭

訟
辯
論
。
饒
：
通
「
譊
」
。
爭
辯
。
辨
：
通
「
辯
」
。
焩
屈
蹇
（j

i
ǎ
n

／

蹇
）
：
形
容
隱
晦
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艱
澀
。
蹇
：
通
「
謇
」
。
艱
澀
；
艱
難
。
烄
誣
罔
：
無
中
生
有
，
欺
騙
愚
弄
。
𡡅
無
然
：
不
是

這
樣
。
鵭
戇
（z

h
u
à
n
g

／

戇
）
：
愚
，
傻
。
貟
閨
門
：
內
室
的
門
。
借
指
家
庭
。
賩
濟
渡
：
渡

水
到
達
彼
岸
。
比
喻
仕
途
順
利
，
辦
事
方
便
。
𧷜
夸
末
：
謂
浮
誇
而
不
務
實
。
妚
貞
士
：
志
節

堅
定
、
操
守
方
正
之
士
。
矃
約
生
：
節
約
生
前
供
養
。
姰
喪
紀
：
喪
事
。
䍮
饗
：
以
隆
重
的
禮

儀
宴
請
賓
客
。
泛
指
宴
請
，
以
酒
食
犒
勞
、
招
待
。
㛔
誣
善
：
偽
善
。
踪
苟
得
：
不
該
得
而
得
到
。

	

【
白
話
】�

教
育
訓
導
，
是
為
了
成
就
道
德
學
問
和
弘
揚
德
義
的
。
現
今
做
學
問
的
人
，
喜
歡
談
論
荒
誕
無

稽
的
事
，
爭
相
寫
作
雕
飾
華
麗
的
文
章
，
以
求
標
新
立
異
被
世
人
特
殊
看
待
，
一
般
人
很
少
能

認
識
清
楚
，
便
跟
著
尊
崇
他
，
這
是
實
際
上
傷
害
道
德
，
而
嚴
重
迷
惑
無
知
者
的
大
錯
。
詩
和
賦
，

是
用
來
吟
誦
善
惡
品
行
、
抒
發
哀
樂
情
感
的
，
所
以
用
詞
溫
潤
典
雅
來
增
加
文
采
，
用
興
和
比

的
方
式
來
充
分
表
達
心
意
。
而
現
今
吟
賦
作
頌
的
人
，
隨
便
地
創
作
巧
辯
晦
澀
的
文
辭
，
競
相

陳
述
欺
妄
不
實
的
事
情
，
以
博
取
世
人
的
驚
異
，
愚
昧
無
知
的
人
，
便
跟
著
對
他
稱
奇
讚
歎
，

這
是
惑
亂
孩
童
的
思
想
，
而
助
長
不
誠
實
的
言
論
的
做
法
。
對
父
母
竭
盡
孝
順
恭
敬
，
在
家
中

則
端
正
操
守
品
行
，
這
樣
才
夠
得
上
稱
為
士
人
。
如
今
人
們
多
致
力
於
結
交
朋
友
以
結
為
朋
黨
，

竊
取
權
勢
、
名
譽
以
求
在
仕
途
上
飛
黃
騰
達
，
那
些
浮
誇
而
不
務
實
的
人
，
便
跟
著
推
崇
他
，

這
是
貶
抑
忠
貞
之
士
的
節
操
、
迷
惑
世
俗
人
心
志
的
行
徑
。
奉
養
父
母
，
順
承
其
心
意
，
就
是

孝
道
。
現
今
人
們
多
違
背
父
母
的
意
願
並
吝
嗇
於
贍
養
父
母
，
在
父
母
生
前
緊
縮
開
銷
而
等
待

父
母
死
亡
，
當
父
母
亡
故
之
後
，
子
女
們
卻
隆
重
操
辦
喪
事
來
顯
示
孝
心
，
大
辦
宴
席
款
待
賓

客
來
博
取
孝
名
，
那
些
偽
善
的
人
們
，
便
跟
著
稱
頌
他
們
，
這
是
悖
亂
孝
悌
的
實
質
，
貽
誤
後

輩
而
令
人
痛
心
的
事
。
以
忠
誠
正
直
來
事
奉
君
主
，
以
信
守
法
度
來
治
理
百
姓
，
這
是
為
官
者
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一
、
邪
正
（
正
邪
）

的
責
任
。
現
今
的
官
員
多
姦
詐
諂
媚
來
討
好
上
司
，
玩
忽
法
令
以
方
便
自
己
，
那
些
不
應
得
到

官
職
而
得
到
的
人
，
便
跟
著
尊
崇
他
，
這
是
毀
滅
善
行
、
開
啟
造
成
動
亂
的
禍
根
。
這
五
種
做
法
，

表
面
上
雖
然
有
賢
才
的
虛
假
名
譽
，
而
實
質
上
則
會
嚴
重
損
害
道
德
。

　

教
育
と
訓
導
は
、
道
徳
と
学
問
を
成
就
し
、
徳
義
を
広
め
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。
今
や
研
究
に
携
わ
る

者
は
目
新
し
さ
と
特
異
さ
で
人
々
か
ら
特
別
視
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
、
荒
唐
無
稽
な
こ
と
を
論
じ
る
の

を
好
み
、
美
辞
麗
句
に
修
飾
さ
れ
た
華
美
な
文
章
を
作
る
こ
と
を
競
い
ま
す
。
何
か
を
よ
く
分
っ
て
か
ら

崇
め
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
実
は
道
徳
を
傷
つ
き
、
無
知
な
者
を
い

た
く
戸
惑
わ
せ
て
し
ま
う
大
き
な
過
ち
で
す
。
詩
と
賦
は
、
品
行
の
良
し
悪
し
に
つ
い
て
朗
読
し
、
哀
楽

な
ど
の
感
情
を
綴
る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
優
し
く
て
正
し
い
言
葉
を
使
っ
て
文
章
と
し
て

の
美
し
さ
を
増
し
、
興
と
比
と
い
う
形
で
気
持
ち
を
充
分
に
伝
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
の
詩
人
た
ち
は
人
々
の
讃
嘆
を
得
る
た
め
に
、
難
し
く
て
詭
弁
に
す
ぎ
な
い
言
葉
を
い
い
加
減
に
作
っ

て
は
事
実
と
は
違
う
こ
と
を
競
っ
て
言
い
ま
す
。
愚
か
で
無
知
な
者
は
そ
の
よ
う
な
者
に
対
し
て
賞
賛
を

送
る
が
、
こ
れ
は
子
ど
も
の
思
想
を
惑
わ
せ
て
混
乱
さ
せ
、
嘘
の
言
論
を
助
長
し
て
し
ま
う
や
り
方
で
す
。

親
に
対
し
て
孝
行
の
限
り
を
尽
し
て
尊
敬
し
、
家
の
中
で
は
品
行
を
正
し
く
守
っ
て
こ
そ
、
詩
人
と
言
え

ま
す
。
今
の
人
は
仕
官
の
道
を
順
調
に
歩
め
て
、
権
勢
や
名
誉
を
盗
み
取
る
た
め
に
、
友
達
を
作
っ
て
徒

党
を
結
ぶ
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
足
が
地
に
つ
い
て
い
な
い
投
機
的
な
者
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
者
に
つ

い
て
い
く
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
忠
節
を
守
る
者
の
節
操
を
貶
め
、
人
々
の
心
を
惑
わ
せ
る
行
い
で
す
。
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二
、
人
情

親
を
養
っ
て
、
親
の
心
に
従
え
ば
、
孝
行
と
言
え
ま
す
。
今
の
人
の
多
く
は
親
に
背
い
て
、
親
を
養
う
こ

と
を
嫌
い
ま
す
。
親
が
生
き
て
い
る
時
は
節
約
を
し
て
親
の
死
を
待
つ
ば
か
り
だ
が
、
親
が
亡
く
な
る
と
、

盛
大
な
葬
式
を
し
て
子
ど
も
と
し
て
の
孝
心
を
誇
示
し
、
広
く
宴
を
設
け
て
弔
客
を
も
て
な
し
、
孝
子
の

名
声
を
博
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
偽
善
者
は
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
賞
賛
す
る
が
、
こ
れ
は
考
の
本
質
に

も
と
る
こ
と
で
あ
り
、
後
世
に
笑
わ
れ
る
程
、
痛
ま
し
い
の
で
す
。
忠
誠
と
正
直
さ
で
君
主
に
仕
え
て
、

信
用
と
法
制
で
民
を
治
め
る
の
は
、
仕
官
し
て
い
る
者
の
責
任
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
の
官
員
の
多

く
は
媚
び
へ
つ
ら
う
こ
と
で
上
司
に
お
も
ね
り
、
私
利
の
た
め
に
法
制
を
弄
び
ま
す
。
官
職
を
得
ら
れ
な

い
は
ず
な
の
に
、
官
位
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
者
た
ち
は
そ
れ
ら
の
悪
人
を
崇
め
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ

は
善
行
が
滅
ぼ
さ
れ
て
、
動
乱
が
起
こ
る
禍
の
元
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
五
つ
の
や
り
方
は
、
見
か
け
で

は
賢
明
な
才
能
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
実
は
道
徳
を
ひ
ど
く
損
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

	

二
、
人
情

341	

聖
王
深
識
人
情
，
而
達
治
體
，
故
其
稱
曰
：
「
不
以
一
眚
彍

掩
大
德
。
」
又
曰
：
「
赦
小
過
，
舉
賢
才
。
」

又
曰
：
「
無
求
備
於
一
人
。
」
（
卷
三
十　

晉
書
下
）

	

【
註
釋
】
彍
眚
（s

h
ě
n
g

／

眚
）
：
過
失
。

	

【
白
話
】�

聖
王
都
深
刻
明
瞭
人
之
常
情
，
而
且
通
曉
為
政
之
道
，
所
以
他
們
說
：
「
不
要
因
小
的
過
錯
來

掩
蓋
大
的
德
行
。
」
又
說
：
「
饒
恕
小
的
過
失
，
任
用
有
賢
德
的
人
。
」
又
說
：
「
對
於
一
個
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三
、
才
德

人
不
能
求
全
責
備
。
」

　

聖
王
は
人
情
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
お
り
、
政
事
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
も
熟
知
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
聖
王
た
ち
は
こ
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
「
小
さ
な
過
ち
で
大
き
な
徳
性
と
品
行
を
隠
さ
な
い

よ
う
に
し
な
さ
い
」
ま
た
、
「
小
さ
な
過
ち
は
許
し
て
、
徳
性
の
あ
る
賢
人
を
任
用
し
な
さ
い
」
と
も
言

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
も
言
い
ま
し
た
。
「
一
人
の
人
間
に
完
璧
さ
を
求
め
て
責
め
て
は
い

け
ま
せ
ん
」

	

三
、
才
德

342	

孔
子
之
通
彍

，
智
過
萇
弘
鈫

，
萇
弘
，
周
景
王
之
史
臣
，

通
天
下
鬼
方
之
術
也
。

勇
服
𤊄

孟
賁
旔

，
孟
賁
，

衛
人
。

能
亦
多
矣
。
然
而
勇
力
不
聞
，
伎
巧
不
知
，

專
行
孝
道
焩

，
以
成
素
王
烄

，
事
亦
鮮
矣
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
通
：
淵
博
。
鈫
萇
弘
：
周
景
王
的
史
官
，
通
曉
天
下
醫
卜
星
相
等
方
術
。
𤊄
服
：
降
服
。
旔

孟
賁
（b

ē
n

／

賁
）
：
戰
國
時
勇
士
。
焩
孝
道
：
《
淮
南
子
》
今
世
通
行
本
「
孝
」
作
「
教
」
。

烄
素
王
：
猶
空
王
。
謂
具
有
帝
王
之
德
而
未
居
帝
王
之
位
者
。

	

【
白
話
】�

孔
子
的
淵
博
，
他
的
才
智
超
過
萇
弘
，
勇
力
可
以
制
服
孟
賁
，
才
能
算
是
很
多
了
。
可
是
他
的

勇
力
並
不
為
人
所
知
，
技
能
也
不
被
人
了
解
，
他
專
心
從
事
於
孝
道
的
教
化
，
因
而
被
人
們
稱

為
具
有
帝
王
之
德
而
未
居
帝
王
之
位
的
「
素
王
」
，
他
做
的
事
可
謂
簡
約
。
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四
、
朋
党

　

孔
子
は
奥
深
い
人
間
で
し
た
。
そ
の
才
知
は
萇
弘
を
超
え
、
勇
気
と
力
強
さ
は
孟
賁
を
も
降
せ
る
と
言

わ
れ
て
、
非
常
に
多
才
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
孔
子
の
勇
気
と
力
強
さ
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
才
能
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
つ
も
孝
道
に
よ
る
教
化
活
動
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
帝
王
の
よ
う
な
徳
性
を
持
ち
な
が
ら
、
帝
王
の
位
に
座
し
て
い
な
い
「
素
王
」
だ
と

人
々
か
ら
言
わ
れ
る
が
、
孔
子
の
な
す
こ
と
は
質
素
に
し
て
実
に
肝
要
で
す
。

	

四
、
朋
党

343	

君
子
比
而
不
別
。
比
德
彍

以
贊
事
鈫

，
比
也
；
贊
，

佐
。

引
黨
𤊄

以
封
己
旔

，
引
，
取
也
。

封
，
厚
也
。

利
己
而
忘
君
，
別
焩

也
。
別
，
為

朋
黨
。

（
卷

八　

國
語
）

	

【
註
釋
】�

彍
比
德
：
同
心
同
德
。
比
：
親
近
；
和
睦
。
鈫
贊
事
：
輔
佐
國
事
。
贊
：
佐
助
。
𤊄
引
黨
：
援

引
私
黨
。
旔
封
己
：
厚
待
自
己
。
焩
別
：
別
為
朋
黨
。

	

【
白
話
】�

（
叔
向
說
：
）
君
子
親
近
他
人
，
與
人
和
睦
相
處
卻
不
結
私
黨
。
同
心
同
德
，
共
襄
國
事
，
這

是
團
結
，
就
叫
做
「
比
」
；
結
成
朋
黨
來
厚
待
自
己
圖
謀
私
利
，
專
利
自
己
而
心
中
沒
有
君
上
，

那
是
勾
結
，
就
叫
做
「
別
」
。

　

（
叔
向
は
言
い
ま
し
た
。
）
君
子
は
他
人
に
親
し
く
近
づ
き
、
仲
良
く
し
な
が
ら
も
、
徒
党
を
結
ん
だ

り
し
ま
せ
ん
。
心
を
一
つ
に
し
て
、
共
に
国
事
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
は
団
結
で
あ
り
、
「
比
」
と
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五
、
辨
物
（
物
事
を
区
別
し
ま
す
）

言
わ
れ
ま
す
。
徒
党
を
結
ん
で
自
分
に
贔
屓
し
て
も
ら
っ
て
、
私
利
私
欲
の
こ
と
ば
か
り
気
に
し
て
い
て
、

主
君
の
こ
と
を
全
く
気
に
し
て
い
な
い
の
は
、
結
託
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
別
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

	

五
、
辨
物
（
物
事
を
識
別
し
ま
す
）

344	

世
之
君
子
欲
其
義
之
成
，
而
助
之
脩
其
身
則
慍
彍

。
是
猶
欲
其
牆
之
成
，
而
人
助
之
築
則
慍
也
。
豈
不
悖
鈫

哉
？
」
（
卷
三
十
四　

墨
子
）

	

【
註
釋
】
彍
慍
：
怒
。
鈫
悖
：
違
背
道
理
，
謬
誤
。

	

【
白
話
】�

世
上
的
君
子
想
讓
自
己
仁
義
修
養
得
以
成
就
，
可
是
別
人
幫
助
他
修
身
，
他
卻
生
氣
。
這
就
好

比
想
把
牆
築
成
，
別
人
幫
助
他
築
牆
，
他
卻
生
氣
一
樣
。
這
難
道
不
是
很
荒
謬
嗎
？

　

世
間
の
君
子
は
仁
義
を
修
め
て
成
功
し
よ
う
と
す
る
が
、
誰
か
が
修
身
の
手
助
け
を
す
る
と
、
怒
っ
て

し
ま
う
者
が
い
ま
す
。
ま
る
で
壁
を
建
て
た
い
の
に
、
誰
か
が
工
事
の
手
助
け
を
す
る
と
、
怒
っ
て
し
ま

う
者
が
い
る
よ
う
に
、
何
と
不
条
理
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

345	

布
衣
也
，
其
友
皆
孝
悌
純
謹
畏
令
，
如
此
者
，
家
必
日
益
彍

，
身
必
日
安
，
此
所
謂
吉
人
也
。
事
君
也
，
其

友
皆
誠
信
有
行
鈫

好
善
，
如
此
者
，
事
君
日
益
，
官
職
日
進
，
此
所
謂
吉
臣
也
。
人
主
也
，
朝
臣
多
賢
，
左

右
多
忠
，
主
有
失
敢
交
爭
𤊄

正
諫
，
交
，

俱
。

如
此
者
，
國
日
安
，
主
日
尊
，
天
下
日
服
，
此
所
謂
吉
主
也
。
（
卷
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三
十
九　

呂
氏
春
秋
）

	
【
註
釋
】�

彍
日
益
：
一
天
一
天
地
富
足
。
高
誘
註
：
「
益
，
富
也
。
」
鈫
有
行
：
有
德
行
。
𤊄
交
爭
（z

h
è
n
g

／

正
）
：
交
相
諫
諍
。
爭
：
通
「
諍
」
。
諍
諫
；
規
勸
。

	

【
白
話
】�

觀
察
平
民
，
如
果
他
的
朋
友
都
很
孝
順
父
母
、
尊
敬
兄
長
、
忠
厚
恭
謹
、
敬
畏
政
令
，
像
這
樣

的
平
民
，
家
庭
必
然
一
天
比
一
天
富
足
，
自
己
必
然
一
天
比
一
天
安
樂
，
這
就
是
所
謂
的
吉
人
。

觀
察
事
奉
君
主
的
臣
子
，
如
果
他
的
朋
友
都
很
誠
實
守
信
、
德
行
高
尚
、
樂
於
為
善
，
像
這
樣

的
臣
子
，
事
奉
君
主
會
一
天
比
一
天
有
所
增
益
，
官
職
會
一
天
比
一
天
晉
升
，
這
就
是
所
謂
的

吉
臣
。
觀
察
君
主
，
如
果
朝
廷
官
員
大
多
賢
能
，
身
邊
的
侍
從
大
多
忠
正
，
君
主
有
過
失
，
他

們
都
敢
於
交
相
直
言
諫
諍
，
像
這
樣
的
君
主
，
國
家
會
一
天
比
一
天
安
定
，
君
主
會
一
天
比
一

天
尊
貴
，
天
下
百
姓
也
會
一
天
比
一
天
敬
服
他
，
這
就
是
所
謂
的
吉
主
。

　

平
民
を
観
察
し
て
い
る
と
、
も
し
そ
の
友
達
が
皆
親
孝
行
を
し
て
兄
弟
を
尊
敬
し
て
お
り
、
温
厚
に
し

て
慎
ま
し
い
態
度
で
、
政
令
に
畏
ま
っ
て
敬
意
を
払
え
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
家
庭
は
必
ず
日
に
日
に
豊
か

に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
者
自
身
も
日
に
日
に
安
ら
い
で
楽
し
い
生
活
を
送
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
者

こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
吉
祥
な
人
で
す
。
君
主
に
仕
え
る
臣
下
を
観
察
し
て
い
る
と
、
も
し
そ
の
友
達
が
皆
信

用
を
守
れ
る
素
晴
ら
し
い
徳
性
と
品
行
の
持
ち
主
で
、
心
か
ら
喜
ん
で
慈
善
事
業
に
参
加
す
る
の
な
ら

ば
、
そ
の
君
主
は
日
に
日
に
利
益
を
も
ら
え
て
、
そ
の
官
職
も
日
に
日
に
高
い
も
の
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
者
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
吉
祥
な
臣
下
で
す
。
君
主
を
観
察
す
る
と
、
も
し
そ
の
朝
廷
に
い
る
官

員
の
多
く
が
有
能
な
賢
人
で
、
そ
の
周
り
に
い
る
侍
従
の
多
く
も
忠
義
と
公
正
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
者
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で
、
君
主
に
過
ち
が
あ
る
と
皆
率
直
に
諫
言
を
進
呈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
国
は
日
に
日

に
安
定
し
、
君
主
も
日
に
日
に
尊
い
も
の
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
民
も
そ
の
よ
う
な
君
主
の
こ
と
を
日
に
日

に
敬
服
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
者
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
吉
祥
な
君
主
で
す
。

346	

原
（
原
作

螈

）
蠶
彍

一
歲
再
收
，
非
不
利
也
，
然
而
王
法
禁
之
者
，
為
其
殘
桑
也
；
家
老
異
糧
而
食
之
，
殊
器
而

烹
之
，
子
婦
跣
鈫

而
上
堂
，
跪
而
酌
羹
，
非
不
費
也
，
然
而
不
可
省
者
，
為
其
害
義
也
；
待
媒
而
結
言
，
娉

納
而
取
婦
，
紱
絻
𤊄

而
親
迎
旔

，
非
不
煩
也
，
然
而
不
可
易
者
，
可
以
防
淫
也
；
使
民
居
處
相
司
焩

，
有
罪
相

告
，
於
以
禁
姦
非
不
輟
烄

也
，
然
而
不
可
行
者
，
為
傷
和
睦
之
心
，
而
搆
𡡅

仇
讎
之
怨
也
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】
彍
原
蠶
：
二
蠶
，
即
夏
秋
第
二
次
孵
化
的
蠶
。
原
：
再
。
螈
蠶
即
原
蠶
。
天
明
本
校
註
「
原
作
螈
」
，

商
務
本
將
之
刪
除
。
編
者
亦
認
為
《
治
要
》
原
文
「
原
」
字
無
誤
。
鈫
跣
（x

i
ǎ
n

／

跣
）
：
赤
腳
；
光

著
腳
。
𤊄
紱
絻
（f
ú
 
m
i
ǎ
n

／

紱
絻
）
：
古
時
繫
官
印
的
絲
帶
及
大
夫
以
上
的
禮
冠
。
引
申
為
官
服
、

禮
服
。
絻
：
通
「
冕
」
。
旔
親
迎
：
古
代
婚
禮
「
六
禮
」
之
一
。
夫
婿
親
至
女
家
迎
新
娘
入
室
，
行
交
拜

合
巹
之
禮
。
焩
相
司
：
互
相
偵
察
。
司
：
通
「
伺
」
。
烄
輟
（c

h
u
ò

／

輟
）
：
止
。
指
止
住
罪
惡
。
𡡅
搆

（g
ò
u

／

搆
）
：
造
成
；
結
成
。

	

【
白
話
】�

養
第
二
次
蠶
可
以
一
年
收
兩
次
蠶
絲
，
這
不
是
沒
有
利
，
但
是
國
家
制
定
的
法
令
禁
止
此
事
，

是
因
為
這
樣
做
會
損
害
桑
樹
；
家
中
老
人
與
家
人
吃
不
同
的
飯
，
用
不
同
的
食
具
烹
調
，
兒
媳
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光
著
腳
走
上
堂
去
，
跪
著
給
長
輩
舀
取
羹
湯
，
這
種
禮
法
不
是
不
費
事
，
然
而
卻
不
能
省
減
，

是
因
為
省
減
了
會
損
害
大
義
；
等
有
了
媒
人
才
訂
婚
約
、
下
聘
禮
以
後
迎
娶
新
婦
，
夫
婿
穿
上

禮
服
戴
上
禮
帽
親
至
女
家
迎
娶
新
娘
入
室
，
行
交
拜
合
巹
之
禮
，
這
樣
做
不
是
不
繁
瑣
，
但
是

不
能
改
變
這
套
禮
法
，
是
因
為
這
樣
做
可
以
防
止
淫
亂
；
讓
百
姓
生
活
在
一
起
時
左
鄰
右
舍
相

互
監
視
，
發
現
有
人
犯
罪
便
相
互
告
發
，
用
這
種
方
法
來
檢
舉
邪
惡
的
人
，
並
不
是
不
能
制
止

犯
罪
的
行
為
，
但
是
卻
不
能
那
樣
做
，
因
為
會
傷
害
人
們
的
和
睦
之
心
，
造
成
仇
人
般
的
怨
恨
。

　

年
に
二
回
も
蚕
を
飼
う
と
年
に
二
回
も
絹
糸
を
得
ら
れ
て
、
利
益
が
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
国
が
修
め

た
法
令
で
は
こ
の
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
桑
の
木
が
傷
つ
け
ら
れ

て
し
ま
う
た
め
で
す
。
家
の
お
年
寄
り
と
家
族
は
違
う
食
事
を
し
て
、
そ
の
食
事
も
違
う
器
具
で
調
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
嫁
は
裸
足
で
年
長
者
の
い
る
上
座
ま
で
行
き
、
跪
い
て
食
事
を
取
り
分

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
礼
法
は
手
間
が
か
か
ら
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
省
い
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
省
い
て
し
ま
う
と
、
大
義
を
損
な
っ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。
仲
人
が
決
ま
っ
て
か

ら
婚
約
を
結
び
、
結
納
を
し
て
か
ら
新
婦
を
娶
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
郎
は
礼
服
と
礼
帽
を

着
け
て
女
性
の
家
ま
で
出
向
い
て
、
花
嫁
を
迎
え
て
伝
統
的
な
儀
礼
を
行
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
や
り
方
は
煩
わ
し
く
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
変
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
こ
の
よ
う
に

す
る
こ
と
で
妄
り
な
男
女
交
際
を
防
止
で
き
る
た
め
で
す
。
民
が
生
活
し
て
い
る
時
は
、
左
右
の
隣
人
に

互
い
の
こ
と
を
監
視
し
あ
う
よ
う
に
し
て
、
誰
か
が
罪
を
犯
せ
ば
互
い
に
告
発
さ
せ
る
や
り
方
が
あ
り
ま
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す
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
邪
悪
な
者
を
検
挙
す
れ
ば
、
犯
罪
を
制
止
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
実
行

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
人
々
の
和
睦
の
心
を
傷
つ
き
、
互
い
に
敵
同

士
の
よ
う
な
怨
み
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

347	

事
有
可
行
而
不
可
言
者
，
有
可
言
而
不
可
行
者
，
或
易
為
而
難
成
者
，
或
難
成
而
易
敗
者
。
所
謂
可
行
而

不
可
言
者
，
趣
舍
彍

也
；
可
言
而
不
可
行
者
，
偽
詐
也
；
易
為
而
難
成
者
，
事
鈫

也
；
難
成
而
易
敗
者
，
治

（
治
作

名

）
也
。
此
四
策
𤊄

者
，
聖
人
之
所
獨
視
而
留
志
旔

也
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	

【
註
釋
】
彍
趣
舍
：
取
捨
。
趣
：
通
「
取
」
。
鈫
事
：
事
業
，
功
業
。
𤊄
策
：
謀
略
。
旔
留
志
：
留
意
。

	

【
白
話
】�

有
些
事
情
是
可
以
做
而
不
能
說
的
，
有
些
事
情
是
可
以
說
而
不
能
做
的
，
有
些
事
情
做
起
來
容

易
卻
很
難
成
功
的
，
有
些
事
情
難
以
成
功
而
成
功
後
又
很
容
易
毀
壞
。
這
裡
所
說
的
可
以
做
而

不
能
說
的
是
人
的
進
退
取
舍
，
可
以
說
而
不
能
做
的
是
作
假
欺
詐
，
容
易
做
卻
難
以
成
功
的
是

事
業
，
難
以
成
功
卻
很
容
易
毀
壞
的
是
好
的
名
聲
。
這
四
種
情
形
是
聖
人
獨
自
認
識
到
並
予
以

關
注
的
。

　

実
行
で
き
て
も
、
口
外
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
口
外
て
も
で
き
、
実
行
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
や
り
始
め
る
の
は
簡
単
だ
が
、
成
功
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
功
す
る
の
が
難
し

い
だ
け
で
は
な
く
、
成
功
し
て
か
ら
も
簡
単
に
敗
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
、
実
行

で
き
て
も
、
口
外
で
き
な
い
の
は
人
の
進
退
取
捨
で
す
。
口
外
で
き
て
も
、
実
行
で
き
な
い
の
は
嘘
を
言
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う
詐
欺
で
す
。
そ
し
て
、
や
り
始
め
る
の
は
簡
単
だ
が
、
成
功
す
る
の
は
難
し
い
の
は
事
業
で
す
。
成
功

す
る
の
は
難
し
い
な
の
に
、
簡
単
に
敗
れ
て
し
ま
う
の
は
良
い
名
声
を
博
す
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
四
つ
の

状
況
は
聖
人
が
独
自
に
認
識
で
き
て
、
気
を
使
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

348	

治
國
有
常
，
而
利
民
為
本
；
政
教
有
道
，
而
令
行
為
右
彍

。
苟
利
於
民
，
不
必
法
古
；
苟
周
鈫

於
事
，
不
必

循
俗
𤊄

。
故
聖
人
法
與
時
變
，
禮
與
俗
化
。
衣
服
器
械
，
各
便
其
用
；
法
度
制
令
，
各
因
其
宜
。
故
變
古
未

可
非
，
循
俗
未
足
多
旔

。
（
卷
三
十
五　

文
子
）

	

【
註
釋
】�

彍
右
：
古
代
崇
右
，
故
以
右
為
貴
。
鈫
周
：
適
合
。
𤊄
循
俗
：
順
從
風
俗
。
循
：
遵
從
。
旔
足
多
：

值
得
稱
讚
。
多
：
稱
讚
。

	

【
白
話
】�

治
理
國
家
有
常
理
，
以
利
益
民
眾
為
根
本
；
政
治
教
化
有
方
法
，
以
政
令
通
行
為
上
。
如
果
有

利
於
百
姓
，
就
不
必
效
法
古
人
；
如
果
措
施
合
宜
於
事
理
，
就
不
必
順
從
舊
俗
。
所
以
聖
人
制

定
法
度
隨
著
時
代
而
變
化
，
制
定
禮
儀
隨
著
風
俗
而
演
化
。
衣
服
和
用
具
，
都
適
合
百
姓
所
用
；

法
律
制
度
和
政
策
命
令
，
都
根
據
百
姓
所
適
宜
的
情
況
。
所
以
改
變
古
人
的
作
法
不
一
定
值
得

非
議
，
而
順
從
舊
俗
也
不
一
定
值
得
讚
譽
。

　

国
を
治
め
る
の
に
は
常
理
が
あ
る
が
、
民
に
益
す
る
こ
と
は
そ
の
根
本
で
す
。
政
治
と
教
化
に
は
方
法

が
あ
る
が
、
政
令
が
順
調
に
実
行
で
き
る
こ
と
を
最
も
重
要
な
条
件
と
し
て
い
ま
す
。
も
し
民
に
益
し
て

い
る
の
な
ら
ば
、
何
も
古
人
に
見
習
う
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
政
策
が
理
に
適
っ
て
い
る
の
な
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ら
ば
、
昔
の
慣
わ
し
に
従
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
聖
人
の
制
定
す
る
法
律
と
制
度
は
時

代
と
共
に
変
化
し
、
聖
人
の
制
定
す
る
礼
儀
も
風
俗
と
共
に
調
整
さ
れ
ま
す
。
衣
服
と
用
具
は
皆
、
民
の

使
い
道
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
法
律
制
度
と
政
策
命
令
も
皆
、
民
に
と
っ
て
適
当
な
状
態
に
変
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
古
人
の
や
り
方
を
変
え
る
か
ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し
も
非
難
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
旧
来
の
慣
わ
し
に
従
う
の
も
必
ず
し
も
褒
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
で

す
。

349	

夫
瑞
彍

生
必
於
嘉
士
鈫

，
福
至
實
由
善
人
。
在
德
為
瑞
，
無
德
為
災
。
（
卷
二
十
四　

後
漢
書
四
）

	

【
註
釋
】
彍
瑞
：
祥
瑞
，
吉
祥
的
徵
兆
。
鈫
嘉
士
：
善
人
；
德
才
兼
優
的
人
。

	

【
白
話
】�

（
竇
武
勸
諫
東
漢
桓
帝
說
：
）
祥
瑞
的
現
象
，
必
然
是
由
於
有
德
才
兼
備
的
人
出
現
而
產
生
的
，

福
氣
的
到
來
確
實
是
源
自
善
人
。
有
德
行
，
這
些
現
象
就
是
祥
瑞
；
無
德
行
，
這
些
現
象
就
代

表
災
異
將
到
來
。

　

（
竇
武
は
東
漢
の
桓
帝
に
諫
言
を
進
呈
し
て
言
い
ま
し
た
。
）
吉
祥
な
兆
し
は
、
必
ず
才
徳
兼
備
な
者

が
生
ま
れ
た
か
ら
現
れ
る
も
の
で
す
。
福
が
や
っ
て
く
る
の
は
、
確
か
に
善
人
の
た
め
で
す
。
徳
性
と
品

行
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
特
別
な
現
象
は
吉
祥
な
兆
し
で
す
。
徳
性
と
品
行
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
現
象

は
災
い
の
到
来
を
意
味
し
ま
す
。
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350	

觀
其
所
舉
，
而
治
亂
可
見
也
；
察
其
黨
與
彍

，
而
賢
不
肖
可
論
也
。
（
卷
四
十
一　

淮
南
子
）

	
【
註
釋
】
彍
黨
與
：
同
夥
之
人
；
同
類
之
人
。

	
【
白
話
】�

觀
察
君
主
所
舉
用
的
人
，
其
國
家
是
政
治
清
明
還
是
混
亂
不
堪
便
可
以
預
見
；
觀
察
一
個
人
的

同
夥
，
那
這
個
人
是
賢
明
還
是
不
賢
明
便
可
以
論
定
。

　

主
君
が
挙
用
す
る
者
を
観
察
す
れ
ば
、
そ
の
国
の
政
治
が
清
明
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
上
な
く
混

乱
な
の
か
が
予
見
で
き
ま
す
。
人
の
仲
間
を
観
察
す
れ
ば
、
そ
の
者
が
賢
明
な
の
か
ど
う
か
が
論
定
で
き

ま
す
。

351	

子
曰
：
「
有
德
者
必
有
言
彍

，
有
言
者
不
必
有
德
；
仁
者
必
有
勇
，
有
勇
者
不
必
有
仁
。
」
（
卷
九　

論
語
）

	

【
註
釋
】
彍
言
：
這
裡
指
的
是
善
言
、
道
義
之
言
。

	

【
白
話
】�

孔
子
說
：
「
有
德
行
的
人
必
定
會
說
有
益
於
人
的
善
言
，
但
是
會
說
益
人
善
言
之
人
不
一
定
有
德
。

有
道
德
的
仁
人
必
定
有
勇
（
因
為
仁
人
做
道
德
的
事
必
然
勇
為
）
，
有
勇
的
人
則
不
一
定
有
仁

（
雖
然
勇
於
做
事
，
但
若
不
與
道
德
相
合
，
也
只
是
無
意
義
的
匹
夫
之
勇
）
。
」

　

孔
子
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
徳
性
と
品
行
の
あ
る
者
は
、
必
ず
人
の
た
め
に
な
る
善
言
を
言
う
が
、
人

の
た
め
に
な
る
善
言
を
い
う
者
に
、
必
ず
し
も
徳
性
と
品
行
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
徳
と

仁
愛
の
心
が
あ
る
者
に
は
必
ず
勇
気
が
あ
る
が
（
慈
悲
な
人
は
必
ず
道
徳
に
適
っ
た
こ
と
を
勇
ん
で
す
る

た
め
）
、
勇
気
の
あ
る
者
に
、
必
ず
し
も
仁
愛
の
心
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
（
物
事
を
進
め
る
勇
気
が
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）

あ
っ
て
も
、
そ
の
中
身
が
道
徳
に
適
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
た
だ
意
味
の
な
い
匹
夫
の
勇
し
か
す
ぎ
ま
せ

ん
。
）
」

352	

夫
商
賈
者
，
所
以
伸
彍

盈
虛
鈫

而
獲
天
地
之
利
，
通
有
無
而
壹
𤊄

四
海
之
財
。
其
人
可
甚
賤
，
而
其
業
不
可
廢
。

蓋
眾
利
之
所
充
，
而
積
偽
之
所
生
，
不
可
不
審
察
也
。
（
卷
四
十
九　

傅
子
）

	

【
註
釋
】
彍
伸
：
《
永
樂
大
典
》
作
「
沖
」
。
鈫
盈
虛
：
有
餘
與
不
足
。
𤊄
壹
：
統
一
；
一
致
。

	

【
白
話
】�

商
人
，
是
為
了
調
劑
物
品
的
有
餘
與
不
足
，
來
獲
取
天
地
間
的
利
益
；
流
通
有
無
，
來
均
衡
四

方
的
財
物
。
經
商
的
人
，
雖
然
社
會
地
位
低
賤
，
但
商
業
卻
不
能
廢
棄
。
商
業
是
眾
多
利
益
的

匯
集
之
處
，
是
各
種
欺
詐
現
象
產
生
的
源
頭
，
所
以
不
能
不
仔
細
考
察
。

　

商
人
は
物
の
余
剰
と
不
足
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
の
中
の
利
益
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

流
通
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
方
の
財
物
を
均
等
に
分
配
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
商
い
を
す

る
者
の
社
会
に
お
け
る
地
位
は
低
い
が
、
商
業
は
廃
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
商
業
は
多
く

の
利
益
が
集
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
種
の
詐
欺
現
象
が
生
ま
れ
る
源
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
良
し
悪
し
に

つ
い
て
は
慎
重
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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353	
皇
天
無
親
彍

，
惟
德
是
輔
；
民
心
無
常
鈫

，
惟
惠
𤊄

之
懷
。
天
之
於
人
，
無
有
親
疏
。
惟
有
德
者
，
則
輔
佐
之
。

民
心
於
上
，
無
有
常
主
。
惟
愛
己
者
，
則
歸
往
之
。

為
善
弗
同
，
同
歸

旔

于
治
焩

；
為
惡
弗
同
，
同
歸
于
亂
。
（
卷
二　

尚
書
）

	

【
註
釋
】�
彍
親
：
指
偏
愛
。
鈫
無
常
：
不
固
定
。
𤊄
惠
：
仁
愛
，
寬
厚
。
旔
歸
：
歸
趨
，
趨
於
。
焩
治
：

治
理
得
好
，
安
定
太
平
。

	

【
白
話
】�

上
天
從
來
不
會
偏
愛
誰
，
只
要
是
賢
德
之
人
都
會
佑
助
；
民
心
也
不
是
固
定
不
變
的
，
只
要
領

導
者
仁
慈
愛
民
，
人
民
都
會
歸
向
。
行
善
政
的
方
法
不
同
，
但
只
要
是
真
正
的
善
政
，
結
局
都

是
域
內
大
治
；
作
惡
的
方
式
不
同
，
但
結
局
都
是
社
會
動
亂
。

　

天
は
い
つ
も
誰
か
を
贔
屓
し
た
り
せ
ず
に
、
賢
明
に
し
て
徳
性
の
あ
る
者
な
ら
ば
、
誰
で
も
助
け
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
民
の
心
も
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
で
は
な
く
、
指
導
者
が
慈
悲
に
満
ち
て
民
の
こ
と
を
愛

護
す
れ
ば
、
民
は
皆
帰
順
し
ま
す
。
善
政
を
行
う
方
法
は
色
々
あ
れ
ど
、
本
当
に
良
い
善
政
な
ら
ば
、
そ

の
統
治
下
で
は
ど
こ
も
安
ら
い
で
安
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。
悪
事
を
行
う
方
法
は
色
々
あ
れ
ど
、
い
ず

れ
も
社
会
の
動
乱
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

354	

仁
者
在
位
，
而
仁
人
來
；
義
者
在
朝
，
而
義
士
至
。
是
以
墨
子
之
門
多
勇
士
，
仲
尼
之
門
多
道
德
，
文
王

之
朝
多
賢
良
，
秦
王
之
庭
多
不
詳
。
故
善
者
必
有
所
主
（
主
作

因

）
而
至
，
惡
者
必
有
所
因
而
來
。
夫
善
惡
不

空
作
，
禍
福
不
濫
生
，
唯
心
之
所
向
，
志
之
所
行
而
已
矣
。
（
卷
四
十　

新
語
）
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【
白
話
】�

仁
者
在
朝
廷
執
政
，
就
能
感
召
仁
者
前
來
；
義
士
在
朝
廷
執
政
，
就
會
感
召
義
士
前
來
。
所
以

墨
子
的
門
下
多
勇
士
，
孔
子
的
門
下
多
道
德
之
人
，
文
王
的
朝
中
多
賢
良
之
臣
，
秦
王
的
朝
堂

多
不
善
之
人
。
所
以
善
人
到
來
必
有
其
原
因
，
惡
人
到
來
也
必
有
其
緣
由
。
善
惡
不
會
憑
空
發

生
，
禍
福
不
會
隨
便
到
來
，
都
是
人
們
心
靈
所
趨
向
和
意
志
所
實
行
的
結
果
而
已
。

　

仁
者
が
王
位
に
座
し
て
い
る
と
、
情
け
深
い
心
の
人
た
ち
も
朝
廷
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
義
者
が
朝
廷

に
い
る
と
、
義
を
か
た
く
守
る
人
た
ち
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
墨
子
の
門
下
に
は
勇
士
が

多
く
、
孔
子
の
門
下
に
は
道
徳
の
あ
る
者
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
文
王
の
治
世
に
は
多
く
の
賢
明
に
し
て

善
良
な
臣
下
が
い
た
が
、
秦
王
の
時
に
は
不
善
な
者
が
多
く
い
ま
し
た
。
ゆ
え
に
、
善
人
が
や
っ
て
く
る

の
に
は
必
ず
原
因
が
あ
る
が
、
悪
人
が
や
っ
て
く
る
の
に
も
必
ず
理
由
が
あ
り
ま
す
。
善
悪
は
何
の
理
由

も
な
く
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
禍
福
も
勝
手
に
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
全
て
は
人
々
の
心

の
赴
く
ま
ま
に
、
そ
し
て
人
々
の
意
志
が
実
行
さ
れ
た
結
果
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

355	

利
天
下
者
，
天
下
啟
之
；
害
天
下
者
，
天
下
閉
之
；
生
天
下
者
，
天
下
德
彍

之
；
殺
天
下
者
，
天
下
賊
之
；

徹
鈫

天
下
者
，
天
下
通
之
；
窮
天
下
者
，
天
下
仇
之
；
安
天
下
者
，
天
下
恃
之
；
危
天
下
者
，
天
下
災
之
。

天
下
者
非
一
人
之
天
下
，
唯
有
道
者
得
天
下
也
。
（
卷
三
十
一　

六
韜
）

	

【
註
釋
】
彍
德
：
感
恩
，
感
激
。
鈫
徹
：
這
裡
指
君
主
以
真
情
對
待
百
姓
而
無
隱
瞞
。

	

【
白
話
】�

為
天
下
謀
利
益
的
人
，
天
下
人
就
擁
護
他
；
給
天
下
人
帶
來
禍
害
的
人
，
天
下
人
就
反
對
他
；
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使
天
下
人
得
以
生
養
的
人
，
天
下
人
就
感
激
他
；
殺
戮
天
下
人
的
人
，
天
下
人
就
毀
滅
他
；
以

真
心
真
情
對
待
天
下
人
，
天
下
人
皆
以
真
情
相
待
而
無
隱
瞞
；
讓
天
下
人
的
意
願
不
得
抒
發
而

陷
於
窘
境
的
人
，
天
下
人
就
仇
視
他
；
使
天
下
安
居
樂
業
的
人
，
天
下
人
就
依
靠
他
；
讓
天
下

遭
受
危
難
的
人
，
天
下
人
也
將
給
他
帶
來
災
難
。
天
下
不
是
一
個
人
的
天
下
，
只
有
有
道
之
人
，

才
能
得
到
天
下
。

　

天
下
の
人
々
の
た
め
に
利
益
を
図
ろ
う
と
す
る
者
は
、
天
下
の
人
々
か
ら
擁
護
さ
れ
ま
す
。
天
下
の

人
々
に
禍
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
者
は
、
天
下
の
人
々
か
ら
反
対
さ
れ
ま
す
。
天
下
の
人
々
が
静
養
で
き

る
よ
う
に
す
る
者
は
、
天
下
の
人
々
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
す
。
天
下
の
人
々
を
殺
戮
し
て
し
ま
う
者
は
、
天

下
の
人
々
か
ら
滅
ぼ
さ
れ
ま
す
。
真
心
で
天
下
の
人
々
に
接
し
て
い
る
者
は
、
天
下
の
人
々
か
ら
隠
す
こ

と
な
く
、
真
心
で
接
せ
ら
れ
ま
す
。
天
下
の
人
々
を
窮
地
に
陥
れ
て
、
そ
の
気
持
ち
を
聞
き
入
ら
な
い
者

は
、
天
下
の
人
々
か
ら
敵
視
さ
れ
ま
す
。
天
下
の
人
々
が
安
ら
い
で
仕
事
に
楽
し
く
励
め
る
よ
う
に
す
る

者
は
、
天
下
の
人
々
か
ら
頼
り
に
さ
れ
ま
す
。
天
下
の
人
々
を
危
な
い
目
に
合
わ
せ
る
者
は
、
天
下
の
人
々

か
ら
災
難
を
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
天
下
は
一
人
の
天
下
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
徳
に
適
っ
た
方
法
を
心
得

た
者
の
み
が
天
下
を
得
ら
れ
ま
す
。

356	

夫
天
下
大
器
，
今
人
之
置
器
，
置
諸
安
處
則
安
，
置
諸
危
處
則
危
。
天
下
之
情
與
器
無
以
異
，
在
天
子
之

所
置
之
。
湯
、
武
置
天
下
於
仁
義
禮
樂
，
而
德
澤
洽
，
禽
獸
草
木
廣
裕
彍

，
德
被
子
孫
數
十
世
，
此
天
下
所
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共
聞
也
；
秦
王
置
天
下
於
法
令
刑
罰
，
德
澤
無
一
有
，
而
怨
毒
盈
於
世
，
人
憎
惡
之
如
仇
讎
，
禍
幾
及
身
，

子
孫
誅
絕
鈫

，
此
天
下
之
所
共
見
也
。
是
非
其
明
效
大
驗
𤊄

邪
！
（
卷
十
六　

漢
書
四
）

	
【
註
釋
】
彍
廣
裕
：
繁
庶
。
鈫
誅
絕
：
誅
滅
；
滅
絕
。
𤊄
明
效
大
驗
：
很
顯
著
的
效
驗
。

	

【
白
話
】�

天
下
好
比
一
個
大
的
器
物
，
現
在
人
們
放
置
器
物
，
放
在
安
穩
處
就
安
穩
，
放
在
危
險
處
就
危

險
。
治
理
天
下
的
道
理
和
放
置
器
物
沒
有
什
麼
差
別
，
就
看
天
子
把
它
放
在
什
麼
地
方
。
商
湯
、

周
武
王
把
天
下
放
在
仁
義
道
德
、
禮
樂
教
化
上
，
於
是
恩
德
廣
被
，
禽
獸
繁
衍
，
草
木
茂
盛
，

德
行
覆
蔭
子
孫
幾
十
世
，
這
是
天
下
人
都
知
道
的
；
秦
始
皇
把
天
下
放
置
於
法
令
刑
罰
上
，
沒

有
一
點
恩
澤
，
於
是
怨
恨
充
滿
世
間
，
人
們
憎
恨
他
如
仇
敵
一
般
，
禍
害
差
一
點
殃
及
自
身
，

子
孫
被
誅
殺
滅
絕
，
這
是
天
下
人
都
看
到
的
。
誰
對
誰
錯
這
就
清
楚
地
得
到
呈
現
和
驗
證
了
啊
！

　

天
下
は
ま
る
で
一
つ
の
大
き
な
器
で
す
。
穏
や
か
な
所
に
置
け
ば
、
そ
れ
は
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
危

な
い
所
に
置
け
ば
、
そ
れ
は
危
な
く
な
り
ま
す
。
天
下
を
治
め
る
理
も
、
器
の
設
置
に
あ
ま
り
違
い
が
な

く
、
天
子
が
天
下
を
ど
の
よ
う
な
所
に
置
け
ば
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
商
湯
や
周
の
武
王
は
天
下
を
仁

義
道
徳
と
礼
楽
教
化
を
重
ん
じ
る
環
境
に
置
い
た
の
で
、
そ
の
恩
恵
と
徳
性
は
世
の
中
に
広
く
伝
わ
り
ま

し
た
。
獣
た
ち
は
大
い
に
繁
栄
し
、
草
木
も
大
変
茂
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
徳
性
と
品
行
は
そ
の
後
何

十
代
の
子
孫
ま
で
も
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
天
下
の
人
々
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
秦
の
始
皇
帝
は
天

下
を
法
令
と
刑
罰
に
満
ち
た
環
境
に
置
い
た
が
、
民
に
は
少
し
の
恩
恵
も
与
え
な
か
っ
た
の
で
、
世
間
は

怨
み
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
人
々
は
始
皇
帝
の
こ
と
を
仇
の
よ
う
に
敵
視
し
、
禍
は
彼
自
身
に
及
ぼ

し
そ
う
に
な
っ
た
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
子
孫
ま
で
も
実
際
に
殺
さ
れ
て
滅
亡
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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六
、
因
果

こ
れ
も
天
下
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
ど
ち
ら
が
間
違
っ
て
い
る
の
か

が
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
は
っ
き
り
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
し
ょ
う
！

357	

人
主
能
安
其
民
，
則
民
事
其
主
，
如
事
其
父
母
。
故
主
有
憂
則
憂
之
，
有
難
則
死
之
。
人
主
視
民
如
土
，

則
民
不
為
用
。
主
有
憂
則
不
憂
，
有
難
則
不
死
。
故
曰
：
「
莫
樂
之
，
則
莫
哀
之
；
莫
生
之
，
則
莫
死
之
。
」

（
卷
三
十
二　

管
子
）

	

【
白
話
】�

君
主
能
使
人
民
生
活
安
定
，
那
麼
人
民
事
奉
君
主
，
便
會
如
同
事
奉
自
己
的
父
母
一
樣
。
因
此
，

君
主
有
憂
，
人
民
便
會
為
他
分
憂
；
君
主
有
危
難
，
人
民
便
會
為
他
效
死
。
君
主
若
視
人
民
如

同
泥
土
，
人
民
便
不
會
為
他
效
力
。
君
主
有
憂
，
人
民
不
會
為
他
分
憂
；
君
主
有
危
難
，
也
不

會
為
他
效
死
。
所
以
說
：
「
君
主
不
能
使
人
民
安
樂
，
人
民
就
不
會
為
君
王
分
憂
；
君
主
不
考

慮
人
民
的
生
存
，
人
民
就
不
會
為
君
王
效
死
。
」

　

君
主
が
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
民
は
自
分
の
父
母
に
仕
え
る
よ
う
に
、
君
主
に
仕
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
君
主
に
憂
い
事
が
あ
れ
ば
、
民
は
そ
の
憂
い
事
を
取
り
除
こ
う
と
し
ま
す
。
君
主
に
危
難

が
あ
れ
ば
、
民
は
そ
の
危
難
か
ら
君
主
を
守
ろ
う
と
命
を
か
け
ま
す
。
も
し
君
主
が
民
の
こ
と
を
泥
土
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
な
ら
ば
、
民
は
君
主
の
た
め
に
尽
力
し
ま
せ
ん
。
君
主
に
憂
い
事
が
あ
っ
て
も
、

民
は
そ
の
憂
い
事
を
取
り
除
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
君
主
に
危
難
が
あ
っ
て
も
、
民
は
そ
の
危
難
か
ら
君
主

を
守
ろ
う
と
命
を
か
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
「
君
主
が
民
に
安
楽
な
生
活
を
送
ら
せ
る
よ
う
に
で
き
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六
、
因
果

な
け
れ
ば
、
民
は
君
主
の
憂
い
事
を
取
り
除
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
君
主
が
民
の
生
存
を
考
慮
し
て
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
民
は
君
主
の
た
め
に
命
を
か
け
ま
せ
ん
」

358	

臣
聞
，
謙
遜
彍

靜
愨
鈫

，
天
表
𤊄

之
應
旔

，
應
之
以
福
；
驕
溢
靡
麗
，
天
表
之
應
，
應
之
以
異
焩

。
（
卷
十
八

　

漢
書
六
）

	

【
註
釋
】�

彍
謙
遜
：
謙
虛
恭
謹
。
鈫
靜
愨
（q

u
è

／

愨
）
：
沉
靜
樸
實
。
愨
：
恭
謹
；
樸
實
。
𤊄
天
表
：

上
天
顯
示
。
旔
應
：
感
應
，
應
驗
。
焩
異
：
怪
異
不
祥
之
事
；
災
異
。

	

【
白
話
】�

（
東
方
朔
勸
諫
漢
武
帝
說
：
）
我
聽
說
做
人
謙
虛
恭
謹
、
沉
靜
樸
實
，
上
天
就
會
感
應
，
應
之

以
福
；
驕
橫
自
滿
、
奢
侈
無
度
，
上
天
也
會
感
應
，
應
之
以
怪
異
現
象
。

　

（
東
方
朔
は
漢
の
武
帝
に
諫
言
を
進
呈
し
て
言
い
ま
し
た
。
）
恭
し
く
て
慎
ま
し
く
、
謙
虚
か
つ
沈
着

に
質
素
な
本
分
を
守
っ
て
い
れ
ば
、
天
か
ら
感
動
さ
れ
て
、
福
を
与
え
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

傲
慢
に
し
て
贅
沢
の
限
り
を
尽
し
て
し
ま
う
と
、
天
の
怒
り
を
買
っ
て
、
怪
奇
現
象
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

359	

小
人
朝
為
，
而
夕
求
其
成
；
坐
施
而
立
望
其
及
（
及
作

反

）
；
行
一
日
之
善
，
而
問
終
身
之
譽
。
譽
不
至
則
曰
，

善
無
益
矣
，
遂
疑
聖
人
之
言
，
背
先
王
之
教
，
存
其
舊
術
，
順
其
常
好
。
是
以
身
辱
名
賤
，
而
永
為
人
役

也
（
永
作
不

免
二
字

）
。
（
卷
四
十
六　

中
論
）

	

【
白
話
】�

小
人
早
晨
做
事
，
傍
晚
就
希
求
事
情
成
功
；
剛
坐
下
來
施
行
，
站
起
來
就
指
望
有
回
報
；
做
了
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六
、
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果

一
天
好
事
，
就
希
望
有
終
身
的
榮
譽
。
榮
譽
沒
有
得
到
，
就
說
做
好
事
沒
有
什
麼
益
處
，
於
是

就
懷
疑
聖
人
的
言
論
，
背
棄
先
王
的
教
誨
，
保
留
其
過
去
的
做
法
，
順
從
其
平
素
的
喜
好
。
因

此
身
辱
名
賤
，
難
免
被
他
人
所
役
使
。

　

卑
し
い
者
は
朝
、
何
か
を
す
る
と
、
夕
方
に
は
も
う
そ
の
こ
と
の
成
功
を
望
ん
で
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

座
っ
て
何
か
し
た
だ
け
な
の
に
、
立
ち
上
が
る
と
す
ぐ
に
何
か
見
返
り
は
な
い
か
と
望
ん
で
い
ま
す
。
一

日
だ
け
い
い
こ
と
を
す
れ
ば
、
終
身
の
栄
誉
を
欲
し
ま
す
。
も
し
栄
誉
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
い
い
こ

と
を
し
て
も
何
も
利
益
は
な
い
と
言
っ
て
、
聖
人
の
言
論
を
疑
い
、
先
王
の
教
え
に
背
い
て
し
ま
す
。
そ

し
て
昔
の
や
り
方
に
戻
り
、
い
つ
も
の
好
み
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
い
つ
ま
で
も

卑
し
い
身
分
と
名
声
で
、
人
に
使
わ
れ
る
運
命
か
ら
逃
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

360	

六
三
彍

：
負
且
乘
，
致
寇
至
，
貞
吝
。
處
非
其
位
，
履
非
其
正
，
以
附
於
四
，
用
夫
柔
邪
以
自
媚
者
也
。
乘
二
負

四
，
以
容
其
身
。
寇
之
來
也
，
自
己
所
致
矣
，
雖
幸
而
免
，
正
之
所
賤
也
。

（
卷
一　

周
易
）

	

【
註
釋
】�

彍
六
三
：
指
解
卦
的
第
三
爻
。
六
三
在
九
四
之
下
、
九
二
之
上
，
以
陰
處
陽
位
，
代
表
姦
邪
小

人
用
諂
媚
手
段
攀
附
九
四
，
又
凌
駕
於
九
二
君
子
之
上
。

	

【
白
話
】�

解
卦
的
第
三
爻
：
小
人
身
負
重
物
而
乘
車
，
必
招
致
盜
寇
前
來
，
正
是
眾
人
鄙
視
的
。
（
背
負

東
西
，
本
是
小
人
之
事
；
乘
的
車
子
，
本
是
君
子
治
國
、
平
和
天
下
乘
坐
的
器
具
，
如
今
小
人

竊
乘
君
子
的
器
具
，
必
無
能
匡
濟
，
大
盜
必
競
相
來
搶
奪
了
。
）

　

解
卦
の
中
の
第
三
の
爻
と
は
、
卑
し
い
者
が
重
い
物
を
持
っ
て
馬
車
に
乗
っ
て
い
る
と
、
必
ず
盗
賊
の
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来
襲
を
招
い
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
、
人
々
が
最
も
見
下
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

（
物
を
背
負
う
の
は
、
元
か
ら
卑
し
い
者
の
仕
事
で
す
。
馬
車
と
は
、
元
か
ら
君
子
が
国
を
治
め
て
、
天

下
を
平
和
に
す
る
た
め
の
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
や
卑
し
い
者
は
君
子
の
乗
り
物
を
盗
み

取
っ
て
い
ま
す
。
君
子
ほ
ど
の
品
性
と
才
能
が
な
い
の
に
、
そ
の
地
位
を
占
拠
し
て
い
る
と
、
大
き
な
盗

賊
た
ち
は
必
ず
奪
い
取
り
に
や
っ
て
き
ま
し
ょ
う
。
）



出
版
の
ご
協
力
者
及
び
愛
読
者

ご
縁
の
あ
る
皆
様
方
へ
の
回
向
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
の
功
徳
で

現
世
の
業
累
を
消
せ
る
こ
と
を
願
う
。

諸
々
の
福
と
智
慧
を
増
や
し

善
の
根
が
育
つ
よ
う
に
円
熟
し
た
い
。

全
て
の
刀
剣
怪
我

飢
饉
等
々
の
災
厄

皆
悉
く
消
滅
し
て
く
れ
た
ま
え
。

人
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
礼
儀
と
譲
れ
あ
い
の
精
神
を
習
い

こ
の
本
を
受
け
貰
う
者
の
た
め
に
読
経
す
る
べ
し
。

こ
の
本
に
触
れ
る
ご
縁
に
恵
ま
れ
た
者

現
世
の
家
族
は
安
楽
で
い
ら
れ

先
に
亡
く
な
っ
た
者
は
成
仏
で
き
る
。

風
雨
は
常
に
凪
ぎ

人
々
は
悉
く
安
ら
か
で
あ
る
。

法
界
普
く
良
識
を
有
し

共
に
無
上
の
仏
道
を
証
明
し
よ
う
。

本
書
は
ク
リ
エ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
の

台
湾
バ
ー
ジ
ョ
ン
三
・
０
「
氏
名
表

示
、
非
営
利
性
、
添
削
の
禁
止
」
条
文

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
則
の
下

で
販
売
す
る
こ
と
を
禁
止
し
ま
す
が
、

ご
縁
の
有
る
方
に
は
贈
呈
し
て
お
り
ま

す
。

本
書
の
増
刷
に
ご
興
味
の
有
る
方
は
、

本
会
の
規
定
さ
れ
た
方
法
で
引
用
の
出

所
を
明
示
し
た
上
で
、
流
通
及
び
頒
布

す
る
こ
と
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
た
だ

し
、
販
売
・
転
売
な
ど
一
切
の
商
業
行

為
及
び
内
容
に
関
す
る
添
削
は
お
断
り

し
ま
す
。
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本
書
は
ご
縁
の
方
に
無
料
で
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
販
売
・
転
売
な
ど
の
商
業
行
為
は
一
切
お

断
り
し
ま
す
。

 

◎�

増
刷
は
歓
迎
い
た
し
ま
す
（
内
容
の
添
削
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
）。
本
書
を
広
め
流
通
さ
せ
る
こ
と
は
、
皆
様
の
無
量
の
功
徳
と
な
り
ま
し
ょ

う
。
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